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【大学等の設置の趣旨・必要性】 

１．＜養成する人材像、３つのポリシーが不明確＞ 

高齢者人口の増加などの社会的課題に対して、今後、求められる人材の能力として「高度な実践力」、

「コミュニケーション能力」、「問題発見能力・問題解決能力」及び「応用力・刷新力」を掲げ、専

門職大学で人材を育成する必要性を説明し、設置構想審査においても既設の大学の理学療法学科・

作業療法学科で育成する人材の能力が異なることを示していたが、既設の大学においても即戦力と

なる教育の実施など同様の教育目標がホームページで掲載されており、専門職大学で人材を育成す

る必要性や身に付ける知識等の違いに関する説明が不十分で矛盾しており、養成する人材像の違い

が不明確であるほか、３つのポリシーの内容も不明確なため、以下の点に留意しつつ、修正するこ

と。【２学科共通 理学療法学科 是正事項１、作業療法学科 是正事項１】・・・・・・・・・・1 

 

（１）養成する人材像が不明確なため、３つのポリシーの妥当性を判断することは困難となるが、

ディプロマ・ポリシーの内容が抽象的かつ不明確な内容になっているため、カリキュラム・

ポリシー及びアドミッション・ポリシーの一貫性を確認することもできない。特に、カリキ

ュラム・ポリシーは専門職大学制度に関する説明に留まっており、ディプロマ・ポリシーの

達成のために、どのような教育課程を編成し、どのような教育内容・方法を実施し、学修成

果をどのように評価するのかを定める基本的な方針になっているとは認められない。３つの

ポリシーの修正に当たっては、大学がどのような個性・特色、魅力を持ち、どのような有為

な人材を育成できるのかを対外的に示すなどのポリシーを定める意義を踏まえ、適切に改め

た上で、３つのポリシーの一貫性について明確に説明すること。また、３つのポリシーは養

成する人材像に応じてそれぞれの専攻分野の特性に応じた内容になると考えるが、本学から

示された両学科の３つのポリシーはほぼ同じ内容になっているため、適切に改めること。【２

学科共通 理学療法学科 是正事項１（１）、作業療法学科 是正事項１（１）】・・・・・・1 

 

（２）養成する人材像や３つのポリシーが不明確なため、教育課程の妥当性を判断することは困難

だが、申請のあった教育課程に関する配当年次の考え方、必修科目・選択科目・自由科目の

構成とその理由、科目間の対応関係などの説明がなく、教育課程が体系的に編成されている

のか疑義がある。特に、３年次までに職業専門科目を主として配置し、４年次に展開科目を

主として配置して、科目区分に応じて配当年次を二分化しているが、修得する知識の接続性・

順序性を踏まえたものとなっているのか不明確である。教育課程に関する配当年次の考え方、

必修科目・選択科目・自由科目の構成とその理由、科目間の対応関係を明らかにした上で、

体系的な教育課程が編成されていることを明確に説明すること。【２学科共通 理学療法学科 

是正事項１（２）、作業療法学科 是正事項１（２）】・・・・・・・・・・・・・・・・・23 



 

 

 

（３）入学者選抜に関する具体的な方法（試験科目、募集定員の割合など）に関する説明がなく、

アドミッション・ポリシーに沿った適切な入試が実施されるのか判断ができないため、入学

者選抜に関する具体的な方法とともに、アドミッション・ポリシーとの整合性を明確に説明

すること。【２学科共通  理学療法学科  是正事項１（３）、作業療法学科  是正事項１

（３）】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

 

２．＜３つのコース・領域の目的等が不明確＞ 

理学療法学科は「地域支援コース」、「ヘルスプロモーションコース」及び「障害スポーツ支援コー

ス」の３つのコース、作業療法学科は「児童領域」、「成人領域」及び「老年期領域」の３つの領域

を設けて履修指導を行うとのことだが、３つのコース・領域を設ける趣旨・必要性に関する十分な

説明がないほか、３つのコース・領域で育成する人材の社会的需要の説明もなく、３つのコース・

領域を設ける意義が不明確になっている。このため、３つのコース・領域を設ける趣旨・必要性を

明らかにするとともに、育成される人材の社会的需要を明確に説明すること。その際、３つのコー

ス・領域で育成する人材に求められる能力を身に付けるための必要な科目が適切に配置されている

かどうかも併せて説明すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項２、作業療法学科 是正事項

２】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 

 

３．＜大学、短期大学及び専門学校との違いが不明確＞ 

大学、短期大学及び専門学校との違いが具体的に説明されておらず、不明確である。開設する授業

科目の到達目標や教育水準、教員組織などが専門職大学としてどのように充実され、大学教育とし

ての学修の質が担保されるのかを明確に説明すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項３、

作業療法学科 是正事項３】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51 

 

４．＜大学名称の妥当性が不明確＞ 

大学名称で使用している「藍野」は、本法人に係る名称として通用していて、国内外で同一の名称

がないことを理由に設定したと説明しているが、専門職大学設置基準第 54 条で規定する教育研究

上の目的にふさわしい大学名称になっているとは認められないため、専攻に係る教育研究上の目的

を踏まえた適切な大学名称に修正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項４、作業療法学

科 是正事項４】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62 

 

５．＜英語名称の国際的通用性が不明確＞ 

学位の英語名称を「Bachelor Physical／Occupational Therapy」としているが、英語名称の国際的

通用性を踏まえれば、「Bachelor of Physical／Occupational Therapy」が適切な英語名称だと考え

られるため、適切に修正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項５、作業療法学科 是正事

項５】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63 

 

６．＜学生確保の見通しが不明確＞ 

高校２年生や施設等職員を対象に入学意向調査を実施し、入学定員を超える進学希望者がいたとの

説明だが、進学希望者を集計するために調査した内容は「本大学に興味をもったか」、「受験してみ



 

 

たいか」、「受験して合格したら、どの学科に入学したいか」という単純な設問に留まり、他府県に

競合校がある中で、他大学ではなく専門職大学を選ぶ学生がどのくらいいるのか不明確であるため、

学生を確保できる見通しについて、客観的な根拠とともに、改めて説明すること。【２学科共通 理

学療法学科 是正事項６、作業療法学科 是正事項６】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64 

 

【教育課程等】 

７．＜基礎科目の科目区分等が不明確＞ 

基礎科目の以下の点を是正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項７、作業療法学科 是正

事項７】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73 

 

（１）精神統一をする手段を習得する「日本の伝統文化」、中学・高校時代の文法の復習など英語の

基礎学力を修得する「英語Ⅰ」は、大学教育の水準としてふさわしい内容とは認められない

ため、修正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項７（１）、作業療法学科 是正事項

７（１）】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・73 

 

（２）基礎科目に「コミュニケーション論」、「人間学」、「心理学」、「社会福祉学」及び「英語Ⅱ」

が配置されているが、授業科目の概要で内容を確認する限り、授業計画に専攻に係る職業に

ついての学修内容が含まれており、職業専門科目に該当する疑義があるため、これらの科目

のシラバスを提出した上で、適切な区分であることを明確に説明するか、科目区分を適切に

改めること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項７（２）、作業療法学科 是正事項７

（２）】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・75 

 

８．＜展開科目の体系性が不明確＞ 

展開科目を通じて、どのような能力を育成しようとしているのか、展開科目で修得する能力は育成

する専門職業人にとって有意義な内容であるのかについて説明がないため、明確に説明すること。

なお、展開科目に配置されたほぼ全ての科目が「地域共生・地域包括ケアシステムを学修する科目

群」として４年次に配当されているが、養成する人材像を育成するために必要な科目が体系的に配

置されているのか不明確なため、配当年次の妥当性についても併せて明確に説明すること。【２学

科共通 理学療法学科 是正事項８、作業療法学科 是正事項９】・・・・・・・・・・・・・・・81 

 

９．＜総合科目の必要性等が不明確＞ 

総合科目の以下の点を是正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項９、作業療法学科 是正

事項１０】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・91 

 

（１）「理学療法総合演習／作業療法総合演習Ⅰ・Ⅱ」の授業内容は、総合科目の目的である「修得

した知識及び技能等を総合し、専門性が求められる職業を担うための実践的かつ応用的な能

力を総合的に向上させる」ことが実現できる授業計画とは認められないため、適切に改める

こと。【２学科共通  理学療法学科  是正事項９（１）、作業療法学科  是正事項１０

（１）】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・91 

 



 

 

（２）「シンメディカル論」では、チームアプローチの実際について学修すること目的に、理学療法

学科と作業療法学科の学生全員（120 名）が同時に受講することを計画しているが、シラバ

スを確認しても講義や演習に係る具体的な活動内容が十分に明示されておらず、教育効果を

上げるために、どのような授業が展開されるのか不明確であるため、明確に説明すること。

【２学科共通  理学療法学科  是正事項９（２）、作業療法学科  是正事項１０

（２）】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・95 

 

１０．＜単位設定の考え方が不明確＞ 

大学から示された主要授業科目をはじめ、教育課程上、１単位の科目が散見されるが、各科目の

単位設定の考え方が説明されておらず、到達目標に照らして、十分な学修効果を得られる学修時

間が確保されているのか不明確なため、各科目の単位設定の考え方を明らかにした上で、十分な

学修効果を得られる学修時間が確保されていることを明確に説明すること。【２学科共通 理学療

法学科 是正事項１０、作業療法学科 是正事項１１】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・97 

 

１１．＜コース・領域の運用計画が不明確＞ 

３つのコース・領域を設けて、それぞれの方向性や領域において、地域社会に貢献できる理学療

法士・作業療法士を育成すると説明しているが、コース・領域に関する学生への履修指導の方法

についての説明がないほか、養成する人材像ごとの履修モデルの提出もなく、学生に対して、い

つ・どのように３つのコース・領域の履修指導を実施するのか不明確である。養成する人材像ご

との履修モデルを明らかにした上で、学生に対する３つのコース・領域の履修指導をいつ・どの

ように実施するのか明確に説明すること。この際、特定のコース・領域に学生が集中した場合の

対応方針についても併せて説明すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項１１、作業療法

学科 是正事項１２】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100 

 

１２．＜授業形態の設定が不明確＞ 

実験、実習又は実技による授業科目一覧（別記様式第２号（その２の４））で掲げられた各科目

について、シラバスや教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））を確認したところ、

シラバス等では講義又は演習の内容となっているにもかかわらず、実験、実習又は実技による授

業科目一覧（別記様式第２号（その２の４））では「実技」としており、不整合が生じているた

め、各科目の授業内容を再度確認するとともに、適切な授業形態に修正すること。なお、修正に

当たってはどのような考え方で授業形態を設定したかが確認できるよう、該当する科目のシラバ

スとともに、授業形態の設定の考え方を明確に説明すること。【２学科共通 理学療法学科 是正

事項１２、作業療法学科 是正事項１３】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・103 

 

１３．＜シラバスの内容が不十分＞ 

提出されたシラバスを確認したところ、１単位 45 時間の学修時間数に含まれる「授業時間以外

の学習」欄が未記載になっているもの、学生が担当教員に質問等を行うことができる機会を担保

するオフィスアワーが未記載になっているもの、授業計画の内容が「活動①」、「活動②」のよう

に各授業でどのような内容を学修するのか不明確なものなど、専門職大学設置基準第 19 条で規

定する授業方法等の明示を満たしていない科目が多いため、全てのシラバスを点検し、不十分な



 

 

シラバスは是正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項１３、作業療法学科 是正事項１

４】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・108 

 

１４．＜遠隔地の実習施設の対応方法が不明確＞ 

実習先について、学生負担や適切な実習指導体制の観点から、学科ごとに実習先の地域分布を示

した上で、遠方の実習先においては過度な学生負担となっていないか、教員の巡回指導等が適切

に行われる体制となっているかを明確に説明すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項１

４、作業療法学科 是正事項１５】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・135 

 

１５．＜臨地実務実習が不明確＞ 

大学教育としてふさわしい臨地実務実習が実施され、単位認定が厳格に行われる計画なのか疑義

があるため、次の内容をはじめとして、計画全体を再度確認し、適切に修正すること。【２学科共

通 理学療法学科 是正事項１５、作業療法学科 是正事項１６】・・・・・・・・・・・・・・139 

 

（１）臨地実務実習の実施に当たっては、専門性の高い臨床能力の担保のため、例えば「OSCE

（客観的臨床能力試験）」などにより、実習前における能力の到達度の確認や、実習後に

おける公平な成績評価の実施が重要であるが、本学科の教育課程上、どのような取組を実

施するのか具体的な実施計画を明確に説明すること。特に実習後の客観的臨床能力試験に

ついては実施すると説明はあるが、十分な説明がなく、具体的な実施計画が不明なため、

時期や方法を含めた詳細の実施計画を明確に説明すること。【２学科共通 理学療法学科 

是正事項１５（１）、作業療法学科 是正事項１６（１）】・・・・・・・・・・・・・・139 

 

（２）提出された巡回指導計画表に、担当教員の氏名が記載されておらず、巡回指導のシフトが

適切に組まれているのか不明なため、巡回指導計画表を修正した上で、臨地実務実習が適

切に実施できる指導体制となっていることを説明すること。その際、完成年度時において、

担当教員が講義と実習を同時期に担当する場合には、教員ごとの科目担当時間割等を資料

として添付した上で、教員の負担等の観点から無理のない計画であることを併せて説明す

ること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項１５（２）、作業療法学科 是正事項１６

（２）】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・154 

 

１６．＜取得可能な資格に関する指導方法が不十分＞ 

取得可能な資格として挙げられた各資格を取得することがどのような意義をもつのかについて、

学生にどのように指導していくのか不明なため、資格取得のための学生の費用負担に関する考え

方とともに、明確に説明すること。その際、３つのコース・領域の学修における対応関係につい

ても留意すること。【２学科共通 理学療法学科 改善事項１６、作業療法学科  改善事項１

７】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・157 

 

１７．＜国家試験受験資格の位置付けが不適切＞ 

共生型社会に向けたリハビリテーションの専門家育成を掲げているにもかかわらず、国家試験を

受験しなかった者又は受験できなかった者も卒業要件を満たせば卒業できることを設置計画書



 

 

上で明示しているが、専門職大学制度における専門職業人の育成目的を踏まえれば、国家試験の

受験資格に関する考え方が不適切なため、適切に改めること。【２学科共通 理学療法学科 是正

事項１７、作業療法学科 是正事項１８】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・158 

 

１８．＜教育課程連携協議会に関する整備が不明確＞ 

教育課程連携協議会について、以下の点を是正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項

１８、作業療法学科 是正事項１９】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・159 

 

（１）教育課程連携協議会に関する専門職大学設置基準第 11 条第２項第３号の区分の構成員に

ついて、地域の幅広い意見を教育課程に反映させるための代表者として十分なのか不明確

であるため、妥当性を明確に説明するか、構成員を追加する等構成を見直すこと。【２学科

共通 理学療法学科 是正事項１８（１）、作業療法学科 是正事項１９（１）】・・・・・159 

 

（２）教育課程の不断の見直しを実現するために重要な事項を審議し、学長に意見を述べる役割

を担う教育課程連携協議会の位置付けを踏まえれば、学則上で教育課程連携協議会の設置

を規定することが適切だと考えられるが、本大学の学則では規定がないため、適切に規定

すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項１８（２）、作業療法学科 是正事項１９

（２）】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・162 

 

【教員組織等】 

１９．＜専攻分野に係る理論系の専任教員が不十分＞ 

両学科において、専攻分野に係る理論系の専任教員が少なく、専門職大学設置基準第 31 条第１

項が規定する当該専攻分野に係る教員組織体制として不十分であるため、適切な教員組織体制に

修正すること。【２学科共通  理学療法学科  是正事項１９、作業療法学科  是正事項２

０】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・164 

 

２０．＜担当単位数が不適切＞ 

週当たりの平均勤務日数が５日の専任教員がおらず、全ての専任教員が３日又は４日となる中、

担当単位数が 30 単位を超える者もおり、科目数の過度な負担により十分な研究時間を確保する

ことができないおそれや、授業及び学生指導などの教育の質の低下を招くおそれがあり、教育研

究の実現可能性に疑義がある。担当する科目数を見直した上で、教育と研究を両立することがで

きる教員組織を整えること。なお、見直した教員組織を説明する際には、各教員の 1 週間の勤務

スケジュール（授業、学生指導、研究をいつ実施するのか示すもの。なお、既設の大学や専門学

校を兼務する専任教員については既設の大学や専門学校での勤務に関する情報を含めたもの。）

が分かる資料を提出すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項２０、作業療法学科 是正事

項２１】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・172 

 

２１．＜専任教員数が設置基準を満たしていない＞ 

専任教員数について、専門職大学設置基準の規定を満たしていないため、適切に改めること。【２

学科共通 理学療法学科 是正事項２１、作業療法学科 是正事項２２】・・・・・・・・・・・175 



 

 

 

２２．＜設置計画の一層の充実＞ 

教員の年齢構成が比較的高齢に偏っていることから、教育研究の継続性を踏まえ、今後の採用計

画など教員組織編制の将来構想の明確化が望まれるので、対応方針について回答すること。【２

学科共通 理学療法学科 改善事項２２、作業療法学科 改善事項２３】・・・・・・・・・・・177 

 

２３．＜給与の考え方が不明確＞ 

教員の氏名等（別記様式第３号）において、月額基本給が０と記載された教員が散見されるが、

授業科目を担当するにもかかわらず、月額基本給が０になる理由が不明なため、合理的な理由を

説明するか、改めること。【２学科共通 理学療法学科 改善事項２３、作業療法学科 改善事項２

４】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・178 

 

【名称、その他】 

２４．＜研究室が不十分＞ 

研究室の以下の点を是正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項２４、作業療法学科 是

正事項２５】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・180 

 

（１）基本計画書では研究室は 21 室となっている一方で、設置の趣旨等を記載した書類では 20

室と説明しており、不整合であるため、正確な研究室数を明らかにした上で、専任教員 27

名に対する研究室の割り振りの考え方について明確に説明すること。【２学科共通 理学療

法学科 是正事項２４（１）、作業療法学科 是正事項２５（１）】・・・・・・・・・・180 

 

（２）各研究室の具体的な仕様が示されていないため、各専任教員が取り組む研究領域を踏まえ、

どのような研究手法をとり、それに必要な環境（研究用実験室や研究用機器、機密情報の

管理などを含む）が整備されているかどうかを明確にし、必要に応じて整備計画を充実さ

せること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項２４（２）、作業療法学科 是正事項２５

（２）】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・182 

 

２５．＜適切な学生控室を確保しているのか不明確＞ 

主として学生控室は食堂と兼用の学生ホール（207.42 ㎡）を利用するとのことだが、全学年で

480 名の学生が在籍する完成年度以降、食堂と兼用の中で余裕をもって休息、交流その他の活動

で利用できる十分な環境になっているのか不明確なため、大学の規模に応じた適切な学生控室が

配置されることを明確に説明すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項２５、作業療法学

科 是正事項２６】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・188 

 

２６．＜外国書の学術雑誌等の選定方針が不明確＞ 

図書等の整備について、外国書の学術雑誌 0 冊、電子ジャーナル 1 冊の計画となっており、大学

としてふさわしい教育・研究環境が整備されるのか疑義がある。外国書の学術雑誌及び電子ジャ

ーナルの選定理由を明らかにした上で、教育・研究に必要な図書等が十分に整備されていること

を明確に説明するか、必要に応じて充実すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項２６、作



 

 

業療法学科 是正事項２７】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・189 

 

２７．＜図書館スペースが十分か不明確＞ 

収容可能冊数が 12，960 冊の図書館に対して、完成年度は 12，434 冊を整備する計画となって

おり、追加で購入可能な図書等は 500 冊程度に限られるため、今後、教育研究活動で必要な図書

等が生じた場合、適切に整備できるのか疑義がある。このため、今後の図書等の整備に関する対

応方針を明確に説明するか、必要に応じて図書等のスペースを充実させること。【２学科共通 理

学療法学科 是正事項２７、作業療法学科 是正事項２８】・・・・・・・・・・・・・・・・・191 

 

２８．＜体育館の代替施設の利用方法が不明確＞ 

体育館等のスポーツ施設を設けないため、市営の運動公園を利用し、バス送迎を行うとのことだ

が、法令上規定されている学生の利用に際しての経済的負担の軽減が図られた運用になっている

のか、学生の授業時間割等に配慮がなされたバスの運行計画となっているのか、学生のクラブ活

動など授業以外でも利用できる使用契約となっているのかなど、市営の運動公園の具体的な利用

計画が不明なため、明確に説明すること。【２学科共通 理学療法学科 是正事項２８、作業療法学

科 是正事項２９】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・192 

 

２９．＜学則が不適切＞ 

学則第 35 条第１項に、入学検定料、入学金、授業料などは学校法人藍野大学学費取扱規程に定

めると記載されているが、法令上、授業料、入学料その他の費用徴収に関することは学則に記載

しなければならないとされていることから、適切に改めること。【２学科共通 理学療法学科 是

正事項２９、作業療法学科 是正事項３０】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・195 

 

３０．＜書類不備＞ 

認可申請書類に不備が散見されるため、適切に修正すること。【２学科共通 理学療法学科 是正

事項３０、作業療法学科 是正事項３１】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・197 

 

リハビリテーション学部 作業療法学科 

【教育課程等】 

３１．＜授業の到達目標と授業計画が不一致＞ 

職業専門科目で配置された「地域生活作業療法学演習Ⅰ」は、掲げられた授業の到達目標を達成

するための授業計画としては不適切なため、修正すること。【作業療法学科  是正事項

８】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200 

 

その他の事項 

学長予定者の変更について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・201 
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【大学等の設置の趣旨・必要性】 

（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１．＜養成する人材像、３つのポリシーが不明確＞ 

高齢者人口の増加などの社会的課題に対して、今後、求められる人材の能力として「高度な実践

力」、「コミュニケーション能力」、「問題発見能力・問題解決能力」及び「応用力・刷新力」を掲

げ、専門職大学で人材を育成する必要性を説明し、設置構想審査においても既設の大学の理学療

法学科・作業療法学科で育成する人材の能力が異なることを示していたが、既設の大学において

も即戦力となる教育の実施など同様の教育目標がホームページで掲載されており、専門職大学で

人材を育成する必要性や身に付ける知識等の違いに関する説明が不十分で矛盾しており、養成す

る人材像の違いが不明確であるほか、３つのポリシーの内容も不明確なため、以下の点に留意し

つつ、修正すること。【２学科共通】 

（１）養成する人材像が不明確なため、３つのポリシーの妥当性を判断することは困難となるが、

ディプロマ・ポリシーの内容が抽象的かつ不明確な内容になっているため、カリキュラム・

ポリシー及びアドミッション・ポリシーの一貫性を確認することもできない。特に、カリ

キュラム・ポリシーは専門職大学制度に関する説明に留まっており、ディプロマ・ポリシ

ーの達成のために、どのような教育課程を編成し、どのような教育内容・方法を実施し、

学修成果をどのように評価するのかを定める基本的な方針になっているとは認められな

い。３つのポリシーの修正に当たっては、大学がどのような個性・特色、魅力を持ち、ど

のような有為な人材を育成できるのかを対外的に示すなどのポリシーを定める意義を踏

まえ、適切に改めた上で、３つのポリシーの一貫性について明確に説明すること。また、

３つのポリシーは養成する人材像に応じてそれぞれの専攻分野の特性に応じた内容にな

ると考えるが、本学から示された両学科の３つのポリシーはほぼ同じ内容になっているた

め、適切に改めること。 

 

（対応） 

 

 ご指摘のとおり、既設の大学（藍野大学）の養成する人材像との違いを明確に論じ分けることができ

ていなかったため、第一に、藍野大学と本学（びわこリハビリテーション専門職大学）との養成する人

材像の違いを説明する。第二に、第一を受け本学の目的を整理し直したため、その説明を行う。第三に、

学部の目的（養成する人材像）と 3 つのポリシーを整理し直したため、その説明と、一貫性の説明を行

う。第四、第五に、両学科の目的（養成する人材像）と 3 つのポリシーを改めて整理し直したため、そ

の説明と、一貫性の説明を行う。 

 

１）既設の大学との養成する人材像の違い 

学校法人として定めている教育理念「Saluti et Solatio Aegrorum（病める人々を医やすばかりでなく

慰めるために）」に基づき、「病気を医学的に治療すると同時に患者様の心に慰めを与えることが医療人

の理想である」という考えを、本学と藍野大学は共有している。 

 藍野大学においては、学校教育法第 83 条第 1 項に規定する「大学は学術の中心として、広く知識を

授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的
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とする。」を踏まえつつ、「医療の高度化・専門化」に対応し、専門分化した医療現場において、高度な

実践力を持ってチーム医療に貢献できる人材の養成を根幹に置いている。藍野大学医療保健学部の教育

目標③「保健・医療チームのなかで、自己の役割を遂行できる人材を育成する。」がこれを表現している。

藍野大学医療保健学部には、理学療法学科、作業療法学科のほかに看護学科と臨床工学科を置き、4 学

科の学生が共同で、チーム医療について学ぶための科目を配置している。 

 一方、本学においては、社会の要請等として、厚生労働省が提唱する「地域共生社会（申請書類にお

いては、「共生型社会」という用語を使用した。）の実現に必要なリハビリテーション人材の養成」に応

ずることを、その主眼に置いている。今後も、急速な高齢化による疾病構造の多様化は、病院やクリニ

ック等の医療分野において、リハビリテーション人材は求められる。 

しかし、今後は、医療の在り方が、病院完結型から地域完結型への移行に従い、病気や障害を抱えな

がらも地域で生活する住民を支援できるリハビリテーション専門家が必要となることは間違いない。そ

のような社会を実現するうえで、リハビリテーション専門家に求められる能力として「高度な実践力」、

「コミュニケーション能力」、「問題発見能力・問題解決能力」及び「応用力・刷新力」を申請書類にお

いて掲げた。 

以上のように、藍野大学と本学では、人材養成の目的（社会の要請等）に違いがあるにも関わらず、

申請時点では、養成する人材像及び 3 つのポリシーにおいて、論じ分けることができていなかったと認

識している。藍野大学医療保健学部とびわこリハビリテーション専門職大学リハビリテーション学部の

養成する人材像の違いは次の表のとおりである。 

 

藍野大学とびわこリハビリテーション専門職大学の養成する人材像の違い 

 

藍野大学 

医療保健学部 

びわこリハビリテーション専門職大学 

リハビリテーション学部 

教育理念（法

人） 
「Saluti et Solatio Aegrorum（病める人々を医やすばかりでなく慰めるために）」 

人材養成の

目的（社会の

要請等） 

医療の高度化・専門化に対応した医

療専門職の養成 

地域共生社会の実現に必要なリハビリテーシ

ョン専門家の養成 

目的（養成す

る人材像） 

①人を愛する心を持ち、豊かな教養

を身につけた人材を育成する。 

②心の通う保健・医療サービスを提

供できる人材を育成する。 

③保健・医療チームのなかで、自己の

役割を遂行できる人材を育成す

る。 

④国際的な視野を持つ人材を育成す

る。 

⑤生涯学び続け、課題発掘・解決能力

を練磨できる人材を育成する。 

①高い倫理観と豊かな人間性、理論に裏付けら

れた専門的な知識と技術を身に付け、子ども

から高齢者までの地域住民を対象に、適切な

リハビリテーションを提供できる人材を養

成する。 

②地域共生社会の実現に向け、理学療法士・作

業療法士として保健・福祉・スポーツ・就労

等の分野において、多職種と連携・協力のも

と、地域住民及び地域が抱える課題を発見

し、解決することのできる創造性豊かな人材

を養成する。 

※目的には、人材養成の違いが分かるように、藍野大学医療保健学部では教育目標を掲載し、本学リハ

ビリテーション学部では、リハビリテーション学部の目的を掲載した。 
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２）本学の目的 

 藍野大学と本学との違いを改めて明確にしたことにより、大学の目的も改めることとした。 

申請書類においては、「医療専門職として社会的使命・社会的責任を果たし」や「医療専門職の養成」

を唱っていたことにより、地域の保健・福祉・スポーツ・就労等といった分野で、必要なリハビリテー

ションを実践できる人材を養成したいという本学の設置の趣旨が曖昧なものとなってしまっていたた

め、それらの文言を外し、「地域共生社会の実現に貢献すること」という文言に改めた。 

また、当初の大学の目的においては、人材養成という視点からのみ目的を定めており、社会的使命・

大学が果たすべき役割の記載が抜けていたため、人材養成を通じて、持続可能な地域共生社会を実現す

るために、その意義を見直し、びわこリハビリテーション専門職大学の目的を改めた。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 8 ページ 大学の目的 

新 旧 

教育基本法及び学校教育法の定めるところに

従うとともに教育理念に則り、リハビリテーショ

ンに関する実践的かつ応用的な能力を展開する

ための教育研究により、高い倫理観と豊かな人間

性、実践の理論に裏付けられた専門的な知識と技

術を身に付けた有能な人材を養成することで、地

域共生社会の実現に貢献することを目的とする。 

 教育基本法および学校教育法の定めるところ

に従うとともに教育理念に則り、生命の尊重と個

人の尊厳を根幹とする医療専門職として社会的

使命・社会的責任を果たし、社会に広く貢献でき

る人材を育成する。また、専門分野及び関係する

他の分野の知識や技術を活用・応用し、より社会

の人材ニーズに即応した課題解決方法の発見や

職業の新たな展開の創造に向けて思索・実践でき

る医療専門職の養成を行うことを目的とする。 

 

３）リハビリテーション学部の目的と 3 つのポリシーの一貫性 

（１）リハビリテーション学部の目的 

現在、在院日数の短縮が推進され、また、障がい者は、施設生活から在宅生活への移行が促進される

中、病気や障害を抱えながら地域で生活する住民が増加している。しかし、地域生活を営む地域住民の

支援策の整備は充実したものとは言えない。この地域支援に携わるリハビリテーション専門職が求めら

れている。このような社会変化に対応するため、子どもから高齢者までの地域住民に対して、理学療法、

作業療法を提供できる人材を養成することをリハビリテーション学部の目的とした。また、今後の高齢

化率の上昇や人口減少等の社会情勢の変化に伴い、地域において、理学療法士・作業療法士に求められ

る役割は変化していくことが予測される。特に、理学療法や作業療法の専門性を考慮すると、地域の保

健、スポーツ、福祉、就労等の分野で地域住民を支援できる可能性は高く、地域共生社会の実現に貢献

できることに繋がると考え、リハビリテーション学部の目的とした。なお、その理由については、是正

事項２において詳しく論じた。 

 よって、ご指摘にあった「高度な実践力」、「コミュニケーション能力」、「問題発見能力・問題解決能

力」及び「応用力・刷新力」は、人材養成のために必要な能力であることは相違ないが、あくまで能力

となるため、養成する人材像を的確に表現することにはなっていなかったと理解し、前述のとおり、改

めて養成する人材像について整理し、次のとおり 2 つに文言を改めた。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 7 ページ リハビリテーション学部の目的 

新 旧 

①高い倫理観と豊かな人間性、理論に裏付けられ

た専門的な知識と技術を身に付け、子どもから

高齢者までの地域住民を対象に、適切なリハビ

リテーションを提供できる人材を養成する。 

②地域共生社会の実現に向け、理学療法士・作業

療法士として保健・福祉・スポーツ・就労等の

分野において、多職種と連携・協力のもと、地

域住民及び地域が抱える課題を発見し、解決す

ることのできる創造性豊かな人材を養成する。 

（２）教育目標 

① 生命を尊び、人との関わりを大切にする豊か

な人間性、幅広い教養を有し、医療専門職とし

ての自覚と責任をもって行動することができ

る人材を育成する。 

② チーム医療の一員として、他の職種を理解し、

協調性・連携意識をもって行動することができ

る人材を育成する。 

③ 医療専門職として高度な専門性に基づく実践

力・応用力を発揮することができる人材を育成

する。 

④ 自ら医療・保健・福祉の課題発掘に努め、科学

的・専門的知識と技術を背景に創造的な解決方

法を導くことができる人材を育成する。 

⑤ 専門分野に関連する他の分野に関心を持ち、

応用能力を高めるとともに、専門分野の新たな

展開を創造することができる人材を育成する。 

⑥ 生涯にわたり、広い視野をもって幅広い知識

や技術を獲得し続けることができる。 

 

（３）リハビリテーション学部の目的 

 リハビリテーション学部では、教育理念および

大学の目的を踏まえ、豊かな人間性や幅広い教

養、医療専門職としてふさわしい専門的知識と技

術、職業倫理、他の職種との協調性・連携意識を

身に付けるとともに、専攻分野に関連する他の分

野に関することを学び、応用能力を高め、課題解

決や専攻分野の新たな展開の創造に向けて、主体

的に考え実践し、医療・保健・福祉に貢献できる

人材を育成することを目的とする。 

 

（２）学部のディプロマ・ポリシー 

 養成する人材像にある「高い倫理観と豊かな人間性」を持った人材とは、生命の尊厳と職業倫理を備

えた上で、人間性を高め幅広い教養を有し、地域住民に関わる理学療法や作業療法の専門職として自覚

を持ち、その責任を果たし、生涯にわたり自己研鑽を継続できる人材である。それを DP1 で表現した。 

 また、理学療法士・作業療法士が地域においてリハビリテーションを通じた地域住民の支援を実践す

るためには、多職種と連携し、協力することが必要である。多職種と連携し協力することができる人材

に必要な能力は、対象者や多職種と円滑なコミュニケーションをとり、自ら信頼関係を築くことができ
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る能力である。それを DP2 で表現した。また、理論に裏付けられた知識や技術をもとに、理学療法や作

業療法を実践できる能力を備えることにより、子どもから高齢者まですべての対象者に適切なリハビリ

テーションを提供できる人材の養成が必要なため、DP3 で表現した。加えて、地域社会において各々の

専門的立場や分野から地域課題を発見し解決策を考案できる能力を DP4 で表現した。そして、理学療

法や作業療法の特性を適切に応用し、地域共生社会の実現に向けて多職種と連携し、実践できることを

DP5 で表現した。 

 これらの能力について、DP⑥として生涯に渡る自己研鑽を設定していたが、DP1 に結合し、次のと

おり 5 項目のディプロマ・ポリシーに改めた。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 7～8 ページ リハビリテーション学部のディプロマ・

ポリシー 

新 旧 

本学において所定の期間在学し、学科ごとに定

める単位を取得し、次のとおりの能力を身に付け

た者に学位を授与する。 

DP1：生命の尊厳と職業倫理を備え、幅広い教養

を有し、リハビリテーション専門職として

の自覚と責任を持ち、生涯にわたり自己研

鑽することができる。 

DP2：地域住民や多職種と円滑なコミュニケーシ

ョンをとることができ、信頼関係を築くこ

とができる。 

DP3：理論に裏付けられた知識と技術を有し、適

切なリハビリテーションを実践すること

ができる。 

DP4：地域及び地域住民が抱える課題を発見する

ことができ、解決するための方法を論理的

に考案することができる。 

DP5：専攻分野に関連する他分野について学ぶこ

とで応用力を高め、多職種と連携し理学療

法士・作業療法士の新たな展開を創造する

ことができる。 

リハビリテーション学部では、豊かな人間性や

幅広い教養、医療専門職としてふさわしい専門的

知識と技術、職業倫理、他の職種との協調性・連

携意識を身に付けるとともに、専門分野に関連す

る他の分野に関することを学び、応用能力を高

め、課題解決や専攻分野の新たな展開の創造に向

けて、主体的に考え実践し、医療・保健・福祉に

貢献できる人材の育成を目指している。以下の能

力を身につけ、かつ所定の単位を修めた者に対し

て学位を授与する。 

①生命を尊び、人との関わりを大切にする豊かな

人間性、幅広い教養を有し、医療専門職として

の自覚と責任をもって行動することができる。 

②チーム医療の一員として、他の職種を理解し、

協調性・連携意識をもって行動することができ

る。 

③医療専門職として高度な専門性に基づく実践

力・応用力を発揮することができる。 

④自ら医療・保健・福祉の課題発掘に努め、科学

的・専門的知識と技術を背景に創造的な解決方

法を導くことができる。 

⑤専攻分野に関連する他の分野に関心を持ち、応

用能力を高めるとともに、専攻分野の新たな展

開を創造することができる。 

⑥生涯にわたり、広い視野をもって幅広い知識や

技術を獲得し続けることができる。 
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（３）学部のカリキュラム・ポリシー 

 リハビリテーション学部のディプロマ・ポリシーを達成し、学位授与に求められる能力を修得するた

めに、次のとおりの方針でカリキュラム・ポリシーを策定した。 

 DP1 にある職業倫理を備え専門職としての自覚と責任を涵養するために、基礎科目の人間と社会系科

目を基盤とし、職業専門科目の理学療法・作業療法理論科目群の「リハビリテーション概論」や職業実

践科目群でそれぞれの専門性に必要な倫理観を学び、専門職としての自覚と責任を学修するための科目

を配置する。 

 DP2 にある円滑なコミュニケーションと信頼関係の構築を涵養するために、基礎科目の人間と社会系

科目及び語学教養科目を基礎とし、職業専門科目の職業実践科目群で専門職として人間関係を築く必要

性や方法について学び、臨地実務実習において体験を通して学修できるよう科目を配置している。さら

に、展開科目や総合科目において、多職種とのコミュニケーション能力をより深めることができる科目

を配置している。 

 DP3 にある適切なリハビリテーションの実践を達成するための科目は職業専門科目が中心となり、理

学療法・作業療法理論科目群で専門職に必要な基盤を学修し、職業実践科目群に学修した内容を反映さ

せるように構成している。臨地実務実習で、机上で学んだ内容が専門職として実践できるよう、学修段

階を踏まえて臨地実務実習を構成し、理学療法学科は 7 科目、作業療法学科は 6 科目を配置している。

職業専門科目で学修した内容を、展開科目と総合科目で専門職として応用実践できるように配置してい

る。 

 DP4 にある地域の課題を発見し、解決策を考案できる能力を達成するための科目は、職業専門科目の

理学療法・作業療法理論科目群にある「地域包括ケア論」で学んだことを基盤に、職業実践科目群で理

学療法士及び作業療法士の地域医療に携わる現状を学ぶ。これらで学修した内容を活かし、展開科目及

び総合科目で専門職として地域共生社会の実現に向けて、どのように貢献できるかを見据え、地域の抱

える課題を発見し解決できる方法について、思考し想像できる能力を学修できるよう配置している。 

 DP5 にある多職種との連携により、専門職としての新たな展開を創造できる能力を達成するための科

目は、基礎科目を基盤とし、職業専門科目と展開科目を交えて、両者を融合し学修できる科目として総

合科目を配置している。 

 また、申請時においては、学修成果の評価に関する方針について記載を行っていなかったため、カリ

キュラム・ポリシーにおいて、それを定める。まず、授業形態ごとの成績評価であるが、講義について

は、主として筆記試験により評価を行い、実習科目においては、技術試験を主としつつ、筆記試験、レ

ポート及びプレゼンテーションなどにより評価を行う。また、臨地実務実習においては、OSCE（客観

的臨床能力試験）、実習評価表及びルーブリックに基づき、評価を行う。以上のとおり、それぞれの授業

形態に即した試験等を学生に課すことによって、科目ごとの目標到達度を適切に評価できる体制とする。 

さらに、学修ポートフォリオを導入し、日常的な学修への取り組みについて評価をするとともに、す

べての科目を GPA によって点数化する。これらによって、学生それぞれが履修登録した科目を自主的、

意欲的に学修することを促進する。併せて、各学期の GPA と累積の GPA により、学修レベルの進捗度

合い、修得科目全体の成績水準が明らかとなるため、それを教員による学生指導に活用する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 8 ページ リハビリテーション学部のカリキュラム・ポ

リシー 

新 旧 

リハビリテーション学部の教育課程は、専門職

大学設置基準及び理学療法士作業療法士学校養

成施設指定規則及び本学科のディプロマ・ポリシ

ーを達成するために、以下の 5 つの方針で編成す

る。 

 

CP1：倫理観に基づき人を尊重し、生涯にわた

り自己研鑽し、地域住民の社会生活を支

援できるようになるための科目を配置す

る。 

CP2：専門職に必要なコミュニケーション能力

を有し、対象者や多職種と良好な対人関

係を築くことができるようになるための

科目を配置する。 

CP3：専門職として必要な専門的知識や技術を

修得し、論理的思考に基づいた問題解決

策を考案できるようになるための科目を

配置する。 

CP4：自らの専門性を基盤とし、地域住民と地

域社会の課題発掘と問題解決を実践でき

るようになるための科目を配置する。 

CP5：専門領域に関連する専門分野の知識を修

得し、地域共生社会の実現に向けて多職

種と連携して支援できるようになるため

の科目を配置する。 

 

＜成績評価＞ 

 すべての科目においてGPAによる評価を行う。

また、各授業形態での特性を考慮し、成績評価は

以下のとおり行う。 

 講義については、主に筆記試験により評価を行

い、演習・実習科目においては、筆記試験、レポ

ート、プレゼンテーション及び技術試験などによ

り評価を行う。 

 臨地実務実習においては、OSCE、実習評価表

及びルーブリックに基づき、目標とする能力を身

につけたかを評価する。 

学位授与に求められる能力を修得するために、

リハビリテーション学部は、以下の方針でカリキ

ュラムを編成する。 

 

①基礎科目では、社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力に加え、生涯にわたり自らの資質

を向上させるために必要な能力を育成するこ

とを目的として、倫理観、コミュニケーション

能力、接遇、国際的感覚、キャリア形成などを

育むための科目を配置する。加えて、日本の伝

統文化や地域の特性などを学ぶ科目などを配

置し、心豊かな人格を育成する。 

②職業専門科目では、医療専門職として必要な専

門的知識・技術を修得するために、基盤となる

医学に関する科目を配置し、その上に他の職種

との協調・連携、職業倫理についての学びを含

め、専攻分野科目を系統的に配置する。また、

実践的スキルを養うために学内での演習・実習

に加え、学外での臨床実習を効果的に配置す

る。さらに、選択科目により、専門性の幅を広

げるための科目を配置する。 

③展開科目では、専攻分野における応用能力・創

造性を高めることを目的として、専攻分野に関

連する他の分野について学ぶ科目を配置する。 

④総合科目では、修得した専門知識・技術等を総

合し、実践的かつ応用的な能力を総合的に高め

ることを目的として、多職種連携を踏まえた総

合演習科目を配置する。 
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さらに、学修ポートフォリオを導入し、日常的

な学修への取り組みについても評価を行う。 

 

（４）学部のアドミッション・ポリシー 

 リハビリテーション学部が求める人材は、本学の目的及びリハビリテーション学部の目的を理解し、

理学療法・作業療法の専門職を希望する者を広く受け入れることとした。そこで、高大接続答申（2014）

で示された「学力の 3 要素」を踏まえた上で、学部の求める要素に「知識・技能」、「主体性・多様性・

協調性」及び「思考力・判断力・表現力」の 3 つを主な資質とした。さらに、ディプロマ・ポリシーを

達成する能力としてアドミッション・ポリシーを改正したので、次にその関係性について説明する。 

 「知識・技能」を示す資質として、AP1「高等学校までに学ぶべき基礎的な知識を有する」をあげた。

これは、理学療法、作業療法の専門的知識を修得し、適切なリハビリテーションを実践する DP3「理論

に裏付けられた知識と技術を有し、適切なリハビリテーションを実践することができる」を達成するた

めの基盤となる能力である。専門的で幅広い知識を学び、技術を修得するための基礎になる学力を示し

ている。 

 理学療法士・作業療法士を職業とするために必要な資質として「主体性・多様性・協調性」をあげ、

AP2 と AP3 に定めた。 

 AP2「人を尊重し人に興味を持ち、リハビリテーションの専門職として社会に貢献することに意欲を

持つ」は、職業倫理を備え専門職としての自覚と責任を持って自己研鑽ができる DP1「生命の尊厳と職

業倫理を備え、幅広い教養を有し、リハビリテーション専門職としての自覚と責任を持ち、生涯にわた

り自己研鑽することができる」を達成するための能力となる。これは理学療法士・作業療法士がリハビ

リテーション・チームアプローチの一員として職務を遂行するために必要な資質であり、人を尊重しリ

ハビリテーションの専門職として社会に貢献する意欲を持っていることを資質としてあげた。 

 AP3「良好な対人関係を築くためのコミュニケーション能力を有し、他者と協働して物事を進めるこ

とができる」は、地域住民や多職種と円滑なコミュニケーションで良好な信頼関係を築くことができる

DP2「地域住民や多職種と円滑なコミュニケーションをとることができ、信頼関係を築くことができる」

を達成するための能力となる。理学療法士・作業療法士は、地域住民の生活を支援するため対象者や多

職種との信頼関係が重要であり、良好なコミュニケーション能力を有し他者と協働して物事を進めるこ

とができる能力としてあげた。 

 最後に理学療法や作業療法を応用し、活用できる能力として「思考力・判断力・表現力」をあげ、AP4

と AP5 に定めた。 

 AP4「客観的に状況を把握し、課題を発見するとともにその解決に向け、自主的に取り組み継続でき

る」は、地域住民の課題を発見し、解決のための論理的思考ができる DP4「地域及び地域住民が抱える

課題を発見することができ、解決するための方法を論理的に考案することができる」を達成するための

能力となる。理学療法や作業療法の専門的知識により自ら課題を見つけ解決方策を考えるために、状況

を客観的に把握し課題を見つけ、自主的に解決に向けて行動できる能力として定めた。 

 AP5「多角的に物事を捉え、新しい展開への探求と論理的思考ができる」は、理学療法士・作業療法

士として修得した知識や技術を、多職種と連携し新たに創造できる DP5「専攻分野に関連する他分野に

ついて学ぶことで応用力を高め、多職種と連携し理学療法士・作業療法士の新たな展開を創造すること

ができる」を達成するための能力となる。特に地域共生社会の実現に向けて専門職として地域住民を支
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援するため、自らその能力を応用し、創造することにつながる能力であり、多角的に物事を捉え、新た

な展開への探求と論理的思考ができる能力として定めた。 

 以上の通り「知識・技能」、「主体性・多様性・協調性」及び「思考力・判断力・表現力」を 3 本柱と

し、ディプロマ・ポリシーとその能力を達成するために対応して改正したカリキュラム・ポリシーに関

係づくよう、一貫性のあるアドミッション・ポリシーとして、次の 5 項目に改めた。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 8～9 ページ リハビリテーション学部のアドミッショ

ン・ポリシー 

新 旧 

リハビリテーション学部では、「①高い倫理観

と豊かな人間性、理論に裏付けられた専門的な知

識と技術を身に付け、子どもから高齢者までの地

域住民を対象に、適切なリハビリテーションを提

供できる人材を養成する。②地域共生社会の実現

に向け、理学療法士・作業療法士として保健・福

祉・スポーツ・就労等の分野において、多職種と

連携・協力のもと、地域住民及び地域が抱える課

題を発見し、解決することのできる創造性豊かな

人材を養成する。」ことを養成する人材像として

掲げている。 

 そのために、以下のような資質を有する学生を

求めている。 

 

（知識・技能） 

AP1：高等学校までに学ぶべき基礎的な知識を

有する人。 

（主体性・多様性・協調性） 

AP2：人を尊重し人に興味を持ち、リハビリテ

ーションの専門職として社会に貢献する

ことに意欲を持つ人。 

AP3：良好な対人関係を築くためのコミュニケ

ーション能力を有し、他者と協働して物

事を進めることができる人。 

（思考力・判断力・表現力） 

AP4：客観的に状況を把握し、課題を発見する

とともにその解決に向け、自主的に取り

組み継続できる人。 

AP5：多角的に物事を捉え、新しい展開への探

求と論理的思考ができる人。 

 中央教育審議会答申（2016）で示された「高等

学校までに培った学力・資質・能力の柱」第一に

知識・技能、第二に思考力・判断力・表現力等、

第三に学びに向かう力・人間性と合わせて、高大

接続答申（2014）で示された「学力の 3 要素」第

一に主体性・多様性・協働性、第二に知識・技能

を活用して、自ら課題を発見しその解決に向けて

探求し、成果等を表現するために必要な思考力・

判断力・表現力等の能力、第三に知識・技能を踏

まえた上で、本学の教育目的及びリハビリテーシ

ョン学部の目的を理解し、医療専門職を希望する

次の者を広く受け入れる。  

①高等学校までに学ぶべき基礎的な知識と技能

を有している人 

②人々の病気や障がい、健康に関心を持ち、医療

専門職として社会に貢献することに意欲を持

つ人 

③他者の多様な考えを尊重し、柔軟な思考をもっ

て、物事を協働して進めることができる人 

④客観的に状況を把握し、課題を発見するととも

に、その解決に向け、主体的に取り組むことが

できる 

⑤専門分野以外にも関心を持ち、既存の発想にと

らわれず、広い視野で新しい展開への探求がで

きる人 
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４）理学療法学科の目的と 3 つのポリシーの一貫性 

（１）理学療法学科の目的 

 理学療法の対象は、子どもから高齢者までのすべての年齢層の人々を含み、障がいを持つ人、持たな

い人、在院・入所している人、在宅生活をしている人、それら全ての人々である。しかし、現在の理学

療法士の就労状況をみると、日本理学療法士協会による会員分布調査（2018）では、医療・介護分野が

約 78.7％と最多であり、健康分野はわずかに 0.07％しか存在しない。 

 今後の高齢化率の上昇と人口減少の予測を見据えると、地域包括ケアシステムのみならず、広く高齢

期に差し掛かる前に、健康で自立した生活を維持するための取り組みが重要となる。 

滋賀県の 2015 年の平均寿命は男性が 81.78 歳、女性が 87.57 歳である。2016 年の健康寿命（日常生

活に制限のない期間）の平均は男性が 72.30 歳、女性が 74.07 歳であった。健康寿命と平均寿命の差は

日常生活に制限を持ちながら生活する期間の存在を示し、その期間は男性で 9 年間、女性で 13 年間と

長期にわたる。この日常生活に不自由な期間を短縮することは、高い QOL を維持し、その人が望む人

生を送るために重要である。また、この期間は介護を必要とすることが想定され、社会資源の浪費を伴

うことも大きな問題である。 

これらの問題を受け、「健康日本 21（第二次）」が 2013 年に全部改正された。その中では、住民自身

の自助による健康維持が求められている。さらに、共助として支援する専門職が必要であり、疾病や傷

害を予防しリスク管理のもと運動処方のできる理学療法士は適任である。理学療法の身体活動の知識・

技術を活用することにより、健康寿命延伸が可能であろう。しかし、前述の調査から理学療法士は約

78.7％が医療・介護分野に集中し、健康分野は 0.07％と非常に僅かである。この現状を踏まえ、健康分

野での理学療法士の必要性を理解し、その現状と対策を学修し、理学療法士として健康分野へ職域を展

開できる人材を養成することが本学科の特色である。 

健康を促進するために、スポーツを生活の中に取り入れることが推奨されている。また、スポーツを

通して地域を活性化することも可能とされている。スポーツは健康に直結するが、その方法を誤るとケ

ガによる不健康を招く。この逆効果を防止するために、スポーツによるケガを予防できる指導者が必要

となる。また、疾患や障害を持つ人に対してもスポーツを推奨する必要がある。疾患や障害を持ちなが

らもスポーツができるように提案・支援できるのは、医療専門職である理学療法士である。そこで、本

学科では障がいの有無に関わらず、全ての人にスポーツの継続を通して健康を維持し、質の高い生活を

送ることを支援できる人材を養成することも特色である。 

また、このような身体活動を維持できれば、生活に重要な経済活動をできるだけ長く継続できる。し

かし、前掲の国民生活基礎調査（2016）によると、50 代の有訴率は 30％を超え、「腰痛」、「肩こり」、

「手足の関節が痛む」の運動器障害が上位を占めている。これらの症状を持ちながら就労を継続するた

めには、就労環境や方法の検討が有用であり、運動器障害に対する知識のある理学療法士が支援できる

分野である。さらに、障害を持ちながら就労する人への支援も、理学療法士の専門性が活用できる分野

である。 

障がい児・者への身体活動に関する支援としては、就労だけでなく住み慣れた地域で日常生活を自分

らしく送るためにも理学療法技術の応用が有益である。このような地域や福祉の分野を支援できる人材

を養成することも本学科の特色である。 

いずれにせよ、本学の理学療法士教育は、医療保険や介護保険の枠から一歩踏み出し、自ら需要を見

つけて理学療法士の職域を拡大していく人材養成である。様々な地域社会や医療・介護以外の業界で専

門職として活動するために、多くの職種、地域の人々との連携が必要不可欠となる。多職種との連携は、
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医療の中ではチーム医療としてその概念の定着を見るが、その必要性は地域社会でははるかに上回ると

考えられる。このため、本学科では多職種との連携や協働した活動にも重点を置いていることも特色の

一つである。 

以上のような理学療法技術を活用した健康寿命の延伸と生活の支援は、地域共生社会の実現に向けた

改革の一助となる。よって、本学科では将来のキャリア形成の中で、地域共生社会における健康、スポ

ーツ、福祉の分野で活躍できる理学療法士を輩出するため養成する人材像を次の 2 点とした。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 23 ページ 理学療法学科の目的 

新 旧 

①理学療法士として、子どもから高齢者までの地

域住民を対象に、住み慣れた地域で生活を維持

するために、多職種と協働し、科学的な根拠に

基づく最適な理学療法を実践できる人材を養

成する。 

②理学療法士の専門性を活かし、地域住民の健康

寿命延伸と QOL 維持・向上のために、身体活

動に関わる生活の側面から、多職種との連携を

通じて地域が抱える課題を発見し解決するこ

とで、健康・スポーツ・福祉の分野において地

域共生社会の実現に向けて支援できる人材を

養成する。 

理学療法学科では、リハビリテーション学部の

目的に則り、人の尊厳と権利，職業倫理観，協調・

連携を理解し、身体的諸機能の維持・回復や疾病・

障がいの予防、健康増進等を図ることのできる実

践力のある理学療法士を養成することが目的で

ある。 

その一方で、現在の需給状況をみると、理学療

法士の約 9 割が医療・介護・福祉の保険制度下で

仕事をしており、その現場で、活躍できる人材の

確保することが、これまでの社会のニーズであっ

たが、今後は、そのニーズも変化し、医療・介護

分野での需要が減少に転じる時期が、遠くない将

来に到来する。そのような時代の変遷に対応し、

理学療法士の強みを活かし、新たな分野を開拓で

きる応用力をもった人材を養成することも目的

に掲げている。 

 

（２）理学療法学科のディプロマ・ポリシー 

理学療法学科の養成する人材像について上記のように定め、その人材を養成するための資質や能力を

明確にした。 

まず、理学療法士の基本的な資質となる基礎を、人を尊重し倫理観を持ち、理学療法士の自覚と責任

を持って生涯にわたり自己研鑽できることとし DP1 で表現した。理学療法の実際の場面では、地域住

民とその対象者を取り巻く多職種と協働するために、円滑なコミュニケーション能力をもって信頼関係

を築き実践できる能力を DP2 で表現した。その上で、理学療法の専門的な知識や技術を修得し、対象

者の課題について論理的思考をもち、理学療法プログラムを計画し実践することが、理学療法士として

第一に必要な能力となり DP3 で表現した。加えて、本学科の目的である健康・スポーツ・福祉の分野に

おける地域住民の支援にあたり理学療法の専門性を活かし、自ら地域住民の課題を発見し解決できる能

力を DP4 で表現した。多職種と連携を取り理学療法技術を自らのキャリア形成の中で応用実践できる

能力を養成することを DP5 で表現した。このような能力の養成を目指し、ディプロマ・ポリシーは次

の 5 項目とした。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 71 ページ 理学療法学科のディプロマ・ポリシー 

新 旧 

理学療法学科では、所定の規則に基づき 129 単

位の単位取得及び上記の要件を充たしたうえで、

次のような能力・資質を備えた人物に理学療法学

士（専門職）の学位を授与する。 

DP1：人を尊び幅広い教養を有し、差別と偏見を

持たない倫理感のもと、理学療法士として

の自覚と責任を持ち、生涯にわたり自己研

鑽することができる。 

DP2：地域住民を取り巻く多職種と必要な信頼関

係を築き、円滑なコミュニケーションをも

って理学療法を実践することができる。 

DP3：理学療法学の専門的知識及び技術を修得

し、論理的思考に基づいた最適な理学療法

を実践することができる。 

DP4：地域住民の健康で質の高い生活の維持・向

上のために、理学療法士の特性を活かし地

域が抱える身体活動に関する課題を発見

し、解決方法を導くことができる。 

DP5：理学療法に関連する他分野の専門的知識を

修得し、地域住民の身体活動に関する自

助、共助を支援するため、多職種と連携し、

理学療法を創造的に応用することができ

る。 

理学療法学科では、以下の能力を身につけ、か

つ所定の単位を修めた者に対して学位を授与す

る。 

① 生命を尊び、人との関わりを大切にする豊か

な人間性と幅広い教養を有し、医療専門職と

しての自覚と責任をもって行動することがで

きる。 

② 様々な人々と円滑なコミュニケーションを図

ることができる。 

③ 理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、

課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践

力・応用力を発揮することができる。 

④ リハビリテーションチームの一員として、他

の職種を理解し、協調・連携して職務を実践す

ることができる。 

⑤ 理学療法に関連する他の分野の学びを深め、

新たな展開に向けて創造力を発揮することが

できる。 

 

（３）理学療法学科のカリキュラム・ポリシー 

 DP1 にある倫理観と理学療法士としての自覚と責任を持ち自己研鑽できる能力を涵養するために、基

礎科目の人間と社会系科目、自然科学系科目及び語学教育科目が基礎となるよう構成している。これら

を基盤に、職業専門科目を学修することで理学療法士としての資質を理解し、どのように行動すべきか

を学び、臨地実務実習で実践が可能となるよう組み込んでいる。理学療法技術を地域住民に応用するた

め、専門職としての自覚と責任が形成されるよう展開科目にも科目を配置している。 

 DP2 にある理学療法実践に必要なコミュニケーションと信頼関係を形成する能力を涵養するために、

基礎科目の初年次教育科目である「コミュニケーション論」を基盤とし、語学教育科目で必要な能力を

学修し、理学療法士に必要な信頼関係形成を学修する科目として職業実践科目群、展開科目及び総合科

目を配置している。なかでも、職業実践科目群の臨地実務実習では、机上の学修を実践することにより

身につく科目として配置している。また、総合科目の「協働連携論総合実習」では、当事者の方や作業

療法学科の学生と交わり授業を進めることで、多職種との実際の関りから体験として学べるように配置

している。 
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 DP3 にある理学療法を実践する能力を涵養するために、職業専門科目の理学療法理論科目群及び職業

実践科目群を中心に、理学療法士に必要な知識と技術を学修する科目を配置している。そして、学修し

た知識と技術を活かし応用実践能力を養成する過程として、総合科目を配置している。 

 DP4 にある地域住民の支援に、理学療法の特性を活かし課題の発見と解決方法を導く能力を涵養する

ために、職業専門科目で地域での理学療法の現状を学び、地域で理学療法を活用できる分野と現状につ

いて学修する。地域住民の支援につながる課題発見や、解決策の理学療法応用を導くために展開科目と

総合科目を配置している。 

 DP5 にある理学療法の知識と技術を、多職種と協働して地域住民の支援に応用する能力を涵養するた

めに、基礎科目を基盤とし、職業専門科目で培った理学療法士としての専門性を活用し応用できるよう

に、展開科目と総合科目を主要な科目として配置している。 

 以上のように内容を改め、カリキュラム・ポリシーを次の 5 項目とした。なお、学修成果の評価に関

する方針については学部に準ずる。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 29～30 ページ 理学療法学科のカリキュラム・ポリシー 

新 旧 

理学療法学科の教育課程は、専門職大学設置基

準及び理学療法士作業療法士学校養成施設指定

規則及び本学科のディプロマ・ポリシーを達成す

るために、以下の 5 つの方針で編成する。 

 

CP1：倫理観に基づき生命を尊重し、責任をもっ

て生涯にわたり理学療法士として研鑽を

続け、地域住民の社会生活を支援する能力

を養うための科目を配置する。 

CP2：理学療法士として必要なコミュニケーショ

ン能力を有し、多職種と協調し、連携して

地域住民との関係を構築する能力を養う

ための科目を配置する。 

CP3：理学療法に必要な専門知識と技術を身につ

け、科学的かつ論理的思考をもって科学的

根拠に基づいた理学療法を実践できる能

力を養うための科目を配置する。 

CP4：理学療法の知識・技術を基盤とし、地域住

民の生活から地域社会を見渡す広い視野

を持ち地域の課題を発掘し、問題解決を実

践できる能力を養うための科目を配置す

る。 

CP5：理学療法に関連する他分野の専門学力を修

得し、地域住民の健康で生涯にわたる質の

高い生活維持に関して、理学療法の知識や

①理学療法士・作業療法士学校養成施設指定規則

が指定する内容である「基礎科目」「職業専門科

目」「総合科目」を配置し、理学療法士に求めら

れる資質と知識と技術を系統的に学ぶことが

できるようにしている。また、「職業専門科目」

の中の「展開科目」では、理学療法士の専門性

を活かし、応用的、創造的に拡げることができ

る科目を配置している。 

②初年度に行う「基礎科目」では、豊かな人間性、

倫理観、広い視野、国際的感覚を養うための教

養科目と、コミュニケーション能力向上やキャ

リア形成に役立つ科目を配置し、社会人・職業

人としての育成に加え、新たな開拓に向け思

考・探求の基盤となる科目を配置する。 

③「職業専門科目」では、社会の多様化したニー

ズに対応できる理学療法士を育てるため、科学

的かつ論理的思考をもって評価から治療の立

案、実施、検証ができるようになることを目標

としている。そこで、「理学療法理論科目群」で

は、人体の構造と機能、疾病の成り立ちや回復

過程、臨床医学、予防医学など、医療職に共通

して必要な知識を学ぶ科目を配置する。また、

「職業実践科目群」では、理学療法士の役割や

職務の理解を深め、科学的根拠に基づいた理学

療法を実践できる能力を習得するための科目
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技術を養うための科目を配置する。 

 

＜成績評価＞ 

 すべての科目においてGPAによる評価を行う。

また、各授業形態での特性を考慮し、成績評価は

以下のとおり行う。 

 講義については、主に筆記試験により評価を行

い、演習・実習科目においては、筆記試験、レポ

ート、プレゼンテーション及び技術試験などによ

り評価を行う。 

 臨地実務実習においては、OSCE、実習評価表

及びルーブリックに基づき、目標とする能力を身

につけたかを評価する。 

 さらに、学修ポートフォリオを導入し、日常的

な学修への取り組みについても評価を行う。 

を配置する。 

④「総合科目」では学んだ知識・技術を基盤とし、

当事者の個人の生活から地域まで見渡すこと

ができる広い視野をもち、連携した行動できる

ことを目標とし、他職種の専門性を理解と多職

種の中で理学療法士としての専門性を発揮す

ることを学ぶ講義・演習を配置している。 

⑤「展開科目」では、３つのコース（地域支援コ

ース・ヘルスプロモーションコース・生涯スポ

ーツ支援コース）を設け、個人が選択したコー

スで専門性を伸ばすことができるようにして

いる。教員指導の下、学生が企画・運営などの

フィールドワークやインターンシップなどを

行うなど、ここでの学びは、理学療法の専門性

を活かし、将来、応用的、創造的に理学療法士

の職域を拡げていく基礎となる。 

 

（４）理学療法学科のアドミッション・ポリシー 

 AP1「高等学校までに学ぶべき基礎的な知識を有する」は、理学療法を学修するために必要な基礎学

力を示しており、DP3「理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学

療法を実践することができる」を達成するための能力となる。医学的知識や理学療法に関連する分野を

広く学ぶ必要があるためその基礎となる。 

 AP2「人を尊重し、健康や生活に関心を持ち、理学療法士として社会に貢献することに意欲を持つ」

は、理学療法士としての自覚や責任をもつための資質で、DP1「人を尊び幅広い教養を有し、差別と偏

見を持たない倫理感のもと、理学療法士としての自覚と責任を持ち、生涯にわたり自己研鑽することが

できる」を達成するための能力となる。人を対象とする理学療法士にとって、人を尊び理学療法士とし

ての自覚を持ち、人のために理学療法士になり実践することに意欲を持って学修に臨める資質を示して

いる。 

 AP3「協調性をもち他者と良好な関係を築き、協働して自己の役割を責任を持って果たすことができ

る」は、対象者や多職種と信頼関係を築く事ができる資質を示しており、DP2「地域住民を取り巻く多

職種と必要な信頼関係を築き、円滑なコミュニケーションをもって理学療法を実践することができる」

を達成するための能力となる。理学療法士には、関わる全ての人とコミュニケーションをとって信頼関

係を築くことが必要であるため、他者と協調性をもって行動できる能力を示している。 

 AP4「客観的に状況を把握し、課題を発見するとともに、その解決に向け、自主的に物事に取り組み

継続できる」は、理学療法士の特性を活かし、地域住民の課題を発見し解決方法を考える事ができる DP4

「地域住民の健康で質の高い生活の維持・向上のために、理学療法士の特性を活かし地域が抱える身体

活動に関する課題を発見し、解決方法を導くことができる」を達成するための能力となる。自身が状況

に合わせて何ができるのかを客観的に把握し、解決に向け取り組みを考えられる能力を示している。 

 AP5「論理的な思考力や柔軟な発想力を持ち、自己の意見を的確に示す表現力や論述力を有している」

は、専門的知識を持ち多職種と連携し、理学療法を地域住民に応用できる DP5「理学療法に関連する他
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分野の専門的知識を修得し、地域住民の身体活動に関する自助、共助を支援するため、多職種と連携し、

理学療法を創造的に応用することができる」を達成するための能力となる。自身の考えを論理的に構成

し、他者にその考えを的確に伝えることができる能力を示している。 

 以上のような考えに基づき、5 項目のアドミッション・ポリシーを次のように構成した。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 93～94 ページ 理学療法学科のアドミッション・ポリシ

ー 

新 旧 

理学療法学科では、「①理学療法士として、子ど

もから高齢者までの地域住民を対象に、住み慣れ

た地域で生活を維持するために、地域住民の思い

に共感し、且つ多職種と協働し、科学的な根拠に

基づく最適な理学療法を実践できる人材を養成す

る。②理学療法士の専門性を活かし、地域住民の

健康寿命延伸と QOL 維持・向上のために、身体活

動に関わる生活の側面から、多職種との連携を通

じて地域が抱える課題を発見し解決することで、

健康・スポーツ・福祉の分野において地域共生社

会の実現に向けて地域住民の支援ができる人材を

養成する。」ことを養成する人材像として掲げてい

る。 

 そのために、以下のような資質を有する学生を

求めている。 

 

（知識・技能） 

AP1：高等学校までに学ぶべき基礎的な知識を有

する人。 

（主体性・多様性・協調性） 

AP2：人を尊重し、健康や生活に関心を持ち、理学

療法士として社会に貢献することに意欲を

持つ人 

AP3：協調性をもち他者と良好な関係を築き、協

働して自己の役割を責任を持って果たすこ

とができる人。 

（思考力・判断力・表現力） 

AP4：客観的に状況を把握し、課題を発見すると

ともに、その解決に向け、自主的に物事に

取り組み継続できる人 

AP5：論理的な思考力や柔軟な発想力を持ち、自

己の意見を的確に示す表現力や論述力を有

― 
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している人 

 

５）作業療法学科の目的と 3 つのポリシーの一貫性 

（１）作業療法学科の目的 

日本作業療法士協会は「作業療法は、人々の健康と幸福を促進するために、医療・保健・福祉・教育・

職業などの領域で行われる、作業に焦点を当てた治療、指導、援助である。作業とは、対象となる人々

にとって目的や価値を持つ生活行為を指す」と定義している。また、その具体的な対象者は、身体、精

神、発達、高齢期の障害や、環境への不適応により日々の作業に困難が生じている、またはそれが予測

される人や集団である。彼らの生活に対して、作業を用い、環境に手を入れ、外部からの干渉をコント

ロールすることにより生活の困難を軽減させる。そのために、意味のある生活行為とそれを行うために

必要な心身の活動に対して、環境面にも働きかけながら作業を手段あるいは目的として利用できる人材

が必要となる。そのような作業療法士は地域共生社会の必需となると考えられる。 

近年、我が国は国民の約 3 人に１人が 65 歳以上の高齢者となる超高齢化社会を迎え、滋賀県におい

ても高齢化率は 2045 年には 34.3％に上昇するとされている。老年期では、高齢化による機能低下や、

様々な疾患や障害の影響により、生活の活動や社会への参加の難しさを持つ地域住民が多くなることが

予想される。その中で、年齢を重ねても可能な限りこれまでと同じような生活を送ることができるよう

な支援が求められている。また、児童期では特別支援学校や特別支援学級に通う児童数が 1.8 倍に増加

しており、その支援も求められている。さらに、成人期においては、能力に応じた障害者雇用のむつか

しさ、また就労者の離職率の高さといった課題があげられている。このようにすべての年齢層の地域住

民が、その能力を生活や就労に活かすための支援は少ない。そのため、地域共生社会の実現を目指した

支援体制の構築が求められており、作業療法士もその一翼を担う必要がある。 

上記に述べたような社会状況と作業療法士の需要ではあるが、滋賀県の作業療法士数は 463 名（2019

年 3 月滋賀県作業療法士会の調査）、人口 10 万人あたりにすると 24.6 人である。これは全国平均の 34.6

人に比べて大きく低い値である。また、その少ない作業療法士の所属先のほとんどは医療機関に集中し

ている。つまり、滋賀県の現状は、医療機関に所属する作業療法士すら少ないという状況にある（「滋賀

県保健医療計画」、平成 28 年のリハ職の従事状況の調査より）。この少ない人数から、医療機関以外の

地域社会で活躍する余裕はない。 

そのため、滋賀県の養成校に求められるのは、１つは、医療現場の作業療法士を増やすこと、もう一

つは、地域共生社会の創造の一助となる作業療法士を新たに輩出することの二点となる。 

また、作業療法で言う「作業」とは、日常生活活動、家事、仕事、趣味、遊び、対人交流、休養など

人が営む生活をしていく上で必要な生活活動そのものと、それを行うのに必要な心身の活動が含まれる。

生活をしていく上での活動は、その人ができるようになりたいこと、できる必要があること、できるこ

とが期待されていることなど、個別的な目的や価値が含まれるものである。そのため、生活活動に焦点

をあてた実践には、心身機能の回復、維持、あるいは低下を予防する手段としての生活活動の利用と、

その生活活動自体を練習し、「できるようにしていく」という目的としての生活活動の利用及びこれら

を達成するための、障害を持った人と物的・人的環境とを調整することが含まれるのである。対象者の

もてる能力を活かすために、環境を調整することが重要であり、これは地域の生活環境の中で活かすこ

とのできる作業療法士の専門性である。しかし、現在の作業療法士の就労先は病院中心であり、病院か

ら地域支援へと移行が求められているが、その絶対数の不足からほとんど応じられていないのが現状で

ある。よって、地域生活者の暮らす生活環境の中で、対象者の能力を活かして生活を営めるように、環
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境の調整を含めた支援ができる専門職として作業療法士を養成することは意義があると考える。 

地域の住民は幅広い年齢層であり、また、疾患や障害を抱える場合も多い。彼らは自身の能力では目

の前にある環境への適応が難しく、生活に困難が生じている。また、その困難さはライフステージにお

いて、流動的に変化する。児童期、成人期、老年期といったライフステージと、その生活の経過や個人

の抱える身体的又は精神的な障害によって、生活における課題は様々存在する。このような多様な課題

の解決に向けて、その年齢層と障害や生活環境を構成する要素から、生活の状態を把握し、作業や物的

環境を調整するだけでなく、人的環境因子である地域住民や多職種を理解し、協働して支援内容や、役

割の調整ができる作業療法士を養成することは、今後の地域での生活支援にむけて意義がある。そして、

その先には地域共生社会の実現が見えてくる。 

よって、本学科では地域住民のために作業療法士の専門性を活かした支援ができるとともに、地域の

児童期、成人期、老年期分野において、地域住民や多職種と連携して生活支援を実践できる作業療法士

を輩出することを目的として、人材養成像を次の 2 点とした。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 25 ページ 作業療法学科の目的 

新 旧 

①子どもから高齢者までの多様な年齢層の地域

住民を対象として、健康で幸福な生活の獲得に

向け、意味のある生活行為とそれを行うために

必要な心身の活動に対して環境面に働きかけ

ながら作業を手段あるいは目的として利用で

きる人材を養成する。 

②地域住民が抱える暮らしの中での課題を発見

し、多職種や産業界と連携しながら新たな支援

や支援体制の構築ができることによって社会

適応力の向上を促し、地域共生社会の実現に向

けて保健・福祉・就労等の面から貢献できる人

材を養成する。 

①リハビリテーション学部の目的に則り、人の尊

厳と権利、職業倫理観、協調・連携を理解し、

生活全般の動作や社会適応能力の回復や疾病・

障害の予防，健康増進等を図ることのできる作

業療法士を養成する。 

②広い視野をもって変化していく地域社会のニ

ーズを捉え、他者と協働しながら、その課題解

決に向けて作業療法関連分野の専門知識を自

ら修得し、作業療法の応用・活用や職業展開に

新しい発想を生み出し実践できる人材を養成

する。 

 

（２）作業療法学科のディプロマ・ポリシー 

まず、作業療法士の基本的な資質として豊かな人間性と倫理観、幅広い教養が重要となる。これは、

作業療法が対象者の障害の側面よりも健康的側面を重視すること、地域には様々な年齢層の、様々な障

がいや課題を抱えた方が生活をしており、幅広い対象者に対して作業療法士として関わるためである。

そのため、生涯を通して作業療法士として自覚と責任を持ち、その知識と技術を向上する意識が必要と

なるため DP1 で表現した。そして、地域の中で様々な課題を抱えながら生活している対象者と関わる

には、作業療法士一人の力では十分な支援とはなりえない。そこには、関連する多職種との円滑なコミ

ュニケーション、協調性が必要となるため DP2 で表現した。その上で、障がい者を対象とした場合に

必要な医学的な知識と技術だけでなく、作業療法士の独自の視点、対象者が大切にしている作業を通し

て人を理解する知識と技能でもある。このような作業療法士が学ぶ知識や技術は、対象者の生活のしづ

らさを構造的にみる視点を必要とする。生活の困難さは、疾患や障害に起因するものか、対象者の環境

の影響によるものか、といった構造を明らかにする能力を DP3 で表現した。このような作業療法士の
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専門性を活かし、地域における様々な課題を構造的に捉え、見極めることで、新たな課題解決ができる

能力を DP4 で表現した。以上の能力を修得することにより、地域住民の課題を捉え、多職種と連携し、

生活課題の新たな支援を展開できる能力を DP5 で表現した。このような能力の養成を目指し、ディプ

ロマ・ポリシーを次の 5 項目とした。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 73 ページ 作業療法学科のディプロマ・ポリシー 

新 旧 

作業療法学科では、所定の規則に基づき 130 単

位の単位取得及び上記の要件を充たしたうえで、

次のような能力・資質を備えた人物に作業療法学

士（専門職）の学位を授与する。 

DP1：作業療法士として生命を尊び、地域住民と

の関わりを大切にする豊かな人間性と倫

理観、幅広い教養を有し、自覚と責任をも

って行動し、生涯学び続けることができ

る。 

DP2：多職種と協調・連携して課題を共有し、且

つ解決に向けて支援を実践するためのコ

ミュニケーション能力を有し、信頼関係を

構築することができる。 

DP3：作業療法に関する専門的知識と技術に基づ

き、生活課題の解決に向けて作業療法を実

践することができる。 

DP4：変化する地域社会における課題の発見に努

め、課題解決に向けて、作業療法士の専門

性を活かした創造的な解決方法を導くこ

とができる。 

DP5：作業療法に関連する他分野の専門的知識を

修得し、地域生活課題の新たな支援展開に

向けて作業療法を活用することができる。 

作業療法学科では、以下の能力を身につけ、か

つ所定の単位を修めた者に対して学位を授与す

る。 

①生命を尊び、人との関わりを大切にする豊かな

人間性と幅広い教養を有し、医療専門職として

の自覚と責任をもって行動することができる。 

②様々な人々と円滑なコミュニケーションを図

ることができる。 

③作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課

題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・

応用力を発揮することができる。 

④リハビリテーションチームの一員として、他の

職種を理解し、協調・連携して職務を実践する

ことができる。 

⑤作業療法に関連する他の分野の専門学力の修

得に努め、自己の能力を開発し、新たな展開に

向けて創造力を発揮することができる。 

 

（３）作業療法学科のカリキュラム・ポリシー 

DP1 にある豊かな人間性と倫理観、幅広い教養と生涯学習する意欲を養うために、基礎科目の人間と

社会系科目、自然科学系科目及び語学教育系科目が基礎となるように構成している。その中で、哲学、

社会学、日本の文化や歴史に関する選択科目を構成し、対象者の人となりを知るための作業療法の視点

を学ぶ科目を配置した。これらを基盤に、職業専門科目を学修することで作業療法士としての資質を理

解し、どのように行動すべきかを学び、臨地実務実習での学びに繋がるように配置した。 

DP2 にある多職種と協調・連携するためのコミュニケーション能力、信頼関係を構築する能力を涵養

するために、初年次教育科目である「コミュニケーション論」、語学教育系科目にて必要な能力を学修す

る。また、多職種と連携することの多い医療関係の専門職とのコミュニケーションを円滑に行うため、
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職業専門科目の作業療法理論科目群において、基礎的な人体構造の知識や疾患の知識を学修する。 

DP3 にある作業療法を実践する能力を達成するために、職業専門科目の作業療法理論科目群及び職業

実践科目群を中心に、作業療法士に必要な知識と技術を学修する科目を配置している。作業療法理論科

目群は、医学的な知識や技術の学修、職業実践科目群は、対象者にとっての大切な作業を評価、治療に

用いる知識や技術、対象者の障害がどのような構造によって生じているかを学修する。そして、学修し

た知識と技術を活かし、臨地実務実習において具体的な実践例を学ぶ。また、応用実践力を養成する過

程として、総合科目を配置している。 

DP4 にある地域課題を発見する能力を涵養するために、展開科目を配置した。学生が耳にすることが

多いボランティアや災害、子育てに関して学ぶ科目から、人が生涯にわたって取り組む就労やスポーツ

について学ぶ科目を配置した。地域生活における様々な現状や課題を学修することと、それまでの作業

療法士としての専門的な視点、構造的にとらえる視点から、地域の課題を発見できるように配置した。 

DP5 にある作業療法の専門的知識と技術を活かし、地域生活課題の新たな支援展開に向けて作業療法

を活用する能力を涵養するために、展開科目の 3 つのモデルと実習を配置した。各領域の専門家から現

状と課題を学び、実習を行う中で、これまでの学修で培った作業療法士としての専門性を活用しながら、

課題を構造的にとらえていく。そして、学修のまとめとして総合科目を配置した。 

以上のように内容を改め、カリキュラム・ポリシーを次の 5 項目とした。なお、学修成果の評価に関

する方針については学部に準ずる。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 32 ページ 作業療法学科のカリキュラム・ポリシー 

新 旧 

作業療法学科の教育課程は、専門職大学設置基

準及び理学療法士作業療法士学校養成施設指定

規則及び本学科のディプロマ・ポリシーを達成す

るために、以下の 5 つの方針で編成する。 

 

CP1：人の生命や価値観や人の暮らす社会を理解

できる幅広い教養を有し、医療専門職の意

義や役割を理解し学術的に探究できる能

力を養うための科目を配置する。 

CP2：多職種と協調・連携するための円滑なコミ

ュニケーション能力を養うための科目を

配置する。 

CP3：作業療法士として必要な専門的知識と技術

を習得し、地域住民を心身機能、社会活動・

参加また環境面から捉える思考方法を身

に付け、作業療法を実践できる能力を養う

ための科目を配置する。 

CP4：人的、作業的、環境的側面から地域生活課

題の発見に努め、論理的に課題の構造化を

行い、課題解決に向けて実践できる能力を

①理学療法士・作業療法士学校養成施設指定規則

が指定する内容に加え、本学の特徴である「展

開科目」と「基礎科目」「職業専門科目」「総合

科目」に区分し、作業療法士に求められる資質

と知識・技術を系統的に学ぶことができるよう

に配置する。また、展開科目では関連分野にお

いて応用的、創造的に作業療法の専門性を活か

すための内容を取り入れている。 

②「基礎科目」では、豊かな人間性、倫理観、接

遇、国際的感覚を養うための教養科目と、社会

人・職業人としての基礎能力となるコミュニケ

ーション能力向上やキャリア形成に役立つ科

目を配置し、社会人・職業人としての基盤を形

成する科目を配置する。 

③「職業専門科目」では、多様化する社会のニー

ズに対応できる作業療法士を育てるために、科

学的かつ論理的思考をもって評価から治療の

立案、実施、検証ができるようになることを目

標としている。そこで、「作業療法理論科目群」

では、人体の構造と機能、疾病の成り立ちや回



 

20 

養うための科目を配置する。 

CP5：地域社会への関心をもち関連する分野につ

いて理解を深め、地域生活の課題解決にむ

けて作業療法を応用的・創造的に活用する

能力を養うための科目を配置する。 

 

＜成績評価＞ 

 すべての科目においてGPAによる評価を行う。

また、各授業形態での特性を考慮し、成績評価は

以下のとおり行う。 

 講義については、主に筆記試験により評価を行

い、演習・実習科目においては、筆記試験、レポ

ート、プレゼンテーション及び技術試験などによ

り評価を行う。 

 臨地実務実習においては、OSCE、実習評価表

及びルーブリックに基づき、目標とする能力を身

につけたかを評価する。 

 さらに、学修ポートフォリオを導入し、日常的

な学修への取り組みについても評価を行う。 

復過程、臨床医学、予防医学など、医療職に共

通して必要な知識を学ぶ科目を配置する。ま

た、「職業実践科目群」では、作業療法の基盤と

なる生活と作業や人々の健康促進にむけた作

業療法士の役割と職務の理解を深め、評価か

ら、治療計画の立案・実行・検証に至るまでの

一連のプロセスを正しく理解し、科学的かつ専

門的根拠を背景とした作業療法を実践できる

能力を修得するための科目を配置する。 

④「総合科目」では作業療法の基盤を固めるため

に学んだ知識を関連させながら総合的に作業

療法の理解を深める。また人々が置かれている

生活環境を含めてその構造を理解し、他職種と

協調した行動ができることを目標とする。基礎

科目や専門科目で学んだ知識を統合し、他職種

の専門性の理解と、多職種の中で作業療法士と

しての専門性を発揮する多職種連携の知識を

基盤に、その実際について学ぶ講義・演習を配

置している。 

⑤「展開科目」では、作業療法士の専門性を多様

化する地域社会のニーズに合わせて応用活用

するために、作業療法の関連領域である分野に

ついて理解を深め、課題の発見と解決や新しい

発想を生み出す土壌の育成を図ることを目的

とする。科目としては、第一は児童領域、第二

は成人領域、第三は老年期領域を設け、社会で

の作業療法の応用的、創造的な役割を拡げてい

くための科目を配置する。 

 

 

（４）作業療法学科のアドミッション・ポリシー 

AP1「高等学校までに学ぶべき基礎的な知識を有する」は、本学科にて学業を修めるために必要な高

等学校までに学ぶべき基礎的な知識をさしており、DP3「作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、

生活課題の解決に向けて作業療法を実践することができる」を達成するための能力となる。地域共生社

会の実現に向けて保健・福祉・就労等の面から貢献できる作業療法士の養成のためには、障がい者に関

する医学的な知識だけでなく、多職種との連携、地域住民との関わりのため幅広い知識を学ぶ必要があ

り、基礎的な高等学校の学力が必要である。 

AP2「人を尊重し、健康や生活に関心を持ち、作業療法士として社会に貢献することに意欲を持つ」

は、地域共生社会に向けた作業療法士になるためには、様々な方との対人交流が必要であり、DP1「作

業療法士として生命を尊び、地域住民との関わりを大切にする豊かな人間性と倫理観、幅広い教養を有
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し、自覚と責任をもって行動し、生涯学び続けることができる」を達成するための能力となる。そのた

めには、作業療法士として人に関心を持ち、主体的に交流し、様々な課題に取り組む意欲と責任感を持

っていることが必要である。 

AP3「協調性に富み他者と良好な関係を築き、柔軟な思考をもって、物事を協働して進めることがで

きる」は、地域共生社会に向けた作業療法士には、他者と柔軟なコミュニケーションをはかることが必

要になる。そのため DP2「多職種と協調・連携して課題を共有し、且つ解決に向けて支援を実践するた

めのコミュニケーション能力を有し、信頼関係を構築することができる」を達成するための能力となる。

他者と協力しあうこと、他者と衝突することがあっても柔軟に対応する能力を兼ね備える必要があり、

その基礎的な資質となる。 

AP4「客観的に状況を把握し、課題を発見するとともに、その解決に向け、継続性をもって自ら考え

て積極的に取り組むことができる人」は、地域共生社会に向けた作業療法士として、物事を判断し、解

決に向けて努力する、DP4「変化する地域社会における課題の発見に努め、課題解決に向けて、作業療

法士の専門性を活かした創造的な解決方法を導くことができる」を達成するための能力となる。そのた

めには、判断力や客観的に物事を捉える力、解決に向かうための意欲と真摯さを兼ね備えていることが

必要である。 

AP5「論理的な思考力や柔軟な発想力を持ち、自己の意見を的確に示す表現力や論述力を有している

人」は、地域共生社会に向けた課題を解決するにあたり、論理性や柔軟な発想、そして他者に自身の考

えを説明できる能力を兼ね備えた人物をさし、DP5「作業療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、

地域生活課題の新たな支援展開に向けて作業療法を活用することができる」を達成させるための能力と

なる。思いや意欲だけでは、専門家は成立しない。自身の実践を他者に説明できる力を兼ね備える必要

がある。 

以上のような考えに基づき、5 項目のアドミッション・ポリシーを次のように構成した。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 94 ページ 作業療法学科のアドミッション・ポリシー 

新 旧 

作業療法学科では、「①子どもから高齢者まで

の多様な年齢層の地域住民を対象として、健康で

幸福な生活の獲得に向け、意味のある生活行為と

それを行うために必要な心身の活動に対して環

境面に働きかけながら作業を手段あるいは目的

として利用できる人材を養成する。②地域住民が

抱える暮らしの中での課題を発見し、多職種や産

業界と連携しながら新たな支援や支援体制の構

築ができることによって社会適応力の向上を促

し、地域共生社会の実現に向けて保健・福祉・就

労等の面から貢献できる人材を養成する。」こと

を養成する人材像として掲げている。 

 そのために、以下のような資質を有する学生を

求めている。 

― 
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（知識・技能） 

AP1：高等学校までに学ぶべき基礎的な知識を有

する人。 

（主体性・多様性・協調性） 

AP2：人を尊重し、健康や生活に関心を持ち、作

業療法士として社会に貢献することに意

欲を持つ人 

AP3：協調性に富み他者と良好な関係を築き、柔

軟な思考をもって、物事を協働して進める

ことができる人 

（思考力・判断力・表現力） 

AP4：客観的に状況を把握し、課題を発見すると

ともに、その解決に向け、継続性をもって

自ら考えて積極的に取り組むことができ

る人 

AP5：論理的な思考力や柔軟な発想力を持ち、自

己の意見を的確に示す表現力や論述力を

有している人 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１．＜養成する人材像、３つのポリシーが不明確＞ 

高齢者人口の増加などの社会的課題に対して、今後、求められる人材の能力として「高度な実践

力」、「コミュニケーション能力」、「問題発見能力・問題解決能力」及び「応用力・刷新力」を掲

げ、専門職大学で人材を育成する必要性を説明し、設置構想審査においても既設の大学の理学療

法学科・作業療法学科で育成する人材の能力が異なることを示していたが、既設の大学において

も即戦力となる教育の実施など同様の教育目標がホームページで掲載されており、専門職大学で

人材を育成する必要性や身に付ける知識等の違いに関する説明が不十分で矛盾しており、養成す

る人材像の違いが不明確であるほか、３つのポリシーの内容も不明確なため、以下の点に留意し

つつ、修正すること。【２学科共通】 

（２）養成する人材像や３つのポリシーが不明確なため、教育課程の妥当性を判断することは困

難だが、申請のあった教育課程に関する配当年次の考え方、必修科目・選択科目・自由科

目の構成とその理由、科目間の対応関係などの説明がなく、教育課程が体系的に編成され

ているのか疑義がある。特に、３年次までに職業専門科目を主として配置し、４年次に展

開科目を主として配置して、科目区分に応じて配当年次を二分化しているが、修得する知

識の接続性・順序性を踏まえたものとなっているのか不明確である。教育課程に関する配

当年次の考え方、必修科目・選択科目・自由科目の構成とその理由、科目間の対応関係を

明らかにした上で、体系的な教育課程が編成されていることを明確に説明すること。 

 

（対応） 

ご指摘の「3 年次までに職業専門科目を主として配置し、4 年次に展開科目を主として配置」したの

は、理学療法士・作業療法士としての知識と技術を身に付けたうえで、展開科目を履修することで、応

用力を涵養することができると考えていたためである。しかし、結果として、国家試験の対策に多くの

時間を割くこととなる 4 年次に、多くの科目を履修しなければならない配置となってしまっていた。ま

た、それを優先した結果、修得する知識の接続性・順序性が損なわれてしまっていた。ご指摘を受け、

改めて配当年次の見直しを行った。以下では、学科ごとに、配当年次の見直し、配当年次の考え方、科

目構成及び科目間の対応関係について順に説明を行うことで、教育課程の体系性の説明とする。併せて、

その説明を図示したカリキュラムマップ（資料 1-1、資料 1-2）を添付する。 

 

資料 1-1：カリキュラムマップ（理学療法学科） 

資料 1-2：カリキュラムマップ（作業療法学科） 

 

１）理学療法学科 

（１）配当年次の見直し 

 ご指摘の「3 年次までに職業専門科目を主として配置し、4 年次に展開科目を主として配置」したの

は、基礎科目及び職業専門科目において、理学療法士としての知識と技術を身に付けた後、展開科目を

履修することで、応用力を涵養することができると考えていたためである。しかし、ご指摘のとおり、

そうしたことによって、修得する知識の接続性・順序性が損なわれてしまっていた。配当年次は学年進

行に合わせて学修内容が積み上げられるよう、基礎科目、職業専門科目、展開科目及び総合科目の関係
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性を考慮し、配当し直した。 

 考慮した主な観点は、「理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の配当方法である。申請時においては、「理学

療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」をともに 3 年次後期に配置していた。そして、3 年次後期を 3 区分し、学生

はそのうちの 2 つの期間で実習を行い、実習を行っていない 1 期間は、学内で「リハビリテーション総

合演習」を進めることとしていた。しかし、全学生を同時期に履修させることで、学びの平等性を保証

するべきだと考えたため、実習期間を 2 つに集約し、「理学療法総合臨床実習Ⅰ」を 3 年次後期に、「理

学療法総合臨床実習Ⅱ」を 4 年次前期に配置し直した。また、展開科目の配当年次については、学びの

進行状況に連動するよう 1 年次から順次専門性を深めて学修できるように改め、展開科目での学修内容

が総合科目に反映できる配当年次とした。基礎科目については、申請時においては、1 年次で履修を終

える構成としていたが、順序性を意識し、1 ・2 年次に分散して配置し直した。配当年次を見直した科

目は次の新旧対照表のとおりである。 

 

（新旧対照表）教育課程等の概要 別記様式第 2 号（その 2 の 1）リハビリテーション学部 理学療法

学科 

新 旧 

授業科目の名称 配当年次 授業科目の名称 配当年次 

キャリア発達論 2 後 キャリア発達論 1 後 

経営学入門 2 前 経営学入門 1 前 

統計学 2 後 統計学 1 後 

韓国語 2 後 韓国語 1 後 

中国語 2 後 中国語 1 後 

救急援助論 2 後 救急援助論 1 後 

社会福祉学 2 後 社会福祉学 1 前 

内部障害系理学療法学実習Ⅰ 3 前 内部障害系理学療法学演習Ⅰ 2 後 

内部障害系理学療法学実習Ⅱ 3 前 内部障害系理学療法学演習Ⅱ 2 後 

神経筋骨格障害応用論実習 4 後 神経筋骨格障害応用論実習 4 通 

内部障害応用論実習 4 後 内部障害応用論実習 4 通 

スポーツ障害応用論実習 4 後 スポーツ障害応用論実習 4 通 

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4 前 総合臨床実習Ⅱ 3 後 

マーケティング論 3 後 マーケティング論 4 前 

施設起業運営論 3 後 施設起業運営論 4 前 

子育て支援論 2 前 子育て支援論 4 前 

災害支援論 2 前 災害支援論 4 後 

教育支援論 2 前 教育支援論 4 前 

メンタルヘルスマネジメント論 3 後 メンタルヘルスマネジメント論 4 前 

地域共生論 3 前 地域共生論 4 前 

障がい者スポーツ論 3 後 障がい者スポーツ論 4 通 

障がい者スポーツ論実習 4 前 障がい者スポーツ論演習 4 通 

スポーツリズムトレーニング論 3 後 スポーツリズムトレーニング論 4 前 
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体力測定論 3 後 体力測定論 4 通 

健康増進実践演習 3 後 健康増進実践演習Ⅰ 4 通 

健康増進実践実習 3 後 健康増進実践演習Ⅱ 4 通 

パフォーマンス向上論 3 後 パフォーマンス向上論 4 通 

フィットネス論 3 後 フィットネス論 4 通 

ランニングトレーニング論 3 後 ランニングトレーニング論 4 通 

ゴルフトレーニング論 3 後 ゴルフトレーニング論 4 通 

ビジョントレーニング論 3 後 ビジョントレーニング論 4 通 

遊びとレクリエーション 3 後 遊びとレクリエーション 4 通 

生きがい創造 3 後 生きがい創造 4 通 

伝承遊び 3 後 伝承遊び 4 通 

シューフィッティング論 3 後 シューフィッティング論 4 通 

福祉工学地域活用論 3 後 福祉工学地域活用論 4 通 

ロボット工学地域活用論基礎 3 後 ロボット工学地域活用論基礎 4 通 

ロボット工学地域活用論応用 3 後 ロボット工学地域活用論応用 4 通 

協働連携論総合実習 4 後 シンメディカル論 4 前 

リハビリテーション総合演習 3 後 リハビリテーション総合演習 3 通 

 

（２）配当年次の考え方 

①1 年次の配当 

 1 年次には、本学で学修を行うにあたって必要となる基礎知識を身に付けるため初年次教育科目とし

て「学びの基盤」及び「コミュニケーション論」を配置し、幅広い教養を身につける科目として「教育

学」及び「人間発達学」などの人間と社会系科目、「生物学」及び「物理学」などの自然科学系科目及び

「英語Ⅰ・Ⅱ」などの語学教育科目を配置する。 

職業専門科目としては、理学療法を学ぶための基盤となる「リハビリテーション概論」、「解剖学Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ」、「生理学Ⅰ・Ⅱ」及び「運動学Ⅰ」などの理学療法理論科目群を多く配置し、2 年次以降の疾

患学及び理学療法の専門科目につながる配置としている。また、理学療法の基本概念を学ぶ科目として

「基礎理学療法学Ⅰ・Ⅱ」、「基礎理学療法学実習Ⅰ・Ⅱ」及び「理学療法評価学」を配置し、理学療法

士としての職業意識を高め、職務内容の理解を深めるために、臨地実務実習である「理学療法見学実習

Ⅰ・Ⅱ」を配置する。 

展開科目では地域社会の理解を進めるため、1 年次でも理解しやすい「ボランティア論」、「生涯スポ

ーツ論」及び「労働衛生論」を配置している。 

 

②2 年次の配当 

 2 年次には 1 年次の教育内容を受け、専門領域の科目を中心に理学療法理論科目群の「内科学Ⅰ・Ⅱ」

及び、「神経内科学Ⅰ・Ⅱ」などの疾患学に加え、職業実践科目群の「運動療法学」、「日常生活活動学」

及び「義肢装具学Ⅰ・Ⅱ」などを配置した。特に 2 年次からは講義だけでなく、「老年期理学療法学演

習」及び「小児期理学療法学演習」などの演習科目を、「理学療法評価学実習」、「運動療法学実習」及び

「神経障害系理学療法学実習Ⅰ」などの実習科目を配置し、講義で身に付けた知識の定着を図るととも
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に 3 年次開講の「理学療法評価実習」及び「理学療法総合臨床実習Ⅰ」へ向けた実践的な技術の習得を

行う。 

 

③3 年次の配当 

 3 年次には臨地実務実習に加えて、理学療法士としての視野を広げるために、関連他分野の科目群す

なわち展開科目において、「地域共生論」を履修した上で、ヘルスプロモーション支援、生涯スポーツ支

援及び地域支援の履修モデルを、学生各々の関心に基づき履修をすることができるように配置した。ヘ

ルスプロモーション支援モデルでは「体力測定論」、「健康増進実践演習」及び「健康増進実践実習」な

どを、生涯スポーツ支援モデルでは「フィットネス論」、「スポーツリズムトレーニング論」及び「パフ

ォーマンス向上論」などを、地域支援モデルでは「福祉工学地域活用論」、「ロボット工学地域活用論基

礎」及び「組織運営論」などの科目を配置する。また、研究を通して理学療法の知識の拡大を図り、4 年

次に繋げる科目として「リハビリテーション総合演習」を配置する。 

 

④4 年次の配当 

 4 年次には「理学療法総合臨床実習Ⅱ」及び「理学療法地域実習」に加えて、「理学療法管理学」など

の管理に関する講義や、3 年次までの展開科目で習得した知識・技能と理学療法を繋ぎ活用するために

「神経筋骨格障害応用論実習」、「内部障害応用論実習」、「スポーツ障害応用論実習」及び「理学療法総

合演習」を配置する。その上で「協働連携論総合実習」において、理学療法士として地域共生社会の実

現に向けた役割と職業観の確立を目指す。 

 

（３）科目構成 

基礎科目について、理学療法の専門職として職業的自立を図る上で重要性の高い科目は必修科目とし、

広く教養を身につけることを意図した科目は選択科目とした。職業専門科目は、理学療法士の国家資格

を取得するために必要な科目と位置づけているため、その多くを必修科目とし、一部を選択科目とした。

選択科目として配置した科目は、展開科目の 3 つの履修モデルと連動する実習科目のため、履修モデル

と合わせ 3 科目（「内部障害応用論実習」、「スポーツ障害応用論実習」及び「神経筋骨格障害応用論実

習」）設定した。展開科目は、すべての学生が隣接分野について学ぶべき内容は必修科目とし、3 つの履

修モデルごとの科目は選択科目とした。総合科目は、学科のディプロマ・ポリシーを達成するための集

大成の科目となるため、全て必修科目とした。なお、理学療法学科では、自由科目は設定していない。 

 

（４）科目間の対応関係 

理学療法学科の科目構成は、基礎科目を大学で学修するすべての基盤として位置づけている。そして

職業専門科目を中心に、理学療法士の資格を取得するために必要な科目を配置し、階層的に関連付けて

学びが進むよう設定している。さらに、地域共生社会の実現に貢献できる理学療法士を輩出するために、

展開科目で健康、スポーツ、福祉の関連分野を学び、職業専門科目と展開科目で学修した知識と技術を

統合し、理学療法学科の人材養成の目的を達成する集大成の科目群として総合科目を位置づけている。 

 

①基礎科目 

 基礎科目として、社会で幅広く豊かな人間関係を形成していくための教養を培い、理学療法の専門職

として地域住民を支援するために必要な資質を身に着け、理学療法士としてキャリア形成を進める基盤
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となるような科目を配置した。 

 初年次教養科目は、1 年次前期に必修科目として配置し、大学での学修の意義と方法について学ぶ科

目として「学びの基盤」を、対人援助職である理学療法士の基礎となるコミュニケーション能力の養成

に繋がる科目として「コミュニケーション論」を配置した。 

 人間と社会系科目では、必修科目で「教育学」、「哲学入門」及び「心理学」を 1 年次に配置し、理学

療法士に必要な専門職としての人間形成につながる基礎科目とする。また、2 年次に「キャリア発達論」

を配置することで、理学療法士としてキャリアを形成する上で、生涯学び続けることが重要であること

を理解するとともに、理学療法士としての自覚と責任を涵養するための科目と位置付けている。選択科

目には 1 年次では教養を広げる科目として「音楽」、「哲学入門」及び、「社会学」などを配置しており、

2 年次には、将来のキャリア形成として起業を視野に入れた学修につながる科目として「経営学入門」

を配置している。 

 自然科学系科目は、理学療法を学ぶ上で基礎となる「生物学」及び、「物理学Ⅰ」を 1 年次に必修科目

として配置し、2 年次には「統計学」を必修科目として配置した。また、「物理学Ⅱ」及び「数学」を選

択科目とし、より深く学べる配置としている。 

 語学教育科目は、「英語Ⅰ」を必修科目とし、理学療法に必要な基本的な語学を学ぶとともに、選択科

目に「英語Ⅱ」、「韓国語」及び「中国語」を配置することで教養を深めるとともに、グローバル社会に

応じたコミュニケーション能力を高める科目となるよう 1 年次と 2 年次に配置している。 

 

②職業専門科目 

 職業専門科目は、理学療法に関する専門知識と技術を学び、学内で学修したことを臨地実務実習にお

いて、チームアプローチの中で理学療法士の役割を経験しながら学修する科目として配置している。理

学療法理論科目群を基盤とし、職業実践科目群を学ぶことで、理学療法の意義と実践方法を理解し、適

切な理学療法を科学的な根拠に基づき理論的に実施できるよう科目を配置している。 

 理学療法理論科目群のなかで、「解剖学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「生理学Ⅰ・Ⅱ」及び「運動学Ⅰ」は理学療法の

医学的な基礎となり、人体の構造と機能を学ぶ科目となるため、1 年次に配置し、学ぶ範囲が広い解剖

学と生理学については単位数を多く設定した。これらの科目を学修し、人体の機能及び心身の発達につ

いて知識を深める科目として、1 年次に「人間発達学」及び「運動学Ⅱ」を配置し、「運動学実習」及び

「運動生理学実習」を 2 年次に配置している。 

 理学療法の治療分野となる疾病と障害の成り立ち及びその回復過程の促進について、人体の構造と機

能を学修したことを基盤とし、学ぶことができるよう 2 年次を中心に配置した。科目は「内科学Ⅰ・Ⅱ」、

「神経内科学Ⅰ・Ⅱ」、「整形外科学Ⅰ・Ⅱ」、「小児科学」及び「老年医学」などである。 

理学療法の意義及び理学療法士のチームアプローチにおける役割を知るために必要となる基本的な

概念を学ぶ科目として、「リハビリテーション概論」を 1 年次に配置し、2 年次に「社会福祉学」、3 年

次に「地域包括ケア論」と階層的に学修できるよう配置した。これらの科目の目的は、保健・医療・福

祉とリハビリテーションの理念を学修することであり、特に「地域包括ケア論」は、理学療法学科の人

材養成の基盤となる科目として位置付けている。 

 職業実践科目群では、理学療法理論科目群で学修した疾患学やリハビリテーションの理念を基に、理

学療法の概念から評価、治療、実践について知識と技術を階層的に関連付けて学ぶことができるよう配

置している。法的制度下の理学療法士の位置付けや職域及び研究など、理学療法の基礎となる内容を中

心に学ぶ科目として 1 年次に「基礎理学療法学Ⅰ・Ⅱ」、3 年次に「臨床技能論実習」及び「基礎理学療
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法研究法」を配置している。また、理学療法の基本となる身体動作について実習により学ぶ科目として

「基礎理学療法学実習Ⅰ・Ⅱ」を 1 年次に配置している。 

 理学療法の評価について学ぶ科目は、理学療法治療に不可欠な科目であり、広く評価の概念を理解す

るため、1 年次に配置し、評価技術の修得に「理学療法評価学実習」を 2 年次に配置し、学修範囲が広

いため、2 単位に設定している。そして、評価の知識と技術を活かし、疾患に対応した評価が可能とな

るよう 2 年次に「画像評価学」を、3 年次に「理学療法評価学演習」を配置し、理解を深めることがで

きるよう設定している。 

 理学療法治療を学ぶ科目についても階層性を重視して配置しており、治療技術の基礎として「運動療

法学」、「日常生活活動学」、「義肢装具学Ⅰ」及び「物理療法学」を 2 年次前期に、2 年次後期から 3 年

次にかけて、理学療法治療技術の基礎と理論科目群の疾患学とを関連づけ、理学療法治療技術を学修す

る科目を配置している。対応させている科目は、「神経障害系理学療法学実習Ⅰ・Ⅱ」、「運動器障害系理

学療法学実習Ⅰ・Ⅱ」、「義肢装具学Ⅱ」、「内部障害系理学療法学実習Ⅰ・Ⅱ」、「小児理学療法学演習」、

「老年期理学療法学演習」及び「スポーツ障害系理学療法学実習」である。これらに加え、地域におけ

る理学療法について、基礎を学ぶ科目として「地域理学療法学」を 2 年次に配置し、その実践方法を学

ぶ科目として「地域理学療法学実習」を 3 年次に配置している。また、本学科の特色として理学療法治

療技術の一つである「徒手理学療法学」と、その手技を学ぶ「徒手理学療法学実習」を 3 年次に配置し、

実践的な技術の学びができるよう配置している。 

 臨地実務実習については、リハビリテーションと理学療法の概念と、理学療法に必要な倫理やコミュ

ニケーションを、基礎科目及び職業専門科目で学修した1年次前期の最終時期に「理学療法見学実習Ⅰ」

を配置している。理学療法士の仕事を見学することで、職業人としての自覚が形成され、学修の目的が

明確になるように設定している。また、1 年次後期の最終時期に「理学療法見学実習Ⅱ」を配置するこ

とで、理学療法士の自覚とキャリア形成を促し、2 年次の職業専門科目を学修する動機付けにつながる

ことを意図している。2 年次前期の最終時期に配置している「理学療法見学実習Ⅲ」は、「理学療法見学

実習Ⅰ」と同じ施設で実習を行う。そうすることで、同じ施設で実習中に関わる様々な人とのコミュニ

ケーションを深め、関係作りを形成しやすい環境を設定し、理学療法士に必要な資質形成を促す。理学

療法理論科目群と理学療法評価について学修した後、3 年次前期に「理学療法評価実習」を配置し、臨

床場面で理学療法評価を体験し、理学療法の治療につながる意義について症例を通して学修する。その

後、評価実習で学修したことを反映し、「理学療法総合臨床実習Ⅰ（3 年次後期）・Ⅱ（4 年次前期）」で

治療についての実習を実施する。この 2 つの実習は実習内容の到達目標を変え、「理学療法総合臨床実

習Ⅰ」から「理学療法総合臨床実習Ⅱ」へと目標を上げ、理学療法の治療体験を積み上げていけるよう

設定している。これらの実習が終了した後「理学療法地域実習」を配置し、在宅高齢者の通所リハビリ

テーションや訪問理学療法について実習することで、医療と介護の連携についても学修する。 

 以上の職業専門科目は、理学療法士資格を取得するために重要であり全て必修科目としている。これ

らの科目以外に、選択科目を職業実践科目群で 3 科目設定し、1 科目を選択するよう 4 年次後期に配置

している。この 3 科目は展開科目の履修分野と関連し、展開科目のヘルスプロモーション支援を履修し

た場合は、「内部障害応用論実習」を、生涯スポーツ支援を履修した場合は「スポーツ障害応用論実習」

を、地域支援を履修した場合は「神経筋骨格障害応用論実習」を選択し、それぞれの分野の理学療法に

ついて学修する科目となる。 
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③展開科目 

 展開科目は、地域共生社会の実現に向け、理学療法領域に隣接する分野での地域の理解と課題を知る

科目に、「地域共生論」、「生涯スポーツ論」、「労働衛生論」、「災害支援論」、「ボランティア論」、「子育て

支援論」及び「教育支援論」を配置している。これらの科目を学び、地域共生社会の実現に向け支援で

きる方策として「マーケティング論」、「施設起業運営論」、「障がい者スポーツ論」及び「障がい者スポ

ーツ論実習」を配置している。これらは全て必修科目とし全学生が学ぶことで、選択する履修モデルの

基礎となる科目である。そして、選択した分野に応じた科目を各々が履修する。ヘルスプロモーション

支援には、「体力測定論」、「健康増進実践演習」、「健康増進実践実習」、「メンタルヘルスマネジメント

論」、「遊びとレクリエーション」、「伝承遊び」及び「生きがい創造」を配置する。生涯スポーツ支援に

は、「パフォーマンス向上論」、「フィットネス論」、「スポーツリズムトレーニング論」、「ランニングトレ

ーニング論」、「ゴルフトレーニング論」、「ビジョントレーニング論」及び「シューフィッティング論」

を配置する。地域支援には、「福祉工学地域活用論基礎」、「ロボット工学地域活用論基礎」、「ロボット工

学地域活用論応用」、「組織運営論」及び「身体障がい者就労環境論」を配置する。なお、詳細は是正事

項２において詳述する。 

 

④総合科目 

総合科目は全て必修科目とし、基礎科目を基盤に職業専門科目と展開科目を融合させ統合していく科

目として位置付けている。「リハビリテーション総合演習」を 3 年次後期に配置し、研究を通して知識

を広げる。また、理学療法士として従来の医療・介護の分野のみならず、地域共生社会の実現に向けて

地域住民の生活を支援できる人材を養成するための集大成の科目として「理学療法総合演習」と「協働

連携論総合実習」を 4 年次後期に配置する。 

 

２）作業療法学科 

（１）配当年次の見直し 

ご指摘の「3 年次までに職業専門科目を主として配置し、4 年次に展開科目を主として配置」したの

は、作業療法士としての知識と技術を身に付けた後、展開科目を履修することで、応用力を涵養する構

成で考えていたためである。しかし、そうしたことによって、修得する知識の接続性・順序性が損なわ

れてしまっていた。作業療法学科のディプロマ・ポリシーを達成するための科目の構成を設定し直すと

ともに、配当年次は学年進行に合わせて学修内容を積み上げられるよう基礎科目、職業専門科目、展開

科目及び総合科目の関係性を考慮して配当し直した。 

考慮した主な観点は、「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の配当方法である。この 2 つの総合臨床実習

は、3 年次後期を前期・中期・後期の 3 期間に分け、学生は前期と後期の 2 期間でⅠとⅡの実習を履修

することとしていた。中の期間は、次の実習に向けての準備期間として捉えており、学生への過度なス

トレスがかからないよう科目の配置はしていなかった。しかし、より段階的に学修できるよう 3 年次後

期と 4 年次前期に振り分けるとともに、それに伴い配当年次の整理を行った。また、展開科目の配当年

次については、学びの進行状況に付随するよう 1 年次から順次専門性を深めて学修できるように改め、

総合科目に展開科目の内容が反映できる配当年次とした。基礎科目については、2 年次で修了するよう

設定し、1・2 年次に分散して配置し直した。以上の見直しを受け、配当年次が変更となった科目は次の

新旧対照表のとおりである。 
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（新旧対照表）教育課程等の概要 別記様式第 2 号（その 2 の 1）リハビリテーション学部 作業療法

学科 

新 旧 

科目名称 配当年次 科目名称 配当年次 

キャリア発達論 2 後 キャリア発達論 1 後 

経営学入門 2 前 経営学入門 1 前 

統計学 2 後 統計学 1 後 

韓国語 2 後 韓国語 1 後 

中国語 2 後 中国語 1 後 

救急援助論 2 後 救急援助論 1 後 

精神医学 2 前 精神医学 2 通 

社会福祉学 2 後 社会福祉学 1 前 

基礎作業学実習Ⅰ 1 前 基礎作業学演習Ⅱ 1 後 

基礎作業学実習Ⅱ 1 後 基礎作業学演習Ⅰ 1 前 

作業療法研究法 3 前 作業療法研究法 4 前 

家族援助論 3 前 家族援助論 2 後 

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4 前 作業療法臨床総合実習Ⅱ 3 後 

マーケティング論 2 後 マーケティング論 4 前 

施設起業運営論 3 前 施設起業運営論 4 前 

ボランティア論 1 前 ボランティア論 4 後 

子育て支援論 2 前 子育て支援論 4 前 

災害支援論 1 後 災害支援論 4 前 

教育支援論 2 後 教育支援論 4 後 

メンタルヘルスマネジメント論 2 前 メンタルヘルスマネジメント論 4 前 

障がい者スポーツ論 3 後 障がい者スポーツ論 4 通 

障がい者スポーツ論実習 4 前 障がい者スポーツ論演習 4 通 

地域社会共生論 1 前 地域社会共生論 4 前 

地域社会共生論実習 1 後 地域社会共生論実習 4 前 

精神障がい者就労環境論 3 後 心理精神企業適応論 4 前 

老年期地域生活適応論 3 後 老年期地域生活適応論 4 前 

成人期地域生活適応論 3 後 成人期施設生活適応論 4 前 

児童期地域生活適応論 3 後 児童地域生活適応論 4 前 

協働連携論総合実習 4 後 シンメディカル論 4 前 

 

（２）配当年次の考え方 

本学科は、基礎科目から職業専門科目、そして展開科目、総合科目を順に積み上げていくことで体系

性を担保することを想定していた。ご指摘を頂き、再検討をした結果、展開として位置づけた科目の中

でも学生が比較的、耳にする機会の多い内容を含む科目を 1 年次に配置し、地域共生社会の課題を身近

なものとして考える機会を設けた方が、本学が考える養成する人材像を早期から養成することに繋がる
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と考えた。つまり、従来の作業療法士の養成校で示されたような基礎、応用、展開の流れではなく、学

生が分かりやすい展開科目を 1 年次から配置することで、地域共生社会への志向性を学生に学修させて

いく構成とする。また、同時進行的に従来の作業療法士養成校と同じような科目を並列的に配置するこ

とで、医療分野で働くことを想定した作業療法士像と地域共生社会で求められる作業療法士像とのギャ

ップを学生に感じさせるように配置した。この意図は、学生に心理的葛藤を生じさせるためであり、こ

の契機によって、自身が進むべき作業療法士のあり方を深めさせるためである。そして、4 年次の展開

科目において 3 つの履修モデルの科目と実習、総合科目を配置し、新たな領域にも挑戦する作業療法士

を養成する。 

ディプロマ・ポリシーを達成するための具体的な科目構成は次のとおりである。 

 

①1 年次の配当 

1 年次には本学で学修を行うにあたって必要となる基礎知識を身に付けるため初年次教育科目として

「学びの基盤」及び「コミュニケーション論」を、幅広い教養を身につける科目として「教育学」及び

「心理学」などの人間と社会系科目を、「生物学」及び「物理学」などの自然科学系科目及び「英語Ⅰ」

などの語学教育科目を配置する。 

職業専門科目は、作業療法を学ぶための基盤となる「リハビリテーション概論」、「解剖学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」

及び「生理学Ⅰ・Ⅱ」などの理論系科目と、作業療法を学ぶにあたって基礎となる職業実践科目「作業

療法学総論」、「作業療法管理・制度論」及び「作業療法と倫理」などを配置し、1 年次後期から 2 年次

以降の医学系の科目の基礎及び作業療法の専門科目へとつながる内容としている。また、作業療法士と

しての意識と自覚を高めるために、臨地実務実習である「作業療法見学実習Ⅰ」を 1 年後期に配置する。 

 展開科目は、「ボランティア論」、「災害支援論」、「地域社会共生論」及び「地域社会共生論実習」を配

置する。 

 

②2 年次の配当 

2 年次には 1 年次の教育内容を受け、職業専門科目の作業療法理論科目群の「内科学Ⅰ・Ⅱ」、「神経

内科学Ⅰ・Ⅱ」、「精神医学」及び「老年医学」などに加え、職業実践科目群の「身体障害作業療法評価

学実習Ⅰ・Ⅱ」及び「精神障害作業療法評価学実習」など実習を多く配置した編成とし、講義での知識

の定着と 3 年次からの「作業療法評価実習」、「作業療法臨床総合実習Ⅰ・Ⅱ」及び「地域作業療法実習」

へ向けた実践的な技術の修得を行う。 

 展開科目は、「子育て支援論」、「メンタルヘルスマネジメント論」及び「教育支援論」を配置する。1

年次に続き、学生には比較的なじみのある科目を配置し、地域共生社会への志向性をもたせる。また、

後期に「マーケティング論」を配置し、3 年次の「施設起業運営論」に向けた基本的な知識を学ぶ。 

 

③3 年次の配当 

 3 年次には 2 年次の講義等を踏まえ、さらに学内の講義や演習によって知識と技術の習得を行う。そ

の上で前期に「作業療法評価実習」、後期には「作業療法総合臨床実習Ⅰ」を配置し、作業療法士として

の実践力を養う。 

展開科目は、「施設起業運営論」や人にとって一生涯を通して関わることが多い就労やスポーツにつ

いて学ぶための科目として「障がい者スポーツ論」、「精神障がい者就労環境論」及び「身体障がい者就

労環境」を配置する。そして、展開科目の 3 つの履修モデルの「児童期地域生活適応論」、「成人期地域
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生活適応論」及び「老年期地域生活適応論」を配置する。これらは、それまでの展開科目のまとめ的な

意味合いと、4 年次の各モデルの実習につながる科目である。 

 

④4 年次の配当 

 4 年次には、3 年次までの職業専門科目の集大成としての「作業療法総合臨床実習Ⅱ」及び「作業療

法地域実習」を配置する。 

展開科目は、3 年次後期で学んだ 3 つの履修モデルの実習、「児童期地域生活適応論実習」、「成人期地

域生活適応論実習」及び「老年期地域生活適応論実習」を配置した。そして、4 年次後期に「協働連携

論総合実習」及び「作業療法総合実習Ⅰ・Ⅱ」において、これまで学修した内容に基づき、作業療法士

として地域共生社会で果たすべき役割と職業観の確立を目指す。 

 

（３）科目構成 

基礎科目は、作業療法の専門職として必要で重要性の高い科目は必修科目とし、広く教養を身につけ

ることを意図した科目は選択科目とした。職業専門科目は、従来の作業療法士教育に求められる科目と

本学科が考える人材像を養成するための科目との両方を学生に学んでもらうため、全ての科目を必修科

目とした。展開科目は、3 つの履修モデルに関連する科目は必修科目とし、3 つの履修モデルごとの科

目は選択科目とした。総合科目は、学科のディプロマ・ポリシーを達成するための集大成の科目となる

ため必修科目とした。なお、作業療法学科では、自由科目は設定していない。 

 

（４）科目間の対応関係 

作業療法学科の科目構成は、基礎科目を大学で学修する全ての基盤として位置付けている。そして、

職業専門科目を中心に、作業療法士の資格を取得するために必要な科目を配置し、階層的に関連付けて

学びが進むよう設定している。さらに、地域共生社会の実現に貢献できる作業療法士を輩出するために、

展開科目で児童期、成人期及び老年期の各分野に共通する概念と実践を学び、職業専門科目と展開科目

で学修した知識と技術を統合し、作業療法学科の人材養成の目的を達成する集大成の科目群として総合

科目を位置づけている。 

 

①基礎科目 

基礎科目は、社会で幅広く豊かな人間関係を形成していくための教養を培い、作業療法の専門職とし

て人を支援するために必要な資質を身に着け、作業療法士としてキャリア形成を進める基盤となるよう

科目を配置した。 

 初年次教養科目は、1 年次前期に必修科目として配置し、大学での学修の意義と方法について学ぶ科

目として「学びの基礎」を、対人援助職である作業療法士の基礎となるコミュニケーション能力の養成

につながる科目として「コミュニケーション論」を配置した。 

 人間と社会系科目は、必修科目で「教育学」、「哲学入門」及び「心理学」を 1 年次に配置し、作業療

法士に必要な専門職としての人間形成につながる基礎科目とする。また、2 年次に「キャリア発達論」

を配置することで、作業療法士としてキャリアを形成する上で、生涯学び続けることが重要であること

を理解するとともに、作業療法士としての自覚と責任を涵養する。選択科目には 1 年次では教養を広げ

る科目として「音楽」、「哲学入門」及び「社会学」などを配置しており、2 年次に、将来のキャリア形

成として起業を視野に入れた学修につながる科目として「経営学入門」を配置している。 
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 自然科学系科目は、科学的な思考の基礎となる「生物学」及び「物理学Ⅰ」を 1 年次で、2 年次に「統

計学」を必修科目とし、「物理学Ⅱ」及び「数学」を選択科目に配置し、より深く学べるようにした。 

 語学教育科目は、「英語Ⅰ」を必修科目とし、作業療法に必要な基本的な語学を学ぶとともに、選択科

目に「英語Ⅱ」、「韓国語」及び「中国語」を配置することで教養を深めるとともに、グローバル社会に

応じたコミュニケーション能力を高める科目となるよう 1 年次と 2 年次に配置している。 

 

②職業専門科目 

 職業専門科目は、作業療法に関する専門知識と技術を学び、学内で学修したことを臨地実務実習にお

いてチームアプローチの中で作業療法士の役割を経験しながら学修する科目として配置している。作業

療法理論科目群が基盤となった上に職業実践科目群を学ぶことで、作業療法の意義と実践方法を理解し、

適切な作業療法を根拠に基づき、理論的に実施できるよう科目を配置している。 

作業療法理論科目群は、「解剖学Ⅰ・Ⅱ」、「生理学Ⅰ・Ⅱ」及び「運動学Ⅰ・Ⅱ」で作業療法の医学的

な基礎となる人体の構造と機能を学ぶ科目になるため、1 年次前期から順次配置し、学ぶ範囲が広い「解

剖学Ⅰ・Ⅱ」及び「生理学Ⅰ・Ⅱ」は単位数を多く設定した。これらの科目を学修し、人体の機能及び

心身の発達についての知識を深める科目として「人間発達学」及び「解剖学Ⅲ」を 1 年次後期に、「運動

学実習」を 2 年次前期に配置している。 

 また、作業療法の対象者の疾病と障害の成り立ち及びその回復過程を学ぶため、2 年次に配置した。

具体的な科目は「内科学Ⅰ・Ⅱ」、「神経内科学Ⅰ・Ⅱ」、「整形外科学Ⅰ・Ⅱ」、「小児科学」及び「精神

医学」などである。 

次に、作業療法の意義及び作業療法士のチームアプローチでの役割を知る基本的なリハビリテーショ

ンの概念を学ぶ科目として、「リハビリテーション概論」を 1 年次に配置し、2 年次に「社会福祉学」及

び「地域包括ケア論」と階層的に学修できるよう配置した。これらの科目の目的は、保健・医療・福祉

とリハビリテーションの理念を学修することであり、特に「地域包括ケア論」は、作業療法学科の養成

する人材像の基盤となる科目として位置づけている。 

 職業実践科目群は、作業療法理論科目群で学修した疾患学やリハビリテーションの理念を基に、作業

療法の概念から評価、治療、実践について知識と技術を階層的に関連付けて学ぶことができるよう配置

している。 

 作業療法の基礎となる内容を中心に学ぶ科目として、1 年次より作業療法の基本的理念や歴史的経緯、

作業について学ぶ「作業療法学総論」、「基礎作業学」及び「基礎作業学実習Ⅰ・Ⅱ」を配置している。

また、作業療法の管理に関する科目として、1 年次後期に法的制度下の作業療法士の位置づけや職域、

管理や倫理を学ぶ「作業療法管理・制度論」及び「作業療法と倫理」を配置している。 

作業療法評価学は、作業療法治療に不可欠な科目であり、広く評価の概念を理解するため、1 年次後

期に「作業療法評価学総論」を配置した。これは、2 年次の本格的な各領域での作業療法評価の基礎的

知識を学ぶ科目として位置づけている。2 年次前期に各領域での作業療法評価（たとえば、「身体障害作

業療法評価学実習Ⅰ・Ⅱ」、「精神障害作業療法評価学実習」など）を配置し、作業療法の評価技術の知

識と技能を学修する。 

 作業療法治療学では、2 年次前期に各領域の対象者に共通する日常生活と社会生活行為について学ぶ

「日常生活活動論実習」及び「社会生活行為論実習」を配置した。これらを基に、2 年次後期から 3 年

次前期にかけて各領域の治療学の科目と実習を順次配置している。 

地域における作業療法については、2 年次よりその基礎となる「地域生活作業療法学総論」を配置し、
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2 年次後期から 3 年次前期にかけて各領域での対象者の地域生活支援を学ぶ「地域生活作業療法学実習

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を配置した。 

 臨地実務実習においては、リハビリテーションと作業療法の概念、作業療法に必要な倫理やコミュニ

ケーションを、基礎科目及び職業専門科目で学修した 1 年次後期に「作業療法見学実習Ⅰ」を配置して

いる。作業療法士の仕事を見学することで、職業人としての自覚が形成され学修の目的が明確になるよ

うに設定している。2 年次前期の「作業療法見学実習Ⅱ」は、作業療法評価学で学んだ評価技術の一部

を実際に体験することを目的の一つにしている。3 年次前期には「作業療法評価実習」を配置し、臨床

場面で作業療法評価を体験し、作業療法の治療につながる意義について症例を通して学修する。3 年次

後期には評価実習で学修したことを踏まえ、「作業療法総合臨床実習Ⅰ」で作業療法の治療的介入につ

いての実習を配置する。「作業療法総合臨床実習Ⅱ」は 4 年次前期に配置する。この 2 つの実習は、異

なる領域の対象者への作業療法介入を学修するように設定している。また、4 年次には「作業療法地域

実習」を配置し、在宅高齢者の通所リハビリテーションや訪問作業療法について学修する。 

 以上の職業専門科目は、作業療法士資格を取得するために重要であり、全て必修科目としている。 

 

③展開科目 

 展開科目は、地域共生社会の実現に向け、作業療法士が参入していない領域の対象者への支援の現状

と課題を学修する。「他分野を学ぶための共通科目」と 3 つの履修モデル「児童期」、「成人期」及び「老

年期」より構成される。 

 他分野を学ぶための科目は、学生が聞いたことがありイメージしやすい科目を 1 年次より順次配置す

る。たとえば、「ボランティア論」、「災害支援論」及び「子育て支援論」などである。また、人が生涯に

おいてかかわることの多いスポーツと就労の科目「障がい者スポーツ論」、「障がい者スポーツ論実習」、

「精神障がい者就労環境論」、「身体障がい者就労環境論」及び「就労環境論実習」を必修科目として配

置した。これら他分野を学ぶための科目を基に人のライフステージに分けた 3 つの履修モデルとして

「児童期」、「成人期」及び「老年期」における科目「児童期地域生活適応論」、「成人期地域生活適応論」

及び「老年期地域生活適応論」を配置する。そして、これらの科目に対応する実習を 4 年次前期に配置

する。 

 

④総合科目 

 総合科目は、「協働連携論総合実習」及び「作業療法総合実習Ⅰ・Ⅱ」を 4 年次後期に配置した。これ

らは、すべて必修科目であり、「基礎科目」を基盤に「職業専門科目」と「展開科目」を融合させ統合し

ていく科目として位置づけている。本学科での学びの集大成として、地域共生社会で求められる作業療

法士として活躍できる人材を養成する。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１．＜養成する人材像、３つのポリシーが不明確＞ 

高齢者人口の増加などの社会的課題に対して、今後、求められる人材の能力として「高度な実践

力」、「コミュニケーション能力」、「問題発見能力・問題解決能力」及び「応用力・刷新力」を掲

げ、専門職大学で人材を育成する必要性を説明し、設置構想審査においても既設の大学の理学療

法学科・作業療法学科で育成する人材の能力が異なることを示していたが、既設の大学において

も即戦力となる教育の実施など同様の教育目標がホームページで掲載されており、専門職大学で

人材を育成する必要性や身に付ける知識等の違いに関する説明が不十分で矛盾しており、養成す

る人材像の違いが不明確であるほか、３つのポリシーの内容も不明確なため、以下の点に留意し

つつ、修正すること。【２学科共通】 

（３）入学者選抜に関する具体的な方法（試験科目、募集定員の割合など）に関する説明がなく、

アドミッション・ポリシーに沿った適切な入試が実施されるのか判断ができないため、入

学者選抜に関する具体的な方法とともに、アドミッション・ポリシーとの整合性を明確に

説明すること。 

 

（対応） 

 ご指摘のとおり、申請書類において入学者選抜に関する具体的な方法（試験科目、募集定員の割合な

ど）の記載を行っておらず、不適切であった。第一に、入学者選抜に関する具体的な方法の記載を行っ

た後に、アドミッション・ポリシーとの整合性について説明を行う。 

 

１）入学者選抜（両学科共通） 

 

（１）出願資格 

出願資格を有する者は、次の①～⑧のいずれかの要件を満たしている者とする。 

【基礎資格】 

①高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）を卒業した者及び 2020 年 3 月卒業見込の者 

②通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者及び 2020 年 3 月修了見込の者 

③外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者及び 2020 年 3 月末日までに修了見

込の者、またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

④外国において、中等教育の課程の修了まで 12 年を要しない国については、文部科学大臣が指定

した大学に入学するための準備教育を行う課程を修了し、かつ、2020 年 4 月 1 日までに満 18 歳

に達する者 

⑤文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者及び 2020 年 3 月末日までに修了見込の者 

⑥文部科学大臣の指定した者（専修学校の高等課程の修業年限 3 年以上の課程で文部科学大臣が別

に指定したものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者など）、韓国高等学校または朝鮮高

級学校を修了した者及び 2020 年 3 月修了見込の者 

⑦文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（大学入学資格検定に合格した者を

含む）及び 2020 年 3 月末日までに合格見込の者で 2020 年 4 月 1 日までに満 18 歳に達する者 
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⑧本学において、個別の出願資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、2020 年 4 月 1 日までに満 18 歳に達する者 

 

 

 

【入試区分別出願資格】（両学科共通） 

入試区分別出願資格 

AO 入試 
上記の【基礎資格】を有し、次の要件を満たしている者 

Ⅰ.合格した場合、必ず入学する者 

公募制 

推薦入試 

【学校推薦入試】 

上記の 【基礎資格】]を有し、次の要件を満たしている者 

Ⅰ.学業成績・人物ともに優れ、心身ともに健康で、出身学校長が責任を持って推薦できる者 

Ⅱ.高等学校を 2020 年 3 月に卒業見込の者、または 2019 年 3 月に卒業した者 

Ⅲ.合格した場合、必ず入学する者 

【社会人入試】 

上記の 【基礎資格】を有し、次の要件をすべて満たしている者 

Ⅰ.入学時において社会人としての実務経験を 1 年以上有する者 

（パートタイム・アルバイト等も実務経験に含む） 

Ⅱ.合格した場合、必ず入学する者 

 ※ 受験時に 1 年以上の実務経験が無い場合でも受験可 

一般選抜 

入試 
上記の【基礎資格】を有する者 
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（２）理学療法学科の入学者選抜に関する具体的な方法 

理学療法学科の入学者選抜に関する具体的な方法は次の表のとおりとする。 

 

 

リハビリテーション学部 理学療法学科 

入試 

区分 
AO 入試 公募制推薦入試 一般入試 

募集人数 8 名 32 名 40 名 

専願/併願 専願 併願可 

 ― 学校推薦 社会人推薦 ― 

選抜の方法 

①調査書 

②エントリーシート 

③グループディスカッシ

ョン 

①調査書 

②志望理由書 

③グループディスカ

ッション 

①志望理由書 

②面接 

③小論文 

①志望理由書 

②国語総合、コミュニケーシ

ョン英語Ⅰ及びⅡから 1科目

選択。 

③数学Ⅰ、物理基礎及び生物

基礎から 1 科目選択 

出願期間 

2019 年 8 月初旬 

～ 

2019 年 9 月中旬 

2019 年 10 月下旬 

～ 

2019 年 11 月上旬 

2020 年 1 月初旬 

～ 

2020 年 1 月下旬 

試験日 

2019 年 8 月中旬 

～ 

2019 年 9 月下旬 

2019 年 11 月中旬 2020 年 2 月上旬 

～ 

2020 年 2 月中旬 

合格発表日 

2019 年 8 月下旬 

～ 

2019 年 9 月下旬 

2019 年 11 月下旬 2020 年 2 月中旬 

～ 

2020 年 2 月下旬 

入学手続締切日 2019 年 12 月下旬 2019 年 12 月下旬 2020 年 3 月上旬 
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（３）作業療法学科の入学者選抜に関する具体的な方法 

作業療法学科の入学者選抜に関する具体的な方法は次の表のとおりとする。 

 

リハビリテーション学部 作業療法学科 

 

 

２）入試制度とアドミッション・ポリシーとの整合性 

（１）理学療法学科 

AO 入試においては、高等学校の基礎学力は、調査書の各科目の評定を用いて AP1 に掲げた基礎学力

の有無を確認する。AP2 から AP5 に関しては、調査書の課外活動の状況や、エントリーシートを用い

て入学希望者が理学療法士を目指す理由、社会に貢献する意思、グループディスカッションを通じて他

の受験生との協調性、自主性、思考力及び論理的な思考を評価する。 

公募制推薦入試は多様な学生を受け入れるために、2 つの区分を設定した。主に新卒者を対象とした

学校推薦では、AP1 を基礎学力の有無を調査書で評価し、AP2 から AP5 については、志望理由書で理

入試 

区分 
AO 入試 公募制推薦入試 一般入試 

募集人数 4 名 16 名 20 名 

専願/併願 専願 併願可 

 ― 学校推薦 社会人推薦 ― 

選抜の方法 

①調査書 

②エントリーシート 

③グループディスカッシ

ョン 

①調査書 

②志望理由書 

③グループディスカッ

ション 

①志望理由書 

②面接 

③小論文 

①志望理由書 

②国語総合、コミュニケー

ション英語Ⅰ及びⅡから

1 科目選択。 

③数学Ⅰ、物理基礎及び生

物基礎から 1 科目選択 

出願期間 

2019 年 8 月初旬 

～ 

2019 年 9 月中旬 

2019 年 10 月下旬 

～ 

2019 年 11 月上旬 

2020 年 1 月初旬 

～ 

2020 年 1 月下旬 

試験日 

2019 年 8 月中旬 

～ 

2019 年 9 月下旬 

2019 年 11 月中旬 2020 年 2 月上旬 

～ 

2020 年 2 月中旬 

合格発表日 

2019 年 8 月下旬 

～ 

2019 年 9 月下旬 

2019 年 11 月下旬 2020 年 2 月中旬 

～ 

2020 年 2 月下旬 

入学手続締切日 2019 年 12 月下旬 2019 年 12 月下旬 2020 年 3 月上旬 



 

39 

学療法士となる意思を確認し、グループディスカッションで他の受験生との協調性、積極性、思考力、

表現力等を評価する。 

公募推薦入試のうち、社会人経験者を対象とした社会人推薦では、多様な経歴を評価するために、志

望理由書及び面接において AP2、AP3、AP4 に掲げる主体性、協調性等を判断し、小論文において AP1

及び AP5 に掲げる基礎学力及び思考力、表現力等を評価する。 

一般入試では、AP1 に掲げた高等学校までの基礎学力を評価するために学力試験を課す。試験科目は

理学療法士として必要となる国語総合、コミュニケーション英語Ⅰ及びⅡから 1 科目選択、数学Ⅰ、物

理基礎及び生物基礎から 1 科目選択させる。AP2 から AP5 については、志望理由書の記載内容から評

価する。 

 以上の入試制度により、理学療法学科のアドミッション・ポリシーで求める能力、資質を判断し、総

合的に評価することとしており、アドミッション・ポリシーと入試制度は整合する。 

 

（２）作業療法学科 

AO 入試においては、高等学校の基礎学力は、調査書の各科目の評定を用いて AP1 に掲げた基礎学力

の有無を確認する。AP2 から AP5 に関しては、調査書の課外活動の状況や、エントリーシートを用い

て入学希望者が作業療法士を目指す理由、社会に貢献する意思、グループディスカッションを通じて他

の受験生との協調性、自主性、思考力及び論理的な思考を評価する。 

公募制推薦入試は多様な学生を受け入れるために、2 つの区分を設定した。主に新卒者を対象とした

学校推薦では、AP1 を基礎学力の有無を調査書で評価し、AP2 から AP5 については、志望理由書で作

業療法士となる意思を確認し、グループディスカッションで他の受験生との協調性、積極性、思考力、

表現力等を評価する。 

公募推薦入試のうち、社会人経験者を対象とした社会人推薦では、多様な経歴を評価するために、志

望理由書及び面接において AP2、AP3 及び AP4 に掲げる主体性、協調性等を判断し、小論文において

AP1 及び AP5 に掲げる基礎学力及び思考力、表現力等を評価する。 

一般入試では、AP1 に掲げた高等学校までの基礎学力を評価するために学力試験を課す。試験科目は

作業療法士として必要となる国語総合、コミュニケーション英語Ⅰ及びⅡから 1 科目選択、数学Ⅰ、物

理基礎及び生物基礎から 1 科目選択させる。AP2 から AP5 については、志望理由書の記載内容から評

価する。 

 以上の入試制度により、作業療法学科のアドミッション・ポリシーで求める能力、資質を判断し、総

合的に評価することとしており、アドミッション・ポリシーと入試制度は整合する。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２．＜３つのコース・領域の目的等が不明確＞ 

理学療法学科は「地域支援コース」、「ヘルスプロモーションコース」及び「障害スポーツ支援コ

ース」の３つのコース、作業療法学科は「児童領域」、「成人領域」及び「老年期領域」の３つの

領域を設けて履修指導を行うとのことだが、３つのコース・領域を設ける趣旨・必要性に関する

十分な説明がないほか、３つのコース・領域で育成する人材の社会的需要の説明もなく、３つの

コース・領域を設ける意義が不明確になっている。このため、３つのコース・領域を設ける趣旨・

必要性を明らかにするとともに、育成される人材の社会的需要を明確に説明すること。その際、

３つのコース・領域で育成する人材に求められる能力を身に付けるための必要な科目が適切に配

置されているかどうかも併せて説明すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 

ご指摘のとおり、「3 つのコース・領域を設ける趣旨・必要性に関する十分な説明」及び「3 つのコー

ス・領域で育成する人材の社会的需要の説明」を行っていなかったため、説明するとともに、「3 つのコ

ース・領域で育成する人材に求められる能力を身に付けるための必要な科目が適切に配置されている」

ことを改めて説明を行う。その際、3 つのコース・領域としたことで、「専攻」と解される表現としてし

まったが、養成する人材像は、理学療法学科、作業療法学科でそれぞれ 1 つと考えているため、3 つの

コース・領域をそれぞれ履修モデルと定義し直し、説明を行う。 

 

１）各学科 3 つの履修モデルを設ける趣旨・必要性 

内閣府によると、現在日本の人口は、長期の減少過程に入っており、2029 年に 1 億 2,000 万人を下

回った後も減少を続け、2053 年には 1 億人を割り、2065 年には 8,808 万人になると推計されている。

その過程で、高齢者人口は増加し、「団塊の世代」が 75 歳以上となる 2025 年には 3,677 万人、2042 年

には 3,935 万人とピークを迎え、その後は減少に転ずると推計されている。総人口に占める高齢化率は

2065 年には 38.4%に達し、国民の 2.6 人に 1 人が 65 歳以上、4 人に 1 人が 75 歳以上の高齢者となる。

反面、15〜64 歳の現役世代の割合は低下し、2065 年には 1 人の高齢者を 1.3 人の現役世代で支える状

況となる。本学が位置する滋賀県（県民生活部統計課人口経済統計係）においても、2015 年には 141 万

人であった総人口は、2025 年には 139 万人、2045 年には 126 万人に減少する一方、65 歳以上の高齢

者は 2015 年の 34 万人から増加をつづけ 2045 年には 43 万人になると予測され、高齢化率は、2025 年

には 27.5％、2045 年には 34.3％に上昇するとされている。また、年少人口（14 歳以下）、生産年齢人

口（15～64 歳）共に、直近 3 年は連続で減少している。 

このような高齢社会の進展は、医療の在り方にも大きな影響を与えている。平成 25 年 8 月に社会保

障制度改革国民会議がまとめた「社会保障制度改革国民会議報告書～確かな社会保障を将来世代に伝え

るための道筋～」では、青壮年期の患者を対象とした医療は、救命・延命、治癒、社会復帰を前提とし

た「病院完結型」のものであるが、高齢化社会においては、慢性疾患による受療が多くなり、患者の住

み慣れた地域や自宅での生活のための医療、地域全体で治し、支える「地域完結型」のものに変わらざ

るを得ないという認識が示された。このような医療のあり方の変化に加えて、生産年齢人口減少による

社会保障機能（公助と共助）の低下という問題もあり、厚生労働省が、2005 年頃から主として高齢者を
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地域で支える体制として地域包括ケアシステム構築の必要性を提唱し、さまざまな取り組みが行政主導

のもとで行われてきた。さらに、2016 年 6 月に「ニッポン 1 億総活躍プラン」が閣議決定され、高齢

者に対象を限定しない地域共生社会（地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、

人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域

をともに創っていく社会）の実現が提唱されるに至った。 

ここで、厚生労働省は、地域共生社会の実現に向けた改革の骨子として、「地域課題の解決力の強化」、

「地域丸ごとのつながりの強化」、「地域を基盤とする包括的支援の強化」及び「専門人材の機能強化・

最大活用」の 4 つを掲げており、特に、「地域課題の解決力」及び「地域を基盤とする包括的支援」を強

化するために、リハビリテーションの専門家である理学療法士・作業療法士が出来ることは多い。しか

し、理学療法士・作業療法士の多くは、病院やクリニック等の医療現場で勤務しているのが現状であり、

本法人が設置する藍野大学及び滋賀医療技術専門学校においても、病院やクリニック等に人材の輩出を

行ってきた。本学は、このような現状を踏まえた上で、専門職大学の特色である「展開科目」を活用し、

地域共生社会の実現のために理学療法士に出来ることとして、「ヘルスプロモーション支援」、「生涯ス

ポーツ支援」及び「地域支援」という 3 つの履修モデルを用意し、作業療法士に出来ることとして「児

童期」、「成人期」及び「老年期」の 3 つの履修モデルを用意する。 

 

資料 2-1：「地域共生社会」の実現に向けて（当面の改革工程） 

 

２）理学療法学科の 3 つの履修モデル 

 理学療法士は、身体活動の評価と運動処方をする専門家である。さらに、疾病・傷害予防や二次障害

予防を見据えたリスク管理を行うことができる。これらの身体活動に関わる知識や技術を、健康寿命延

伸や高い QOL 維持を目的とした地域共生社会の実現に応用できると考えた。その結果、「展開科目」に

おいて、地域住民の課題を知ると共に、解決につながる知識や技術を学修することを目的とした。また、

学生自身の将来のキャリア形成につながるように、「ヘルスプロモーション支援」、「生涯スポーツ支援」、

及び「地域支援」の 3 つの履修モデルを用意し、より具体的な支援について学修する機会となるように

した。 

 滋賀県の高齢化率（2018）は 25.7％、本学の所在する東近江市は 26.5％と高く、今後の高齢化率の

上昇と人口減少の予測を見据えると、高齢期に差し掛かるまでの人々が、健康で自立した生活を長く維

持できる、つまり健康寿命を伸ばす取り組みが重要である。滋賀県の 2015 年の平均寿命は男性が 81.78

歳で女性が 87.57 歳であり、2016 年の健康寿命（日常生活に制限のない期間）の平均は男性が 72.30 歳

で女性が 74.07 歳であった。日常生活に制限を持ちながら生活する期間が、およそ男性では 9 年間、女

性では 13 年間であり、10 年前後の日常生活に不自由な期間を短縮することは、高い QOL を維持し、

その人が望む人生を送るために重要である。「健康日本 21（第二次）」が策定され、住民自身の自助によ

る健康維持が求められているが、共助として支援する専門職も必要で、疾病や傷害予防などのリスク管

理のもと運動処方のできる理学療法士は適任である。理学療法の身体活動の知識と技術を活用し、健康

寿命延伸のために運動機能の維持・向上及び、一次予防の知識や技術をヘルスプロモーションに応用し

実践する意義は高い。しかし、日本理学療法士協会による会員分布調査（2018）では、理学療法士は約

78.7％が医療・介護分野に集中し、健康分野は 0.07％と非常に僅かであり、滋賀県の就労状況も同様で

ある。そこで将来、健康分野へ職域を展開できる人材を養成することを目的として、展開科目のなかで

履修モデルとして「ヘルスプロモーション支援」を設定した。 
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 ヘルスプロモーションとして身体活動の推進のために、スポーツを生活の中に取り入れ、継続するこ

とが推奨されている。しかし、スポーツにより負傷してしまう危険性もあるため、スポーツを安全に継

続でき、ケガを予防する知識が必要となる。スポーツを継続するために、ケガの予防を考慮した指導や、

疾病や障害を持つ人に対し適切な管理のもとに、スポーツ実施を支援できるのは、理学療法士である。

身体活動を利用する他の職種よりも疾病や障害について詳しく理解しているため、より安全な方法で中

高年者の生活習慣病の予防、子どもの体力向上のためのスポーツ方法を開発し指導することが可能で、

中学生・高校生・大学生及び社会人のアスリートのパフォーマンス向上にも応用も可能である。そこで、

本学科では障がいの有無にかかわらず、生涯に渡りスポーツを通して質の高い生活を送ることを支援で

きる人材を養成することを目的としているため、展開科目の履修モデルとして「生涯スポーツ支援」を

設定した。 

身体活動を維持することは、生活に重要な経済活動をできるだけ長く維持できることにつながる。し

かし、国民生活基礎調査（2016）によると、50 代の有訴率は 30％を超え、「腰痛」、「肩こり」及び「手

足の関節が痛む」の運動器障害系の症状が上位を占めている。これらの症状を持ちながら就労を継続す

るためには、また、労働時の傷害を予防するためには、就労環境や方法の検討が必要であり、運動器障

害に対する知識のある理学療法士が支援できる分野である。さらに、障がいを持ちながら就労する人口

の増加も課題となっており、障がい者の就労環境が整備されていないことが、就労人口の増加を妨げて

いる大きな要因でもある。それぞれの身体障害に応じた二次障害を予防できる労働環境の整備は、理学

療法士の専門性が活用できる分野である。しかし、企業の中でそのような役割を担っている理学療法士

は皆無に等しい。今後、理学療法士が傷害予防の視点から関わることで、障害を予防できる可能性が高

い。よって、労働による障害予防、障がい者の就労促進の分野で支援できる人材を養成することを目的

として、展開科目の履修モデルとして「地域支援」を設定した。 

以下では、3 つの履修モデルについて詳述する。 

 

（１）「ヘルスプロモーション支援」履修モデルの人材需要と求められる能力と科目配置 

 ヘルスプロモーションとは、1986 年に WHO により提唱された人々の健康の維持・増進のための活

動・戦略で、「自分の健康は自分でつくる」という個人への働きかけに加えて、「住民の健康づくりを支

援する環境をつくる＝健康な地域づくり」という社会システムづくりを推進させることである。 

我が国は、健康状態を示す包括的指標である「平均寿命」は、世界一の健康水準を示している。一方、

がんや高血圧などに起因する循環器病などの「生活習慣病」が増加し、医療・介護など老後の不安が顕

著な社会問題となっている。そのため世論調査（2018）でも、健康・老後に関連したことが国民の大き

な関心事となっている。 

 滋賀におけるヘルスプロモーションの実践を解析、普及、推進させることは、日本全国におけるヘル

スプロモーションの推進に大きく貢献することが期待される。しかしながら、行政のマンパワー不足、

地域の健康推進員の減少（2014、滋賀県南部健康福祉事務所）などヘルスプロモーションをけん引する

人材も不足が懸念されている。 

このような社会情勢の中にあり、理学療法士の予防的活動への責務の拡大について社会的にも期待さ

れている。厚生労働省医政局（2013）は「理学療法士が、介護予防事業等において、身体に障害のない

ものに対して、転倒防止の指導等の診療の補助に該当しない範囲の業務を行うことがあるが、このよう

に理学療法以外の業務を行うときであっても、「理学療法士」という名称を使用することはなんら問題

がないこと。また、このような診療の補助に該当しない範囲の業務を行うときは、医師の指示は不要で
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ある」とヘルスプロモーション事業への理学療法士の参画に国も期待し、支援している。それと同時に

理学療法士は、10 万人を超える会員を抱える専門職集団であり、健康づくりといった新たな社会的課題

に対して果たすべき責任がある。 

 理学療法士は様々な疾病・障害に対して「自立した生活」及び「生活の質の向上」を目的に運動処方

を行う医療・介護の専門職である。また生活習慣病予防やそれらに関連する疾患に対する知識だけでな

く、運動処方による障害予防への貢献が期待されている。しかしながら、これまでヘルスプロモーショ

ンに特化した専門教育・実習はなされておらず、養成校から直接ヘルスプロモーション分野に輩出され

ることはなかった。 

ヘルスプロモーション人材の需要としては、これまでは行政、保険医療機関、介護施設、学校教育機

関などに限られてきた。しかしながら、健康に関する関心が高まっていることを背景に、食品・健康増

進関連企業などはそのイメージを良くする目的で多くの需要が見込まれる。これら健康関連企業には約

64 万の事業所、医薬品・医療機器に関連する約 1 万の企業、さらには検査受託企業などの医療に関連す

る約 7,000 の企業、健康増進に関連する約 2,000 社の企業など種々の事業所が存在している。これらの

ことからも健康づくりにおける専門職種の要望は大変高いものと考えられる。 

本領域では、これからの上記で示した健康づくりにおける現状とそれに伴う社会的需要を鑑み、地域

共生社会の健康づくりを支援するため、次の科目配置を行った。 

生きがいに関連する活動として「遊びとレクリエーション」では、子どもから高齢者までを対象とし

たレクリエーション、余暇活動の意義と目的、現状などを学ぶ。次に「伝承遊び」により各年代の文化

と遊びから、高い生活の質を提供し、生きがいの元となる余暇や趣味にいての意義や手法について学ぶ。

「生きがい創造」においてポジティブ心理学の立場から人生の生きがいづくりを支援する手法を学ぶ。

また「メンタルヘルスマネジメント論」で心の健康管理への取り組みの重要性、ストレスやその原因と

なる問題に対処する方法を学ぶ。 

ヘルスプロモーションの実践に必要な、医療専門職としての知識や技術の他に、健康増進に関する知

識については、「健康増進実践演習」で学び、小児期から高齢者までの各ライフステージに則した体力や

身体指標に関する測定方法とその意義について「体力測定論」にてその知識と技術を習得する。また最

後に実践を通じて健康づくりに必要な企画、立案、実施を「健康増進実践実習」で経験する。 

以上のことから、ヘルスプロモーション支援では、より人が健やかに生き生きと働ける社会・地域を作

るための支援について学ぶ。そして最後に本履修モデルでは生活習慣病、がんなどヘルスプロモーショ

ンに関する分野への実習を行うことで、地域社会において活躍し、日本の健康寿命延伸を支援する専門

的な理学療法士を養成することを目的としており、将来のキャリア形成の中で就労先として想定される

施設は、地方自治体の健康教室、健康増進施設及び健康関連企業などが挙げられる。  

 

（２）「生涯スポーツ支援」履修モデルの人材需要と求められる能力と科目配置 

我が国において、2015 年にスポーツ立国の実現を使命としてスポーツ行政を一元的に行う「スポー

ツ庁」が設置されて以降、2016 年に「日本再興戦略 2016 の成長戦略」によりスポーツの成長産業化、

2017 年には、スポーツで「人生」が変わる、「社会」を変える、「世界」とつながる、「未来」を創ると

いう 4 つの観点で「一億総スポーツ社会」の実現に取り組むことが基本方針として打ち出された。その

中で、スポーツの持つ多様な価値を活かし、スポーツを通じて健康増進、地域や経済の活性化、国際競

技力の向上、国際貢献することが掲げられている。 

滋賀県においても、2015 年 12 月に「滋賀県スポーツ推進条例」を制定し、スポーツに親しみ、楽し
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むこと等により、心身の健康の保持増進や体力の向上を通じて健康寿命の延伸を図る地域社会の実現に

努めている。しかし、2016 年度に実施した「滋賀県民のスポーツライフにかかわるスポーツ実施状況調

査」では、成人の 1 週間のスポーツ実施率が 36.0％と全国平均の 42.5%に比べて低く、20～50 歳代の

実施率が低い状況にあり、運動を行わなかった理由としては、「仕事が忙しくて時間がないから」の割合

が高い。したがって、この働く世代のスポーツ実施率を高めるためには、場所を選ばず、身近な場所で

自分の都合に合わせて運動することができるトレーニング方法の提供が重要となってくる。 

また、滋賀県の子どもの体力の状況は「2016 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」によると、

体力合計点は全国平均より低く、1 週間の運動実施時間の合計も全国平均よりも低い傾向にある。その

要因の一つとして、スポーツクラブへの加入率が全国に比べて低い状況であることが挙げられている。

したがって、小学生における運動実施時間を増やすためには、楽しんで実施することができるトレーニ

ング方法を提供することにより、スポーツクラブの加入率が高くなるような試みが重要となってくる。 

また、滋賀県は「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果に基づく検証改善サイクルの確立や、

運動プログラム等の開発・実践に関する取組などについて、大学とスポーツ団体とが連携し、子どもの

体力向上を図るとしている。さらに、大学、スポーツ団体、企業と連携し、大学の持つノウハウを活か

した選手強化システムの充実に努めるとともに、医科学サポート運営会議等を中心に、スポーツ医・科

学に基づく効果的なトレーニング法や怪我の予防対策等の情報提供及び指導を行うとしている。 

ただ、スポーツは良い面ばかりではなく、負傷などにより不健康となり、QOL を低下させる危険性も

あることを忘れてはならない。負傷の危険性に関して、スポーツメディスンオーストラリアは、負傷防

止ガイドラインに従うことにより、危険性を最小限に抑えることができるとしている。したがって、子

ども、成人、高齢者、障がい者の別を問わず、全ての人に対してスポーツを推進していくには、安全に

継続でき、負傷が生じないように予防する知識が必要となる。これらのことを踏まえて滋賀県は、すべ

ての人に対して安全にスポーツを指導、提供できる、共助として支援する専門性を身につけた専門職を

求めている。 

理学療法士は運動学に基づいて身体活動を観察・分析し、疾病や障害の治療、重篤化予防を行うこと

で、社会復帰を支援する専門職である。また、近年では疾病や障害の早期発見、早期治療にも関与して

きている。しかし、理学療法士は疾病や障害の発生を未然に防ぐ健康づくり対策にはほとんど関わって

いない。健康分野の中で、スポーツを生活の中に取り入れ継続することが推奨され、スポーツを通して

健康寿命延伸を目指すことが期待されている。 

つまり、健康寿命延伸を目的とした生涯スポーツ支援を行う必要がある。そして、さまざまな年代、

障害の程度などすべての人に対して、安全にスポーツが継続できるように指導、提供し、負傷が生じな

いように予防することができる人材が求められる。そこで本領域では、滋賀県におけるスポーツ分野の

人材需要に答える上で必要な能力を養うために、次の科目配置を行った。 

すべての人が安全にスポーツを実施でき、健康と体力の維持・増進に効果的なトレーニング方法を学

ぶことで、健康寿命の延伸を図る能力を養うために「フィットネス論」を配置した。そして、楽しんで

実施することができるトレーニング方法について学ぶことで、スポーツを行うことの楽しさを伝え、ス

ポーツ実施率の向上を図る能力を養うために「スポーツリズムトレーニング論」を配置した。また、場

所を選ばず、身近な場所で自分の都合に合わせて運動することができるトレーニング方法について学ぶ

ことで、働き盛りの世代のスポーツ実施率を高めるとともに、スポーツへの関心の向上を図る能力を養

うために「ビジョントレーニング論」を配置した。さらに、怪我をしないだけでなく、パフォーマンス

を向上させるためのフォーム、シューズ選び・補正方法、トレーニング方法を学ぶことで、怪我の受傷



 

45 

リスクを軽減し、パフォーマンスを向上させることができ、その結果、スポーツ実施率を高めるととも

に、スポーツを実施することの満足度の向上を図る能力を養うために「ランニングトレーニング論」、

「ゴルフトレーニング論」、「シューフィッテイング論」及び「パフォーマンス向上論」を配置した。 

よって、本履修モデルでは、生涯スポーツ支援に関する知識や技術を学ぶことで、すべての人に対し

て安全にスポーツを指導できるようになり、スポーツを通して健康寿命延伸を図り、ひいては地域共生

社会の実現に向けて応用できる、そのような専門的な理学療法士を養成することを目的としており、将

来のキャリア形成の中で就労先として想定される施設は、教育機関の部活指導、スポーツクラブ、フィ

ットネスクラブ及びスポーツ関連企業などが挙げられる。 

 

（３）「地域支援」履修モデルの人材需要と求められる能力と科目配置 

前期高齢者とされる 65 歳以上 75 歳未満の人は、元気で労働者として活躍できるといわれている。

1992 年の 64 歳の歩行スピードは 2002 年の 75 歳と同程度といわれており、前期高齢者が仕事から引

退し、公的年金に頼る生活を営む社会の是非が問われている。また、2016 年の内閣府の「高齢者の経

済・生活環境に対する調査」では高齢世帯の所得は、その他の世帯と比較して 50％以下であり、経済的

な暮らし向きに心配がある世帯も 34％に上る。つまり、経済的側面からみても、高齢者の就労を促進す

る必要性は高い。滋賀県においても例にもれず高齢化は進んでいる。2017 年の滋賀県の 65 歳以上の比

率は 25.3％となっている。これに対して 15 歳～64 歳の人口比率は 60.5％であり減少傾向にあり、生産

人口を増加させることは急務である。 

そこで、前期高齢者の就労を継続することで労働人口を確保する必要がある。では、高齢者はなぜ働

かないのか。定年退職という企業制度や公的年金制度などの影響も見逃せないが、身体的な愁訴を抱え

ることが理由の一つである。2016 年の国民生活基礎調査によると、加齢とともに病気やけがに起因す

る有訴率は高くなり、前期高齢者では 50％に近くなる。その中でも上位を占めるものは、腰痛や関節痛

である。 

本履修モデルでは、労働による疾病予防として、腰痛や関節痛が起こらない労働環境を整備できる理

学療法士、また、65 歳を超えて腰痛や関節痛があっても、それとうまく付き合いながら就業することを

支援できる理学療法士を養成したいと考えている。そのために、「福祉工学地域活用論」、「ロボット工学

地域活用論基礎」及び「ロボット工学地域活用論応用」を学ぶことで、種々の機器や技術の使用を支援

に組み込み、応用できることを目指す。 

もう一つの労働人口増加の枠組みとして、障がい者の就労を促進する必要がある。2016 年の障害者

白書による我が国の障がい者総数は 761 万人、滋賀県における 2016 年度の統計では約 8 万 6 千人であ

る。障がい者の就労促進にあたり低賃金という問題が指摘されている。労働環境と障がい者の身体機能

をすり合わせることは、業務効率を向上させ、ひいては賃金の増加につながると考えられる。障がい者

の身体機能は一人ひとり異なり、二次障害予防の観点や、机や椅子の高さ、作業スペースの取り方、使

う道具とどれをとってもその人専用のものが提供されるか否かが、大きく作業効率を変える。 

本履修モデルでは、各企業に雇用される障がい者の身体機能とその業務と環境に、疾患と障害の基礎

知識を基盤に、業務内容の検討、環境の変更、ロボットの導入などを視野に入れ介入できる知識や技術

を学ぶため、「身体障がい者就労環境論」及び「福祉工学地域活用論」を配置した。 

さらに、労働人口増加以外にも医療・介護保険の適応以外で、理学療法技術を必要とする障がい者や

高齢者を支援していく必要性がある。2016 年の厚生労働省発表の「地域の実情に合った総合的な福祉

サービスの提供に向けたガイドライン」において、高齢者・障がい者（児）・児童・生活困窮者に提供さ
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れる福祉サービスを提供する施設の中で、理学療法士の人員配置は皆無に等しい。しかし、多くの福祉

施設において常勤の理学療法士を雇用する経済的余裕はない。この問題を解決するために、非常勤の理

学療法士を派遣できる組織や、施設経営する理学療法士が増える必要がある。そのためには、複数の理

学療法士を雇用し、組織を運営する能力が必要となり、将来自ら起業し、埋もれた障がい者や高齢者に

手を差し伸べられる人材が望まれる。本履修モデルでは、将来のキャリア形成の中で起業も視野に入れ

ることができる基盤に繋がる科目として「組織運営論」を配置している。 

よって本履修モデルでは、地域共生社会の実現に向けて将来のキャリア形成の中で、労働状況の改善、

ひいては労働人口の増加に貢献できる理学療法士と、医療・介護保険以外で理学療法技術を必要として

いる人に支援を提供できる理学療法士を養成することを目的としており、将来のキャリア形成の中で就

労先として想定される施設は、通所介護施設であるデイサービス、放課後等デイサービス、就労支援施

設及び福祉機器メーカーなどが挙げられる。 

 

３）作業療法学科の 3 つの履修モデル 

作業療法は、人が営む生活行為に焦点をあてる。その中で、児童期の営みは成人期の形成に繋がり、

また成人期の過程が老年期を形成するといった視点に立つ必要がある。これらは障害の有無を問わず地

域住民が対象となるため、本学科においては、18 歳未満の「児童期」、18 歳以上の「成人期」、65 歳以

上の「老年期」として 3 つの履修モデルを設けることとする。 

地域住民全体を捉えた場合、多様であるがゆえに具体的介入が困難となる可能性がある。それは年代

（以下ライフステージとする）によって、抱える課題が大きく変化するためである。R.J.Havighurst が

提唱する「学び」では老年期の課題として、引退と収入の減少への適応や、同年代の人と明るい親密な

関係を結ぶことととある。一方で、児童の「学び」としては遊びを通じて必要な身体技能を学修するこ

とや、独立した個人となること、健全な態度の形成などが挙げられる。つまり、ライフステージによっ

て、対象となる地域住民との関り方は変化が求められる。 

3 つの履修モデルを分化させる目的は、各ライフステージの人々を深く理解し、支援するためには該

当のライフステージにおける生活行為の特殊性に精通している必要がある。そのような作業療法士を養

成するために 3 つの履修モデルを設定した。 

加えて、実際に滋賀県の「滋賀県保健医療計画」においても高齢者における認知症対策や健康づくり、

小児期の医療や教育、そして障害をもつ成人とライフステージによって大別される傾向にある。よって、

地域共生社会に貢献する作業療法士として、地域全体として学ぶだけではなく、ライフステージごとに

より深く理解し、地域医療とも連携できる状況が望まれる。3 つの履修モデルにおける分化した学修に

よって、具体的な地域課題の抽出と問題解決方法がより深く、洗練されたものとなることが期待できる。 

先述のとおり、作業療法士は作業を評価し、個人にとって意味のなす作業を通して人を健康にすると

いう点で、全ての人々に対して共通した視点を基盤としている。それは医学的な視点を持ちながらも、

人（価値・役割・心身機能構造）と環境（人的・物的・制度）と課題を分析する専門的知識により成立

する。この専門性を基盤に各ライフステージの特徴を踏まえて、地域共生社会の創造を支援できる作業

療法士を養成したいと考えている。 

履修科目は、次のように配置した。1 年次の「地域社会共生論」及び「地域社会共生論実習」では地

域共生社会の基本的概念を深め、特に滋賀県の地域特性や状況、そして課題を学ぶように配置した。ま

た、どのライフステージにも関係する「ボランティア論」及び「災害支援論」を学ぶように配置した。

2 年次は、地域の教育支援の理解として「子育て支援論」及び「教育支援論」と組織運営マネジメント
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理解として「メンタルヘルスマネジメント論」及び「マーケティング論」を学ぶように配置した。3 年

次は、「施設起業運営論」と地域での就労と余暇の理解として「精神障がい者就労環境論」、「身体障がい

者労働環境論」及び「障がい者スポーツ論」を学ぶ。また、すべてのライフステージにおいて共通する

課題について学ぶ「就労環境論実習」及び「障がい者スポーツ論実習」を 4 年次に配置した。これら地

域共生社会に関する知識を深めた後に、3 年次後期から 4 年次前期にかけて「児童期地域生活適応論」

とその実習、「成人期地域生活適応論」とのその実習、「老年期地域生活適応論」とその実習を学ぶ。 

以下では、3 つの履修モデルについて詳述する。 

 

（１）「児童期」履修モデルの人材需要と求められる能力と科目配置 

 本履修モデルでは地域共生社会実現に向けて、「児童期」をより深く理解した作業療法士を養成する。

滋賀県教育委員会が発行した滋賀の特別支援教育平成 30 年度版のリーフレットによると、平成 20 年

(1998 年）と平成 29 年（2017 年）とを比較した際、滋賀県の特別支援学校に通う児童は 1.4 倍に増加

している。また、市町村の普通学校の特別支援学級に通う児童も 1.8 倍の増加している。その中でも知

的障害の児童は 1.6 倍、自閉症・情緒障害の児童は 2.3 倍の増加とされる。さらに、公立小中学校の通

常学級に通っているが、特別な支援を必要とする児童も約 10 年で小、中、高等学校全てにおいて増加

している。 

滋賀県立リハビリテーションセンターの職員へのヒアリングからは、定期的な支援が必要な方がリハ

ビリテーション支援を受けられる地域が少ない状況であり、児童に対して身近で継続的な支援が不足し

ている。2019 年現在、滋賀県作業療法士会会員 463 名のうち発達領域で勤務しているのは 17 名と 4％

に満たず、身体領域の 247 名、老年期領域の 76 名と精神領域の 36 名と比べ最も少ない。ここから障が

い児への作業療法士の関わりの不足が伺える。さらに、このような児童期の状況は、将来的に成人期・

老年期の二次障害や就労の困難さにつながる可能性が高い。このような現状に対して、個人の能力を最

大限に生かす環境を整えることのできる作業療法士が、児童期の身近な“通いの場”でアセスメントや働

きかけができるように、児童期に対応できる作業療法士を養成することが必要である。 

また、児童の家族のニーズは滋賀県リハビリテーション提供体制再構築基礎調査事業報告書(2017)に

よると、「保護者が自らサービスを調べて受診していくのではなく、障害が分かった時点で、トータルコ

ーディネートして作業療法やその他のサービスを組んでいく体制」を望む意見が多い。また、「本当は受

けたかった・必要だと思うリハビリテーションの内容」には、身体機能、姿勢・基本動作の他、遊びの

支援、職場や学校に出向いての支援及び学修に対する支援も挙げられている。 

上記を踏まえ、本学では、児童の身近な通いの場（保育園、小学校、特別支援学校、学童保育、放課

後等デイサービス等）で児童の発達に合わせた関わりができ、児童の能力を生かした生活へ向かうため

の働きかけができる作業療法士の養成を目指す。 

 「児童期地域生活適応論」では、放課後等デイサービスや保育園、学童保育等の現状の課題を学修し、

「児童期地域生活適応論実習」において、滋賀県内の放課後等デイサービスや保育園や学童保育等、児

童の通いの場で実際に児童と関わることにより、生活状況や地域課題への理解を深める。また、児童に

関わる人々の想いや支援の考え方を知り、円滑な連携へ向けての学びを深める。 

神奈川県では、2008 年度より理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、臨床心理士の資格をもつ専門職

を「自立活動教諭（専門職）」として、県立特別支援学校に配置している。滋賀県でも児童期への関わり

を意識した作業療法士を多く養成し、行政と連携することで作業療法士が児童の通いの場で働くことを

実現できる可能性があると考える。 
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（２）「成人期」履修モデルの人材需要と求められる能力と科目配置 

本履修モデルでは地域共生社会の実現に向けて、「成人期」をより深く理解した作業療法士を養成す

る。地域の障がい者の就労促進の支援と、施設内での生活を余儀なくされている方々の生活の質の改善

を目的とした支援ができるようになることを目指す。 

滋賀県リハビリテーション推進計画(2015)では、地域リハビリテーションにおける成人領域の状況と

して、3,359 名の県民を対象とした調査（滋賀県保健医療計画 2018）を実施している。その結果、今後

充実してほしい対策の上位に、在宅医療 29.4％が挙げられている。同時に、医師をはじめとしてリハビ

リテーション専門職の福祉領域や教育、就労、地域づくりへの参入不足が懸念されるとしている。また、

2015 年度に策定された滋賀県地域医療構想では 2013 年に 9,278 人/日であった在宅医療などの医療需

要が、2025 年には 13,995 人/日と 1.5 倍に増加すると推計できるとされ、さらに介護保険の第 1 号被保

険者の要介護・要支援認定者数は、2016 年度に約 60,000 人、2020 年には 67,000 人、2025 年には

78,000 人になると推計されている。つまり、前述したリハビリテーション専門職の不足に反して、滋賀

県民からの需要はさらに上昇することが分かる。 

滋賀県内の精神疾患の患者数は、2008 年には 25,000 人であったものが、2014 年には 37,000 人に増

加している。また精神障害者保健福祉手帳の交付者数も年々増加しており、2011 年には 6,023 人であ

ったものが、2016 年には 9,024 人と 3,000 人の増加を示している。精神病床における１年以上の長期

入院患者数は 1,265 人となっている。５年以上の長期入院患者が全入院患者の４割近くを占めており、

この中には受け入れ条件が整えば退院可能な入院患者も含まれていると考えられている。この点におい

ても上記と同じく地域で受け入れるための人的・物的環境と体制づくりが必要とされている。 

就労支援という点では、ハローワークにおける職業紹介状況(就職件数)は平成 19年度に全国で 45,565

件(身体障害者 24,535 件、知的障害者 12,186 件、精神障害者 8,479 件、その他 365 件)であったのに対

し、平成 29 年度では 97,814 件(身体障害者 26,756 件、知的障害者 20,987 件、精神障害者 45,064 件)

に上っている。滋賀県でも同様に就職件数が平成 21 年度に 561 件であったのに対して 1,196 件に上っ

ており、同じくして求職件数も増加している。現在、地域における就労支援を実践する作業療法士の統

計は存在しないものの、日本作業療法士協会のデータからは地域で生活活動の支援を行う作業療法士は

少ないものと推察される。 

上記より、成人期の障がい者を取り巻く地域課題は施設生活や在宅生活、就労まで多岐にわたる。作

業療法士は障害の有無に関わりなく、その人の特性を評価し、その人の能力を最大限発揮できる環境を

整えることができる。これを基盤として、課題解決へと率先して取り組むことのできる作業療法士の養

成が求められる。 

就労については成人期のみならず児童期における就学から就労への課題、老年期では定年後の役割を

担いながら社会へと貢献するための就労課題など、すべての履修モデルに当てはまる。そのため「精神

障がい者就労環境論」、「身体障がい者就労環境論」及び「就労環境論実習」では、必須科目として県内

における就労支援と業務の実際を学んでいく。しかし、現在の成人期の地域課題を捉えられた場合、医

療処置を終えた方々に対する在宅生活や長期の施設生活を余儀なくされている福祉領域の課題も含ま

れており、「成人期」履修モデルでは、さらに広い視点から成人期の地域生活の学修が必要となる。よっ

て、「成人期地域生活適応論」では、地域で生活する成人期障がい者の現状、福祉施設の歴史と現在、成

人期を迎えた家族の想い、福祉支援職の役割、現状の生活と困難、支援者の抱える課題について学びを

深めていく。更に、「成人期地域生活適応論実習」では、障がい者支援施設、生活訓練施設、グループホ
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ーム、通所支援施設への実習を通して、作業療法士としての成人期の生活支援の在り様を模索し、地域

における課題解決を図る素地を養う。 

 

（３）「老年期」履修モデルの人材需要と求められる能力と科目配置 

本履修モデルでは地域共生社会の実現に向けて、「老年期」をより深く理解した作業療法士を養成す

る。高齢化率が高まるなかで、疾患や障害を抱えた状態でも、可能な限りこれまでと同じような在宅生

活を地域の中で送ることが求められるようになった。社会的・身体的・精神的にも多くの課題を抱え、

老年期を生きる対象者は厳しい時間を過ごさなければならない。また、高騰する医療費の抑制・効果的

で効率的なリハビリテーションの推進・地域リハビリテーションの充実など、社会もまた多くの課題を

抱えている。 

国立社会保障・人口問題研究所の調査によると、滋賀県における 2025 年の 65 歳以上の高齢者人口

は、38.5 万人となり高齢化率は 27.5%に達する見込みである。2016 年の厚生労働省「病院報告」では

滋賀県の病院に従事する作業療法士は 346 人となっており、同年の厚生労働省「介護サービス施設・事

業所調査」では介護保険サービス施設・事業所に従事する作業療法士は 114 人と報告している。その中

でも、介護報酬の中で作業療法士の配置が基準とされていないデイサービスや特別養護老人施設、グル

ープホームではさらに少なく、作業療法技術を必要とする人たちに提供できていない現実がある。 

また、滋賀県の「リハビリテーション推進計画」（2015）では、在宅生活への移行後、運動や体操等

の身体機能訓練のみが継続されて行われていることが多く、当事者の生活行為の向上を目的としたリハ

ビリテーションサービスが不足している。当事者の生活行為に焦点を当てたリハビリテーションにより、

高齢者が、家庭や地域社会で、役割を持ち、そこに住む人たちとともに生活し、社会活動に参画できる

ようにしていくことが重要課題である。例えば、一旦、介護保険サービスを利用するとそのサービスの

中でのコミュニティで完結してしまい、1 歩外へ出た介護保険以外での社会参加が難しい。この対策と

して、リハビリテーションにおいて身体機能や日常生活活動能力の改善のみではなく、学校教育との関

わりや地域活動への参加等、新たな社会参加、地域参加の展開へ向けた支援の必要がある。 

さらに、「役割」という点においては就労の視点も視野に入ってくる。現在、介護認定を受けていても

環境への働きかけや個人の能力の開発により、働くことが可能となる高齢者もいると考える。高齢者の

42％は働けるうちは働きたいと希望している（内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」,2014）。 

このように、高齢者が家庭や住み慣れた地域で自立して生活できる社会を実現するため、対象者の生

活行為にまつわる課題を発見し、対象者を中心とした多職種や産業界と連携しながら支援体制の構築で

きる能力を身に付け、かつ老年期リハビリテーション支援の中核を担う人材が求められている。その役

割が担えるのは、その人の能力を総合的にアセスメントし、環境を整えていく事を学んでいる作業療法

士であると考える。作業療法士としての知識や技術のみでなく、地域共生社会へ向けた地域課題の発見

や解決策を思考することで、このような高齢者に対して、社会参加の機会もしくはその手段を提供でき

る作業療法士を養成したいと考えている。 

現在でも少ないが、グループホームのスタッフが、登下校時の子どもへの声掛けや、特別養護施設の

高齢者が児童と関わるなど、社会参加への取り組みをしているところもある。環境と人と作業のマッチ

ングを理論的に分析し、その活動の効果を科学的に表すことができる作業療法士が参画することにより、

その活動の重要性を対象者本人や多職種へ示すことが可能となる。その結果、当該活動の効果を見える

化することにより、対象者、多職種のモチベーションの向上へとつながる。また、対象者の能力と作業

活動の要素を評価できる作業療法士が、デイサービスやグループホームなど現在、介入の少ない領域へ
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参入することで、就労へつなぐことができる高齢者の発掘へ寄与できると考える。これらの課題に対応

する作業療法士を養成する目的で、「老年期地域生活適応論」では、デイサービスやグループホーム、特

別老人養護施設の現状と問題点について学び、「老年期地域生活適応論実習」ではデイサービスやグル

ープホーム、特別老人養護施設への実習を行い、実際の課題を発見し、その解決策を思考する。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

３．＜大学、短期大学及び専門学校との違いが不明確＞ 

大学、短期大学及び専門学校との違いが具体的に説明されておらず、不明確である。開設する授

業科目の到達目標や教育水準、教員組織などが専門職大学としてどのように充実され、大学教育

としての学修の質が担保されるのかを明確に説明すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 

ご意見を踏まえ、大学、短期大学及び専門学校との違いを制度の違いから論じ直したうえで、藍野大

学と滋賀医療技術専門学校との違いを「養成する人材像」、「卒業後の進路」、「教育課程及び授業科目の

到達目標」、「実習」、「成績評価」及び「教員組織」についてそれぞれ追記する。 

 

１）学校制度の違い 

現在、日本における理学療法士・作業療法士の養成は、大学、短期大学、及び専門学校等において実

施されており、2016 年 4 月現在、理学療法士養成校は 289 校、作業療法士養成校は 200 校に上り、そ

の多くは、大学と専門学校である。理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則が定める内容を学生に

教授するという点においては、大学、専門学校に違いはないが、大学においては、教養教育と専門教育、

併せて理学療法学、作業療法学等に関する研究を行うため、学問的色彩の強い教育研究活動が行われて

いる。他方、専門学校は、大学と比較した際に、制度的な縛りが柔軟で、その自由度を活かし、社会や

産業界等の人材ニーズに即応し、卒業後、現場において即戦力となる人材の養成を行っている。大学と

専門学校は、これまでそれぞれの特色・強みを活かした人材養成を行ってきたし、これからもその役割

を果たしていくであろうことが予想される。 

しかし、それぞれの機関に弱点がないわけではない。大学においては、前述のとおり学問的色彩が強

く、理学療法学、作業療法学に関する専門性を極める方向性が強い。専門性は必ずしも実践性と相反す

るわけではないが、領域の細分化、専門分化は常に専門分野外の実践性を損なう危険性を伴う。他方、

専門学校においては、教員組織や施設・設備に関する基準が柔軟であるため、教育の質が制度上担保し

きれておらず、大学への進学率が上昇を続ける現代において、社会的評価を得にくい状況に変わりつつ

ある。2020 年 4 月 1 日より施行規則が改正され、地域包括ケアシステム構築に対応するため、例えば、

「自立支援、就労支援、地域包括ケアシステム及び多職種連携の理解」が必修となり、「通所リハビリテ

ーション又は訪問リハビリテーションに関する実習を 1 単位以上行うこと」が義務化されるが、既存の

学校制度の中で、どこまでそのような社会の要請等に応じた教育を提供することができるかが問われて

いる。 

 一方、新たな高等教育機関として制度化された専門職大学は、長期の企業内実習や関連他分野に関す

る教育等を通じ、高度な実践力と豊かな創造力を培う教育研究に重点を置き創設された大学制度であり、

「理論にも裏付けられた高度な実践力を強みとして、専門業務を牽引できる人材」かつ「変化に対応し

て、新たなモノやサービスを創り出すことができる人材」の養成を制度の根幹としている。理学療法士・

作業療法士を養成する既存の大学と比較した際に、際立った特徴は、3 つある。1 つ目は、実務家教員

の積極的な登用である。一般の大学においても、理学療法士作業療法士養成施設指定規則に則り、「理学

療法士又は作業療法士の各免許を受けた後、5 年以上理学療法又は作業療法に関する業務に従事した者」
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を専任教員として揃えることが制度上担保されているが、研究者としてのキャリアを積む過程で、現場

から遠ざかった者がほとんどである。専門職大学においては、高度の実務の能力を有した実務家教員の

登用が制度化されているため、より実践の理論に裏付けられた教育研究活動を展開することが可能であ

る。2 つ目は、「専攻に係る特定の職業の分野に関連する分野における応用的能力であって、当該職業の

分野において創造的な役割を果たすために必要なものを育成する」ことを目的とした展開科目を 20 単

位以上学生に修得させることである。一般の大学においては、教養教育を基盤として専門性を極めるこ

とを通じて創造性を発揮することが求められているが、専門職大学においては、他分野の知識を修得す

ることを通じて創造性を涵養することが制度化されている。3 つ目は、「産業界及び地域社会との連携に

より、教育課程を編成し、及び円滑かつ効果的に実施する」ことを目的とした教育課程連携協議会が必

置とされている点である。社会の人材ニーズに即応した職業専門人を養成するにあたり、社会の要請等

を、学内へと不断に取り入れることは、非常に重要である。専門職大学制度においては、教育課程連携

協議会を通じて、そのような情報を入手し、それを教育課程に組み込むことが可能となっている。 

 今後、地域共生社会の実現に向けて、介護保険制度や医療保険制度下に留まらず、隣近所、友人、ボ

ランティア、企業等を担い手とする「互助」の領域、また、本人や親族等を担い手とする「自助」の領

域において、リハビリテーションの専門家として、創造的な役割を果たすことのできる人材の養成を行

うにあたり、他分野の知識を修得することを通じて創造性を涵養することを主目的とした展開科目が制

度として整備されている専門職大学という制度は、本学の人材の養成に関する目的に適している。 

 

２）養成する人材像の違い 

学校法人として定めている教育理念「Saluti et Solatio Aegrorum（病める人々を医やすばかりでなく

慰めるために）」に基づき、「病気を医学的に治療すると同時に患者様の心に慰めを与えることが医療人

の理想である」という考えを、本学と藍野大学は共有している。 

藍野大学においては、学校教育法第 83 条第 1 項に規定される大学の目的である「学術の中心として、

広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させる

こと」を踏まえ、学問的色彩が強いという機関としての強みを活かし、「医療の高度化・専門化」に対応

し、専門分化した医療現場において、高度な実践力を持ってチーム医療に貢献できる人材の養成を行っ

ている。 

一方、滋賀医療技術専門学校においては、学校教育法第 124 条第 1 項に規定された「職業若しくは実

際生活に必要な能力を養成し、又は教養の向上を図ること」を踏まえ、理学療法士・作業療法士として

の高度な実践力を有し、地域医療に貢献できる人材の養成を行ってきた。学費を他の養成校より安くす

るとともに、3 年間で国家試験を取得できるようにすることで、学士取得者や社会人なども受け入れ、

主として滋賀県の地域医療に理学療法士・作業療法士として貢献したいと考える者に短期集中的な教育

を提供してきた。 

 本学は、学校教育法第 83 条の 2 第 1 項に規定される「深く専門の学芸を教授研究し、専門性が求め

られる職業を担うための実践的かつ応用的な能力を展開させること」という専門職大学の目的を踏まえ、

「地域共生社会の実現に向けたリハビリテーション専門家の養成」という社会の要請等に応えることを

人材養成の主眼に置いており、そのために必要となる能力・資質を備えた人材を養成することを目指す。

養成する人材像の違いをまとめると次の表のとおりとなる。 
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設置校ごとの養成する人材像 

 藍野大学 滋賀医療技術専門学校 

びわこリハビリテーション 

専門職大学 

教育理念

（法人） 
「Saluti et Solatio Aegrorum（病める人々を医やすばかりでなく慰めるために）」 

人材養成

の目的

（社会の

要請等） 

医療の高度化・専門化に対

応した医療専門職の養成 

地域医療に貢献する人材

の養成 

地域共生社会の実現に向けたリ

ハビリテーション専門家の養成 

目的（養

成する人

材像） 

①人を愛する心を持ち、豊

かな教養を身につけた

人材を育成する。 

②心の通う保健・医療サー

ビスを提供できる人材

を育成する。 

③保健・医療チームのなか

で、自己の役割を遂行で

きる人材を育成する。 

④国際的な視野を持つ人

材を育成する。 

⑤生涯学び続け、課題発

掘・解決能力を練磨でき

る人材を育成する。 

豊かな人間性を養い有能

にして広く社会の要請に

こたえ得る医療にたずさ

わる専門技術者の育成。 

 

①高い倫理観と豊かな人間性、

理論に裏付けられた専門的な

知識と技術を身に付け、子ど

もから高齢者までの地域住民

を対象に、適切なリハビリテ

ーションを提供できる人材を

養成する。 

②地域共生社会の実現に向け、

理学療法士・作業療法士とし

て保健・福祉・スポーツ・就労

等の分野において、多職種と

連携・協力のもと、地域住民及

び地域が抱える課題を発見

し、解決することのできる創

造性豊かな人材を養成する。 

 

３）卒業後の進路の違い 

藍野大学及び滋賀医療技術専門学校の卒業後の進路は、基本的には病院である。次の表は、理学療法

士又は作業療法士の国家試験に合格し卒業した者のうち病院（クリニック含む）に就職した者の人数と

割合を示したものである。年度と学科ごとにばらつきはあるが、低くとも 76％以上の学生が病院に就職

していることが分かる。 
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国家試験に合格し卒業した者のうち病院就職者数とその割合（実績） 

 

 

平成 27 年度  

病院等就職者割合 

平成 28 年度  

病院等就職者割合 

平成 29 年度  

病院等就職者割合 

藍野大学医療保健学部 

理学療法学科 

99％ 

76 名／77 名 

97％ 

76 名／78 名 

92％ 

83 名／90 名 

藍野大学医療保健学部 

作業療法学科 

86％ 

25 名／29 名 

85％ 

23 名／27 名 

81％ 

29 名／36 名 

滋賀医療技術専門学校 

理学療法学科 

98％ 

51 名／52 名 

76％ 

26 名／34 名 

96％ 

43 名／45 名 

滋賀医療技術専門学校 

作業療法学科 

95％ 

21 名／22 名 

89％ 

16 名／18 名 

92％ 

12 名／13 名 

 

一方、本学は、リハビリテーション学部の目的に「地域住民に適切なリハビリテーションを提供する」

とあるように、卒業後の進路は、地域包括ケアシステムを中心とした地域のリハビリテーションに関連

する施設を想定している。また、地域共生社会の実現に向け、理学療法や作業療法の専門性を応用でき

ることも人材養成の目的としており、卒業後一定期間キャリアを積んだ後、各自が学修した履修モデル

の分野に就職することも想定している。しかし、卒業時に履修した分野を進路として選択する可能性も

想定されるため、就職先として広く考えている。次の図で、卒業後の進路と履修モデルの関係を示す。 

 

卒業後の進路と履修モデル（想定） 
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４）教育課程及び授業科目の到達目標の違い 

（１）教育課程の概要 

①藍野大学 

藍野大学は、教育課程を基礎科目、専門基礎科目、専門科目の 3 区分構成とし、その中に理学療法士

作業療法士学校養成施設指定規則上の科目を含めて教育課程を編成している。基礎科目では、中区分と

して教養教育科目、語学教育科目、理系基礎科目、初年次教育科目に分け、基盤知識と教養を身に付け

るための科目を配置している。職業専門科目においては、保健・医療・福祉に関連する科目及び専門分

野に必要な医学の基礎知識を学ぶとともにシンメディカル論などチーム医療を実践できる素地を形成

するための科目を配置している。専門科目においては、理学療法士・作業療法士としての基礎と応用を

学ぶ科目を配置している。 

特に、藍野大学医療保健学部の教育目標において、「豊かな教養を身につけた人材」と「国際的な視野

を持つ人材」を挙げているため、教養教育科目や語学教育科目等の充実を図っている。また、「保健・医

療チームのなかで、自己の役割を遂行できる人材」の養成を同じく教育目標に掲げているため看護学科

や臨床工学科の学生とチーム医療の実践について学ぶ「シンメディカル論」という科目を用意している。

その他、専門科目において、理学療法学科では、「がんの理学療法学」、作業療法学科においては、「特定・

内部疾患作業療法学」及び「高次脳機能特論」など医療分野においてその必要性が高まっている科目を

用意している。 

 

資料 3-1：藍野大学医療保健学部理学療法学科・作業療法学科 教育課程等の概要（2018 年度以降に入

学した学生用） 

 

②滋賀医療技術専門学校 

滋賀医療技術専門学校では、理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則を、教育課程の根幹として

おり、基礎分野、専門基礎分野、専門分野に大別し、教育課程を編成している。そのうえで、理学療法

学科では、理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則必要単位数 93 単位のところ、卒業要件を 104

単位と 11 単位増、作業療法学科では、必要単位数 93 単位のところ卒業要件を 105 単位と 12 単位増と

している。3 年制を採用しており、時間的制約がある中で、取得単位数を多くしているのは、実践力を

高め、現場で即戦力となる人材を養成するためである。理学療法学科において単位数を増やしている科

目は、「臨床能力技術演習Ⅰ・Ⅱ」及び「徒手療法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」などであり、臨床能力や徒手療法技術を

高めることを企図している。作業療法学科において単位数を増やしている科目は、「作業分析学Ⅰ・Ⅱ」

や臨床実習関連の科目などで、身体と精神・認知機能の分析力を高めることを通じて臨床能力を高める

ことや、臨床実習及び実習後の振り返りの科目を多くし、実践力を高めることを企図している。 

 

資料 3-2：滋賀医療技術専門学校理学療法学科・作業療法学科 教育課程等の概要 

 

③びわこリハビリテーション専門職大学 

本学は、教育課程を基礎科目、職業専門科目、展開科目及び総合科目の 4 区分構成とし、その中に理

学療法士作業療法士学校養成施設指定規則上の科目を含めて教育課程を編成している。 

基礎科目では、中区分として初年次教育科目、人間と社会系科目、自然科学系科目、語学教育科目に

分け、基盤知識と教養を身に付けるための科目を配置している。ここでは、理学療法／作業療法の専門
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職として必要で重要性の高い科目は必修科目とし、広く教養を身につけることを意図した科目は、選択

科目とした。 

 職業専門科目は、理論系科目群と職業実践科目群に二分しており、理学療法士・作業療法士の国家資

格取得に必要な中心的科目を配置している。理学療法・作業療法理論科目群のなかで、医学的な基礎と

なる「解剖学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「生理学Ⅰ・Ⅱ」及び「運動学Ⅰ」は、身体の構造と機能を学ぶ科目となる

ため、1 年次に配置し、理学療法、作業療法の治療分野となる疾病と障害の成り立ち及びその回復過程

の促進を学ぶ「内科学Ⅰ・Ⅱ」、「神経内科学Ⅰ・Ⅱ」、「整形外科学Ⅰ・Ⅱ」、「小児科学」及び「精神医

学」などは、2 年次を中心に配当した。チームアプローチにおける役割を知るために必要となる基本的

な概念を学ぶ科目として、「リハビリテーション概論」を 1 年次に配当し、2 年次に「社会福祉学」、3 年

次に「地域包括ケア論」と階層的に学修できるよう配置した。理論科目群で学修した疾患学やリハビリ

テーションの理念を基に、理学療法、作業療法の概念から評価、治療、実践について知識と技術を階層

的に関連付けて学ぶことができるよう配置している。 

臨地実務実習については、1・2 年次に理学療法士・作業療法士の仕事の見学を中心とした実習を行い、

医療職としての倫理観と自覚を形成し、その後の学修の動機づけとなるように設定している。そして、

「理学療法／作業療法評価実習」から「理学療法／作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」へと進み、一連の治

療のプロセスを学んだ後、「理学療法地域実習」を配置し、在宅高齢者の通所リハビリテーションや訪問

理学療法について実習することで、医療と介護の連携についても学修できるように配置している。以上

の職業専門科目は、理学療法士・作業療法士国家資格を取得するために重要であり、そのほとんどを必

修科目としている。 

展開科目は、地域共生社会の実現に向け、リハビリテーション領域に隣接する分野での地域の理解と

課題を知る科目に、「地域共生論」、「生涯スポーツ論」、「労働衛生論」、「災害支援論」、「ボランティア

論」、「子育て支援論」及び「教育支援論」を配置している。これらの科目を学び、地域共生社会の実現

に向け支援できる方策を学ぶ科目として「マーケティング論」、「施設起業運営論」、「障がい者スポーツ

論」及び「障がい者スポーツ論実習」を配置している。これらは全て必修科目である。そのうえで、理

学療法学科では「ヘルスプロモーション支援」、「生涯スポーツ支援」及び「地域支援」という 3 つの履

修モデル、作業療法学科では「児童期」、「成人期」及び「老年期」の 3 つの履修モデルに対応した科目

を履修することで、理学療法士・作業療法士としての実践力と応用力を高める。 

総合科目は、学科のディプロマ・ポリシーを達成するための集大成の科目となり、職業専門科目で修

得した理学療法、作業療法に関する知識と技術と展開科目で学んだ知識を踏まえ、地域住民への支援の

在り方を自ら考える科目となる。 

以上の教育課程をもって、リハビリテーション高い倫理観と豊かな人間性、実践の理論に裏付けられ

た専門的な知識と技術を身に付け、地域共生社会の実現に貢献できる人材を養成する。 

 

（２）授業科目の到達目標の違い 

藍野大学、滋賀医療技術専門学校及び本学の 3 校は、理学療法士・作業療法士養成施設としての役割

は共通している。よって、国家試験受験資格を与えるための教育水準は、国家試験合格に求められる水

準と同等になることから、理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則に定められた授業科目の到達目

標も、3 校に差が生じることはない。しかし、3 校の養成する人材像や目的は異なるため、目的に応じ

た教育課程と授業科目がそれぞれの学校の特徴として生じ、授業科目の到達目標にも違いが認められる。

次に、特徴的な授業科目を取り上げ、到達目標について記載する。 
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①藍野大学 

藍野大学は、医療専門職として高度な知識を修得することを目的としている。そのための科目として、

理学療法学科では「生体計測学」及び「がんの理学療法学」が挙げられる。「生体計測学」では、理学療

法に必要な生体計測と、ヒトの動きや身体活動を数値化するための機器の仕組みや操作法を学び、研究

に活用できる知識・技術を身につける科目である。授業の到達目標は 2 つあり、「①理学療法に必要な

身体活動の諸現象を計測し、客観的なデータを活用する方法を習得できる。②計測で得られた客観的デ

ータを活用し、エビデンスに基づいた理学療法と実践できる能力を習得できる。」と設定し、卒業研究や

将来の研究に向けた能力の達成を到達目標としている。 

「がんの理学療法学」では、がんの病態や治療方法、がん患者に対する理学療法を実施する上で、必

要な基礎知識を理解し、他の疾患とは異なる考え方、病期及び症状に合わせた理学療法をについて修得

する科目である。授業の到達目標は、「がん患者にたいする理学療法を行う上で必要な考え方及び基礎

的知識、エビデンスに基づいた理学療法が実践できる能力を体得する。また、がん患者に対する対応は、

チーム医療が重視されることから、チーム医療の一員として他職と協働し医療が提供できるよう、自分

の考えを論理的に表出できることを目標とする。」と設定し、医療の高度化、専門化に適応するための能

力を達成目標としている。 

作業療法学科では「認知神経作業療法特論」及び「ハンドセラピー特論」があげられる。「認知神経作

業療法特論」では、脳血管障害によって生じる高次脳機能障害について、脳の働きと関連させながら学

び、臨床で行われている高次脳機能障害作業療法の評価と介入の方法について、文献抄読を交えながら

最新の知識を修得する科目である。授業の到達目標は、「脳の構造と働きを学び、その働きが損なわれた

ことで高次脳機能障害が出現していることを理解できる。臨床で行われている作業療法評価と介入方法

を個々の高次脳機能障害と関連させて挙げることができる。主な評価方法を実施することができる。」

と設定し、より高度で最新の専門知識の習得を達成目標としている。 

「ハンドセラピー特論」では、ハンドセラピーは手の外科術後の患者に行われる、極めて高度に専門

分化した上肢の機能障害に対するリハビリテーションの一分野であり、その概念と術後の患者のみなら

ず手の機能障害すべてを学び、ハンドセラピーの基本的な考え方、対象とする疾患と治療及び今後の多

様化と発展について学修する科目である。授業の到達目標は、「手の解剖学的知識を身に着け、手の疾患

別プロトコルが理解できるようになる。」と設定し、作業療法分野により特化した分野の専門知識の習

得を達成目標としている。 

以上のように藍野大学では、理学療法と作業療法の医療分野での高度化と専門化に対応できる能力の

獲得を授業の到達目標に設定していることが特徴である。 

 

②滋賀医療技術専門学校 

 滋賀医療技術専門学校は、医療に携わる専門技術者の養成を目的としている。そのための科目として、

理学療法学科では「徒手療法Ⅲ」及び「スポーツ系理学療法学」が挙げられる。「徒手療法Ⅲ」は、「徒

手療法Ⅰ」及び「徒手療法Ⅱ」で徒手療法の基本的な技術を学んだことを活かし、筋骨格系の疾患に対

する個々の病態に応じた評価と治療手技の選択と実施について、基本理論から学修する科目である。授

業の到達目標は、「徒手療法を理解するために必須の解剖学・運動学とともに触診技術を再認識する。徒

手療法の理論的背景を理解する。評価理論を理解し、正しい手順で行えるようにする。適応と禁忌を理

解し、基本的な治療技術を身につける。」と設定し、臨床で使用できる治療技術の一つとして修得するこ
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とを達成目標としている。 

 「スポーツ系理学療法学」は、実際のスポーツ場面での障害を想定し、理学療法士が提供できる知識

や技術を学修する科目である。授業の到達目標は、「スポーツ場面で起こりやすい疾患について学び、病

態の捉え方、発生機転、発生メカニズムなどを理解し、スポーツ場面で発生しやすい下肢（股関節、膝

関節、足関節）疾患、上肢（肩関節）疾患の理学療法について実技通して理解できる。また、各スポー

ツ障害におけるリスク管理ができるようになることも目標とする。」と設定し、理学療法のより専門的

な技術習得を目標にしている。 

 作業療法学科では、「精神障害作業療法評価学」及び「日常生活活動学Ⅱ」が挙げられる。「精神障害

作業療法評価学」は、精神障害の分野における作業療法評価について学ぶ科目であるが、特に LASMI、

Rehab、OSA−Ⅱ、職業適性検査、精神障害ケアアセスメントなども学修し、臨床場面で使用できる知

識を身につける科目である。授業の到達目標は、「学生自身が検者、被検者の役割を通して、精神障害作

業療法の基本的な手順や内容を理解できる。」と設定し、より臨床的な知識や技術を身につけることを

達成目標としている。 

 「日常生活活動学Ⅱ」では、主に脳血管障害患者を対象に、日常生活活動の作業療法支援を学修する

科目である。一般的な作業療法の治療技術と、自助具を実際の患者を想定して作成する内容も加えてい

る。授業の到達目標は、「①作業療法が対象とする主な疾患（脳血管障害を中心に）に対する ADL の考

え方と、障害特性に応じた評価と介入を理解できる。②ADL、手段的 ADL に関して疾患の特性、対象

の生活、価値観などを考慮して治療に役立てられる。③対象者に適した自助具を提供できる。」と設定

し、自助具作成までの技術の修得を目標としている。 

 以上のように、滋賀医療技術専門学校では卒業後すぐに使える技術の獲得を授業の到達目標に設定し

ていることが特徴である。 

 

③びわこリハビリテーション専門職大学 

 本学は、地域住民の支援ができる人材の養成を目的としている。そのための科目として、理学療法学

科では「地域共生論」及び「理学療法総合演習」が挙げられる。「地域共生論」は、地域住民が生涯を地

域社会でつながりを持ち、住み慣れた地域で暮らしていくために、どのような環境やシステムが必要か

について理解することを目的とする科目である。授業の到達目標は、「子どもや高齢者や障がい者など、

世代や背景の異なる人々が社会の中で、どのように地域社会で暮らしているか現状について学修し、孤

立せず地域の中でつながりを持つための課題について理解し、地域共生社会に貢献するための必要な能

力を自ら考えることができる。」と設定し、地域生活において理学療法士の専門性を活かすことができ

る能力の修得を目標としている。 

 「理学療法総合演習」は、これまで学修した理学療法の知識や技術を統合し、地域が抱える課題に対

し、どのようにそれを応用し活用できるかについて自ら考え学ぶ科目である。授業の到達目標は、「地域

が抱える課題については、各自が選択した履修モデルの分野からテーマを決定しその解決につながる方

法を計画することができる。理学療法の職業専門科目で行った、神経筋骨格障害応用論実習や内部障害

応用論実習およびスポーツ障害応用論実習と、展開科目で学修した地域共生社会における理学療法士が

貢献できる課題とを考え合わせ、実践可能な課題解決策の計画をたてることができる。」と設定し、地域

住民に対し、理学療法士としてより実践的な関わりを考えられることを到達目標としている。 

 作業療法学科では、「身体障がい者就労環境論」及び「作業療法総合実習Ⅱ」が挙げられる。「身体障

がい者就労環境論」は、身心の機能に障害があったとしても就労場面において、企業での障害者雇用が
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義務付けられたり、新たな法制度の制定により様々な社会場面での障害者差別の解消が図られているな

か、どのような課題があり、解決方法があるかについて学ぶ科目である。授業の到達目標は、「①身体障

害を中心に障害特性を理解できる。②成人障害者の二次障害の発生実態とその発生要因を理解できる。

③良好な成果が得られた障害者の就労環境改善事例から、障害者の就労環境の改善に至るアプローチを

学び、模擬改善計画が作成できる。」と設定し、地域の就労環境に対し作業療法士として実践できる専門

性を理解し、応用できる能力の修得を目標としている。 

 「作業療法総合実習Ⅱ」は、これまで学修した作業療法及び近接領域の知識や技術を統合し、地域生

活障害者が抱える暮らしの中の課題に対し、作業療法士としてどのようにそれを応用し活用できるかに

ついて学修する科目である。授業の到達目標は、「地域障害者が抱える課題については、地域障害者が抱

える課題については、脳性麻痺、脊髄損傷、片麻痺等の障害を有した実際の地域生活障害者をゲストス

ピーカーとし、実際の体験談から課題を発見し分析する応用力が習得できる。」と設定し、地域住民に対

し作業療法の専門性を活かすためのより実践的な能力獲得を目標としている。 

 以上のように、びわこリハビリテーション専門職大学では地域住民に対して支援をする上で必要とな

る実践的な能力の獲得を授業の到達目標に設定していることが特徴である。 

 

５）成績評価の違い 

 藍野大学では、各科目の担当教員が、筆記試験、口述試験、レポート、論文、実技、出席状況等など

を学生に課すことによって各科目の成績評価を行っている。その上で、AA、A、B、C、D（不可）の 5

段階による Grade Point Average 制度（以下、「GPA」と呼ぶ。）を導入している。それによって、学生

それぞれが履修登録した科目を自主的、意欲的に学修することを促進している。併せて、各学期の GPA

と累積の GPA により、学修レベルの進捗度合い、修得科目全体の成績水準が明らかとなるため、それ

を教員による学生指導に活用している。 

滋賀医療技術専門学校では、理学療法学科、作業療法学科ともに開設授業科目の全科目を必修科目か

つ卒業要件としている。成績評価の方法については、担当教員に委ねており、レポートや授業態度、出

席状況、試験、実技試験などを学生に課している。それらの評価方法を一つもしくは複数を組み合わせ、

優（80 点以上）、良（79～70 点）、可（69～60 点）、不可（60 点未満）の 4 段階で評価を行っており、

優、良、可を合格（単位認定）、不可を不合格としている。GPA を導入しているが、成績通知には載せ

ておらず、表彰等で活用しているのみに留まっている。 

 本学においては、各科目の成績評価の方法について、講義については、主として筆記試験により評価

を行い、実習科目においては、技術試験を主としつつ、筆記試験、レポート及びプレゼンテーションな

どにより評価を行う。また、臨地実務実習においては、OSCE（客観的臨床能力試験）、実習評価表及び

ルーブリックに基づき、評価を行う。以上のとおり、それぞれの授業形態に即した試験等を学生に課す

ことによって、科目ごとの目標到達度を適切に評価できる体制とする。さらに、学修ポートフォリオを

導入し、日常的な学修への取り組みについて評価をするとともに、既設学校と同様、すべての科目を GPA

によって点数化する。これらによって、学生それぞれが履修登録した科目を自主的、意欲的に学修する

ことを促進する。併せて、各学期の GPA と累積の GPA により、学修レベルの進捗度合い、修得科目全

体の成績水準が明らかとなるため、それを教員による学生指導に活用する。 
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６）実習の違い 

藍野大学と滋賀医療技術専門学校の実習は、理学療法士・作業療法士の養成課程に必要な臨床現場で

学ぶ見学実習、評価実習、臨床実習が主となるが、本学は、専門職大学であるため、大学よりも多くの

実習単位を設け、臨地実務実習及び職業専門科目や展開科目の実習に充てている点が大きく異なる。 

本学の特徴の１つである職業専門科目や展開科目の実習は、各学科の 3 つの履修モデルに分かれ、臨

地実務実習を終えた学生が、理学療法士・作業療法士の専門的な知識と技術をもって臨むものである。

臨地実務実習よりも応用的な実習やこれまで理学療法士、作業療法士が参入していなかった施設・団体・

企業等において実習を行うものがあり、実践力と応用力を同時に涵養することを目指すという従来の大

学にはなかった内容となっている。主な実習先は次の表のとおりである。 

 

履修モデルごとの実習先 

 履修モデル 科目名称 実習施設 

理学療法

学科 

ヘルスプロモーショ

ン支援 

内部障害応用論実習 近江八幡市立総合医療センター等 

生涯スポーツ支援 スポーツ障害応用論実習 滋賀レイクスターズ等 

地域支援 神経筋骨格障害応用論実習 おした整形外科医院等 

作業療法

学科 

児童期 児童期地域生活適応論実習 あいの南千里保育園 

成人期 成人期地域生活適応論実習 株式会社 THEMSY 

（放課後等デイサービス） 

老年期 老年期地域生活適応論実習 株式会社ジッセント・シップ 

（デイサービス） 

 

また、臨床実習（専門職大学においては臨地実務実習）については、理学療法士作業療法士学校養成

施設指定規則に則り計画されており、概ね到達目標が一致しているため、大枠での差はないと認識して

いる。しかし、目標到達に向けた単位の配置や実習前後の学内の取り組み、実習中の指導体制、成績評

価に違いがあるため、藍野大学、滋賀医療技術専門学校及び本学の違いを述べる。 

滋賀医療技術専門学校と藍野大学と本学の総合臨床実習に相当する単位を比較すると、見学実習に関

しては、藍野大学及び本学では、3 単位と手厚く、1・2 年次に理学療法士・作業療法士の職業理解を深

め、その後の学修の動機付けとなるよう配置している。一方、滋賀医療技術専門学校は、3 年制の学校

であるため 1 単位と少ないが、実習以外の授業時間に見学を工夫して組み入れており、効率的に 3 年間

で学ぶ体制が特徴的である。臨床実習に関しては、藍野大学は、理学療法学科 16 単位、作業療法学科

16 単位、滋賀医療技術専門学校は、理学療法学科・作業療法学科ともに 16 単位を配置しているが、本

学は、理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ合わせて 12 単位、作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ合わせて 14 単位と

少ない。これは、理学療法士・作業療法士学校養成施設指定規則の改正の影響が大きく、指導方法を診

療参加型実習へと変更し、実習前後の学内の取り組みを充実させ、実習施設での学びを教材として、実
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習後においても学内で手厚く指導するようにしたためである。また、本学の臨地実務実習では、実習前、

実習中及び実習後の評価を厳密に行うことにより、大学教育にふさわしい実習となるように計画してい

る。 

 

７）教員組織の違い 

藍野大学では、専任教員を採用する際の基準として、「人格識見ともに優れ、かつ、その職務に応じた

教育研究上の能力があると認められる者」としており、特に、教授、准教授、講師、助教に見合う研究

業績の有無を非常に重視している。また、医学、理学療法学、作業療法学を専門とする教員のほかに、

心理学、統計学、言語学等を専門とする教員を採用しており、教養教育を担当する専任教員の充実も図

っている。一方、滋賀医療技術専門学校では、理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則に基づき、

理学療法士又は作業療法士の各免許を受けた後、5 年以上理学療法又は作業療法に関する業務に従事し

た者であることを採用する際の基本としている。 

本学においては、専門職大学設置基準に基づき、当該分野の研究業績を有する者はもちろん、専攻分

野におけるおおむね 5 年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能力を有する者と、そのうち研

究業績を併せて有する者で教員組織の構成を行った。理学療法学科の専任教員 24 名のうち博士号取得

者は 13 名、修士号取得者は 8 名であり、作業療法学科の専任教員 16 名のうち博士号取得者は 7 名、修

士号取得者は 6 名である。現状、理学療法士又は作業療法士の資格を有した専任教員の多くは、実務家

教員に偏っており、大学と比較した際に、研究業績を有した者が少ないことが課題であると認識してい

る。大学として、就任予定の専任教員について修士号、博士号の取得を促進するとともに、今後、研究

業績を有した専攻分野に係る専任教員の採用を進めることで、大学教育としての学修の質が担保される

よう努める。なお、専任教員の学位保有状況は次のとおりである。 

 

学位等取得状況 

  学科 

収容 

定員 

博士号 

取得者 

修士号 

取得者 

学士号 

取得者 

短期大

学士号 その他 合計 

藍野大学 

理学療法 

学科 

320 15 6 3 0 0 24 

滋賀医療技術 

専門学校 240 3 5 0 0 1 9 

びわこリハビリテー

ション専門職大学 320 13 8 1 1 1 24 

藍野大学 

作業療法 

学科 

160 5 8 0 0 0 13 

滋賀医療技術 

専門学校 120 0 1 2 0 3 6 

びわこリハビリテー

ション専門職大学 160 7 6 2 0 1 16 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

４．＜大学名称の妥当性が不明確＞ 

大学名称で使用している「藍野」は、本法人に係る名称として通用していて、国内外で同一の名

称がないことを理由に設定したと説明しているが、専門職大学設置基準第 54 条で規定する教育

研究上の目的にふさわしい大学名称になっているとは認められないため、専攻に係る教育研究上

の目的を踏まえた適切な大学名称に修正すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

当初の申請において、学校法人藍野大学の教育理念の継承を踏まえて大学名称を「藍野専門職大学」

としていたが、ご意見のとおり、専門職大学設置基準第 54 条で規定する教育研究上の目的にふさわし

い大学名称とするために熟考を重ね、次の理由を付して、新たな大学名称を「びわこリハビリテーショ

ン専門職大学」（英語名称：Biwako Professional University of Rehabilitation）と修正を行う。 

本学は、本州東西軸のほぼ真ん中の滋賀県東近江市に位置し、その中央に県土の約６分の１を占める

日本最大の湖・琵琶湖を抱え、周囲には緑豊かな山々や田園地帯が広がる自然環境の中にびわ湖キャン

パスを有している。（１．設置の趣旨及び必要性（１）③びわ湖キャンパス記載のとおり） 

琵琶湖は、滋賀県庁のホームページでも示しているとおり滋賀県民の心のよりどころとして大きな存

在であり、悠久の歴史とともに琵琶湖と人は共生する社会を継承してきた。滋賀県において琵琶湖は、

「地域共生社会」の象徴的な存在であり多様な知的価値を持っていると言える。 

また、リハビリテーション学部の目的（１）では「（抜粋）子どもから高齢者までの地域住民を対象に、

適切なリハビリテーションを提供できる人材を養成する」としており、対象者の広い年齢層にも支持さ

れるように、ひらがな表記「びわこ」とすることは、教育研究上の目的にふさわしい言葉であり、大学

名称に用いることとした。 

また、「リハビリテーション」という言葉を用いるのは、1981 年に WHO（世界保健機関）が、「（抜

粋）リハビリテーションは障害者が環境に適応するための訓練を行うばかりでなく、障害者の社会的統

合を促す全体として環境や社会に手を加えることも目的とする。そして、障害者自身・家族・そして彼

らの住んでいる地域社会が、リハビリテーションに関するサービスの計画と実行に関わり合わなければ

ならない。」と定義しており、特に文中の「障害者自身・家族・そして彼らの住んでいる地域社会が、リ

ハビリテーションに関するサービスの計画と実行に関わり合わなければならない。」とする定義が本学

の教育研究上の目的である「地域共生社会」の実現を促す内容であると熟考したので「リハビリテーシ

ョン」という教育研究上の目的にふさわしい言葉を大学名称に用いることとした。 

 

（新旧対照表）別記様式第 2 号（その 1 の 1）基本計画書 大学の名称 

 新 旧 

フリガナ 

大学の名称 

びわこリハビリテーション専門職大学 

（Biwako Professional University of 

Rehabilitation） 

藍野専門職大学 

（Aino Professional University） 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

５．＜英語名称の国際的通用性が不明確＞ 

学位の英語名称を「Bachelor Physical／Occupational Therapy」としているが、英語名称の国際

的通用性を踏まえれば、「Bachelor of Physical／Occupational Therapy」が適切な英語名称だと

考えられるため、適切に修正すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

国際通用性を踏まえ、学位の英語名称を「Bachelor of Physical／Occupational Therapy」に改める。 

 

（新旧対照表）別記様式第 2 号（その 1 の 1）基本計画書 学位又は称号 

 新 旧 

新
設
学
部
等
の
概
要 

学
位
又
は
称
号 

理学療法学士（専門職） 

（Bachelor of Physical Therapy） 

理学療法学士（専門職） 

（Bachelor Physical Therapy） 

作業療法学士（専門職） 

（Bachelor of Occupational Therapy） 

作業療法学士（専門職） 

（Bachelor Occupational Therapy） 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 27 ページ 

新 旧 

２）学位の名称 

びわこリハビリテーション専門職大学リハビ

リテーション学部理学療法学科の卒業要件を満

たした者に与える学位の名称は「理学療法学士

（専門職）」とし、英語名称は「Bachelor of 

Physical Therapy」とする。また、びわこリハ

ビリテーション専門職大学リハビリテーション

学部作業療法学科の卒業要件を満たした者に与

える学位の名称は「作業療法学士（専門職）」と

し、英語名称は「Bachelor of Occupational 

Therapy」とする。 

２）学位の名称 

藍野専門職大学リハビリテーション学部理学

療法学科の卒業要件を満たした者に与える学位

の名称は「理学療法学士（専門職）」とし、英語名

称は「Bachelor Physical Therapy」とする。また、

藍野専門職大学リハビリテーション学部作業療

法学科の卒業要件を満たした者に与える学位の

名称は「作業療法学士（専門職）」とし、英語名称

は「Bachelor Occupational Therapy」とする。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

６．＜学生確保の見通しが不明確＞ 

高校２年生や施設等職員を対象に入学意向調査を実施し、入学定員を超える進学希望者がいたと

の説明だが、進学希望者を集計するために調査した内容は「本大学に興味をもったか」、「受験して

みたいか」、「受験して合格したら、どの学科に入学したいか」という単純な設問に留まり、他府県

に競合校がある中で、他大学ではなく専門職大学を選ぶ学生がどのくらいいるのか不明確である

ため、学生を確保できる見通しについて、客観的な根拠とともに、改めて説明すること。【２学科

共通】 

 

（対応） 

本学としては、「受験して合格したら、どの学科に入学したいか」という問いに対して、「理学療法学

科に入学したい」又は「作業療法学科に入学したい」と回答した学生の多くは、他府県に競合校がある

中で、他大学ではなく本学を選ぶと考えている。その根拠を説明する。 

 

１）高校 2 年生に対する入学意向調査 

入学意向調査を行う前に、本学が作成したリーフレット（追加資料 2－4）を読むように指示してい

る。リーフレットには専門職大学と大学の違い、本学の特色，類似の内容が学べる近隣の他大学を明記

しており、回答者はこれらに目を通した上で本学への受験・入学意向に回答している。 

さらに「進学希望者」であれば、調査回答時点である程度、進学先候補の大学・学校及び学びたい分野

も決まっている者であり、それらの進学先候補校やリーフレット記載の近隣大学と本学を比較検討した

上で本学を受験したいか、入学したいかという質問に回答していると考える。 

Q5 の『あなたは「藍野専門職大学（仮称、設置構想中）を受験してみたいと思いますか』との質問

（資料 2－1・P33）に対し、「受験したいと思う」と答えた者は、回答者 3,817 人中、248 人である。

（資料 2－1・P20） 

その内、Q6 の『あなたは、藍野専門職大学（仮称、設置構想中）に受験して合格したら、どの学科に

入学したいと思いますか』との質問（資料 2－1・P33）に対し、「理学療法学科に入学したい」と回答し

た者は 151 人、「作業療法学科に入学したい」と回答した者は 51 人であった。（資料 2－1・P20）これ

らの者の中には Q1 の「あなたは、高校卒業後の進路について、現時点ではどのように考えていますか。」

との質問（資料 2－1・P32）に対し、専門職大学ではなく、私立大学や短期大学、専門学校・専修学校

を選んだ者もいる。しかし、今回の調査を通じて「専門職大学」への進学に対する関心が高まり、「入学

したい」との回答につながったものと考えている。 

質問については、「藍野専門職大学」という名称を使用しており、回答者は本学が専門職大学であるこ

とを意識して回答している。本学では、特に滋賀県の高校生で「入学したい」と回答した者の数は非常

に信憑性が高いものであると考えている。その理由について、次のとおり説明する。 
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第 1．経済的負担の少ない本学の納入金 

 

本学は、初年度納入金を 160 万円（入学金込み）、2 年次より 120 万円で設定している。 

一方、類似の大学の初年度納入金は 173 万円～195 万円であり、2 年次からは 148 万円～178 万

円である。 

4 年間総額で見た場合、その差額は 97 万円～209 万円にまで昇る。 

本学の魅力である学生・家族への経済的負担が少ない納入金の設定は、競合する大学と比較した

場合、志願者へのインパクトは大きいと考えている。 

  

びわこリハビリテーション専門職大学（本学） 

リハビリテーション学部 理学療法学科・作業療法学科              単位：千円 

区分 入学金 授業料（年額） 実験実習費 施設設備費 合 計 

初年度 400 900 100 200 1,600 

2 年次以降 － 900 100 200 1,200 

 

 

類似の大学の状況 

 

佛教大学 保健医療技術学部 

理学療法学科・作業療法学科                          単位：千円 

区分 入学金 授業料（年額） 施設設備費など 合 計 
本学との 

差異 

初年度 170 1,380 400 1,950 ＋350 

2 年次以降 － 1,380 400 1,780 ＋580 

  4 年間での本学との差額は 209 万円 

 

京都橘大学 健康科学学部 

理学療法学科・作業療法学科                          単位：千円 

区分 入学金 
授業料 

（年額） 

施設設備費 

など 
合 計 

本学との 

差異 

初年度 250 1,200 280 1,730 ＋130 

2 年次以降 － 1,200 280 1,480 ＋280 

4年間での本学との差額は 97 万円 

 

大和大学 保健医療学部 

保健医療学科 理学療法学専攻・作業療法学専攻                 単位：千円 

区分 入学金 
授業料 

（年額） 

施設設備費 

など 
合 計 

本学との 

差異 

初年度 180 1,150 400 1,730 ＋130 

2 年次以降 － 1,150 400 1,550 ＋350 

4年間での本学との差額は 118 万円 
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森ノ宮医療大学 保健医療学部 

理学療法学科・作業療法学科                          単位：千円 

区分 入学金 
授業料 

（年額） 

施設設備費 

など 
合 計 

本学との 

差異 

初年度 250 1,200 280 1,730 ＋130 

2 年次以降 － 1,200 280 1,480 ＋280 

4年間での本学との差額は 97 万円 

 

以上のことから、滋賀県内だけではなく、滋賀県の北部に隣接する福井県や岐阜県、南に隣接す

る京都市、さらに進学するには下宿が必要な場所である三重県熊野市、京都府の京丹後市、福知山

市、和歌山県の新宮市、西牟婁郡、田辺市からも本学の経済的負担の少ない納入金を魅力とし、入

学希望の回答がなされていると考えている。 

 

本学に入学したいと回答した者の出身地 

理学療法学科 

滋賀県 福井県 岐阜県 三重県 京都府 和歌山県 合 計 

105 人 16 人 11 人 5 人 6 人 8 人 151 人 

 

作業療法学科 

滋賀県 福井県 岐阜県 三重県 京都府 和歌山県 合 計 

28 人 8 人 7 人 1 人 3 人 4 人 51 人 

 出典：資料 2－1「藍野専門職大学（仮称）設置に関するニーズ調査結果報告書【高校生対象調査】 

      P17「「藍野専門職大学」への興味度／受験意向／入学意向」より抽出 

 

 

  第 2．近隣の類似の大学の志願者倍率 

 

   次のとおり、近隣の類似の大学の志願者倍率（大阪行岡医療大学は非公表）を示す。 

全ての大学において、入学定員を上回る志願者がおり、理学療法士・作業療法士の養成に対する

ニーズはあるものと判断できる。 
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第 3．滋賀県の車社会と自動車通学並びに理学療法学科・作業療法学科に入学したいと回答し

た者の居住地からの通学時間と近隣大学との比較 

 

滋賀県は都市部とは異なり、公共交通機関が限られており、県内でも北に向かうほど、琵琶湖の

周囲を走行する JR が主要となる。琵琶湖周辺から離れた地域もあり、そこに住む者は駅まで自転

車や自家用車での移動を余儀なくされる。そのため、滋賀県民の移動手段は自家用車が多く、車社

会であると言える。このことは、下記の滋賀県が策定した「滋賀交通ビジョン」、で証明されている。 

 

引用：滋賀県策定「滋賀交通ビジョン」 

 

理学療法

志願者数 志願者倍率 志願者数 志願者倍率 志願者数 志願者倍率

佛教大学 京都市中京区 40 1,153 28.8 952 23.8 616 15.4

京都橘大学 京都市山科区 66 986 14.9 1,154 17.5 1,307 19.8

藍野大学 大阪府茨木市 80 469 5.9 263 3.3 230 2.9

大阪行岡医療大学 大阪府茨木市 80 － － － － － －

大和大学 大阪府吹田市 40 645 16.1 689 17.2 724 18.1

大阪人間科学大学 大阪府摂津市 60 374 6.2 307 5.1 242 4.0

大阪保健医療大学 大阪市北区 70 306 4.4 195 2.8 217 3.1

森ノ宮医療大学 大阪市住之江区 60 792 13.2 722 12.0 712 11.9

大阪電気通信大学 大阪府四條畷市 40 99 2.5 71 1.8 116 2.9

中部学院大学 岐阜県関市 60 191 3.2 134 2.2 276 4.6

鈴鹿医療科学大学 三重県鈴鹿市 40 251 6.3 264 6.6 276 6.9

636 5,266 8.3 4,751 7.5 4,716 7.4

作業療法

志願者数 志願者倍率 志願者数 志願者倍率 志願者数 志願者倍率

佛教大学 京都市中京区 40 490 12.3 423 10.6 429 10.7

京都橘大学 京都市山科区 40 － － － － 796 19.9

藍野大学 大阪府茨木市 40 161 4.0 97 2.4 75 1.9

大和大学 大阪府吹田市 40 417 10.4 448 11.2 489 12.2

大阪保健医療大学 大阪市北区 30 89 3.0 75 2.5 41 1.4

森ノ宮医療大学 大阪市住之江区 40 244 6.1 381 9.5 305 7.6

230 1,401 6.1 1,424 6.2 2,135 9.3

2018（平成30）年度

合　計

合　計

大学名 所在地 入学定員
2016（平成28）年度 2017（平成29）年度

2018（平成30）年度
大学名 所在地 入学定員

2016（平成28）年度 2017（平成29）年度
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滋賀県は車社会であり、県内であれば自家用車での通勤はごく当たり前の状況である。そのよう

な状況において、本学の前身とも言える滋賀医療技術専門学校では、学校の立地を考慮し、最寄り

駅（JR 能登川駅）から無料のスクールバスも運行を行うと同時に、自家用車での通学も認めてい

る。自動車通学者の実績は次のとおりである。無料のスクールバスを運行しているにも関わらず、

約 35%の学生が自家用車で通学している。 

 

滋賀医療技術専門学校 自動車通学者数 

地  域 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

滋賀県 

高島市 0 1 1 

長浜市 8 13 10 

米原市 4 7 8 

彦根市 9 9 10 

犬上郡 4 2 2 

愛知郡 1 1 0 

東近江市 15 13 16 

近江八幡市 8 7 5 

蒲生郡 5 6 5 

守山市 1 3 3 

栗東市 3 1 0 

草津市 3 1 3 

湖南市 4 7 6 

甲賀市 7 11 11 

大津市 5 6 6 

京都府 京都市 3 1 1 

合  計 80 89 87 

    学生数の平均約 35%が自動車で通学 

 

滋賀医療技術専門学校での実績や本学の立地を踏まえ、自家用車での通学を本学でも認めること

により、本学を選ぶ学生は出てくるものと考える。 

なお、自家用車は燃料費や維持費などの負担はあるが、滋賀県は車社会であるということが浸透

しているためか、滋賀医療技術専門学校では、自家用車での通学に対し経済的な抵抗感も見受けら

れない。その意識については、専門職大学でも同様であると考える。 

 

 次に滋賀県内の高校生で、本学の理学療法学科または作業療法学科に入学したいと回答した者の

居住地を次のとおり示す。 

 

理学療法学科 

長浜市 米原市 彦根市 近江八幡

市 

栗東市 甲賀市 湖南市 合 計 

26 人 18 人 6 人 22 人 8 人 21 人 4 人 105 人 

 

作業療法学科 

長浜市 米原市 彦根市 近江八幡

市 

栗東市 蒲生郡 甲賀市 湖南市 合 計 

7 人 6 人 2 人 5 人 5 人 1 人 1 人 1 人 28 人 

  出典：資料 2－1「藍野専門職大学（仮称）設置に関するニーズ調査結果報告書【高校生対象調査】 

       P17「「藍野専門職大学」への興味度／受験意向／入学意向」より抽出 
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理学療法学科・作業療法学科に入学したいと回答した滋賀県内の高校生で、居住地は記述で示し

たとおり、栗東市より北部や東部であり、特に近江八幡市から北部と滋賀県東部の甲賀市や湖南市

は自動車であれば、他大学よりも本学に通う方が近い。 

本学の最も近隣である同系統大学の京都橘大学への滋賀県からの通学時間を見てみた。 

滋賀県の北部、中部、南部で抽出してみたが、北部の長浜市からは 1 時間 29 分かかる。本学の

場合はバス通学 54 分・自動車通学 41 分である。中部の近江八幡市からは 58 分かかる。本学の場

合はバス通学 32 分・自動車通学 26 分である。南部の栗東市からは 45 分かかる。本学の場合はバ

ス通学 47 分・自動車通学 44 分である。 

結果、南部の栗東市はほぼ同じくらいの通学時間であるが、それよりも北部の地域は本学に通う

方が近い。なお、東部に位置する地域（蒲生郡・甲賀市・湖南市）の者も自動車通学なら本学に来

る方が近い。（近くて 20 分、遠くて 40 分） 

既述の表において示した入学したいと回答した者の居住地を見ると、栗東市より北部または東部

に位置しており、以上の説明で最も近隣の京都橘大学よりも本学に来る方が、近いことがわかる。 

このことから、本学に入学したいと回答した人数の信憑性は高いものと考えている。 

また、電車やバスのように時刻に縛られない点では、大学の閉門まで時間を気にすることなく、

勉強ができ、自由な時間に下校することもできることが最大のメリットと言える。 

本学でも自動車通学は認めるため、滋賀医療技術専門学校の実績を鑑み、約 3 割程度の自動車通

学者が出てくるものと想定している。 

   なお、駐車場については、学生専用として約 140 台分を確保している。 

 



 

70 
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以上の第 1～第 3 の理由から、本学としては記述の Q6 の回答を確実性の高い数字として考える。 

   

 

２）医療・福祉施設の医療従事者（理学療法士・作業療法士・介護福祉士等）に対する入学意向調査 

入学意向調査を行う前に、本学が作成したリーフレット（追加資料 2－4）を読むように指示して

いる。リーフレットには専門職大学と大学の違い、本学の特色、類似の内容が学べる近隣の他大学

を明記しており、回答者はこれらに目を通した上で本学への受験・入学意向に回答している。さら

に「進学希望者」であれば、調査回答時点である程度、進学先候補の大学・学校及び学びたい分野

も決まっている者と考えられるので、それらの進学先候補校やリーフレット記載の近隣大学と本学

を比較検討した上で本学を受験したいか、入学したいかという質問に回答している。 

その結果、本学への受験意向は、回答者 622 人中、「受験したいと思う」と回答した者は、230 人

（37.0%）である。（資料 2－2・P16）その内、「受験をしたいと思う」と回答した者で、本学の「理

学療法学科・作業療法学科に入学したい」と回答した者（資料 2－2・P16）は、理学療法学科 139

人、作業療法学科 69 人となっており、社会人学生を確保することができる見通し結果となった。

学科を通じて、特に介護福祉士の入学希望者が多く、自己のスキルアップを望んでいることが伺え
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る。（資料 2－2・P17～18） 

 

学科名 入学定員 受験したいと思う 進学を希望する 

理学療法学科 80 人 
230 人 

139 人 

作業療法学科 40 人 69 人 

   出典：資料 2－2「藍野専門職大学（仮称）設置に関するニーズ調査結果報告書【施設 

等職員対象調査】P17「藍野専門職大学」への受験意向／入学意向」より抽出 

  

 

以上のことから、本学としては、学生を確保できるものと考えているが、専門職大学としての魅力

については、高校生などにしっかり理解されているとは言い難いので、テレビ CM や高校内進路ガイ

ダンス、インターネット媒体の広報ツールにより PR し、専門職大学の存在を広めていく。 
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【教育課程等】 

（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

７．＜基礎科目の科目区分等が不明確＞ 

基礎科目の以下の点を是正すること。【２学科共通】 

（１）精神統一をする手段を習得する「日本の伝統文化」、中学・高校時代の文法の復習など英語

の基礎学力を修得する「英語Ⅰ」は、大学教育の水準としてふさわしい内容とは認められ

ないため、修正すること。 

 

（対応） 

ご指摘のとおり「日本の伝統文化」、「英語Ⅰ」ともに大学教育の水準としてふさわしい内容とは認め

られなかったため、次のとおり大学教育の水準にふさわしい内容に改める。 

 

１）日本の伝統文化 

「日本の伝統文化」については、当初、精神を統一する手段を修得するという内容としていたが、大

学教育の水準に達していなかった。地域の理解を深め、幅広い教養を身に付けることを目的に、日本の

伝統的な職人文化を概観し、具体的な事例として、本学のある近江の職人文化を取り上げ、地域の文化

及び伝統を学ぶ内容に改めた。 

 

資料 7-1：シラバス（日本の伝統文化）変更後・変更前 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）日本の伝統文化 

新 旧 

（授業概要到達目標） 

日本の職人は単に生計活動を営むだけでなく、

さまざまなイメージをともなう存在です。「職人」

という言葉には熟練や生き方といった意味も込

められています。本授業では日本の職人の歴史を

通して、現代日本の職人文化について学びます。

その際、具体的な職人の事例として、とくに近江

（滋賀県）とゆかりの深い、木地屋（木地師）と

鋳物師を取りあげます。なお、授業では、職人を

題材とした絵画資料や映像作品の視聴をとおし

て、できるだけビジュアルに進めます。 

 

（到達目標） 

（１）日本の職人の特質について理解する。  

（２）日本の職人のイメージと実態について理解

する。  

（授業概要到達目標） 

医療従事者は、生命にかかわる重大な場面に直

面することがある。どのような状況においても、

常に冷静で個人の感情には左右されない強い精

神力が求められている。この冷静な精神力の育成

に、生命の大切さを根底にした冷静な精神統一を

はかるために、僧侶の講話・茶道の経験・尺八の

吹奏により精神統一をする手段を習得する。 

（オムニバス方式／8 回） 

（稲葉隆道／2 回） 

一つの相にこだわらない無相。一処にとどまらな

い無住。一つの思いにかたよらない無念の心境を

禅定と呼び、仏の心のことであり、医療人として

最も必要な仏の心を生命の大切さを通して学ぶ。 

（1 砂川勇／4 回） 

医療人として大切なことは、いかなる場面におい
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（３）日本の職人をめぐる同時代的な社会背景に

ついて理解する。 

ても現状を直視し、冷静に判断することで、この

冷静さを体得するために、尺八の音色を感じ心を

静め、精神統一を図ることを学ぶ。 

（4 分木ひとみ／2 回）茶道を通し季節を感じな

がら気持ちを切り替え、精神的なストレス解消法

の一つとなるよう学ぶ。 

 

２）英語Ⅰ 

 英語Ⅰについては内容を見直し、中学、高校の復習といった内容から、読解力、リスニング力の修得

を通じて、グローバルとは何かについて考えを深め、多文化理解を促す内容へと改めた。 

 

資料 7-2：シラバス（英語Ⅰ）変更後・変更前 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）英語Ⅰ 

新 旧 

（授業概要到達目標） 

 大学の英語教育を通して「グローバル」とは何

であるのかを今の自分たちの生活と将来の生活

（仕事を含め）中でどう活かして行けるかを学習

する。テキストでは多文化理解教育を様々なケー

スで読解し、また臨場感を持たせるビデオ教材を

活用しながら読解力とリスニング力を中心に学

ぶ機会を与える。 

 

（学習到達目標） 

 語学の授業は、聞いているだけでは理解できな

いし、上達しない。大学での英語教育の到達目標

はインプットしたものをどうアウトプットする

かを学ぶためグループワークやクラスへのフィ

ードバックを通してインプットとアウトプット

の大切さを知る。 

（授業概要・到達目標） 

グローバル化が進む中、英語力は社会人として

必須になってくる。そのため日常生活で目や耳に

する英語に親しみ、それらを最低限理解できるよ

うにする。また中学、高校時代の文法やボキャブ

ラリーの見直しなどの復習も行い、基礎学力の向

上につなげる。リスニングに関しては、耳慣れす

ることを目標に日常的な会話の聞き取りから始

め、コミュニケーションツールとして使える英語

の習得を目指す。また将来、外国人の患者に対応

する可能性も考え、日常会話や簡単な動作指示が

できるように、表現方法を学ぶ。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

７．＜基礎科目の科目区分等が不明確＞ 

基礎科目の以下の点を是正すること。【２学科共通】 

（２）基礎科目に「コミュニケーション論」、「人間学」、「心理学」、「社会福祉学」及び「英語Ⅱ」

が配置されているが、授業科目の概要で内容を確認する限り、授業計画に専攻に係る職業

についての学修内容が含まれており、職業専門科目に該当する疑義があるため、これらの

科目のシラバスを提出した上で、適切な区分であることを明確に説明するか、科目区分を

適切に改めること。 

 

（対応） 

「コミュニケーション論」、「心理学」及び「英語Ⅱ」に関しては、授業概要では確かに専攻に係る職

業についての学修内容が含まれているように見えるが、これらの科目の趣旨は、専攻に関する知識の習

得に重きを置くものではなく、テーマのひとつとして取り上げているのであるが、誤解を招く授業概要

となっていたため、授業概要について改め、基礎科目としての授業であることを明確にしたシラバスを

提出する。 

 「人間学」及び「社会福祉学」については、ご指摘のとおり科目区分が不適切であると判断したため、

科目区分を職業専門科目に改める。なお、「人間学」については、授業内容を検討した結果、科目名称を

適切な名称である「人間発達学」へと変更する。 

 

１）コミュニケーション論 

 授業概要をリハビリテーション医療に必要となる対人コミュニケーションに限定せず、社会人として

求められるコミュニケーションスキルを修得することを目標とした内容に改めた。 

 その結果、基礎科目として適切な内容であると考える。 

 

資料 7-3：シラバス（コミュニケーション論） 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）コミュニケーション論 

新 旧 

（授業概要到達目標） 

コミュニケ－ションの基本概念と構造、非言語

的コミュニケーション、言語的コミュニケーショ

ン、社会的相互作用等コミュニケーションについ

て深く理解するとともに、自己のコミュニケーシ

ョン能力について洞察を深める。社会人に求めら

れるより良いコミュニケーション、より良い人間

関係を自ら作り上げることができることを目標

とする。 

 

（授業内容） 

（授業概要） 

リハビリテーション医療を担う上で必要とな

る、対人コミュニケーションについて学ぶ。人の

コミュニケーション能力の基本構成から、言語に

よるコミュニケーションと非言語的なコミュニ

ケーションに言及し、対象となる患者の持つコミ

ュニケーション能力の把握技術を含め実践する。

例えば、言語表出が困難な患者(失語症患者や構音

障害患者)に対するコミュニケーション技術を実

例を踏まえて学習する。さらに、一切の意思表示

能力の欠落をもたらす疾患の例を挙げ、脳機能と
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第 1 回 コミュニケ－ションの基本概念と構造、

人間関係の基礎 

第 2 回 臨床の場におけるコミュニケ－ション、

如何にしてコミュニケーションは治療になり得

るか  

第 3 回 社会的相互作用、相互作用における無関

心と無意識 

第 4 回 社会的役割と役割行動、役割の特性、役

割葛藤、役割距離と装い 

第 5 回 援助的コミュニケ－ション、関係性の維

持と発展 

第 6 回 対人技法の基本、聴くこと・話を聞いて

もらうことの効果、聴く・聞く・訊くの違い、非

言語コミュニケーションとその効果 

第 7 回 死にゆく人との対話、傍らにいるという

コミュニケーション、死の受容に至る経過とコミ

ュニケーション 

第 8 回 人との接し方の基本、コミュニケーショ

ン能力の自己評価と研鑽 

 

意志表出の有無、さらには感情の有無に言及し、

表出困難者の人権保護の観点から医療人として

の人格を育む。 

 

２）心理学 

 医療と関係が深い研究の成果を紹介し、医療従事者の対象である患者を理解するために臨床心理学的

な視点を持つことを目標とするとしていたが、人の理解につながる内容とし、人間の行動を科学的に観

察する視点を養うことを目標に改めた。 

 その結果、基礎科目として適切な内容であると考える。 

 

資料 7-4：シラバス（心理学） 
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（新旧対照表）シラバス（授業計画）心理学 

新 旧 

（授業概要到達目標） 

心理学は人の心の動きやそこから生じる行動

について探求しようとする領域である。その領域

は多岐にわたり、発達心理学、認知心理学、知覚

心理学、臨床心理学、異常心理学、社会心理学な

ど幅広い。本講義では、心理学の中でも人の理解

につながる領域の基礎を学ぶ。知能の構造、知能

の発達、性格の形成、人の欲求、適応と不適応行

動、行動の展開、感情 、記憶等人の理解につなが

る基礎を学び、人間の行動を科学的に観察する視

点を養う。 

 

（授業内容） 

第 1 回 知能とは何か、知能の構造、知的能力の

発達、知能の障害とその評価 

第 2 回 性格とは何か、性格の定義、性格の形成

に及ぼす人間関係、性格の評価 

第 3 回 人の欲求、一次欲求と二次欲求、行動の

展開の原理、欲求が阻害された時の行動、自我防

衛、不適応行動 

第 4 回 感情と行動、感情のコントロール、感情

の発達・分化 

第 5 回 心の病気と異常心理学、精神病の世界の

-1 

第 6 回 心の病気と異常心理学、精神病の世界の

-2 

第 7 回 発達と老化、認識の発達、言語の発達、

老化に伴う精神機能の変化 

第 8 回 他人の行動と自己の観察、人間の行動の

不思議、まとめ 

（授業概要） 

心理学とは、人のこころの動きや、そこから生

じる行動について探求しようとする学問である。  

しかし、その領域は多岐にわたり、どのように

こころに接近し、とらえようとするかについて

は、さまざまな考え方がある。この授業では心理

学の中でも、特に医療と関係の深い研究の成果を

紹介し、心理学が対象とする「こころ」に対する

見方や考え方を説明できることを目標とする。特

に医療従事者の対象である患者を理解するため

に臨床心理学的な視点を持つことを目標とする。 

 

３）英語Ⅱ 

 本科目の趣旨は、英語の 4 技能の向上を図ることにあり、そのテーマの一環としてリハビリテーショ

ンを取り上げたにすぎなかった。本来の趣旨にあわせた授業内容に改め、基礎科目として適切な内容と

した。 

 

資料 7-5：シラバス（英語Ⅱ）変更後・変更前 
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（新旧対照表）シラバス（授業計画）英語Ⅱ 

新 旧 

（授業概要到達目標） 

 グローバル社会、グローバリズム、グローバル

化という広く一般に使われている言葉の意味を

学ぶために英語 4技能の向上と幅広い知識を習得

し、テキストを利用しながら様々なケースを知

る。臨場感を持たせるビデオ教材を活用しながら

応用的な読解力とリスニング力を中心に学ぶ機

会を与え、社会・文化・学術交流の英語力、知識、

異文化理解力をつける。 

 語学の授業は、インプットしたものをアウトプ

ットすることで実践的な英語力が身につく。実践

的に「読み、書き、リスニング、スピーキング」

することでさらなる英語力を磨きます。また新し

い知識を自分の言葉で他者と話し、考える機会を

多く作るため、論議できるスキルを習得し、積極

性を身に付けることも大切な到達目標の要素で

ある。 

 

（授業内容） 

第 1 回 

Travel and Technology8（旅行とテクノロジー） 

第 2 回 

The Color of Fashion（ファッションの色） 

第 3 回 

"Disappearing Animal（絶滅動物）I 

Endangered Species(絶滅危惧種）" 

第 4 回 

"Disappearing Animal（絶滅動物）II 

Bring Back the Woolly Mammoth(マンモスを呼

び戻す）" 

第 5 回 

"Big Money（大金）I 

What Does a Million Dollars Buy?（百万ドルで

何を買う？）" 

第 6 回 

"Big Money（大金）II 

Lottery Winners: Rich…but Happy?（宝くじ：お

金持ち、でも幸せ？）" 

（科目の概要） 

リーディングは全ての技能の基礎になるため、

長い文章でも我慢強く読む力をつけていく。日本

人の多くに見られる「訳す」ことはせず、全体的

に意味をつかむ力を身に着けられるようにする。

また解剖学と合わせて骨関節、筋名等の医療英語

を学習し、リーディング能力に反映させられるよ

う専門用語に慣れていく。授業資料のひとつとし

て主にリハビリテーション分野の論文を用いて

アカデミックイングリッシュに触れ、ゼネラルイ

ングリッシュとの違いを学び、論文形式に抵抗感

なく取り組め、読み慣れることを目標とする。 

 

第 1 回 

"Exercise and the Body(Staying Healthy): What 

is Health? 

運動と身体：健康を保つために：健康とは"  

第 2 回 

"Exercise and the Body (Staying Healthy): 

Overview of the Body 

運動と身体：健康を保つために：身体の常識" 

第 3 回 

"What is Rehabilitation?:  

Physical Therapy and Physical Therapists 

リハビリテーションとは？理学療法と理学療法

士" 

第 4 回 

"What is Rehabilitation?:  

 OccuoatinalTherapy and Occupational 

Therapists 

リハビリテーションとは？作業療法と作業療法

士"  

第 5 回 

"Fundamentals of the Human Body for 

Rehabilitation: 

Major joints and Regions of the Body  

リハビリテーションのための人体の基礎知識 

主要関節と部位"  
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（第 7 回） 

"Celebrations Around the world（世界の祝い） 

Wedding Customs（結婚式の習慣）" 

（第 8 回） 

"Conclusion 

結び" 

第 6 回 

"The Structure of the Human Body: The 

skeletal System 

人体の構造：骨格系" 

第 7 回    

"Diseases and Rehabilitation: Bone Fractures 

疾患とリハビリテーション：骨折"  

第 8 回 

"Conclusion 

結び" 

 

４）人間発達学（人間学） 

ご指摘を受け、人間学の内容を再検討した結果、主に人間の発達過程を扱う内容であることから、科

目概要を修正の上、職業専門科目へと区分を変更し、科目名称を人間発達学へ改めた。 

 

資料 7-6：シラバス（人間発達学） 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）人間発達学 

新 旧 

（授業概要到達目標） 

 人間発達学は人が発達する存在であるという

観点から理解しようとする学問である。人間発達

学では、人を細胞、組織、器官のレベルで捉える

のではなく、生活体として捉え理解をしていく。

生命の誕生である胎児期から老年期までの生涯

発達について、環境との相互作用の中でどのよう

な発達を遂げるのか、また、ライフステージに応

じた課題、役割などについての基本原理を理解す

ることを目標とする。 

 

（授業内容） 

第１回 発達の概念と発達理論 

第２回 胎児期から新生児期の発達と特徴 

第３回 乳児期の発達と特徴 

第４回 幼児期の発達と特徴 

第５回 児童期の発達と特徴 

第６回 青年期の発達と特徴 

第７回 成人期の発達と特徴 

第８回 老年期の発達と特徴 

（科目の概要） 

人間の一生をかけての心身の発達過程を学ぶこ

とから、人間とはそもそも何か。他の哺乳類と人

間の違いは何か。そんな疑問に答える作業と講義

から、いかに生きるかという哲学的テーマにも挑

戦していく授業である。また、リハビリテーショ

ン医療にかかわる時に必須となる、運動の発達に

も言及する。具体的な運動発達の過程を学び、実

践することにより、運動発達の過程がリハビリテ

ーションに応用できることを理解する基礎を形

成する学問である。 
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５）社会福祉学 

ご指摘を受け、社会福祉学の内容を再検討した結果、リハビリテーション職に必要な社会福祉の考え

方を身に付けるものであったため、基礎科目ではなく、職業専門科目にするとともに、それが分かるよ

う科目概要を改める。 

 

資料 7-7：シラバス（社会福祉学） 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）社会福祉学 

新 旧 

（授業概要到達目標） 

社会福祉は私たちが安心して生活し、自分たちの

可能性を伸ばせるように、社会的施策として整備

されてきた。本講義では、社会福祉の歴史、理念、

仕組みを学び、リハビリテーション職に必要な、

社会福祉の考え方を身に着けていく。また主に高

齢者、障がい者に関する現代社会の問題点を提示

し、将来、臨床で活かすべき基礎的な知識や考え

方も学ぶ。前半は講義中心で、後半はテーマに沿

ったグループワークを行い、自分たちで文献を調

べ、パワーポイントでスライドを作成しプレゼン

テーションをする。講義全体を通して小論文や課

題レポートを提出し、自らの考えを深め、表現す

る場にもする。 

 

（授業内容） 

第１回 社会福祉の発展過程と現代社会での生

活問題 

第２回 社会福祉の理念と倫理 価値・援助者と

しての態度 

第３回 少子高齢社会における共生 

第４回 地域包括ケアシステムが目指すもの 

第５回 医療福祉と多職種連携 

第６回 在宅療養を支援する上でのコメディカ

ルの役割 調べ学習と発表 

第７回 健康長寿に向けてのコメディカルの役

割 調べ学習と発表 

第８回 地域福祉を推進する中でのコメディカ

ルの役割 調べ学習とまとめ 

（科目の概要） 

社会福祉は私たちが安心して生活し、自分たちの

可能性を伸ばせるように、社会的施策として整備

されてきた。本講義では、社会福祉の歴史、理念、

仕組みを学び、リハビリテーション職に必要な、

社会福祉の考え方を身に着けていく。また主に高

齢者、障がい者に関する現代社会の問題点を提示

し、将来、臨床で活かすべき基礎的な知識や考え

方も学ぶ。前半は講義中心で、後半はテーマに沿

ったグループワークを行い、自分たちで文献を調

べ、パワーポイントでスライドを作成しプレゼン

テーションをする。講義全体を通して小論文や課

題レポートを提出し、自らの考えを深め、表現す

る場にもする。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

８．＜展開科目の体系性が不明確＞ 

展開科目を通じて、どのような能力を育成しようとしているのか、展開科目で修得する能力は育

成する専門職業人にとって有意義な内容であるのかについて説明がないため、明確に説明するこ

と。なお、展開科目に配置されたほぼ全ての科目が「地域共生・地域包括ケアシステムを学修す

る科目群」として４年次に配当されているが、養成する人材像を育成するために必要な科目が体

系的に配置されているのか不明確なため、配当年次の妥当性についても併せて明確に説明するこ

と。【２学科共通】 

 

（対応） 

展開科目を通じて養成する能力とその意義についての説明がないとのご指摘に対して、あらためて説

明を加える。展開科目の配置が一部を除き、4 年次となっていることに関し、再考したところ、早い年

次から段階的に履修することで、より有意義に能力の修得が可能になると考え、配当年次を改めたため、

配当年次順にその説明を行う。また、展開科目についてその見直しを行った結果、両学科とも、科目の

新設と既存科目の単位の変更等を行うこととなったため、その説明を併せて行う。 

 

１）理学療法学科 

（１）展開科目を通じて養成する能力とその意義 

理学療法学科では、我が国の健康寿命延伸、障害・疾病予防、健康増進の支援を通じて、「地域共生社

会の実現に向けて地域住民を支援できる人材」を育成することを目的とした。そのため、展開科目を通

じて、地域住民の身体活動に新たな支援展開（生涯スポーツ支援、地域支援、ヘルスポロモーション支

援等）を創造できる能力を養成する。少子高齢化を迎えている我が国において、健康増進や障害・疾病

予防は大きな意義がある。そのため、運動に係る専門職である理学療法士が早期から健康増進・予防を

含めた広い視点、知識と技術を持つことは、将来の専門職としてのキャリア形成だけでなく、将来の日

本の健康寿命延伸、健康増進に与える意義は大きい。 

展開科目を通じ、上記の能力を養成するため、各年次で段階的な学修配置を行った。1・2 年次では「地

域共生社会の理解・地域展開」、3 年次では「地域共生実現へのキャリア形成」、3・4 年次では「地域共

生実現のための方策と展開方法」を目的に科目の新設、再配置を行った。 

 

①1 年次 

1 年次では、地域共生社会の実現に向けて、理学療法士が持ち合わせて置くべき資質・能力の一部を

養う。その 1 つは、地域共生社会の実現に貢献することへの興味・関心であり、もう 1 つは、理学療法

士の活躍の場が、医療分野や介護分野だけではなく、地域社会の広い領域に存在するということを認識

することである。この根幹を養うことで、多職種と連携して、地域住民を支援できる人材の基盤を築く

ことができる。 

これらの内容を学修する科目として 1 年次前期に「生涯スポーツ論」を、1 年次後期に「ボランティ

ア論」及び「労働衛生論」を配置する。スポーツの継続、ボランティア活動への参加による健康寿命延

伸、QOL の維持・向上への効果を学修することで、身体活動やボランティア活動が、地域社会への貢献

につながることを理解する。また、同時に学生に地域社会に貢献することへの興味、関心を持たせるこ
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とが可能となる。また、労働環境や労働者に生じる課題を学び、その環境の的確な変更が業務効率を改

善し、ひいては地域経済の発展につながることを理解する。そして、その取組みに、理学療法士が関わ

ることで職域の拡大につながることを理解する。これらの科目は、医学に関する知識がなくとも理解で

きるため、1 年次に配当した。 

 

②2 年次 

2 年次では、現代社会が抱える課題に焦点を当て、どのような場面や状況で地域住民は支援を必要と

しているのかを学び、理学療法士がこれらの課題に対してどのように関わるのかを想像する能力を涵養

する。この能力が養われることで、地域社会で理学療法士が必要とされていることを認識し、理学療法

士が、医療分野や介護分野だけではなく、地域社会の広い領域で活動できることを強く実感できるよう

になるという意義を持つ。 

これらを学修する科目として 2 年前期に「子育て支援論」、「教育支援論」及び「災害支援論」を配置

する。地域社会が子育て、教育、そして、災害問題においてどのような課題を抱え、どのような支援を

必要としているのかを学ぶことで、この課題に対して理学療法士はどのような支援を行うことができる

のかを思考できるようになる。また、理学療法士が様々な角度から地域住民の QOL の維持・向上に貢

献できることを理解する。理学療法理論科目群や職業実践科目群と並行して学修することで、「理学療

法に関する知識と技術の地域における活用」という視点を持ちながら、それらを学修することができる

よう配慮した。 

 

③3 年次前期 

3 年次前期では、地域共生とは何かを具体的に実感してもらい、地域共生社会の実現に向けて、主体

的に物事を考え・行動する能力を涵養する。この能力を養うことで、地域共生社会の実現に向けて、理

学療法士としての知識や技術をどのように応用すれば、自分自身が地域社会のために役立つことができ

るかを考え・行動できるようになる。 

そのために、3 年次前期に「地域共生論」を配置する。地域共生社会の実現に向けて、地域で取組み

を実践している理学療法士・作業療法士から、地域の現状の課題と対策方法を学ぶとともに、実際に施

設を見学することで、現状の課題に対して理学療法士がどのように考え・行動すればよいかを思考でき

るようになり、理学療法士が健康寿命の延伸、QOL の維持・向上に貢献できることを理解する。 

 

④3 年次後期～4 年次 

3 年次後期から 4 年次にかけては、医療分野や介護分野で理学療法士として働き続けるだけではなく、

将来的には自らが主体となって、保健・福祉・スポーツ・就労等の分野において、地域住民の健康寿命

延伸、QOL の維持・向上に貢献できるようになるための能力を涵養する。それによって、これらの分野

で実際に何を提供できるかに関する知識と技術を身に付けることができる。 

本学科では、地域社会における保健・福祉・スポーツ・就労等の分野の課題を知るとともに、解決に

つながる知識や技術を学修することを目的に、「ヘルスプロモーション支援」、「生涯スポーツ支援」及び

「地域支援」の 3 つの履修モデルを用意する。これらの内容を教授する科目を、理学療法理論科目群や

職業実践科目群の多くの科目の履修を終えた段階である 3 年次後期に配置した。履修モデルの詳細は是

正事項２で詳述したとおりである。 

また、医療・介護分野で働き続けるだけではなく、将来的には自らが主体となって、保健・福祉・ス
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ポーツ・就労等の分野において、地域住民の健康寿命の延伸、QOL の維持・向上に貢献できるようにな

るためには、地域社会の現状をリサーチする能力や施設を起業し運営する能力が必要となる。したがっ

て、これらの内容を教授する科目として、3 年次後期に「マーケティング論」及び「施設起業運営論」

を配置した。 

障がい者の支援の一つに障がい者スポーツがある。スポーツは障害の有無に関わらず、人生の生きが

いとなり健康寿命の延伸と QOL の維持・向上に大きく貢献する。特に障がい者に対する生きがいづく

りの一つの選択肢としてその価値は大きく、彼らの身近にいる理学療法士が、スポーツを紹介できる意

義は大きい。本学では、障害者スポーツについての理論と実際を学修することにより、必要に応じてス

ポーツを紹介できるようになるための科目を用意する。これらの内容を教授する科目として、3 年次後

期に「障がい者スポーツ論」を、4 年次前期に「障がい者スポーツ論実習」を配置した。特に「障がい

者スポーツ論実習」では、障がい者スポーツの楽しさを体感し、障がい者スポーツが健康寿命延伸やQOL

維持・向上に役立つ手段の一つであることを、体験を通して理解する。 

 

理学療法学科展開科目概念図 

 

 

（２）科目の変更とその理由 

本学科の養成する人材像は、理学療法士として、子どもから高齢者までの地域住民を対象に、住み慣

れた地域で生活を維持するために、地域住民の思いに共感し、且つ多職種と協働し、科学的な根拠に基

づく最適な理学療法を実践できる人材を養成するというものである。また、それに加えて、理学療法士

の専門性を活かすことにより、地域住民の健康寿命延伸と QOL 維持・向上に貢献するために、医療分

野や介護分野だけに留まらず、保健・福祉・スポーツ・就労等の分野においても地域共生社会の実現に

向けた人材を養成するとしており、このような人材を養成するために、次の通り必要な科目を新たに新

設するとともに、また現在の科目についても修正を行った。 
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①「生涯スポーツ論」の新設 

 地域社会に貢献することへの興味、関心を涵養することを目的で、生涯にわたりスポーツを継続する

ことが、健康寿命の延伸、QOL の維持・向上に効果があるということを学ぶことで、身体活動を提供す

ることが地域社会に貢献することができるということを理解してもらう。そこで、これらの内容を教授

する科目として、必須科目として「生涯スポーツ論」を新設した。 

 

②「労働衛生論」の新設 

現代社会における労働環境や労働者に生じる問題について学ぶことで、労働環境や労働者が働くうえ

で良い状態に変化することが地域経済の発展につながることが理解できるようになる。労働環境や労働

者が働くうえでよい状態に変化することに理学療法士が関わることができ、理学療法士の活躍の場が医

療分野や介護分野だけではなく企業などにも存在し、理学療法士の職域が地域社会の広い領域に存在す

ることを理解することができる。そこで、必須科目として、労働を取り巻く実情を知るために「労働衛

生論」を新設した。 

 

③「組織運営論」の新設 

地域支援履修モデルでは、少子高齢化による労働人口問題に対応できる理学療法士ならびに、医療分

野や介護分野以外で、理学療法の知識と技術を必要としている人に貢献できる理学療法士の養成と目的

を改めた。そのため、卒業後に医療分野や介護分野で理学療法士として働き続けるだけではなく、将来

的には自らが主体となって、地域社会に出ていき起業する人材を養成することも想定している。起業し

た際に考えなければならないこととして、組織の発展、及び、円滑な運営について学び、自らの成長だ

けでなく雇用者の人材の養成に努める義務があり、その素地となる科目として、地域支援モデルの選択

科目として「組織運営論」を新設した。 

 

④「身体障がい者就労環境論」の新設 

地域支援履修モデルでは、少子高齢化による労働人口問題に対応できる理学療法士ならびに、医療分

野や介護分野以外で、理学療法の知識と技術を必要としている人に貢献できる理学療法士の養成と目的

を改めた。そのため、障がい者の就労環境を知り、障がい者の就労を促進できるための知識が必要であ

ると考えた。よって、地域支援モデルの選択科目として「身体障がい者就労環境論」を新設した。 

 

⑤「地域共生論」の単位変更 

 必須科目である「地域共生論」の中で、地域社会で暮らしている現状について学修し、孤立せずに地

域の中でつながりを持つための課題について講義するだけでは、地域課題の発見に至る十分な能力を学

修できないと考えた。そこで、その素地として福祉施設での見学を行い、どのような理念のもとに設立

運営がなされているのかを理解することが必要と考えを改め、1 単位から 2 単位へ単位の変更を行った。 
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（新旧対照表）教育課程等の概要 別記様式第 2 号（その 2 の 1）授業科目の名称及び配当年次（理学

療法学科） 

新 旧 

授業科目の名称 配当年次 授業科目の名称 配当年次 

マーケティング論 3 後 マーケティング論 4 前 

施設起業運営論 3 後 施設起業運営論 4 前 

生涯スポーツ論 1 前 新設  

労働衛生論 1 後 新設  

子育て支援論 2 前 子育て支援論 4 前 

災害支援論 2 前 災害支援論 4 後 

教育支援論 2 前 教育支援論 4 前 

メンタルヘルスマネジメント論 3 後 メンタルヘルスマネジメント論 4 前 

地域共生論 3 前 地域共生論 4 前 

障がい者スポーツ論 3 後 障がい者スポーツ論 4 通 

障がい者スポーツ論実習 4 前 障がい者スポーツ論演習 4 通 

スポーツリズムトレーニング論 3 後 スポーツリズムトレーニング論 4 前 

体力測定論 3 後 体力測定論 4 通 

健康増進実践演習 3 後 健康増進実践演習Ⅰ 4 通 

健康増進実践実習 3 後 健康増進実践演習Ⅱ 4 通 

パフォーマンス向上論 3 後 パフォーマンス向上論 4 通 

フィットネス論 3 後 フィットネス論 4 通 

ランニングトレーニング論 3 後 ランニングトレーニング論 4 通 

ゴルフトレーニング論 3 後 ゴルフトレーニング論 4 通 

ビジョントレーニング論 3 後 ビジョントレーニング論 4 通 

遊びとレクリエーション 3 後 遊びとレクリエーション 4 通 

生きがい創造 3 後 生きがい創造 4 通 

伝承遊び 3 後 伝承遊び 4 通 

シューフィッティング論 3 後 シューフィッティング論 4 通 

福祉工学地域活用論 3 後 福祉工学地域活用論 4 通 

ロボット工学地域活用論基礎 3 後 ロボット工学地域活用論基礎 4 通 

ロボット工学地域活用論応用 3 後 ロボット工学地域活用論応用 4 通 

身体障がい者就労環境論 3 後 新設  

組織運営論 3 後 新設  
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２）作業療法学科 

（１）展開科目を通じて育成する能力とその意義 

作業療法学科では、「地域共生社会の実現に貢献する人材」を育成することを目的とし、展開科目を通

じて、地域住民（児童期、成人期、老年期）の生活課題に関する新たな支援展開を創造できる能力を養

成する。人にとって、就労や余暇活動は、活動量の増加にさせるだけでなく、「生活の質」を向上させる

ことに大きな意義を持ち、それは健康増進や障害・疾病予防に大きく貢献する。そのため、行為・活動

に係る専門職である作業療法士が早期から就労と余暇活動を含めた広い視点、知識と技術を持つことは、

将来の専門職としてのキャリア形成だけでなく、将来の日本の健康寿命延伸、健康増進に与える意義は

大きい。 

展開科目を通じ、上記の能力を養成するため、各年次で段階的な学修配置を行った。1 年次では「地

域共生社会の基本概念と現状の理解」、2 年次では「地域展開に向けた共通理解」、3・4 年次では「地域

の課題発見・解決」を目的に科目の新設、再配置を行った。 

 

①1 年次 

1 年次では、地域共生社会の実現に向けて、作業療法士が持ち合わせておくべき資質・能力の一部を

養う。その 1 つは、地域共生社会の実現に貢献することへの興味・関心であり、もう 1 つは、作業療法

士の活躍の場が、医療分野や介護分野だけではなく、地域社会の広い領域に存在するということを認識

することである。それによって、多職種と連携して、地域住民を支援できる人材の基盤を築くことがで

きる。 

これらの内容を学修する科目として 1 年次前期に「地域社会共生論」及び「ボランティア論」を配置

し、1 年次後期に「地域社会共生論実習」及び「災害支援論」を配置する。「地域社会共生論」では、地

域共生とは何かを学び、後期の「地域社会共生論実習」でその実際を体験する。これにより、地域社会

が必要とする支援を理解する能力を修得する。また、「ボランティア論」では地域への貢献とは何か、ど

のような活動が地域社会への貢献につながるかを理解する。また、同時に学生に地域社会に貢献するこ

とへの興味、関心を持たせる意義がある。また、「災害支援論」緊急時の支援の基礎的な概念を学び、非

日常的環境の中で人がどのような支援を求めるのかを理解する。1 年次にこれらを学修することにより、

作業療法士としての専門的知識を学修する目的を、明確にできると考える。これらの科目は、医学に関

する知識がなくとも理解できるため、1 年次に配当した。 

 

②2 年次 

2 年次では、地域社会が抱える課題に焦点を当て、どのような場面や状況で地域住民が支援を必要と

しているのかを学び、作業療法士がこれらの課題に対してどのように関われるのか、何を支援できるの

かを想起する能力を涵養する。この能力が養われることで、地域社会で作業療法士が必要とされている

ことを認識し、作業療法士が、医療・介護分野だけではなく、地域社会の広い領域で活動できることを

実感できるようになるという意義を持つ。 

これらを学修する科目として 2 年前期に「子育て支援論」及び「メンタルヘルスマネジメント論」を、

2 年後期に「教育支援論」及び「マーケティング論」を配置した。ここでは、子育てについての概要を

学修し、子どもとのかかわり方、子どもの力を引き出すためのかかわり方を学び、子どもに対するかか

わり方と作業を用いた支援の在り方を結びつける基礎知識とする。また、後期の「教育支援論」で学ぶ、

学校とはそもそも何か、学校内での支援の在り方、現状の課題を学ぶ。これにより、作業療法士が支援
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できる課題を見極める能力を修得させる意義がある。「メンタルヘルスマネジメント論」では個人のス

トレス耐性について学び、企業組織の中の従業員として働く中でのストレスとストレッサーについて学

ぶ。これにより、作業療法士が現状の企業組織の中での課題に対して、支援できることを理解する。「マ

ーケティング論」では組織に所属する多くの人々、地域の人々の支援の需要をどのように把握するかを

学ぶ。作業療法士として、地域の需要を自ら発見する能力の基礎となる。 

また、作業療法士が様々な角度から地域住民の QOL の維持・向上に貢献できることを理解する。作

業療法理論科目群や職業実践科目群と並行して学修することで、「作業療法に関する知識と技術の地域

における活用」という視点を持ちながら、それらを学修することができるよう配慮した。 

 

③3 年次前期 

3 年次前期では、安定して組織運営を行うための方法論や課題について学修する。「施設起業運営論」

において、組織運営の持続可能な要素について学び、そこから課題を発見する能力を養う。そして、そ

の課題に対する解決策を思考する能力を養う。また、将来自身が起業する場合の基礎知識とすることで、

施設運営などに行かせる能力を養う。これにより、作業療法士が組織という環境に着目して支援する基

盤とするために配置した。これにより地域住民の QOL の維持・向上につなげる。 

 

④3 年次後期～4 年次前期 

3 年次後期から 4 年次にかけては、医療・介護分野で作業療法士として働き続けるだけではなく、将

すべての年代に共通する活動として、就労と余暇活動に焦点を当てる。就労に対して、「精神障がい者就

労環境論」及び「身体障がい者就労環境論」の 2 科目で、障害を持った方の就労環境とはどのようなも

のかを知り、課題を解決する理論を学修する。障がい者の就労環境とその改善理論を学修したのちに、

「就労環境論実習」において、実際の現場で課題を発見し、その課題を解決する能力を養う。 

余暇活動に対して、「障がい者スポーツ論」「障がい者スポーツ論実習」を学修する。スポーツは障害

の有無に関わらず、人生の生きがいとなり健康寿命の延伸と QOL の維持・向上に大きく貢献する。特

に障がい者の社会参加の選択肢としてその価値は大きく、彼らの身近にいる作業療法士が、スポーツを

提案する必要がある。また、スポーツをとおして余暇活動、すなわち自分らしい時間の使い方を見つけ

るきっかけを作る能力の基礎とするために配置した。 

本学科では、地域社会における保健・福祉・スポーツ・就労等の分野の課題を知るとともに、解決に

つながる知識や技術を学修することを目的に、「児童期地域生活適応論」、「成人期地域生活適応論」及び

「老年期地域生活適応論」の 3 つの履修モデルを用意する。これらの内容を教授する科目を、作業療法

理論科目群や職業実践科目群の多くの科目の履修を終えた段階である 3 年次後期に配置した。履修モデ

ルの詳細は是正事項２で詳述したとおりである。 
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作業療法学科展開科目概念図 

 

 

（２）科目及び科目名称等の変更とその理由 

本学科の養成する人材像は、作業療法士として、子どもから高齢者までの多様な年齢層の地域住民を

対象として、健康で幸福な生活の獲得に向け、意味のある生活行為とそれを行うために必要な心身の活

動に対して環境面に働きかけながら作業を手段あるいは目的として利用できる人材を養成するという

ものである。また、それに加えて、作業療法士の専門性を活かすことにより、地域住民が抱える暮らし

の中での課題を発見し、多職種や産業界と連携しながら新たな支援や支援体制の構築ができることによ

って社会適応力の向上を促し、地域共生社会の実現に向けて保健・福祉・就労等の面から貢献できる人

材を養成するとしており、このような人材を養成するために、下記の通り必要な科目を新たに新設し、

また現在の科目についても修正を行った。 

 

①身体障がい者就労環境論 

地域住民が抱える暮らしの中での課題を発見し、多職種や産業界と連携しながら新たな支援や支援体

制の構築ができることによって社会適応力の向上を促し、地域共生社会の実現に向けて保健・福祉・就

労等の面から貢献できる作業療法士を養成するため、身体障がい者の就労環境を知り、身体障がい者の

就労を促進できるための知識が必要であると考えた。よって、展開科目の必修として身体障がい者就労

環境論を新設した。 

 

②科目名称変更 

 再度展開科目の体系性を考えた結果、単位数及び授業概要・シラバス内容に変更はないが、科目名称

でより科目の意図がわかるよう科目名称を変更した。 
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「精神障がい者就労環境論」 

心理精神企業適応論より変更する。特に精神障がい者に係る就労実態、環境、課題等を教授する。 

 

「就労環境論実習」 

心理精神企業適応論実習より変更する。障害者が就労している場面での実態、環境、課題等の体験型実

習を行う。 

 

③必修科目及び選択科目の変更 

申請時の展開科目の考え方として、学生の興味関心の幅を広げる意図もあり学生自ら主体的に考え科

目を選択する方向で考えたが、改めて作業療法学科の人材養成像として、子どもから高齢者までの多様

な年齢層の地域住民を対象として、健康で幸福な生活の獲得に向け、意味のある生活行為とそれを行う

ために必要な心身の活動に対して環境面に働きかけながら作業を手段あるいは目的として利用できる

人材を養成するというものであり、それに加えて、作業療法士の専門性を活かすことにより、地域住民

が抱える暮らしの中での課題を発見し、多職種や産業界と連携しながら新たな支援や支援体制の構築が

できることによって社会適応力の向上を促し、地域共生社会の実現に向けて保健・福祉・就労等の面か

ら貢献できる人材を養成すると改めた。そのため作業療法学科の展開科目では、地域共生社会の実現に

向けて、多職種と連携して支援展開に向けた知識に加え、作業療法関連分野である地域の児童・成人・

高齢期分野に関する知識と現状の理解について学修する。作業療法士として、多職種と連携し、地域住

民の生活活動に関する新たな支援展開を思考し、地域共生社会の実現に向けて貢献できるよう次の科目

を選択科目から必修科目として変更した。 

 

「マーケティング論」、「施設起業運営論」、「ボランティア論」、「子育て支援論」、「災害支援論」、「教育

支援論」、「メンタルヘルスマネジメント論」、「障がい者スポーツ論」、「障がい者スポーツ論実習」、「就

労環境論実習」 

 

また、各年齢層からみた地域社会の理解を深めるために「児童期地域生活適応論」、「成人期地域生活

適応論」及び「老年期地域生活適応論」を設けており、学生の主体的な学修と卒業後の進路を見据えて、

体験を通じて学ぶ実習科目として「児童期地域生活適応論実習」、「成人期地域生活適応論実習」及び「老

年期地域生活適応論実習」を配置し、各時期の「地域生活適応論」及び「地域生活適応論実習」を対と

して選択するものとした。そのため、「児童期地域生活適応論」、「成人期地域生活適応論」及び「老年期

地域生活適応論」の科目を必修科目から選択科目として変更した。 

つまり、児童期に興味関心があり卒業後の進路の方向性を考える場合は、「児童期地域生活適応論」

「児童期地域生活適応論実習」を同時に選択することとなり、成人期を考える場合は、「成人期地域生活

適応論」「成人期地域生活適応論実習」、老年期の場合は、「老年期地域生活適応論」「老年期地域生活適

応論実習」と選択することによって、興味関心を持った年齢層の地域住民を対象として、健康で幸福な

生活の獲得に向け、意味のある生活行為とそれを行うために必要な心身の活動に対して環境面に働きか

けながら作業を手段あるいは目的として利用できる人材を養成する。 
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（新旧対照表）教育課程等の概要 別記様式第 2 号（その 2 の 1）授業科目の名称及び配当年次（作業

療法学科） 

新 旧 

科目名称 
配当 

年次 
必・選 科目名称 

配当 

年次 
必・選 

マーケティング論 2 後 必修 マーケティング論 4 前 選択 

施設起業運営論 3 前 必修 施設起業運営論 4 前 選択 

ボランティア論 1 前 必修 ボランティア論 4 後 選択 

子育て支援論 2 前 必修 子育て支援論 4 前 選択 

災害支援論 1 後 必修 災害支援論 4 後 選択 

教育支援論 2 後 必修 教育支援論 4 前 選択 

メンタルヘルスマネジメント論 2 前 必修 メンタルヘルスマネジメント論 4 前 選択 

障がい者スポーツ論 3 後 必修 障がい者スポーツ論 4 通 選択 

障がい者スポーツ論実習 4 前 必修 障がい者スポーツ論演習 4 通 選択 

地域社会共生論 1 前 必修 地域社会共生論 4 前 必修 

地域社会共生論実習 1 後 必修 地域社会共生論実習 4 前 必修 

精神障がい者就労環境論 3 後 必修 心理精神企業適応論 4 前 必修 

身体障がい者就労環境論 3 後 必修 新設   

就労環境論実習 4 前 必修 心理精神企業適応論実習 4 前 選択 

老年期地域生活適応論 3 後 選択 老年期地域生活適応論 4 前 必修 

成人期地域生活適応論 3 後 選択 成人期施設生活適応論 4 前 必修 

児童期地域生活適応論 3 後 選択 児童地域生活適応論 4 前 必修 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

９．＜総合科目の必要性等が不明確＞ 

総合科目の以下の点を是正すること。【２学科共通】 

（１）「理学療法総合演習／作業療法総合演習Ⅰ・Ⅱ」の授業内容は、総合科目の目的である「修

得した知識及び技能等を総合し、専門性が求められる職業を担うための実践的かつ応用的

な能力を総合的に向上させる」ことが実現できる授業計画とは認められないため、適切に

改めること。 

 

（対応） 

 

 「理学療法総合演習／作業療法総合演習Ⅰ・Ⅱ」について、職業専門科目における知識のみを統合す

る内容となっており、ご指摘のとおり不適切であったため、基礎科目を基盤として職業専門科目と展開

科目を総合することによって、実践的かつ応用的な能力を総合的に向上させることを企図し、それぞれ

次のように改める。 

 

１）「理学療法総合演習」 

理学療法総合演習について、申請時点のシラバスにおいては、国家試験対策を中心とした基礎科目、

職業専門科目における知識のみを統合する内容となっており、ご指摘のとおり、総合科目の定義に合致

していなかった。そのため、基礎科目を基盤として、職業専門科目と展開科目を総合し、実践的かつ応

用的な能力を総合的に向上させることを企図した授業計画に改めた。 

本科目では、理学療法学科の特色である履修モデルの 3 分野、「ヘルスプロモーション支援」、「生涯

スポーツ支援」及び「地域支援」で学んだことと、各関連領域での実習から得た知識と技術を用いて、

地域が抱える「予防」及び「健康づくり」等の課題に対し、理学療法士としてどのようにアプローチす

るのかをディスカッションを通して考えを深めたうえで、どのようなプロジェクトを企画、実施するの

かについてプレゼンテーションを行う。テーマの決定に関しては、展開科目で選択した分野が基盤とな

り、その分野の中から学生自身が地域住民の課題を決定し、加えて、その課題解決の方法についてこれ

まで職業専門科目で学んだことを交え、実施計画を策定する。以上の演習を通じて、DP4 に該当する「問

題を発見し、解決する能力」と DP5 に該当する「応用力」を涵養する。本科目は、理学療法士としての

キャリア形成につなげることを意図しており、配当年次は、これまで学修してきた内容のまとめの科目

となるため、4 年次後期に配置する。 

 

資料 9-1：シラバス（理学療法総合演習）変更後・変更前 
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（新旧対照表）シラバス（授業計画）理学療法総合演習 

新 旧 

授
業
概
要
到
達
目
標 

本科目では、これまで学修した理学療法の

知識や技術を統合し、地域が抱える課題に

対し、どのようにそれを応用し活用できる

かについて自ら考え、学ぶ授業である。地

域が抱える課題については、各自が選択し

た分野からテーマを決定しその解決につ

ながる方法を計画する。理学療法の職業専

門科目で行った、神経筋骨格障害応用論実

習や内部障害応用論実習およびスポーツ

障害応用論実習と、展開科目で学修した地

域共生社会における理学療法士が貢献で

きる課題とを考え合わせ、実践可能な課題

解決策の計画をたてる。それをもとに、グ

ループワークを行い、理学療法と隣接領域

での知識、技術を融合し、それを地域社会

の中で応用し活用できる力を育成する。 

 

授
業
概
要
到
達
目
標 

本科目では解剖学・生理学・運動学など理学

療法士としての重要な基礎科目と、整形外

科学・神経内科学・内科学などの各種疾患

学、さらには理学療法士としての治療学(運

動療法・物理療法・義肢装具学など)をそれ

ぞれ関連付けることを目標とする。学生の

中で関連付けができておらず、ばらばらの

知識として習得されている知識群を、それ

ぞれ関連性を見つけて、実際の臨床で使え

る知識へと変換していく過程を作り出す。

主として想定した患者(映像などを使用)に

ついて、各知識をどう使うかをグループワ

ークも行いながら、知識の拡大を図る。最後

に教員が解答を与えることにより、正解と

不正解を学習させていく。各科目の知識の

復習と知識の統合を目標とし、理学療法士

国家試験に合格でき、臨床現場で活躍でき

る力を育成する。 

 

２）「作業療法総合実習Ⅰ」（作業療法総合演習Ⅰ） 

「作業療法総合演習Ⅰ」について申請時点のシラバスでは、職業専門科目のうち作業療法理論科目群

である「解剖学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「運動学Ⅰ・Ⅱ」及び「生理学Ⅰ・Ⅱ」等によって学んだ基礎医学に関す

る知識と、職業実践科目群の「作業療法評価学総論」及び「身体／精神／発達障害評価学実習」等によ

って学んだ作業療法士が行う評価に関する知識とを統合し、総復習する科目としていた。ご指摘のとお

り職業専門科目の知識のみを総合する科目となっていたため、総合科目の定義に合致せず、不適切であ

ったため、改めた。 

本科目では、本科目の到達目標は、「作業療法の評価技術を応用・活用することで、地域住民が自身の

能力を発揮し、健康的に暮らしていく上で、それを阻害する生活課題を発見し、その構造と問題点を導

き出すことができるようになること」とし、展開科目の「児童期地域生活適応論実習」、「成人期地域生

活適応論実習」及び「老年期地域生活適応論実習」の履修者ごとにグループに分かれて、実習で得た情

報をもとに作業療法の評価視点である個人・集団、生活行為、施設の物理的・人的環境からの情報を整

理し、構造化とその分析を行うことで、各ライフステージの生活の課題とその問題点を導き出すための

考えた方を学修する。以上の実習を通じて、DP4 に該当する「問題を発見し、解決する能力」と DP5 に

該当する「応用力」を涵養する。本科目は、作業療法士としてのキャリア形成につなげることを意図し

ており、配当年次は、これまで学修してきた内容のまとめの科目となるため、4 年次後期に配置する。 

なお、科目名称である「作業療法総合演習Ⅰ」は、是正項目１２でご指摘をうけたように、授業形態

の設定の考え方を明確にし、それに基づいて科目名称を検討した結果、授業が事例の検討とそのフィー
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ドバックを通して実践に向けた思考力を養うといった内容であることから、授業形態を演習ではなく実

習とした。それに合わせて、本科目の名称を「作業療法総合演習Ⅰ」から「作業療法総合実習Ⅰ」へ改

めた。 

 

資料 9-2：シラバス（作業療法総合実習Ⅰ）変更後・変更前 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）作業療法総合実習Ⅰ 

授
業
概
要
到
達
目
標 

これまで学修した作業療法及び近接領域

の知識や技術を統合することも目的とし

て、本科目では地域生活者が能力を発揮し

健康的に暮らしていくために何が課題と

なるのか発見するために、どのように作業

療法評価を応用活用できるかについて学

習する授業である。展開科目実習でいった

児童期、成人期、老年期分野からグループ

に分かれて、実習で得た情報をもとに作業

療法の評価視点である個人・集団、生活行

為、施設の物理的・人的環境からの情報を

整理して分析と構造化をおこない、各分野

の生活の何が課題となるのかを導き出す

ための作業療法評価の思考を学習する。 

 

授
業
概
要
到
達
目
標 

専門基礎科目を総合的に復習し、知識をつ

なげて理解することを目標とする。内容は、

解剖・運動・生理学といった専門基礎、各種

疾患の病態、作業療法で行う検査・測定など

の評価がつながることを再認識できるよう

学習する。本授業では、国家試験の内容を加

味し、作業療法を実施する上での最低限の

基礎医学知識の総復習を行う。また、自己評

価を行い、自らの課題を明確にし、各々がそ

の課題に対して取り組む方法や思考過程に

対して援助を行う。 

 

３）作業療法総合実習Ⅱ（作業療法総合演習Ⅱ） 

作業療法総合演習Ⅱについて、申請時点のシラバスにおいては、各種疾患の病態に関する基礎医学知

識、作業療法評価（検査・測定など）及び治療・支援に関する知識を繋げ、職業専門科目で履修した内

容を総復習する科目としていた。ご指摘のとおり総合科目の定義に合致せず、不適切であったため、改

めた。 

本科目では、ゲストスピーカー（脳卒中後の片麻痺者、脊髄損傷者、脳性麻痺者）の講話から、学生

自身が行う面接や情報収集を経て、生活障がい者として地域の中で暮らす方々がその能力を十分に発揮

し、地域社会に参加していくことの弊害となる課題を抽出し、作業療法学だけではなく近隣領域等、他

分野からの学びを参考にしながら、課題解決のための具体策を検討する。以上の実習を通じて、DP4 に

該当する「問題を発見し、解決する能力」と DP5 に該当する「応用力」を涵養する。本科目は、作業療

法士としてのキャリア形成につなげることを意図しており、配当年次は、これまで学修してきた内容の

まとめの科目となるため、4 年次後期に配置する。 

なお、科目名称である「作業療法総合演習Ⅱ」は、是正項目１２のご指摘を受け、授業形態の設定の

考え方を明確にし、それに基づいて科目名称を検討した結果、授業が事例の検討とそのフィードバック

を通して実践に向けた思考力を養うといった内容であることから、授業形態を演習ではなく実習に改め

た。それに合わせて、本科目の名称を「作業療法総合演習Ⅱ」から「作業療法総合実習Ⅱ」へ改めた。 
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資料 9-3：シラバス（作業療法総合実習Ⅱ）変更後・変更前 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）作業療法総合実習Ⅱ 

授
業
概
要
到
達
目
標 

本科目では、これまで学修した作業療法及

び近接領域の知識や技術を統合し、地域生

活障害者が抱える暮らしの中の課題に対

し、作業療法士としてどのようにそれを応

用し活用できるかについて学習する授業

である。地域障害者が抱える課題について

は、脳性麻痺、脊髄損傷、片麻痺、切断等

の障害を有した実際の地域生活障害者を

ゲストスピーカーとし、実際の体験談から

課題を発見し作業療法士としての対応策

の提案ができる応用力を育成する。 

授
業
概
要
到
達
目
標 

作業療法専門分野を総合的に復習し、専門

基礎科目を含めて知識をつなげて理解する

ことを目標とする。授業内容は、各種疾患の

病態とその生活像が作業療法評価や治療と

つながるよう学習を行う。本授業では、国家

試験の内容を加味し、作業療法を実施する

上での最低限の作業療法の実践的知識の総

復習を行う。また、自己評価を行い、自らの

課題を明確にし、各々がその課題に対して

取り組む方法や思考過程に対して援助を行

う。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

９．＜総合科目の必要性等が不明確＞ 

総合科目の以下の点を是正すること。【２学科共通】 

（２）「シンメディカル論」では、チームアプローチの実際について学修すること目的に、理学療

法学科と作業療法学科の学生全員（120 名）が同時に受講することを計画しているが、シ

ラバスを確認しても講義や演習に係る具体的な活動内容が十分に明示されておらず、教育

効果を上げるために、どのような授業が展開されるのか不明確であるため、明確に説明す

ること。 

 

（対応） 

 

「シンメディカル論」について「具体的活動内容と教育効果をあげるためにどのような授業展開がさ

れるのか明確に説明すること」とのご指摘であるが、本科目は、既設の大学（藍野大学）で行なってい

る授業科目を、本学に適した内容に変更をし、総合科目に配置したものである。是正事項１の「既設の

大学との違いを明確にすること」との指摘を踏まえると、本科目をそのままの内容で行うことは不適切

であると判断したため、具体的な活動内容等の説明を行うのではなく、科目の名称及び内容を改め、そ

の具体的な活動内容について説明を行う。 

 

１）当初予定していた科目の主旨と変更理由 

 シンメディカルとは、本法人が提唱している理念であり、「看護、理学療法、作業療法を含む医療、福

祉、保健の専門家が一緒になり（Sym）、シンフォニーを奏でるように協力して患者さん中心の医療

（Medical）を行うことが重要である」との考えを指し、「シンメディカル論」もこの考えに依拠した科

目となる。この度、既設の大学（藍野大学）との養成する人材像の違いを明確にした際、保健・福祉・

スポーツ・就労等、医療以外の分野で活躍する理学療法士・作業療法士の養成を掲げることとしたため、

「患者さんを中心とした医療専門職の協力・協働」の在り方を学ぶ本科目を総合科目として行うのは不

適当であると判断した。 

 

２）科目名称等 

本科目の名称について「シンメディカル論」から「協働連携論総合実習」へ改める。 

なお、配当年次（4 年次後期）、科目区分（必修科目）及び、理学療法学科、作業療法学科の学生全員

（120 名）を対象とする点は、申請時と同様とする。 

 

３）授業の概要・実施計画 

地域で生活している障がい者（脳卒中後の片麻痺者、脊髄損傷者、脳性麻痺者）をゲストスピーカー

として招き、生活状況の現状をお話しいただく。入院生活時の状況と現在の生活状況を対比し、病院等

から家庭に帰り生活者となることによって、新たな生活課題に直面した状況を理学療法学科、作業療法

学科の学生に提示する。本科目は、ゲストスピーカーの講話を題材として、理学療法学科、作業療法学

科の学生が一緒になり、生活課題の発見と解決策を導き出すプロセスを通じて、実践的かつ応用的な能

力を総合的に向上させることを目的とする。 
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４）実施方法 

講義中心の一方向性の授業では、教員と学生あるいは学生同士が意見交換を行うことが難しいため、

学修した知識と技術を実践できるようにするため、少人数でのグループを構成し、学科の異なる学生同

士あるいは教員、同じ学科同士の学生あるいは教員とが議論を行う中で授業を展開する。 

理学療法学科 80 名、作業療法学科 40 名の合計 120 名を各学科 4 グループに分け、理学療法学科 20

名、作業療法学科 10 名の合計 30 名を 1 教室の構成人数とする。さらに、理学療法学科 3 名、作業療法

学科 2 名の 5 名を 1 グループとし、1 教室を 6 グループ構成とすることで、小グループでのグループデ

ィスカッションができる環境を設定する。なお、1 教室には学科の異なる担当教員及び補助教員（科目

担当以外の専任教員）の 2 名を配置する。 

教室ごとにゲストスピーカーに講演いただいた直後に、質問時間を設けることで、素早く講演内容の

理解をさせる。授業後、グループのメンバーと再度講演内容を吟味し、再質問項目を考えることでグル

ープ間での考え方の共有を促す。その上で、再度教室全体での質問時間を設ける。このように個人から

グループへ、そして教室全体へと広げていくことで、問題の共有化を図る。続いて、1 グループ内で同

じ学科の 2〜3 名の学生に分かれ、意見を出し合える状況を作り、所属学科の専門的な観点から問題点

やその問題へのアプローチ方法を考え、まとめる。それをグループ毎に発表することによって、新たな

発見が生まれる状況を作り出す。その発表後に、質疑応答時間を設けることで、さらに吟味する時間を

設ける。その後、同一グループに戻り、地域で生活している障がい者の生活課題の解決案を分析・考察

する。最終的に、再度各教室担当のゲストスピーカーに対して、プレゼンテーションを行い、フィード

バックをいただくことで、思考を深める。以上の方法により、理学療法士・作業療法士としての実践的

かつ応用的な能力を総合的に向上させることを目指す。 

 

資料 9-4：シラバス（協働連携論総合実習）変更後・変更前 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）協働連携論総合実習 授業概要到達目標 

新 旧 

授
業
概
要
到
達
目
標 

リハビリテーションの分野で共通する症

状、障害を有した地域在住の障がい者に対

して、職種間連携を通してリハビリテーシ

ョンアプローチの実際について討議・学習

する。地域で働く理学療法・作業療法など

の専門職業務の理解をしながら、各専門職

が考える地域在住の障がい者に関する問

題点・アプローチ方法を検討・発表し、リ

ハビリテーションチームとしてのゴール

設定とアプローチ方法の検討・発表を行

う。内容は、実際に地域で生活されている

障がい者の講演を通して、各職種の専門性

をもとに、地域共生社会の実現に向けた解

決策を検討・提案する。 

授
業
概
要
到
達
目
標 

リハビリテーションの分野で共通する症

状、障害をテーマに実際の症例を想定して、

チームアプローチの実際について討議・学

習する。理学療法・作業療法の専門職業務の

理解をしながら、各専門職が考える提示症

例に関する問題点・アプローチ方法を検討・

発表し、リハビリテーションチームとして

のゴール設定とアプローチ方法の検討・発

表を行う。内容は、実際の症例を想定し、各

分野の専門性をもとにシンメディカルの理

念を実現するための方法について学び、当

事者主体の原理に立ったチームアプローチ

法を検討・理解する。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１０．＜単位設定の考え方が不明確＞ 

大学から示された主要授業科目をはじめ、教育課程上、１単位の科目が散見されるが、各科目

の単位設定の考え方が説明されておらず、到達目標に照らして、十分な学修効果を得られる学

修時間が確保されているのか不明確なため、各科目の単位設定の考え方を明らかにした上で、

十分な学修効果を得られる学修時間が確保されていることを明確に説明すること。【２学科共

通】 

 

（対応） 

ご指摘のとおり、理学療法学科、作業療法学科ともに、1 単位の科目が多く、各科目の単位設定の考

え方についても十分な説明ができていない。そのため、まず、1 単位の科目が多い理由、次に理学療法

学科、作業療法学科の全体的な単位設定の考え方を説明し、その上で各科目の単位設定の考え方を明確

にし、その妥当性を説明する。 

 

１）1 単位の科目を多く設定した理由 

1 単位の科目を多く設定した理由は次のとおりである。 

 

本学では、科目の内容に合わせて、講義では 1 単位 15 時間から 30 時間、演習及び実習では 1 単位

30 時間、臨地実務実習では 1 単位 45 時間と設定している。 

特に理学療法、作業療法を学修する上での基礎となる科目及び演習、実習、臨地実務実習に直接関係

する科目では、学修すべき内容が多く、多くの時間を必要とするため、1 単位 30 時間と設定した。 

一般の大学では、講義においては 2 単位 30 時間の科目設定が一般的であるが、2 単位 30 時間の内容

を 1 単位 30 時間とし、本学では授業内でより丁寧な指導を行うために、科目数を増やすことで学生の

理解を深めることとした。そのため、1 単位の科目が多いが、決して授業時間が短いわけではなく、む

しろ同等の科目においては 2 倍の時間をかけており、授業時間内で、学修成果を上げられるように工夫

している。 

授業時間外の学修時間についても、本学の教育課程では平均して各期 20 単位程度を履修する。 

時間割上では、学生は 1 日 6 時間（3 コマ程度）の履修をすることになる。このため、授業時間外の

学修は 1 日 2 時間から 3 時間、週末に 3 時間程度を行うことで、講義及び授業時間外の学修を合わせた

1 単位 45 時間の学修は十分に可能であり、1 単位の科目は多いが、時間外の学修を阻害するような単位

及び科目設定とはなっていない。 

また、科目数が多いことで、成績評価が細項目となるため、成績が詳細に分析でき、学生の状況が把

握しやすくなり、適切な指導を行うことができると考えている。 

 

２）全体的な単位及び時間数についての考え方 

（１）専門職大学設置基準に基づく単位及び時間数の考え方 

  専門職大学設置基準第 14 条第 2 項第 1 号から第 3 号に基づき、講義、演習及び実習の時間を、本

学学則で定めている。 
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（２）学則に基づく単位及び時間数の考え方 

  本学の単位及び時間に関しては、学則第 13 条で次のとおり定めている。 

 

（単位の計算方法） 

第 13 条  各授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修

等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

（１）講義については、15～30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

（２）演習については、15～30 時間の授業をもって 1 単位とする。 

（３）実験、実習及び実技等については、30～45 時間をもって 1 単位とする。 

（４）1 の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち、2 以上の方法の併用により

行う場合については、その組み合わせに応じ、前各号に規定する基準を考慮して教授会の定

める時間の授業をもって 1 単位とする。 

（５）前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これら

の学修成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、単位数を定めるこ

とができる。 

 

以上に基づき、次のように設定をした。 

 

  講義の基礎科目、展開科目については、1 単位 15 時間 

  講義の職業専門科目については、1 単位 15 時間または 30 時間 

  演習・実習に関しては、1 単位 30 時間 

  臨地実務実習に関しては、1 単位 45 時間 

 

この度のご指摘を受け、再度授業科目の単位数及び時間数の検討を両学科行った。 

 

①理学療法学科 

「体育」は、是正事項１２の指摘を受け、授業形態に関する考え方を見直した結果、授業形態が「講

義」ではなく、実習であったため、時間数を 15 時間から 30 時間に改めた。「基礎理学療法学Ⅲ」も同

様、授業形態が実習中心となるため、時間数を 15 時間から 30 時間に訂正し、科目名も「基礎理学療法

学実習Ⅰ」に変更した。「徒手理学療法学」は、授業形態が講義と実習を 1 科目の中に含めていたが、講

義と実習を分けることで学生が理解しやすく学修できると考え、「徒手理学療法学」を講義 1 単位に、

新たに「徒手理学療法学実習」1 単位を設定した。「地域共生論」は、地域住民の暮らしにおける課題を

発見する基礎になる科目であり、展開科目の中で重要な科目となるため、より広い範囲の学びを進める

べきであると考えを改め、1 単位から 2 単位に変更した。「協働連携論総合実習」（申請時：「シンメディ

カル論」）についても、是正事項１２の指摘を受け、授業形態に関する考え方を見直した結果、講義から

実習に改めたため、時間数を 30 時間から 60 時間に変更した。 
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（新旧対照表）理学療法学科 

 新 旧 

 
授業科目の名称 単位 

1 単位当た

りの時間数 
授業科目の名称 単位 

1 単位当た

りの時間数 

1 体育 1 30 体育 1 15 

2 基礎理学療法学実習Ⅰ 1 30 基礎理学療法学Ⅲ 1 15 

3 徒手理学療法学 1 15 徒手理学療法学 2 15 

4 徒手理学療法学実習 1 30 新設 ― ― 

5 地域共生論 2 15 地域共生論 1 15 

6 協働連携論総合実習 2 30 シンメディカル論 2 15 

 

②作業療法学科 

作業療法学科においては、臨地実務実習である「作業療法評価実習」及び「作業療法士総合臨床実習

Ⅰ・Ⅱ」について実習内容を検討し、見直したことから、単位数のみ変更した。詳細は、是正１５（１）

にて詳述する。また、「体育」と「協働連携論総合実習」は、申請時、講義科目としていたが、是正事項

１２の指摘を受け、授業形態に関する考え方を見直した結果、「体育」及び「協働連携論総合実習」（旧：

シンメディカル論）は、是正事項１２の指摘を受け、授業形態を講義から実習に改めた結果、1 単位 15

時間から 1 単位 30 時間に変更した。 

 

（新旧対照表）作業療法学科 

 新 旧 

 
授業科目の名称 

単

位 

1 単位当たり

の時間数 
科目名称 

単

位 

1 単位当た

りの時間数 

1 体育 1 30 体育 1 15 

2 作業療法評価実習 5 45 作業療法臨床評価実習 3 45 

3 作業療法総合臨床実習Ⅰ 7 45 作業療法臨床総合実習Ⅰ 8 45 

4 作業療法総合臨床実習Ⅱ 7 45 作業療法臨床総合実習Ⅱ 8 45 

5 協働連携論総合実習 2 30 シンメディカル論 2 15 

 

３）各授業科目の単位及び時間数についての考え方 

 各科目の単位数及び時間数の考え方は資料 10-1、10-2 の通りであり、十分な学修効果を得られる学

修時間が確保されているものと考えている。 

 

資料 10-1：各授業科目の単位及び時間数についての考え方（理学療法学科） 

資料 10-2：各授業科目の単位及び時間数についての考え方（作業療法学科） 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１１．＜コース・領域の運用計画が不明確＞ 

３つのコース・領域を設けて、それぞれの方向性や領域において、地域社会に貢献できる理学

療法士・作業療法士を育成すると説明しているが、コース・領域に関する学生への履修指導の

方法についての説明がないほか、養成する人材像ごとの履修モデルの提出もなく、学生に対し

て、いつ・どのように３つのコース・領域の履修指導を実施するのか不明確である。養成する

人材像ごとの履修モデルを明らかにした上で、学生に対する３つのコース・領域の履修指導を

いつ・どのように実施するのか明確に説明すること。この際、特定のコース・領域に学生が集

中した場合の対応方針についても併せて説明すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

１）履修モデル 

 是正事項２に記載のとおり、検討を行った結果、理学療法学科、作業療法学科で養成する人材像はあ

くまで 1 つずつであり、3 つのコース・領域ごとに異なる人材を養成するわけではないため、それぞれ

3 つの履修モデルとして再定義する。そのうえで、3 つの履修モデルは資料 11-1、11-2 のとおりとする。 

 

資料 11-1：履修モデル（理学療法学科） 

資料 11-2：履修モデル（作業療法学科） 

 

２）履修指導の方法 

学生への履修指導の方法については、履修ガイダンスを学科ごとに「入学時ガイダンス」と「2 年次

後期ガイダンス」の 2 回に分けて丁寧に行う。 

 

（１）入学時ガイダンス 

入学時ガイダンスは、入学式終了後に、各学科長が入学生に対して行う。まず、学科における人材の

養成に関する目的とディプロマ・ポリシーについて分かりやすく説明した後に、教育課程全体の説明を

行う。その際、3 つの履修モデルの趣旨と違いの説明を行う。履修モデルの分化は 3 年次より発生する

ため、2 年次後期のはじめに希望（第 1 希望と第 2 希望）を聞き、3 年次前期のはじめに結果を公表す

ることを伝える。各学科の人材の養成に関わる目的を達成するためには、それぞれの履修人数を均等に

配置することが相応しいと考えるため、学生の希望と 2 年次後期時点の累積 GPA を参考に、偏りが生

じないよう振り分けることも伝える。 

よって、入学時ガイダンスにおいて希望が必ず通るわけではないこと、希望の履修モデルに配置され

るためには優秀な成績が鍵となるため 1 年次から学修に励むべきことを伝える。 

 

（２）2 年次後期ガイダンス 

2 年次後期ガイダンスにおいては、履修モデルの違いについて改めて担任からその説明を行い、希望

を記入する用紙を配布し、当年の 12 月末までに、事務部教務課まで提出するように指示をする。併せ

て再度、各履修モデルの人数は均等に割り振りすることを伝え、希望と 2 年次後期時点の累積 GPA を

基に振り分けることについて説明を行う。希望が必ず通るわけではないこと、希望の履修モデルへの配
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置を達成するためには、2 年次後期にさらなる成績向上を目指し学修に励むべきことを伝える。 

 

設置の趣旨等を記載した書類 p.76～77 ページ 

新 旧 

学生が、本学の授業を通じて、必要な能力を習

得できるように、本学の教職員は、様々な方法で、

その履修指導を行う。まず、入学時に行うオリエ

ンテーションにおいて、事務職員より履修の方法

及び卒業要件等についての説明を行い、履修モデ

ルについての説明を含め「入学時ガイダンス」と

してそれぞれの学科より行う。また、学生が履修

上の不明な点等について聞けるように、授業の開

講期間は、事務室の窓口にて、その対応を行う。

理学療法学科及び作業療法学科ともに、担任制を

ひくため、担当教員が、適宜それらについて指導

を行うとともに、オフィス・アワーを用意し、そ

の指導時間としても活用する。加えて、「2 年次後

期ガイダンス」を学科ごとに行い、履修モデルに

ついて 2 回に分けて丁寧に行う。以下に、その詳

細を記載する。 

 

①入学時ガイダンス 

入学時ガイダンスは、入学式終了後に、学内に

おいて各学科長が入学生に対して行う。まず、学

科における人材の養成に関する目的とディプロ

マ・ポリシーについて分かりやすく説明した後

に、教育課程全体の説明を行う。その際、3 つの

履修モデルを設けていること及びそれぞれの趣

旨と違いの説明を行う。履修モデルの分化は 3 年

次より発生するため、2 年次後期のはじめに希望

（第 1 希望と第 2 希望）を聞き、3 年次前期のは

じめに結果を公表することを伝える。各学科の人

材の養成に関わる目的を達成するためには、それ

ぞれの履修人数を均等に配置することが相応し

いと考えるため、偏りが生じないよう学生の希望

と 2 年次後期時点の累積 GPA を参考に振り分け

ることも伝える。 

よって、入学時ガイダンスにおいて希望が必ず

通るわけではないこと、及び希望の履修モデルに

配置されるためには優秀な成績が鍵となるため 1

学生が、本学の授業を通じて、必要な能力を習得

できるように、本学の教職員は、様々な方法で、

その履修指導を行う。まず、入学時に行うオリエ

ンテーションにおいて、事務職員より履修の方法

及び卒業要件等についての説明を行う。また、学

生が履修上の不明な点等について聞けるように、

授業の開講期間は、事務室の窓口にて、その対応

を行う。理学療法学科及び作業療法学科ともに、

担任制を取るため、担当教員が、適宜それらにつ

いて指導を行うとともに、オフィス・アワーを用

意し、その指導時間としても活用する。 
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年次から学修に励むよう伝える。 

 

②2 年次後期ガイダンス 

2 年次後期ガイダンスにおいては、履修モデル

の違いについて改めて担任からその説明を行い、

希望を記入する用紙を配布し、当年の 12 月末ま

でに、事務部教務課まで提出するように指示をす

る。併せて再度、各履修モデルの人数は均等に割

り振りすることを伝え、希望と 2 年次後期時点の

累積 GPA を基に振り分けることについて説明を

行う。希望が必ず通るわけではないこと、及び希

望の履修モデルへの配置を達成するためには、2

年次後期にさらなる成績向上を目指し学修に励

むよう伝える。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１２．＜授業形態の設定が不明確＞ 

実験、実習又は実技による授業科目一覧（別記様式第２号（その２の４））で掲げられた各科目

について、シラバスや教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））を確認したところ、

シラバス等では講義又は演習の内容となっているにもかかわらず、実験、実習又は実技による

授業科目一覧（別記様式第２号（その２の４））では「実技」としており、不整合が生じている

ため、各科目の授業内容を再度確認するとともに、適切な授業形態に修正すること。なお、修

正に当たってはどのような考え方で授業形態を設定したかが確認できるよう、該当する科目の

シラバスとともに、授業形態の設定の考え方を明確に説明すること。【２学科共通】 

  

（対応） 

本学において、「学内で行う実習」のことを演習、「学外で行う実習」のことを実習とし、申請書類の

作成を行っていた。実験、実習又は実技による授業科目一覧（別記様式第２号（その２の４））で掲げた

科目名称の末尾が演習である科目について、以上の考え方より、授業形態を実習とするのは、不適切で

あると判断し、止む無く、「実技」としていた。ご指摘を受け、本学として講義、実習、演習の定義を次

のとおり定めた。そのうえで、全ての開設授業科目の科目名及び授業形態の見直しを次のとおり行った。 

 

１）講義・演習・実習の定義 

本学は、講義・演習・実習の定義を次のように定める。 

 

講義：主として教員による語りや問答を通して、学生に学修内容を伝達する科目。 

演習：教員から学生への口頭による学修内容の伝達を踏まえた上で、課題などによって学修を深める科

目。 

実習：授業で学修した手技・手法について体験を通して学ぶ科目。また、理学療法、作業療法の評価や

治療の考え方について事例の検討や発表を通して学ぶ科目を含む。 

 

実習の定義は、例えば、デジタル大辞泉によると、「講義などで学んだ技術や方法などを実地または実

物にあたって学ぶこと」とある。これを理学療法学科、作業療法学科に当てはめた場合、「病院やリハビ

リテーションセンター等の実地で学ぶこと」または「生身の人体など実物にあたって学ぶこと」等を意

味する。本学の実習の定義には「事例の検討や発表」という実地でも実物でもない要素を含めており、

一般的な定義よりも広く捉えることとした。リハビリテーション（特に、作業療法）は、心や精神とい

った目に見えないものを治療の対象あるいは目的として取り扱う。そのための高度な実践力を養うため

には、実物を介さずに、グループワークやアクティブラーニング等で、臨床思考を身に付ける必要もあ

る。実習科目の目的は、高度な実践力を涵養することにあるため、「事例の検討や発表」といった要素に

ついても、「実習」の定義の中に含めるべきだと判断した。 

 

２）授業科目名称及び授業形態等の見直し 

 前章の定義を踏まえた上で、シラバスを全て確認したところ、シラバス（授業計画）の新旧対照表の

とおり理学療法学科で 25 科目、作業療法学科で 27 科目の授業形態が変更となった。その変更を受け、
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該当の授業科目の科目名称の変更を行った。また、実習、実技又は演習という名称が授業計画に混在す

るシラバスを申請書類として提出していたため、それらシラバスの記載も、授業形態に即して改めた。

当該変更に伴い、修正を入れたシラバスは、資料 12-1、12-2 のとおりである。授業科目一覧（別記様式

第 2 号（その 2 の 4））の新旧対照表も次で示す。 

 

資料 12-1：授業形態の統一に伴い計画を一部変更したシラバス（理学療法学科）変更後・変更前 

資料 12-2：授業形態の統一に伴い計画を一部変更したシラバス（作業療法学科）変更後・変更前 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画）授業科目の名称及び授業形態 リハビリテーション学部 理学療

法学科 

 新 旧 

 授業科目の名称 授業形態 授業科目の名称 授業形態 

1 体育 実習 シラバスなし  

2 運動学実習 実習 運動学演習 演習 

3 運動生理学実習 実習 運動生理学演習 演習 

4 救急援助論 講義 救急援助論 講義・演習 

5 地域包括ケア論 講義 地域包括ケア論 講義・演習 

6 基礎理学療法学実習Ⅰ 実習 基礎理学療法学Ⅲ 講義 

7 基礎理学療法研究法 講義 基礎理学療法研究法 講義・演習 

8 基礎理学療法学実習Ⅱ 実習 基礎理学療法学演習 講義 

9 臨床技能論実習 実習 臨床技能論 講義 

10 理学療法評価学実習 実習 理学療法評価学演習Ⅰ 演習 

11 理学療法評価学演習 演習 理学療法評価学演習Ⅱ 演習・講義 

12 運動療法学実習 実習 運動療法学演習 演習 

13 義肢装具学Ⅱ 講義 義肢装具学演習 演習 

14 神経障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 神経障害系理学療法学演習Ⅰ 演習 

15 神経障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 神経障害系理学療法学演習Ⅱ 演習 

16 運動器障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 運動器障害系理学療法学演習Ⅰ 演習 

17 運動器障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 運動器障害系理学療法学演習Ⅱ 演習 

18 内部障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 内部障害系理学療法学演習Ⅰ 演習 

19 内部障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 内部障害系理学療法学演習Ⅱ 演習 

20 スポーツ障害系理学療法学実習 実習 スポーツ障害系理学療法学演習 演習 

21 地域理学療法学実習 実習 地域理学療法学Ⅱ 講義・演習 

22 障がい者スポーツ論実習 実習 障がい者スポーツ論演習 演習 

23 健康増進実践演習 演習 健康増進実践演習Ⅰ 演習 

24 健康増進実践実習 実習 健康増進実践演習Ⅱ 演習 

25 協働連携論総合実習 実習 シンメディカル論 講義 
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（新旧対照表）シラバス（授業計画）授業科目の名称及び授業形態 リハビリテーション学部 作業療

法学科 

 新 旧 

 授業科目の名称 授業形態 授業科目の名称 授業形態 

1 体育 実習 シラバスなし  

2 運動学実習 実習 運動学演習 演習 

3 基礎作業学実習Ⅰ 実習 基礎作業学演習Ⅱ 演習 

4 基礎作業学実習Ⅱ 実習 基礎作業学演習Ⅰ 演習 

5 身体障害作業療法評価学実習Ⅰ 実習 身体障害作業療法評価学演習Ⅰ 演習 

6 身体障害作業療法評価学実習Ⅱ 実習 身体障害作業療法評価学演習Ⅱ 演習 

7 精神障害作業療法評価学実習 実習 精神障害作業療法評価学演習 演習 

8 発達障害作業療法評価学実習 実習 発達障害作業療法評価学演習 演習 

9 運動器疾患作業療法学実習 実習 運動器疾患作業療法学演習 演習 

10 中枢神経疾患作業療法学実習 実習 中枢神経疾患作業療法学演習 演習 

11 高次脳機能障害作業療法学実習 実習 高次脳機能障害作業療法学演習 演習 

12 精神障害作業療法学実習 実習 精神障害作業療法学演習 演習 

13 発達障害作業療法学実習Ⅰ 実習 発達障害作業療法学演習Ⅰ 演習 

14 発達障害作業療法学実習Ⅱ 実習 発達障害作業療法学演習Ⅱ 演習 

15 老年期障害作業療法学実習 実習 老年期障害作業療法学演習 演習 

16 日常生活活動論実習 実習 日常生活活動論演習 演習 

17 社会生活行為論実習 実習 社会生活行為論演習 演習 

18 作業分析活用論実習 実習 作業分析活用論Ⅱ 講義 

19 作業療法義肢装具実習 実習 作業療法義肢装具演習 演習 

20 生活行為向上マネジメント論実習 実習 生活行為向上マネジメント論演習 演習 

21 地域生活作業療法学実習Ⅰ 実習 地域生活作業療法学演習Ⅰ 演習 

22 地域生活作業療法学実習Ⅱ 実習 地域生活作業療法学演習Ⅱ 演習 

23 地域生活作業療法学実習Ⅲ 実習 地域生活作業療法学演習Ⅲ 演習 

24 障がい者スポーツ論実習 実習 障がい者スポーツ論演習 演習 

25 協働連携論総合実習 実習 シンメディカル論 講義 

26 作業療法総合実習Ⅰ 実習 作業療法総合演習Ⅰ 演習 

27 作業療法総合実習Ⅱ 実習 作業療法総合演習Ⅱ 演習 

 

 なお、申請時において、「身体障害作業療法基礎技法」としていた講義科目について、実習・実技との

誤解を生む科目名称のため、「身体障害作業療法基礎技術論」に名称を変更した。併せて、「作業分析活

用論Ⅱ」の授業形態の見直しを行った結果、講義から実習に変更になったことを受け、「作業分析活用論

Ⅰ」の名称を「作業分析活用論」とした。 
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（新旧対照表）シラバス（授業計画）授業科目の名称 作業療法学科 

 新 旧 

授業科目の名称 
身体障害作業療法基礎技術論 身体障害作業療法基礎技法 

作業分析活用論 作業分析活用論Ⅰ 

 

（新旧対照表）実験、実習又は実技による授業科目一覧（別記様式第 2 号（その 2 の 4））リハビリテー

ション学部 理学療法学科 

 新 旧 

 授業科目の名称 授業形態 授業科目の名称 授業形態 

1 体育 実習 当該様式への記載なし  

2 運動学実習 実習 運動学演習 実技 

3 運動生理学実習 実習 運動生理学演習 実技 

4 基礎理学療法学実習Ⅰ 実習 当該様式への記載なし  

5 基礎理学療法学実習Ⅱ 実習 基礎理学療法学演習 実技 

6 臨床技能論実習 実習 当該様式への記載なし  

7 理学療法評価学実習 実習 理学療法評価学演習Ⅰ 実技 

8 当該様式への記載なし  理学療法評価学演習Ⅱ 実技 

9 運動療法学実習 実習 運動療法学演習 実技 

10 徒手理学療法学実習 実習 当該様式への記載なし  

11 当該様式への記載なし  義肢装具学演習 実技 

12 神経障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 神経障害系理学療法学演習Ⅰ 実技 

13 神経障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 神経障害系理学療法学演習Ⅱ 実技 

14 運動器障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 運動器障害系理学療法学演習Ⅰ 実技 

15 運動器障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 運動器障害系理学療法学演習Ⅱ 実技 

16 内部障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 内部障害系理学療法学演習Ⅰ 実技 

17 内部障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 内部障害系理学療法学演習Ⅱ 実技 

18 ―  小児期理学療法学演習 実技 

19 ―  老年期理学療法学演習 実技 

20 スポーツ障害系理学療法学実習 実習 スポーツ障害系理学療法学演習 実技 

21 障がい者スポーツ論実習 実習 障がい者スポーツ論演習 実技 

22 当該様式への記載なし  健康増進実践演習Ⅰ 実技 

23 健康増進実践実習 実習 健康増進実践演習Ⅱ 実技 

24 ―  リハビリテーション総合演習 実技 
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（新旧対照表）実験、実習又は実技による授業科目一覧（別記様式第 2 号（その 2 の 4））リハビリテー

ション学部 作業療法学科 

 新 旧 

 授業科目の名称 授業形態 授業科目の名称 授業形態 

1 体育 実習 ―  

2 運動学実習 実習 運動学演習 実技 

3 基礎作業学実習Ⅱ 実習 基礎作業学演習Ⅰ 実技 

4 基礎作業学実習Ⅰ 実習 基礎作業学演習Ⅱ 実技 

5 身体障害作業療法評価学実習Ⅰ 実習 身体障害作業療法評価学演習Ⅰ 実技 

6 身体障害作業療法評価学実習Ⅱ 実習 身体障害作業療法評価学演習Ⅱ 実技 

7 精神障害作業療法評価学実習 実習 精神障害作業療法評価学演習 実技 

8 発達障害作業療法評価学実習 実習 発達障害作業療法評価学演習 実技 

9 運動器疾患作業療法学実習 実習 運動器疾患作業療法学演習 実技 

10 中枢神経疾患作業療法学実習 実習 中枢神経疾患作業療法学演習 実技 

11 高次脳機能障害作業療法学実習 実習 高次脳機能障害作業療法学演習 実技 

12 精神障害作業療法学実習 実習 精神障害作業療法学演習 実技 

13 発達障害作業療法学実習Ⅰ 実習 発達障害作業療法学演習Ⅰ 実技 

14 発達障害作業療法学実習Ⅱ 実習 発達障害作業療法学演習Ⅱ 実技 

15 老年期障害作業療法学実習 実習 老年期障害作業療法学演習 実技 

16 日常生活活動論実習 実習 日常生活活動論演習 実技 

17 社会生活行為論実習 実習 社会生活行為論演習 実技 

18 作業分析活用論実習 実習 ―  

19 作業療法義肢装具実習 実習 作業療法義肢装具演習 実技 

20 生活行為向上マネジメント論実習 実習 生活行為向上マネジメント論演習 実技 

21 地域生活作業療法学実習Ⅰ 実習 地域生活作業療法学演習Ⅰ 実技 

22 地域生活作業療法学実習Ⅱ 実習 地域生活作業療法学演習Ⅱ 実技 

23 地域生活作業療法学実習Ⅲ 実習 地域生活作業療法学演習Ⅲ 実技 

24 障がい者スポーツ論実習 実習 障がい者スポーツ論演習 実技 

25 協働連携論総合実習 実習 当該様式への記載なし  

26 作業療法総合実習Ⅰ 実習 作業療法総合演習Ⅰ 実技 

27 作業療法総合実習Ⅱ 実習 作業療法総合演習Ⅱ 実技 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１３．＜シラバスの内容が不十分＞ 

提出されたシラバスを確認したところ、１単位 45 時間の学修時間数に含まれる「授業時間以

外の学習」欄が未記載になっているもの、学生が担当教員に質問等を行うことができる機会を

担保するオフィスアワーが未記載になっているもの、授業計画の内容が「活動①」、「活動②」

のように各授業でどのような内容を学修するのか不明確なものなど、専門職大学設置基準第 19

条で規定する授業方法等の明示を満たしていない科目が多いため、全てのシラバスを点検し、

不十分なシラバスは是正すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 

「授業時間外の学習」及び「オフィスアワー」が未記載となっていたシラバスについて、その全てに

記載を行った。また、各授業でどのような内容を学修するのか不明確なものについても、専門職大学設

置基準第 19 条を踏まえ、その修正を行った。「授業時間外の学習」及び「オフィスアワー」については、

新旧対照表で、学修内容が不明確なものについては、シラバスを添付する。 

 

資料 13-1：学修内容が明確になるよう変更したシラバス（理学療法学科）変更後・変更前 

資料 13-2：学修内容が明確になるよう変更したシラバス（作業療法学科）変更後・変更前 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画） 授業時間外の学習及びオフィスアワー 理学療法学科 

新 旧 

授
業
科
目
名 

授業時間外の学習 授
業
科
目
名 

授業時間外の学習 

オフィスアワー オフィスアワー 

学
び
の
基
盤 

授業で学んだ内容を、他の講義で実践して学

ぶスキルアップを図るため、必ず復習するよ

うにしてください。 

学
び
の
基
盤 

授業で学んだ内容を、他の講義で実践して学

ぶスキルアップを図ってください。 

前期：月 16：10～17：15  記載なし 

解
剖
学Ⅰ

 

各単元ごとに小テストを実施するため、授業の復

習を行うこと。 

解
剖
学Ⅰ

 

京都大学での解剖学見学実習を希望する。 

前期：火、木 16：10～17：15 記載なし 

解
剖
学Ⅱ

 

各単元ごとに小テストを実施するため、授業の復

習を行うこと。 

解
剖
学Ⅱ

 

記載なし 

後期：火、木 16：10～17：15 記載なし 

解
剖
学Ⅲ

 

構造と機能が説明できるようになるために講義

後、必ず復習をすること。 
解
剖
学Ⅲ

 

記載なし 

後期：火、木 16：10～17：15 記載なし 
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運
動
学Ⅰ

 

人間の動きは複雑です。講義後に学生同士で

肢位を変え、動きを体感し確認しながら復習

を行うこと。 

運
動
学Ⅰ

 

人間の動きは複雑です。学生同士で肢位を変

え、動きを体感し確認しながら進めてくださ

い。 

後期：水 16：10～17：15 記載なし 

運
動
学Ⅱ

 

本講義においては、運動学、解剖学や生理学などの

基礎分野の理解が必要となります。 

その分野を復習してから講義に臨んでください。

また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要

点をまとめることで復習になるように進めて下さ

い。 

運
動
学Ⅱ

 

本講義においては、運動学、解剖学や生理学などの

基礎分野の理解が必要となります。 

その分野を復習してから講義に臨んでください。 

また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要

点をまとめることで復習になるように進めて下さ

い。 

安田 前期：水 16：10～17：15 

里中 前期：水 16：10～17：15 

藤谷 前期：水 16：10～17：15 

記載なし 

運
動
学
実
習 

本講義においては、運動学、解剖学や生理学などの

基礎分野の理解が必要となります。 

その分野を復習してから講義に臨んでください。 

また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要

点をまとめることで復習になるように進めて下さ

い。 

運
動
学
演
習 

本講義においては、運動学、解剖学や生理学などの

基礎分野の理解が必要となります。 

その分野を復習してから講義に臨んでください。 

また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要

点をまとめることで復習になるように進めて下さ

い。 

安田 後期：水 16：10～17：15 

藤谷 後期：水 16：10～17：15 

記載なし 

運
動
生
理
学
実
習 

本授業においては、生理学、運動学などの基礎分野

の理解が必要となります。その分野を復習してか

ら授業に臨んでください。また、授業後は、教科書、

参考資料の見返し、要点をまとめることで復習に

なるように進めてください。 

運
動
生
理
学
演
習 

本授業においては、生理学、運動学などの基礎分野

の理解が必要となります。その分野を復習してか

ら授業に臨んでください。また、授業後は、教科書、

参考資料の見返し、要点をまとめることで復習に

なるように進めてください。 

後期：月 16：10～17：15 記載なし 

救
急
援
助
論 

医療職種として重要な知識ですので、各講義ごと

に復習をするようにしてください。 救
急
援
助
論 

記載なし 

後期：水、金 16：10～17：15 記載なし 

内
科
学Ⅰ

 

授業の前に、シラバスに記載してある内容につい

て教科書で予習しておくこと。小テストについて、

配布プリント、教科書を参考に必ず復習する。 

内
科
学Ⅰ

 

授業の前に、シラバスに記載してある内容につい

て教科書で予習しておくこと。小テストについて、

配布プリント、教科書を参考に必ず復習する。 

前期：火、木 16：10～17：15 記載なし 
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内
科
学Ⅱ

 

授業の前に、シラバスに記載してある内容につい

て教科書で予習しておくこと。小テストについて、

配布プリント、教科書を参考に必ず復習する。 

内
科
学Ⅱ

 

授業の前に、シラバスに記載してある内容につい

て教科書で予習しておくこと。小テストについて、

配布プリント、教科書を参考に必ず復習する。 

後期：火、木 16：10～17：15 記載なし 

整
形
外
科
学Ⅰ

 

関連項目の解剖学と生理学の予習は必須である。

授業後は、教科書の見返し、要点をまとめることで

復習になるように進めてください。 

整
形
外
科
学Ⅰ

 

関連項目の解剖学と生理学の予習は必須である。 

前期：火 16：10～17：15 記載なし 

整
形
外
科
学Ⅱ

 

関連項目の解剖学と生理学の予習は必須である。

授業後は、教科書の見返し、要点をまとめることで

復習になるように進めてください。 

整
形
外
科
学Ⅱ

 

関連項目の解剖学と生理学の予習は必須である。 

後期：火 16：10～17：15 記載なし 

予
防
医
学 

授業後は、配布資料の見返し、要点をまとめること

で復習になるように進めてください。また復習と

ともに、他の科目との関連性を広げてください。 
予
防
医
学 

復習とともに、他の科目との関連性を広げてくだ

さい。 

 

山川 前期：木 16：10～17：15 

分木 前期：月 16：10～17：15 

鈴木 前期：水 16：10～17：15 

記載なし 

地
域
包
括
ケ
ア
論 

本講義は医療・介護・福祉分野を体系的に理解して

おくことで授業理解がスムーズとなります。これ

らの分野を予習し、授業後は、教科書の見返し、要

点をまとめることで復習になるように進めてくだ

さい。 

地
域
包
括
ケ
ア
論 

本講義は医療・介護・福祉分野を体系的に理解して

おくことで授業理解がスムーズとなります。これ

らの分野を復習し、地域社会に興味を持って講義

に臨んで下さい。 

弘部 前期：水 16：10～17：15 

鈴木 前期：水 16：10～17：15 

記載なし 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論 

講義後は教科書、文献等の見返し要点をまとめる

ことで習になるように進めて下さい。 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論 

本講義は理学療法に至る入口の学問です。リハビ

リテーションとは何かを考え、幅広い概念で捉え

られるよう柔軟な態度で授業に臨んで下さい。ま

た、同時に医療用語の理解を進めて下さい。 

前期：月 16：10～17：15 記載なし 

基
礎
理
学
療
法
学Ⅰ

 

講義後は教科書を見返し要点をまとめることで復

習になるように進めて下さい。特に、ICF につい

てまとめることで理解を深めてもらいます。学生

同士で議論する時間を作ってまとめてください。 

基
礎
理
学
療
法
学Ⅰ

 

ICF についてまとめることで理解を深めてもらい

ます。学生同士で議論する時間を作ってまとめて

ください。 

前期：水 16：10～17：15 記載なし 
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基
礎
理
学
療
法
学Ⅱ

 

授業ごとに復習、レポート作成により考えをまと

める時間を作ってください。 

基
礎
理
学
療
法
学Ⅱ

 

常に、なぜだろうと、疑問を持ち、自分で考えるく

せを付けましょう 

前期：木 16：10～17：15 記載なし 

基
礎
理
学
療
法
学
実
習Ⅰ

 

講義後は教科書を見返し要点をまとめることで復

習になるように進めて下さい。 基
礎
理
学
療
法
学Ⅲ

 

事前に解剖学の筋の起始・停止、作用を復習し、切

断されたときに生じる機能障害を想起できるよう

にしておくこと。 

後期：水 16：10～17：15 記載なし 

基
礎
理
学
療
法
研
究
法 

英語論文に親しみ、抄読会に向けての準備をグル

ープで積極的に行ってください。 

基
礎
理
学
療
法
研
究
法 

英語論文に親しみ、抄読会に向けての準備をグル

ープで積極的に行ってください。 

前期：水 16：10～17：15 記載なし 

基
礎
理
学
療
法
学
実
習Ⅱ

 

本講義においては、解剖学と運動学の理解が必要

となります。その分野を授業の進行に合わせて復

習しながら講義に臨んでください。また講義後は、

学生同士で触診の復習を進めてください。 

基
礎
理
学
療
法
演
習 

本講義においては、解剖学と運動学の理解が必要

となります。その分野を授業の進行に合わせて復

習しながら講義に臨んでください。また講義後は、

学生同士で触診の復習を進めてください。 

後期：月 16：10～17：15 記載なし 

臨
床
技
能
論
実
習 

理学療法の対象となる疾患・評価・動作について、

講義前に復習しておいてください。 

授業時間は限られています。評価の実技のスキル

アップを図れるように各自練習してください。 

臨
床
技
能
論 

理学療法の対象となる疾患について、病態、障害像

が想起できるように復習しておいてください。 

授業時間は限られています。評価の実技のスキル

アップを図れるように各自練習してください。 

川﨑 前期：月 16：10～17：15 記載なし 

理
学
療
法
管
理
学 

日常生活での様々な事象について常に注意し、観

察しながら本講義内容を当てはめて生活してみま

しょう。また、ノートや参考資料等を見返し要点を

まとめることで復習になるように進めて下さい。 

理
学
療
法
管
理
学 

日常生活での様々な事象について常に注意し、観

察しながら本講義内容を当てはめて生活してみま

しょう。 

後期：水 16：10～17：15 記載なし 

理
学
療
法
評
価
学 

理学療法士には各回の内容の関連を含め確実に習

得していく必要があるため、復習を行い技術の習

得に努めること。 

理
学
療
法
評
価
学 

理学療法士には各回の内容の関連を含め確実に習

得していく必要があるため、復習をし技術の習得

に努めること。 

後期：月 16：10～17：15 記載なし 
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理
学
療
法
評
価
学
実
習 

実技中心の授業です。必ず復習をして体が覚えて

実技ができるように努力してください。 

理
学
療
法
評
価
学
演
習Ⅰ

 

実技中心の授業です。必ず復習をして体が覚えて

実技ができるように努力してください。 

大西 前期：水 16：10～17：15 

宇於崎 前期：月 16：10～17：15 

記載なし 

理
学
療
法
評
価
学
演
習 

本講義においては、評価学並びに各種疾患学など

の分野の理解が必要となります。その分野を復習

してから講義に臨んでください。また講義後は教

科書、参考資料、文献等の見返し要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

理
学
療
法
評
価
学
演
習Ⅱ

 

本講義においては、評価学並びに各種疾患学など

の分野の理解が必要となります。その分野を復習

してから講義に臨んでください。また講義後は教

科書、参考資料、文献等の見返し要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

山内 前期：水 16：10～17：15 

弘部 前期：水 16：10～17：15 

藤谷 前期：水 16：10～17：15 

記載なし 

画
像
評
価
学 

本講義は、解剖学や画像診断学、整形外科学、神経

内科学といった基礎、専門基礎科目からの応用科

目になるので、しっかり各講義予習・復習してくだ

さい。 

画
像
評
価
学 

本講義は、解剖学や画像診断学、整形外科学、神経

内科学といった基礎、専門基礎科目からの応用科

目になるので、しっかり復習して臨んでください。 

堀 後期：木 16：10～17：15 

和智 後期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 

運
動
療
法
学 

本授業においては、解剖学、生理学、運動学などの

基礎分野の理解が必要となります。その分野を復

習してから授業に臨んでください。また、授業後

は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

運
動
療
法
学 

本授業においては、解剖学、生理学、運動学などの

基礎分野の理解が必要となります。その分野を復

習してから授業に臨んでください。また、授業後

は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

治郎丸 前期：木 16：10～17：15 記載なし 

運
動
療
法
学
実
習 

運動療法学の授業がベースとなります。実技は常

にリスク管理を心がけ、丁寧なハンドリングを身

につけれるよう復習すること。 

運
動
療
法
学
演
習 

運動療法学の授業がベースとなります。実技は常

にリスク管理を心がけ、丁寧なハンドリングを身

につけましょう。 

後期：水 16：10～17：15 記載なし 

徒
手
理
学
療
法
学 

本講義は、解剖学や運動学が基礎になる応用科目

になるので、しっかり予習・復習してください。 徒
手
理
学
療
法
学 

本講義は、解剖学や運動学が基礎になる応用科目

になるので、しっかり復習して臨んでください。 

前期：水 16：10～17：15 記載なし 
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物
理
療
法
学 

生理学の分野の復習、講義後は教科書や参考資料

を基に復習してください。 

物
理
療
法
学 

本授業においては、寒冷、温熱、電気などの物理的

エネルギーが生体に加わった時の生理的反応を評

価や治療に応用するため、生理学の分野への理解

があった上での学問になります。講義の中でも復

習しますが、事前に復習するようにしましょう。 

前期：木 16：10～17：15 記載なし 

日
常
生
活
活
動
学 

ADL 評価（Barthel Index、FIM）がしっかりでき

るように復習してください。 

歩行補助具の適合は、学生同士で練習し、適合と歩

行指導・介助ができるようになるまで練習してく

ださい。 

日
常
生
活
活
動
学 

ADL 評価（Barthel Index、FIM）がしっかりでき

るように復習してください。 

歩行補助具の適合は、学生同士で練習し、適合と歩

行指導・介助ができるようになるまで練習してく

ださい。 

植田 前期：水 16：10～17：15 

川﨑 前期：月 16：10～17：15 

記載なし 

義
肢
装
具
学Ⅰ

 

事前に解剖学の筋の起始・停止、作用を復習し、切

断されたときに生じる機能障害を想起できるよう

にしておくこと。また、講義後は教科書や参考資料

を基に復習しおくこと。 

 

義
肢
装
具
学 

事前に解剖学の筋の起始・停止、作用を復習し、切

断されたときに生じる機能障害を想起できるよう

にしておくこと。 

大西 前期：水 16：10～17：15 

安田 前期：水 16：10～17：15 

記載なし 

義
肢
装
具
学Ⅱ

 

授業時間は限られているため、授業後に紹介した

義肢や装具を実際に手に取って構造や機能の理解

を深めるようにしてください。 

義
肢
装
具
学
演
習 

復習で、授業時間は限られているため、授業で紹介

した義肢や装具を実際に手に取って構造や機能の

理解を深めるようにしてください。 

大西 後期：火 16：10～17：15 

安田 後期：水 16：10～17：15 

記載なし 

神
経
障
害
系
理
学
療
法
学
実
習Ⅰ

 
本講義においては、評価学並びに脳血管障害など

の医学分野の理解が必要となります。その分野を

復習してから講義に臨んでください。また講義後

は教科書、配布資料等の見返し要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

神
経
障
害
系
理
学
療
法
学
演
習Ⅰ

 

本講義においては、評価学並びに脳血管障害など

の医学分野の理解が必要となります。その分野を

復習してから講義に臨んでください。また講義後

は効果書、配布資料等の見返し要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

藤谷 後期：水 16：10～17：15 記載なし 

神
経
障
害
系
理
学
療

法
学
実
習Ⅱ

 

本講義においては、評価学並びに脳血管障害など

の医学分野の理解が必要となります。その分野を

復習してから講義に臨んでください。また講義後

は教科書、配布資料等の見返し要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

神
経
障
害
系
理
学
療

法
学
演
習Ⅱ

 

本講義においては、評価学並びに脳血管障害など

の医学分野の理解が必要となります。その分野を

復習してから講義に臨んでください。また講義後

は効果書、配布資料等の見返し要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 
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前期：水 16：10～17：15 記載なし 

運
動
器
障
害
系
理
学
療
法
学
実
習Ⅰ

 

整形外科学で学んだ骨折の知識を基本に授業が進

みます。整形外科学の教科書の予習、また講義後は

教科書の復習を行うこと。 

運
動
器
障
害
系
理
学
療
法
学
演
習Ⅰ

 

整形外科学で学んだ骨折の知識を基本に授業が進

みます。整形外科学の教科書の予習、また講義後は

教科書の復習を行うこと。 

後期：火 16：10～17：15 記載なし 

運
動
器
障
害
系
理
学
療
法
学
実
習Ⅱ

 

整形外科学で学んだ疾患の知識を基に授業が進み

ます。整形外科学の教科書の復習をしっかりして

から本授業に臨んでください。また講義後は教科

書の復習を行うこと。 

運
動
器
障
害
系
理
学
療
法
学
演
習Ⅱ

 

整形外科学で学んだ疾患の知識を基に授業が進み

ます。整形外科学の教科書の復習をしっかりして

から本授業に臨んでください。また解剖学と運動

学の知識が重要になりますので、これらの復習も

してください。 

大西 前期：水 16：10～17：15 

安田 前期：水 16：10～17：15 

  

内
部
障
害
系
理
学
療
法
学
実
習Ⅰ

 

解剖・生理学を基礎に、内科学を踏まえた授業にな

ります。復習を中心に自己学習を進めてください。

実技も、学生同士で実習の練習を復習することを

推奨します。 

内
部
障
害
系
理
学
療
法
学
演
習Ⅰ

 

解剖・生理学を基礎に、内科学を踏まえた授業にな

ります。復習を中心に自己学習を進めてください。

実技も、学生同士で実習の練習を復習することを

推奨します。 

前期：水 16：10～17：15 記載なし 

内
部
障
害
系
理
学
療
法
学
実
習Ⅱ

 
症例検討が中心になります。自己学習で文献検索

をすることと、友だちと話すことで考えが広がり

まとまるので、ディスカッションを多くしてくだ

さい。 

 

内
部
障
害
系
理
学
療
法
学
演
習Ⅱ

 

症例検討が中心になります。自己学習で文献検索

をすることと、友だちと話すことで考えが広がり

まとまるので、ディスカッションを多くしてくだ

さい。 

前期：水 16：10～17：15 記載なし 

小
児
期
理
学
療
法
学

演
習 

小児疾患についての復習を中心とした自己学習

と、実際に学んだ理学療法技術について友達同士

で実習の復習もできるだけ多く練習してくださ

い。 

 

小
児
期
理
学
療
法
学

演
習 

小児疾患についての復習を中心とした自己学習

と、実際に学んだ理学療法技術について友達同士

で実習の復習もできるだけ多く練習してくださ

い。 
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里中 後期：水 16：10～17：15 

 

 

 

 

 

記載なし 

ス
ポ
ー
ツ
障
害
系
理
学
療
法
学
実
習 

本授業においては、運動学、整形外科学、運動療法

学などの分野の理解が必要となります。その分野

を復習してから授業に臨んでください。また、授業

後は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめる

ことで復習になるように進めてください。 

ス
ポ
ー
ツ
障
害
系
理
学
療
法
学
演
習 

本授業においては、運動学、整形外科学、運動療法

学などの分野の理解が必要となります。その分野

を復習してから授業に臨んでください。また、授業

後は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめる

ことで復習になるように進めてください。 

後期：木 16：10～17：15 記載なし 

神
経
筋
骨
格
障
害
応
用
論
実
習 

実習中心の授業です。必ず復習をして体が覚えて

実技ができるように努力してください。 
神
経
筋
骨
格
障
害
応
用
論
実
習 

実習中心の授業です。必ず復習をして体が覚えて

実技ができるように努力してください。 

山内 後期：水 16：10～17：15 

宇於崎 後期：月 16：10～17：15 

大西 後期：水 16：10～17：15 

池谷 後期：水 16：10～17：15 

 

記載なし 

内
部
障
害
応
用
論
実
習 

必要な文献の収集と、理解を深めポートフォリオ

を作成してください。 

内
部
障
害
応
用
論
実
習 

必要な文献の収集と、理解を深めポートフォリオ

を作成してください。 

後期：水 16：10～17：15 記載なし 

ス
ポ
ー
ツ
障
害
応
用
論
実
習 

本授業においては、これまで学んできた全ての科

目の理解が必要となります。特にスポーツ分野の

科目を中心に復習して基礎知識の整理を行ってお

いてください。また、臨床現場において情報収集や

検査実、トレーニングができるように実技練習な

ど実践できるように備えておいてください。また、

毎日の実習で得た知識・技術の振り返りや教科書

の見返しなどにより、要点をまとめることで復習

になるように進めてください。 

ス
ポ
ー
ツ
障
害
応
用
論
実
習 

本授業においては、これまで学んできた全ての科

目の理解が必要となります。特にスポーツ分野の

科目を中心に復習して基礎知識の整理を行ってお

いてください。また、臨床現場において情報収集や

検査実、トレーニングができるように実技練習な

ど実践できるように備えておいてください。また、

毎日の実習で得た知識・技術の振り返りや教科書

の見返しなどにより、要点をまとめることで復習

になるように進めてください。 
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治郎丸 後期：木 16：10～17：15 

宇於崎 後期：月 16：10～17：15 

野口 後期：水、金 16：10～17：15 

和智 後期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 

地
域
理
学
療
法
学 

バリアフリーとユニバーサルデザインについて理

解しておく。また講義後は教科書の復習を行うこ

と。そして、自分が住んでいる町の環境について興

味をもち、未来に向けて「もっと住みやすい街」に

するためには？を考えてみてください。 

地
域
理
学
療
法
学Ⅰ

 

バリアフリーとユニバーサルデザインについて理

解しておく。 

自分が住んでいる町の環境について興味をもち、

未来に向けて「もっと住みやすい街」にするために

は？を考えてみてください。 

植田 後期：水 16：10～17：15 

川﨑 後期：月 16：10～17：15 

記載なし 

地
域
理
学
療
法
学
実
習 

褥瘡・嚥下障害について予習して授業に臨んでく

ださい。また講義後は教科書の復習を行うように

してください。 

地
域
理
学
療
法
学Ⅱ

 
褥瘡・嚥下障害について予習して授業に臨んでく

ださい。 

弘部 前期：水 16：10～17：15 

鈴木 前期：水 16：10～17：15 

記載なし 

理
学
療
法
見
学
実
習Ⅰ

 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

見
学
実
習Ⅰ

 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 
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池谷 前期：水 16：10～17：15  

植田 前期：火 16：10～17：15  

川﨑 前期：月 16：10～17：15  

宇於崎 前期：月 16：10～17：15  

大西 前期：水 16：10～17：15  

佐々木 前期：月、水 16：10～17：15  

里中 前期：水 16：10～17：15  

治郎丸 前期：木 16：10～17：15  

鈴木 前期：水 16：10～17：15  

野口 前期：水、金 16：10～17：15  

弘部 前期：水 16：10～17：15  

藤谷 前期：水 16：10～17：15  

分木 前期：月 16：10～17：15  

堀 前期：木 16：10～17：15  

安田 前期：水 16：10～17：15  

山内 前期：水 16：10～17：15  

和智 前期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 

理
学
療
法
見
学
実
習

Ⅱ
 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

見
学
実
習Ⅱ

 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 
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池谷 前期：水 16：10～17：15  

植田 前期：火 16：10～17：15  

川﨑 前期：月 16：10～17：15  

宇於崎 前期：月 16：10～17：15  

大西 前期：水 16：10～17：15  

佐々木 前期：月、水 16：10～17：15  

里中 前期：水 16：10～17：15  

治郎丸 前期：木 16：10～17：15  

鈴木 前期：水 16：10～17：15  

野口 前期：水、金 16：10～17：15  

弘部 前期：水 16：10～17：15  

藤谷 前期：水 16：10～17：15  

分木 前期：月 16：10～17：15  

堀 前期：木 16：10～17：15  

安田 前期：水 16：10～17：15  

山内 前期：水 16：10～17：15  

和智 前期：水、金 16：10～17：15 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載なし 

理
学
療
法
見
学
実
習Ⅲ

 
この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

 

 

 

見
学
実
習Ⅲ

 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 
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池谷 前期：水 16：10～17：15  

植田 前期：火 16：10～17：15  

川﨑 前期：月 16：10～17：15  

宇於崎 前期：月 16：10～17：15  

大西 前期：水 16：10～17：15  

佐々木 前期：月、水 16：10～17：15  

里中 前期：水 16：10～17：15  

治郎丸 前期：木 16：10～17：15  

鈴木 前期：水 16：10～17：15  

野口 前期：水、金 16：10～17：15  

弘部 前期：水 16：10～17：15  

藤谷 前期：水 16：10～17：15  

分木 前期：月 16：10～17：15  

堀 前期：木 16：10～17：15  

安田 前期：水 16：10～17：15  

山内 前期：水 16：10～17：15  

和智 前期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 

理
学
療
法
評
価
実
習 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

評
価
実
習 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

池谷 前期：水 16：10～17：15  

植田 前期：火 16：10～17：15  

川﨑 前期：月 16：10～17：15  

宇於崎 前期：月 16：10～17：15  

大西 前期：水 16：10～17：15  

佐々木 前期：月、水 16：10～17：15  

里中 前期：水 16：10～17：15  

治郎丸 前期：木 16：10～17：15  

鈴木 前期：水 16：10～17：15  

野口 前期：水、金 16：10～17：15  

弘部 前期：水 16：10～17：15  

藤谷 前期：水 16：10～17：15  

分木 前期：月 16：10～17：15  

堀 前期：木 16：10～17：15  

安田 前期：水 16：10～17：15  

山内 前期：水 16：10～17：15  

和智 前期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 
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理
学
療
法
総
合
臨
床
実
習Ⅰ

 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

総
合
臨
床
実
習Ⅰ

 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

池谷 前期：水 16：10～17：15  

植田 前期：火 16：10～17：15  

川﨑 前期：月 16：10～17：15  

宇於崎 前期：月 16：10～17：15  

大西 前期：水 16：10～17：15  

佐々木 前期：月、水 16：10～17：15  

里中 前期：水 16：10～17：15  

治郎丸 前期：木 16：10～17：15  

鈴木 前期：水 16：10～17：15  

野口 前期：水、金 16：10～17：15  

弘部 前期：水 16：10～17：15  

藤谷 前期：水 16：10～17：15  

分木 前期：月 16：10～17：15  

堀 前期：木 16：10～17：15  

安田 前期：水 16：10～17：15  

山内 前期：水 16：10～17：15  

和智 前期：水、金 16：10～17：15 

 

 

 

 

 

 

 

記載なし 

理
学
療
法
総
合
臨
床
実
習Ⅱ

 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

 

 

 

総
合
臨
床
実
習Ⅱ

 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 
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池谷 前期：水 16：10～17：15  

植田 前期：火 16：10～17：15  

川﨑 前期：月 16：10～17：15  

宇於崎 前期：月 16：10～17：15  

大西 前期：水 16：10～17：15  

佐々木 前期：月、水 16：10～17：15  

里中 前期：水 16：10～17：15  

治郎丸 前期：木 16：10～17：15  

鈴木 前期：水 16：10～17：15  

野口 前期：水、金 16：10～17：15  

弘部 前期：水 16：10～17：15  

藤谷 前期：水 16：10～17：15  

分木 前期：月 16：10～17：15  

堀 前期：木 16：10～17：15  

安田 前期：水 16：10～17：15  

山内 前期：水 16：10～17：15  

和智 前期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 

理
学
療
法
地
域
実
習 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習 

この実習では、これまで修得したすべての知識・技

術が必要です。学内での実習前でのセミナー内容

を十分理解し、復習をして臨んでください。また、

日々の学習内容や実習後の提出物は実習のてびき

をよく読んで学習を進めてください。 

池谷 前期：水 16：10～17：15  

植田 前期：火 16：10～17：15  

川﨑 前期：月 16：10～17：15  

宇於崎 前期：月 16：10～17：15  

大西 前期：水 16：10～17：15  

佐々木 前期：月、水 16：10～17：15  

里中 前期：水 16：10～17：15  

治郎丸 前期：木 16：10～17：15  

鈴木 前期：水 16：10～17：15  

野口 前期：水、金 16：10～17：15  

弘部 前期：水 16：10～17：15  

藤谷 前期：水 16：10～17：15  

分木 前期：月 16：10～17：15  

堀 前期：木 16：10～17：15  

安田 前期：水 16：10～17：15  

山内 前期：水 16：10～17：15  

和智 前期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 
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障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
論 

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関

する情報を検索し通読すること。 

その内容を基に、障がい者スポーツの現場にでき

るだけ足を運ぶこと。 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
論 

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関

する情報を検索し通読すること。 

その内容を基に、障がい者スポーツの現場にでき

るだけ足を運ぶこと。 

後期：水 16：10～17：15 

 

記載なし 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
論
実
習 

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関

する情報を検索し通読すること。 

その内容を基に、障がい者スポーツの現場にでき

るだけ足を運ぶこと。 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
論
演
習 

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関

する情報を検索し通読すること。 

その内容を基に、障がい者スポーツの現場にでき

るだけ足を運ぶこと。 

大西 前期：月、水 16：10～17：15 

安田 前期：水 16：10～17：15 

池谷 前期：水 16：10～17：15 

記載なし 

体
力
測
定
論 

配布資料を中心に復習・課題の作成を行って下さ

い。 体
力
測
定
論 

配布資料を中心に復習・課題の作成を行って下さ

い。 

池谷 後期：水 16：10～17：15 

鈴木 後期：木 16：10～17：15 

分木 後期：水 16：10～17：15 

記載なし 

健
康
増
進
実
践
演
習 

講義後は配布資料を中心に要点をまとめるなど、

復習を中心に学習してください。 
健
康
増
進
実
践
演
習Ⅰ

 

復習を中心に学習してください。 

池谷 後期：水 16：10～17：15 

鈴木 後期：木 16：10～17：15 

分木 後期：水 16：10～17：15 

記載なし 

健
康
増
進
実
践
実
習 

次の講義の準備のためグループディスカッション

を活発に、授業時間外でも行ってください。 

 

 

健
康
増
進
実
践
演
習Ⅱ

 

グループディスカッションを活発に、授業時間外

でも行ってください。 

池谷 後期：水 16：10～17：15 

鈴木 後期：木 16：10～17：15 

分木 後期：水 16：10～17：15 

記載なし 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
論 

本授業においては、生理学、運動生理学、運動学な

どの基礎分野の理解が必要となります。その分野

を復習してから授業に臨んでください。また、授業

後は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめる

ことで復習になるように進めてください。 

 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
論 

本授業においては、生理学、運動生理学、運動学な

どの基礎分野の理解が必要となります。その分野

を復習してから授業に臨んでください。また、授業

後は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめる

ことで復習になるように進めてください。 



 

123 

後期：木 16：10～17：15 

 

 

 

記載なし 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
論 

運動学と生理学の知識を応用することで、フィッ

トネスに対する理解が深まります。基礎科目のあ

らかじめ復習をしてから、本講義に臨んでくださ

い。講義後は配布資料をまとめるなど復習をして

ください。 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
論 

運動学と生理学の知識を応用することで、フィッ

トネスに対する理解が深まります。基礎科目の復

習をしてから、本講義に臨んでください。 

佐藤 後期：月 16：10～17：15 

治郎丸 後期：木 16：10～17：15 

大西 後期：火 16：10～17：15 

 

記載なし 

ラ
ン
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論 

本授業においては、スポーツ障害系理学療法学演

習、スポーツ障害応用論、スポーツ障害応用論実習

などの分野の理解が必要となります。その分野を

復習してから授業に臨んでください。また、授業後

は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

ラ
ン
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論 

本授業においては、スポーツ障害系理学療法学演

習、スポーツ障害応用論、スポーツ障害応用論実習

などの分野の理解が必要となります。その分野を

復習してから授業に臨んでください。また、授業後

は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめるこ

とで復習になるように進めてください。 

後期：木 16：10～17：15 記載なし 

ゴ
ル
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論 

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関

する情報を検索し通読すること。また授業後は教

科書の要点をまとめるなど復習をすること。 

ゴ
ル
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
論 

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関

する情報を検索し通読すること。 

宇於崎 後期：月 16：10～17：15 

安田 後期：水 16：10～17：15 

記載なし 

遊
び
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

講義後は配布資料、参考資料をまとめるだけでな

く、学んだことを基に自らの余暇活動の見直しに

つなげてください。 
遊
び
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

自らの余暇活動の見直しにつなげてください。 

後期：水 16：10～17：15 

 

 

 

 

 

記載なし 
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ロ
ボ
ッ
ト
工
学
地
域
活
用
論
応
用 

本講義においては、ロボット工学の基礎を理解す

るために、運動学、解剖学や生理学などの基礎分野

の理解が必要となります。 

また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要

点をまとめることで復習になるように進めて下さ

い。 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
地
域
活
用
論
応
用 

本講義においては、ロボット工学の基礎を理解す

るために、運動学、解剖学や生理学などの基礎分野

の理解が必要となります。 

また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要

点をまとめることで復習になるように進めて下さ

い。 

安田 後期：水 16：10～17：15 

 

 

記載なし 

協
働
連
携
論
総
合
実
習 

症例に関する情報を事前に配布するので、参考書

などから自己学習行うこと。またレポート作成、発

表などの準備を各自で進めるようにしてくださ

い。 

シ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
論 

症例に関する情報を事前に配布するので、参考書

などから自己学習をしておくこと 

大西 後期：月、水 16：10～17：15 

辛島 後期：水、木 16：10～17：15 

有田 後期：月、水 16：10～17：15 

池谷 後期：水 16：10～17：15 

分木 後期：水 16：10～17：15 

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行

い日程調整すること 

理
学
療
法
総
合
演
習 

予習として展開科目の中で選択した分野につい

て、これまでの学修内容をまとめる。地域課題に対

する情報収集を行うことと、応用できる理学療法

知識や技術について復習すること。計画書の作成

とプレゼンテーション作成は講義の進行に合わせ

て準備すること。 

理
学
療
法
総
合
演
習 

予習として展開科目の中で選択した分野につい

て、これまでの学修内容をまとめる。地域課題に対

する情報収集を行うことと、応用できる理学療法

知識や技術について復習すること。計画書の作成

とプレゼンテーション作成は講義の進行に合わせ

て準備すること。 

池谷 後期：水 16：10～17：15 

植田 後期：火 16：10～17：15 

川﨑 後期：月 16：10～17：15 

宇於崎 後期：月 16：10～17：15 

大西 後期：火 16：10～17：15 

里中 後期：水 16：10～17：15 

治郎丸 後期：木 16：10～17：15 

野口 後期：水、金 16：10～17：15 

弘部 後期：水 16：10～17：15 

藤谷 後期：水 16：10～17：15 

分木 後期：水 16：10～17：15 

堀 後期：木 16：10～17：15 

安田 後期：水 16：10～17：15 

山内 後期：水 16：10～17：15 

和智 後期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 



 

125 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
演
習 

興味がある分野に関する先行研究を集め、その内

容を整理し、課題の発見や方向性について考えて

おくこと。実験・調査はゼミで協働して行い、各自

が主体的に参加できるように心がけること。 

 

 

 

 

 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
演
習 

興味がある分野に関する先行研究を集め、その内

容を整理し、課題の発見や方向性について考えて

おくこと。実験・調査はゼミで協働して行い、各自

が主体的に参加できるように心がけること。 

池谷 後期：水 16：10～17：15 

植田 後期：火 16：10～17：15 

大西 後期：火 16：10～17：15 

里中 後期：水 16：10～17：15 

治郎丸 後期：木 16：10～17：15 

野口 後期：水、金 16：10～17：15 

弘部 後期：水 16：10～17：15 

藤谷 後期：水 16：10～17：15 

分木 後期：水 16：10～17：15 

堀 後期：木 16：10～17：15 

安田 後期：水 16：10～17：15 

山内 後期：水 16：10～17：15 

和智 後期：水、金 16：10～17：15 

記載なし 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画） 授業時間外の学習及びオフィスアワー（作業療法学科） 

新 旧 

授
業
科

目
名 

授業時間外の学習 授
業
科

目
名 

授業時間外の学習 

オフィスアワー オフィスアワー 

学
び
の
基
礎 

予習：次回の授業範囲について事前に調べ・考えを

まとめておくこと 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考え

を整理しておくこと 

学
び
の
基
礎 

予習：次回の授業範囲について事前に調べ・考えを

まとめておくこと。 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考え

を整理しておくこと。 

前期：火 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

物
理
学Ⅰ

 

毎回、講義内容に関係する予習と復習のための演

習問題（宿題）のプリントを課し、授業の始めに宿

題プリントを回収して、簡単な解説と評価を行う。 

物
理
学Ⅰ

 

毎回、講義内容に関係する予習と復習のための演

習問題（宿題）のプリントを課し、授業の始めに宿

題プリントを回収して、簡単な解説と評価を行う。 

前期：火 16：10～17：15  

   木 16：10～17：15 

記載なし 

物
理

学Ⅱ
 

毎回、講義内容に関係する予習と復習のための演
物
理

学Ⅱ
 

毎回、講義内容に関係する予習と復習のための演
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習問題（宿題）のプリントを課し、授業の始めに宿

題プリントを回収して、簡単な解説と評価を行う。 

習問題（宿題）のプリントを課し、授業の始めに宿

題プリントを回収して、簡単な解説と評価を行う。 

後期：火 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

記載なし 

統
計
学 

毎回、講義内容に関係する予習と復習のための演

習問題（宿題）のプリントを課し、授業の始めに宿

題プリントを回収して、簡単な解説と評価を行う。 
統
計
学 

毎回、講義内容に関係する予習と復習のための演

習問題（宿題）のプリントを課し、授業の始めに宿

題プリントを回収して、簡単な解説と評価を行う。 

後期：火 16：10～17：15  

   木 16：10～17：15 

記載なし 

数
学 

毎回、講義内容に関係する予習と復習のための演

習問題（宿題）のプリントを課し、授業の始めに宿

題プリントを回収して、簡単な解説と評価を行う。 数
学 

毎回、講義内容に関係する予習と復習のための演

習問題（宿題）のプリントを課し、授業の始めに宿

題プリントを回収して、簡単な解説と評価を行う。 

前期：火 16：10～17：15  

   木 16：10～17：15 

記載なし 

英
語Ⅰ

 

事前に指定している参考資料をネットで確認させ

る。授業で習った内容のさらなる深化を測り、また

ディスカッションのときに利用する資料にする。

学期の初めに渡しておいた簡単な関係論文を少し

ずつ読ませる。 
英
語Ⅰ

 

事前に指定している参考資料をネットで確認させ

る。授業で習った内容のさらなる深化を測り、また

ディスカッションのときに利用する資料にする。

学期の初めに渡しておいた簡単な関係論文を少し

ずつ読ませる。 

前期：水 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

前期 火曜日 2 限目、3 限目 

水曜日 3 限目、4 限目 

後期 水曜日 3 限目、4 限目 

木曜日 2 限目、3 限目 

英
語Ⅱ

 

事前に指定している参考資料をネットで確認させ

る。授業で習った内容のさらなる深化を測り、また

ディスカッションのときに利用する資料にする。

学期の初めに渡しておいた簡単な関係論文を少し

ずつ読ませる。 
英
語Ⅱ

 

事前に指定している参考資料をネットで確認させ

る。授業で習った内容のさらなる深化を測り、また

ディスカッションのときに利用する資料にする。

学期の初めに渡しておいた簡単な関係論文を少し

ずつ読ませる。 

後期：水 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

前期 火曜日 2 限目、3 限目 

水曜日 3 限目、4 限目 

後期 水曜日 3 限目、4 限目 

木曜日 2 限目、3 限目 

解
剖
学Ⅰ

 

予習：事前に教科書や配布資料に目をとおしてお

くこと 

復習：各回の授業内容をまとめて知識の整理をす

ること 

 

解
剖
学Ⅰ

 

京都大学での解剖学実習見学を１回希望する。 

前期：火 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

前期：月、火、水曜日、16:10〜17:00 
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解
剖
学Ⅱ

 

予習：事前に教科書や配布資料に目をとおしてお

くこと 

復習：各回の授業内容をまとめて知識の整理をす

ること 

解
剖
学Ⅱ

 

記載なし 

後期：火 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

 

後期：月、水、木曜日、16:10〜17:00 

解
剖
学Ⅲ

 

予習：事前に教科書や配布資料に目をとおしてお

くこと 

復習：各回の授業内容をまとめて知識の整理をす

ること 

解
剖
学Ⅲ

 

記載なし 

後期：火 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

後期：月、水、木曜日、午後 16:10〜17:00 

生
理
学Ⅰ

 

講義で配布されるプリントに示されているチェッ

クリストの各項目について復習し、理解できてい

るかどうか確認する。本講義では、予習・復習が必

要である。 

生
理
学Ⅰ

 

講義で配布されるプリントに示されているチェッ

クリストの各項目について復習し、理解できてい

るかどうか確認する。本講義では、予習・復習が必

要である。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

講義中に情報提供する。 

生
理
学Ⅱ

 

講義で配布されるプリントに示されているチェッ

クリストの各項目について復習し、理解できてい

るかどうか確認する。本講義では、予習・復習が必

要である。 

生
理
学Ⅱ

 

講義で配布されるプリントに示されているチェッ

クリストの各項目について復習し、理解できてい

るかどうか確認する。本講義では、予習・復習が必

要である。 

後期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

講義中に情報提供する。 

運
動
学Ⅰ

 

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理

しておくこと 

運
動
学Ⅰ

 

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと。 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理

しておくこと。 

前期：火 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

運
動
学Ⅱ

 

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理

しておくこと 

運
動
学Ⅱ

 

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと。 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理

しておくこと。 

後期：火 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

運
動
学
実

習 

各回に必要な基礎知識は事前に予習しておくこ

と。また各回の知識の整理をすること 

運
動
学
演

習 

各回に必要な基礎知識は事前に予習しておくこ

と。また各回の知識の整理をすること 
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前期：月 16：10～17：15 

   火 16：10～17：15 

記載なし 

薬
理
学
概
論 

毎回配布する講義資料、教科書および参考書など

を用いて予習・復習すると共に、各学生からの質問

に対する回答や討議を通して授業内容の理解を深

めること。 

薬
理
学
概
論 

毎回配布する講義資料、教科書および参考書など

を用いて予習・復習すると共に、各学生からの質問

に対する回答や討議を通して授業内容の理解を深

めること。 

後期：月 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

地
域
包
括
ケ
ア
論 

予習：次回行う部分に目を通してくること 

復習：講義した内容について整理すること 

地
域
包
括
ケ
ア
論 

毎回の授業の予習を行ってくること 

後期：木 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論 

予習として授業前には事前に配布された資料に目

を通しておくこと。復習は授業の内容を整理し、理

解に努めること。 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
概
論 

予習として授業前には事前に配布された資料に目

を通しておくこと。復習は授業の内容を整理し、理

解に努めること。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

記載なし 

作
業
療
法
学
総
論 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出

をした状態出で受講すること。具体的内容は授業

終了時に次回までの課題を説明する。 

作
業
療
法
学
総
論 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出を

した状態出で受講すること。具体的内容は授業終

了時に次回までの課題を説明する。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行

い日程を調整すること 

基
礎
作
業
学
実
習Ⅰ

 
予習：次回の授業範囲について事前に調べておく

こと 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考え

を整理しておくこと 

基
礎
作
業
学
演
習Ⅱ

 

その都度の復習をお願いします。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

 

記載なし 

基
礎
作
業
学
実
習Ⅱ

 

特に予習・復習は求めませんが、単に各作業で作品

をきれいに作ることを目的とした科目ではありま

せん。各作業にどのような工程があり、どのような

対象の方に用いることができるのか、またその目

的は何か、どのような段階付けや工夫ができるの

かを考えながら、授業に臨んでください。 

基
礎
作
業
学
演
習Ⅰ

 

特に予習・復習は求めませんが、単に各作業で作品

をきれいに作ることを目的とした科目ではありま

せん。各作業にどのような工程があり、どのような

対象の方に用いることができるのか、またその目

的は何か、どのような段階付けや工夫ができるの

かを考えながら、授業に臨んでください。 
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後期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

 

記載なし 

基
礎
作
業
学 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

 

 基
礎
作
業
学 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

 

 

記載なし 

作
業
療
法
研
究
法 

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと。 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理

しておくこと。 

作
業
療
法
研
究
法 

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと。 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理

しておくこと。 

前期：水 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

記載なし 

作
業
療
法
管
理
・
制
度
論 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出

をした状態出で受講すること。具体的内容は授業

終了時に次回までの課題を説明する。 

作
業
療
法
管
理
・
制
度
論 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出を

した状態出で受講すること。具体的内容は授業終

了時に次回までの課題を説明する。 

後期 ：月 16：10～17：15 

    水 16：10～17：15 

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行

い日程を調整すること 

作
業
療
法
と
倫
理 

事前に講義資料を配布するので授業までに目を通

し予習しておくこと、復習は各回の内容の整理を

することとする。 

作
業
療
法
と
倫
理 

事前に講義資料を配布するので授業までに目を通

し予習しておくこと、復習は各回の内容の整理を

することとする。 

後期 ：月 16：10～17：15 

    水 16：10～17：15 

記載なし 

作
業
療
法
評
価
学
総
論 

教科書および配布資料をみて事前に予習すること                       

各回の授業内容をまとめ復習すること、また実技

に関しては体を使って練習すること 

作
業
療
法
評
価
学
総
論 

教科書および配布資料をみて事前に予習すること                       

各回の授業内容をまとめ復習すること、また実技

に関しては体を使って練習すること 

後期：水 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

身
体
障
害
作
業
療
法
評
価
学
実
習Ⅰ

 

予習：授業前にテキストの該当箇所を理解し、実

技練習を行いデモンストレーションに備えること 

復：:毎回の授業、演習内容を振り返り、繰り返し

実技練習をすること 

身
体
障
害
作
業
療
法
評
価
学
演
習Ⅰ

 

【準備学習】 

<各回共通> 

予習:授業前にテキストの該当箇所を理解し、実技

練習を行いデモンストレーションに備えること。 

復習:毎回の授業、演習内容を振り返り、繰り返し

実技練習をすること。 

前期：月 16：10～17：15 

   火 16：10～17：15 

 

記載なし 
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身
体
障
害
作
業
療
法
基
礎
技
術
論 

２年前期に修了した科目を十分に振り返っておく

ようにしてください。 

人の身体を理解するために、各内容を関連付けて

考えられるようになる必要があります。 

各自で教科書を読むなどの予習・復習の時間を設

けてください。 

身
体
障
害
作
業
療
法
学
基
礎
技
法 

２年前期に修了した科目を十分に振り返っておく

ようにしてください。 

人の身体を理解するために、各内容を関連付けて

考えられるようになる必要があります。 

各自で教科書を読むなどの予習・復習の時間を設

けてください。 

後期：木 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

運
動
器
疾
患
作

業
療
法
学
実
習 

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理

しておくこと 

運
動
器
疾
患
作

業
療
法
学
演
習 

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと。 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理

しておくこと。 

 

身
体
障
害
作
業
療
法
評
価
学
実
習Ⅱ

 

教科書および配布資料をみて事前に予習すること                       

各回の授業内容をまとめ復習すること、また実技

に関しては体を使って練習すること 

 

身
体
障
害
作
業
療
法
評
価
学
演
習Ⅱ

 

教科書および配布資料をみて事前に予習すること                       

各回の授業内容をまとめ復習すること、また実技

に関しては体を使って練習すること 

前期：月 16：10～17：15 

   火 16：10～17：15 

記載なし 

精
神
障
害
作
業
療
法
評
価
学
実
習 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

 

 

 

精
神
障
害
作
業
療
法
評
価
学
演
習 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

記載なし 

発
達
障
害
作
業
療
法
評
価
学
実
習 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出

をした状態出で受講すること。具体的内容は授業

終了時に次回までの課題を説明する。 

 

発
達
障
害
作
業
療
法
評
価
学
演
習 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出を

した状態出で受講すること。具体的内容は授業終

了時に次回までの課題を説明する。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

 

 

 

記載なし 
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後期：火 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

中
枢
神
経
疾
患
作
業
療
法
学
実
習 

予習：事前に教科書や配布資料に目をとおしてお

くこと 

復習：各回の授業内容をまとめて知識の整理をす

ること 

 

中
枢
神
経
疾
患
作
業
療
法
学
演
習 

予習：事前に教科書や配布資料に目をとおしてお

くこと 

復習：各回の授業内容をまとめて知識の整理をす

ること 

後期：木 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

 

記載なし 

高
次
脳
機
能
障
害
作
業
療
法
学
実
習 

人が当たり前に過ごす日常生活における基本的な

脳の機能を基にします。特徴を捉える範囲では自

分の生活周囲を注意深く考えを進めてみてくださ

い。 

 

 

高
次
脳
機
能
障
害
作
業
療
法
学
演
習 

人が当たり前に過ごす日常生活における基本的な

脳の機能を基にします。特徴を捉える範囲では自

分の生活周囲を注意深く考えを進めてみてくださ

い。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

記載なし 

精
神
障
害
作
業
療
法
学 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

 

 

精
神
障
害
作
業
療
法
学 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

後期：火 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

 

記載なし 

精
神
障
害
作
業
療
法
学
実
習 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。

演習（第 5、6、7、14 回）を手伝ってもらう学生

とは事前学習を行う。 

 

精
神
障
害
作
業
療
法
学
演
習 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。

演習（第 5、6、7、14 回）を手伝ってもらう学生

とは事前学習を行う。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

記載なし 

発
達
障
害
作
業

療
法
学
実
習Ⅰ

 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出

をした状態出で受講すること。具体的内容は授業

終了時に次回までの課題を説明する。 

発
達
障
害
作
業

療
法
学
演
習Ⅰ

 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出を

した状態出で受講すること。具体的内容は授業終

了時に次回までの課題を説明する。 
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後期：水 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

 

記載なし 

 

 

 

発
達
障
害
作
業
療
法
学
実
習Ⅱ

 

事前に講義資料を配布するので授業までに目を通

し予習しておくこと、復習は各回の内容の整理を

することとする。 

 

発
達
障
害
作
業
療
法
学
演
習Ⅱ

 

事前に講義資料を配布するので授業までに目を通

し予習しておくこと、復習は各回の内容の整理を

することとする。 

前期：水 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

 

 

 

記載なし 

老
年
期
障
害
作
業
療
法
学
実
習 

予習：次回の授業範囲について事前に調べておく

こと 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考え

を整理しておくこと 

老
年
期
障
害
作
業
療
法
学
演
習 

授業毎に復習をお願いしたい。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

記載なし 

日
常
生
活
活
動
論
実
習 

人が当たり前に過ごす日常生活を題材にしていき

ますので、特徴を捉える範囲では自分の生活周囲

を注意深く観察してください。 

日
常
生
活
活
動
論
演
習 

人が当たり前に過ごす日常生活を題材にしていき

ますので、特徴を捉える範囲では自分の生活周囲

を注意深く観察してください。 

前期：月 16：10～17：15 

   火 16：10～17：15 

記載なし 

社
会
生
活
行
為
論
実
習 

自分にとって社会生活行為について日頃から分析

し、講義を通して作業療法の分野と関連できるよ

うにしておく。 

作成自助具の選定や準備物について文献、インタ

ーネットを使用し事前に準備をしてくことが望ま

しい。 

 

社
会
生
活
行
為
論
演
習 

自分にとって社会生活行為について日頃から分析

し、講義を通して作業療法の分野と関連できるよ

うにしておく。 

作成自助具の選定や準備物について文献、インタ

ーネットを使用し事前に準備をしてくことが望ま

しい。 

前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

 

記載なし 

 

作
業
分
析
活
用
論 

自身の日常生活動作と脳血管障害を呈した対象者

の日常生活動作を比較しながら分析してくださ

い。また、様々な作業活動をグループワークで分析

しプレゼンテーションしあうことによって様々な

作
業
分
析
活
用
論Ⅰ

 

自身の日常生活動作と脳血管障害を呈した対象者

の日常生活動作を比較しながら分析してくださ

い。また、様々な作業活動をグループワークで分析

しプレゼンテーションしあうことによって様々な
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分析視点を理解してください。予習は次回の授業

範囲について事前に目を通しておくこと 

復習は毎回の授業を振り返り、資料やノート・考え

を整理しておくこと。 

 

分析視点を理解してください。 

後期：水 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

作
業
分
析
活
用
論
実
習 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

作
業
分
析
活
用
論Ⅱ

 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

後期：火 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

 

 

 

記載なし 

家
族
援
助
論 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出

をした状態出で受講すること。具体的内容は授業

終了時に次回までの課題を説明する。 

家
族
援
助
論 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出を

した状態出で受講すること。具体的内容は授業終

了時に次回までの課題を説明する。 

前期：水 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行

い日程を調整すること 

住
環
境
支
援
論 

予習：次回の授業範囲について事前に目を通して

おくこと 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考え

を整理しておくこと 

住
環
境
支
援
論 

その都度の復習をお願いしたい。 

前期：火 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

 

記載なし 

作
業
療
法
義
肢
装
具
実
習 

装具作成演習は、型紙法を用いるため型紙をもと

に作成の練習、講義内で説明する装具作成方法の

流れの復習を実施する。スプリント作成において

作成 point を熟知したうえで実施する事が望まし

い。 

作
業
療
法
義
肢
装
具
演
習 

装具作成演習は、型紙法を用いるため型紙をもと

に作成の練習、講義内で説明する装具作成方法の

流れの復習を実施する。スプリント作成において

作成 point を熟知したうえで実施する事が望まし

い。 

後期：火 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

生
活
行
為
向
上
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
論
実
習 

予習：次回の授業範囲について事前に目を通して

おくこと 

復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考え

を整理しておくこと 

生
活
行
為
向
上
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
論
演
習 

記載なし 
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前期：水 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

記載なし 

地
域
生
活
作
業
療
法
学
総
論 

教科書および配布資料をみて事前に予習すること                       

各回の授業内容をまとめ復習すること、また授業

内容をもとに自分の暮らしている地域について考

えてみてください。 

地
域
生
活
作
業
療
法
学
総
論 

教科書および配布資料をみて事前に予習すること                       

各回の授業内容をまとめ復習すること、また授業

内容をもとに自分の暮らしている地域について考

えてみてください。 

前期：水 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

記載なし 

地
域
生
活
作
業
療
法
学
実
習Ⅰ

 

「地域」におけるリハビリテーションの必要性を

実感するため、積極的な参加を求める。 

授業の前後には次の内容に向けての予習、復習を

必ず行ってください。 

地
域
生
活
作
業
療
法
学
演
習Ⅰ

 

「地域」におけるリハビリテーションの必要性を

実感するため、積極的な参加を求める。 

授業の前後には次の内容に向けての予習、復習を

必ず行ってください。 

後期：木 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

地
域
生
活
作
業
療
法
学
実
習

Ⅱ
 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

 

地
域
作
業
療
法
学
演
習Ⅱ

 

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。 

後期：火 16：10～17：15 

   金 16：10～17：15 

記載なし 

地
域
生
活
作
業
療
法
学
実
習Ⅲ

 

授業にむけて配布資料や教科書をみて予習してお

くこと。授業内容の振り返りを行うこと。 

地域の方との関わりの前には、グループ単位での

準備・予習が必要になります。 

地
域
作
業
療
法
学
演
習Ⅲ

 

授業にむけて配布資料や教科書をみて予習してお

くこと。授業内容の振り返りを行うこと。 

地域の方との関わりの前には、グループ単位での

準備・予習が必要になります。 

前期：火 16：10～17：15 

   木 16：10～17：15 

記載なし 

子
育
て
支
援
論 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出

をした状態出で受講すること。具体的内容は授業

終了時に次回までの課題を説明する。 

子
育
て
支
援
論 

適宜、google classroom を使用し、事前課題提出を

した状態出で受講すること。具体的内容は授業終

了時に次回までの課題を説明する。 
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前期：月 16：10～17：15 

   水 16：10～17：15 

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行

い日程を調整すること 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
論
実
習 

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関

する情報を検索し通読すること。 

その内容を基に、障がい者スポーツの現場にでき

るだけ足を運ぶこと。 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
論
演
習 

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関

する情報を検索し通読すること。 

その内容を基に、障がい者スポーツの現場にでき

るだけ足を運ぶこと。 

前期：安田（水 16：10～17：15）  

大西（火、木 16：10～17：15）  

池谷（水 16：10～17：15） 

記載なし 

作
業
療
法
総
合
実
習Ⅰ

 

予習として事前に課題内容とすべきことの確認を

行うこと。課題を通して自己評価をおこない自己

課題の解決にむけて学習に取り組むこと。 

 

作
業
療
法
総
合
演
習Ⅰ

 

予習として事前に課題内容とすべきことの確認を

行うこと。課題を通して自己評価をおこない自己

課題の解決にむけて学習に取り組むこと。 

後期：大西（月・水 16：10～17：15） 

安部（火・金 16：10～17：15） 

嶋川（火・金 16：10～17：15） 

木岡（水・金 16：10～17：15） 

杉本（月・金 16：10～17：15） 

記載なし 

作
業
療
法
総
合
実
習Ⅱ

 

予習として事前に課題内容とすべきことの確認を

行うこと。課題を通して自己評価をおこない自己

課題の解決にむけて学習に取り組むこと。 

 

作
業
療
法
総
合
演
習Ⅱ

 

予習として事前に課題内容とすべきことの確認を

行うこと。課題を通して自己評価をおこない自己

課題の解決にむけて学習に取り組むこと。 

後期：大西（月・水 16：10～17：15） 

下西（木・金 16：10～17：15） 

澤 （水・金 16：10～17：15） 

木岡（水・金 16：10～17：15） 

杉本（月・金 16：10～17：15） 

記載なし 

協
働
連
携
論
総
合
実
習 

症例に関する情報を事前に配布するので、参考書

などから自己学習をしておくこと 

 
シ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
論 

症例に関する情報を事前に配布するので、参考書

などから自己学習をしておくこと 

後期：大西（月・水 16：10～17：15） 

分木（水   16：10～17：15） 

辛島（水・木 16：10～17：15）  

有田（月・水 16：10～17：15） 

池谷（水   16：10～17：15） 

記載なし 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１４．＜遠隔地の実習施設の対応方法が不明確＞ 

実習先について、学生負担や適切な実習指導体制の観点から、学科ごとに実習先の地域分布を

示した上で、遠方の実習先においては過度な学生負担となっていないか、教員の巡回指導等が

適切に行われる体制となっているかを明確に説明すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

本学の臨地実務実習施設については、本学の定める実習目標に対応できるよう、滋賀県内をはじめ京

都府、大阪府等の近畿圏域から全国各地に受け入れ施設を確保していた。しかし、遠隔地の実習先にお

ける学生への過度な負担や、教員の巡回指導等の観点から、受け入れ施設全体の見直しを行い、学生に

対する負担の軽減と無理のない巡回指導が可能となるよう修正した。 

 

１）遠隔地の実習先の見直し 

本学は滋賀県内で唯一の理学療法士・作業療法士の養成校となることから、滋賀県出身の学生が多

くなることが見込まれる。この観点から、実習先に通うことが可能な地域を「滋賀県、京都府南部、大

阪府北部～大阪市内、岐阜県南部、福井県嶺南部」と仮定し、遠隔地の定義を「学生の居住地から公共

交通機関を利用し、１時間半を越える範囲」とすると、理学療法学科においては 107 施設中 20 施設（京

都府 2 施設・大阪府 1 施設・福井県 1 施設を含む）、作業療法学科においては 71 施設中 11 施設（京都

府 1 施設・大阪府 1 施設を含む）が遠隔地の実習地に該当していた。このため、理学療法学科において

は北海道、宮城県、千葉県の受け入れ施設を省き、新たに承諾の得られた京都府 1 施設、大阪府 2 施設

を臨地実務実習施設として加えた。また、作業療法学科においては富山県、石川県、静岡県、広島県、

和歌山県、奈良県、兵庫県、遠隔地となる京都府 1 施設、大阪府 1 施設の受け入れ施設を省き、56 施設

とした。 

臨地実務実習施設の変更（都道府県別）とその分布図を以下に示す。 

 

（新旧対照表）理学療法学科 臨地実務実習施設 

新 旧 

都道府県 施設数 都道府県 施設数 

北 海 道 0 北 海 道 1 

宮  城 0 宮  城 1 

千  葉 0 千  葉 1 

石  川 2 石  川 2 

福  井 2 福  井 2 

岐  阜 1 岐  阜 1 

静  岡 1 静  岡 1 

愛  知 1 愛  知 1 

滋  賀 64 滋  賀 64 

京  都 20 京  都 19 
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大  阪 10 大  阪 8 

兵  庫 2 兵  庫 2 

和 歌 山 1 和 歌 山 1 

岡  山 1 岡  山 1 

徳  島 1 徳  島 1 

愛  媛 1 愛  媛 1 

合  計 107 合  計 107 

 

 

（新旧対照表）作業療法学科 臨地実務実習施設 

新 旧 

都道府県 施設数 都道府県 施設数 

富  山 0 富  山 1 

石  川 0 石  川 2 

福  井 0 福  井 2 

静  岡 0 静  岡 1 

滋  賀 44 滋  賀 44 

京  都 9 京  都 12 

大  阪 3 大  阪 4 

兵  庫 0 兵  庫 1 

奈  良 0 奈  良 2 

和 歌 山 0 和 歌 山 1 

広  島 0 広  島 1 

合  計 56 合  計 71 
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理学療法学科 臨地実務実習施設地域分布図 

 

 

作業療法学科 臨地実務実習施設地域分布図 

 

 

 

 

作業療法学科　実習先地域分布図

都道府県 施設数

滋　　賀 44

京　　都 9

大　　阪 3

合　　計 56

は滋賀県から

通える地域を示す。
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２）学生への配慮 

実習配置は、「学生の居住地から公共交通機関を利用し、１時間半を越えない範囲」とし、遠隔地の実

習先とならないよう実習調整者がその調整を行うこととする。一人の学生に複数回遠隔地の実習先が配

置されないよう、実習調整者がその調整を行うが、実習先の受入れ状況等、遠隔地の実習先に配置せざ

るを得ない状況になった場合は、実習先の宿舎またはアパートを借り上げ、家賃については本学が負担

する。 

 

３）教員の巡回指導体制 

臨地実務実習のうち、「理学療法評価実習」、「作業療法評価実習」、「理学療法総合臨床実習Ⅰ」、「作業

療法総合臨床実習Ⅰ」、「理学療法総合臨床実習Ⅱ」及び「作業療法総合臨床実習Ⅱ」において、専任教

員（実習担当教員）における巡回指導を行う。実習担当教員一人あたりの担当施設数は、担当科目数を

考慮して、「理学療法評価実習」で 3 施設程度、「理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」で 5 施設程度としてい

る。また、作業療法評価実習で 5 施設程度、「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」で 5 施設程度とし、担当

教員の過度な負担を避け、担当科目の授業に支障がでないよう調整する。 

実習担当教員の巡回指導は、実習期間中に必ず 1 回は実施し、実習における問題が生じた場合には、

必要に応じて 2 回目以降の巡回指導を行う。巡回指導の時期については、全ての学生において一定とな

るように配慮し、評価時期が平等となるよう調整する。また、巡回指導日に実習担当教員の担当科目を

入れないよう時間の調整を行う。 

下表に実習地と本学または実習担当教員の居住地までの距離ならびに所要時間における実習巡回条

件区分を下表に示す。 

 

実習巡回条件 

区分 巡回日程 施設数 大学から施設までの条件 

近距離施設 1 日以内 1~3 
大学もしくは教員の居住地から半径50km以内

もしくは、移動時間が片道 1 時間半程度 

中距離施設 1 日以内 1~2 
大学もしくは教員の居住地から移動時間が片

道 1 時間半以上、半日以内 

遠距離施設 1 泊 2 日 1~3 
大学もしくは教員の居住地から移動時間が半

日以上 

 

表の区分より、本学から実習地までの距離及び所要時間に応じて1度に巡回可能な施設数を調整する。

1 人の担当教員が担当する実習地は、1 実習期間中に複数の遠距離施設を担当しないよう、実習調整者

が組み合わせの調整を行い、巡回の際の移動に無理が生じないよう配慮し、担当教員への過度な負担に

よる教育の質の低下が起こらないよう調整する。なお、巡回指導における移動手段は、本学から向かう

場合はその利便性の配慮から公用車もしくは自家用車とし、担当教員の居住地から向かう場合は、自家

用車もしくは公共交通機関を使用する。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１５．＜臨地実務実習が不明確＞ 

大学教育としてふさわしい臨地実務実習が実施され、単位認定が厳格に行われる計画なのか

疑義があるため、次の内容をはじめとして、計画全体を再度確認し、適切に修正すること。

【２学科共通】 

（１）臨地実務実習の実施に当たっては、専門性の高い臨床能力の担保のため、例えば「OSCE

（客観的臨床能力試験）」などにより、実習前における能力の到達度の確認や、実習後

における公平な成績評価の実施が重要であるが、本学科の教育課程上、どのような取

組を実施するのか具体的な実施計画を明確に説明すること。特に実習後の客観的臨床

能力試験については実施すると説明はあるが、十分な説明がなく、具体的な実施計画

が不明なため、時期や方法を含めた詳細の実施計画を明確に説明すること。 

 

（対応） 

大学教育としてふさわしい臨地実務実習が実施され、単位認定が厳格に行われる計画なのか疑義があ

るとのご指摘を受け、理学療法学科、作業療法学科ともに、臨地実務実習の計画の見直しを行った。第

一に、全体計画の見直した点について記載を行った後、第二に、実習前における能力の到達度の確認方

法について、第三に、実習後の OSCE（客観的臨床能力試験）などの具体的な実施計画についてその記

載を行う。 

 

１）理学療法学科 

（１）全体計画の見直し 

申請時点の教育課程においては、1 年次から 3 年次までの 3 年間で、優先的に理学療法士作業療法士

学校養成施設指定規則に則った単位を履修させ、4 年次に展開科目・総合科目を学ぶ構成としていたが、

是正事項 1 を受け、全ての科目の配当年次の見直しを行った。臨地実務実習の名称を変更、次に実習目

的の見直しを行った。 

 

①臨地実務実習の名称の変更と臨地実務実習配当年次の見直し 

臨地実務実習の名称の変更については、本学は、リハビリテーション学部の中に理学療法学科と作業

療法学科を併設しているが、理学療法士作業療法士養成施設ガイドラインが同じであるにも関わらず、

実習の名称のつけ方が異なっていた。そこで、臨地実務実習の名称を学科（理学療法・作業療法）、実習

の種別（見学・評価・総合臨床・地域）の順で表すこと（例：理学療法評価実習）で、実習内容が分か

りやすくなるように名称変更を行った。 

配当年次については、理学療法総合臨床実習Ⅱを 3 年次後期から 4 年次前期へ変更した。見直しを図

った結果、理学療法士の養成に必要な科目に偏らず、展開科目を含めた様々な科目が 1 年次から段階的

に学べるように修正された。このことにより、我々が 3 年制の専門学校の教育では行えなかった理学療

法士の知識や技術が、新たな分野で活かせる可能性を並行して学ぶことができ、より広い視野をもち、

柔軟な思考で問題解決能力の高い人材を養成できると考える。 

臨地実務実習の配当年次の変更及び実習の名称の変更内容を以下に示す。 
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（新旧対照表）教育課程等の概要 別記様式第 2 号（その 2 の 1）リハビリテーション学部 理学療法

学科 

新 旧 

授業科目の名称 配当年次 授業科目の名称 配当年次 

理学療法見学実習Ⅰ 1 前 見学実習Ⅰ 1 前 

理学療法見学実習Ⅱ 1 後 見学実習Ⅱ 1 後 

理学療法見学実習Ⅲ 2 前 見学実習Ⅲ 2 前 

理学療法評価実習 3 前 評価実習 3 前 

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3 後 総合臨床実習Ⅰ 3 後 

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4 前 総合臨床実習Ⅱ 3 後 

理学療法地域実習 4 前 地域リハビリテーション実習 4 前 

 

②「理学療法評価実習」及び「理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の実習目的の見直し 

平成 30 年 10 月 5 日に新しい理学療法士作業療法士養成施設ガイドラインが示され、本学が申請し

た実習の目的から変更されている点があったため、「理学療法評価実習」及び「理学療法総合臨床実習

Ⅰ・Ⅱ」について、下表のとおり修正する。 

新 旧 

実習名 目的 実習名 目的 

理学療法

評価実習 

診療参加型実習を行い、理学療法士としての基本的

態度を学び、様々な場面での適切な行動をとること

ができる。また、これまでに学習した知識を臨床場

面に結びつけ、患者の状態に関する評価を理学療法

士の管理指導の下、リスク管理技術の水準Ⅰ（スタ

ンダードプリコーション、バイタルサインの測定

等）、理学療法評価技術の水準Ⅰ（情報収集、検査・

測定、姿勢評価、日常生活活動等）の内容を実践する

ことを目標とする。 

評価実習 理学療法士としての基本的態度を学び、

様々な場面での適切な行動がとれる。ま

た、これまでに学習した知識を臨床場面に

結びつけ、理学療法士の指導管理の下、理

学療法評価の一部を実践し、プログラム立

案までのプロセスを理解することを目的

とする。 

理学療法

総合臨床

実習Ⅰ 

診療参加型実習を行い、理学療法評価を基に、患者

の障害像の把握、治療目標及び治療計画の立案まで

の一連の思考過程を理解することができる。また、

理学療法治療技術の水準Ⅰ（関節可動域運動、筋力

増強運動、バランス練習、基本動作練習、歩行練習、

移動動作練習等）の一部を実践することを目標とす

る。 

総合臨床

実習Ⅰ 

理学療法評価から治療までの一連の理学

療法について学ぶ実習であるが、臨床参加

型実習において理学療法業務の水準Ⅰの

一部を実践し理学療法士の思考過程を理

解することを目的とする。 
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理学療法

総合臨床

実習Ⅱ 

診療参加型実習を行い、理学療法評価を基に、患者

の障害像の把握、治療目標及び治療計画の立案、治

療実践ならびに治療効果判定までの一連の理学療法

プロセスを理解することができる。また、理学療法

治療技術の水準Ⅰの項目をおおよそすべて実践する

ことを目標とする。 

総合臨床

実習Ⅱ 

理学療法評価から治療までの一連の理学

療法について学ぶ実習であるが、臨床参加

型実習において理学療法業務の水準Ⅰの

項目をおおよそすべて実践し、理学療法士

の思考過程を理解することを目的とする。 

 

資料 15-1：水準と臨床実習の教育目標との関係 

 

（２）「理学療法見学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」及び「理学療法地域実習」について 

 本学科の教育課程上、臨地実務実習に際して、どのような取組を実施するのか具体的な実施計画が不

明であるとの指摘を受け、実習前後の学内の取り組みの概要を見直し、時期や方法を含めた具体的な実

施計画を加えて以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①実習前 

実習前、関連する領域の知識について筆記試験で一定の水準に到達していることの確認を行う。筆記

試験の範囲は以下に示す。実習中に作成するポートフォリオの書き方を指導する。さらに、実習施設の

概要や役割をまとめ、実習前レポートとして提出することで、実習に臨む体制を整える。 

  筆記試験 

理学療法見学実習Ⅰ ●リハビリテーション概論 

●コミュニケーション論 

●基礎理学療法Ⅰ・Ⅱ 

理学療法見学実習Ⅱ 理学療法見学実習Ⅰの筆記試験の範囲に加えて、理学療法評価学 

理学療法見学実習Ⅲ 理学療法見学実習Ⅱの筆記試験の範囲に加えて、老年医学 

理学療法地域実習 ●地域理学療法学 

●地域包括ケア論 

 

 

「理学療法見学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」及び「理学療法地域実習」の概要 

    1 限 2 限 3 限 4 限 

実習前 

木 
実習オリエンテー

ション① 
筆記試験 

ポートフォリオの書き方 

実習前レポート作成 

金 
実習オリエンテー

ション➁ 
実習前レポート作成・提出 

実習中 臨地実務実習 

実習後 
月     実習セミナー 

凝縮ポートフォリ

オ作成 

火 凝縮ポートフォリオ作成・提出 
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②実習中 

学生は、様々な対象者の理学療法の介入場面の見学を通して経験し、多様な理学療法の支援のあり方

を学ぶ。その際、実習指導者から口頭、文章、図示などの教示がされる。それらの要点をまとめて実習

ポートフォリオを作成し、実習指導者に提出することで、実習指導者は学修状況（何をどのように理解

したか）を確認し、その後の指導に活かす。 

実習担当教員は、実習中と実習後に、実習指導者に電話連絡し、実習の状況を把握する。実習に支障

をきたしている時は、実習担当教員が訪問し、実習指導者とともに学生指導を行う。 

実習中の評価については、実習指導者と実習担当教員が行う。実習指導者は、本学の評価表を用いて

行うが、実習担当教員が電話連絡した際に、本学の評価基準が守られているか確認する。 

また、学生が実習中に作成した実習ポートフォリオと成長報告書は、実習終了後に学校へ提出し、実

習中の取り組みの状況、学生の変化の 2 つの観点から、実習担当教員が評価を行い、実習中の評価とす

る。 

 

③実習後 

 実習後は、凝縮ポートフォリオの作成を通して実習の振り返りを行う。提出された凝縮ポートフォリ

オとその作成中の取り組みの状況、実習施設の概要や役割の理解の深まり等、見学実習の学修の成果の

観点で学内教員が評価を行う。 

 以上のように、実習前・実習中・実習後に分け、それぞれの時期について取り組みと評価について見

直し、成績評価の内訳を下表のとおり変更した。変更理由は、申請時の計画では、実習前後の筆記試験

と OSCE の評価を含めていたが、実習前の筆記試験と OSCE は、学生の知識と技術の到達水準を確認

するためのもので、成績に含めることは不適切と考えたためである。検討の結果、実習中と実習後の評

価をもって成績評価を行うように変更した。 

 

「理学療法見学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」及び「理学療法地域実習」の評価内訳   

 新 旧 

  評価内容 評価の割合 評価内容 評価の割合 

実習前 
筆記試験 評価に含めない 

（知識の水準の確認） 

口頭試問 

提出課題 30％ 

口頭試問 40％ 

筆記試験 30％ 

実習前レポート 実習前レポート 

実習中 

実習指導者評価 

60% 

成長報告書 

実習ポートフォリオ   

成長報告書   

実習後 

凝縮ポートフォリオ 

40% 

筆記試験 

  口頭試問 

  実習後レポート 

 

（３）「理学療法評価実習」及び「理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」について 

本学科の教育課程上、臨地実務実習に際して、どのような取組を実施するのか具体的な実施計画が不

明であるとの指摘を受け、実習前後の学内の取り組みの概要を見直し、時期や方法を含めた具体的な実

施計画を加えて以下に示す。 
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「理学療法評価実習」及び「理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の概要 

    1 限 2 限 3 限 4 限 

実習前 

月 
実習オリエンテーシ

ョン① 
筆記試験 

OSCE のオリエンテ

ーション 

OSCE 課題の実技練

習 

火 OSCE（火曜日・水曜日の 2 日間かけて試験を実施する。） 

学生は 2 日間の 8 コマのうち、あらかじめ指定された 1 コマ（90 分）の時間に試験を受ける。

試験以外の時間は、実技練習の時間に充てる。 
水 

木 OSCE のフィードバック・実技練習 

金 
ポートフォリオの書

き方 

実習オリエンテーシ

ョン② 
    

実習中 臨地実務実習 

実習後 

月     実習セミナー 
OSCE のオリエンテ

ーション 

火 実習報告会 

口頭試問 水 

木 OSCE（木曜日・金曜日の 2 日間かけて試験を実施する。） 

学生は 2 日間の 8 コマのうち、あらかじめ指定された 1 コマ（90 分）の時間に試験を受ける。

試験以外の時間は、実技練習の時間に充てる。 金 

※理学療法総合臨床実習Ⅰは、実習開始が第 2 週の月曜日となるため、実習前の学内の取り組みは前月

の最終週に行う。 

 

①実習前 

「理学療法評価実習」及び「理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」においては、知識レベルを判定するため

の筆記試験と技術レベルを判定する OSCE の 2 つの試験において、一定の水準に到達していることと

を確認する。筆記試験は、当該実習までに履修した科目から実習に必要な基本的な知識を問うものであ

る。OSCE は、学生に理学療法士として必要な技能、態度の基本能力を身に付けさせるものである。本

学では、「理学療法評価実習」及び「理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の実習の前後に設ける。これらは、

求められる基本的臨床能力の深さが段階的に増すように設定する。筆記試験と OSCE の試験範囲と内

容は下表に示す。 

  筆記試験 OSCE（課題例） 

理学療法評価実習 ●基礎医学（解剖学・生理学・運動学） 

●疾患学（内科・整形外科・神経内科・

小児科等） 

●理学療法評価学 

●基本的な理学療法評価 

（医療面接、血圧・脈拍、関節可動域測定、徒

手筋力検査、形態計測、反射、片麻痺運動機能

検査等） 

理学療法総合臨床実習Ⅰ 理学療法評価実習の筆記試験の範囲

に加えて、運動療法学・物理療法学・

日常生活活動学・義肢装具学 

●関節可動域運動（基本的な四肢・体幹の運動

が適切に実施できるレベル） 

●歩行補助具の適合、歩行の評価・分析 

●物理療法の実施 
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理学療法総合臨床実習Ⅱ 理学療法総合臨床実習Ⅰの筆記試験

の範囲に加えて、障害別理学療法治療

学 

●関節可動域訓練（患者想定し、基本的な四肢・

体幹の運動が適切に実施できるレベル） 

●起居動作（寝返り・起き上がり等）とベッド・

車いす間の移乗指導と介助 

●歩行の指導と介助 

OSCE の具体的な実施方法は、才藤ら（2015）が推奨する方法を参照し、次のように設定する。 

 

OSCE の試験環境の設定 

 試験会場は、1 階実習室とする。実習室を可動式パーテーションで部屋を仕切り、3 つのステーショ

ンと学生待機スペースを設定する。タイムキーパーはすべてのステーションが見渡せる位置とする。 １

つのステーションに配置される人員は、評価者 1 名、模擬患者 1 名、受験する学生の 3 名とする。学生

待機ステーションには 7 名の学生が待機する。評価者と模擬患者、タイムキーパーは教員が行う。 

 

OSCE の実施方法 

1 つのステーションでの試験時間は 5 分で、試験終了 2 分間のフィードバックを受け、次のステーシ

ョンへの移動時間を 1 分間設ける。つまり、学生が 1 課題を受験に必要な時間は 8 分間となる。 

理学療法学科の 80 名の学生を 10 名ずつの 8 グループに分け、1 グループずつ試験室に入る。タイム

キーパーの指示に従って、各ステーションに学生を 1 名ずつ配置し、3 ステーション同時に試験を行う。

課題が終わるごとに、タイムキーパーの指示に従って下の図のとおりローテンションする。10 名が、す

べての課題を終了するために必要な時間は 80 分となるが、余裕をもって、1 グループ 1 限（90 分）ず

つ割り当てる。つまり、8 グループに対して OSCE を行うために 8 時限必要となり、2 日間かけて行う

計画である。 

 

 

OSCE の課題（例）股関節の関節可動域の測定 

 

設問）変形性股関節症の患者です。この患者の股関節の屈曲の関節可動域（他動）を測定して、結果

を報告してください。測定の前に、評価者に基本軸、移動軸を伝えください。測定後は、患者

は端坐位にしてください。制限時間は 5 分です。 

準備物）治療用ベッド、枕、角度計 
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患者設定） 

疾患・障害 右変形性股関節症 疼痛 右股関節の荷重痛 

年齢・性別 不問 ROM 制限 右股屈曲 100°伸展－10° 

受傷・発症後 1 年前 筋力低下 右股屈曲・伸展 MMT3 

主訴 歩くとき股関節が痛い 起居動作 自立 

理解・表出 正常 歩行 自立 

採点基準）ルーブリック評価の採点基準に基づき、評価をする。 

 

②実習中 

実習中、学生は、理学療法士としての基本的態度を学び、様々な場面での適切な行動をとること、こ

れまでに学修した知識を臨床場面に結びつけ、実習指導者の下で、リスク管理技術及び理学療法評価技

術、治療技術の模倣・実施を経験し、理学療法の一連のプロセスを学ぶ。それを実習ポートフォリオに

まとめ、実習指導者に提出することで、実習指導者は学修状況（何をどのように理解したか）を確認し、

その後の指導に活かす。また、実習担当教員は、巡回時に学生の実習ポートフォリオを確認し、作成が

スムーズに進行できるように支援を行う。 

実習中は、各実習施設に最低 1 名の専任教員（実習担当教員）を配置し、実習期間中に必ず 1 回以上、

巡回指導を行い、実習施設の指導者と実習の進捗状況や問題点の把握を実施する。実習に支障をきたし

ている時は、実習指導者とともに学生指導を行う。 

実習中の評価については、実習指導者と教員が行う。実習担当教員は、訪問あるいは電話連絡時に、

実習指導者とともに学生の状況を評価表に沿って中間評価を行う。実習指導者の評価は、形成的評価と

して捉え、段階的に成長していけるよう学生の教育に活用する。その際、本学の定める評価の基準と実

習指導者の評価に差があるときは、評価をつける根拠を聞きとり、評価基準を説明し、評価が適正に行

われるように働きかける。また、実習中に作成した実習ポートフォリオは、実習終了後に学校へ提出し、

実習中の取り組みの状況、学生の変化の 2 つの観点から、実習担当教員が評価を行い、実習中の評価と

する。 

 

③実習後 

実習後の評価内容を「筆記試験と OSCE」から、「凝縮ポートフォリオの報告に対する口頭試問と

OSCE」に変更した。知識は、凝縮ポートフォリオをもとに実習報告を行い、経験した内容に関する口

頭試問を行うことで確認する。また、技術は、実習で経験した疾患・障害領域に合わせて患者設定して、

OSCE を行い、実習目的の到達度を確認する。なお、この口頭試問及び OSCE は、実習終了後 1 週間

の間に実施する。 

変更理由は、申請時の計画では、実習前後の評価を同一内容の筆記試験と OSCE を行うことで、成長

を測ることが、公平な成績評価であると捉えていた。しかし、配置された実習施設の特性によって、対

象となる疾患や障害が異なり、実習内容が大きく異なるため、実習後の評価は、あくまで実習での学修

成果に対して行うことが、公平な成績評価となると認識を改めたためである。 

以上のように、実習前・実習中・実習後に分け、それぞれの時期について取り組みと評価について見

直し、成績評価の内訳を下表のとおり変更した。変更理由は、申請した計画では、実習前後の筆記試験

と OSCE の評価を含めていたが、実習前の筆記試験と OSCE は、学生の知識と技術の到達水準を確認
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するためのもので、成績に含めることは不適切と考えたためである。検討の結果、実習中と実習後の評

価をもって成績評価を行うように変更した。 

「理学療法評価実習」及び「理学療法総合実習Ⅰ・Ⅱ」の評価内訳   

 新 旧 

  評価内容 評価の割合 評価内容 評価の割合 

実習前 
筆記試験 評価に含めない 

（知識の水準の確認） 

OSCE 

提出課題 10％ 

施設評価 20％ 

OSCE   40％ 

筆記試験 30％ 

OSCE 筆記試験 

実習中 

実習指導者評価 

60% 

施設評価 

実習ポートフォリオ 凝縮ポートフォリオ 

体験チェックリスト 成長報告書 

成長報告書   

実習後 

凝縮ポートフォリオ 

40% 

OSCE 

口頭試問 筆記試験 

OSCE   

 

２）作業療法学科 

（１）全体計画の見直し 

申請時点の教育課程においては、1 年次から 3 年次までの 3 年間で、優先的に理学療法士作業療法士

学校養成施設指定規則に則った単位を履修させ、4 年次に展開科目・総合科目を学ぶ構成としていたが、

是正事項 1 を受け、全ての科目の配当年次を見直すとともに、臨地実務実習の名称及び単位数を変更し

た。次に各臨地実務実習の見直しを行い、具体的にどのような形で実習を行うかの流れを提示した。 

 

①臨地実務実習の名称及び実習単位数の変更 

臨地実務実習の名称変更については、本学は、リハビリテーション学部の中に理学療法学科と作業療

法学科を併設しているが、理学療法士作業療法士養成施設ガイドラインが同じであるにも関わらず、実

習の名称のつけ方が異なっていた。そこで、臨地実務実習の名称を学科（理学療法・作業療法）、実習の

種別（見学・評価・総合臨床・地域）の順で表すこと（例：作業療法評価実習）で、実習内容が分かり

やすくなるように名称変更を行った。 

単位数の変更については、実習単位を「作業療法評価実習」では 3 単位から 5 単位への変更、「作業

療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」では 8 単位から 7 単位への変更を行った。変更理由は、提出した実習計画で

は、「作業療法評価実習」では、実習地で学ぶ期間が短すぎること、また、「作業療法総合臨床実習Ⅰ・

Ⅱ」では、実習施設と学内とで学ぶ時間が曖昧で分かりづらいことにある。そこで、作業療法の多様な

考えを学ぶ機会を学生に設ける為、「作業療法評価実習」は、実習施設で 4 週間、実習後に学内で 1 週

間の学修を設定した。また、「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」は、実習施設で 6 週間、実習後に学内で 1

週間の学修を設定した。 

配当年次については、「作業療法総合臨床実習Ⅱ」を 3 年次後期から 4 年次前期へ変更した。見直し

を図った結果、作業療法士の養成に必要な科目に偏らず、展開科目を含めた様々な科目が 1 年次から段

階的に学べるように修正された。このことにより、我々が 3 年制の専門学校の教育では行えなかった作

業療法士の知識や技術が、新たな分野で活かせる可能性を並行して学ぶことができ、より広い視野をも
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ち、柔軟な思考で問題解決能力の高い人材を養成できると考える。 

臨地実務実習の名称、配当年次及び単位数の変更内容を次に示す。 

 

（新旧対照表）教育課程等の概要 別記様式第 2 号（その 2 の 1）リハビリテーション学部 作業療法

学科 

新 旧 

授業科目の名称 配当年次 単位数 授業科目の名称 配当年次 単位 

作業療法見学実習Ⅰ 1 後 1 作業療法見学実習Ⅰ 1 後 1 

作業療法見学実習Ⅱ 2 前 1 作業療法見学実習Ⅱ 2 前 1 

作業療法評価実習 3 前 5 作業療法臨床評価実習 3 前 3 

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3 後 7 作業療法臨床総合実習Ⅰ 3 後 8 

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4 前 7 作業療法臨床総合実習Ⅱ 3 後 8 

作業療法地域実習 4 前 1 地域作業療法実習 4 前 1 

 

②臨地実務実習の内容の見直し 

「作業療法見学実習Ⅰ・Ⅱ」及び「作業療法地域実習」の見直し 

提出した「作業療法見学実習Ⅰ・Ⅱ」及び「作業療法地域実習」の計画では、1 週間（実質 5 日間）

のうち、初日と最終日の 2 日間が学内での学修、中 3 日間が実習施設での学修となっていたが、5 日間

実習施設で実習を行うことに変更した。変更理由は、当初は、実習施設と養成校が協力して学生の学び

の支援をする為の計画であったが、実習施設での学びの時間が不十分になると考えたためである。また、

見学実習であり、学生間の討論も成長に必要な要因の一つと考え、学生の配置数も 1 施設 2 名（「作業

療法地域実習」は必要時 4 名）と変更とした。「作業療法見学実習Ⅰ・Ⅱ」及び「作業療法地域実習」の

主な流れを以下に示す。 

  月 火 水 木 金 土 日 

第 1 週 

オリエンテーション 

施設見学 
        

実習

ポー

トフ

ォリ

オ報

告会 

  

作業療法士の業務見学、作業療法以外の他部門の見学等、患者とのコミュニケーション   

実習ポートフォリオの提出   

実習指導者のフィードバック 実習の総括     

※見学実習は、実習施設の体制に従って、週 5 日（40 時間）行う。土曜日に実習ポートフォリオ報告会（5 時間）を

行い、45 時間（1 単位）とする。 

 

新 旧 

授業科目の名称 学生の配置数 授業科目の名称 学生の配置数 

作業療法見学実習Ⅰ 1 施設 2 名程度 作業療法見学実習Ⅰ 1 施設 1 名程度 

作業療法見学実習Ⅱ 1 施設 2 名程度 作業療法見学実習Ⅱ 1 施設 1 名程度 

作業療法地域実習 1 施設 2 名又は 4 名程度 地域作業療法実習 1 施設 3～4 名程度 
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「作業療法評価実習」及び「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の見直し 

「作業療法評価実習」及び「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の主な流れを以下に示す。 

  月 火 水 木 金 土 日 

第 1 週 

実習施設 

オリエンテー

ション 

施設見学 

他部門の見学 

実習施設の

体制によっ

て、実習を

行うことが

ある 

作業療法士の

臨床の見学 
作業療法士の臨床の見学、評価の模倣・実施 

  実習ポートフォリオ、体験チェックリスト（週末のみ）の提出 

実習指導者のフィードバック 

作業療法評

価実習では

第 2～3

週、作業療

法総合臨床

実習Ⅰ・Ⅱ

では第 2～

5 週 

実習施設 

他部門、カンファレンス、サービス担当者会議等の見学 

作業療法士の臨床の見学、評価の模倣・実施 

（情報収集、検査・測定、姿勢評価、ADL 評価等） 

実習ポートフォリオ、体験チェックリスト（週末のみ）提出 

巡回教員によ

る実習ポート

フォリオの内

容の確認 

実習指導者のフィードバック 

作業療法評

価実習では

第 4 週、作

業療法総合

臨床実習

Ⅰ・Ⅱでは

第 6 週 

実習施設 

他部門、カンファレンス、サービス担当者会議等の見学 

作業療法士の臨床の見学、評価の模倣・実施（情報収集、検査・測定、姿勢評価、ADL

評価等） 

実習ポートフォリオ、体験チェックリスト（週末のみ）、成長報告書提出 

巡回教員によ

る実習ポート

フォリオの内

容の確認 

（予備日） 

実習指導者のフィードバック 実習の総括 

作業療法評

価実習では

第 5 週、作

業療法総合

臨床実習

Ⅰ・Ⅱでは

第 7 週 

学内 

凝縮ポートフ

ォリオの作成 

凝縮ポートフォ

リオの作成 

OSCE（実習

後）、OSCE の

試験の時間外は

凝縮ポートフォ

リオの作成 

凝縮ポートフォ

リオの作成 

凝縮ポートフォ

リオ報告会 

  

  

  

  

※実習中の実習担当教員の巡回は、作業療法評価実習で第 2 週に 1 回実施する。作業療法総合臨床実習で第 3 週に 1

回実施する。 
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（２）「作業療法見学実習Ⅰ・Ⅱ」及び「作業療法地域実習」について 

本学科の教育課程上、臨地実務実習に際して、どのような取組を実施するのか具体的な実施計画が不

明であるとの指摘を受け、実習前後の学内の取り組みの概要を見直し、時期や方法を含めた具体的な実

施計画を加えて以下に示す。 

 

①実習前 

実習中に作成するポートフォリオの書き方を指導する。さらに、実習前は、実習施設の概要（実践す

る場がどのような環境にあるのか、どのような対象者がいるのか、作業療法士が用いる介入で多い方法、

作業療法士の組織図上の位置、設置にいたる歴史的経緯、実習地の地域の中での役割など）についてま

とめ、実習前レポートとして提出することで、実習に臨む体制を整える。 

 

②実習中 

学生は、様々な対象者の作業療法の介入場面の見学を通して経験し、多様な作業療法の支援のあり方

を学ぶ。その際、実習指導者から口頭、文章、図示などの教示がされる。それらの要点をまとめて実習

ポートフォリオを作成し、実習指導者に提出することで、実習指導者は学修状況（何をどのように理解

したか）を確認し、その後の指導に活かす。 

実習担当教員は、実習中と実習後に、実習指導者に電話連絡し、実習の状況を把握する。実習に支障

をきたしている時は、実習担当教員が訪問し、実習指導者とともに学生指導を行う。 

実習中の評価については、実習指導者と実習担当教員が行う。実習指導者は、本学の評価表を用いて

行うが、実習担当教員が電話連絡した際に、本学の評価基準が守られているか確認する。 

また、学生が実習中に作成した実習ポートフォリオは、実習終了後に学校へ提出し、実習中の取り組

みの状況、学生の変化の 2 つの観点から、実習担当教員が評価を行い、実習中の評価とする。 

 

③実習後 

実習後の評価内容を「筆記試験と OSCE」から、「実習ポートフォリオの発表と提出課題」の 2 つに

変更した。その変更理由は、申請時の計画では、実習前後の評価を同一内容の筆記試験と OSCE を行う

ことで、成長を測ることが、公平な成績評価であると捉えていた。しかし、配置された実習施設の特性

によって、対象となる疾患や障害が異なり、実習内容が大きく異なるため、実習後の評価は、あくまで

実習での学修成果に対して行うことが、公平な成績評価となると認識を改めたためである。そこで、実

習ポートフォリオをもとに発表を行い、教員が評価する。なお、実習ポートフォリオの発表は、施設実

習終了後に実施する。 

以上のように、実習前・実習中・実習後に分け、それぞれの時期について取り組みと評価について見

直し、成績評価の内訳を下表のとおり変更した。変更理由は、申請時の計画では、実習前後の筆記試験

と OSCE の評価を含めていたが、実習前の筆記試験と OSCE は、学生の知識と技術の到達水準を確認

するためのもので、成績に含めることは不適切と考えたためである。検討の結果、実習中と実習後の評

価をもって成績評価を行うよう改める。 
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「作業療法見学実習Ⅰ・Ⅱ」及び「作業療法地域実習」の評価内訳 

  
新 旧 

評価内容 評価の割合 評価内容 評価の割合 

実習前 
実習前レポート 

評価に含めない 
口頭試問 

提出課題 30％ 

口頭試問 40％ 

筆記試験 30％ 

  実習前レポート 

実習中 

実習指導者評価 

60% 

成長報告書 

実習ポートフォリオ   

体験チェックリスト 

成長報告書 
  

実習後 

凝縮ポートフォリオの発表 

40% 

筆記試験 

口頭試問 

教員の評価 実習後レポート 

 

 

（３）「作業療法評価実習」及び「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」について 

本学科の教育課程上、臨地実務実習に際して、どのような取組を実施するのか具体的な実施計画が不

明であるとの指摘を受け、実習前後の学内の取り組みの概要を見直し、時期や方法を含めた具体的な実

施計画を加えて以下に示す。 

 

①実習前 

「作業療法評価実習」及び「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」においては、知識レベルを判定するため

の筆記試験と技術レベルを判定する OSCE の 2 つの試験において、一定の水準に到達していることと

を確認する。 

筆記試験は、実習地で出会うことの多い疾患に対する基本的な知識（身体障害領域の実習地であれば、

脳梗塞の病態についての知識、基本的な介入方法、評価の視点、治療視点など）を問うものである。目

的は、臨地実務実習に行くにあたって、疾患の知識の習得である。 

 OSCE は、学生に作業療法士として必要な技能、態度の基本能力を身に付けさせるものである。本学

では、「作業療法評価実習」及び「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の実習の前後に設ける。これらは、求

められる基本的臨床能力の深さが段階的に増すように設定する。「作業療法評価実習」は、基本的な作業

療法介入の手技と療法士面接とし、「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」は、実習地で経験しうる技術、手技

といった応用的な技能とする。試験課題は、実習施設の特性にあった疾患・障害領域に合わせて患者設

定し、臨床実習における OSCE で獲得すべき水準Ⅰ（作業療法臨床実習指針）の技能と本学が推奨する

「作業」を通して対象者を理解する為の技能の 2 つの課題とする。 

OSCE の具体的な実施方法は、才藤ら（2015）が推奨する方法を参照し、次のように設定する。 

 

OSCE の試験環境の設定 

 試験会場は、2 階評価実習室とする。実習室を可動式パーテーションで部屋を仕切り、2 つのステー

ションと学生待機スペースを設定する。タイムキーパーはすべてのステーションが見渡せる位置とする。 



 

152 

学生の動き 人員配置 

１つのステーションに配置される人員は、評価者 1 名、模擬患者 1 名、受験する学生の 3 名とする。学

生待機ステーションには 8 名の学生が待機する。評価者と模擬患者、タイムキーパーは教員が行う。 

 

OSCE の実施方法 

1 つのステーションでの試験時間は 5 分で、試験終了 2 分間のフィードバックを受け、次のステーシ

ョンへの移動時間を 1 分間設ける。つまり、学生が 1 課題を受験に必要な時間は 8 分間となる。 

作業療法学科の 40 名の学生を 10 名ずつの４グループに分け、1 グループずつ試験室に入る。タイム

キーパーの指示に従って、各ステーションに学生を 1 名ずつ配置し、2 ステーション同時に試験を行う。

課題が終わるごとに、タイムキーパーの指示に従って下の図のとおりローテンションする。10 名が、す

べての課題を終了するために必要な時間は 80 分となるが、余裕をもって、1 グループ 1 限（90 分）ず

つ割り当てる。つまり、4 グループに対して OSCE を行うために 4 時限必要となり、1 日間かけて行う

計画である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OSCE の課題（例 1）肩・肘関節可動域の検査測定（肩・肘関節動作の機能の評価の技術） 

設問）脳梗塞により左片麻痺を呈した患者です。この患者の肩関節が移転の角度を測定してください。

測定の際は基本軸、移動軸を口頭で採点者に説明しながら計測してください。制限時間は 5 分で

す。では、始めてください。 

 

準備物）治療用ベッド、枕、角度計 

 

患者設定） 

疾患・障害 脳梗塞・左片麻痺 座位 自立 

年齢・性別 不問 立位 自立 

受傷・発症後 1 ヶ月 起居動作 自立 

疼痛 左肩 理解・表出 良好 

表在覚 軽度鈍麻   

採点基準）本学が作成した採点基準（ルーブリック評価）で評価をする。 

 

OSCE の課題（例 2）興味関心チェックシートを用いた面接（対象者の「作業」を調査する質問紙法、

面接の技術） 

 

設問）脳梗塞により左片麻痺を呈した患者です。この方の「作業」に着眼したアプローチを考えたあな



 

153 

たは、興味関心チェックシート（様々な作業活動が記載されており、それぞれの経験の有無、関

心の有無を問う質問紙）を用いた面接を実施することになりました。制限時間は 5 分です。では、

始めてください。 

 

準備物）鉛筆、消しゴム、興味関心チェックシート（制限時間の問題から設問項目を 5 問とする）、机 

疾患・障害 脳梗塞・左片麻痺 座位 自立 

年齢・性別 不問 立位 自立 

受傷・発症後 1 ヶ月 起居動作 自立 

疼痛 左肩 理解・表出 良好 

表在覚 軽度鈍麻   

採点基準）本学が作成した採点基準（ルーブリック評価）にて評価する。 

 

②実習中 

実習中、学生は、作業療法士としての基本的態度を学び、様々な場面での適切な行動をとること、こ

れまでに学修した知識を臨床場面に結びつけ、実習指導者の下で、リスク管理技術及び作業療法評価技

術、治療技術の模倣・実施を経験し、作業療法の一連のプロセスを学ぶ。それを実習ポートフォリオに

まとめ、実習指導者に提出することで、実習指導者は学修状況（何をどのように理解したか）を確認し、

その後の指導に活かす。また、教員は、巡回時に学生の実習ポートフォリオを確認し、作成がスムーズ

に進行できるように支援を行う。 

学生には毎週末に実習地でどのような経験をしたかを記す体験チェックリストを課題として設定す

る。この表は、作業療法の実践の何をどれくらい経験したのかを明らかにし、経験できていないものは、

経験する機会を実習指導者と学生、実習担当教員で確認するものである。 

実習中は、各実習施設に最低 1 名の専任教員（実習担当教員）を配置し、実習期間中に必ず 1 回以上

巡回指導を行い、実習施設の指導者と実習の進捗状況や問題点の把握を実施する。実習に支障をきたし

ている時は、実習指導者とともに学生指導を行う。 

実習中の評価については、実習指導者と教員が行う。実習担当教員は、訪問あるいは電話連絡時に、

実習指導者とともに学生の状況を評価表に沿って中間評価を行う。実習指導者の評価は、形成的評価と

して捉え、段階的に成長していけるよう学生の教育に活用する。その際、本学の定める評価の基準と実

習指導者の評価に差があるときは、評価をつける根拠を聞きとり、評価基準を説明し、評価が適正に行

われるように働きかける。また、実習中に作成した実習ポートフォリオ、体験チェックリスト、成長報

告書は、実習終了後に学校へ提出し、実習中の取り組みの状況、学生の変化の 2 つの観点から、実習担

当教員が評価を行い、実習中の評価とする。 

 

③実習後 

実習後の評価内容を「筆記試験と OSCE」から、「凝縮ポートフォリオの発表と OSCE」の 2 つに変

更した。その変更理由は、申請時の計画では、実習前後の評価を同一内容の筆記試験と OSCE を行うこ

とで、成長を測ることが、公平な成績評価であると捉えていた。しかし、配置された実習施設の特性に

よって、対象となる疾患や障害が異なり、実習内容が大きく異なるため、実習後の評価は、あくまで実

習での学修成果に対して行うことが、公平な成績評価となると認識を改めたためである。そこで、知識

は、凝縮ポートフォリオをもとに発表を行い、教員が評価する。OSCE は、実習で経験した疾患・障害



 

154 

領域に合わせて患者設定して、実習目的の到達度を確認する。なお、凝縮ポートフォリオの発表（作成

の期間を含む）と OSCE は、施設実習終了後 1 週間の間に実施する。 

以上のように、実習前・実習中・実習後に分け、それぞれの時期について取り組みと評価について見

直し、成績評価の内訳を下表のとおり変更した。変更理由は、申請時の計画では、実習前後の筆記試験

と OSCE の評価を含めていたが、実習前の筆記試験と OSCE は、学生の知識と技術の到達水準を確認

するためのもので、成績に含めることは不適切と考えたためである。検討の結果、実習中と実習後の評

価をもって成績評価を行うよう改める。 

 

「作業療法評価実習」及び「作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」の評価内訳 

  
新 旧 

評価内容 評価の割合 評価内容 評価の割合 

実習前 
筆記試験 

評価に含めない 
筆記試験 

提出課題 10％ 

施設評価 20％ 

OSCE   40％ 

筆記試験 30％ 

OSCE OSCE 

実習中 

実習指導者評価 

50% 

施設評価 

実習ポートフォリオ 

体験チェックリスト 

成長報告書 

凝縮ポートフォリオ 

 成長報告書 

実習後 

凝縮ポートフォリオの発表 

50% 

OSCE 

筆記試験 

OSCE   

教員の評価   
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１５．＜臨地実務実習が不明確＞ 

大学教育としてふさわしい臨地実務実習が実施され、単位認定が厳格に行われる計画なのか

疑義があるため、次の内容をはじめとして、計画全体を再度確認し、適切に修正すること。

【２学科共通】 

（２）提出された巡回指導計画表に、担当教員の氏名が記載されておらず、巡回指導のシフ

トが適切に組まれているのか不明なため、巡回指導計画表を修正した上で、臨地実務

実習が適切に実施できる指導体制となっていることを説明すること。その際、完成年

度時において、担当教員が講義と実習を同時期に担当する場合には、教員ごとの科目

担当時間割等を資料として添付した上で、教員の負担等の観点から無理のない計画で

あることを併せて説明すること。 

 

（対応） 

申請時に提出を行った巡回指導計画表に、担当教員の氏名を記載しておらず不適切であった。巡回指

導計画表（資料15-2、15-3）及び実習担当教員ごとの勤務スケジュール表（資料15-4、15-5）を添付す

ることで、臨地実務実習が適切に実施できる指導体制となっていることの説明を行う。 

 

 

完成年度における実習担当教員の科目担当時間割を資料に示す。全ての実習担当教員に研究日を1日

設定しており、これに科目担当を入れても担当していない時間があり、この時間を巡回指導にあてる。

1人あたりの実習担当施設数は、理学療法評価実習においては3施設程度、作業療法評価実習においては

5施設程度、理学療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱにおいては5施設程度、作業療法総合臨床実習Ⅰ・Ⅱにおいて

は5施設程度配置している。また、1人の担当教員が担当する実習地は、1実習期間中、本学が定める実

習巡回条件区分の遠距離施設を複数担当しないように配慮し、近距離施設と遠距離施設を組み合わせる

よう調整する。 

各実習担当教員における科目担当の平均単位数を下表に示す。両学科とも、平均担当単位数が前期・

後期ともに5単位程度であった。これは、下表に示す他大学の平均担当単位数と比較しても少なく、この

ことから本学の教員体制から考え、巡回指導を十分行うことができ、かつ実習担当教員の学生教育及び

研究に支障をきたすことはない。さらに、臨床実習全体の計画の作成、実習地との調整、臨床実習の進

捗管理等、実習の管理を臨地実務実習以外の科目を担当しない実習調整者が行うことで、他の実習担当

教員が学生教育及び研究の時間をさらにとることができるよう配慮する。 

 

資料15-2：巡回指導計画表（理学療法学科） 

資料15-3：巡回指導計画表（作業療法学科） 

資料15-4：勤務スケジュール表（理学療法学科） 

資料15-5：勤務スケジュール表（作業療法学科） 
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表1 本学両学科教員の平均担当単位数（完成年度時） 

学科名 教員数（名） 
平均担当単位（単位） 

定員（名） 
前期 後期 

理学療法学科 17 2.16 5.07 80 

作業療法学科 9 2.80  3.56 40 

 

表2 宝塚医療大学の平均担当単位数 

学科名 教員数（名） 
平均担当単位（単位） 

定員（名） 
前期 後期 

理学療法学科 14 5.28 5.28 70 

（宝塚医療大学HP http://www.tumh.ac.jp/course/teachers/index.html 

平成30年度シラバス 

http://www.tumh.ac.jp/uploads/outline/0000000375.pdf 

http://www.tumh.ac.jp/uploads/outline/0000000376.pdf 

http://www.tumh.ac.jp/uploads/outline/0000000377.pdf 

http://www.tumh.ac.jp/uploads/outline/0000000378.pdf 

http://www.tumh.ac.jp/uploads/outline/0000000379.pdf 

本学調べ） 

 

表3 森ノ宮医療大学の平均担当単位数 

学科名 教員数（名） 
平均担当単位（単位） 

定員（名） 
前期 後期 

理学療法学科 15 8.03 6.13 70 

（森ノ宮医療大学 HP https://www.morinomiya-u.ac.jp/guide/kyoin.php#rigaku 

講義概要 シラバス https://www.morinomiya-u.ac.jp/info/pdf/syllabus_list.pdf 

本学調べ） 

 

表4 藤田医科大学の平均担当単位数 

学科名 教員数（名） 
平均担当単位（単位） 

定員（名） 
前期 後期 

作業療法学科 9 2.80  3.78 40 

（藤田医科大学 HP  https://www.fujita-hu.ac.jp/rs/list2.html?g=4  

平成30年度（2018）シラバス 

https://www.fujita-hu.ac.jp/faculty/health-sciences/dubv6r00000025sv-att/dubv6r0000002k7b.pdf 

https://www.fujita-hu.ac.jp/faculty/health-sciences/dubv6r00000025sv-att/dubv6r0000002k77.pdf 

https://www.fujita-hu.ac.jp/faculty/health-sciences/dubv6r00000025sv-att/dubv6r0000002k7i.pdf 

https://www.fujita-hu.ac.jp/faculty/health-sciences/dubv6r00000025sv-att/dubv6r0000002k7l.pdf 

本学調べ） 
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表5 国際医療福祉大学小田原キャンパスの平均担当単位数 

学科名 教員数（名） 
平均担当単位（単位） 

定員（名） 
前期 後期 

作業療法学科 15 6.23 8.00 80 

（国際医療福祉大学 HP https://otawara.iuhw.ac.jp/gakubu/sagyou/professor.html 

平成 29 年度 授業計画（シラバス集） https://www2.iuhw.ac.jp/pdf/syllabus/作業療法学科.pdf 

本学調べ） 
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（改善事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１６．＜取得可能な資格に関する指導方法が不十分＞ 

取得可能な資格として挙げられた各資格を取得することがどのような意義をもつのかについ

て、学生にどのように指導していくのか不明なため、資格取得のための学生の費用負担に関す

る考え方とともに、明確に説明すること。その際、３つのコース・領域の学修における対応関

係についても留意すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

設置の趣旨等を記載した書類の 62 項～63 頁において、取得可能な資格として、理学療法学科におい

ては、理学療法士国家試験受験資格以外に、「中級障がい者スポーツ指導員」、「スポーツリズムトレーニ

ング（DIFFUSER）」及び「ゴルフフィジオトレーナー」の 3 つの資格を挙げ、作業療法学科において

は、作業療法士国家試験受験資格以外に、「福祉住環境コーディネター2 級」、「中級障がい者スポーツ指

導員」及び「メンタルヘス・マネジメント 2 種」の 3 つの資格を挙げたが、資格の取得自体を単位取得

の条件とはしておらず、もとより 3 つのコース・領域（現：履修モデル）との対応関係は想定していな

かった。 

これらは、本学の授業に関連した資格を挙げており、当該科目を受講すれば資格が取れるというもの

ではない。学生が授業を通して、これらの資格に興味を持った場合、その後、自身のキャリアアップの

ため、自らの意思で資格を取得できることを伝え、資格取得のための情報を提供することが、本学の学

生に対する指導内容となる。資格に関する情報提供は、授業内や学内情報の掲示版にて行い、資格取得

にあたっての費用は、学生負担とする。 

 そのため、「理学療法士／作業療法士国家試験受験資格」とは切り離し、授業科目の延長で取得可能な

資格として、以上の 6 つの資格を列記することで、本改善事項への対応とさせていただく。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１７．＜国家試験受験資格の位置付けが不適切＞ 

共生型社会に向けたリハビリテーションの専門家育成を掲げているにもかかわらず、国家試験

を受験しなかった者又は受験できなかった者も卒業要件を満たせば卒業できることを設置計

画書上で明示しているが、専門職大学制度における専門職業人の育成目的を踏まえれば、国家

試験の受験資格に関する考え方が不適切なため、適切に改めること。【２学科共通】 

 

（対応） 

ご指摘のとおり、理学療法士・作業療法士というリハビリテーションの専門家を養成することが、本

学の目的の根幹となるため、学生に国家試験受験資格を取得させたうえで卒業させるべきである。その

ため、学生が国家試験受験資格を取得し、卒業できるよう大学として責任を持って取り組む旨を明記す

る。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（75 ページ） 

新 旧 

２）資格の位置づけ 

理学療法士・作業療法士というリハビリテーシ

ョンの専門家を養成することが、本学の根幹とな

るため、理学療法学科の学生は、理学療法士の国

家資格を取得することが、また、作業療法学科の

学生は、作業療法士の国家資格を取得すること

が、主要な目標となる。そのため、学生が国家資

格を取得できるよう本学として責任を持って取

り組む。 

２）資格の位置づけ 

理学療法学科の学生は、国家資格である理学療

法士を取得することが、また、作業療法学科の学

生は、国家資格である作業療法士を取得すること

が主要な目標となるが、国家試験に不合格であっ

た場合、又は、国家試験を受験しなかった場合、

あるいは受験できなかった場合でも、上述の卒業

要件を満たしていれば、卒業（修了）できるもの

とする。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１８．＜教育課程連携協議会に関する整備が不明確＞ 

教育課程連携協議会について、以下の点を是正すること。【２学科共通】 

（１）教育課程連携協議会に関する専門職大学設置基準第 11 条第２項第３号の区分の構成員

について、地域の幅広い意見を教育課程に反映させるための代表者として十分なのか不

明確であるため、妥当性を明確に説明するか、構成員を追加する等構成を見直すこと。 

 

（対応） 

 

 申請時の専門職大学設置基準第 11 条第 2 項第 3 号の区分の構成員（東近江市福祉総合支援課主幹の

河島克彦氏）について、地域の幅広い意見を教育課程に反映させるための代表者としての妥当性につい

てご指摘を受け、検討を行った。 

新たに、当該区分の構成員として滋賀県健康医療福祉部理事の角野文彦氏を追加し、河島克彦氏につ

いては、本学の目的を達成するために、欠かせぬ人材であるため、専門職大学設置基準第 11 条第 2 項

第 5 号の区分の構成員へ移動する。さらに、見直しを行う過程で、本学の目的を達成するために、滋賀

県立リハビリテーションセンター主査の乙川亮氏を専門職大学設置基準第 11 条第 2 項第 5 号の区分の

構成員として新たに追加する。 

 

１）滋賀県健康医療福祉部理事の角野文彦氏を専門職大学設置基準第 11 条第 2 項 3 号の区分の構成員

に据える。 

滋賀県健康医療福祉部理事の角野文彦氏は、これまで滋賀県健康医療福祉部の要職を歴任し、県内の

医療政策や福祉政策、医療福祉や健康寿命延伸の推進など、現在に至るまで県民の保健・医療・福祉に

多く携わるとともに、県内の幅広い意見を集約している人材である。 

以上の理由で、現在、そしてこれからの保健・医療・福祉分野の課題や動向、地域共生社会の実現に向

けたリハビリテーション専門職の在り方に関する提言ができる存在となると考え、教育課程連携協議会

の代表者としてふさわしいと考え、角野文彦氏を専門職大学設置基準第 11 条第 2 項 3 号の区分の構成

員に据えることとした。 

 

略歴 

年 月 事 項 

昭和 61 年 3 月 

昭和 61 年 6 月 

平成 11 年 4 月 

平成 20 年 4 月 

平成 24 年 4 月 

平成 25 年 4 月 

平成 30 年 4 月 

滋賀医科大学医学部 卒業 

滋賀県入庁 彦根保健所 

滋賀医科大学「公衆衛生」非常勤講師 

滋賀県 健康福祉部 健康推進課長 

滋賀県 健康医療福祉部 次長 

滋賀医科大学 特命教授（現在に至る） 

滋賀県 健康医療福祉部 理事（現在に至る） 
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備考：理事職について 

 

 

滋賀県健康医療福祉部 理事の分掌事務  

（健康・医療政策担当） 

（健康医療福祉部次長事務取扱） 

（病院事業庁次長事務取扱） 

（総務事務・厚生課主席参事事務取扱） 

 

２）東近江市福祉総合支援課の河島克彦主幹を専門職大学設置基準第 11 条第 2 項 5 号の区分の構成員

に変更する。 

 本学において、地域の幅広い意見を教育課程に反映させるための代表者を十分に議論した結果、前述

のとおり、専門職大学設置基準第 11 条第 2 項第 3 号の区分の構成員として角野文彦氏を追加し、東近

江市福祉総合支援課の河島克彦主幹については、専門職大学設置基準第 11 条第 2 項第 5 号の区分の構

成員として区分を変更して据えることとした。 

 河島克彦氏が在籍する東近江市福祉総合支援課の主な業務内容は、地域包括支援センターの運営（高

齢者対象）・要援護高齢者、障害者、生活困窮者の総合相談、高齢者、障害者及び生活困窮者の総合相談、

地域包括支援センターの運営、高齢者及び障害者の権利擁護、認知症に対する相談に関することであり、

福祉総合支援課が蓄積する豊富な情報は重要な資源と言える。河島克彦氏は主幹として、当該部署業務

の中心的役割を果たしている。加えて、本学の学生にとって、地域の現状把握、分析、課題解決能力を

身に付けさせ、実践力を高めるためにはフィールドワークが不可欠であり、それを実施するためには福

祉総合支援課の協力が重要となる。これらの理由から、河島氏は、欠かせぬ人材であるため、設置基準
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第 11 条第 2 項 5 号の区分の構成員に据える。 

 

３）滋賀県立リハビリテーションセンター主査の乙川亮氏を、専門職大学設置基準第 11 条第 2 項第 5

号の区分の構成員に加える。 

上記、2）で東近江市福祉総合支援課の河島克彦主幹を設置基準第 11 条第 2 項 5 号の区分の構成員と

して据えることとしたが、東近江市という市単位の意見だけは、その市の特徴に偏ることも考えられる。

そこで、もう 1 つ大きな枠として、県単位のリハビリテーションの状況をよく知る人材も追加すること

で構成員の構成がよりバランスが良くなると考え、さらにもう 1 名、乙川亮氏を専門職大学設置基準第

11 条第 2 項第 5 号の区分の構成員に加えた。 

乙川氏は、滋賀県立リハビリテーションセンターに在籍する作業療法士である。同センターの役割は、

滋賀県のリハビリテーションの質的向上を目的として、地域リハビリテーションを推進し、地域と県全

域をつなぐ支援のネットワークづくりや、利用者本位の一貫したサービスを総合的に提供できる体制の

整備などを行うことにある。その中でも、支援部門は、関係機関・施設・各種団体との協働により、教

育・研修、情報の収集・提供、交流など様々な事業を行っている。構成員に乙川氏が加わることで、滋

賀県のリハビリテーション中核としての機能（最先端のリハビリテーションに関する知識や技術、地域

連携など）を本学の教育課程に反映したいと考えている。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１８．＜教育課程連携協議会に関する整備が不明確＞ 

教育課程連携協議会について、以下の点を是正すること。【２学科共通】 

（２）教育課程の不断の見直しを実現するために重要な事項を審議し、学長に意見を述べる役

割を担う教育課程連携協議会の位置付けを踏まえれば、学則上で教育課程連携協議会の

設置を規定することが適切だと考えられるが、本大学の学則では規定がないため、適切

に規定すること。 

 

（対応） 

教育課程連携協議会の趣旨・重要性を踏まえ、教育課程連携協議会を本学に設置する旨を、学則に明

記する。 

 

（新旧対照表）学則７ページ 

新 旧 

（略） 

第 10 章 教授会、運営会議 

（教授会） 

第 39 条 本学に教授会を置き、教授及び准教授

をもって組織する。 

（略） 

 

第 11 章 教育課程連携協議会 

（教育課程連携協議会） 

第 41 条 本学に、産業界及び地域社会との連携

により、教育課程を編成し、及び円滑かつ効果的

に実施するため、教育課程連携協議会を置く。 

2 教育課程連携協議会に関する事項は別に定め

る。 

（略） 

（略） 

第 10 章 教授会、運営会議 

（教授会） 

第 39 条 本学に教授会を置き、教授及び准教授

をもって組織する。 

（略） 

※是正事項３０の「書類不備」への対応として第 40 条に運営会議について規定するため、教育課程連

携協議会は第 41 条としている。 
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（新旧対照表）教育課程連携協議会規程１ページ 

新 旧 

（目的） 

第 1 条 この規程は、専門職大学設置基準第 11

条及び学則第 41 条に基づき、びわこリハビリテ

ーション専門職大学（以下「本学」という。）と産

業界及び地域社会との連携により、本学の教育課

程を編成し、及び円滑かつ効果的に実施するため

に設置する教育課程連携協議会（以下「連携協議

会」という。）について必要な事項を定める。 

（目的） 

第 1 条 この規程は、専門職大学設置基準第 11

条に基づき、藍野専門職大学（以下「本学という。」

と産業界及び地域社会との連携により、本学の教

育課程を編成し、及び円滑かつ効果的に実施する

ために設置する教育課程連携協議会（以下「連携

協議会」という。）について必要な事項を定める。 
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【教員組織等】 

（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

１９．＜専攻分野に係る理論系の専任教員が不十分＞ 

両学科において、専攻分野に係る理論系の専任教員が少なく、専門職大学設置基準第 31 条第

１項が規定する当該専攻分野に係る教員組織体制として不十分であるため、適切な教員組織体

制に修正すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 

専攻分野に係る理論系の専任教員が不十分であるとの指摘を受け、教員組織を見直し、次のとおり、

普通教員（実務家教員以外の教員）並びに研究業績を有する実務家教員の追加を行った。 

 

１）理学療法学科配属 

理論系の専任教員について、普通教員（実務家教員以外の教員）10 人（教授候補 6 人・准教授候補 2

人・講師候補 1 人・助教候補 1 名）を追加した。なお、教員審査で普通教員（実務家教員以外の教員）

の講師相当と判定を受けた者 1 名は諸般の事情から外した。結果、専攻分野に係る理論系の教員は、次

の表のとおり 6 名増となった。 

追加した教員 10 名のうち、授与する学位に係る理学療法を専門とする教員は 5 名であり、4 名は、

理学療法の基礎となる医学を専門とする教員となる。残りの 1 人は、理学療法の関連領域であるスポー

ツ科学を専門とする教員となる。また、そのうちの 1 人はヘルスプロモーションや地域保健を専門とし

ており、本学科の目的と整合する。 

 

申請時 

区 分 教 授 准教授 講 師 助 教 合 計 

普通教員 
（実務家教員以外） 4 人 0 人 0 人 0 人 4 人 

実務家教員研究者 5 人 3 人 0 人 0 人 8 人 

合 計 9 人 3 人 0 人 0 人 12 人 

 

補充後 

区 分 教 授 准教授 講 師 助 教 合 計 

普通教員 
（実務家教員以外） 8 人（＋4） 3 人（＋3） 1 人（＋1） 1 人（+1） 13 人（+9） 

実務家教員研究者 1 人（－4） 3 人（±0） 1 人（＋1） 0 人（±0） 5 人（－3） 

合 計 9 人（±0） 6 人（＋3） 2 人（＋2） 1 人（+１） 18 人（＋6） 
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補充した者の略歴は次のとおりである 

 

①普通教員（実務家教員以外）10 人 

・山川正信 教授（候補） 

専門分野：予防医学、公衆衛生学、健康教育学、疫学、ヘルスプロモーション、地域保健 

昭和 50 年 3 月 京都大学大学院工学研究科修士課程（衛生工学専攻）修了 

昭和 51 年 9 月 滋賀医科大学医学部 助手（保健管理学講座） 

平成 3 年 3 月  学位取得 医学博士（滋賀医科大学） 

平成 7 年 2 月  滋賀医科大学医学部 講師（福祉保健医学講座） 

平成 7 年 10 月  ハワイ大学留学（～平成 8 年 9 月） 

平成 9 年 4 月  大阪教育大学教育学部 教授 

平成 21 年 4 月 （兼）大阪教育大学附属池田中学校 校長 

（兼）大阪教育大学附属高等学校池田校舎 校舎主任 

平成 27 年 3 月 大阪教育大学 名誉教授 

平成 29 年 4 月 学校法人関西女子学園 宝塚大学看護学部教授・学長（現在に至る） 

 

・山田久夫 教授（候補） 

 専門分野：解剖学 

昭和 55 年 3 月 関西医科大学医学部 卒業 

昭和 55 年 4 月 京都府立医科大学 助手（第一解剖学教室）（昭和 63 年 3 月まで） 

昭和 60 年 9 月 学位取得 医学博士（京都府立医科大学） 

昭和 63 年 4 月 京都府立医科大学 講師（平成 3 年 8 月まで） 

平成元年 9 月  滋賀医科大学 助教授（解剖学第二講座）（平成 12 年 6 月まで） 

平成 5 年 6 月～平成 6 年 6 月 文部省在外研究員（米国アイオワ大学医学部薬理学教室） 

平成 12 年 7 月 関西医科大学 教授（解剖学第一講座）（現在に至る） 

平成 15 年度～平成 20 年度 附属図書館長 

平成 19 年度～平成 23 年度 産学連携・知的財産 統括室長 

平成 20 年度～平成 23 年度 学生部長 

（他に学内役職は多数）  

 

・中野法彦 教授（候補） 

 専門分野：神経再生、細胞生物学、生化学 

平成 6 年 3 月  北海道大学医学部医学科 卒業 

平成 11 年 3 月 大阪大学大学院医学研究科 修了 学位取得 博士（医学）（大阪大学） 

平成 11 年 4 月 大阪大学医学部附属病院 基礎系医員 

平成 11 年 11 月 大阪府立母子保健総合医療センター研究所 研究員 

平成 14 年 4 月  大阪府立母子保健総合医療センター研究所 主任研究員（平成 16 年 3 月まで） 

平成 15 年 4 月 大阪大学 客員助教授（歯学研究科）（平成 16 年 3 月まで） 

平成 16 年 4 月 杏林大学医学部衛生学公衆衛生学教室 講師 
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平成 19 年 6 月 藍野大学再生医療研究所 特任准教授 

平成 23 年 4 月 藍野大学再生医療研究所 准教授 

平成 25 年 4 月 （兼）藍野大学医療保健学部臨床工学科 准教授（現在に至る） 

 

 ・植田昌冶 教授（候補） 

専門分野：心身相関、精神的要因、運動 

昭和 62 年 3 月  藍野医療技術専門学校 理学療法学科 卒業  

昭和 62 年 4 月 京都市身体障害者リハビリテーションセンター 訓練課 勤務（平成 5 年 3 月まで）  

平成 5 年 4 月 藍野医療技術専門学校理学療法学科専任教員（平成 11 年 3 月まで）  

平成 12 年 4 月 藍野医療技術専門学校理学療法学科学科主任（平成 16 年 3 月まで）  

平成 16 年 4 月 藍野大学医療保健学部理学療法学科 講師 （平成 20 年 3 月まで） 

平成 20 年 4 月 藍野大学医療保健学部理学療法学科 准教授（平成 22 年 3 月まで） 

平成 21 年 4 月 藍野学院短期大学(平成 24 年に藍野大学短期大学部に名称変更） 

専攻科地域看護学専攻 非常勤講師(現在に至る） 

平成 22 年 4 月 藍野大学医療保健学部理学療法学科 教授 

平成 28 年 4 月 藍野大学医療保健学部理学療法学科 学科長補佐（現在に至る）   

 

・堀 寛史 教授（候補） 

研究分野：痛み、臨床哲学、理学療法学 

平成 11 年 3 月 西日本リハビリテーション学院 卒業  

平成 11 年 4 月 医療法人 寿量会 熊本機能病院 総合リハビリテーション部 入職（平成 15 年 3 月退職） 

平成 15 年 3 月 放送大学 教養学部 卒業 学士（教養） 

平成 15 年 4 月 医療法人 光寿会 アラキ整形外科 リハビリテーション科 入職（平成 17 年 3 月退職） 

平成 17 年 3 月 熊本大学大学院文学研究科人間科学専攻 修了 修士（文学）  

平成 17 年 4 月 藍野大学 医療保健学部 理学療法学科 入職 助手  

平成 18 年 4 月 大阪大学大学院文学研究科文化形態学専攻臨床哲学研究室 入科 

平成 20 年 4 月  藍野大学 医療保健学部 理学療法学科 助教  

平成 21 年 3 月 大阪大学大学院文学研究科文化形態学専攻臨床哲学研究室  

博士後期課程 単位取得後退学  

平成 21 年 4 月 藍野大学 医療保健学部 理学療法学科  講師（現在に至る） 

平成 29 年 7 月 博士（学術）大阪大学文学研究科 取得  

 

・里中綾子 教授（候補） 

 専門分野：リハビリテーション科学、福祉工学、スポーツ科学、応用健康科学 

平成 8 年 3 月  名古屋大学医療技術短期大学部理学療法学科 卒業 

平成 8 年 4 月  小山田記念温泉病院，理学療法士（平成 9 年 3 月まで） 

平成 9 年 4 月  ふく田整形外科，理学療法士（平成 13 年 3 月まで） 

平成 13 年 4 月 ひがし春日井病院，理学療法士（平成 21 年 12 月まで） 

平成 14 年 4 月 障害者療護施設夢の家，理学療法士（非常勤，平成 16 年 3 月まで） 
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平成 15 年 4 月 障害者療護施設麦の里，理学療法士（非常勤，平成 18 年 3 月まで） 

平成 16 年 4 月 障害者療護施設ハートランド小牧の杜，理学療法士 （非常勤，平成 18 年 6 月まで） 

平成 21 年 3 月  名古屋大学大学院医学系研究科リハビリテーション療法学専攻 博士前期課程 修了 

平成 22 年 1 月 あさひ病院，理学療法士（平成 23 年 3 月まで） 

平成 23 年 4 月 訪問看護ステーション仁，理学療法士（平成 24 年 3 月以降は非常勤勤務） 

平成 24 年 3 月 名古屋大学大学院医学系研究科リハビリテーション療法学専攻 博士後期課程 修了  

学位取得 博士（リハビリテーション療法学）（名古屋大学） 

平成 24 年 4 月 愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所，リサーチレジデント（平成 25 年 12 月まで） 

平成 24 年 4 月 名古屋大学医学部保健学科，非常勤講師（平成 25 年 12 月まで） 

平成 26 年 1 月 名古屋大学大学院医学系研究科ウェルビーイング in アジア特任助教（平成 30 年 3 月まで） 

平成 30 年 4 月 名古屋大学大学院医学系研究科ウェルビーイング in アジア特任准教授（現在に至る） 

 

・兼清健志 准教授（候補） 

 専門分野：神経再生、幹細胞生物学、グリア細胞、薬学、栄養学、生化学 

平成 14 年 3 月 富山医科薬科大学薬学部 卒業 

平成 16 年 3 月 富山医科薬科大学大学院 薬学研究科 博士前期課程 修了 

平成 19 年 9 月 富山医科薬科大学大学院 薬学研究科 博士後期課程 修了 

学位取得 博士（薬学）（富山医科薬科大学） 

平成 19 年 10 月 富山医科薬科大学大学院医学薬学研究部・生薬学研究室 協力研究員 

平成 20 年 1 月 理化学研究所 フロンティア研究システム システム糖鎖生物学研究グループ 

疾患糖鎖研究チーム 研究員（平成 20 年 3 月まで） 

平成 20 年 4 月 理化学研究所 基幹研究所 ケミカルバイオロジー研究領域 システム糖鎖生物学研究グループ  

疾患糖鎖研究チーム 特別研究員（平成 25 年 3 月まで） 

平成 25 年 4 月 理化学研究所 グローバル研究クラスタ 理研－マックスプランク連携研究センター  

システム糖鎖生物学研究グループ 疾患糖鎖研究チーム 協力研究員（平成 25 年 7 月まで） 

平成 25 年 8 月 藍野大学再生医療研究所 助教（平成 27 年 3 月まで） 

平成 25 年 12 月  理化学研究所 グローバル研究クラスタ 理研－マックスプランク連携研究センター  

システム糖鎖生物学研究グループ 疾患糖鎖研究チーム 客員研究員（現在に至る） 

平成 27 年 4 月 藍野大学再生医療研究所 講師（現在に至る） 

 

・佐藤隆彦 准教授（候補） 

 専門分野：スポーツ科学、バイオメカニクス学、体育学 

平成 20 年 3 月 金沢大学教育学部スポーツ科学課程 卒業 

平成 20 年 4 月 北陸大学 非常勤講師（平成 21 年 3 月まで） 

北陸大学バスケットボール部 契約コーチ（平成 22 年 3 月まで） 

平成 22 年 3 月 金沢大学大学院教育学研究科保健体育専攻修士課程 修了 

平成 23 年 4 月 国立スポーツ科学センター 非常勤専門職員（平成 25 年 3 月まで） 

平成 23 年 10 月 東京リゾート＆スポーツ専門学校 非常勤講師（平成 27 年 3 月まで） 

平成 26 年 4 月 明海大学 非常勤講師（平成 27 年 3 月まで） 
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        日本医学柔整鍼灸専門学校 非常勤講師（平成 27 年 3 月まで） 

平成 27 年 4 月 早稲田大学スポーツ科学学術院 研究助手（平成 28 年 3 月まで） 

平成 28 年 1 月 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科博士課程 修了 

学位取得 博士（スポーツ科学）（早稲田大学） 

平成 28 年 4 月 立命館大学スポーツ健康科学部 特任助教（現在に至る） 

 

・和智 道生 講師（候補） 

 専門分野：リハビリテーション科学、スポーツ科学、運動器リハビリテーション、画像評価 

平成 23 年 3 月 佛教大学 保健医療技術学部卒業  

平成 23 年 4 月 医療法人金沢整形外科クリニック 理学療法士（平成 27 年 3 月まで） 

平成 26 年 3 月 立命館大学大学院スポーツ健康科学研究科 博士課程前期課程 修了 

学位取得 修士（スポーツ科学）（立命館大学） 

平成 27 年 3 月 医療法人金沢整形外科クリニック リハビリテーション科 

  医療保険課 課長 理学療法士（現在に至る） 

平成 27 年 4 月 京都府立久御山高等学校 非常勤講師（現在に至る） 

平成 27 年 11 月 滋賀県水泳連盟競泳委員会 委員（現在に至る） 

平成 30 年 3 月 立命館大学大学院 スポーツ健康科学研究科博士後期課程 満期退学 

平成 30 年 10 月 京都工芸繊維大学大学院 工芸化学科学研究科 

バイオテクノロジー専攻 博士後期課程 入学（現在に至る） 

 

 ・佐々木 絵美 助教（候補） 

  専門分野：医療技術評価学、リハビリテーション科学・福祉工学、応用健康科学、身体教育学 

平成 21 年 3 月 滋賀医療技術専門学校 理学療法学科卒業 

平成 21 年 4 月 吉川整形外科クリニック リハビリテーション科(平成 31 年 2 月まで) 

平成 25 年 3 月 放送大学教養学部卒業 

平成 31 年 3 月 放送大学大学院文化科学研究科生活健康科学プログラム卒業 

平成 31 年 3 月 いそクリック リハビリテーション科（現在に至る） 

 

２）作業療法学科配属 

理論系の専任教員について、普通教員（実務家教員以外の教員）を 4 人（教授候補 3 人、講師候補 1

人）追加した。追加した教員 4 人のうち、授与する学位に係る作業療法を専門とする教員は 2 人であり、

残りの 2 人は、作業療法の基礎となる医学を専門とする教員である。福祉工学や地域研究、労働衛生、

健康科学等を研究分野とする教員がおり、本学科の目的と合致しており、有意義な研究になるものと考

えている。 
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申請時 

区 分 教 授 准教授 講 師 助 教 合 計 

普通教員 
（実務家教員以外） 5 人 0 人 0 人 0 人 5 人 

実務家教員研究者 1 人 2 人 1 人 0 人 4 人 

合 計 6 人 2 人 1 人 0 人 9 人 

 

補充後 

区 分 教 授 准教授 講 師 助 教 合 計 

普通教員 
（実務家教員以外） 7 人（＋2） 1 人（＋1） 1 人（＋1） 0 人（±0） 9 人（＋4） 

実務家教員研究者 0 人（－1） 1 人（－1） 1 人（±0） 1 人（＋1） 3 人（-1） 

合 計 7 人（+1） 2 人（±0） 2 人（＋1） 1 人（＋1） 12 人（＋3） 

 

補充した者の略歴は次のとおりである 

 

①普通教員（実務家教員以外）4 人 

 

・辛島千惠子 教授（候補） 

専門分野：リハビリテーション科学・福祉工学、地域研究、特別支援教育 

昭和 53 年 3 月 国立療養所近畿中央病院付属リハビリテーション学院作業療法科卒業  

昭和 53 年 4 月 済生会 吹田療育園(昭和 55 年 8 月まで)  

昭和 55 年 10 月 石川整肢学園(平成 7 年 4 月作業療法課主任:平成 9 年 12 月まで)  

昭和 61 年 4 月 金沢大学医学部医療技術短期大学作業療法学科非常勤講師 

(発達障害治療学 30 時間担当:平成 8 年 3 月まで)   

平成 10 年 4 月 YMCA 米子医療福祉専門学校(専任教員:平成 12 年 3 月まで)   

平成 12 年 4 月 金沢大学医学部保健学科作業療法学専攻助手(平成 14 年 3 月まで) 

平成 13 年 3 月 佛教大学社会学部社会福祉学専攻卒業 

平成 14 年 4 月 四條畷学園短期大学作業療法専攻教授(平成 17 年 3 月まで) 

平成 14 年 4 月 金沢大学医学部保健学科作業療法学専攻非常勤講師 

(発達障害治療学 30 時間:平成 16 年 3 月まで) 

平成 15 年 3 月 金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻(前期課程)修了 

平成 17 年 4 月 四條畷学園大学作業療法専攻教授 

(発達障害治療学 30 時間：平成 18 年 3 月まで)  

平成 18 年 3 月 金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻(後期課程)修了 

平成 18 年 4 月 名古屋大学医学部保健学科作業療法学専攻教授(平成 24 年 3 月まで)  

平成 24 年 4 月 名古屋大学大学院医学系研究科リハビリテーション療法学専攻 

作業療法学講座教授(現在に至る)  
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・井出千束 教授（候補） 

  専門分野：脳神経化学、神経細胞学、神経質再生 

昭和 42 年 5 月 東京大学医学部医学科 卒業 

昭和 47 年 3 月 東京大学大学院医学研究科博士課程 修了 

学位取得 医学博士（東京大学） 

昭和 47 年 4 月 東京大学医学部助手（昭和 50 年 12 月まで） 

昭和 51 年 1 月 ペンシルバニア州立大学医学部解剖学教室 留学（昭和 52 年 5 月まで） 

昭和 52 年 6 月 自治医科大学医学部 助教授（昭和 56 年 1 月まで） 

昭和 56 年 2 月 岩手医科大学医学部 教授（平成 2 年 3 月まで） 

平成 2 年 4 月  神戸大学医学部 教授（平成 6 年 3 月まで） 

平成 6 年 4 月  京都大学大学院医学研究科 教授（平成 17 年 3 月まで） 

平成 17 年 4 月 京都大学 名誉教授 

平成 17 年 4 月 藍野大学医療保健学部作業療法学科 教授（平成 30 年 3 月まで） 

平成 19 年 2 月 藍野大学再生医療研究所 所長（現在に至る） 

平成 30 年 4 月 藍野大学医療保健学部臨床工学科 学科長・教授（現在に至る） 

 

 

 

・垰田和史 教授（候補） 

 専門分野：予防医学、公衆衛生学、健康科学、労働衛生学、身体障がい者就労環境 

昭和 52 年 4 月 滋賀医科大学医学部医学科 入学      

昭和 58 年 3 月 滋賀医科大学医学部医学科 卒業（医学士）    

昭和 58 年 5 月 医師免許取得（医籍登録番号 第 272984 号） 

昭和 58 年 4 月 岡山医療生活協同組合立総合病院岡山協立病院 内科医師（昭和 62 年 3 月まで）  

昭和 62 年 4 月 滋賀医科大学大学院医学研究科 入学      

平成 3 年 3 月 滋賀医科大学大学院医学研究科 修了 博士（医学）    

平成 3 年 4 月 滋賀医科大学予防医学講座 助手（平成 8 年 4 月まで）    

平成 8 年 5 月 滋賀医科大学予防医学講座 講師（平成 10 年 3 月まで）     

平成 10 年 4 月 滋賀医科大学予防医学講座 助教授（平成 20 年 8 月まで）    

平成 10 年 7 月 スウエーデン王立労働生活研究所 上級研究員（平成 11 年 8 月まで）   

平成 12 年 4 月 滋賀医科大学社会医学講座衛生学部門 准教授（現在に至る）    

平成 25 年 4 月 聖泉大学非常勤講（平成 22 年 5 月、聖泉大学看護学科開設に際して教員審査を受け資格認定 

される。担当科目：衛生学）（平成 29 年 3 月まで） 
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・澤賢一郎 講師（候補） 

専門分野：人間医工学、作業療法学 

平成 16 年 3 月 神戸総合医療介護福祉専門学校 卒業 （作業療法士） 

平成 16 年 4 月 医療法人関田会 ときわ病院（平成 19 年 3 月まで） 

平成 19 年 4 月 医療法人慈恵会 新須磨リハビリテーション病院（平成 25 年 3 月まで） 

平成 22 年 4 月 神戸大学大学院保健学研究科保健学専攻修士課程 修了 （保健学修士） 

平成 25 年 4 月 医療法人幸生会 琵琶湖中央病院（平成 30 年 3 月まで） 

平成 29 年 4 月 同病院 係長 

平成 30 年 4 月 大和大学 保健医療学部 総合リハビリテーション学科  

作業療法学専攻 講師（現在に至る） 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２０．＜担当単位数が不適切＞ 

週当たりの平均勤務日数が５日の専任教員がおらず、全ての専任教員が３日又は４日となる

中、担当単位数が 30 単位を超える者もおり、科目数の過度な負担により十分な研究時間を確

保することができないおそれや、授業及び学生指導などの教育の質の低下を招くおそれがあ

り、教育研究の実現可能性に疑義がある。担当する科目数を見直した上で、教育と研究を両立

することができる教員組織を整えること。なお、見直した教員組織を説明する際には、各教員

の 1 週間の勤務スケジュール（授業、学生指導、研究をいつ実施するのか示すもの。なお、既

設の大学や専門学校を兼務する専任教員については既設の大学や専門学校での勤務に関する

情報を含めたもの。）が分かる資料を提出すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 

申請書類において、全ての専任教員の勤務日数を 3 日又は 4 日としていたのは、全ての専任教員につ

いて、研究時間を確保できるよう研究日を 2 日又は 1 日設けており、その日を勤務日数に含めていなか

ったためである。しかし、研究も勤務の一部であるため、全専任教員について、「申請に係る大学等の職

務に従事する週当たり平均日数」を 5 日に改めた。併せて、申請書類において、シラバスのオフィスア

ワー記入欄が未記載となっていたが、1 週間の中で必ず 1 時間以上設けるように改めた。 

また、是正事項１９＜専攻分野に係る理論系の専任教員が不十分＞及び是正事項２１＜専任教員数が

設置基準を満たしていない＞への対応も踏まえ、教員組織の見直しを行い、理学療法学科で 9 名、作業

療法学科で 5 名の専任教員を増やし、担当単位数が、原則 30 単位を超えないよう調整を行った。 

 資料 15-1、15-2 は、専任教員ごとの 1 週間の勤務スケジュールを表したものである。授業時間、研

究日、オフィスアワー及び学内業務等を示すとともに、既設の大学と専門学校を兼務する専任教員につ

いては、既設の大学と専門学校での勤務に関する情報も示した。資料 15-1、15-2 のとおり、全専任教員

について、1 週間のうち最低 1 日は研究のみに充てることのできる日を設けており、学内業務としてい

る時間についても、研究が可能であるため、十分な研究時間を確保できていると考えている。また、学

生指導についても、前述のとおり、オフィスアワーの時間を 1 週間の中で必ず 1 時間以上設けており、

学内業務の時間の一部はそれに充てることを想定しているため、十分な学生指導の時間を確保できてい

るものと考えている。 

 

資料 15-4：勤務スケジュール表（理学療法学科） 

資料 15-5：勤務スケジュール表（作業療法学科） 
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（新旧対照表）別記様式第 3 号（その 2 の 1）担当単位数及び申請に係る大学等の職務に従事する週当

たり平均日数（理学療法学科） 

氏名 新 旧 

 
担当単位数 

合算 

申請に係る大学等の

職務に従事する週当

たり平均日数 

担当単位数 

申請に係る大学等の

職務に従事する週当

たり平均日数 

砂川 勇 削除 削除 1.6 3 日 

山川 正信 1.6 5 日 ― ― 

山田 久夫 10 5 日 ― ― 

金沢 伸彦 4 5 日 7.6 3 日 

篠田 恵一 4 5 日 4 3 日 

中野 法彦 2 5 日 ― ― 

植田 昌治 25.9 5 日 ― ― 

堀 寛史 28 5 日 ― ― 

分木 ひとみ 30.1 5 日 35.5 4 日 

兼清 健志 2 5 日 ― ― 

佐藤 隆彦 5.8 5 日 ― ― 

和智 道夫 23.5 5 日 ― ― 

佐々木 絵美 20 5 日 ― ― 

宇於崎 孝 29.7 5 日 30.9 4 日 

川﨑 浩子 28.1 5 日 37.6 4 日 

鈴木 美香 23.9 5 日 28.9 4 日 

弘部 重信 27.1 5 日 ― ― 

野口 真一 24.5 5 日 ― ― 

山内 正雄 29.3 5 日 34.3 4 日 

里中 綾子 26.6 5 日 ― ― 

治郎丸 卓三 29.1 5 日 33.8 4 日 

藤谷 亮 29 5 日 32.3 4 日 

池谷 雅江 29.7 5 日 33.7 4 日 

安田 孝志 31.4 5 日 31.7 4 日 

大西 均 28.1 5 日 33.6 4 日 
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（新旧対照表）別記様式第 3 号（その 2 の 1）担当単位数及び申請に係る大学等の職務に従事する週当

たり平均日数（作業療法学科） 

氏名 新 旧 

 
担当単位数 

合算 

申請に係る大学等の

職務に従事する週当

たり平均日数 

担当単位数 

申請に係る大学等の

職務に従事する週当

たり平均日数 

野田 亨 3 5 日 5 4 日 

三谷 章 4 5 日 4 4 日 

外池 光雄 4 5 日 4 4 日 

田中 弘一郎 1 5 日 1 4 日 

辛島 千恵子 27 5 日 ― ― 

井出 千束 2 5 日 ― ― 

垰田 和史 2 5 日 ― ― 

鈴木 規巳洋 2 5 日 2 4 日 

澤 賢一郎 29 5 日 ― ― 

下西 德 30 5 日 ― ― 

木岡 和実 24 5 日 28 4 日 

杉本 久美子 24 5 日 28 4 日 

大西 満 30.2 5 日 31.2 4 日 

安部 征哉 29 5 日 29 4 日 

嶋川 昌典 29 5 日 29 4 日 

有田 智氏 28 5 日 26 4 日 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２１．＜専任教員数が設置基準を満たしていない＞ 

専任教員数について、専門職大学設置基準の規定を満たしていないため、適切に改めること。

【２学科共通】 

 

（対応） 

 専門職大学設置基準の規定を満たしていないかったため、次のとおり、専任教員を追加する。 

 

１）理学療法学科配属 

教員審査の結果、専任教員数は普通教員（実務家教員以外の教員）が 4 人、実務家教員は 9 人（実研

5 人・実専 4 人）、計 13 人（内、教授 3 人）である。この結果を踏まえ、普通教員（実務家教員以外の

教員）を 10 人（教授候補 6 人・准教授候補 2 人・講師候補 1 人・助教候補 1 人）、実務家教員の内、実

専を 2 人（講師候補）追加した。教員審査で普通教員（実務家教員以外の教員）の講師相当と判定いた

だいた者 1 人は諸般の事情から外したため、理学療法学科に配属する専任教員数は 24 人となる。内訳

は次のとおりである。 

 

補充後の専任教員数（理学療法学科） 

区 分 教 授 准教授 講 師 助 教 合 計 

普通教員（実務家以外の教員） 8 3 1 1 13 

実務家 

教員 

実 研 1 3 1 0 5 

実 専 0 1 5 0 6 

小 計 1 4 6 0 11 

合 計 9 7 7 1 24 

 

２）作業療法学科配属 

教員審査の結果、専任教員数は普通教員（実務家教員以外の教員）が 5 人、実務家教員は 6 人（実研

3 人・実専 3 人）、計 11 人（内、教授 4 人）である。この結果を踏まえ、普通教員（実務家教員以外の

教員）を 4 人（教授候補 3 人）、実務家教員の内、実専を 1 人（講師候補）補充した。その結果、作業

療法学科に配属する専任教員数は 16 人となる。内訳は次のとおりである。 

 

補充後の専任教員数（作業療法学科） 

区 分 教 授 准教授 講 師 助 教 合 計 

普通教員（実務家以外の教員） 7 1 1 0 9 

実務家 

教員 

実 研 0 1 1 1 3 

実 専 0 0 1 3 4 

小 計 0 1 2 4 7 

合 計 7 2 3 4 16 
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３）結論 

既述１）、２）の対応により、専門職大学設置基準別表第一の「イ」及び「ロ」で規定されている専任

教員数は満たしている。 

  



 

178 

（改善事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２２．＜設置計画の一層の充実＞ 

教員の年齢構成が比較的高齢に偏っていることから、教育研究の継続性を踏まえ、今後の採用

計画など教員組織編制の将来構想の明確化が望まれるので、対応方針について回答すること。

【２学科共通】 

 

（対応） 

教員の年齢構成が比較的高齢に偏っているとのご指摘を受け、その対応方針について説明する。 

本改善事項を受け、教員補充の際に、比較的若い専任教員を補充するよう努めたが、主として、是正

事項２１＜専任教員数が設置基準を満たしていない＞への対応によって、教授相当の教員を補充した関

係で、平均年齢は、理学療法学科においては微減（51.5 歳⇒49.2 歳）するも、作業療法学科においては、

微増（51.9 歳⇒55.6 歳）となった。完成年度を迎えたとき、迎える前に、本学の定年 65 歳を超える教

員は、理学療法学科 6 名、作業療法学科 8 名の計 14 名となる。 

対応方針として、第一に、2019 年（平成 31 年）3 月 25 日実施の平成 30 年度第 12 回理事会の第 1

号議案「専門職大学設置に係る補正申請について」において、教育研究の継続性を踏まえ、14 名の教員

について、完成年度を迎えるまで定年を超えて契約を延長することの議決を行った。なお、今回の専門

職大学設置に伴う定年延長の措置は、あくまでも、例外的な措置であり、今後の運用に当たっては、特

任教授制度等の適用により、適切な定年制度の運用を図っていくこととする。 

第二に、本学は、専任教員に対して 1 週間に 1 日、研究日を用意する。その研究日を活用し、研究業

績を積む、又は学士号、修士号、博士号の取得を奨励することで、高年齢の教員の退官後も、内部昇進

によって、教育研究活動の継続性を図る。 

第三に、新規教員の採用を計画的に実施することによって、年齢構成のバランスをとり、教育研究活

動の継続性を図る。特に、30 代の専任教員は、両学科併せて 2 割に過ぎないため、30 代の専任教員の

採用を図る。 

以上 3 点を今後の対応方針とする。 
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（改善事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２３．＜給与の考え方が不明確＞ 

教員の氏名等（別記様式第３号）において、月額基本給が０と記載された教員が散見されるが、

授業科目を担当するにもかかわらず、月額基本給が０になる理由が不明なため、合理的な理由

を説明するか、改めること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 別記様式第 3 号において「兼担教員」及び「兼任教員のうち本法人の設置校に本務を置く教員」の月

額基本給を 0 と記載していた。 

 本法人は、専任教育職員（本法人の就業規則上の呼び名）の業務について、教育研究、教学組織運営

及び事務業務等多岐に亘るため、例えば、担当する授業科目数によって、給与を算出することは合理的

ではないという考え方を背景に、労働時間（就業時間）を定め、その労務提供に対して給与を支払うこ

とを就業規則に定め、各専任教育職員と雇用契約を締結してきた。別の設置校において授業を担当する

場合であっても、本務では当該時間を労務提供しない代わりに、当該設置校で労務を提供しているがゆ

えに、本俸に含めることが妥当であると考えてきた。 

 しかし、例えば、大学設置基準第 12 条第 1 項には、「教員は、一の大学に限り、専任教員となるもの

とする。」とあり、同条第 2 項には「専任教員は、専ら前項の大学における教育研究に従事するものと

する。」とあるように、専任教員の定義は、法人単位ではなく、学校単位のものである。そのため、本務

以外の設置校において授業科目を担当する場合に、その賃金を本俸の中に含めると考えるのは、不適当

であると考えを改めるに至った。 

 そこで、兼担教員は、本学の一員として本務の一環で当該授業科目を担当するという考え方に立ち、

本俸とは別に給与を支払うことはせず、0 と記載した箇所について、本俸の記載を行う。他方、兼任教

員のうち本法人の設置校にて勤務する者は、本務以外の業務を行っているという考え方に基づき、本俸

とは別に 1 コマ 2,500 円（2 時間）を支払うこととする。これは、開設年度に滋賀医療技術専門学校の

専任教員として勤務しつつ、本学の授業科目を担当する場合も同様の対応とする。 

 なお、本金額は、本法人の専任教育職員でない兼任教員に支払う給与額より低い金額となる。そのよ

うに設定を行った理由は、前述のとおり、本法人は、就業時間における労務の提供をもって給与を支払

っているが、担当する授業科目を教授する時間の本俸を控除しないためである。本務以外の設置校で授

業科目を担当する者と担当しない者との公平性に配慮し、金額を設定した。併せて、資料 23-1 のとお

り、非常勤講師の給与を含む任用等に関する規程を定める。 

 

資料 23-1：びわこリハビリテーション専門職大学 非常勤講師及び非常勤実験実習助手の任用等に関す

る規程 
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（新旧対照表）別記様式第 3 号（その 2 の 1）月額基本給（千円）（理学療法学科） 

新 旧 

氏名 専任等区分 月額基本給（千円） 氏名 専任等区分 月額基本給（千円） 

鈴木 美香 兼任 10 鈴木 美香 兼任 0 

川﨑 浩子 兼任 23 川﨑 浩子 兼任 0 

藤谷 亮 兼任 10 藤谷 亮 兼任 0 

安田 孝志 兼任 10 安田 孝志 兼任 0 

大西 均 兼任 10 大西 均 兼任 0 

外池 光雄 兼担 500 外池 光雄 兼担 0 

野田 亨 兼担 ― 野田 亨 兼担 0 

三谷 章 兼担 795 三谷 章 兼担 0 

田中 弘一郎 兼担 585 田中 弘一郎 兼担 0 

鈴木 規己洋 兼担 670 鈴木 規己洋 兼担 0 

大西 満 兼担 975 大西 満 兼担 0 

杉本 久美子 兼担 ― 杉本 久美子 兼担 0 

飯田 英晴 兼任 26 飯田 英晴 兼任 0 

藤本 雅子 兼任 25 藤本 雅子 兼任 0 

小田 泰宏 兼任 13 小田 泰宏 兼任 0 

 

（新旧対照表）別記様式第 3 号（その 2 の 1）月額基本給（千円）（作業療法学科） 

新 旧 

氏名 専任等区分 月額基本給（千円） 氏名 専任等区分 月額基本給（千円） 

木岡 和実 兼任 5 木岡 和実 兼任 0 

鈴木 耕平 兼任 ― 鈴木 耕平 兼任 0 

寺井 淳 兼任 ― 寺井 淳 兼任 0 

砂川 勇 兼担 ― 砂川 勇 兼担 0 

分木 ひとみ 兼担 850 分木 ひとみ 兼担 0 

金沢 伸彦 兼担 625 金沢 伸彦 兼担 0 

篠田 恵一 兼担 600 篠田 恵一 兼担 0 

安田 孝志 兼担 500 安田 孝志 兼担 0 

池谷 雅江 兼担 500 池谷 雅江 兼担 0 

鈴木 美香 兼担 420 鈴木 美香 兼担 0 

飯田 英晴 兼任 14 飯田 英晴 兼任 0 

堀 寛史 兼担 690 堀 寛史 兼担 0 

丹葉 寛之 兼任 13 丹葉 寛之 兼任 0 

藤本 雅子 兼任 13 藤本 雅子 兼任 0 
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【名称、その他】 

（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２４．＜研究室が不十分＞ 

研究室の以下の点を是正すること。【２学科共通】 

（１）基本計画書では研究室は 21 室となっている一方で、設置の趣旨等を記載した書類では

20 室と説明しており、不整合であるため、正確な研究室数を明らかにした上で、専任教

員 27 名に対する研究室の割り振りの考え方について明確に説明すること。 

 

（対応） 

研究室について、基本計画書では、助手室を含めて 21 室としていたが、設置の趣旨等を記載した書

類では、助手室を含めず 20 室と記載していたため、不整合が生じていた。ご指摘を受け、検討した結

果、次のとおり学長室及び助手等室を含めて 27 室とした。 

 

１）対応に当たっての前提 

専門学校の教育環境が劣化しないこと、利便性などについて専門学校生が不利益を被らないことを前

提に、施設・設備を共有する滋賀医療技術専門学校を移設する。これを以って、空いたスペースを本学

の研究室や学生の教育環境の充実に充てる。 

 

２）研究室の整備 

 是正事項１９＜専攻分野に係る理論系の専任教員が不十分＞及び是正事項２１＜専任教員数が設置

基準を満たしていない＞等への対応として、教員組織の見直しを行った結果、専任教員数は、理学療法

学科で 24 名、作業療法学科で 16 名の計 40 名となる。そこで、新たに研究室の整備を行い、研究室は

学長室を含めて 27 室とした。研究室の割り振りについては、教授は 1 人 1 部屋、准教授・講師は 2 人

1 部屋、助教・助手は集合部屋として教員研究室を整備する。各教員の配置については、下記の表 1 に

示す。 

教員研究室は 1 階に学長室を含め 7 部屋（教授 1 名、准教授 6 人、講師 6 人）、3 階に 2 部屋（助教

5 人、助手 3 人）、2 階に 2 部屋（教授 1 名、講師 3 名）、4 階に 16 部屋（教授 14 人、准教授 2 人、講

師 2 人）を配置する。 

共同研究室を 2 名もしくは複数名で使用する准教授及び講師は、円滑に教育研究が行われるよう研究

領域が近い教員を配置する。研究室 15 と研究室 17 については、研究領域が異なるものの、同じ学科の

専任教員を同室に配置することで大学教育が円滑になるよう配慮している。また、研究室 23 は 3 名で

1 部屋としているが、室内をパーテーションで 3 区画に区切ることで、1 人のスペースを 15.00 ㎡以上

とし、専任教員のプライパシーを守り教育研究上の機密情報を守れるよう鍵付きのキャビネットをそれ

ぞれ配置する。研究室 25 は、助教・助手室として 8 名の教員を配置しているが、研究室 23 と同様にプ

ライバシー及び機密情報を守れるよう配慮する。さらに、隣接の研究室 26 に鍵付きの書庫を配置し、

各教員がより広く研究室を使用できるよう配慮している。 
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専任教員の研究室割り振り 

 

 

  

区分 室名 階数 面積 番号 教員氏名 番号 教員氏名

1 個別研究室 研究室１ 4 22.91㎡ P T6 里中綾子（教）

2 個別研究室 研究室２ 4 22.91㎡ P T4 植田昌治（教）

3 個別研究室 研究室３ 4 22.91㎡ P T2 金沢伸彦（教）

4 個別研究室 研究室４ 4 22.91㎡ P T3 中野法彦（教）

5 個別研究室 研究室５ 4 22.91㎡ P T3 篠田恵一（教）

6 個別研究室 研究室６ 4 21.74㎡ P T18 山内正雄（教）

7 個別研究室 研究室７ 4 21.74㎡ O T2 井出千束（教）

8 共同研究室 研究室８ 4 21.85㎡ O T4 田中弘一郎（教）

9 共同研究室 研究室９ 4 34.10㎡ O T2 三谷章（教）

10 共同研究室 研究室１０ 4 30.25㎡ O T1 野田亨（教）

11 共同研究室 研究室１１ 4 30.07㎡ O T3 外池光雄（教）

12 共同研究室 研究室１２ 4 30.07㎡ O T1 辛島千恵子（教）

13 共同研究室 研究室１３ 4 30.07㎡ O T3 垰田和史（教）

14 共同研究室 研究室１４ 4 32.37㎡ P T2 山田久夫（教）

15 共同研究室 研究室１５ 4 35.54㎡ O T10 大西満（准） O T4 鈴木規巳洋（准）

16 共同研究室 研究室１６ 4 35.57㎡ O T11 阿部征哉（講） O T5 澤賢一郎（講）

17 共同研究室 研究室１７ 1 38.00㎡ P T9 佐藤隆彦（准） P T8 兼清健志（准）

18 共同研究室 研究室１８ 1 38.00㎡ P T21 大西均（准） P T12 宇於崎孝（准）

19 共同研究室 研究室１９ 1 38.00㎡ P T19 治郎丸卓三（准） P T20 安田孝志（准）

20 共同研究室 研究室２０ 1 38.00㎡ P T13 川﨑浩子（講） P T14 鈴木美香（講）

21 共同研究室 研究室２１ 1 38.00㎡ P T7 分木ひとみ（准） P T16 池谷雅江（講）

22 共同研究室 研究室２２ 1 38.00㎡ P T15 弘部重信（講） O T6 下西德（講）

P T17 野口真一（講） P T10 和智道生（講）

P T22 藤谷亮（講）

24 個別研究室 研究室２４ 2 16.00㎡ P T5 堀寛史（教）

O T12 嶋川昌典（助教） O T7 木岡和実（助教）

O T8 杉本久美子（助教）O T9 有田智（助教）

P T11 佐々木絵美（助教） 鈴木耕平（助手）

寺井淳（助手） 前田浩二（助手）

26 個別研究室 研究室２６ 3 16.00㎡

27 学長室 1 28.40㎡ P T1 山川正信（教）

23

25

共同研究室 研究室２３ 2 52.00㎡

助教・助手室の書庫として使用

52.00㎡3研究室２５助教・助手室
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２４．＜研究室が不十分＞ 

研究室の以下の点を是正すること。【２学科共通】 

（２）各研究室の具体的な仕様が示されていないため、各専任教員が取り組む研究領域を踏ま

え、どのような研究手法をとり、それに必要な環境（研究用実験室や研究用機器、機密

情報の管理などを含む）が整備されているかどうかを明確にし、必要に応じて整備計画

を充実させること。 

 

（対応） 

各研究室の具体的な仕様について記載ができていなかったため、あらためて示すとともに各教員と研

究領域・手法及び実施場所について記載する。 

教員研究室は、机、椅子、電話機、ノート型パソコン、プリンター、機密情報を保管するための鍵付

きキャビネット及び本棚等を配置する。研究室内は良好な環境を維持し、適正な整備及び管理を行うこ

とで、専任教員の教育研究の成果を高めるよう配慮する。 

 専任教員が取り組む研究領域及び研究場所について以下の表に示す。本学では、基礎研究から臨床研

究、フィールドワーク、調査研究など幅広く研究テーマを設け、実施する。特に理学療法学科では身体

活動の分析を中心に研究をし、作業療法学科では身体と精神の両面から生活活動の分析や調査を中心と

して地域住民の生活を支援できるよう研究を行う。なお、本学の開設時及び開設後の設備計画に基づき

研究用機材は適切に配置する。 

 研究内容により、研究室以外で研究活動を行うが、各部屋の機能及び配置する機材について説明する。

機能訓練室には、歩行や走行、ジャンプといった人間の基本的な動き及び、投球やスイングなど各種ス

ポーツ動作を行うことができる走行スペースを併設する。ここでは、三次元動作解析装置及び床反力、

筋電図、FlightScope といったものを新たに設置し、人間のさまざまな動きを分析することができる。

さらに、トレッドミルや自転車エルゴメーター、呼気ガス分析装置を配置し、運動生理学的変化を分析

する。治療室や評価実習室、演習室では、超音波診断装置や体成分分析装置等、移動が可能な計測機器

を使用して計測する。基礎医学実習室には電子顕微鏡等を配置し、組織化学や神経生理学に関する研究

を行う。その他、本学では地域や病院などフィールドワークを行いやすいよう研究日として 1 週間に 1

日は必ず研究を実施できる日を設ける。 

機密情報の管理については、大学が保有する研究情報、研究成果のうち未公開のものすべてを機密情

報として管理する。入試情報や学内人事、財務情報など企業等と行う共同研究に際しての研究情報も含

め、次の通り厳重に管理する。学長が統括責任者として秘密情報の管理を統括し、研究グループごとに

管理者をおく。保有している機密情報は有体物については、各研究室におく鍵のかかるキャビネットに

保管する。電子データ等の無体物については、各研究室のパソコンにて、アクセス制限をかけ保存する。

大学外で得たデータ等や大学外にデータ等を持ち出す場合は、管理者の許可のもと、鍵のかかる鞄を使

用する。大学内全職員に対して、機密情報の管理への意識を継続的に持つための研修を行い、意識啓発

に努める。 
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専任教員が取り組む研究領域及び研究場所（理学療法学科） 

番号 氏 名 研究領域や手法 

研究室以外で行う 

研究の場所 

1 山川 正信 

主に地域や施設で実施されるリハ事業の企画・効果の

評価を質問紙法などによる疫学的な視点から行って

いく。 

地域や協力施設 

2 山田 久夫 
解剖学、神経解剖学、神経病理学、神経科学一般に関

する量的・質的研究を中心に行っていく。 

基礎医学実習室 

3 金沢 伸彦 

三次動作解析、表面筋電図を用いて、各年代の健常人

および障害者の歩行時の運動パターンと筋活動パタ

ーンについて研究を行っていく。 

機能訓練室・走行ス

ペース 

4 篠田 恵一 

アルツハイマー病などの認知症の臨床症状、及びその

治療、対策、予防パーキンソン病の治療について臨床

研究を行っていく。 

藍野病院 

5 中野 法彦 

再生医療、特に脊髄損傷治療へ向けた再生医療研究を

行っていく。研究室内に卓上の光学顕微鏡を研究室に

配置する。 

藍野大学中央研究施

設 

6 植田 昌治 

心身健康科学領域における心身相関の科学的な解明

について量的研究を行っていく。 

藍野病院 

7 堀 寛史 

哲学：理学療法哲学・倫理学という新しい学問の確立。 

知識情報：ICT による知的な治療計画・介護計画の支

援。スポーツ理学療法：スポーツ損傷を軽減させるた

めの評価方法の検討。 

フィールドワーク。 

知識情報は病院・施

設。 

8 里中 綾子 

運動生理学を援用したリハビリテーション医学領域

における臨床研究を進める。 

具体的には地域に在住する障がい者や高齢者の身体

活動と体力向上に関する研究を行っていく。 

在宅の障害者や高齢

者の身体活動の観測

等はフィールドワー

クが中心。 

地域の病院や施設。 

9 分木 ひとみ 

地域在住の高齢者の転倒予防を中心とした介護予防

の介入を行い、縦断的な変化について研究する。 

重度心身障害児・者の加齢に伴う変化と、介護の重度

化の予防について縦断的な研究を行う。 

研究フィールドは地

域の高齢者や施設 

10 兼清 健志 

再生医療、特に脊髄損傷治療へ向けた再生医療研究を

行っていく。研究室内に卓上の光学顕微鏡を研究室に

配置する。 

藍野大学中央研究施

設 
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11 佐藤 隆彦 

研究領域はバイオメカニクスであり、身体運動を動力

学的に分析することで、障害発生の機序解明、障害予

防、リハビリテーションプログラムの提案、トレーニ

ングプログラムの提案、などについての研究を行う。 

機能訓練室 

12 和智 道生 

超音波診断装置を用いて各筋の筋厚を計測し、形態的

特徴や障害について実験研究を行っていく。 

評価実習室 

13 佐々木 絵美 

肩関節の各運動方向における肩関節周囲筋の筋活動

および筋収縮のタイミングについての実験研究。 

介護保険下での理学療法士の役割や、今後の理学療法

士の需要と供給の調査研究についても実施する。 

治療室、地域の施設 

14 宇於崎 孝 

臨床現場で行う画像評価に加え、側弯症の姿勢および

運動特性を分析し、徒手理学療法の効果について実験

研究を行う。 

実習室、地域の病院

及びクリニック 

15 川﨑 浩子 

介助動作の分析、腰痛予防対策、二次障害予防の方策

の実験研究、調査を行っていく。 

フィールド調査は、

研究協力施設 

16 鈴木 美香 

表面筋電図を用いて、若年者と高齢者の歩幅の大きさ

とその際の筋活動について実験研究を行っていく。ま

た、超音波診断装置を用いて、歩幅の大きさに関係す

る筋の筋厚についても実験研究を行っていく。 

治療室、地域の施設 

17 弘部 重信 

在宅心不全患者の運動実態調査や試行的介入を行っ

ていく。 

フィールドは地域の

施設 

18 池谷 雅江 

障がい者スポーツに関する実験研究は、学外で継続的

にアスリートを対象に行う。足部アプローチと静的バ

ランス、神経ダイナミクスの実験研究を行っていく。 

障がい者スポーツ実

施施設 

19 野口 真一 

表面筋電図、超音波診断装置、呼吸機能検査装置を用

いて、各年代の健常人、障害者、およびアスリートの

歩行や走行動作時の運動パターンと筋活動パターン

についての実験研究。 

評価実習室、スポー

ツ現場 

20 山内 正雄 

スポーツ種目やスポーツの開始時期などの違いが偏

平足罹患に影響するのか調査研究を行う。 

脊柱の複合運動の組み合わせやその可動域について

実験研究を行う。 

実習室、地域の病院

及びクリニック 
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21 治郎丸 卓三 

三次動作解析、表面筋電図を用いて、各年代の健常人、

障害者、およびアスリートの歩行や走行動作時の運動

パターンと筋活動パターンについて実験研究を行っ

ていく。また、超音波診断装置を用いて、各筋におけ

る表面筋電図の記録法の確立について研究を行って

いく。 

機能訓練室・走行ス

ペース、治療室 

22 安田 孝志 

三次動作解析、床反力計、表面筋電図を用いて、障が

い者（アスリート中心）、健常者のパフォーマンス分析

に対する実験研究を行っていく。 

機能訓練室、地域の

体育館、ゴルフ練習

場 

23 大西 均 

人の運動や姿勢を多方面から分析する実験研究。表面

筋電図計測などを使用した運動・姿勢の分析を行って

いく。 

治療室、地域の病院

及びクリニック 

24 藤谷 亮 

姿勢不良者の運動・姿勢筋制御について、各神経疾患

における運動・姿勢筋制御について、筋活動研の実験

研究を行っていく。 

フィールドワーク

（病院、施設、教育

機関等） 

 

 

専任教員が取り組む研究領域及び研究場所（作業療法学科） 

 
氏 名 研究領域 

研究室以外で行う

研究の場所 

1 野田 亨 

科研費のテーマとしている科研費挑戦的研究 

「大和言葉を手掛かりとした日本人の身体名称、およ

び身体観についての研究」（17K18497） 

の継続、およびその発展研究 

「組織化学と光学顕微鏡、あるいは電子顕微鏡を組み

合わせた形態学的硏究」 

基礎医学実習室 

2 三谷 章 

リハビリテーション訓練によって促進される脳機能回

復の基盤となっている神経機構を、神経生理学的手法

をはじめとする神経科学的手法を用いて明らかにす

る。 

基礎医学実習室、

治療室                   

3 外池 光雄 

脳科学、生体工学、匂い研究、認知症に関する事例・

実験研究を行っていく。 

基礎医学実習室 



 

187 

4 田中 弘一郎 

１．ストレス関連疾患の発症メカニズムに関する研究 

現在取得している科学研究費助成金課題（ストレスに

よる機能性胃腸症の発症メカニズム解明とイメージン

グバイオマーカーの開発）を中心に、ストレス関連疾

患の発症に関与する神経系を介した脳と腸の相互作用

を超高磁場機能的 MRI（fMRI）を用いてリアルタイ

ムかつ非侵襲的に可視化する方法を開発し、ストレス

関連疾患の発症メカニズムを解明するための基盤研究

を行う。 

２．ストレス関連疾患及び精神神経疾患に対する薬剤

の研究開発 

藤田医科大学との共同研究。ストレス負荷時にみられ

る代謝異常の研究から得られた治療に寄与すると考え

られる標的分子に対する薬剤の研究開発を行う。 

生化学・分子生物学実験に用いる簡単な器具・機器を

配置する。 

基礎医学実習室、

藍野大学中央研究

施設、大阪大学脳

情報通信融合研究

センター、藤田医

科大学 

5 辛島 千恵子 

現在、科研費のテーマとしている研究 

基盤研究 C「特別支援教育・作業療法士と教員のため

の環境因子観察表と実践モデルの開発」 

基盤研究 C「発達障害・他がある子どもと養育者の地

域包括ケアに生かす外出に関する質問紙の開発」の継

続。 

特別支援学校 

6 井出 千束 
脊髄損傷の治療法の開発を行っていく。研究室に顕微

鏡を配置する。 

藍野大学中央研究

施設 

7 垰田 和史 

作業関連性運動器障害の予防に関する研究。 

①医療福祉領域における腰痛・頸肩腕障害の予防、農

作業安全の推進に関わる研究。 

②就労支援及び二次障害予防に関する研究。 

研究室に携帯型４チャンネル表面筋電計、騒音計、活

動量計、熱中症計、心拍計、デジタルビデオカメラ、

座圧計を配置する。 

フィールド調査を

中心に研究、治療

室 

8 鈴木 規巳洋 

①英語４技能上達のためのモチベーションアップのア

クティブラーニング法 

②大人数対処のための多面的評価法（発言・提出・グ

ループワーク・家庭学習・暗唱・個別能力対応等）・

調査・実験研究および事例研究 

フィールドワーク 
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9 澤 賢一郎 

中枢神経疾患による麻痺患者の運動機能から行為動作

について事例研究を行う。 

認知症患者の作業観察をおこない行動特性について事

例、実験研究を行う。 

フィールドワーク

（病院、施設など

研究協力施設） 

10 下西 德 

内部障害に対する作業療法、神経難病患者に対する意

思伝達装置、訪問リハビリテーションをテーマに事

例、実験研究を行っていく。 

星ヶ丘医療センタ

ー 

11 木岡 和実 

障害をもつ方の環境調整からの生活支援について、職

種による捉え方の違いや連携についての調査研究。 

作業療法士養成教育が学生の職業観に与える影響につ

いての調査研究。                                                                 

研究フィールドは

地域の施設、作業

療法士養成校 

12 杉本 久美子 

障害をもった方、高齢者を中心に、地域で暮らす方の

生活障害を評価・支援し、健康増進と障害予防のため

にライフスタイルを設計する方法を調査研究する。 

急性期、回復期、生活期の連携、他職種との連携の在

り方、政策動向等、作業療法を取り巻く環境を踏まえ

て調査研究していく。 

フィールドワーク

（病院、施設、自

治体、地域包括ケ

アセンター） 

13 有田 智氏 

整形外科領域での事例研究。 

術後の運動療法効果、検証を事例、実験研究を行って

いく。 

 

地域の病院、施設 

14 大西 満 

1.小学生のバランス能力と協調性の関係に関する研究 

2.子育てにおける対応方法に関する研究 

調査・実験研究 

小学校、地域の施

設 

15 安部 征哉 

①作業療法教育研究 

学内の作業療法教育の手法を具体的に考え、臨床実習

でも手法も具体的に調査研究していく。 

②認知機能・高次脳機能研究 

認知症や半側空間無視の患者がどのように視線を動か

し視覚的にものを認識しているのか実験研究をしてい

く。 

フィールドワーク

（病院、施設など

研究協力施設） 

16 嶋川 昌典 

環境と学生との相互作用の視点から質的研究を行う。 フィールドは、臨

床実習や評価実習

の施設 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２５．＜適切な学生控室を確保しているのか不明確＞ 

主として学生控室は食堂と兼用の学生ホール（207.42 ㎡）を利用するとのことだが、全学年で

480 名の学生が在籍する完成年度以降、食堂と兼用の中で余裕をもって休息、交流その他の活

動で利用できる十分な環境になっているのか不明確なため、大学の規模に応じた適切な学生控

室が配置されることを明確に説明すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 

本学では、学生ホール内に厨房を用意し、食堂を兼ねて授業時間外の自己や学生交流の際に利用する

予定である。ここには座席が 192 席を準備しているが、ご指摘のとおり、全学年在籍する完成年度以降、

480 名が同時に座ることは困難である。そこで、学生控室の確保の対応を改めて見直した。昼食時の対

応、学生交流に関する対応の 2 点について次のとおりとする。 

 

１）昼食時の対応 

現在の専門学校の状況は 360 名の在籍している学生約 80％が自宅より通学しており、昼食を持参し

ている学生も非常に多い。現在、8 室ある 1 室 40 席の普通教室（合計 320 席）では飲食を認めており、

各自がそれぞれの場所で昼食をとっても食堂と合わせて十分な状況にある。本学完成年度以降には 480

名が在籍するが、食堂 192 席、普通教室 320 席に加えて、3 階の大教室 2 室（120 席）を新たに飲食可

能な部屋として開放すると、合計で 632 席を昼食時に利用することができる。本学完成年度以降も、在

籍学生の多くが自宅より通学すると想定しており、その状況に大きな変化はないと思われるため、学生

は余裕をもって昼食をとることができると考えている。 

 

２）学生交流に関する対応 

学生の自己学修については、図書館の自習スペース（80 席）と視聴覚室（40 席）を常時開放し、書

籍や雑誌、インターネット等で学修できる環境を整えている。また、完成年度以降の授業時間割をみる

と、理学療法学科と作業療法学科を合わせても、同時に授業を行うのは最大で 8 教室使用することにな

る。本学では、普通教室が 8 室あり、その他にも実習室や演習室もあるため、これらの教室で十分授業

が可能となる。そこで、3 階にある大教室 2 部屋を常時開放することで学生が自由にディスカッション

や交流ができるスペースとして使用する。この部屋は、両学科合同で授業をする場合のみ使用するため

に設置した教室であるが、両学科合同で行うのは 4 年次後期の協働連携論総合実習 2 単位のみである。

そこで、授業での使用時にはあらかじめ示した時間割及び大教室前に授業利用時間を提示し、他学生に

対して周知を促すことで、学生の学修や交流及び授業の妨げとならないよう配慮して管理できると考え

ている。放課後の余暇やサークル活動では、普通教室 8 室、大教室 2 室を引き続き開放し、演習室 1 室、

実習室 1 室も教務課の利用許可を得て使用を認めることとする。ここでは実技練習なども含めて身体を

動かしながら交流できるスペースとして利用することが可能である。 

これらのことから、本学の環境において学生の学修や交流が十分に行うことができると考えている。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２６．＜外国書の学術雑誌等の選定方針が不明確＞ 

図書等の整備について、外国書の学術雑誌 0 冊、電子ジャーナル 1 冊の計画となっており、大

学としてふさわしい教育・研究環境が整備されるのか疑義がある。外国書の学術雑誌及び電子

ジャーナルの選定理由を明らかにした上で、教育・研究に必要な図書等が十分に整備されてい

ることを明確に説明するか、必要に応じて充実すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 図書等の整備について、大学としてふさわしい教育・研究環境が整備されるのか疑義があるとのご指

摘を受け、「外国書の学術雑誌」については、次のとおり、経年的に整備することとした。「電子ジャー

ナル」については、現状の整備計画で十分であると考えており、その理由を説明する。 

 

１）外国書の学術雑誌の整備 

外国書の学術雑誌は、次の 7 種を経常経費で経年整備する。リスト及び選定理由は、次のとおりであ

る。併せて、購入計画を示す。 

 

外国書の学術雑誌購入計画リスト 
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２）電子ジャーナルの整備 

設置認可申請書、別記様式第 2 号（その 1 の 1）基本計画内の図書・設備に挙げた 1 冊の電子ジャー

ナルとは、メディカルオンラインのことである。メディカルオンラインは、医療関係者のための医療情

報の総合 Web サイトである。メディカルオンラインは、取り扱っている配信ジャーナル数 1,405 ジャ

ーナル、配信文献数 308 万文献に及んでいる。日本国内の学会・出版社発行の雑誌に掲載された医学、

歯学、薬学、看護学、医療技術、栄養学及び衛生・保健などのあらゆる医学関連分野の「医学文献」か

ら検索し、必要な文献はその場で全文閲覧・ダウンロードが可能である。また、メディカルオンライン

は、本学が選定している 39 冊の学術誌の多くを含んでいる。以上のことから、電子ジャーナルの選定

は、1 冊ではあるが、教育・研究の観点から考えても、十分な数を網羅出来ていると考えている。また、

常に最新の情報を収集できるという点でも、最適なジャーナルであると考えている。 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２７．＜図書館スペースが十分か不明確＞ 

収容可能冊数が 12，960 冊の図書館に対して、完成年度は 12，434 冊を整備する計画となっ

ており、追加で購入可能な図書等は 500 冊程度に限られるため、今後、教育研究活動で必要な

図書等が生じた場合、適切に整備できるのか疑義がある。このため、今後の図書等の整備に関

する対応方針を明確に説明するか、必要に応じて図書等のスペースを充実させること。【２学

科共通】 

 

（対応） 

ご指摘を受け、施設・設備を共有する滋賀医療技術専門学校を移設することによって空いたスペース

を活用することで、図書室を拡大（申請時：162.97 ㎡→現行の計画：311.66 ㎡）することとした。これ

によって、収納可能冊数は、12,960 冊から 24,167 冊とおおよそ 2 倍となった。そのため、書籍の経年

整備に伴う蔵書の増加に十分対応することが可能である。変更後と変更前の図面を資料 27-1 において

示す。 

併せて、株式会社朝日ネットが提供している教育支援サービス「manaba」を経由して、電子書籍

「Maruzen eBook Library」を閲覧・利用できる環境を整備することで、スペースの制限を受けずに、

教育研究活動の充実を図れる体制とした。 

なお、電子書籍については、理学療法学科・作業療法学科の科目や各教員の研究環境を配慮し、計 116

冊購入する計画であり、その一覧は資料 27-2 のとおりである。 

 

資料 27-1：図書館図面 変更後・変更前 

資料 27-2：購入予定の電子書籍一覧 

 

電子書籍「Maruzen eBook Library」 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２８．＜体育館の代替施設の利用方法が不明確＞ 

体育館等のスポーツ施設を設けないため、市営の運動公園を利用し、バス送迎を行うとのことだ

が、法令上規定されている学生の利用に際しての経済的負担の軽減が図られた運用になってい

るのか、学生の授業時間割等に配慮がなされたバスの運行計画となっているのか、学生のクラブ

活動など授業以外でも利用できる使用契約となっているのかなど、市営の運動公園の具体的な

利用計画が不明なため、明確に説明すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 申請時においては、市営の運動公園の具体的な利用計画について記載を行っていなかったため、早期

予約と費用負担、市営の運動公園の詳細、バスの運行計画について次のとおり記載を行う。 

 

１）早期予約と費用負担 

おくのの運動公園の賃借料及び施設までのバスの費用については、本学が全額負担とし、学生に経済

的負担をかけることはない。また、当該施設を管理する東近江市とは、一般の施設利用者が 3 ヶ月前か

ら予約可能なところ、本学は利用しようとする前年度 1 月から予約を可能とする取り決めを行っている

（資料 28-1）。クラブ活動などによって学生が当該施設を利用する場合は、学生サポートセンターの窓

口にて申し出ることとし、予約の手続きは、事務部学生課が代行する。 

 

資料 28-1：東近江市おくのの運動公園利用に関する早期利用申請について（承諾） 

 

２）おくのの運動公園の詳細 

おくのの運動公園の詳細は次のとおりであり、体育館、グラウンド、野球場、テニスコート、フット

サルコート及び多目的広場と多様な施設が揃っているため、学生のクラブ活動など授業以外でも活動す

ることが可能な施設となる。 

 

おくのの運動公園 

名  称 おくのの運動公園 

所 在 地 東近江市青山町 70 番地  

施  設 体育館、野球場、グラウンド、テニスコート 

開園時間 ・体育館・グラウンド   

通年  午前 8 時 30 分～22 時 00 分 

・野球場・テニスコート・フットサルコート  

4 月～10 月  午前 8 時 30 分～22 時 00 分 

11 月～3 月  午前 8 時 30 分～日没                                 

・多目的広場  通年  午前 8 時 30 分～日没 

休  園 年末年始  （12 月 28 日～翌年 1 月 3 日） 
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３）バスの運行計画 

 スクールバスの状況及び運行時刻は次のとおりであり、学生の授業時間割等に配慮したバスの運行計

画とする。 

 

（１）スクールバスの状況 

スクールバスはリース賃貸借しており、以下のバスを充て、柔軟に対応できる体制とする。 

なお、スクールバスは学生の登下校にも使用するが、自動車通学も認めている。想定としては、スク

ールバスの利用と自動車通学はおよそ 6：4 または 7：3 になるものと想定されるため、全てのバスを学

生の登下校に使用することはない。よって、クラブ活動等に伴うバスの運行状況に不測の事態が起こっ

たとしても、代替用のバスでの対応が可能である。 

 

NO 座席数 備 考 

1 56 席 立ち乗りを含めると 70 人 

2 57 席 立ち乗りを含めると 65 人 

3 51 席 立ち乗り不可 

4 29 席 立ち乗り不可 

5 18 席 立ち乗り不可 

※上記のバスの内、2 台程度、大型バス（70 人乗りのバス）へのリース替えを計画中である。 

 

（２）運行時刻 

 基礎科目である「体育」及び「クラブ・サークル活動」での移動のために、バスの運行を行う。 

 

①体育 

1 単位 30 時間の体育（選択科目）は、理学療法学科 2 クラス水曜日の 3・4 限目（2 コマ）、作業療

法学科 1 クラス月曜日の 3・4 限目（2 コマ）で開講し、時間は 13 時 00 分〜16 時 10 分となる。 

 

＜授業時間割等への配慮＞ 

時間割上 2 限目終了が 12:10 であり、着替え及び昼食は大学構内で済ませてからスクールバスにて

移動を行う。本学出発後は通常 5 分でおくのの運動公園へ到着するが、乗車時間は余裕をみて 10 分見

込んでいる。また、体育終了後はバスで帰校し、大学で着替えることとなるが、体育の開催日 5 限目

には授業を入れないよう配慮した。 

なお、以下は基本的な運行時間であり、授業開始・終了時間変更などの事態が生じた場合は、運行

時間を随時変更する。 

 

おくのの運動公園 行き 

本学 発 おくのの運動公園 着 

12：45 12：55 

 

本学 行き 

おくのの運動公園 発 本学 着 

16：30 16：40 
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②クラブ・サークル活動 

  以下が基本的な運行時間であり、予約状況や活動時間により、運行時刻・バス本数は増減する。 

 

月曜日～金曜日 

おくのの運動公園 行き 

本学 発 おくのの運動公園 着 

16：30 16：40 

18：30 18：40 

    

本学 行き 

おくのの運動公園 発 本学 着 

19：00 19：10 

20：00 20：10 

21：00 21：10 

 

 

土曜日・日曜日・祝日（年末年始除く） 

おくのの運動公園 行き 

本学 発 おくのの運動公園 着 

9：30 9：40 

12：30 12：40 

 

本学 行き 

おくのの運動公園 発 本学 着 

13：00 13：10 

14：00 14：10 

15：00 15：10 

16：00 16：10 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

２９．＜学則が不適切＞ 

学則第 35 条第１項に、入学検定料、入学金、授業料などは学校法人藍野大学学費取扱規程に

定めると記載されているが、法令上、授業料、入学料その他の費用徴収に関することは学則に

記載しなければならないとされていることから、適切に改めること。【２学科共通】 

 

（対応） 

別に定めるのではなく、学則内に次のとおり別表として定める。 

 

学則第 35 条 別表 2 

 

びわこリハビリテーション専門職大学 リハビリテーション学部  

 

入学金、授業料等 

 

年額（単位：円） 

 入学金 授業料 実験実習費 施設設備費 

理学療法学科 400,000 900,000 100,000 200,000 

作業療法学科 400,000 900,000 100,000 200,000 

 

 

 

 

（新旧対照表）学則 6 ページ 

新 旧 

（略） 

第 8 章 学  費 

（学費） 

第 35 条 入学検定料、入学金、授業料、実験実習

費、施設設備費の金額、納入方法及び納入期日に

ついては、別表 2 に定める。 

 

 

（略） 

 

 

（略） 

第 8 章 学  費 

（学費） 

第 35 条 入学検定料、入学金、授業料、実験実習

費、施設設備費の金額、納入方法及び納入期日に

ついては、学校法人藍野大学学費取扱規程に定め

る。 

 

（略） 
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学則第 35 条 別表 2 

 

びわこリハビリテーション専門職大学 リハビ

リテーション学部  

 

入学金、授業料等 

 

年額（単位：円） 

 入学金 授業料 
実験実

習費 

施設設

備費 

理

学

療

法

学

科 

400,000 900,000 100,000 200,000 

作

業

療

法

学

科 

400,000 900,000 100,000 200,000 
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（是正事項）リハビリテーション学部 理学療法学科、リハビリテーション学部 作業療法学科【２学科

共通】 

３０．＜書類不備＞ 

認可申請書類に不備が散見されるため、適切に修正すること。【２学科共通】 

 

（対応） 

 認可申請書類に不備が散見されたため、次のとおり改める。 

 

１）学則における運営会議の規定について 

  学則において、運営会議について規定を行うとの章立てとしていたにもかかわらず、規定していな

かったため、修正を行い、次の新旧対象表に示す。 

 

（新旧対照表）学則 7 ページ 

新 旧 

第 10 章  教授会、運営会議 

（教授会） 

第 39 条  本学に教授会を置き、教授及び准教授

をもって組織する。 

2 前項にかかわらず、学長が必要と認めた場合

は、その他必要な職員を加えることができる。 

3 学部長は、教授会を招集し、その議長となる。

学部長に事故ある時は、学部長が予め指名した者 

がこれに代わるものとする。 

4 教授会の審議事項及び開催等に関する規則

は、別に定める。 

（運営会議） 

第 40 条 本学に運営会議を置き、全学的な教学

の方針、企画及び執行等の教学運営を司る。 

2 運営会議の審議事項及び開催等に関する規則

は、別に定める。 

第 10 章  教授会、運営会議 

（教授会） 

第 39 条  本学に教授会を置き、教授及び准教授

をもって組織する。 

2 前項にかかわらず、学長が必要と認めた場合

は、その他必要な職員を加えることができる。 

3 学部長は、教授会を招集し、その議長となる。

学部長に事故ある時は、学部長が予め指名した者 

がこれに代わるものとする。 

4 教授会の審議事項及び開催等に関する規則

は、別に定める。 

 

 

 

２）損害賠償責任保険、傷害保険への加入について 

 実習中の学生の損害賠償責任保険に関して、入学時に全学生に対して加入を行う損害賠償責任保険、

傷害保険について、保険名称ならびに保険内容に誤りがあったため、修正を行い、次の新旧対照表に示

す。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 109～110 ページ 

新 旧 

入学時に全学生に対して、医療系学生の総合補償

制度である総合生活保険（障害補償）への加入を

行う。この保険は、実習中を含めた学校管理下（敷

地外可）の傷害事故を補償するものであり、この

保険への加入により、実習期間中に学生自身が怪

我等の障害をおった場合、ならびに実習中に起こ

った患者の身体または財物への損壊に対して補

償を行う体制を整える。 

入学時に全学生に対して、学生生徒災害障害保険

ならびに医療分野学生生徒賠償責任保険への加

入を行う。この保険への加入により、実習期間中

に学生自身が怪我等の障害をおった場合、ならび

に実習中に起こった患者の身体または財物への

損壊に対して補償を行う体制を整える。 

 

３）実務の経験等を有する専任教員一覧書類について 

実務の経験等を有する専任教員一覧において、本学実務家教員である「池谷雅江」の実務経験の概要

欄が作成中であったため、次の新旧対象表に示す。 

 

実務経験等を有する専任教員一覧（別記様式第 3 号（その 4））理学療法学科 9 ページ 

新 旧 

平成 15 年 4 月～平成

16 年 3 月 

医療法人誠光会 草津総合病院 リハビリ

テーション科 理学療法士 

骨折、靭帯損傷に対する術後、人工関節置

換術、リウマチ等の整形外科疾患、中枢神

経疾患の理学療法 

記述なし（作成中） 

平成 16 年 2 月～平成

30 年 8 月 

医療法人湖光会 若草診療所 非常勤職員 

急性期、慢性期の整形外科疾患、中枢神経

疾患、神経難病、高齢者の運動器不安定症

に対する理学療法、訪問リハビリテーショ

ンを実施 

平成 16 年 4 月～平成

18 年 3 月 

医療法人誠光会 矢橋中央病院 リハビリ

テーション科 理学療法士 異動 

高齢者、人工透析患者に対する理学療法、

胃ろう離脱の取り組みをチーム医療で実施 

平成 18 年 4 月～平成

19 年 3 月 

医療法人誠光会 草津総合病院 リハビリ

テーション科 理学療法士 異動 

平成 19 年 4 月～現在

に至る 

滋賀医療技術専門学校 理学療法学科 専

任教員 （現在休職中） 

「社会福祉学」「医学英語」「徒手療法学Ⅲ」

「神経障害系理学療法学Ⅰ」「神経障害系理

学療法学Ⅱ」「運動療法学実習」「運動学演

習」「理学療法研究法」「評価実習Ⅰ」「評価
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実習Ⅱ」「臨床実習Ⅰ」「臨床実習Ⅱ」等 

平成 20 年、平成 21 年

7 月 

龍谷大学 社会福祉学科 集中講義 講師 

「起居・移乗介助」 

平成 21 年 6 月～平成

22 年 3 月 

大津市通所型介護予防事業（運動器の機能

向上プログラム）実施 

平成 22 年 6 月～平成

23 年 3 月 

大津市通所型介護予防事業（運動器の機能

向上プログラム）実施 

平成 23 年 4 月～平成

24 年 3 月 

藍野大学 医療保健学部 理学療法学科 

非常勤講師 

「マニュアルセラピー」の実技アシスタン

トとして、学生に技術指導を行った 

平成 24 年 5 月～6 月 佛教大学 保健医療技術学部 理学療法学

科 非常勤講師 

「日常生活活動学」[運動学]を講義 

平成 27 年 2 月～平成

30 年 8 月 

社会医療法人誠光会 草津ケアセンター 

リハビリテーション科 非常勤職員 

平成 27 年 8 月～平成

28 年 3 月 

会福祉法人大樹会やすらぎハウス 介護予

防事業（滋賀県要介護度改善推進モデル事

業）実施 

 

４）組織名称の誤植 

 設置の趣旨等を記載した書類の 50 ページにおいて、教育課程連携協議会の構成員である。宮内吉則

氏の所属組織である「一般社団法人滋賀県作業療法士会」の名称を「公益社団法人作業療法士会」と

していた。正しい名称に改める。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 80 ページ 

新 旧 

⑤宮内吉則 ：一般社団法人作業療法士会 会長 ⑤宮内吉則 ：公益社団法人作業療法士会 会長 

 

５）その他 

 その他、誤字・脱字、てにをはの間違いなど軽微な間違いについて適切に修正を行う。 
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【教育課程等】 

（是正事項）リハビリテーション学部 作業療法学科 

３１．＜授業の到達目標と授業計画が不一致＞ 

職業専門科目で配置された「地域生活作業療法学演習Ⅰ」は、掲げられた授業の到達目標を達成

するための授業計画としては不適切なため、修正すること。 

 

（対応） 

当該授業科目の到達目標を、申請時点においては「地域に住まう利用者との関わりを通して、障害を

持つ方が地域の中でどのように生活し、我々作業療法士やその他の関連職種がどのような役割を果たす

べきかを考える」としていた。一方、授業計画では、「風船バレーボール大会参加」を主に置いていた。

「障害を持つ方の生活」と「風船バレーボール大会」とは一致しないため、ご指摘のとおり不適切であ

った。当該科目においては、障害を持つ方の「生活」ではなく、「社会参加」の意義について理解するこ

とを授業の到達目標として用意した授業科目となる。そのため、そのことが分かるよう授業の到達目標

を改める。なお、是正事項１２＜授業形態の設定が不明確＞の対応として、科目名称を「地域生活作業

療法学演習Ⅰ」から「地域生活作業療法学実習Ⅰ」に改めた。 

 

資料 32-1：シラバス（地域生活作業療法学実習Ⅰ）変更後・変更前 

 

（新旧対照表）シラバス（授業計画） 

新 旧 

授
業
概
要
到
達
目
標 

目標は、「地域に住まう利用者との関りを通

して、障害を持つ方が地域社会に参加するこ

との意義を理解する。また作業療法士やその

他の関連職種が活動・参加の促進にむけて、

どのような役割を果たすべきかを考える」と

する。授業形態として講義形式・グループワ

ーク・地域で開催されるリハビリテーション

実践活動へ参加する。障害を持つ方が地域社

会に参加する機会を提供することの意味や

そのことによる日常生活の参加や活動への

影響について、参加して得られた情報や作業

療法士・多職種からの聞き取った情報をグル

ープワークにて検討し発表することとする。

また地域で開催される実践活動の企画・運営

を経験する機会とする。 

 

授
業
概
要
到
達
目
標 

目標は、「地域に住まう利用者との関りを通

して、障害を持つ方が地域の中でどのように

生活し、我々作業療法士やその他の関連職種

がどのような役割を果たすべきかを考える」

とする。上記の目標に向かい、形態として講

義形式・グループワーク・他施設が主催する

風船バレーボール大会への参加という形を

とり、通所サービスを利用する方やそこで働

く作業療法士・多職種との関りを通して、目

標の達成を目指す内容となる。またイベント

の企画・運営についても経験する。 
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＜その他の事項＞ 

学長予定者の変更について 

 

（対応） 

 

申請時において、滋賀医療技術専門学校開学当初より 22 年に渡り学校長及び名誉学校長を務めてき

た砂川勇氏を本学の学長候補者としてきたが、先の設置構想審査における対応や、教員資格審査で職位

が教授から講師相当と判断頂いたことを重く受け止め、再度、本法人内で熟慮熟考を重ねた結果、本人

からの学長予定者を辞退したい旨の申入れもあり、本補正申請において学長予定者を変更させて頂きた

い。 

 

１）新学長予定者の選考方針 

本法人は、新学長予定者の選考方針を次のとおり示し、選考会議において検討を重ねた。 

（１）学校教育法第 92 条第 3 項において規定されている「学長は、校務をつかさどり、所属職員を統

督する」という校務に関する最終的な決定権を学長が有し、所属職員に対して指揮命令権を有す

る最重要ポストであることを深く認識し行動できる者。 

（２）専門職大学の制度的理解や本学設置の趣旨を深く理解し、推進する資質・能力を有し、学長と

してのリーダーシップと大学構成員とのコミュニケーション能力を有する者。 

（３）人格が高潔で、学識が優れ、かつ、大学における教育研究活動等について、これまでの大学執

行部における経験を踏まえ，更に本学の教育研究活動を発展させるべく適切かつ効果的に本学

の運営ができる能力を有する者。 

（４）専門職大学としての本学の将来像について明確なビジョンと情熱を有し、強力なリーダーシッ

プを発揮し、本学の目的の達成に向けて着実に実行する能力を有する者。 

 

２）選考結果 

新学長予定者の選考方針に基づき検討を重ねた結果、山川正信氏を本学の学長予定者としたい。山川

正信氏は、本学が求めるべき学長像に合致し、また、地域共生社会に貢献する志の高い学生を育む教育

への取り組みや、本学の研究の推進、専門職大学としてのシステム構築、教職員の多様性とやる気を生

かす大学の体制構築など具体的な考えを示しており、本学の学長として最も適任であるという結論に至

った。 

 

・山川正信 教授（候補） 

専門分野：予防医学、公衆衛生学、健康教育学、疫学、ヘルスプロモーション、地域保健 

昭和 50 年 3 月 京都大学大学院工学研究科修士課程（衛生工学専攻）修了 

昭和 51 年 9 月 滋賀医科大学医学部 助手（保健管理学講座） 

平成 3 年 3 月  学位取得 医学博士（滋賀医科大学） 

平成 7 年 2 月  滋賀医科大学医学部 講師（福祉保健医学講座） 

平成 7 年 10 月  ハワイ大学留学（～平成 8 年 9 月） 

平成 9 年 4 月  大阪教育大学教育学部 教授 
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平成 21 年 4 月 （兼）大阪教育大学附属池田中学校 校長 

（兼）大阪教育大学附属高等学校池田校舎 校舎主任 

平成 27 年 3 月 大阪教育大学 名誉教授 

平成 29 年 4 月 学校法人関西女子学園 宝塚大学看護学部教授・学長（現在に至る） 
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養成する人材像 ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー 1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

学びの基盤

コミュ二ケーション論

教育学 経営学入門（選択） キャリア発達論

倫理学入門 心理学

哲学入門（選択） 音楽（選択）

社会学（選択） 体育（選択）

日本の伝統文化（選択）

日本の近代史（選択）

生物学 物理学Ⅱ（選択） 統計学

物理学Ⅰ

数学（選択）

英語Ⅰ 英語Ⅱ（選択） 韓国語（選択）

中国語（選択）

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

解剖学Ⅰ 解剖学Ⅱ　　解剖学Ⅲ 人間発達学

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

運動学Ⅰ 運動学Ⅱ 運動学実習

　　　運動生理学実習

内科学Ⅰ 内科学Ⅱ

神経内科学Ⅰ 神経内科学Ⅱ

整形外科学Ⅰ 整形外科学Ⅱ

精神医学 小児科学 救急援助論 予防医学

薬理学概論 老年医学

栄養学

画像診断学

リハビリテーション概論 社会福祉学 地域包括ケア論

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

基礎理学療法学Ⅰ 基礎理学療法学実習Ⅰ 基礎理学療法研究法

　　基礎理学療法学Ⅱ 基礎理学療法学実習Ⅱ 臨床技能論実習

理学療法管理学

保健医療福祉関連制度

理学療法評価学 理学療法評価学実習 画像評価学 理学療法評価学演習

運動療法学 運動療法学実習 徒手理学療法学 徒手理学療法学実習

日常生活活動学

義肢装具学Ⅰ 義肢装具学Ⅱ 内部障害系理学療法学実習Ⅰ 内部障害応用論実習（選択）

物理療法学 内部障害系理学療法学実習Ⅱ

神経障害系理学療法学実習Ⅰ 神経障害系理学療法学実習Ⅱ

運動器障害系理学療法学実習Ⅰ 運動器障害系理学療法学実習Ⅱ 神経筋骨格障害応用論実習（選択）

小児理学療法学演習 スポーツ障害応用論実習（選択）

老年期理学療法学演習

スポーツ障害系理学療法学演習

地域理学療法学 地域理学療法学実習

理学療法見学実習Ⅰ 理学療法見学実習Ⅱ 理学療法見学実習Ⅲ 理学療法評価実習 理学療法総合臨床実習Ⅰ 理学療法総合臨床実習Ⅱ

理学療法地域実習

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

ボランティア論 災害支援論 地域共生論 マーケティング論

生涯スポーツ論 労働衛生論 施設起業運営論

子育て支援論 障がい者スポーツ論 障がい者スポーツ論実習

教育支援論

福祉工学地域活用論（選択）

ロボット工学地域活用論基礎（選択）

ロボット工学地域活用論応用（選択）

身体障がい者就労環境論（選択）

組織運営論（選択）

体力測定論（選択）

健康増進実践演習（選択）

健康増進実践実習（選択）

遊びとレクリエーション（選択）

生きがい創造（選択）

伝承遊び（選択）

メンタルヘルスマネジメント論（選択）

スポーツリズムトレーニング論（選択）

パフォーマンス向上論（選択）

フィットネス論（選択）

ランニングトレーニング論（選択）

ゴルフトレーニング論（選択）

ビジョントレーニング論（選択）

シューフィッティング論（選択）

1年前期 1年後期 3年後期 4年前期 4年後期

リハビリテーション総合演習 理学療法総合演習

協働連携論総合実習

展
開
科
目

職
業
専
門
科
目

総
合
科
目

理
学
療
法
理
論
科
目
群

（５）理学療法に関連する他分
野の専門学力を修得し、地域住
民の健康で生涯にわたる質の高
い生活維持に関して、理学療法
の知識や技術を養うための科目
を配置する。

理学療法学科　カリキュラムマップ

基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

人
間
と
社
会
系
科
目
自
然
科
学
系
科
目
語

学

教

育

系

科

目

（１）倫理観に基づき生命を尊
重し、責任をもって生涯にわた
り理学療法士として研鑽を続
け、地域住民の社会生活を支援
する能力を養うための科目を配
置する。

（２）理学療法士として必要な
コミュニケーション能力を有
し、多職種と協調し、連携して
地域住民との関係を構築する能
力を養うための科目を配置す
る。

（３）理学療法に必要な専門知
識と技術を身につけ、科学的か
つ論理的思考をもって科学的根
拠に基づいた理学療法を実践で
きる能力を養うための科目を配
置する。

（４）理学療法の知識・技術を
基盤とし、地域住民の生活から
地域社会を見渡す広い視野を持
ち地域の課題を発掘し、問題解
決を実践できる能力を養うため
の科目を配置する。

職
業
実
践
科
目
群

理学療法学科では、所定の規
則に基づき129単位の単位取得
及び上記の要件を充たしたう
えで、次のような能力・資質
を備えた人物に理学療法学士
（専門職）の学位を授与す
る。

（１）人を尊び幅広い教養を
有し、差別と偏見を持たない
倫理感のもと、理学療法士と
しての自覚と責任を持ち、生
涯にわたり自己研鑽すること
ができる。

（３）理学療法学の専門的知
識及び技術を修得し、論理的
思考に基づいた最適な理学療
法を実践することができる。

（５）理学療法に関連する他
分野の専門的知識を修得し、
地域住民の身体活動に関する
自助、共助を支援するため、
多職種と連携し、理学療法を
創造的に応用することができ
る。

（２）理学療法士の専門性を
活かし、地域住民の健康寿命
延伸とQOL維持・向上のため
に、身体活動に関わる生活の
側面から、多職種との連携を
通じて地域が抱える課題を発
見し解決することで、健康・
スポーツ・福祉の分野におい
て地域共生社会の実現に向け
て支援できる人材を育成す
る。

（１）理学療法士として、子
どもから高齢者までの地域住
民を対象に、住み慣れた地域
で生活を維持するために、多
職種と協働し、科学的な根拠
に基づく最適な理学療法を実
践できる人材を育成する。

（２）地域住民を取り巻く多
職種と必要な信頼関係を築
き、円滑なコミュニケーショ
ンをもって理学療法を実践す
ることができる。

（４）地域住民の健康で質の
高い生活の維持・向上のため
に、理学療法士の特性を活か
し地域が抱える身体活動に関
する課題を発見し、解決方法
を導くことができる。

理学療法学科の教育課程は、専
門職大学設置基準及び理学療法
士作業療法士学校養成施設指定
規則及び本学科のディプロマ・
ポリシーを達成するために、以
下の5つの方針で編成する。

初年次教育科目

人間と社会系科目

自然科学系科目

語学教育系科目

人体の構造と機能及び心身
の発達

疾病と障害の成り立ち及び
回復過程の促進

保健医療福祉とリハビリ
テーションの理念

基礎理学療法学

理学療法管理学

生涯スポーツ支援モデル

ヘルスプロモーション支援
モデル

理学療法評価学

臨地実務実習

他分野を学ぶための共通科
目

地域支援モデル

地域理学療法学

理学療法治療学

マップの見方

１．同系色の科目については科目間の関連が強い。

２．緑文字は選択科目

３．赤文字は実習科目



養成する人材像 ディプロマ・ポリシー 1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

学びの基盤

コミュ二ケーション論

教育学 心理学 経営学入門（選択） キャリア発達論

倫理学入門 音楽（選択）

社会学 体育（選択）

哲学入門（選択）

日本の伝統文化（選択）

日本の近代史（選択）

生物学 物理学Ⅱ（選択） 統計学

物理学Ⅰ

数学（選択）

英語Ⅰ 英語Ⅱ（選択） 韓国語（選択）

中国語（選択）

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

人間発達学

解剖学Ⅰ 解剖学Ⅱ　　解剖学Ⅲ

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

運動学Ⅰ 運動学Ⅱ 運動学実習

内科学Ⅰ 内科学Ⅱ

神経内科学Ⅰ 神経内科学Ⅱ

整形外科学Ⅰ 整形外科学Ⅱ

薬理学概論 精神医学 救急援助論 予防医学

小児科学

老年医学

栄養学

画像診断学

リハビリテーション概論 地域包括ケア論

社会福祉学

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

作業療法学総論

基礎作業学

基礎作業学実習Ⅰ 基礎作業学実習Ⅱ

作業療法管理・制度論

作業療法と倫理

作業療法評価学総論 身体障害作業療法評価学実習Ⅰ

身体障害作業療法評価学実習Ⅱ

精神障害作業療法評価学実習

発達障害作業療法評価学実習

日常生活活動論実習 身体障害作業療法基礎技術論 作業療法研究法

社会生活行為論実習 精神障害作業療法学 家族援助論

老年期障害作業療法学 住環境支援論

作業分析活用論 高次脳機能障害作業療法学実習

作業分析活用論実習 精神障害作業療法学実習

運動器疾患作業療法学実習 発達障害作業療法学実習Ⅱ

中枢神経疾患作業療法学実習 老年期障害作業療法学実習

発達障害作業療法学実習Ⅰ 生活行為向上マネジメント論実習

作業療法義肢装具実習

地域生活作業療法学総論 地域生活作業療法学実習Ⅰ 地域生活作業療法学実習Ⅲ

地域生活作業療法学実習Ⅱ

作業療法見学実習Ⅰ 作業療法見学実習Ⅱ 作業療法評価実習 作業療法総合臨床実習Ⅰ 作業療法総合臨床実習Ⅱ

作業療法地域実習

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

マーケティング論 施設起業運営論

子育て支援論 教育支援論

ボランティア論 災害支援論 障害者スポーツ論 障害者スポーツ論実習

地域社会共生論 地域社会共生論実習 メンタルヘルスマネジメント論 精神障がい者就労環境論 就労環境論実習

身体障がい者就労環境論

老年期地域生活適応論（選択） 老年期地域生活適応論実習（選択）

成人期地域生活適応論（選択） 成人期地域生活適応論実習（選択）

児童期地域生活適応論（選択） 児童期地域生活適応論実習（選択）

1年前期 1年後期 3年後期 4年前期 4年後期

協働連携論総合実習

作業療法総合実習Ⅰ

作業療法総合実習Ⅱ

老年期モデル

成人期モデル

児童期モデル

他分野を学ぶための共通科目

作業療法評価学

作業療法治療学

地域作業療法学

臨地実務実習

人体の機能と構造及び心身
の発達

疾病と障害の成り立ち及び
回復過程の促進

保健医療福祉とリハビリ
テーションの理念

作
業
療
法
理
論
科
目
群

職
業
実
践
科
目
群

初
年
次
教
育
科
目

人
間
と
社
会
系
科
目
自
然
科
学
系
科
目
語

学

教

育

系

科

目

初年次教育科目

人間と社会系科目

自然科学系科目

作業療法学科　カリキュラムマップ

作業療法学科では、所定の規
則に基づき130単位の単位取得
及び上記の要件を充たしたう
えで、次のような能力・資質
を備えた人物に作業療法学士
（専門職）の学位を授与す
る。

（１）作業療法として生命を
尊び、地域住民との関わりを
大切にする豊かな人間性と倫
理観、幅広い教養を有し、自
覚と責任をもって行動し、生
涯学び続けることができる。

（３）作業療法に関する専門
的知識と技術に基づき、生活
課題の解決に向けて作業療法
を実践することができる。

（５）作業療法に関連する他
分野の専門的知識を修得し、
地域生活課題の新たな支援展
開に向けて作業療法を活用す
ることができる。

（２）地域住民が抱える暮ら
しの中での課題を発見し、多
職種や産業界と連携しながら
新たな支援や支援体制の構築
ができることによって社会適
応力の向上を促し、地域共生
社会の実現に向けて保健・福
祉・就労等の面から貢献でき
る人材を養成する。

（１）子どもから高齢者まで
の多様な年齢層の地域住民を
対象として、健康で幸福な生
活の獲得に向け、意味のある
生活行為とそれを行うために
必要な心身の活動に対して環
境面に働きかけながら作業を
手段あるいは目的として利用
できる人材を養成する。

（２）多職種と協調・連携する
ための円滑なコミュニケーショ
ン能力を養うための科目を配置
する。

（３）作業療法士として必要な
専門的知識と技術を習得し、地
域住民を心身機能、社会活動・
参加また環境面から捉える思考
方法を身に付け、作業療法を実
践できる能力を養うための科目
を配置する。

（４）人的、作業的、環境的側
面から地域生活課題の発見に努
め、論理的に課題の構造化を行
い、課題解決に向けて実践でき
る能力を養うための科目を配置
する。

（５）地域社会への関心をもち
関連する分野について理解を深
め、地域生活の課題解決にむけ
て作業療法を応用的・創造的に
活用する能力を養うための科目
を配置する。

作業療法学科の教育課程は、専
門職大学設置基準及び理学療法
士作業療法士学校養成施設指定
規則及び本学科のディプロマ・
ポリシーを達成するために、以
下の5つの方針で編成する。

職
業
専
門
科
目

基礎作業療法学

作業療法管理学

語学教育系科目

展
開
科
目

総
合
科
目

（２）多職種と協調・連携し
て課題を共有し、且つ解決に
向けて支援を実践するための
コミュニケーション能力を有
し、信頼関係を構築すること
ができる。

基
礎
科
目

（４）変化する地域社会にお
ける課題の発見に努め、課題
解決に向けて、作業療法士の
専門性を活かした創造的な解
決方法を導くことができる。

（１）人の生命や価値観や人の
暮らす社会を理解できる幅広い
教養を有し、医療専門職の意義
や役割を理解し学術的に探究で
きる能力を養うための科目を配
置する。

マップの見方

１．同系色の科目については科目

間の関連が強い。

２．緑文字は選択科目

３．赤文字は実習科目



○住民の主体的な支え合いを育み、暮らしに安心感と生きがいを生み出す
○地域の資源を活かし、暮らしと地域社会に豊かさを生み出す

○個人や世帯の抱える複合的課題などへの包括的な支援
○人口減少に対応する、分野をまたがる総合的サービス提供の支援

◆制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が 『我が事』として参画し、
人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会

「地域共生社会」の実現に向けて（当面の改革工程）【概要】

「地域共生社会」とは

平成29（2017）年：介護保険法・社会福祉法等の改正
 市町村による包括的支援体制の制度化
 共生型サービスの創設 など

平成30（2018）年：
 介護・障害報酬改定：共生型サービスの評価など
 生活困窮者自立支援制度の強化

2020年代初頭：
全面展開

【検討課題】
①地域課題の解決力強化のための体制の全国的な整備のための支援方策（制度のあり方を含む）
②保健福祉行政横断的な包括的支援のあり方 ③共通基礎課程の創設 等

平成31（2019）年以降：
更なる制度見直し

平成29年2月7日 厚生労働省 「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部決定

実現に向けた工程

改革の骨格

専門人材の機能強化・最大活用

地域を基盤とする包括的支援の強化

地域包括ケアの理念の普遍化：高齢者だけでなく、
生活上の困難を抱える方への包括的支援体制の構築

共生型サービスの創設 【29年制度改正・30年報酬改定】

市町村の地域保健の推進機能の強化、保健福祉横断的な
包括的支援のあり方の検討

 住民相互の支え合い機能を強化、公的支援と協働して、地域
課題の解決を試みる体制を整備【29年制度改正】

 複合課題に対応する包括的相談支援体制の構築【29年制度改正】

 地域福祉計画の充実【29年制度改正】

地域課題の解決力の強化

地域丸ごとのつながりの強化

対人支援を行う専門資格に共通の基礎課程創設の検討

福祉系国家資格を持つ場合の保育士養成課程・試験科目の
一部免除の検討

「地域共生社会」の実現

改革の背景と方向性

公的支援の『縦割り』から『丸ごと』への転換 『我が事』・『丸ごと』の地域づくりを育む仕組みへの転換

 多様な担い手の育成・参画、
民間資金活用の推進、多様な就労・社会参加の場の整備

 社会保障の枠を超え、地域資源（耕作放棄地、環境保全など）と
丸ごとつながることで地域に「循環」を生み出す、先進的取組を支援



藍野大学医療保健学部　看護学科　（2018年度以降に入学した学生用）

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1

論理学入門 15 1 1 1

人間学 15 1 1 1

心理学 15 1 1 1

宗教学入門 15 1 1 1

文化人類学 15 1 1 1

欧米の文化 15 1 1 1

近畿の伝統文化 15 1 1 1

日本史の見方 15 1 1 1

法学 ● ★ 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1

フィールドワーク入門 15 1 1 1

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1

環境と生活 15 1 1 1

科学技術論 15 1 1 1

発酵学入門 15 1 1 1

心のサイエンス 15 1 1 1

からだの化学と機能 15 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 15 1 1

医療英語Ⅱ 15 1 1

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

複言語学習のすすめ 30 2 2 2

統計学Ⅱ 30 1 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

化学基礎 15 1 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育講義 ● ★ 30 1 1 1

体育実習 ● ★ 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

解剖生理学Ⅰ 30 2 2

解剖生理学Ⅱ 30 2 2

生化学 ● 30 1 1

臨床生化学 30 1 1

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

微生物学 30 2 2

病理学 30 2 2

病態学Ⅰ(症候論) 30 1 1

病態学Ⅱ（病態生理学） 30 1 1

病態学Ⅲ（病態臨床学） 30 1 1

病態学Ⅳ（病態治療論） 30 1 1

臨床検査学 30 1 1

基礎医学実習 60 2 2

精神医学概論 30 2 2

リハビリテーション総論 30 2 2

ターミナルケア 30 2 2

ヘルスコミュニケーション 15 1 1

医療心理学 15 1 1

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

医療制度論 30 2 2

保健福祉行政論Ⅰ 　 ★ ○ 30 2 2

保健福祉行政論Ⅱ ○ 15 1 1

公衆衛生学 ★ 30 2 2

疫学 　 ★ ○ 30 2 2

保健統計学 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

ホースセラピー 15 1 1 1

学則第12条　別表1

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

卒業要件
　 基礎科目
     必修科目　     6単位
　   選択必修科目  1単位以上
　   選択科目　   12単位以上
　　・教養教育科目から2単位以上
　　・語学教育科目から2単位以上
　　・理系基礎科目から2単位以上
    ・初年次教育科目から1単位以上
     　計　19単位以上
  専門基礎科目
　   必修科目　     32単位
　　 　計　32単位以上
  専門科目
　　 必修科目　70単位
　　 選択必修科目4単位以上
       計　74単位以上
　専門基礎科目と専門科目から
　あわせて
　 　選択科目　4単位以上
　　　 合計　129単位以上

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

1



藍野大学医療保健学部　看護学科　（2018年度以降に入学した学生用）

前 後 前 後 前 後 前 後

看護学概論 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 30 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2

臨床看護総論 30 2 2

基礎看護学実習Ⅰ 45 1 1

基礎看護学実習Ⅱ 90 2 2

成人看護学概論 30 2 2

成人看護学援助論Ⅰ 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1

成人看護学実習Ⅰ 135 3 3

成人看護学実習Ⅱ 135 3 3

老年看護学概論 30 2 2

老年看護学援助論 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2

老年看護学実習 180 4 4

小児看護学概論 30 2 2

小児看護学援助論 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習 90 2 2

母性看護学概論 30 2 2

母性看護学援助論 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習 90 2 2

精神看護学概論 30 2 2

精神看護学援助論 30 1 1

精神看護学活動論 60 2 2

精神看護学実習 90 2 2

在宅看護学概論 30 2 2

在宅看護学援助論 30 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1

在宅看護学実習 90 2 2

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2

統合看護学実習 90 2 2

看護学総合演習 30 1 1

公衆衛生看護学概論 ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅲ ○ 30 2 2

公衆衛生看護管理論 ○ 30 2 2

学校保健 　 ★ ○ 30 2 2

養護学概論 　 ★ 30 2 2

健康相談活動論 　 ★ 60 2 2

公衆衛生看護学実習Ⅰ ○ 180 4

公衆衛生看護学実習Ⅱ ○ 45 1

公衆衛生看護学総合演習 ○ 30 1 1

卒業研究 90 2 2

教職論 ● ★ 30 2 2

教育原論 ● ★ 30 2 2

教育心理学 ● ★ 30 2 2

教育社会学 ● ★ 30 2 2

教育課程論 ● ★ 30 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 　 ★ 30 2 2

特別活動の指導 ● ★ 30 2 2

教育方法論 ● ★ 30 2 2

生徒・進路指導論 ● ★ 30 2 2

教育相談 ● ★ 30 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1

教育実習 ● 90 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭） 　 ★ 30 2 2

養護実習指導 　 ★ 15 1 1

養護実習 　 ★ 120 4 4

＊●は高等学校教諭一種（看護）、★は養護教諭一種、○は保健師国家試験受験資格を取得する場合は必修。

分
野

配当年次

専
　
門
　
科
　
目

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

看
　
護

4

1

教
　
育

授業科目名 時間

単位数

2



藍野大学医療保健学部　看護学科　（2016年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1

論理学入門 15 1 1 1

人間学 15 1 1 1

心理学 15 1 1 1

宗教学入門 15 1 1 1

文化人類学 15 1 1 1

欧米の文化 15 1 1 1

近畿の伝統文化 15 1 1 1

日本史の見方 15 1 1 1

法学 ● ★ 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1

フィールドワーク入門 15 1 1 1

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1

環境と生活 15 1 1 1

科学技術論 15 1 1 1

発酵学入門 15 1 1 1

心のサイエンス 15 1 1 1

からだの化学と機能 15 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 15 1 1

医療英語Ⅱ 15 1 1

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

化学基礎 15 1 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育講義 ● ★ 30 1 1 1

体育実習 ● ★ 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

解剖生理学Ⅰ 30 2 2

解剖生理学Ⅱ 30 2 2

生化学 ● 30 1 1

臨床生化学 30 1 1

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

微生物学 30 2 2

病理学 30 2 2

病態学Ⅰ(症候論) 30 1 1

病態学Ⅱ（病態生理学） 30 1 1

病態学Ⅲ（病態臨床学） 30 1 1

病態学Ⅳ（病態治療論） 30 1 1

臨床検査学 30 1 1

基礎医学実習 60 2 2

精神医学概論 30 2 2

リハビリテーション総論 30 2 2

ターミナルケア 30 2 2

ヘルスコミュニケーション 15 1 1

医療心理学 15 1 1

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

医療制度論 30 2 2

保健福祉行政論Ⅰ 　 ★ ○ 30 2 2

保健福祉行政論Ⅱ ○ 15 1 1

公衆衛生学 ★ 30 2 2

疫学 　 ★ ○ 30 2 2

保健統計学 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

ホースセラピー 15 1 1 1

＊●は高等学校教諭一種（看護）、★は養護教諭一種、○は保健師国家試験受験資格を取得する場合は必修。

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

2年 3年 4年

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

卒業要件
　 基礎科目
     必修科目　     6単位
　   選択必修科目  1単位以上
　   選択科目　   12単位以上
　　・教養教育科目から2単位以上
　　・語学教育科目から2単位以上
　　・理系基礎科目から2単位以上
    ・初年次教育科目から1単位以上
     　計　19単位以上
  専門基礎科目
　   必修科目　     32単位
　　 　計　32単位以上
  専門科目
　　 必修科目　70単位
　　 選択必修科目4単位以上
       計　74単位以上
　専門基礎科目と専門科目から
　あわせて
　 　選択科目　4単位以上
　　　 合計　129単位以上

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年

3



藍野大学医療保健学部　看護学科　（2016年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

看護学概論 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 30 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2

臨床看護総論 30 2 2

基礎看護学実習Ⅰ 45 1 1

基礎看護学実習Ⅱ 90 2 2

成人看護学概論 30 2 2

成人看護学援助論Ⅰ 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1

成人看護学実習Ⅰ 135 3 3

成人看護学実習Ⅱ 135 3 3

老年看護学概論 30 2 2

老年看護学援助論 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2

老年看護学実習 180 4 4

小児看護学概論 30 2 2

小児看護学援助論 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習 90 2 2

母性看護学概論 30 2 2

母性看護学援助論 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習 90 2 2

精神看護学概論 30 2 2

精神看護学援助論 30 1 1

精神看護学活動論 60 2 2

精神看護学実習 90 2 2

在宅看護学概論 30 2 2

在宅看護学援助論 30 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1

在宅看護学実習 90 2 2

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2

統合看護学実習 90 2 2

看護学総合演習 30 1 1

公衆衛生看護学概論 ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅲ ○ 30 2 2

公衆衛生看護管理論 ○ 30 2 2

学校保健 　 ★ ○ 30 2 2

養護学概論 　 ★ 30 2 2

健康相談活動論 　 ★ 60 2 2

公衆衛生看護学実習Ⅰ ○ 180 4

公衆衛生看護学実習Ⅱ ○ 45 1

公衆衛生看護学総合演習 ○ 30 1 1

卒業研究 90 2 2

教職論 ● ★ 30 2 2

教育原論 ● ★ 30 2 2

教育心理学 ● ★ 30 2 2

教育社会学 ● ★ 30 2 2

教育課程論 ● ★ 30 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 　 ★ 30 2 2

特別活動の指導 ● ★ 30 2 2

教育方法論 ● ★ 30 2 2

生徒・進路指導論 ● ★ 30 2 2

教育相談 ● ★ 30 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1

教育実習 ● 90 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭） 　 ★ 30 2 2

養護実習指導 　 ★ 15 1 1

養護実習 　 ★ 120 4 4

＊●は高等学校教諭一種（看護）、★は養護教諭一種、○は保健師国家試験受験資格を取得する場合は必修。
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藍野大学医療保健学部　看護学科　（2015年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

法学 ● ★ 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

環境と生活 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

科学技術論 30 1 1

再生医療概説 15 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

体育講義 ● ★ 30 1 1

体育実習 ● ★ 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

生化学 ● 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

855 8 2 24 16 10 1 1 1 0 2 1

解剖生理学Ⅰ 30 2 2

解剖生理学Ⅱ 30 2 2

臨床生化学 30 2 2

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

微生物学 30 2 2

病理学 30 2 2

病態学Ⅰ(症候論) 30 2 2

病態学Ⅱ（病態生理学） 30 2 2

病態学Ⅲ（病態臨床学） 30 2 2

病態学Ⅳ（病態治療論） 30 2 2

臨床検査学 30 2 2

基礎医学実習 60 2 2

リハビリテーション総論 30 2 2

ターミナルケア 30 2 2

医療社会学 30 2 2

精神医学概論 30 2 2

保健統計学 30 2 2

保健福祉行政論Ⅰ 　 ★ ○ 30 2 2

保健福祉行政論Ⅱ ○ 15 1 1

疫学 　 ★ ○ 30 2 2

公衆衛生学 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

690 35 0 9 6 14 6 8 7 0 2 1

＊●は高等学校教諭一種（看護）、★は養護教諭一種を取得する場合は必修

○は保健師国家試験受験資格を取得する場合は必修

小　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　計

基
　
礎
　
科
　
目

卒業要件
　 基礎科目
     必修科目　     8単位
　   選択必修科目  1単位以上
　   選択科目　    9単位以上
     　計　18単位以上
  専門基礎科目
　   必修科目　     35単位
　　 　計　35単位以上
  専門科目
　　 必修科目　71単位
　　 選択必修科目4単位以上
       計　75単位以上
　専門基礎科目と専門科目から
　あわせて
　 　選択科目　4単位以上
合計　132単位以上

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年
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医療保健学部　看護学科　（2015年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

看護学概論 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 30 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2

臨床看護総論 30 2 2

基礎看護学実習Ⅰ 45 1 1

基礎看護学実習Ⅱ 90 2 2

成人看護学概論 30 2 2

成人看護学援助論Ⅰ 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1

成人看護学実習Ⅰ 135 3 3

成人看護学実習Ⅱ 135 3 3

老年看護学概論 30 2 2

老年看護学援助論 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2

老年看護学実習 180 4 4

小児看護学概論 30 2 2

小児看護学援助論 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習 90 2 2

母性看護学概論 30 2 2

母性看護学援助論 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習 90 2 2

精神看護学概論 30 2 2

精神看護学援助論 30 1 1

精神看護学活動論 60 2 2

精神看護学実習 90 2 2

在宅看護学概論 30 2 2

在宅看護学援助論 30 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1

在宅看護学実習 90 2 2

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2

統合看護学実習 90 2 2

看護学総合演習 60 2 2

公衆衛生看護学概論 ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅲ ○ 30 2 2

公衆衛生看護管理論 ○ 30 2 2

学校保健 　 ★ 30 2 2

養護学概論 　 ★ 30 2 2

健康相談活動論 　 ★ 60 2 2

公衆衛生看護学実習Ⅰ ○ 180 4

公衆衛生看護学実習Ⅱ ○ 45 1

公衆衛生看護学総合演習 ○ 60 2 2

卒業研究 90 2 2

教職論 ● ★ 30 2 2

教育原論 ● ★ 30 2 2

教育心理学 ● ★ 30 2 2

教育社会学 ● ★ 30 2 2

教育課程論 ● ★ 30 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 　 ★ 30 2 2

特別活動の指導 ● ★ 30 2 2

教育方法論 ● ★ 30 2 2

生徒・進路指導論 ● ★ 30 2 2

教育相談 ● ★ 30 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1

教育実習 ● 90 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭） 　 ★ 30 2 2

養護実習指導 　 ★ 15 1 1

養護実習 　 ★ 120 4 4

3450 71 8 55 7 14 22 20 21 18 15 17

4995 114 10 88 29 38 29 29 29 18 19 19

＊●は高等学校教諭一種（看護）、★は養護教諭一種を取得する場合は必修

○は保健師国家試験受験資格を取得する場合は必修

合　　計
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門
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目
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小　　計

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

分
野

授業科目名 時間
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藍野大学医療保健学部　看護学科　（2014年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

法学 ● ★ 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

環境と生活 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

科学技術論 30 1 1

再生医療概説 15 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

体育講義 ● ★ 30 1 1

体育実習 ● ★ 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

生化学 ● 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

855 8 2 24 16 10 1 1 1 0 2 1

解剖生理学Ⅰ 30 2 2

解剖生理学Ⅱ 30 2 2

臨床生化学 30 2 2

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

微生物学 30 2 2

病理学 30 2 2

病態学Ⅰ(症候論) 30 2 2

病態学Ⅱ（病態生理学） 30 2 2

病態学Ⅲ（病態臨床学） 30 2 2

病態学Ⅳ（病態治療論） 30 2 2

臨床検査学 30 2 2

基礎医学実習 60 2 2

リハビリテーション総論 30 2 2

ターミナルケア 30 2 2

医療社会学 30 2 2

精神医学概論 30 2 2

保健統計学 30 2 2

保健福祉行政論Ⅰ 　 ★ ○ 30 2 2

保健福祉行政論Ⅱ ○ 15 1 1

疫学 　 ★ ○ 30 2 2

公衆衛生学 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

690 35 0 9 6 14 6 8 7 0 2 1

＊●は高等学校教諭一種（看護）、★は養護教諭一種を取得する場合は必修

○は保健師国家試験受験資格を取得する場合は必修

4年
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年

基
　
礎
　
科
　
目

卒業要件
　 基礎科目
     必修科目　     8単位
　   選択必修科目  1単位以上
　   選択科目　    9単位以上
     　計　18単位以上
  専門基礎科目
　   必修科目　     35単位
　　 　計　35単位以上
  専門科目
　　 必修科目　71単位
　　 選択必修科目4単位以上
       計　75単位以上
　専門基礎科目と専門科目から
　あわせて
　 　選択科目　4単位以上
合計　132単位以上

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考

小　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　計
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藍野大学医療保健学部　看護学科　（2014年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

看護学概論 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2

臨床看護総論 60 2 2

基礎看護学実習Ⅰ 45 1 1

基礎看護学実習Ⅱ 90 2 2

成人看護学概論 30 2 2

成人看護学援助論Ⅰ 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1

成人看護学実習Ⅰ 135 3 3

成人看護学実習Ⅱ 135 3 3

老年看護学概論 30 2 2

老年看護学援助論 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2

老年看護学実習 180 4 4

小児看護学概論 30 2 2

小児看護学援助論 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習 90 2 2

母性看護学概論 30 2 2

母性看護学援助論 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習 90 2 2

精神看護学概論 30 2 2

精神看護学援助論 30 1 1

精神看護学活動論 60 2 2

精神看護学実習 90 2 2

在宅看護学概論 30 2 2

在宅看護学援助論 30 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1

在宅看護学実習 90 2 2

統合看護実践論Ⅰ 60 2 2

統合看護実践論Ⅱ 60 2 2

統合看護学実習 90 2 2

看護学総合演習 60 2 2

公衆衛生看護学概論 ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅲ ○ 30 2 2

公衆衛生看護管理論 ○ 30 2 2

学校保健 　 ★ 30 2 2

養護学概論 　 ★ 30 2 2

健康相談活動論 　 ★ 60 2 2

公衆衛生看護学実習Ⅰ ○ 180 4

公衆衛生看護学実習Ⅱ ○ 45 1

公衆衛生看護学総合演習 ○ 60 2 2

卒業研究 90 2 2

教職論 ● ★ 30 2 2

教育原論 ● ★ 30 2 2

教育心理学 ● ★ 30 2 2

教育社会学 ● ★ 30 2 2

教育課程論 ● ★ 30 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 　 ★ 30 2 2

特別活動の指導 ● ★ 30 2 2

教育方法論 ● ★ 30 2 2

生徒・進路指導論 ● ★ 30 2 2

教育相談 ● ★ 30 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1

教育実習 ● 90 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭） 　 ★ 30 2 2

養護実習指導 　 ★ 15 1 1

養護実習 　 ★ 120 4 4

3570 71 8 55 7 14 22 20 21 18 15 17

5115 114 10 88 29 38 29 29 29 18 19 19

＊●は高等学校教諭一種（看護）、★は養護教諭一種を取得する場合は必修

○は保健師国家試験受験資格を取得する場合は必修

＊ 公衆衛生看護学実習Ⅰ・公衆衛生看護学実習Ⅱの変更については、2012年度入学生より適用する。

必修
選択
必修

選択
1年

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考2年 3年 4年

専
　
門
　
科
　
目

看
　
護

4

1

教
　
育

小　　計

合　　計
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藍野大学医療保健学部　看護学科　（2012年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

法学 ● ★ 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

環境と生活 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

科学技術論 30 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

体育講義 ● ★ 30 1 1

体育実習 ● ★ 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

生化学 ● 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

－
1

または

2
1年前期から4年前期まで

840 8 2 23 16 9 1 1 1 0 2 1

解剖生理学Ⅰ 30 2 2

解剖生理学Ⅱ 30 2 2

臨床生化学 30 2 2

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

微生物学 30 2 2

病理学 30 2 2

病態学Ⅰ(症候論) 30 2 2

病態学Ⅱ（病態生理学） 30 2 2

病態学Ⅲ（病態臨床学） 30 2 2

病態学Ⅳ（病態治療論） 30 2 2

臨床検査学 30 2 2

基礎医学実習 60 2 2

リハビリテーション総論 30 2 2

ターミナルケア 30 2 2

医療社会学 30 2 2

精神医学概論 30 2 2

保健統計学 30 2 2

保健福祉行政論Ⅰ 　 ★ ○ 30 2 2

保健福祉行政論Ⅱ ○ 15 1 1

疫学 　 ★ ○ 30 2 2

公衆衛生学 　 ★ ○ 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

690 35 0 9 6 14 6 8 7 0 2 1

3年 4年 備考
必修

選択
必修

1年

卒業要件
　 基礎科目
     必修科目　     8単位
　   選択必修科目  1単位以上
　   選択科目　    9単位以上
     　計　18単位以上
  専門基礎科目
　   必修科目　     35単位
　　 　計　35単位以上
  専門科目
　　 必修科目　71単位
　　 選択必修科目4単位以上
       計　75単位以上
　専門基礎科目と専門科目から
　あわせて
　 　選択科目　4単位以上
合計　132単位以上

選択

単位数
分
野

小　　計

授業科目名 時間 2年

配当年次

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定
に基づく科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略
的大学連携事業の教育プログラム

小　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

基
　
礎
　
科
　
目
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藍野大学医療保健学部　看護学科　（2012年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

看護学概論 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2

臨床看護総論 60 2 2

基礎看護学実習Ⅰ 45 1 1

基礎看護学実習Ⅱ 90 2 2

成人看護学概論 30 2 2

成人看護学援助論Ⅰ 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1

成人看護学実習Ⅰ 135 3 3

成人看護学実習Ⅱ 135 3 3

老年看護学概論 30 2 2

老年看護学援助論 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2

老年看護学実習 180 4 4

小児看護学概論 30 2 2

小児看護学援助論 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習 90 2 2

母性看護学概論 30 2 2

母性看護学援助論 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習 90 2 2

精神看護学概論 30 2 2

精神看護学援助論 30 1 1

精神看護学活動論 60 2 2

精神看護学実習 90 2 2

在宅看護学概論 30 2 2

在宅看護学援助論 30 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1

在宅看護学実習 90 2 2

統合看護実践論Ⅰ 60 2 2

統合看護実践論Ⅱ 60 2 2

統合看護学実習 90 2 2

看護学総合演習 60 2 2

公衆衛生看護学概論 ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学援助論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅰ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅱ ○ 30 2 2

公衆衛生看護学活動論Ⅲ ○ 30 2 2

公衆衛生看護管理論 ○ 30 2 2

学校保健 　 ★ 30 2 2

養護学概論 　 ★ 30 2 2

健康相談活動論 　 ★ 60 2 2

公衆衛生看護学実習Ⅰ ○ 180 4 4

公衆衛生看護学実習Ⅱ ○ 45 1 1

公衆衛生看護学総合演習 ○ 60 2 2

卒業研究 90 2 2

教職論 ● ★ 30 2 2

教育原論 ● ★ 30 2 2

教育心理学 ● ★ 30 2 2

教育社会学 ● ★ 30 2 2

教育課程論 ● ★ 30 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 　 ★ 30 2 2

特別活動の指導 ● ★ 30 2 2

教育方法論 ● ★ 30 2 2

生徒・進路指導論 ● ★ 30 2 2

教育相談 ● ★ 30 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1

教育実習 ● 90 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭） 　 ★ 30 2 2

養護実習指導 　 ★ 15 1 1

養護実習 　 ★ 120 4 4

3570 71 8 55 7 14 22 20 21 18 20 12

5100 114 10 87 29 37 29 29 29 18 24 14

＊●は高等学校教諭一種（看護）、★は養護教諭一種を取得する場合は必修

○は保健師国家試験受験資格を取得する場合は必修

小　　計

専
　
門
　
科
　
目

看
　
護

教
　
育

合　　計

備考
必修

選択
必修

1年

単位数

3年 4年
選択

2年

配当年次

授業科目名 時間
分
野
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藍野大学医療保健学部　看護学科　（2010年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

環境と生活 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

生化学 30 1 1

科学技術概論 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

英文抄読 30 2 2

日本語 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

社会保障論 30 1 1

法学 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

体育講義 30 1 1

体育実習 30 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

－
1

または

2
1年前期から4年前期まで

900 13 2 21 11 7 1 10 3 0 2 0

解剖生理学Ⅰ 30 2 2

解剖生理学Ⅱ 30 2 2

臨床生化学 30 1 1

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

微生物学 30 2 2

病理学 30 2 2

病態学Ⅰ(症候論) 30 1 1

病態学Ⅱ（病態生理学） 30 1 1

病態学Ⅲ（病態臨床学） 30 1 1

病態学Ⅳ（病態治療論） 30 1 1

臨床検査学 30 1 1

基礎医学実習 60 2 2

リハビリテーション総論 30 1 1

ターミナルケア 30 1 1

医療社会学 30 1 1

精神病学 30 1 1

保健統計学 30 2 2

保健福祉行政論Ⅰ 30 2 2

保健福祉行政論Ⅱ 15 1 1

疫学 30 2 2

国際看護研修 30 2 2

シンメディカル学Ⅰ 15 1 1

シンメディカル学Ⅱ 15 1 1

シンメディカル学Ⅲ 15 1 1

シンメディカル学Ⅳ 15 1 1

735 26 4 7 3 10 3 10 3 1 4 3

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定
に基づく科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略
的大学連携事業の教育プログラム

基
　
礎
　
科
　
目

卒業要件
　 基礎科目
     必修科目　  13単位
　   選択必修科目 1単位以上
     選択科目　   8単位以上
     　計　　　　22単位以上

  専門基礎科目
　   必修科目　  26単位
     選択必修科目 1単位以上
　　 　計　　　　27単位以上

  専門科目
　　 必修科目　　82単位
　　 　計　　　　82単位

　専門基礎科目と
　　専門科目からあわせて
　 　選択科目　　 4単位以上

　　　合計　　　135単位以上

時間 選択
必修

配当年次単位数

必修 選択
2年 3年

小　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　計

授業科目名 備考1年 4年
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前 後 前 後 前 後 前 後

看護学概論 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ 45 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 45 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 30 1 1

基礎看護学活動論Ⅱ 30 1 1

臨床看護総論 30 2 2

基礎看護学実習Ⅰ 45 1 1

基礎看護学実習Ⅱ 90 2 2

成人看護学概論 30 2 2

成人看護学援助論Ⅰ 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1

成人看護学実習Ⅰ 135 3 3

成人看護学実習Ⅱ 135 3 3

老年看護学概論 30 2 2

老年看護学援助論 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2

老年看護学実習 180 4 4

小児看護学概論 30 2 2

小児看護学援助論 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習 90 2 2

母性看護学概論 30 2 2

母性看護学援助論 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習 90 2 2

精神看護学概論 30 2 2

精神看護学援助論 30 1 1

精神看護学活動論 60 2 2

精神看護学実習 90 2 2

在宅看護学概論 30 2 2

在宅看護学援助論 30 2 2

在宅看護学実習 90 2 2

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2

統合看護学実習 90 2 2

地域看護学概論 30 2 2

地域看護学援助論 30 2 2

地域看護学活動論Ⅰ 30 2 2

地域看護学活動論Ⅱ 30 2 2

地域看護管理論 30 2 2

学校保健 30 2 2

養護学概論 30 2 2

健康相談活動論 30 2 2

地域看護学実習Ⅰ 135 3 3 ＊1

地域看護学実習Ⅱ 45 1 1 ＊1

看護学総合演習 30 1 1

卒業研究 90 2 2

教職論 30 2 2

教育原論 30 2 2 理学・作業療法学科 履修可

教育心理学 30 2 2

教育社会学 30 2 2

教育課程論 30 2 2

看護教育方法Ⅰ 30 2 2

看護教育方法Ⅱ 30 2 2

道徳教育の研究 30 2 2

特別活動の指導 30 2 2

教育方法論 30 2 2 理学・作業療法学科 履修可

生徒・進路指導論 30 2 2

教育相談 30 2 2

教育実習指導 15 1 1

教育実習 60 2 2

養護実習指導 15 1 1

養護実習 120 4 4

教職実践演習（高） 30 2 2

教職実践演習（養護教諭） 30 2 2

3105 82 0 42 11 8 21 20 17 19 15 13

4740 121 6 70 25 25 25 40 23 20 21 16

＊1　2011年度入学生は、地域看護学実習Ⅰ・地域看護学実習Ⅱの配当年次を4年通年とする。

教
　
育

専
　
門
　
科
　
目

2年時間

単位数

選択
必修

藍野大学医療保健学部　看護学科 　（2010年度以降入学生）

小　　計

備考
必修

配当年次

選択
1年 3年 4年

看
　
護

授業科目名

合　　計
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2018年度以降編入学生）
配当年次

3年 4年

前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1 卒業要件

論理学入門 15 1 1 1 ①3年制課程卒業の場合

人間学 15 1 1 1 　基礎分野

心理学 15 1 1 1 　　　　必修　　7単位

宗教学入門 15 1 1 1 　専門基礎分野

文化人類学 15 1 1 1 　　　　必修　　20単位

欧米の文化 15 1 1 1 　専門分野

近畿の伝統文化 15 1 1 1 　　　　必修　　17単位

日本史の見方 15 1 1 1 　全分野から3単位以上選択

法学 ● 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1 　　　　合計　　47単位以上

フィールドワーク入門 15 1 1 1 （認定単位数82単位と合せ129単位以上）

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1 ①2年制課程卒業の場合

環境と生活 15 1 1 1 　基礎分野

科学技術論 15 1 1 1 　　　　必修　　7単位

発酵学入門 15 1 1 1 　専門基礎分野

心のサイエンス 15 1 1 1 　　　　必修　　20単位

からだの化学と機能 15 1 1 1 　専門分野

英語Ⅰ 30 1 1 　　　　必修　　17単位

英語Ⅱ 30 1 1 　全分野から23単位以上選択

医療英語Ⅰ 15 1 1 　　　　合計　　67単位以上

医療英語Ⅱ 15 1 1 （認定単位数62単位と合せ129単位以上）

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

複言語学習のすすめ 30 2 2 2

統計学Ⅱ 30 1 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

化学基礎 15 1 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育講義 ● 30 1 1 1

体育実習 ● 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1

－

解剖生理学Ⅰ 30 2 2

解剖生理学Ⅱ 30 2 2

生化学 ● 30 1 1 1

臨床生化学 30 2 2

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

微生物学 30 2 2

病理学 30 2 2

病態学Ⅰ（症候論）

病態学Ⅱ（病態生理学）

病態学Ⅲ（病態臨床学）

病態学Ⅳ（病態治療論）

臨床検査学 30 1 1 1

基礎医学実習 60 2 2 2

精神医学概論 

リハビリテーション総論 30 2 2 2

ターミナルケア 30 2 2 2

ヘルスコミュニケーション 15 1 1 1

医療心理学 15 1 1 1

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

医療制度論 30 2 2 2

保健福祉行政論Ⅰ

保健福祉行政論Ⅱ

公衆衛生学 30 2 2

疫学

保健統計学

シンメディカル論 15 1 1

ホースセラピー 15 1 1 1

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

分
野

時間

単位数

備考
必修

選択
必修

選択

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

授業科目名

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

3年前期から
4年前期まで

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2018年度以降編入学生）

前 後 前 後
看護学概論 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 30 2 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2 2

臨床看護総論 30 2 2 2

基礎看護学実習Ⅰ ● 45 1 1 1

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学概論 ● 30 2 2 2

成人看護学援助論Ⅰ 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1 1

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論 30 2 2 2

老年看護学援助論 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2 2

老年看護学実習

小児看護学概論 ● 30 2 2

小児看護学援助論 ● 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習

母性看護学概論 ● 30 2 2 2

母性看護学援助論 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習

精神看護学概論 30 2 2 2

精神看護学援助論 30 1 1 1

精神看護学活動論 60 2 2 2

精神看護学実習

在宅看護学概論 30 2 2 2

在宅看護学援助論 ● 30 1 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1 1

在宅看護学実習

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2 2

統合看護学実習

看護学総合演習

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護学援助論Ⅰ

公衆衛生看護学援助論Ⅱ

公衆衛生看護学活動論Ⅰ

公衆衛生看護学活動論Ⅱ

公衆衛生看護学活動論Ⅲ

公衆衛生看護管理論

学校保健

養護学概論

健康相談活動論

公衆衛生看護学実習Ⅰ

公衆衛生看護学実習Ⅱ

公衆衛生看護学総合演習

卒業研究 90 2 2

教職論 ● 30 2 2 2

教育原論 ● 30 2 2 2

教育心理学 ● 30 2 2 2

教育社会学 ● 30 2 2 2

教育課程論 ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 30 2 2 2

特別活動の指導 ● 30 2 2 2

教育方法論 ● 30 2 2 2

生徒・進路指導論 ● 30 2 2 2

教育相談 ● 30 2 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1 1

教育実習 ● 45 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭）

養護実習指導

養護実習

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次
備考

必修
選択
必修

選択
3年 4年

専
　
門
　
科
　
目

看
　
護

教
　
育
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2016年度以降編入学生）
配当年次

3年 4年

前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1 卒業要件

論理学入門 15 1 1 1 ①3年制課程卒業の場合

人間学 15 1 1 1 　基礎分野

心理学 15 1 1 1 　　　　必修　　7単位

宗教学入門 15 1 1 1 　専門基礎分野

文化人類学 15 1 1 1 　　　　必修　　20単位

欧米の文化 15 1 1 1 　専門分野

近畿の伝統文化 15 1 1 1 　　　　必修　　17単位

日本史の見方 15 1 1 1 　全分野から3単位以上選択

法学 ● 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1 　　　　合計　　47単位以上

フィールドワーク入門 15 1 1 1 （認定単位数82単位と合せ129単位以上）

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1 ①2年制課程卒業の場合

環境と生活 15 1 1 1 　基礎分野

科学技術論 15 1 1 1 　　　　必修　　7単位

発酵学入門 15 1 1 1 　専門基礎分野

心のサイエンス 15 1 1 1 　　　　必修　　20単位

からだの化学と機能 15 1 1 1 　専門分野

英語Ⅰ 30 1 1 　　　　必修　　17単位

英語Ⅱ 30 1 1 　全分野から23単位以上選択

医療英語Ⅰ 15 1 1 　　　　合計　　67単位以上

医療英語Ⅱ 15 1 1 （認定単位数62単位と合せ129単位以上）

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

化学基礎 15 1 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育講義 ● 30 1 1 1

体育実習 ● 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1

－

解剖生理学Ⅰ ● 30 2 2

解剖生理学Ⅱ ● 30 2 2

生化学 ● 30 1 1 1

臨床生化学 30 2 2

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 ● 30 2 2

微生物学 ● 30 2 2

病理学 ● 30 2 2

病態学Ⅰ（症候論）

病態学Ⅱ（病態生理学）

病態学Ⅲ（病態臨床学）

病態学Ⅳ（病態治療論）

臨床検査学 30 1 1 1

基礎医学実習 60 2 2 2

精神医学概論 

リハビリテーション総論 30 2 2 2

ターミナルケア 30 2 2 2

ヘルスコミュニケーション 15 1 1 1

医療心理学 15 1 1 1

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

医療制度論 30 2 2 2

保健福祉行政論Ⅰ

保健福祉行政論Ⅱ

公衆衛生学 30 2 2

疫学

保健統計学

シンメディカル論 15 1 1

ホースセラピー 15 1 1 1

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

1
または

2

3年前期から
4年前期まで

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

必修
選択
必修

選択

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

分
野

授業科目名 時間

単位数

備考
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2016年度以降編入学生）

前 後 前 後
看護学概論 ● 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ ● 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 30 2 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2 2

臨床看護総論 30 2 2 2

基礎看護学実習Ⅰ ● 45 1 1 1

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学概論 ● 30 2 2 2

成人看護学援助論Ⅰ ● 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ ● 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1 1

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論 ● 30 2 2 2

老年看護学援助論 ● 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2 2

老年看護学実習

小児看護学概論 ● 30 2 2

小児看護学援助論 ● 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習

母性看護学概論 ● 30 2 2 2

母性看護学援助論 ● 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習

精神看護学概論 30 2 2 2

精神看護学援助論 30 1 1 1

精神看護学活動論 60 2 2 2

精神看護学実習

在宅看護学概論 30 2 2 2

在宅看護学援助論 30 1 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1 1

在宅看護学実習

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2 2

統合看護学実習

看護学総合演習

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護学援助論Ⅰ

公衆衛生看護学援助論Ⅱ

公衆衛生看護学活動論Ⅰ

公衆衛生看護学活動論Ⅱ

公衆衛生看護学活動論Ⅲ

公衆衛生看護管理論

学校保健

養護学概論

健康相談活動論

公衆衛生看護学実習Ⅰ

公衆衛生看護学実習Ⅱ

公衆衛生看護学総合演習

卒業研究 90 2 2

教職論 ● 30 2 2 2

教育原論 ● 30 2 2 2

教育心理学 ● 30 2 2 2

教育社会学 ● 30 2 2 2

教育課程論 ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 30 2 2 2

特別活動の指導 ● 30 2 2 2

教育方法論 ● 30 2 2 2

生徒・進路指導論 ● 30 2 2 2

教育相談 ● 30 2 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1 1

教育実習 ● 45 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭）

養護実習指導

養護実習

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

備考
必修

選択
必修

選択
3年 4年

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

専
　
門
　
科
　
目

看
　
護

教
　
育
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2015年度以降編入学生）
配当年次

3年 4年

前 後 前 後

健康科学 30 1 1 1 卒業要件

法学 ● 30 2 2 2 ①3年制課程卒業の場合

医療倫理学 30 2 2 　基礎分野

社会保障論 30 1 1 　　　　必修　　9単位

世界の保健医療 30 1 1 1 　専門基礎分野

国際比較福祉論 30 1 1 1 　　　　必修　　17単位

環境と生活 30 1 1 1 　専門分野

ボランティア論 30 1 1 1 　　　　必修　　17単位

科学技術論 30 1 1 1 　全分野から7単位以上選択

再生医療概説 15 1 1 1

人間学 30 1 1 1 　　　　合計　　50単位以上

医療心理学 30 1 1 1 （認定単位数82単位と合せ132単位以上）

体育講義 ● 30 1 1 1

体育実習 ● 30 1 1 1

英語Ⅰ ● 30 1 1 ①2年制課程卒業の場合

英語Ⅱ ● 30 1 1 　基礎分野

医療英語Ⅰ 30 1 1 1 　　　　必修　　9単位

医療英語Ⅱ 30 1 1 1 　専門基礎分野

文章表現法 30 1 1 　　　　必修　　17単位

コミュニケーション論 30 1 1 1 　専門分野

統計学Ⅰ 30 1 1 　　　　必修　　17単位

統計学Ⅱ 30 1 1 1 　全分野から27単位以上選択

情報科学Ⅰ ● 30 2 2 　　　　合計　　70単位以上

情報科学Ⅱ 30 1 1 1 （認定単位数62単位と合せ132単位以上）

生化学 ● 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

－

855 9 25 0 17 11 16 11

解剖生理学Ⅰ ● 30 2 2

解剖生理学Ⅱ ● 30 2 2

臨床生化学 30 2 2

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 ● 30 2 2

微生物学 ● 30 2 2

病理学 ● 30 2 2

病態学Ⅰ（症候論）

病態学Ⅱ（病態生理学）

病態学Ⅲ（病態臨床学）

病態学Ⅳ（病態治療論）

臨床検査学 30 2 2 2

基礎医学実習 60 2 2 2

リハビリテーション総論 30 2 2 2

ターミナルケア 30 2 2 2

医療社会学 30 2 2 2

精神医学概論 

保健統計学

保健福祉行政論Ⅰ

保健福祉行政論Ⅱ

疫学

公衆衛生学 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

435 17 10 0 10 10 9 8

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

1
または

2

3年前期から
4年前期まで

小　　　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　　　計

分
野

授業科目名 時間

単位数

備考
必 修 選 択 自 由

基
　
礎
　
科
　
目

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2015年度以降編入学生）

前 後 前 後
看護学概論 ● 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ ● 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 30 2 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2 2

臨床看護総論 30 2 2 2

基礎看護学実習Ⅰ ● 45 1 1 1

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学概論 ● 30 2 2 2

成人看護学援助論Ⅰ ● 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ ● 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1 1

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論 ● 30 2 2 2

老年看護学援助論 ● 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2 2

老年看護学実習

小児看護学概論 ● 30 2 2

小児看護学援助論 ● 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習

母性看護学概論 ● 30 2 2 2

母性看護学援助論 ● 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習

精神看護学概論 30 2 2 2

精神看護学援助論 30 1 1 1

精神看護学活動論 60 2 2 2

精神看護学実習

在宅看護学概論 30 2 2 2

在宅看護学援助論 30 1 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1 1

在宅看護学実習

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2 2

統合看護学実習

看護学総合演習

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護学援助論Ⅰ

公衆衛生看護学援助論Ⅱ

公衆衛生看護学活動論Ⅰ

公衆衛生看護学活動論Ⅱ

公衆衛生看護学活動論Ⅲ

公衆衛生看護管理論

学校保健

養護学概論

健康相談活動論

公衆衛生看護学実習Ⅰ

公衆衛生看護学実習Ⅱ

公衆衛生看護学総合演習

卒業研究 90 2 2

教職論 ● 30 2 2 2

教育原論 ● 30 2 2 2

教育心理学 ● 30 2 2 2

教育社会学 ● 30 2 2 2

教育課程論 ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 30 2 2 2

特別活動の指導 ● 30 2 2 2

教育方法論 ● 30 2 2 2

生徒・進路指導論 ● 30 2 2 2

教育相談 ● 30 2 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1 1

教育実習 ● 45 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭）

養護実習指導

養護実習

1575 17 59 0 42 22 40 25

2865 43 94 0 69 43 65 44

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

備考
必 修 選 択 自 由

3年 4年
分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

合　　　　計

専
　
門
　
科
　
目

教
　
育

小　　　　計

看
　
護
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2014年度以降編入学生）
配当年次

3年 4年

前 後 前 後

健康科学 30 1 1 1 卒業要件

法学 ● 30 2 2 2 ①3年制課程卒業の場合

医療倫理学 30 2 2 　基礎分野

社会保障論 30 1 1 　　　　必修　　9単位

世界の保健医療 30 1 1 1 　専門基礎分野

国際比較福祉論 30 1 1 1 　　　　必修　　17単位

環境と生活 30 1 1 1 　専門分野

ボランティア論 30 1 1 1 　　　　必修　　17単位

科学技術論 30 1 1 1 　全分野から7単位以上選択

再生医療概説 15 1 1 1

人間学 30 1 1 1 　　　　合計　　50単位以上

医療心理学 30 1 1 1 （認定単位数82単位と合せ132単位以上）

体育講義 ● 30 1 1 1

体育実習 ● 30 1 1 1

英語Ⅰ ● 30 1 1 ①2年制課程卒業の場合

英語Ⅱ ● 30 1 1 　基礎分野

医療英語Ⅰ 30 1 1 1 　　　　必修　　9単位

医療英語Ⅱ 30 1 1 1 　専門基礎分野

文章表現法 30 1 1 　　　　必修　　17単位

コミュニケーション論 30 1 1 1 　専門分野

統計学Ⅰ 30 1 1 　　　　必修　　17単位

統計学Ⅱ 30 1 1 1 　全分野から27単位以上選択

情報科学Ⅰ ● 30 2 2 　　　　合計　　70単位以上

情報科学Ⅱ 30 1 1 1 （認定単位数62単位と合せ132単位以上）

生化学 ● 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

－

855 9 25 0 17 11 16 11

解剖生理学Ⅰ ● 30 2 2

解剖生理学Ⅱ ● 30 2 2

臨床生化学 30 2 2

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 ● 30 2 2

微生物学 ● 30 2 2

病理学 ● 30 2 2

病態学Ⅰ（症候論）

病態学Ⅱ（病態生理学）

病態学Ⅲ（病態臨床学）

病態学Ⅳ（病態治療論）

臨床検査学 30 2 2 2

基礎医学実習 60 2 2 2

リハビリテーション総論 30 2 2 2

ターミナルケア 30 2 2 2

医療社会学 30 2 2 2

精神医学概論 

保健統計学

保健福祉行政論Ⅰ

保健福祉行政論Ⅱ

疫学

公衆衛生学 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

435 17 10 0 10 10 9 8

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

基
　
礎
　
科
　
目

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

分
野

授業科目名 時間

単位数

備考
必 修 選 択 自 由

1
または

2

3年前期から
4年前期まで

小　　　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　　　計
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2014年度以降編入学生）

前 後 前 後

看護学概論 ● 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ ● 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 60 2 2 2

基礎看護学活動論Ⅱ 60 2 2 2

臨床看護総論 60 2 2 2

基礎看護学実習Ⅰ ● 45 1 1 1

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学概論 ● 30 2 2 2

成人看護学援助論Ⅰ ● 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ ● 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1 1

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論 ● 30 2 2 2

老年看護学援助論 ● 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2 2

老年看護学実習

小児看護学概論 ● 30 2 2

小児看護学援助論 ● 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習

母性看護学概論 ● 30 2 2 2

母性看護学援助論 ● 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習

精神看護学概論 30 2 2 2

精神看護学援助論 30 1 1 1

精神看護学活動論 60 2 2 2

精神看護学実習

在宅看護学概論 30 2 2 2

在宅看護学援助論 30 1 1 1

在宅看護学活動論 30 1 1 1

在宅看護学実習

統合看護実践論Ⅰ 60 2 2 2

統合看護実践論Ⅱ 60 2 2 2

統合看護学実習

看護学総合演習

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護学援助論Ⅰ

公衆衛生看護学援助論Ⅱ

公衆衛生看護学活動論Ⅰ

公衆衛生看護学活動論Ⅱ

公衆衛生看護学活動論Ⅲ

公衆衛生看護管理論

学校保健

養護学概論

健康相談活動論

公衆衛生看護学実習Ⅰ

公衆衛生看護学実習Ⅱ

公衆衛生看護学総合演習

卒業研究 90 2 2

教職論 ● 30 2 2 2

教育原論 ● 30 2 2 2

教育心理学 ● 30 2 2 2

教育社会学 ● 30 2 2 2

教育課程論 ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 30 2 2 2

特別活動の指導 ● 30 2 2 2

教育方法論 ● 30 2 2 2

生徒・進路指導論 ● 30 2 2 2

教育相談 ● 30 2 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1 1

教育実習 ● 45 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭）

養護実習指導

養護実習

1695 17 59 0 42 22 40 25

2985 43 94 0 69 43 65 44

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

教
　
育

小　　　　計

合　　　　計

専
　
門
　
科
　
目

看
　
護

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考
必 修 選 択 自 由

3年 4年
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2012年度以降編入学生）
配当年次

3年 4年

前 後 前 後

健康科学 30 1 1 1 卒業要件

統計学Ⅰ 30 1 1 ①3年制課程卒業の場合

統計学Ⅱ 30 1 1 1 　基礎分野

情報科学Ⅰ ● 30 2 2 　　　　必修　　9単位

情報科学Ⅱ 30 1 1 1 　専門基礎分野

環境と生活 30 1 1 1 　　　　必修　　14単位

数学基礎Ⅰ 30 1 1 1 　専門分野

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1 　　　　必修　　15単位

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1 　全分野から15単位以上選択

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1 　　　　合計　　53単位以上

生化学 ● 30 1 1 1 （認定単位数82単位と合せ135単位以上）

科学技術概論 30 1 1 1

英語Ⅰ ● 30 1 1

英語Ⅱ ● 30 1 1 ①2年制課程卒業の場合

医療英語Ⅰ 30 1 1 1 　基礎分野

医療英語Ⅱ 30 1 1 1 　　　　必修　　9単位

英文抄読 30 2 2 2 　専門基礎分野

日本語 30 1 1 1 　　　　必修　　14単位

文章表現法 30 1 1 　専門分野

コミュニケーション論 30 1 1 1 　　　　必修　　15単位

ボランティア論 30 1 1 1 　全分野から35単位以上選択

社会保障論 30 1 1 　　　　合計　　73単位以上

法学 ● 30 2 2 2 （認定単位数62単位と合せ135単位以上）

医療倫理学 30 2 2

世界の保健医療 30 1 1 1

国際比較福祉論 30 1 1 1

体育講義 ● 30 1 1 1

体育実習 ● 30 1 1 1

人間学 30 1 1 1

医療心理学 30 1 1 1

－
1

または

2

900 9 27 0 20 10 19 10

解剖生理学Ⅰ ● 30 2 2

解剖生理学Ⅱ ● 30 2 2

臨床生化学 30 1 1

代謝栄養学 30 2 2

薬理学 ● 30 2 2

微生物学 ● 30 2 2

病理学 ● 30 2 2

病態学Ⅰ（症候論）

病態学Ⅱ（病態生理学）

病態学Ⅲ（病態臨床学）

病態学Ⅳ（病態治療論）

臨床検査学 30 1 1 1

基礎医学実習 60 2 2 2

リハビリテーション総論 30 1 1 1

ターミナルケア 30 1 1 1

医療社会学 30 1 1 1

精神病学

保健統計学

保健福祉行政論Ⅰ

保健福祉行政論Ⅱ

疫学

国際看護研修

シンメディカル学Ⅰ

シンメディカル学Ⅱ

シンメディカル学Ⅲ 15 1 1

シンメディカル学Ⅳ 15 1 1

420 14 7 0 5 9 4 9

3年前期か
ら4年前期

まで

基
　
礎
　
科
　
目

備考

小　　　　計

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定
に基づく科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略
的大学連携事業の教育プログラム

必 修 選 択 自 由
時間

単位数

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　　　計

分
野

授業科目名
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2012年度以降編入学生）

前 後 前 後

看護学概論 ● 30 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ ● 60 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 60 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 60 1 1 1

基礎看護学活動論Ⅱ 60 1 1 1

臨床看護総論 60 2 2 2

基礎看護学実習Ⅰ ● 45 1 1 1

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学概論 ● 30 2 2 2

成人看護学援助論Ⅰ ● 30 1 1

成人看護学援助論Ⅱ ● 30 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1 1

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論 ● 30 2 2 2

老年看護学援助論 ● 30 1 1

老年看護学演習 60 2 2 2

老年看護学実習

小児看護学概論 ● 30 2 2

小児看護学援助論 ● 30 1 1

小児看護学活動論 30 1 1

小児看護学実習

母性看護学概論 ● 30 2 2 2

母性看護学援助論 ● 30 1 1

母性看護学活動論 30 1 1

母性看護学実習

精神看護学概論 30 2 2 2

精神看護学援助論 30 1 1 1

精神看護学活動論 60 2 2 2

精神看護学実習

在宅看護学概論 30 2 2 2

在宅看護学援助論 30 2 2 2

在宅看護学実習

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2 2

統合看護学実習

看護学総合演習

地域看護学概論 ●

地域看護学援助論

地域看護学活動論Ⅰ

地域看護学活動論Ⅱ

地域看護管理論

学校保健

養護学概論

健康相談活動論

地域看護学実習Ⅰ

地域看護学実習Ⅱ

卒業研究 90 2 2

教職論 ● 30 2 2 2

教育原論 ● 30 2 2 2

教育心理学 ● 30 2 2 2

教育社会学 ● 30 2 2 2

教育課程論 ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅰ ● 30 2 2 2

看護教育方法Ⅱ ● 30 2 2

道徳教育の研究 30 2 2 2

特別活動の指導 ● 30 2 2 2

教育方法論 ● 30 2 2 2

生徒・進路指導論 ● 30 2 2 2

教育相談 ● 30 2 2 2

教育実習指導 ● 15 1 1 1

教育実習 ● 90 2 2

教職実践演習（高） ● 30 2 2

教職実践演習（養護教諭）

養護実習指導

養護実習

1650 15 59 0 41 21 38 25

2970 38 93 0 66 40 61 44

＊●は高等学校教諭一種（看護）を取得する場合は必修

3年 4年

専
　
門
　
科
　
目

看
　
護

教
　
育

小　　　　計

時間

合　　　　計

配当年次

備考
必 修 選 択 自 由

単位数
分
野

授業科目名
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2011年度編入学生）

前 後 前 後

健康科学 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1 ①3年制課程卒業の場合

統計学Ⅱ 30 1 1 　基礎分野

情報科学Ⅰ 30 2 2 　　　　必修　　16単位

情報科学Ⅱ 30 1 1 1 　専門基礎分野

環境と生活 30 1 1 1 　　　　必修　　11単位

数学基礎Ⅰ 30 1 1 1 　専門分野

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1 　　　　必修　　17単位

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1 　全分野から9単位以上選択

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1 　　　　合計　　53単位以上

生化学 30 1 1 （認定単位数82単位と合せ135単位以上）

科学技術概論 30 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1 ①2年制課程卒業の場合

医療英語Ⅰ 30 1 1 　基礎分野

医療英語Ⅱ 30 1 1 　　　　必修　　16単位

英文抄読 30 2 2 　専門基礎分野

日本語 30 1 1 　　　　必修　　11単位

文章表現法 30 1 1 　専門分野

コミュニケーション論 30 1 1 1 　　　　必修　　17単位

ボランティア論 30 1 1 1 　全分野から29単位以上選択

社会保障論 30 1 1 　　　　合計　　73単位以上

法学 30 2 2 （認定単位数62単位と合せ135単位以上）

医療倫理学 30 2 2 　　

世界の保健医療 30 1 1 1

国際比較福祉論 30 1 1 1

体育講義

体育実習

人間学 30 1 1 1

医療心理学 30 1 1

840 16 16 0

解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅱ

臨床生化学

代謝栄養学

薬理学

微生物学

病理学

病態学Ⅰ（症候論）

病態学Ⅱ（病態生理学）

病態学Ⅲ（病態臨床学）

病態学Ⅳ（病態治療論）

臨床検査学

基礎医学実習

リハビリテーション総論 30 1 1

ターミナルケア 30 1 1

医療社会学 30 1 1

精神病学 30 1 1

保健統計学 30 2 2

保健福祉行政論Ⅰ 30 2 2

保健福祉行政論Ⅱ 15 1 1

疫学 30 2 2

国際看護研修 30 2 2

シンメディカル学Ⅰ

シンメディカル学Ⅱ

シンメディカル学Ⅲ 15 1 1

シンメディカル学Ⅳ 15 1 1

285 11 2 2

授業科目名

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　　　計

備考
必修 選択 自由

3年 4年

基
　
礎
　
科
　
目

卒業要件

小　　　　計 25 19

時間

単位数 配当年次

8 7
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医療保健学部　看護学科　（3年次編入学生）　（2011年度編入学生）

前 後 前 後

看護学概論 30 2 2 2

基礎看護学援助論Ⅰ 45 2 2 2

基礎看護学援助論Ⅱ 45 2 2 2

基礎看護学活動論Ⅰ 30 1 1 1

基礎看護学活動論Ⅱ 30 1 1 1

臨床看護総論 30 2 2 2

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学概論 30 2 2 2

成人看護学援助論Ⅰ 30 1 1 1

成人看護学援助論Ⅱ 30 1 1 1

成人看護学演習Ⅰ 30 1 1 1

成人看護学演習Ⅱ 30 1 1 1

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学概論 30 2 2 2

老年看護学援助論 30 1 1 1

老年看護学演習 60 2 2 2

老年看護学実習

小児看護学概論 30 2 2 2

小児看護学援助論 30 1 1 1

小児看護学活動論 30 1 1 1

小児看護学実習

母性看護学概論 30 2 2 2

母性看護学援助論 30 1 1 1

母性看護学活動論 30 1 1 1

母性看護学実習

精神看護学概論 30 2 2 2

精神看護学援助論 30 1 1 1

精神看護学活動論 60 2 2 2

精神看護学実習

在宅看護学概論 30 2 2 2

在宅看護学援助論 30 2 2 2

在宅看護学実習

統合看護実践論Ⅰ 30 2 2 2

統合看護実践論Ⅱ 30 2 2 2

統合看護学実習

地域看護学概論 ＊ 30 2 2

地域看護学援助論 ＊ 30 2 2

地域看護学活動論Ⅰ ＊ 30 2 2

地域看護学活動論Ⅱ ＊ 30 2 2

地域看護管理論 ＊ 30 2 2

学校保健 ＊ 30 2 2

養護学概論 30 2 2 2

健康相談活動論 30 2 2 2

地域看護学実習Ⅰ ＊ 135 3 3

地域看護学実習Ⅱ ＊ 45 1 1

看護学総合演習 ＊ 30 1 1

卒業研究 90 2 2

教職論 30 2 2 2

教育原論 30 2 2 2

教育心理学 30 2 2 2

教育社会学 30 2 2 2

教育課程論 30 2 2 2

看護教育方法Ⅰ 30 2 2 2

看護教育方法Ⅱ 30 2 2 2

道徳教育の研究 30 2 2 2

特別活動の指導 30 2 2 2

教育方法論 30 2 2 2

生徒・進路指導論 30 2 2 2

教育相談 30 2 2 2

教育実習指導

教育実習

総合演習

養護実習指導

養護実習

1800 17 72 0

2925 44 90 2

＊選択科目は、一部指定以外は3年次・4年次いずれの学年で履修しても可
＊は保健師指定科目関係

合　　　　計

専
　
門
　
科
　
目

看
　
護

授業科目名 時間

単位数 配当年次

55

111 81

備考
必修 選択 自由

3年 4年

78

教
　
育

小　　　　計
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藍野大学医療保健学部　理学療法学科　（2018年度以降に入学した学生用）

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1

論理学入門 15 1 1 1

人間学 15 1 1 1

心理学 15 1 1 1

宗教学入門 15 1 1 1

文化人類学 15 1 1 1

欧米の文化 15 1 1 1

近畿の伝統文化 15 1 1 1

日本史の見方 15 1 1 1

法学 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1

フィールドワーク入門 15 1 1 1

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1

環境と生活 15 1 1 1

科学技術論 15 1 1 1

発酵学入門 15 1 1

心のサイエンス 15 1 1 1

からだの化学と機能 15 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 15 1 1

医療英語Ⅱ 15 1 1

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

複言語学習のすすめ 30 2 2 2

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

化学基礎 15 1 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育実習 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

生体構造論Ⅰ 30 1 1

生体構造論Ⅱ 30 1 1

生体構造論Ⅲ 30 1 1

生体機能論Ⅰ 30 1 1

生体機能論Ⅱ 30 1 1

生体機能論Ⅲ 30 1 1

生体機能構造論実習 45 1 1

機能神経解剖学 30 2 2

運動生理学 30 1 1

運動学 30 2 2

運動学演習 30 1 1

運動学実習 45 1 1

バイオメカニクス 30 1 1

生化学 30 1 1

栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

病理学 30 2 2

リハビリテーション医学 30 1 1

内科学Ⅰ 30 1 1

内科学Ⅱ 30 1 1

神経内科学Ⅰ 30 1 1

神経内科学Ⅱ 30 1 1

整形外科学Ⅰ 30 1 1

整形外科学Ⅱ 30 1 1

精神医学Ⅰ 30 2 2

老年医学 30 1 1

小児科学 30 1 1

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

公衆衛生学 30 2 2

社会福祉論 30 1 1

医療統計学 30 1 1

シンメディカル論 15 1 1

ホースセラピー 15 1 1 1

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

分
野

授業科目名 時間

配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

単位数

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目　 9単位
    選択科目　 10単位以上
　　・教養教育科目から6単位以上
　　・語学教育科目から1単位以上
　　・理系基礎科目から2単位以上
    ・初年次教育科目・その他から
　　　1単位以上
　　　計       19単位以上
  専門基礎科目
　　必修科目 　33単位
　    計　　   33単位以上
　専門科目
     必修科目　72単位
　    計　　   72単位以上
  専門基礎と専門の選択必修科目から2
単位以上
　　　合計　　126単位以上

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2
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藍野大学医療保健学部　理学療法学科　（2018年度以降に入学した学生用）

前 後 前 後 前 後 前 後

理学療法学概論 30 1 1

生体計測学 30 1 1

理学療法評価学 30 2 2

理学療法評価学実習 45 1 1

臨床推論 30 1 1

臨床推論演習 30 1 1

理学療法診断論 30 1 1

物理療法学実習 45 1 1

義肢装具学 30 2 2

義肢装具学演習 30 1 1

運動療法学 30 2 2

運動療法学実習 45 1 1

運動器理学療法学総論 30 1 1

運動器理学療法学 30 2 2

運動器理学療法学実習 45 1 1

脳血管理学療法学総論 30 1 1

脳血管理学療法学 30 2 2

脳血管理学療法学実習 45 1 1

神経筋理学療法学 30 2 2

神経筋理学療法学実習 45 1 1

循環呼吸器理学療法学 30 2 2

小児理学療法学 30 2 2

日常生活活動学 30 2 2

地域理学療法学 30 2 2

実践地域理学療法学 30 2 2

がんの理学療法学 30 2 2

住環境コーディネーター論 30 2 2

スポーツ障害論 30 2 2

障がい者スポーツ特論 45 1

パーソナルトレーナー論 30 2 2

パーソナルトレーナー実習 45 1 1

体表解剖学 30 2 2

マニュアルセラピー論Ⅰ 30 1 1

マニュアルセラピー論Ⅱ 30 1 1

臨床見学実習 45 1 1

臨床観察実習Ⅰ 45 1 1

臨床観察実習Ⅱ 45 1 1

臨床評価実習Ⅰ 45 1 1

臨床評価実習Ⅱ 180 4 4

臨床総合実習 720 16 16

理学療法学研究法 30 2 2

理学療法学研究法演習 30 1 1

卒業研究 90 2 2

理学療法学特論 30 2 2

理学療法学総合演習 30 1 1

分
野

授業科目名

配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

専
　
門
　
科
　
目

1

時間

単位数
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藍野大学医療保健学部　理学療法学科　（2016年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1

論理学入門 15 1 1 1

人間学 15 1 1 1

心理学 15 1 1 1

宗教学入門 15 1 1 1

文化人類学 15 1 1 1

欧米の文化 15 1 1 1

近畿の伝統文化 15 1 1 1

日本史の見方 15 1 1 1

法学 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1

フィールドワーク入門 15 1 1 1

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1

環境と生活 15 1 1 1

科学技術論 15 1 1 1

発酵学入門 15 1 1

心のサイエンス 15 1 1 1

からだの化学と機能 15 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 15 1 1

医療英語Ⅱ 15 1 1

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

化学基礎 15 1 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育実習 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

生体構造論Ⅰ 30 1 1

生体構造論Ⅱ 30 1 1

生体構造論Ⅲ 30 1 1

生体機能論Ⅰ 30 1 1

生体機能論Ⅱ 30 1 1

生体機能論Ⅲ 30 1 1

生体機能構造論実習 45 1 1

機能神経解剖学 30 2 2

運動生理学 30 1 1

運動学 30 2 2

運動学演習 30 1 1

運動学実習 45 1 1

バイオメカニクス 30 1 1

生化学 30 1 1

栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

病理学 30 2 2

リハビリテーション医学 30 1 1

内科学Ⅰ 30 1 1

内科学Ⅱ 30 1 1

神経内科学Ⅰ 30 1 1

神経内科学Ⅱ 30 1 1

整形外科学Ⅰ 30 1 1

整形外科学Ⅱ 30 1 1

精神医学Ⅰ 30 2 2

老年医学 30 1 1

小児科学 30 1 1

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

公衆衛生学 30 2 2

社会福祉論 30 1 1

医療統計学 30 1 1

シンメディカル論 15 1 1

ホースセラピー 15 1 1 1

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目　 9単位
    選択科目　 10単位以上
　　・教養教育科目から6単位以上
　　・語学教育科目から1単位以上
　　・理系基礎科目から2単位以上
    ・初年次教育科目・その他から
　　　1単位以上
　　　計       19単位以上
  専門基礎科目
　　必修科目 　33単位
　    計　　   33単位以上
　専門科目
     必修科目　72単位
　    計　　   72単位以上
  専門基礎と専門の選択必修科目から2
単位以上
　　　合計　　126単位以上

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 4年

分
野

授業科目名 3年時間
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藍野大学医療保健学部　理学療法学科　（2016年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

理学療法学概論 30 1 1

生体計測学 30 1 1

理学療法評価学 30 2 2

理学療法評価学実習 45 1 1

臨床推論 30 1 1

臨床推論演習 30 1 1

理学療法診断論 30 1 1

物理療法学実習 45 1 1

義肢装具学 30 2 2

義肢装具学演習 30 1 1

運動療法学 30 2 2

運動療法学実習 45 1 1

運動器理学療法学総論 30 1 1

運動器理学療法学 30 2 2

運動器理学療法学実習 45 1 1

脳血管理学療法学総論 30 1 1

脳血管理学療法学 30 2 2

脳血管理学療法学実習 45 1 1

神経筋理学療法学 30 2 2

神経筋理学療法学実習 45 1 1

循環呼吸器理学療法学 30 2 2

小児理学療法学 30 2 2

日常生活活動学 30 2 2

地域理学療法学 30 2 2

実践地域理学療法学 30 2 2

がんの理学療法学 30 2 2

住環境コーディネーター論 30 2 2

スポーツ障害論 30 2 2

パーソナルトレーナー論 30 2 2

パーソナルトレーナー実習 45 1 1

体表解剖学 30 2 2

マニュアルセラピー論Ⅰ 30 1 1

マニュアルセラピー論Ⅱ 30 1 1

臨床見学実習 45 1 1

臨床観察実習Ⅰ 45 1 1

臨床観察実習Ⅱ 45 1 1

臨床評価実習Ⅰ 45 1 1

臨床評価実習Ⅱ 180 4 4

臨床総合実習 720 16 16

理学療法学研究法 30 2 2

理学療法学研究法演習 30 1 1

卒業研究 90 2 2

理学療法学特論 30 2 2

理学療法学総合演習 30 1 1

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

専
　
門
　
科
　
目
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藍野大学医療保健学部　理学療法学科　（2014年度以降入学生）　

前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

法学 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

環境と生活 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

科学技術論 30 1 1

再生医療概説 15 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

生化学 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

795 11 0 21 10 12 4 4 0 0 0 0

生体構造論Ⅰ 30 1 1

生体構造論Ⅱ 30 1 1

生体構造論Ⅲ 30 1 1

生体機能論Ⅰ 30 1 1

生体機能論Ⅱ 30 1 1

生体機能論Ⅲ 30 1 1

生体機能構造論実習Ⅰ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅱ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅲ 45 1 1

機能神経解剖学 30 2 2

運動生理学 30 2 2

バイオメカニクス 30 2 2

病理学 30 2 2

リハビリテーション医学 30 2 2

内科学Ⅰ 30 1 1

内科学Ⅱ 30 1 1

神経内科学Ⅰ 30 1 1

神経内科学Ⅱ 30 1 1

整形外科学Ⅰ 30 1 1

整形外科学Ⅱ 30 1 1

精神医学Ⅰ 30 2 2

老年医学 30 2 2

小児科学 30 2 2

公衆衛生学 30 2 2

社会福祉論 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

薬理学 30 2 2

栄養学 30 2 2

870 32 8 0 6 9 11 13 1 0 0 0

選択
1年 2年 3年 4年授業科目名

必修

基
　
礎
　
科
　
目

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目　 11単位
    選択科目　 6単位以上
　　　計       17単位以上
  専門基礎科目
　　必修科目　32単位
　    計　　  32単位以上
　専門科目
     必修科目　74単位
　    計　　   74単位以上
  専門基礎と専門の選択必修科目から2
単位以上
　　　合計　　125単位以上

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

小　　計

時間

単位数 配当年次

備考選択
必修

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　計
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藍野大学医療保健学部　理学療法学科　（2014年度以降入学生）　

前 後 前 後 前 後 前 後

理学療法学概論 30 2 2

運動学 30 2 2

運動学演習 30 1 1

運動学実習 45 1 1

生体計測学 30 2 2

理学療法評価学 30 2 2

理学療法評価学実習 45 1 1

臨床推論 30 2 2

臨床推論演習 30 1 1

理学療法診断論 30 2 2

物理療法学 30 2 2

義肢装具学 30 2 2

義肢装具学演習 30 1 1

運動療法学 30 2 2

運動療法学実習 45 1 1

骨関節理学療法学 30 2 2

骨関節理学療法学実習 45 1 1

脳血管理学療法学 30 2 2

脳血管理学療法学実習 45 1 1

神経筋理学療法学 30 2 2

神経筋理学療法学実習 45 1 1

循環呼吸器理学療法学 30 2 2

小児理学療法学 30 2 2

日常生活活動学 30 2 2

地域理学療法学 30 2 2

実践地域理学療法学 30 2 2

住環境コーディネーター論 30 2 2

統合医療論 30 2 2

スポーツ障害論 30 2 2

パーソナルトレーナー論 30 2 2

パーソナルトレーナー実習 45 1 1

マニュアルセラピー 30 2 2

マニュアルセラピー実習 45 1 1

マニュアルセラピー特論 30 2 2

臨床見学実習 45 1 1

臨床観察実習 45 1 1

臨床評価実習 180 4 4

臨床総合実習 720 16 16

理学療法学研究法 30 2 2

理学療法学研究法演習 30 1 1

卒業研究 90 2 2

理学療法学特論 30 2 2

理学療法学総合演習 30 1 1

小　　計 2340 74 13 0 2 9 7 8 24 16 16 5

合　　計 4005 117 21 21 18 30 22 25 25 16 16 5

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年

専
　
門
　
科
　
目

2年 3年 4年
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藍野大学医療保健学部　理学療法学科　（2012年度以降入学生）　

前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

法学 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

環境と生活 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

科学技術論 30 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

生化学 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

－
1

または

2
1年前期から4年前期まで

780 11 0 20 10 11 4 4 0 0 0 0

生体構造論Ⅰ 30 1 1

生体構造論Ⅱ 30 1 1

生体構造論Ⅲ 30 1 1

生体機能論Ⅰ 30 1 1

生体機能論Ⅱ 30 1 1

生体機能論Ⅲ 30 1 1

生体機能構造論実習Ⅰ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅱ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅲ 45 1 1

機能神経解剖学 30 2 2

運動生理学 30 2 2

バイオメカニクス 30 2 2

病理学 30 2 2

リハビリテーション医学 30 2 2

内科学Ⅰ 30 1 1

内科学Ⅱ 30 1 1

神経内科学Ⅰ 30 1 1

神経内科学Ⅱ 30 1 1

整形外科学Ⅰ 30 1 1

整形外科学Ⅱ 30 1 1

精神医学Ⅰ 30 2 2

老年医学 30 2 2

小児科学 30 2 2

公衆衛生学 30 2 2

社会福祉論 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

薬理学 30 2 2

栄養学 30 2 2

870 32 8 0 6 9 11 13 1 0 0 0

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定
に基づく科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略
的大学連携事業の教育プログラム

基
　
礎
　
科
　
目

選択
授業科目名 1年 4年

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目　 11単位
    選択科目　 6単位以上
　　　計       17単位以上
  専門基礎科目
　　必修科目　32単位
　    計　　  32単位以上
　専門科目
     必修科目　74単位
　    計　　   74単位以上
  専門基礎と専門の選択必修科目から2
単位以上
　　　合計　　125単位以上

小　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　計

時間

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

3年2年
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藍野大学医療保健学部　理学療法学科　（2012年度以降入学生）　

前 後 前 後 前 後 前 後

理学療法学概論 30 2 2

運動学 30 2 2

運動学演習 30 1 1

運動学実習 45 1 1

生体計測学 30 2 2

理学療法評価学 30 2 2

理学療法評価学実習 45 1 1

臨床推論 30 2 2

臨床推論演習 30 1 1

理学療法診断論 30 2 2

物理療法学 30 2 2

義肢装具学 30 2 2

義肢装具学演習 30 1 1

運動療法学 30 2 2

運動療法学実習 45 1 1

骨関節理学療法学 30 2 2

骨関節理学療法学実習 45 1 1

脳血管理学療法学 30 2 2

脳血管理学療法学実習 45 1 1

神経筋理学療法学 30 2 2

神経筋理学療法学実習 45 1 1

循環呼吸器理学療法学 30 2 2

小児理学療法学 30 2 2

日常生活活動学 30 2 2

地域理学療法学 30 2 2

実践地域理学療法学 30 2 2

住環境コーディネーター論 30 2 2

統合医療論 30 2 2

スポーツ障害論 30 2 2

パーソナルトレーナー論 30 2 2

パーソナルトレーナー実習 45 1 1

マニュアルセラピー 30 2 2

マニュアルセラピー実習 45 1 1

マニュアルセラピー特論 30 2 2

臨床見学実習 45 1 1

臨床観察実習 45 1 1

臨床評価実習 180 4 4

臨床総合実習 720 16 16

理学療法学研究法 30 2 2

理学療法学研究法演習 30 1 1

卒業研究 90 2 2

理学療法学特論 30 2 2

理学療法学総合演習 30 1 1

小　　計 2340 74 13 0 2 9 7 8 24 16 16 5

合　　計 3990 117 21 20 18 29 22 25 25 16 16 5

専
　
門
　
科
　
目

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年
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藍野大学医療保健学部　作業療法学科　（2018年度以降に入学した学生用）

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1

論理学入門 15 1 1 1

人間学 15 1 1 1

心理学 15 1 1

宗教学入門 15 1 1 1

文化人類学 15 1 1 1

欧米の文化 15 1 1 1

近畿の伝統文化 15 1 1 1

日本史の見方 15 1 1 1

法学 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1

フィールドワーク入門 15 1 1 1

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1

環境と生活 15 1 1 1

科学技術論 15 1 1 1

発酵学入門 15 1 1 1

心のサイエンス 15 1 1 1

からだの化学と機能 15 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 15 1 1

医療英語Ⅱ 15 1 1

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

複言語学習のすすめ 30 2 2 2

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

化学基礎 15 1 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育実習 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

生体構造論Ⅰ 30 1 1

生体構造論Ⅱ 30 1 1

生体構造論Ⅲ 30 1 1

生体機能論Ⅰ 30 1 1

生体機能論Ⅱ 30 1 1

生体機能論Ⅲ 30 1 1

生体機能構造論実習Ⅰ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅱ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅲ 45 1 1

機能神経解剖学 30 2 2

基礎運動学 30 1 1

基礎運動学実習 30 1 1

バイオメカニクス 30 1 1

生化学 30 1 1

栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

病理学 30 2 2

リハビリテーション医学 30 1 1

内科学Ⅰ 30 1 1

内科学Ⅱ 30 1 1

神経内科学Ⅰ 30 1 1

神経内科学Ⅱ 30 1 1

整形外科学Ⅰ 30 1 1

整形外科学Ⅱ 30 1 1

精神医学Ⅰ 30 2 2

精神医学Ⅱ 30 2 2

老年医学 30 1 1

小児科学 30 1 1

医療倫理学 30 2 2

医療心理学 15 1 1

臨床心理学 30 1 1

ヘルスコミュニケーション 15 1 1

メンタルヘルス論 30 2 2

社会保障論 30 1 　 1

社会福祉論 30 1 1

住環境論 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

ホースセラピー 15 1 1 1

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目　8単位
    選択科目　11単位以上
　　・教養教育科目から5単位以上
　　・語学教育科目から2単位以上
　　・理系基礎科目から2単位以上
    ・初年次教育科目・その他から
　　　2単位以上
　　　計　19単位以上
　専門基礎科目
  　必修科目 31単位
  　選択必修科目　2単位以上
　　選択科目　2単位以上
  　　計　35単位以上
　専門科目
  　必修科目 69単位
　　選択科目 4単位以上
    　計　73単位以上
合計  127単位以上

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2
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藍野大学医療保健学部　作業療法学科　（2018年度以降に入学した学生用）

前 後 前 後 前 後 前 後

作業療法学総論 30 2 2

基礎作業学 30 2 2

基礎作業学実習Ⅰ 60 2 2

基礎作業学実習Ⅱ 60 2 2

作業療法評価学総論 30 2 2

発達過程評価学演習 60 2 2

身体機能評価学演習 60 2 2

心理社会評価学演習 60 2 2

生活環境評価学演習 30 1 1

作業療法治療学総論 30 2 2

乳幼児期作業療法学演習 60 2 2

学童青年期作業療法学 30 2 2

心理社会作業療法学 30 2 2

心理社会作業療法学演習 60 2 2

中枢性疾患作業療法学演習Ⅰ 60 2 2

中枢性疾患作業療法学演習Ⅱ 60 2 2

整形疾患作業療法学演習 60 2 2

特定・内部疾患作業療法学 30 2 2

高齢期作業療法学 30 2 2

作業療法臨床分析学演習 30 1 1

地域作業療法学 30 2 2

地域作業療法学演習 30 1 1

地域作業療法臨床実習 45 1 1

作業療法研究法 30 2 2

作業療法研究実習 90 2 2

作業療法学総合演習 30 1 1

対人関係特論 30 2 2

障害と犯罪心理 30 2 2

特別支援教育特論 30 2 2

精神障害ケアマネージメント論 30 2 2

認知神経作業療法特論 30 2 2

作業療法と倫理 30 2 2

福祉用具特論 30 2 2

作業療法と認知症 30 2 2

集団作業療法特論 30 2 2

高次脳機能特論 30 2 2

義肢・装具特論 30 2 2

ハンドセラピー特論 30 2 2

障害者スポーツ特論 30 2 2

解剖運動学特論 30 2 2

保健医療福祉実習 30 1 1

臨床実習Ⅰ 45 1 1

臨床実習Ⅱ 45 1 1

臨床実習Ⅲ 135 3 3

臨床実習Ⅳ 360 8 8

臨床実習Ⅴ 360 8 8

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

専
　
門
　
科
　
目
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藍野大学医療保健学部　作業療法学科　（2016年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1

論理学入門 15 1 1 1

人間学 15 1 1 1

心理学 15 1 1

宗教学入門 15 1 1 1

文化人類学 15 1 1 1

欧米の文化 15 1 1 1

近畿の伝統文化 15 1 1 1

日本史の見方 15 1 1 1

法学 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1

フィールドワーク入門 15 1 1 1

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1

環境と生活 15 1 1 1

科学技術論 15 1 1 1

発酵学入門 15 1 1 1

心のサイエンス 15 1 1 1

からだの化学と機能 15 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 15 1 1

医療英語Ⅱ 15 1 1

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1 1

化学基礎 15 1 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育実習 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

生体構造論Ⅰ 30 1 1

生体構造論Ⅱ 30 1 1

生体構造論Ⅲ 30 1 1

生体機能論Ⅰ 30 1 1

生体機能論Ⅱ 30 1 1

生体機能論Ⅲ 30 1 1

生体機能構造論実習Ⅰ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅱ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅲ 45 1 1

機能神経解剖学 30 2 2

基礎運動学 30 1 1

基礎運動学実習 30 1 1

バイオメカニクス 30 1 1

生化学 30 1 1

栄養学 30 2 2

薬理学 30 2 2

病理学 30 2 2

リハビリテーション医学 30 1 1

内科学Ⅰ 30 1 1

内科学Ⅱ 30 1 1

神経内科学Ⅰ 30 1 1

神経内科学Ⅱ 30 1 1

整形外科学Ⅰ 30 1 1

整形外科学Ⅱ 30 1 1

精神医学Ⅰ 30 2 2

精神医学Ⅱ 30 2 2

老年医学 30 1 1

小児科学 30 1 1

医療倫理学 30 2 2

医療心理学 15 1 1

臨床心理学 30 1 1

ヘルスコミュニケーション 15 1 1

メンタルヘルス論 30 2 2

社会保障論 30 1 　 1

社会福祉論 30 1 1

住環境論 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

ホースセラピー 15 1 1 1

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目　8単位
    選択科目　11単位以上
　　・教養教育科目から5単位以上
　　・語学教育科目から2単位以上
　　・理系基礎科目から2単位以上
    ・初年次教育科目・その他から
　　　2単位以上
　　　計　19単位以上
　専門基礎科目
  　必修科目 31単位
  　選択必修科目　2単位以上
　　選択科目　2単位以上
  　　計　35単位以上
　専門科目
  　必修科目 69単位
　　選択科目 4単位以上
    　計　73単位以上
合計  127単位以上

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次
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藍野大学医療保健学部　作業療法学科　（2016年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

作業療法学総論 30 2 2

基礎作業学 30 2 2

基礎作業学実習Ⅰ 60 2 2

基礎作業学実習Ⅱ 60 2 2

作業療法評価学総論 30 2 2

発達過程評価学演習 60 2 2

身体機能評価学演習 60 2 2

心理社会評価学演習 60 2 2

生活環境評価学演習 30 1 1

作業療法治療学総論 30 2 2

乳幼児期作業療法学演習 60 2 2

学童青年期作業療法学 30 2 2

心理社会作業療法学 30 2 2

心理社会作業療法学演習 60 2 2

中枢性疾患作業療法学演習Ⅰ 60 2 2

中枢性疾患作業療法学演習Ⅱ 60 2 2

整形疾患作業療法学演習 60 2 2

特定・内部疾患作業療法学 30 2 2

高齢期作業療法学 30 2 2

作業療法臨床分析学演習 30 1 1

地域作業療法学 30 2 2

地域作業療法学演習 30 1 1

地域作業療法臨床実習 45 1 1

作業療法研究法 30 2 2

作業療法研究実習 90 2 2

作業療法学総合演習 30 1 1

対人関係特論 30 2 2

障害と犯罪心理 30 2 2

特別支援教育特論 30 2 2

精神障害ケアマネージメント論 30 2 2

認知神経作業療法特論 30 2 2

作業療法と倫理 30 2 2

福祉用具特論 30 2 2

作業療法と認知症 30 2 2

集団作業療法特論 30 2 2

高次脳機能特論 30 2 2

義肢・装具特論 30 2 2

ハンドセラピー特論 30 2 2

障害者スポーツ特論 30 2 2

解剖運動学特論 30 2 2

保健医療福祉実習 30 1 1

臨床実習Ⅰ 45 1 1

臨床実習Ⅱ 45 1 1

臨床実習Ⅲ 135 3 3

臨床実習Ⅳ 360 8 8

臨床実習Ⅴ 360 8 8

専
　
門
　
科
　
目

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次
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藍野大学医療保健学部　作業療法学科　（2014年度以降入学生）　

前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

法学 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

環境と生活 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

科学技術論 30 1 1

再生医療概説 15 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

生化学 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

795 10 0 22 11 10 5 4 0 0 0 0

生体構造論Ⅰ 30 1 1

生体構造論Ⅱ 30 1 1

生体構造論Ⅲ 30 1 1

生体機能論Ⅰ 30 1 1

生体機能論Ⅱ 30 1 1

生体機能論Ⅲ 30 1 1

生体機能構造論実習Ⅰ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅱ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅲ 45 1 1

機能神経解剖学 30 2 2

基礎運動学 30 2 2

基礎運動学実習 30 1 1

バイオメカニクス 30 2 2

病理学 30 2 2

リハビリテーション医学 30 2 2

内科学Ⅰ 30 1 1

内科学Ⅱ 30 1 1

神経内科学Ⅰ 30 1 1

神経内科学Ⅱ 30 1 1

整形外科学Ⅰ 30 1 1

整形外科学Ⅱ 30 1 1

精神医学Ⅰ 30 2 2

精神医学Ⅱ 30 2 2

老年医学 30 2 2

小児科学 30 2 2

臨床心理学 30 2 2

社会福祉論 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

薬理学 30 2 2

栄養学 30 2 2

メンタルヘルス論 30 2 2

住環境論 30 2 2

990 33 6 8 6 9 9 18 3 2 0 0

2年 3年 4年 備考
必修

選択
必修

選択
1年

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目　10単位
    選択科目　7単位以上
　　　計　17単位以上
　専門基礎科目
  　必修科目 33単位
  　選択必修科目　2単位以上
　　選択科目　2単位以上
  　　計　37単位以上
　専門科目
  　必修科目 69単位
　　選択科目 4単位以上
    　計　73単位以上
合計  127単位以上

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

小　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小　　計

基
　
礎
　
科
　
目

授業科目名 時間

単位数 配当年次
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藍野大学医療保健学部　作業療法学科　（2014年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

作業療法学総論 30 2 2

基礎作業学 30 2 2

基礎作業学実習Ⅰ 60 2 2

基礎作業学実習Ⅱ 60 2 2

作業療法評価学総論 30 2 2

発達過程評価学演習 60 2 2

身体機能評価学演習 60 2 2

心理社会評価学演習 60 2 2

生活環境評価学演習 30 1 1

作業療法治療学総論 30 2 2

乳幼児期作業療法学演習 60 2 2

学童青年期作業療法学 30 2 2

心理社会作業療法学 30 2 2

心理社会作業療法学演習 60 2 2

中枢性疾患作業療法学演習Ⅰ 60 2 2

中枢性疾患作業療法学演習Ⅱ 60 2 2

整形疾患作業療法学演習 60 2 2

特定・内部疾患作業療法学 30 2 2

高齢期作業療法学 30 2 2

作業療法臨床分析学演習 30 1 1

地域作業療法学 30 2 2

地域作業療法学演習 30 1 1

地域作業療法臨床実習 45 1 1

作業療法研究法 30 2 2

作業療法研究実習 90 2 2

作業療法学総合演習 30 1 1

対人関係特論 30 2 2

障害と犯罪心理 30 2 2

作業療法と社会学 30 2 2

特別支援教育特論 30 2 2

精神障害ケアマネージメント論 30 2 2

認知神経作業療法特論 30 2 2

作業療法と倫理 30 2 2

福祉用具特論 30 2 2

作業療法と認知症 30 2 2

集団作業療法特論 30 2 2

ハンドセラピー特論 30 2 2

障害者スポーツ特論 30 2 2

解剖運動学特論 30 2 2

保健医療福祉実習 30 1 1

臨床実習Ⅰ 45 1 1

臨床実習Ⅱ 45 1 1

臨床実習Ⅲ 135 3 3

臨床実習Ⅳ 360 8 8

臨床実習Ⅴ 360 8 8

小　　計 2520 69 0 26 7 7 10 9 19 14 14 15

4305 112 6 56 24 26 24 31 22 16 14 15

4年授業科目名 時間 備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年

単位数

専
　
門
　
科
　
目

合　　計

配当年次

3年
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藍野大学医療保健学部　作業療法学科　（2012年度以降入学生）　

前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

法学 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

社会保障論 30 1 1

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

環境と生活 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

科学技術論 30 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

生化学 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

－
1

または

2
1年前期から4年前期まで

780 10 0 21 11 9 5 4 0 0 0 0

生体構造論Ⅰ 30 1 1

生体構造論Ⅱ 30 1 1

生体構造論Ⅲ 30 1 1

生体機能論Ⅰ 30 1 1

生体機能論Ⅱ 30 1 1

生体機能論Ⅲ 30 1 1

生体機能構造論実習Ⅰ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅱ 45 1 1

生体機能構造論実習Ⅲ 45 1 1

機能神経解剖学 30 2 2

基礎運動学 30 2 2

基礎運動学実習 30 1 1

バイオメカニクス 30 2 2

病理学 30 2 2

リハビリテーション医学 30 2 2

内科学Ⅰ 30 1 1

内科学Ⅱ 30 1 1

神経内科学Ⅰ 30 1 1

神経内科学Ⅱ 30 1 1

整形外科学Ⅰ 30 1 1

整形外科学Ⅱ 30 1 1

精神医学Ⅰ 30 2 2

精神医学Ⅱ 30 2 2

老年医学 30 2 2

小児科学 30 2 2

臨床心理学 30 2 2

社会福祉論 30 2 2

シンメディカル論 15 1 1

薬理学 30 2 2

栄養学 30 2 2

メンタルヘルス論 30 2 2

住環境論 30 2 2

990 33 6 8 6 9 9 18 3 2 0 0

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定
に基づく科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略
的大学連携事業の教育プログラム

基
　
礎
　
科
　
目

小　　計

授業科目名

小　　計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

選択
1年 2年 3年 4年

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目　10単位
    選択科目　7単位以上
　　　計　17単位以上
　専門基礎科目
  　必修科目 33単位
  　選択必修科目　2単位以上
　　選択科目　2単位以上
  　　計　37単位以上
　専門科目
  　必修科目 69単位
　　選択科目 4単位以上
    　計　73単位以上
合計  127単位以上

時間 備考

単位数 配当年次

必修
選択
必修
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藍野大学医療保健学部　作業療法学科　（2012年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

作業療法学総論 30 2 2

基礎作業学 30 2 2

基礎作業学実習Ⅰ 60 2 2

基礎作業学実習Ⅱ 60 2 2

作業療法評価学総論 30 2 2

発達過程評価学演習 60 2 2

身体機能評価学演習 60 2 2

心理社会評価学演習 60 2 2

生活環境評価学演習 30 1 1

作業療法治療学総論 30 2 2

乳幼児期作業療法学演習 60 2 2

学童青年期作業療法学 30 2 2

心理社会作業療法学 30 2 2

心理社会作業療法学演習 60 2 2

中枢性疾患作業療法学演習Ⅰ 60 2 2

中枢性疾患作業療法学演習Ⅱ 60 2 2

整形疾患作業療法学演習 60 2 2

特定・内部疾患作業療法学 30 2 2

高齢期作業療法学 30 2 2

作業療法臨床分析学演習 30 1 1

地域作業療法学 30 2 2

地域作業療法学演習 30 1 1

地域作業療法臨床実習 45 1 1

作業療法研究法 30 2 2

作業療法研究実習 90 2 2

作業療法学総合演習 30 1 1

対人関係特論 30 2 2

障害と犯罪心理 30 2 2

作業療法と社会学 30 2 2

特別支援教育特論 30 2 2

精神障害ケアマネージメント論 30 2 2

認知神経作業療法特論 30 2 2

作業療法と倫理 30 2 2

福祉用具特論 30 2 2

作業療法と認知症 30 2 2

集団作業療法特論 30 2 2

ハンドセラピー特論 30 2 2

障害者スポーツ特論 30 2 2

解剖運動学特論 30 2 2

保健医療福祉実習 30 1 1

臨床実習Ⅰ 45 1 1

臨床実習Ⅱ 45 1 1

臨床実習Ⅲ 135 3 3

臨床実習Ⅳ 360 8 8

臨床実習Ⅴ 360 8 8

小　　計 2520 69 0 26 7 7 10 9 19 14 14 15

4290 112 6 55 24 25 24 31 22 16 14 15

時間 2年 備考授業科目名
選択

1年

単位数 配当年次

専
　
門
　
科
　
目

4年

合　　計

必修
選択
必修

3年
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藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2018年度以降に入学した学生用）

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1

論理学入門 15 1 1 1

人間学 15 1 1 1

心理学 15 1 1 1

宗教学入門 15 1 1 1

文化人類学 15 1 1 1

欧米の文化 15 1 1 1

近畿の伝統文化 15 1 1 1

日本史の見方 15 1 1 1

法学 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1

フィールドワーク入門 15 1 1 1

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1

環境と生活 15 1 1 1

科学技術論 15 1 1 1

発酵学入門 15 1 1 1

心のサイエンス 15 1 1 1

からだの化学と機能 15 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 15 1 1

医療英語Ⅱ 15 1 1

英文抄読 30 2 2

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

複言語学習のすすめ 30 2 2 2

統計学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

化学基礎 15 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育実習 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

解剖学Ⅰ 30 2 2

解剖学Ⅱ 30 2 2

生理学Ⅰ 30 2 2

生理学Ⅱ 30 2 2

生理学実習 45 1 1

医学概論 30 1 1

病理学概論 30 1 1

生化学 30 1 1

臨床生化学 30 1 1

感染症・免疫学 30 1 1

臨床薬理学 30 1 1

公衆衛生学 30 1 1

社会保障論 30 1 1

医療倫理学 30 2 2

医療基礎技術 30 1 1

数学基礎演習Ⅰ 30 1 1

数学基礎演習Ⅱ 30 1 1

物理学基礎演習Ⅰ 30 1 1

物理学基礎演習Ⅱ 30 1 1

数学 30 1 1

応用数学 30 1 1

物理学 30 1 1

数学・物理学演習 30 1 1

電気工学Ⅰ 30 1 1

電気工学Ⅱ 30 1 1

電気工学実習 60 2 2

電子工学Ⅰ 30 1 1

電子工学Ⅱ 30 1 1

電子工学実習 60 2 2

機械工学 30 2 2

機械工学演習 30 1 1

機械工学実習 60 2 2

システム・制御工学 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅲ 30 2 2

情報科学実習 60 2 2

ホースセラピー 15 1 1 1

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目 13単位
　　選択科目 12単位以上
　　・教養教育科目から8単位以上
　　・語学教育・理系基礎・
　　　初年次教育科目・その他から
　　　4単位以上
　　小計 25単位以上
　専門基礎科目
　　必修科目 42単位
    選択必修科目 2単位以上
　　選択科目 1単位以上
　　小計　45単位以上
　専門科目
　　必修科目 60単位
　　小計　60単位
　　合計　130単位以上

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目
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藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2018年度以降に入学した学生用）

前 後 前 後 前 後 前 後

臨床工学概論 30 1 1

生体医工学 30 2 2

生体物性学 30 2 2

医用材料学 30 2 2

生体計測装置学Ⅰ 30 2 2

生体計測装置学Ⅱ 30 2 2

生体計測機器学実習 30 1 1

心血管カテーテル治療学 30 2 2

医用画像診断機器学 30 2 2

医用治療機器学Ⅰ 30 2 2

医用治療機器学Ⅱ 30 2 2

医用治療機器学実習 30 1 1

人工心肺制御学Ⅰ 30 2 2

人工心肺制御学Ⅱ 30 2 2

人工呼吸制御学Ⅰ 30 2 2

人工呼吸制御学Ⅱ 30 2 2

血液浄化療法学Ⅰ 30 2 2

血液浄化療法学Ⅱ 30 2 2

人工心肺制御学実習 30 1 1

血液浄化療法学実習 30 1 1

人工呼吸制御学実習 30 1 1

医用機器安全管理学Ⅰ 30 2 2

医用機器安全管理学Ⅱ 30 2 2

医用機器安全管理学実習 30 1 1

臨床工学関連法規 30 1 1

臨床医学外科総論 30 1 1

臨床医学内科総論 30 1 1

呼吸器病態学 30 1 1

循環器病態学 30 1 1

腎泌尿器病態学 30 1 1

麻酔集中治療医学 30 1 1

臨床実習講義 30 1 1

臨床血液浄化実習 45 1

臨床手術室実習 45 1

臨床集中治療室実習 45 1

臨床医療機器管理実習 45 1

シンメディカル論 15 1 1

臨床工学特論 30 1 1

臨床工学総合演習 30 1 1

臨床工学特別演習 90 2 2

卒業研究 90 2 2

2年 3年 4年
分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次

専
　
門
　
科
　
目

1

1

1

1

備考
必修

選択
必修

選択
1年
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藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2016年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

哲学入門 15 1 1 1

論理学入門 15 1 1 1

人間学 15 1 1 1

心理学 15 1 1 1

宗教学入門 15 1 1 1

文化人類学 15 1 1 1

欧米の文化 15 1 1 1

近畿の伝統文化 15 1 1 1

日本史の見方 15 1 1 1

法学 30 2 2 2

経済学入門 15 1 1 1

フィールドワーク入門 15 1 1 1

ボランティア論 15 1 1 1

世界の保健医療 15 1 1 1

国際比較福祉論 15 1 1 1

環境と生活 15 1 1 1

科学技術論 15 1 1 1

発酵学入門 15 1 1 1

心のサイエンス 15 1 1 1

からだの化学と機能 15 1 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 15 1 1

医療英語Ⅱ 15 1 1

英文抄読 30 2 2

フランス語入門Ⅰ 15 1 1 1

フランス語入門Ⅱ 15 1 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

化学基礎 15 1 1

生物学入門 15 1 1 1

再生医療入門 15 1 1 1

学びの基盤 15 1 1

健康科学 15 1 1 1

コミュニケーション論 15 1 1 1

文章表現法 15 1 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 2 2

体育実習 30 1 1 1

国際医療研修 30 1 1 1 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

解剖学Ⅰ 30 2 2

解剖学Ⅱ 30 2 2

生理学Ⅰ 30 2 2

生理学Ⅱ 30 2 2

生理学実習 45 1 1

医学概論 30 1 1

病理学概論 30 1 1

生化学 30 1 1

臨床生化学 30 1 1

感染症・免疫学 30 1 1

臨床薬理学 30 1 1

公衆衛生学 30 1 1

社会保障論 30 1 1

医療倫理学 30 2 2

医療基礎技術 30 1 1

数学基礎演習Ⅰ 30 1 1

数学基礎演習Ⅱ 30 1 1

物理学基礎演習Ⅰ 30 1 1

物理学基礎演習Ⅱ 30 1 1

数学 30 1 1

応用数学 30 1 1

物理学 30 1 1

数学・物理学演習 30 1 1

電気工学Ⅰ 30 1 1

電気工学Ⅱ 30 1 1

電気工学実習 60 2 2

電子工学Ⅰ 30 1 1

電子工学Ⅱ 30 1 1

電子工学実習 60 2 2

機械工学 30 2 2

機械工学演習 30 1 1

機械工学実習 60 2 2

システム・制御工学 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅲ 30 2 2

情報科学実習 60 2 2

ホースセラピー 15 1 1 1

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

基
　
礎
　
科
　
目

教
養
教
育
科
目

卒業要件
　基礎科目
　　必修科目 13単位
　　選択科目 12単位以上
　　・教養教育科目から8単位以上
　　・語学教育・理系基礎・
　　　初年次教育科目・その他から
　　　4単位以上
　　小計 25単位以上
　専門基礎科目
　　必修科目 42単位
    選択必修科目 2単位以上
　　選択科目 1単位以上
　　小計　45単位以上
　専門科目
　　必修科目 60単位
　　小計　60単位
　　合計　130単位以上

語
学
教
育
科
目

理
系
基
礎
科
目

初
年
次
教
育
科
目

そ
の
他

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次
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藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2016年度以降入学生）

前 後 前 後 前 後 前 後

臨床工学概論 30 1 1

生体医工学 30 2 2

生体物性学 30 2 2

医用材料学 30 2 2

生体計測装置学Ⅰ 30 2 2

生体計測装置学Ⅱ 30 2 2

生体計測機器学実習 30 1 1

心血管カテーテル治療学 30 2 2

医用画像診断機器学 30 2 2

医用治療機器学Ⅰ 30 2 2

医用治療機器学Ⅱ 30 2 2

医用治療機器学実習 30 1 1

人工心肺制御学Ⅰ 30 2 2

人工心肺制御学Ⅱ 30 2 2

人工呼吸制御学Ⅰ 30 2 2

人工呼吸制御学Ⅱ 30 2 2

血液浄化療法学Ⅰ 30 2 2

血液浄化療法学Ⅱ 30 2 2

人工心肺制御学実習 30 1 1

血液浄化療法学実習 30 1 1

人工呼吸制御学実習 30 1 1

医用機器安全管理学Ⅰ 30 2 2

医用機器安全管理学Ⅱ 30 2 2

医用機器安全管理学実習 30 1 1

臨床工学関連法規 30 1 1

臨床医学外科総論 30 1 1

臨床医学内科総論 30 1 1

呼吸器病態学 30 1 1

循環器病態学 30 1 1

腎泌尿器病態学 30 1 1

麻酔集中治療医学 30 1 1

臨床実習講義 30 1 1

臨床血液浄化実習 45 1

臨床手術室実習 45 1

臨床集中治療室実習 45 1

臨床医療機器管理実習 45 1

シンメディカル論 15 1 1

臨床工学特論 30 1 1

臨床工学総合演習 30 1 1

臨床工学特別演習 90 2 2

卒業研究 90 2 2

専
　
門
　
科
　
目

1

1

1

1

備考
必修

選択
必修

選択
1年 2年 3年 4年

分
野

授業科目名 時間

単位数 配当年次
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前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 1 1

環境と生活 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

生化学 30 1 1

科学技術論 30 1 1

再生医療概説 15 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

英文抄読 30 2 2

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

社会保障論 30 1 1

法学 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

795 21 11 0 10 9 4 4 2 0 0 1

解剖学Ⅰ 30 2 2

解剖学Ⅱ 30 2 2

生理学Ⅰ 30 2 2

生理学Ⅱ 30 2 2

生理学実習 45 1 1

医学概論 30 1 1

病理学概論 30 1 1

臨床生化学 30 1 1

感染症・免疫学 30 1 1

代謝栄養学 30 1 1

臨床薬理学 30 1 1

公衆衛生学 30 1 1

救命救急医学 30 1 1

看護学概論 30 1 1

数学基礎演習Ⅰ 30 1 1

数学基礎演習Ⅱ 30 1 1

物理学基礎演習Ⅰ 30 1 1

物理学基礎演習Ⅱ 30 1 1

数学 30 1 1

物理学 30 1 1

数学・物理学演習 30 1 1

電気工学Ⅰ 30 1 1

電気工学Ⅱ 30 1 1

電気工学実習 60 2 2

電子工学Ⅰ 30 1 1

電子工学Ⅱ 30 1 1

電子工学実習 60 2 2

計測工学 30 1 1

機械工学 30 2 2

機械工学演習 30 1 1

機械工学実習 60 2 2

システム・制御工学 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅲ 30 2 2

情報科学実習 60 2 2

1185 46 0 0 6 9 15 12 4 0 0 0

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小計

基
　
礎
　
科
　
目

卒業要件：

基礎科目
必修 21単位
選択 4単位
小計 25単位

専門基礎科目
必修 46単位

専門科目
必修 58単位
選択科目2単位
小計60単位

合計131単位

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

1
または

2

小計

時間 自
由

1年 2年

藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2015年度以降入学生）

4年3年授業科目名

単位数 配当年次

備考必
修

選
択
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前 後 前 後 前 後 前 後

臨床工学概論 30 1 1

生体医工学 30 2 2

生体物性学 30 2 2

医用材料学 30 2 2

医用信号・画像処理 30 2 2

生体計測機器学 30 2 2

生体計測機器学実習 30 1 1

医用画像診断機器学 30 2 2

医用治療機器学Ⅰ 30 2 2

医用治療機器学Ⅱ 30 2 2

医用治療機器学実習 30 1 1

人工臓器学 30 2 2

人工心肺学Ⅰ 30 2 2

人工心肺学Ⅱ 30 2 2

人工呼吸療法学 30 2 2

高気圧治療論 30 1 1

血液浄化療法学Ⅰ 30 2 2

血液浄化療法学Ⅱ 30 2 2

生命維持装置学実習 90 2 2

医用機器安全管理学Ⅰ 30 2 2

医用機器安全管理学Ⅱ 30 2 2

医用機器安全管理学実習 30 1 1

関連法規 30 2 2

臨床医学総論Ⅰ 30 2 2

臨床医学総論Ⅱ 30 2 2

腎・泌尿器学 30 2 2

麻酔・集中治療医学 30 2 2

医用画像診断学 30 1 1

臨床実習Ⅰ 45 1 1 ＊

臨床実習Ⅱ 45 1 1 ＊

臨床実習Ⅲ 45 1 1 ＊

臨床実習Ⅳ 45 1 1 ＊

シンメディカル論 15 1 1

臨床工学特論Ⅰ 30 2 2

臨床工学特論Ⅱ 30 2 2

臨床工学総合演習 30 1 1

卒業研究 90 2 2

1275 58 4 0 1 0 0 10 21 17 1 12

3255 125 15 0 17 18 19 26 27 17 1 13

＊ 臨床実習Ⅰ・臨床実習Ⅱ・臨床実習Ⅲ・臨床実習Ⅳの変更については、2012年度入学生より適用する。

専
 
門
 
科
 
目

小計

合計

選
択

自
由

1年

藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2015年度以降入学生）

授業科目名 時間

単位数

必
修

2年 3年

配当年次

備考4年
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前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅰ 30 1 1

環境と生活 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

生化学 30 1 1

科学技術論 30 1 1

再生医療概説 15 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

英文抄読 30 2 2

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

社会保障論 30 1 1

法学 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

－ 1年前期から4年前期まで

795 21 11 0 10 9 4 4 2 0 0 1

解剖学Ⅰ 30 2 2

解剖学Ⅱ 30 2 2

生理学Ⅰ 30 2 2

生理学Ⅱ 30 2 2

生理学実習 45 1 1

医学概論 30 1 1

病理学概論 30 1 1

臨床生化学 30 1 1

感染症・免疫学 30 1 1

代謝栄養学 30 1 1

臨床薬理学 30 1 1

公衆衛生学 30 1 1

救命救急医学 30 1 1

看護学概論 30 1 1

数学基礎演習Ⅰ 30 1 1

数学基礎演習Ⅱ 30 1 1

物理学基礎演習Ⅰ 30 1 1

物理学基礎演習Ⅱ 30 1 1

数学 30 1 1

物理学 30 1 1

数学・物理学演習 30 1 1

電気工学Ⅰ 30 1 1

電気工学Ⅱ 30 1 1

電気工学実習 60 2 2

電子工学Ⅰ 30 1 1

電子工学Ⅱ 30 1 1

電子工学実習 60 2 2

計測工学 30 1 1

機械工学 30 2 2

機械工学演習 30 1 1

機械工学実習 60 2 2

システム・制御工学 30 2 2

情報科学Ⅱ 30 1 1

情報科学Ⅲ 30 2 2

情報科学実習 60 2 2

1185 46 0 0 6 9 15 12 4 0 0 0

2年 3年 4年

藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2014年度以降入学生）

自
由

1年

1
または

2

基
　
礎
　
科
　
目

備考

卒業要件：

基礎科目
必修 21単位
選択 4単位
小計 25単位

専門基礎科目
必修 46単位

専門科目
必修 58単位
選択科目2単位
小計60単位

合計131単位

授業科目名 時間

単位数 配当年次

必
修

選
択

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定に基づ
く科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略的大学
連携事業の教育プログラム

小計

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

小計
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前 後 前 後 前 後 前 後

臨床工学概論 30 1 1

生体医工学 30 2 2

生体物性学 30 2 2

医用材料学 30 2 2

医用信号・画像処理 30 2 2

生体計測機器学 30 2 2

生体計測機器学実習 30 1 1

医用画像診断機器学 30 2 2

医用治療機器学Ⅰ 30 2 2

医用治療機器学Ⅱ 30 2 2

医用治療機器学実習 30 1 1

人工臓器学 30 2 2

人工心肺学Ⅰ 30 2 2

人工心肺学Ⅱ 30 2 2

人工呼吸療法学 30 2 2

高気圧治療論 30 1 1

血液浄化療法学Ⅰ 30 2 2

血液浄化療法学Ⅱ 30 2 2

生命維持装置学実習 90 2 2

医用機器安全管理学Ⅰ 30 2 2

医用機器安全管理学Ⅱ 30 2 2

医用機器安全管理学実習 30 1 1

関連法規 30 2 2

臨床医学総論Ⅰ 30 2 2

臨床医学総論Ⅱ 30 2 2

腎・泌尿器学 30 2 2

麻酔・集中治療医学 30 2 2

医用画像診断学 30 1 1

臨床実習Ⅰ 45 1 1

臨床実習Ⅱ 45 1 1

臨床実習Ⅲ 45 1 1

臨床実習Ⅳ 45 1 1

シンメディカル論 15 1 1

臨床工学特論Ⅰ 30 2 2

臨床工学特論Ⅱ 30 2 2

臨床工学総合演習 30 1 1

卒業研究 90 2 2

1275 58 4 0 1 0 0 10 21 17 5 8

3255 125 15 0 17 18 19 26 27 17 5 9

小計

合計

配当年次

必
修

選
択

自
由

1年

藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2014年度以降入学生）

備考

専
 
門
 
科
 
目

2年 3年 4年授業科目名 時間

単位数
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前 後 前 後 前 後 前 後

健康科学 30 1 1

統計学Ⅰ 30 1 1

統計学Ⅱ 30 2 2

情報科学Ⅰ 30 1 1

情報科学Ⅱ 30 1 1

環境と生活 30 1 1

数学基礎Ⅰ 30 1 1

数学基礎Ⅱ 30 1 1

物理学基礎Ⅰ 30 1 1

物理学基礎Ⅱ 30 1 1

生化学 30 1 1

科学技術概論 30 1 1

英語Ⅰ 30 1 1

英語Ⅱ 30 1 1

医療英語Ⅰ 30 1 1

医療英語Ⅱ 30 1 1

英文抄読 30 2 2

日本語 30 1 1

文章表現法 30 1 1

コミュニケーション論 30 1 1

ボランティア論 30 1 1

社会保障論 30 1 1

法学 30 2 2

医療倫理学 30 2 2

世界の保健医療 30 1 1

国際比較福祉論 30 1 1

人間学 30 1 1

医療心理学 30 1 1

－
1

または

2
1年前期から4年前期まで

840 22 12 0 11 11 4 4 2 0 0 0

解剖学Ⅰ 30 2 2

解剖学Ⅱ 30 2 2

生理学Ⅰ 30 2 2

生理学Ⅱ 30 2 2

生理学実習 45 1 1

医学概論 30 1 1

病理学概論 30 1 1

臨床生化学 30 1 1

感染症・免疫学 30 1 1

代謝栄養学 30 1 1

臨床薬理学 30 1 1

公衆衛生学 30 1 1

救命救急医学 30 1 1

リハビリテーション概論 30 1 1

看護学概論 30 1 1

数学基礎演習 30 1 1

物理学基礎演習 30 1 1

数学 30 1 1

物理学 30 1 1

数学・物理学演習 30 1 1

電気工学Ⅰ 30 1 1

電気工学Ⅱ 30 1 1

電気工学実習 60 2 2

電子工学Ⅰ 30 1 1

電子工学Ⅱ 30 1 1

電子工学実習 60 2 2

計測工学 30 1 1

機械工学 30 2 2

機械工学演習 30 1 1

機械工学実習 60 2 2

システム・制御工学 30 2 2

システム・制御工学演習 30 1 1

情報科学Ⅲ 30 2 2

情報科学実習 60 2 2

1155 45 0 0 4 9 15 12 5 0 0 0

基
礎
科
目

2年 3年 4年

卒業要件：

基礎科目
必修 22単位
選択 4単位
小計 26単位

専門基礎科目
必修 45単位

専門科目
必修 60単位
選択科目2単位
小計62単位

合計133単位

小計

藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2010年度以降入学生）

時間

単位数 配当年次

備考

大学コンソーシアム大阪の単位互換協定
に基づく科目、
臨床医工情報学コンソーシアム関西戦略
的大学連携事業の教育プログラム

必
修

専
門
基
礎
科
目

小計

選
択

自
由

1年授業科目名
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前 後 前 後 前 後 前 後

臨床工学概論 30 1 1

生体医工学 30 2 2

生体物性学 30 2 2

医用材料学 30 2 2

医用信号・画像処理 30 2 2

生体計測機器学 30 2 2

生体計測機器学実習 30 1 1

医用画像診断機器学 30 2 2

医用治療機器学Ⅰ 30 2 2

医用治療機器学Ⅱ 30 2 2

医用治療機器学実習 30 1 1

人工臓器学 30 2 2

人工心肺学Ⅰ 30 2 2

人工心肺学Ⅱ 30 2 2

人工呼吸療法学 30 2 2

血液浄化療法学Ⅰ 30 2 2

血液浄化療法学Ⅱ 30 2 2

生命維持装置学実習 90 2 2

医用機器安全管理学Ⅰ 30 2 2

医用機器安全管理学Ⅱ 30 2 2

医用機器安全管理学実習 30 1 1

関連法規 30 2 2

臨床医学総論Ⅰ 30 2 2

臨床医学総論Ⅱ 30 2 2

腎・泌尿器学 30 2 2

麻酔・集中治療医学 30 2 2

医用画像診断学 30 1 1

臨床実習Ⅰ 45 1 1

臨床実習Ⅱ 45 1 1

臨床実習Ⅲ 45 1 1

臨床実習Ⅳ 45 1 1

シンメディカル学 Ⅰ 15 1 1

シンメディカル学 Ⅱ 15 1 1

シンメディカル学 Ⅲ 15 1 1

シンメディカル学 Ⅳ 15 1 1

臨床工学特論Ⅰ 30 2 2

臨床工学特論Ⅱ 30 2 2

臨床工学総合演習 30 1 1

卒業研究 90 2 2

1290 60 4 0 1 1 0 9 23 18 4 8

3285 127 16 0 16 21 19 25 30 18 4 8合計

選
択

自
由

1年必
修

専
門
科
目

時間授業科目名

単位数

3年 4年

小計

藍野大学医療保健学部　臨床工学科　（2010年度以降入学生）

2年

配当年次

備考

50
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変更後

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 ࡋ࡞

学位授与方針

㛵連ࡢ

担当教員

第㸯回 木ᮧࠉ裕樹

第㸰回 木ᮧࠉ裕樹

第㸱回 木ᮧࠉ裕樹

第㸲回 木ᮧࠉ裕樹

第㸳回 木ᮧࠉ裕樹

第㸴回 木ᮧࠉ裕樹

第㸵回 木ᮧࠉ裕樹

第㸶回 木ᮧࠉ裕樹

授業時間以外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

オࢫࣇ

ワ࣮

講義終了後

備考

日本ࡢ職人࡛ࢹ࣓ࢫ࣐ࡣ取ࡾあࡿࢀࡽࡆ機会ࡢ多い存在࡛ࠋࡍ本や雑誌ࠊ新聞࣮ࢱࣥࠊネࢺࢵ記

事ࠊ映画࡞をࢳࡵࡲࡇェࢵクࠊࡋ情報収集ࡉࡔࡃ࡚ࡵࡘいࠋ博物館や美術館ࡢ展示ࠊあࡿいࡣⓒ

貨店ࡢ見学ࡶ役立ࠋࡍࡲࡕ

授業時指示ࡿࡍ課題㸦」0％㸧やࣞࢺ࣮࣏㸦】0％㸧へࡢ積極的࡞取ࡳࡃࡾをࠊ評価ࡢ基準ࠋࡍࡲࡋ

使用࡞ࡋいࠋ

遠藤元男ࣦࠗࢪュྐࣝ料日本職人ྐ࠘㸦1～『㸧雄山㛶ࠋ大高洋司࣭大久保純一࣭小島㐨裕編ࠗ鍬形蕙

斎画 近世職人尽絵詞―江戸ࡢ職人風俗を読ࡳ解࠘ࡃ勉誠出版ࠋⓑ洲正子ࠗࢀࡃ㔛࠘新潮社ࠋそࡢ

ࠊ講義時適宜ࠊ紹介ࠋࡿࡍ

職人いう生ࡁ方教育㸦㸰㸧：ࢶ࣮࣏ࢫ職人

授業概要

到㐩目標

࠙授業概要ࠚ

日本ࡢ職人ࡣ単生計活動を営ࢪ࣮࣓࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡴを࡞ࡶう存在࡛ࠕࠋࡍ職人ࠖいう

言葉ࡣ熟練や生ࡁ方いࡓࡗ意味ࡶ込࡚ࢀࡽࡵいࠋࡍࡲ本授業࡛ࡣ日本ࡢ職人ࡢ歴ྐを通ࠊ࡚ࡋ現代日

本ࡢ職人文化ࡘい࡚学ࠋࡍࡲࡧそࡢ際ࠊ具体的࡞職人ࡢ事例ࡃࠊ࡚ࡋ近江㸦滋賀県㸧ゆࡢࡾ

深いࠊ木地屋㸦木地師㸧鋳物師を取ࡾあࠊ࠾࡞ࠋࡍࡲࡆ授業࡛ࠊࡣ職人を題ᮦࡓࡋ絵画資料や映像作

品ࡢ視聴をࢪࣅࡅࡔࡿࡁ࡛ࠊ࡚ࡋ࠾ュࣝ進ࠋࡍࡲࡵ

࠙到㐩目標ࠚ

㸦㸯㸧日本ࡢ職人ࡢ特質ࡘい࡚理解ࠋࡿࡍ 

㸦㸰㸧日本ࡢ職人ࢪ࣮࣓ࡢ実態ࡘい࡚理解ࠋࡿࡍ 

㸦㸱㸧日本ࡢ職人をྠࡿࡄࡵ時代的࡞社会背景ࡘい࡚理解ࠋࡿࡍ

DP1

人を尊ࡧ幅広い教養を有ࠊࡋ差ู偏見を持࡞ࡓい倫理感ࠊࡶࡢ理学療法士ࡢ࡚ࡋ自覚責任を持

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ自己研鑽ࡾࡓわ生涯ࠊࡕ

内容

職人ࠖࠕࡋࡽ暮ࡢ現代ࠊࢫࣥࢲガ：何ࡣ職人ࠖࠕ

量産手事ࠊ産ྡࠊ出職居職ࠊ職人集団ࠊ職人ࠖ概念ࠕ：歴ྐࡢ職人ࠖࠕ

現代ࡢ職人をࡿࡄࡵ制度：伝統的ᕤ芸品産業ࡢ振興ࠊ文化財保護行政

近江ࡢ木地屋㸦㸯㸧：職祖伝承発祥地ࠊ轆轤

近江ࡢ木地屋㸦㸰㸧：漆器産地木地屋

近江ࡢ鋳物師

職人いう生ࡁ方教育㸦㸯㸧：料理職人

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

日本ࡢ伝統文化 選 木ᮧࠉ裕樹 1 15
㸯年次

前期

講義

1



変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 ࡋ࡞

学位授与方針

㛵連ࡢ

担当教員

第㸯回 稲葉隆㐨

第㸰回 稲葉隆㐨

第㸱回 ศ木ࡳࡦ

第㸲回 ศ木ࡳࡦ

第㸳回 砂川勇

第㸴回 砂川勇

第㸵回 砂川勇

第㸶回 砂川勇

授業時間以外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

オࢫࣇ

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

日本ࡢ伝統文化 選

稲葉隆㐨࣭砂川勇࣭ศ木ࡦ

ࡳ

1 15
㸯年次

前期

講義

授業概要

到㐩目標

医療従事者ࠊࡣ生わࡿ㔜大࡞場面直面ࡀࡇࡿࡍあࡼࡢࠋࡿう࡞状況࠾い࡚ࠊࡶ常冷静

࡛個人ࡢ感情ࡣᕥྑ࡞ࢀࡉい強い精神力ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࡢࡇࠋࡿ冷静࡞精神力ࡢ育成ࠊ生ࡢ大ษࡉ

を根底ࡓࡋ冷静࡞精神統一をࠊࡵࡓࡿࡣ僧侶ࡢ講話࣭茶㐨ࡢ経験࣭尺八ࡢ吹奏ࡾࡼ精神統一をࡍ

ࠋࡿࡍ手段を習得ࡿ

オ࣒ニࢫࣂ方式ࠉࠉ㸶回

㸦稲葉隆㐨／㸰回㸧

一ࡢࡘ相ࡔࡇわ࡞ࡽい無相ࠋ一処࡞ࡽࡲい無住ࠋ一ࡢࡘ思い࡞ࡽࡼࡓい無念ࡢ心境を禅定

ࠊࡧ仏ࡢ心࡛ࡇࡢあࠊࡾ医療人࡚ࡋ最ࡶ必要࡞仏ࡢ心を生ࡢ大ษࡉを通࡚ࡋ学ぶࠋ

㸦砂川勇／㸲回㸧

医療人࡚ࡋ大ษࠊࡣࡇ࡞いࡿ࡞場面࠾い࡚ࡶ現状を直視ࠊࡋ冷静ุ断ࡢࡇࠊ࡛ࡇࡿࡍ冷静ࡉ

を体得ࠊࡵࡓࡿࡍ尺八ࡢ音色を感ࡌ心を静ࠊࡵ精神統一を図ࡇࡿを学ぶࠋ

㸦ศ木ࡳࡦ／㸰回㸧茶㐨を通ࡋ季節を感ࡽࡀ࡞ࡌ気持ࡕをษࡾ替えࠊ精神的ࢫࣞࢺࢫ࡞解消法ࡢ一ࡘ

ࠋう学ぶࡼࡿ࡞

DP1

自覚ࡢ࡚ࡋ医療専門職ࠊࡋ幅広い教養を有人間性࡞豊ࡿࡍを大ษࡾ㛵わࡢ人ࠊࡧ生を尊ࠉ

責任を࡚ࡗࡶ行動ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

ࡢ大ษࡉを再度考え࡚ࡼࡳう

職業倫理学ぶ人生ࡾࡼ生苦ࠖࠕ

茶㐨ࡢ成ࡾ立ࡕ

喫茶ࡢ所作経験

理学療法士࡚ࡗ࡞半世紀

尺八ࡢ製作㸦塩ࣅ管ࡿࡼ尺八ࡢ製作㸧

精神統一音色

求ࡿࢀࡽࡵセࣛࢺࢫࣆを目指࡚ࡋ

備考

授業内課題ࢺ࣮࣏ࣞࠊ0％『ࠉ課題0％『ࠉ

配布資料

2



変更後

㸦ࣜࣁビࣜࢩ࣮ࢸョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 し࡞

学授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸰回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸱回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸲回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸳回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸴回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸵回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸶回 鈴木ࠉ規巳洋

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

事前指定し࡚いࡿ参考資料をネ࡛ࢺࢵ確認さࠋࡿࡏ授業࡛習ࡓࡗෆ容ࡢさࡿ࡞ࡽ深化を測ࢹࡓࡲࠊࡾ

ࡏࡲㄞࡘࡎ関係論文を少し࡞簡༢ࡓい࠾渡し࡚ࡵ初ࡢ学期ࠋࡿࡍ資料ࡿࡍ利用ࡁࡢョンࢩࢵ࢝ࢫ

ࠋࡿ

定期試験㸦」0㸣㸧ࠊ小࣭ࢺࢫࢸ中間確認㸦「0㸣㸧ࣉ࣮ࣝࢢࠊワ࣮ࢡ㸦40㸣㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦10㸣㸧

前期火曜日「限ࠊ」限ࠉࠉ水曜日」限4ࠊ限

後期水曜日」限4ࠊ限ࠉࠉ木曜日「限ࠊ」限

低せoけaせ Issつes Toてaちこs ５eaげe 。༡雲堂㸧

DP1
人を尊び幅広い教養を有しࠊ差別偏見を持࡞ࡓい倫理感ࠊࡶࡢ理学療法士し࡚ࡢ自覚 責任を持

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ自己研鑽ࡾࡓわ生涯ࠊࡕ

DP2
地域ఫ民を取ࡾ巻く多職種必要࡞信頼関係を築ࠊࡁ滑࡞コ࣑ュニࢩ࣮ࢣョンを࡚ࡗࡶ理学療法を実践

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

Education and Gender I
教育࢙ࢪンダ࣮ Iࠉビ࢜ࢹ㸤解ㄝ。）V） ＆げっiviっies)

Education and GenderII
教育࢙ࢪンダ࣮ IIࠉㄞ解。７eaこing ＆げっiviっies)

基礎英語ࡢョンࢩ࣮ࢸビࣜࣁࣜࠊ現代社会ョンࢩゼ࣮ࣜࣂ࣮ࣟࢢ

ෆ容

備考

授業概要

到達目標

㸦科目ࡢ概要㸧

生活㸦仕事をࡢ将来生活ࡢࡕࡓ自ศࡢを今ࡢࡿ何࡛あࡣࠖࣝࣂ࣮ࣟࢢࠕ英語教育を通し࡚ࡢ大学ࠉ

含ࡵ㸧中࡛う活し࡚行ࡿࡅを学習ࢸࠋࡿࡍキࡣ࡛ࢺࢫ多文化理解教育を様々࡛ࢫ࣮ࢣ࡞ㄞ解しࡲࠊ

学ぶ機会を与え力を中心ࢢニンࢫࣜㄞ解力࡞基礎的ࡽࡀ࡞教材を活用し࢜ࢹビࡿࡏࡓ臨場感を持ࡓ

ࠋࡿ

㸦学習到達目標㸧

ンࡣ到達目標ࡢ英語教育ࡢ大学࡛ࠋい࡞上達しࠊいし࡞ࡁ理解࡛ࡣ࡛ࡅࡔࡿ聞い࡚いࠊࡣ授業ࡢ語学ࠉ

を通しࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢへࢫࣛࢡやࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢࡵࡓを学ぶࡿࡍࢺࢵࣉࢺ࢘うをࡢࡶࡓしࢺࢵࣉ

ࠋࡿ大ษさを知ࡢࢺࢵࣉࢺ࢘ࢺࢵࣉン࡚

Global Warming I
地球温暖化 Iࠉビ࢜ࢹ㸤解ㄝ。）V） ＆げっiviっies)

Global Warming
地球温暖化IIࠉㄞ解。７eaこing ＆げっiviっies)

Fighting Disease I
病ࡢ闘い I ビ࢜ࢹ㸤解ㄝ。）V） ＆げっiviっies)

Fighting Disease II
病ࡢ闘い II ㄞ解。７eaこing ＆げっiviっies)

Terrorism
(ㄞ解。７eaこing ＆げっiviっiesࠉ࣒ࢬࣜࣟࢸ

Conclusion
結び

講義要目

科 目

名

担 当 教 員

英語I 必 鈴木ࠉ規巳洋 1
1年次

前期

演習15

1



変更前

ʤリハビリテーション学部　作業療法学科ʥ
必࣭選 ༢数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 し࡞

学授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 鈴木ࠉ規己洋

第㸰回 鈴木ࠉ規己洋

第㸱回 鈴木ࠉ規己洋

第㸲回 鈴木ࠉ規己洋

第㸳回 鈴木ࠉ規己洋

第㸴回 鈴木ࠉ規己洋

第㸵回 鈴木ࠉ規己洋

第㸶回 鈴木ࠉ規己洋

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目名 担 当 教 員

英語I 必 鈴木ࠉ規己洋 1 15
1年次

前期

講義

授業概要

到達目標

英語ࡿࡍ日常生活࡛目や耳ࡵࡓࡢそࠋࡿく࡚ࡗ࡞し࡚必須社会人ࡣ英語力ࠊ中ࡴ進ࡀ化ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

見直しࡢ࣮ࣜࣛࣈキャ࣎文法やࡢ高校時代ࠊ中学ࡓࡲࠋࡿࡍうࡼࡿࡁを最ప限理解࡛ࡽࢀそࠊࡳ親し

日常的を目標ࡇࡿࡍࢀ耳慣ࠊࡣ関し࡚ࢢニンࢫࣜࠋࡿࡆ࡞ࡘ向上ࡢ基礎学力ࠊ行いࡶ復習ࡢ࡞

外ࠊ将来ࡓࡲࠋࡍ習得を目指ࡢ英語ࡿし࡚使え࣮ࣝࢶョンࢩ࣮ࢣュニ࣑コࠊࡵ始ࡽࡾ取ࡁ聞ࡢ会話࡞

国人ࡢ患者対応ࡿࡍ可能性ࡶ考えࠊ日常会話や簡༢࡞動作指示ࡼࡿࡁ࡛ࡀうࠊ表現方法を学ぶࠋ

DP1
 生命を尊びࠊ人ࡢ関わࡾを大ษࡿࡍ豊࡞人間性幅広い教養を有しࠊ医療専門職し࡚ࡢ自覚

責任を࡚ࡗࡶ行動ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

DP2
 様々࡞人々滑࡞コ࣑ュニࢩ࣮ࢣョンを図ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ෆ容

住oて っo こeveせoた gooこ sっつこと sずiせせs anこ haけiっs！

良い勉強ࢫキࣝ習慣ࡢ作ࡾ方

住oて っo sっoた たちoげちasっinaっing！

先ࡤࡢしࡇࡿࡍをやࡿࡵ方法

住oて っo けeげome とoつち oてn "１ie こeっeげっoち"！

あࡓ࡞自身ࠕࡢうそ発見器ࠖࡿ࡞方法

住oて っo せeaちn a せangつage onせine！

言葉を࢜ンࣛン࡛学ぶ方法

How to deak with difficult people!
扱いくい人ࡢ対処法

How to keep people awake in meetings!
会議࡛目を覚ࡲし࡚࠾く方法

How to do the right thing!
正しいࡇをࡿࡍ方法

Conclusion
結び

前期火曜日「限ࠊ」限ࠉࠉ水曜日」限4ࠊ限

後期水曜日」限4ࠊ限ࠉࠉ木曜日「限ࠊ」限

備考

事前指定し࡚いࡿ参考資料をネ࡛ࢺࢵ確認さࠋࡿࡏ授業࡛習ࡓࡗෆ容ࡢさࡿ࡞ࡽ深化を測ࢹࡓࡲࠊࡾ

ࡏࡲㄞࡘࡎ関係論文を少し࡞簡༢ࡓい࠾渡し࡚ࡵ初ࡢ学期ࠋࡿࡍ資料ࡿࡍ利用ࡁࡢョンࢩࢵ࢝ࢫ

ࠋࡿ

定期試験㸦」0㸣㸧ࠊ小࣭ࢺࢫࢸ中間確認㸦「0㸣㸧ࣉ࣮ࣝࢢࠊワ࣮ࢡ㸦40㸣㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦10㸣㸧

住４W-T４ 分３低１I８住ࠉ＆こviげe foち a けeっっeち １ife.   Jim Knつこsen 。༡雲堂㸧

５T/４Tࡀ書いࣁࣜࠕࡓビࣜࢩ࣮ࢸョン英会話ࠖࠊ医学略語用語集

2



㸦リハビリテ࣮ション学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 単位数 時間数 履修年ḟ 授業形態

履修要件 し࡞

学位授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 飯田ࠉ英晴

第㸰回 飯田ࠉ英晴

第㸱回 飯田ࠉ英晴

第㸲回 飯田ࠉ英晴

第㸳回 飯田ࠉ英晴

第㸴回 飯田ࠉ英晴

第㸵回 飯田ࠉ英晴

第㸶回 飯田ࠉ英晴

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

オフス

ワ࣮

講義担当日ࡢ放課後

備考

毎回授業ෆ容ࡘい࡚課題を出し提出し࡚ࡽࡶうࠋ遅刻ࠊ無断Ḟ席ࠊ授業態度ࡢ良く࡞い学生ࡣ厳しく

対応すࠋࡿ

計5回ࡢ授業時間外課題を提出し࡚ࡽࡶう

終講試験60％ࠊ授業時間課題∔提出課題40％࡛最終評価を出すࠋ

特指定し࡞いࠋ講義初回書ࡁ込み型ࡢテキストを配布すࡿ

特指定し࡞いࠋ

人ࡢ接し方ࡢ基本ࠊコミュニケ࣮ション能力ࡢ自己評価研鑽

授業概要

到㐩目標

コミュニケ－ションࡢ基本概念構造ࠊ非言語的コミュニケ࣮ションࠊ言語的コミュニケ࣮ションࠊ社会

的相互作用等コミュニケ࣮ションࡘい࡚深く理解すࠊࡶࡿ自己ࡢコミュニケ࣮ション能力ࡘい

࡚洞察を深ࠋࡿࡵ社会人求ࡾࡼࡿࢀࡽࡵ良いコミュニケ࣮ションࡾࡼࠊ良い人間関係を自ࡽ作ࡾ上ࡿࡆ

ࠋࡿすを目標ࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇ

DP2

地域住民をྲྀࡾ巻く多職種必要࡞信頼関係を築ࠊࡁ滑࡞コミュニケ࣮ションを࡚ࡗࡶ理学療法を実践

すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ෆ容

コミュニケ－ションࡢ基本概念構造ࠊ人間関係ࡢ基礎

臨床ࡢ場ࡿࡅ࠾コミュニケ－ションࠊ如何し࡚コミュニケ࣮ションࡣ治療

ࡿ得ࡾ࡞

 社会的相互作用ࠊ相互作用ࡿࡅ࠾無関心無意識

 社会的役割役割行動ࠊ役割ࡢ特性ࠊ役割葛藤ࠊ役割距離装い

援助的コミュニケ－ションࠊ関係性ࡢ維持発展

 対人技法ࡢ基本ࠊ聴く࣭ࡇ話を聞い࡚ࡽࡶうࡢࡇ効果ࠊ聴く࣭聞く࣭訊くࡢ

㐪いࠊ非言語コミュニケ࣮ションそࡢ効果

 死ゆく人ࡢ対話ࠊ傍ࡽいࡿいうコミュニケ࣮ションࠊ死ཷࡢ容至ࡿ経

過コミュニケ࣮ション

講義要目

科 目

名

担 当 教 員

コミュニケ࣮ション論 必 飯田ࠉ英晴 1 15
1年ḟ

前期

講義

12

明渡　志郎
テキスト ボックス

明渡　志郎
テキスト ボックス

明渡　志郎
テキスト ボックス



㸦リハビリテ࣮ション学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 単位数 時間数 履修年ḟ 授業形態

履修要件 し࡞

学位授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 飯田ࠉ英晴

第㸰回 飯田ࠉ英晴

第㸱回 飯田ࠉ英晴

第㸲回 飯田ࠉ英晴

第㸳回 飯田ࠉ英晴

第㸴回 飯田ࠉ英晴

第㸵回 飯田ࠉ英晴

第㸶回 飯田ࠉ英晴

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

オフス

ワ࣮

講義担当日ࡢ放課後

備考

計5回ࡢᑠテストを行うࠋᑠテストࡢᡂ⦼ࡣ最終評価ᫎࠋࡿࡏࡉ遅刻ࠊ無断Ḟ席ࠊ授業態度ࡢᝏい学

生ࡣ厳しく臨みࡲすࠋ

5回⛬度ࡢ授業時間外課題を提出し࡚ࡽࡶいࠊ最終ᡂ⦼ᫎࡿࡏࡉ

終講試験60％ࠊ授業時間外課題∔ᑠテストᡂ⦼40％࡛評価すࠋࡿ

特指定し࡞いࠋ初回時書ࡁ込み型ࡢテキストを配布すࠋࡿ

特指定し࡞いࠋ

人ࡢ行動自己ࡢほ察ࠊ人間ࡢ行動ࡢᛮ㆟ࡵࡲࠊ

授業概要

到㐩目標

心理学ࡣ人ࡢ心ࡢ動ࡸࡁそࡽࡇ生ࡿࡌ行動ࡘい࡚᥈求しࡼうすࡿ㡿域࡛ࠋࡿ࠶そࡢ㡿域ࡣ多ᒱࢃ

本講義ࠋᖜᗈい࡞社会心理学ࠊᖖ心理学␗ࠊ臨床心理学ࠊぬ心理学▱ࠊㄆ▱心理学ࠊ発㐩心理学ࠊࡾࡓ

人ࠊ形ᡂࡢ性᱁ࠊ発㐩ࡢ能▱ࠊ構造ࡢ能▱ࠋࡪ基礎を学ࡢ㡿域ࡿࡀ࡞ࡘ理解ࡢ人ࡶ୰࡛ࡢ心理学ࠊࡣ࡛

行動をࡢ人間ࠊࡧ基礎を学ࡿࡀ࡞ࡘ理解ࡢグ᠈等人ࠊ ឤࠊ展㛤ࡢ行動ࠊ㐺応行動㐺応ࠊḧ求ࡢ

科学的ほ察すࡿどⅬを㣴うࠋ

DP1

人をᑛࡧᖜᗈい教㣴を᭷しࠊᕪู೫ぢを持࡞ࡓい理ឤࠊࡶࡢ理学療法ኈし࡚ࡢ自ぬ㈐௵を持

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ自己研鑽すࡾࡓࢃ生ᾭࠊࡕ

ෆ容

▱能ࡣ何ࠊ▱能ࡢ構造ࠊ▱的能力ࡢ発㐩ࠊ▱能ࡢ㞀ᐖそࡢ評価

性᱁ࡣ何ࠊ性᱁ࡢ定義ࠊ性᱁ࡢ形ᡂཬࡰす人間関係ࠊ性᱁ࡢ評価

人ࡢḧ求୍ࠊḟḧ求ḟḧ求ࠊ行動ࡢ展㛤ࡢཎ理ࠊḧ求ࡀ㜼ᐖࡓࢀࡉ時ࡢ行

動ࠊ自ᡃ㜵⾨ࠊ㐺応行動

ឤ行動ࠊឤࡢコント࣮ࣟࣝࠊឤࡢ発㐩࣭ศ

心ࡢẼ␗ᖖ心理学ࠊ⢭⚄ࡢୡ⏺�1ࡢ

心ࡢẼ␗ᖖ心理学ࠊ⢭⚄ࡢୡ⏺�2ࡢ

発㐩⪁ࠊㄆ識ࡢ発㐩ࠊ言語ࡢ発㐩ࠊ⪁కう⢭⚄ᶵ能ࡢኚ

講義要目

科 目

名

担 当 教 員

心理学 必 飯田ࠉ英晴 1 15
1年ḟ

後期

講義

12

明渡　志郎
テキスト ボックス



変更後

ʤリハビリテーション学部　理学療法学科ʥ
必࣭選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件

学位授与方

針ࡢ関連

ෆࠉࠉ容 担当教員

第㸯回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸰回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸱回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸲回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸳回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸴回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸵回 鈴木ࠉ規巳洋

第㸶回 鈴木ࠉ規巳洋

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

名

担 当 教 員

英語II 選 鈴木ࠉ規巳洋 1
㸰年次

前期

演習15

備考

授業概要

到㐩目標

㸦科目ࡢ概要㸧

ࡵ意味を学ぶたࡢ言葉ࡿい࡚ࢀ使わいう広く一般化ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊ࣒ࢬࣜࣂ࣮ࣟࢢࠊ社会ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠉ

英語4技能ࡢ向上幅広い知識を習得ࢸࠊࡋキࢺࢫを利用ࡽࡀ࡞ࡋ様々ࢫ࣮ࢣ࡞を知ࠋࡿ臨場感を持たࡿࡏ

社会࣭文化࣭学術交流ࠊ学ぶ機会を与え力を中心ࢢニンࢫࣜ読解力࡞応用的ࡽࡀ࡞ࡋ教材を活用࢜ࢹࣅ

ࠋࡿけࡘ異文化理解力をࠊ知識ࠊ英語力ࡢ

㸦学習ࡢ到㐩目標㸧

読ࠕ実践的ࠋくࡘ身ࡀ英語力࡞実践的࡛こࡿࡍࢺプッࢺウをࡢࡶたࡋࢺンプッࠊࡣ授業ࡢ語学ࠉ

言ࡢい知識を自ศࡋた新ࡲࠋࡍࡲࡁ英語力を磨ࡿ࡞ࡽさ࡛こࡿࡍࠖࢢキン࣮ࣆࢫࠊࢢニンࢫࣜࠊࡁ書ࠊࡳ

葉࡛他者話ࠊࡋ考えࡿ機会を多く作ࡿたࠊࡵ論議࡛ࢫࡿࡁキࣝを習得ࠊࡋ積極性を身付けࡿこࡶ大ษ

ࠋࡿ要素࡛あࡢ到㐩目標࡞

）じsappearじng Anじmaせ㸦絶滅動物㸧I

分ndangered ８pecじes。絶滅危惧種㸧

）じsappearじng Anじmaせ㸦絶滅動物㸧II

Brじng Bacず っしe Wooせせと ２ammoっし。࣐ンࣔࢫをࡧ戻ࡍ㸧

Bじg ２oneと㸦大金㸧I

Wしaっ ）oes a ２じせせじon ）oせせars Bつと?㸦百万࡛ࣝࢻ何を買う？㸧

Bじg ２oneと㸦大金㸧II

１oっっerと Wじnners: ７じcし…bつっ Happと?㸦宝く࠾：ࡌ金持ちࡶ࡛ࠊ幸ࡏ？㸧

（eせebraっじons Aroつnd っしe てorせd㸦世界ࡢ祝い㸧

Weddじng （つsっoms㸦結婚式ࡢ習័㸧

Conclusion
結ࡧ

事前指定࡚ࡋいࡿ参考資料をࢿッ࡛ࢺ確認さࠋࡿࡏ授業࡛習ࡗたෆ容ࡢさࡿ࡞ࡽ深化を測ࡲࠊࡾたࢫࢹ

ࠋࡿࡏࡲ読ࡘࡎࡋ関係論文を少࡞いた簡単࠾࡚ࡋ渡ࡵ初ࡢ学期ࠋࡿࡍ資料ࡿࡍ利用ࡁࡢョンࢩッ࢝

定期試験㸦」0％㸧ࠊ小࣭ࢺࢫࢸ中間確認㸦「0％㸧࣮ࣝࢢࠊプワ࣮ࢡ㸦40％㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦10％㸧

前期火曜日「限ࠊ」限ࠉࠉ水曜日」限4ࠊ限

後期水曜日」限4ࠊ限ࠉࠉ木曜日「限ࠊ」限

Acっじve 」 。（分３違A違分 せearnじng㸧ࠖࠕ

DP1
人を尊ࡧ幅広い教養を有ࠊࡋ差別偏見を持た࡞い倫理感ࠊࡶࡢ理学療法士ࡢ࡚ࡋ自覚責任を持ちࠊ

生涯わたࡾ自己研鑽ࡿࡍこࠋࡿࡁ࡛ࡀ

DP2
地域住民を取ࡾ巻く多職種必要࡞信頼関係を築ࠊࡁ滑࡞コ࣑ュニࢩ࣮ࢣョンを࡚ࡗࡶ理学療法を実践ࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀこࡿ

Traveせ and Tecしnoせogと。旅行࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ)

Tしe （oせor of 達asしじon。ࣇッࢩョンࡢ色)

(英会話ࠖ清水㞞子࣭Tじmoっしと ２じnっon  。２分）I（A１ VI分Wࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠕ

医学略語用語㞟,ࣝ࢝ࢹ࣓ࠉ英語基礎表現100

1



変更前

ʤリハビリテーション学部　作業療法学科ʥ
必࣭選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 ࡋ࡞

学位授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 鈴木ࠉ規己洋

第㸰回 鈴木ࠉ規己洋

第㸱回 鈴木ࠉ規己洋

第㸲回 鈴木ࠉ規己洋

第㸳回 鈴木ࠉ規己洋

第㸴回 鈴木ࠉ規己洋

第㸵回 鈴木ࠉ規己洋

第㸶回 鈴木ࠉ規己洋

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目名 担 当 教 員

英語II 選 鈴木ࠉ規己洋 1 15
1年次

後期

講義

授業概要

到㐩目標

多くࡢ日本人ࠋけ࡚いくࡘ力をࡴ我៏強く読ࡶ長い文章࡛ࠊࡵたࡿ࡞基礎ࡢ技能ࡢ全࡚ࡣࢢンࢹ࣮ࣜ

合た解剖学ࡲࠋࡿࡍうࡼࡿࢀࡽ着け力を身ࡴࡘ意味を全体的ࠊࡎࡏࡣこࠖࡍ訳ࠕࡿࢀࡽ見

わ࡚ࡏ骨関節ࠊ筋名等ࡢ医療英語を学習ࢹ࣮ࣜࠊࡋンࢢ能力反映さࡼࡿࢀࡽࡏう専門用語࡚ࢀ័い

くࠋ授業資料࡚ࡋࡘࡦࡢ主ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜョンศ野ࡢ論文を用い࡚࣑ࢹ࢝ッࢡンࣜࢢッࢩュ

触ࠊࢀゼࣝࣛࢿンࣜࢢッࢩュࡢ㐪いを学ࠊࡧ論文形式抵ᢠ感࡞く取ࡾ組ࠊࡵ読ࡿࢀ័ࡳこを目標

ࠋࡿࡍ

DP1
 生を尊ࠊࡧ人ࡢ関わࡾを大ษࡿࡍ豊࡞人間性幅広い教養を有ࠊࡋ医療専門職ࡢ࡚ࡋ自覚

責任を࡚ࡗࡶ行動ࡿࡍこࠋࡿࡁ࡛ࡀ

DP2
 様々࡞人々滑࡞コ࣑ュニࢩ࣮ࢣョンを図ࡿこࠋࡿࡁ࡛ࡀ

ෆ容

Exercise and the Body(Staying Healthy): What is Health?
運動身体：健康を保ࡘたࡵ：健康ࡣ

Exercise and the Body (Staying Healthy): Overview of the Body
運動身体：健康を保ࡘたࡵ：身体ࡢ常識

What is Rehabilitation?: 
Physical Therapy and Physical Therapists
？ࡣョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

理学療法理学療法士

What is Rehabilitation?: 
 OccuoatinalTherapy and Occupational Therapists
？ࡣョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

作業療法作業療法士

Fundamentals of the Human Body for Rehabilitation:
Major joints and Regions of the Body 
基礎知識ࡢ人体ࡢࡵたࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

主要関節部位

The Structure of the Human Body: The skeletal System
人体ࡢ構造：骨格系

Diseases and Rehabilitation: Bone Fractures
疾患ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜョン：骨ᢡ

Conclusion
結ࡧ

前期火曜日「限ࠊ」限ࠉࠉ水曜日」限4ࠊ限

後期水曜日」限4ࠊ限ࠉࠉ木曜日「限ࠊ」限

備考

事前指定࡚ࡋいࡿ参考資料をࢿッ࡛ࢺ確認さࠋࡿࡏ授業࡛習ࡗたෆ容ࡢさࡿ࡞ࡽ深化を測ࡲࠊࡾたࢹ

ࡏࡲ読ࡘࡎࡋ関係論文を少࡞いた簡単࠾࡚ࡋ渡ࡵ初ࡢ学期ࠋࡿࡍ資料ࡿࡍ利用ࡁࡢョンࢩッ࢝ࢫ

ࠋࡿ

定期試験㸦」0％㸧ࠊ小࣭ࢺࢫࢸ中間確認㸦「0％㸧࣮ࣝࢢࠊプワ࣮ࢡ㸦40％㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦10％㸧

ョン基礎英語 。２edじcaせ Vじeて㸧ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠕ

(英会話ࠖ清水㞞子࣭Tじmoっしと ２じnっon  。２分）I（A１ VI分Wࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠕ

医学略語用語㞟,ࣝ࢝ࢹ࣓ࠉ英語基礎表現100

2



必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 丹葉　寛之

第２回 丹葉　寛之

第３回 丹葉　寛之

第４回 丹葉　寛之

第５回 丹葉　寛之

第６回 丹葉　寛之

第７回 丹葉　寛之

第８回 丹葉　寛之

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行い日程を調整すること

備考

適宜、google classroomを使用し、事前課題提出をした状態で受講すること。具体的内容は授業終了時
に次回までの課題を説明する。

定期試験（90%）ラーニングポートフォリオ（10%）

上杉雅之「イラストでわかる人間発達学」医歯薬出版

老年期の発達の発達と特徴

授業概要
到達目標

人間学は人が発達する存在であるという観点から理解しようとする学問である。人間学では、人を細
胞、組織、器官のレベルで捉えるのではなく、生活体として捉え理解をしていく。生命の誕生である胎
児期から老年期までの生涯発達について、環境との相互作用の中でどのような発達を遂げるのか、ま
た、ライフステージに応じた課題、役割などについての基本原理を理解することを目標とする。

DP1
人を尊び幅広い教養を有し、差別と偏見を持たない倫理感のもと、理学療法士としての自覚と責任を持
ち、生涯にわたり自己研鑽することができる。

内容

発達の概念と発達理論

胎児期から新生児期の発達と特徴

乳児期の発達の発達と特徴

幼児期の発達の発達と特徴

児童期の発達の発達と特徴

青年期の発達の発達と特徴

成人期の発達の発達と特徴

講義要目

科目名 担 当 教 員

人間発達学 必 丹葉　寛之 1 15
1年次
前期

講義

12



（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

第１回 松田　美智子

第２回 松田　美智子

第３回 松田　美智子

第４回 松田　美智子

第５回 松田　美智子

第６回 松田　美智子

第７回 松田　美智子

第８回 松田　美智子

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

社会福祉学 必 松田　美智子 1 15
2年
後期

講義

地域福祉を推進する中でのコメディカルの役割と　調べ学習　まとめ

授業概要
到達目標

社会福祉は私たちが安心して生活し、自分たちの可能性を伸ばせるように、社会的施策として整備されてき
た。本講義では、社会福祉の歴史、理念、仕組みを学び、リハビリテーション職に必要な、社会福祉の考え
方を身に着けていく。また主に高齢者、障がい者に関する現代社会の問題点を提示し、将来、臨床で活かす
べき基礎的な知識や考え方も学ぶ。前半は講義中心で、後半はテーマに沿ったグループワークを行い、自分
たちで文献を調べ、パワーポイントでスライドを作成しプレゼンテーションをする。講義全体を通して小論
文や課題レポートを提出し、自らの考えを深め、表現する場にもする。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を発
揮することができる。

社会福祉の発展過程と現代社会での生活問題

社会福祉の理念と倫理　価値・援助者としての態度

少子高齢社会における共生

地域包括ケアシステムが目指すもの

医療福祉と多職種連携

在宅療養を支援する上でのコメディカルの役割　調べ学習と発表

健康長寿に向けてのコメディカルの役割　調べ学習と発表

講義終了後

備考
人の尊厳をまもり、患者のみならず家族や関係者をも対象としてサポートできる医療専門職・支援者を目指
して下さい。医療施設や機関内に留まらず、地域社会に貢献できる医療専門職・支援者を目指して下さい。

現代社会の様々な生活課題や医療事情に積極的に関心をもって、課題の発見や課題解決のための医療専門職
としての視野を広げ自身の考えを深め表現するための主体的な学習を心がけて下さい。

授業前半と後半でレポート課題を2題課します。また授業後半ではグループによる調べ学習と発表をしていた
だきます。授業時間外の予習や復習の成果を重視します。主体的な学習態度や意欲についても評価します。

授業内容の理解に必要な資料を適宜、提示・紹介・配布します。

参考文献につていも適宜紹介します。

6
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変更後

㸦ࣜࣁビ࣮ࣜࢸション学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 し࡞

学位授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回

第㸰回

第㸱回

第㸲回

第㸳回

第㸴回

第㸵回

第㸶回

第㸷回

第㸯㸮回

第㸯㸯回

第㸯㸰回

第㸯㸱回

第㸯㸲回

第㸯㸳回

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

スフ࢜

ワ࣮

備考 授業ࡣゼ࣑形式࡛進ࡿࡵ

予習し࡚展開科目ࡢ中࡛選択した分㔝ࡘい࡚ࠊこࡢ࡛ࡲࢀ学修内容をࠋࡿࡵࡲ地域課題対すࡿ情報

収㞟を行うこࠊ応用࡛ࡿࡁ理学療法知識や技術ࡘい࡚復習すࡿこࠋ計画書ࡢ作成プࣞゼン࣮ࢸ

ション作成ࡣ講義ࡢ進行合わせ࡚準備すࡿこࠋ

ション30％࣮ࢸプࣞゼンࠊ％30ࢺ࣮࣏ࣞࠊ40％࢛࢜ࣜフࢺ࣮࣏

配布資料

授業概要

到㐩目標

本科目࡛ࠊࡣこ࡛ࡲࢀ学修した理学療法ࡢ知識や技術を統合しࠊ地域ࡀ抱えࡿ課題対しࡼࡢࠊうそࢀ

を応用し活用࡛ࡘࡿࡁい࡚自ࡽ考えࠊ学ぶ授業࡛あࠋࡿ地域ࡀ抱えࡿ課題ࡘい࡚ࠊࡣ各自ࡀ選択した

分㔝࣐࣮ࢸࡽを決定しそࡢ解決ࡿࡀ࡞ࡘ方法を計画すࠋࡿ理学療法ࡢ職業専門科目࡛行ࡗたࠊ神経筋骨

格障害応用論実習や内部障害応用論実習ࡧࡼ࠾スࢶ࣮࣏障害応用論実習ࠊ展開科目࡛学修した地域共生社

会࠾けࡿ理学療法士ࡀ貢献࡛ࡿࡁ課題を考え合わせࠊ実践可能࡞課題解決策ࡢ計画をた࡚ࠋࡿそࢀをࡶ

中࡛応用しࡢを地域社会ࢀそࠊ技術を融合しࠊ知識ࡢ隣接領域࡛理学療法ࠊを行いࢡプワ࣮࣮ࣝࢢࠊ

活用࡛ࡿࡁ力を育成すࠋࡿ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術を修得しࠊ論理的思考基࡙いた最適࡞理学療法を実践すࡿこࡁ࡛ࡀ

ࠋࡿ

DP4

地域住民ࡢ健康࡛質ࡢ高い生活ࡢ維持࣭向ୖࡢたࠊࡵ理学療法士ࡢ特性を活し地域ࡀ抱えࡿ身体活動

関すࡿ課題を発見しࠊ解決方法を導くこࠋࡿࡁ࡛ࡀ

DP5

理学療法関連すࡿ他分㔝ࡢ専門的知識を修得しࠊ地域住民ࡢ身体活動関すࡿ自助ࠊ共助を支援すࡿた

ࠋࡿࡁ࡛ࡀこࡿ応用す理学療法を創造的ࠊ連携し多職種ࠊࡵ

内容

㸧࡞方法ション㸦授業目標࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

ụ谷 後期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸15

植田 後期㸸火16ࠉ㸸10～17㸸15

川﨑 後期㸸月16ࠉ㸸10～17㸸15

宇於崎 後期㸸月16ࠉ㸸10～17㸸15

大西 後期㸸火16ࠉ㸸10～17㸸15

㔛中 後期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸15

治郎丸 後期㸸木16ࠉ㸸10～17㸸15

㔝口 後期㸸水ࠊ金16ࠉ㸸10～17㸸15

弘部 後期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸15

藤谷 後期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸15

分木 後期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸15

堀ࠉ後期㸸木16ࠉ㸸10～17㸸15

安田 後期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸15

山内 後期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸15

和智 後期㸸水ࠊ金16ࠉ㸸10～17㸸15

地域課題対すࡿ理学療法ࡢ応用計画ࡢプࣞゼン࣮ࢸション

地域課題対すࡿ理学療法ࡢ応用計画ࡢプࣞゼン࣮ࢸション

地域課題対すࡿ理学療法ࡢ応用計画ࡢプࣞゼン࣮ࢸション

地域課題対すࡿ理学療法ࡢ応用計画書ࢺ࣮࣏ࣞࡢ作成

し࡞

地域課題対すࡿ理学療法ࡢ応用計画ࡘい࡚ࢹスࢵ࢝ションフࢡࢵࣂࢻ࣮

地域課題対すࡿ理学療法ࡢ応用計画ࡢプࣞゼン࣮ࢸション作成

地域課題対すࡿ選択す࣐࣮ࢸࡿ関すࡿ現状ࡘい࡚ࢹスࢵ࢝ション

地域課題対すࡿ選択す࣐࣮ࢸࡿ関すࡿ現状ࡘい࡚ࢹスࢵ࢝ションフ࣮

ࢡࢵࣂࢻ

地域課題対すࡿ選択すࡢ࣐࣮ࢸࡿ決定

演習

地域課題対すࡿ選択す࣐࣮ࢸࡿ関すࡿ現状ࡘい࡚ࢹスࢵ࢝ション

講義要目

科目名 担 当 教 員

理学療法総合演習 必

ụ谷㞞Ụ࣭植田昌治࣭川﨑浩

子࣭宇於崎孝࣭大西ࠉ均࣭㔛中

綾子࣭治郎丸卓୕࣭㔝口真一࣭

弘部㔜信࣭藤谷ࠉ亮࣭分木ࡦ

寛史࣭安田孝志࣭山内ࠉ堀࣭ࡳ

正㞝࣭和智㐨生

1 30
4年次

後期

ụ谷㞞Ụ࣭植田昌治࣭

川﨑浩子࣭宇於崎孝࣭

大西ࠉ均࣭㔛中綾子࣭

治郎丸卓୕࣭㔝口真

一࣭弘部㔜信࣭藤谷

亮࣭分木࣭ࡳࡦ堀

寛史࣭安田孝志࣭山内

正㞝࣭和智㐨生

い࡚情報交換ࡘ課題解決策࡞し࡚実践可能理学療法士ࡿ対す࣐࣮ࢸ

ションࢵ࢝スࢹい࡚ࡘ課題解決策࡞し࡚実践可能理学療法士ࡿ対す࣐࣮ࢸ

地域課題対すࡿ理学療法ࡢ応用計画書ࡢ作成

地域課題対すࡿ理学療法ࡢ応用計画ࡘい࡚ࢹスࢵ࢝ション
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変更前

㸦ࣜハビࣜテ࣮ション学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 し࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回

第㸰回

第㸱回

第㸲回

第㸳回

第㸴回

第㸵回

第㸶回

第㸷回

第㸯㸮回

第㸯㸯回 精神医学領域ࡢ㞀害㸸ձ㸦疾患ࡢ特徴生活㞀害ࡾࡀ࡞ࡘࡢ理学療法㸧

第㸯㸰回

第㸯㸱回

第㸯㸲回

第㸯㸳回

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

オフス

ワ࣮

4年次

後期

演習

内科学領域㸦内部㞀害㸧㸸ղ࣮ࣝࢢࠉプワ࣮ࠉࠉࢡ解説

精神医学領域ࡢ㞀害㸸ղ࣮ࣝࢢࠉプワ࣮ࠉࠉࢡ解説

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

理学療法総合演習 必

山内正㞝࣭分木࣭ࡳࡦ宇於崎

孝࣭川﨑浩子࣭治郎丸卓三࣭藤

谷亮࣭大西均࣭安田孝志࣭ụ谷

㞞Ụ࣭鈴木美香

1 30

解剖学࣭生理学࣭運動学㸸ճ࣮ࣝࢢࠉプワ࣮ࠉࢡ解説

整形外科学領域㸦骨関節㞀害㸧㸸ձ㸦疾患ࡢ特徴生活㞀害ࡾࡀ࡞ࡘࡢ理学療

法㸧

整形外科学領域㸦骨関節㞀害㸧㸸ղ࣮ࣝࢢࠉプワ࣮ࠉࠉࢡ解説

神経内科学領域㸦中枢神経࣭ᮎ梢神経࣭筋㞀害㸧㸸ձ㸦疾患ࡢ特徴生活㞀害ࡘࡢ

理学療法㸧ࡾࡀ࡞

神経内科学領域ࡢ㞀害㸸ղ࣮ࣝࢢࠉプワ࣮ࠉࠉࢡ解説

内科学領域㸦内部㞀害㸧㸸ձ㸦疾患ࡢ特徴生活㞀害ࡾࡀ࡞ࡘࡢ理学療法㸧

備考 小࣮ࣝࢢプ分ࢀ課題ࡢ整理を行いࠊ他࣮ࣝࢢࡢプ解説を行い知識ࡢ共有を行うࠋ

授業概要

到達目標

ᮏ科目࡛ࡣ解剖学࣭生理学࣭運動学࡞理学療法士し࡚ࡢ重要࡞基礎科目ࠊ整形外科学࣭神経内科学࣭

内科学ࡢ࡞各種疾患学ࠊさࡣࡽ理学療法士し࡚ࡢ治療学。運動療法࣭物理療法࣭義肢装具学࡞)をࡑ

ࢀし࡚習得さ知識ࡢࡽࡤࡽࡤࠊࡎࡽ࠾࡚ࡁ࡛ࡀ中࡛関連付けࡢ学生ࠋࡿࡍを目標こࡿ関連付けࢀࡒࢀ

࡚いࡿ知識群をࢀࡒࢀࡑࠊ関連性を見ࡘけ࡚ࠊ実㝿ࡢ臨床࡛使えࡿ知識変換し࡚いく過程を作ࡾ出ࠋࡍ

主し࡚想定しࡓ患者。映像࡞を使用)ࡘい࡚ࠊ各知識をう使うを࣮ࣝࢢプワ࣮ࡶࢡ行いࠊࡽࡀ࡞知

識ࡢ拡大を図ࠋࡿ最後教員ࡀ解答をえࡿこࠊࡾࡼ正解正解を学習さ࡚ࡏいくࠋ各科目ࡢ知識ࡢ

復習知識ࡢ統合を目標しࠊ理学療法士国家試験合格࡛ࠊࡁ臨床現場࡛活躍࡛ࡿࡁ力を育成ࠋࡿࡍ

DP3

基࡙く実践力࣭応用力を発専門性࡞向け࡚高度課題解決ࠊ技術を修得しࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

揮ࡿࡍこࠋࡿࡁ࡛ࡀ

内容

オࣜエンテ࣮ション㸦授業目標方法࡞㸧

山内正㞝࣭分木ࡦ

宇於崎孝࣭川﨑浩࣭ࡳ

子࣭治郎丸卓三࣭藤谷

亮࣭大西均࣭安田孝

志࣭ụ谷㞞Ụ࣭鈴木美

香

解剖学࣭生理学࣭運動学㸸ձ㸦基礎科目疾患ࡾࡀ࡞ࡘࡢ理学療法㸧

解剖学࣭生理学࣭運動学㸸ղ࣮ࣝࢢࠉプワ࣮ࢡ

小児科学領域ࡢ㞀害㸸ձ㸦疾患ࡢ特徴生活㞀害ࡾࡀ࡞ࡘࡢ理学療法㸧

小児科学領域ࡢ㞀害㸸ղ࣮ࣝࢢࠉプワ࣮ࠉࠉࢡ解説

ࡵࡲ

予習し࡚事前課題内容ࡁࡍこࡢ確認を行うこࠋ課題を通し࡚自己評価を࠾こ࡞い自己課題ࡢ解

決ࡴけ࡚学習取ࡾ組ࡴこ

授業態度㸦10％㸧ࠉ筆記試験㸦70％㸧ࠉプ課題㸦20％㸧࣮ࣝࢢ

配布資料
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変更後

ʤリハビリテーション学部　作業療法学科ʥ

必࣭選 単数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 4年前期ま࡛ࡢ科目履修ࡀすべ࡚終わ࡚ࡗいࠋࡇࡿ

学授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回

第㸰回

第㸱回

第㸲回

第㸳回

第㸴回

第㸵回

第㸶回

第㸷回

第㸯㸮回

第㸯㸯回

第㸯㸰回

第㸯㸱回

第㸯㸲回

第㸯㸳回

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

スフ࢜

ワ࣮

配布資料ࢹࡽ࡞ス࢝ッションෆ容࡞前予習をし࡚ཷ講すࠋࡇࡿ日々ࡢ授業終了後ࡣ毎回㸯h

程度ࡢ習࣭まࡵを行࡞うࠋࡇ

学習ポ࣮ࢺフࣞࠊ40％࢛࢜ࣜポ࣮ࡢࢺ提出30％ࠊ分析結果ࡢプࣞゼン࣮ࢸション

適宜資料配布

し࡞

後期㸸大西㸦᭶࣭水16ࠉ㸸10～17㸸15㸧ࠊ安部㸦火࣭金16ࠉ㸸10～17㸸15㸧

16㸸10～17㸸15㸧ࠉ木岡㸦水࣭金ࠊ16㸸10～17㸸15㸧ࠉ嶋川㸦火࣭金ࠉࠉࠉ

16㸸10～17㸸15㸧ࠉ杉本㸦᭶࣭金ࠉࠉࠉ

大西ࠉ満

安部ࠉ征哉

嶋川ࠉ昌典

木岡ࠉ和実

杉本ࠉ久美子

各分野࡛得た地域生活者ࡢ制度や施策ࡢ整理

㸳࣭㸴࣮ࣝࢢプࡢ発表質疑応答

㸵࣭㸶࣮ࣝࢢプࡢ発表࣭質疑応答

作成ࢺ及びࣞポ࣮ࢡッࣂࢻ࣮プフ࣮ࣝࢢ

作成ࢺ及びࣞポ࣮ࢡッࣂࢻ࣮プフ࣮ࣝࢢ

地域生活者関すࡿ情報ࡢࡽ課題ࡢ抽出ࡢまࡵ

発表準備ࡿࡼࢺンワ࣮ポࣃ

備考 㸯࣮ࣝࢢプ㸳名࡛㸶࣮ࣝࢢプ分ࢹ࡚ࢀス࢝ッションを行うࠋ

㸱࣭㸲࣮ࣝࢢプࡢ発表質疑応答

4年次

後期

実習

発表準備ࡿࡼࢺンワ࣮ポࣃ

㸯࣭㸰࣮ࣝࢢプࡢ発表質疑応答ࠉ

個人ࡢ得た地域生活関すࡿ情報ࡢ整理

ッション࢝スࢹ共᭷ࡢプ࡛情報࣮ࣝࢢ

対象すࡿ地域生活者関すࡿ情報ࡢ整理

地域生活者関すࡿ情報ࡢࡽ課題ࡢ抽出ࡅࡴたࢹス࢝ッション

授業概要

到達目標

地域生活ࡣ本科目࡛ࠊし࡚目的ࡶࡇࡿ知識や技術を統合すࡢま࡛学修した作業療法及び近接領域ࢀࡇ

者ࡀ能力を発揮し健康的暮ࡽし࡚いくたࡵ何ࡀ課題ࡢࡿ࡞発見すࡿたࡼࡢࠊࡵう作業療法

評価を応用活用࡛ࡘࡿࡁい࡚学習すࡿ授業࡛あࠋࡿ展開科目実習࡛いࡗた児童期ࠊ成人期ࠊ老年期分

野࣮ࣝࢢࡽプ分ࠊ࡚ࢀ実習࡛得た情報をࡶ作業療法ࡢ評価視Ⅼ࡛あࡿ個人࣭集団ࠊ生活行Ⅽࠊ

施設ࡢ物理的࣭人的環境ࡢࡽ情報を整理し࡚分析構造化を࡞ࡇ࠾いࠊ各分野ࡢ生活ࡢ何ࡀ課題ࡿ࡞

ࠋࡿ思考を学習すࡢ作業療法評価ࡢࡵ出すたࡁをᑟࡢ

）５㸱

ࡁ࡛ࡀࡇࡿ作業療法を実践す࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙技術専門的知識ࡿ関す作業療法ࠉ

ࠋࡿ

）５㸲

した創造専門性を活ࡢ作業療法士ࠊ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡵດ発見ࡢ課題ࡿࡅ࠾地域社会ࡿ変化すࠉ

的࡞解決方法をᑟくࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ

）５㸳

作業療法を࡚ࡅࡴ支援展開࡞新たࡢ地域生活課題ࠊ専門的知識を修得しࡢ他分野ࡿ関連す作業療法ࠉ

活用すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ෆ容

㸧࡞方法ション㸦授業目標࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

作業療法総合実習Ⅰ 必

大西ࠉ満

安部ࠉ征哉࣭嶋川ࠉ昌典

木岡ࠉ和実･杉本ࠉ久美子

1 30



変更前

ʤリハビリテーション学部　作業療法学科ʥ

必࣭選 単数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 4年前期ま࡛ࡢ科目履修ࡀすべ࡚終わ࡚ࡗいࠋࡇࡿ

学授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回

第㸰回

第㸱回

第㸲回

第㸳回

第㸴回

第㸵回

第㸶回

第㸷回

第㸯㸮回

第㸯㸯回

第㸯㸰回

第㸯㸱回

第㸯㸲回

第㸯㸳回

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

スフ࢜

ワ࣮

予習し࡚前課題ෆ容すべࡢࡇࡁ確認を行うࠋࡇ課題を通し࡚自己評価を࡞ࡇ࠾い自己課題ࡢ解

決࡚ࡅࡴ学習ࡾྲྀ組ࡇࡴ

授業態度㸦10％㸧ࠊ筆記試験㸦70％㸧ࠊプ課題㸦20％㸧࣮ࣝࢢ

し࡞

し࡞

ション概論࣮ࢸビࣜࣁࣜ

臨床医学

精神医学

まࡵ

備考 ᑠ࣮ࣝࢢプ分ࢀ課題ࡢ整理を行いࠊ他࣮ࣝࢢࡢプ解説を行い知識ࡢ共᭷を行うࠋ

確認ࢸスࢺ

病理学

授業概要

到達目標

専門基礎科目を総合的習しࠊ知識を࡚ࡆ࡞ࡘ理解すࡇࡿを目標すࠋࡿෆ容ࠊࡣ解剖࣭運動࣭生理学

ࡿࡁを再認識࡛ࡇࡿࡀ࡞ࡘࡀ評価ࡢ࡞作業療法࡛行う検査࣭測定ࠊ病態ࡢ各種疾患ࠊた専門基礎ࡗい

ࡢ基礎医学知識ࡢ最ప限ࡢ上࡛ࡿ作業療法を実施すࠊෆ容を加味しࡢ国家試験ࠊࡣ本授業࡛ࠋࡿう学習すࡼ

総習を行うࠋまたࠊ自己評価を行いࠊ自ࡢࡽ課題を明確しࠊ各々ࡀそࡢ課題対し࡚ྲྀࡾ組ࡴ方法や思

考過程対し࡚援ຓを行うࠋ

DP2

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿションを図࣮ࢣコミュニ࡞滑人々࡞様々ࠉ

DP3

基࡙く実践力࣭応用力を発専門性࡞高度࡚ࡅ向課題解決ࠊ専門的知識及び技術を修得しࡢ作業療法学ࠉ

揮すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ෆ容

㸧࡞方法ション㸦授業目的࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

安部征哉

寺井淳

前田浩

᭷田智

解剖学㸦骨ࠊ筋ࠊ神経㸧

解剖学㸦ෆ臓諸器官㸧

確認ࢸスࢺ

生理学㸦感覚ࠊ運動㸧

生理学㸦ᚠ環ࠊ呼吸㸧

確認ࢸスࢺ

運動学㸦力学ࠊ四肢࣭体幹ࡢ運動㸧

運動学㸦動作分析ࠊ姿勢ࠊ歩行㸧

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

作業療法総合演習Ⅰ 必

安部征哉ࠉ寺井淳

前田浩ࠉ᭷田智氏

1 30 4年後期 演習

2



変更後

ʤリハビリテーション学部　作業療法学科ʥ
必࣭選 単数 時間数 履修ᖺ次 授業形態

履修要件 4ᖺ前期ま࡛ࡢ科目履修ࡀすべ࡚終わ࡚ࡗいࡇࡿ

学授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回

第㸰回

第㸱回

第㸲回

第㸳回

第㸴回

第㸵回

第㸶回

第㸷回

第㸯㸮回

第㸯㸯回

第㸯㸰回

第㸯㸱回

第㸯㸲回

第㸯㸳回

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

スࣇ࢜

ワ࣮

配布資料ࢹࡽ࡞ス࢝ッションෆ容ࡘい࡚予習をし࡚ཷ講すࠋࡇࡿ日々ࡢ授業終了後ࡣ毎回㸯h程度

ࠋࡇう࡞を行ࡵ復習࣭まࡢ

学習ࡢࢺ࣮࣏ࣞࠊ40％࢛࢜ࣜࣇࢺ࣮࣏提出30％ࠊ分析結果ࡢプࣞゼン࣮ࢸション

適宜資料配布

し࡞

後期㸸大西㸦᭶࣭水16ࠉ㸸10～17㸸15㸧ࠊୗ西㸦木࣭金16ࠉ㸸10～17㸸15㸧

16㸸10～17㸸15㸧ࠉ木岡㸦水࣭金ࠊ16㸸10～17㸸15㸧ࠉ㸦水࣭金ࠉ澤ࠉࠉࠉ

16㸸10～17㸸15㸧ࠉ杉本㸦᭶࣭金ࠉࠉࠉ

大西ࠉ満

ୗ西ࠉ德

澤ࠉ賢一郎

木岡ࠉ和実

杉本ࠉ久美子

地域生活㞀害者体験談㸦片麻痺ࠊ脊髄損傷ࠊ脳性麻痺㸧

地域生活㞀害者を前した㸳࣭㸴࣮ࣝࢢプ目Ⓨ表࣭質疑応答

地域生活㞀害者を前した㸵࣭㸶࣮ࣝࢢプ目Ⓨ表࣭質疑応答

㸯〜㸲࣮ࣝࢢプࢻ࣮ࣇバッࢡ及びࣞࢺ࣮࣏作成

㸳〜㸶࣮ࣝࢢプࢻ࣮ࣇバッࢡ及びࣞࢺ࣮࣏作成

各専門職毎ࡀ考えࡿ地域生活㞀害者関すࡿ問題点ࡢまࡵ

Ⓨ表準備

備考 㸯࣮ࣝࢢプ㸳名࡛㸶࣮ࣝࢢプ分ࠊࡅ㸰࣮ࣝࢢプࡈ㸲名ࢤࡢスࢺスࡽ࣮࣮࢝ࣆ体験を聴ྲྀすࠋࡿ

地域生活㞀害者を前した㸲࣭㸳࣮ࣝࢢプ目Ⓨ表࣭質疑応答

4ᖺ次

後期

実習

地域生活㞀害者を前した㸯࣭㸰࣮ࣝࢢプ目ࡢ最終Ⓨ表࣭質疑応答

地域生活㞀害者を前した㸰࣭㸱࣮ࣝࢢプ目Ⓨ表࣭質疑応答

Ⓩ壇者を交えたࢹス࢝ッション

ࡵまࡢ情報ࡢࡈプ࣮ࣝࢢ

再質問項目ࡢ検討及び確認面談ࡢ実施

各専門職毎考えࡿ地域生活㞀害者関すࡿ問題点ࡢ検討

授業概要

到達目標

本科目࡛ࢀࡇࠊࡣま࡛学修した作業療法及び近接領域ࡢ知識や技術を統合しࠊ地域生活㞀害者ࡀ抱えࡿ暮ࡽ

しࡢ中ࡢ課題対しࠊ作業療法士し࡚ࡼࡢうそࢀを応用し活用࡛ࡘࡿࡁい࡚学習すࡿ授業࡛あ

片麻ࠊ脊髄損傷ࠊ脳性麻痺ࠊࡣい࡚ࡘ課題ࡿ抱えࡀ地域㞀害者ࠊࡣい࡚ࡘ課題ࡿ抱えࡀ地域㞀害者ࠋࡿ

痺等ࡢ㞀害を᭷した実㝿ࡢ地域生活㞀害者をࢤスࢺス࣮࣮࢝ࣆしࠊ実㝿ࡢ体験談ࡽ課題をⓎ見し分析す

ࠋࡿ応用力を育成すࡿ

）５㸱

ࡁ࡛ࡀࡇࡿ作業療法を実践す࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙技術専門的知識ࡿ関す作業療法ࠉ

ࠋࡿ

）５㸲

した創造的専門性を活ࡢ作業療法士ࠊ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡵດⓎ見ࡢ課題ࡿࡅ࠾地域社会ࡿ変化すࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ解決方法をᑟく࡞

）５㸳

作業療法を活࡚ࡅࡴ支援展開࡞新たࡢ地域生活課題ࠊ専門的知識を修得しࡢ他分野ࡿ関連す作業療法ࠉ

用すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ෆ容

㸧࡞方法ション㸦授業目標࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

作業療法総合実習Ⅱ 必

大西ࠉ満

ୗ西ࠉ德࣭澤ࠉ賢一郎

木岡ࠉ和実･杉本ࠉ久美子

1 30



変更前

ʤリハビリテーション学部　作業療法学科ʥ

必࣭選 単数 時間数 履修ᖺ次 授業形態

履修要件 4ᖺ前期ま࡛ࡢ科目履修ࡀすべ࡚終わ࡚ࡗいࡇࡿ

学授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回

第㸰回

第㸱回

第㸲回

第㸳回

第㸴回

第㸵回

第㸶回

第㸷回

第㸯㸮回

第㸯㸯回

第㸯㸰回

第㸯㸱回

第㸯㸲回

第㸯㸳回

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

スࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

作業療法総合演習Ⅱ 必

大西満ࠉ木岡和実ࠉ嶋川昌

杉本久美子ࠉ鈴木耕ᖹ

1 30

備考 ᑠ࣮ࣝࢢプ分ࢀ課題ࡢ整理を行いࠊ他࣮ࣝࢢࡢプ解説を行い知識ࡢ共᭷を行うࠋ

脊髄損傷

4ᖺ後期 演習

ෆ科学

確認ࢸスࢺ

ADL

義肢装ල

確認ࢸスࢺ

老ᖺ期㞀害

授業概要

到達目標

作業療法専門分野を総合的復習しࠊ専門基礎科目を含࡚ࡵ知識を࡚ࡆ࡞ࡘ理解すࡇࡿを目標すࠋࡿ

授業ෆ容ࠊࡣ各種疾患ࡢ病態そࡢ生活像ࡀ作業療法評価や治療ࡼࡿࡀ࡞ࡘう学習を行うࠋ本授業࡛

総復習を行ࡢ実践的知識ࡢ作業療法ࡢ最ప限ࡢ࡛ୖࡿ作業療法を実施すࠊෆ容を加味しࡢ国家試験ࠊࡣ

うࠋまたࠊ自己評価を行いࠊ自ࡢࡽ課題を明確しࠊ各々ࡀそࡢ課題対し࡚ྲྀࡾ組ࡴ方法や思考過程

対し࡚援ຓを行うࠋ

DP2

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿションを図࣮ࢣュニ࣑ࢥ࡞滑人々࡞様々ࠉ

DP3

基࡙く実践力࣭応用力を専門性࡞高度࡚ࡅ向課題解決ࠊ専門的知識及び技術を習得しࡢ作業療法学ࠉ

Ⓨ揮すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ෆ容

㸧࡞方法ション㸦授業目標࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

大西満

木岡和実

嶋川昌

杉本久美子

鈴木耕ᖹ

作業活動ࠊ作業療法概論ࠊ作業療法評価法

関節ࣜウ࣐チࠊ整形外科疾患

精神㞀害

ᑠ児科学

まࡵ

脳血管㞀害

神経変性࣭筋㞀害

予習し࡚事前課題ෆ容すべࡢࡇࡁ確認を行うࠋࡇ課題を通し࡚自己評価を࡞ࡇ࠾い自己課題ࡢ

解決࡚ࡅࡴ学習ࡾྲྀ組ࡇࡴ

授業態度㸦10％㸧ࠊ筆記試験㸦70％㸧ࠊプ課題㸦20％㸧࣮ࣝࢢ

し࡞

し࡞

2



変更後

ʤリハビリテーション学部　作業療法学科ʥ
必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 し࡞

学位授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回

第㸰回

第㸱回

第㸲回

第㸳回

第㸴回

第㸵回

第㸶回

第㸷回

第㸯㸮回

第㸯㸯回

第㸯㸰回

第㸯㸱回

第㸯㸲回

第㸯㸳回

第㸯㸴回

第㸯㸵回

第㸯㸶回

第㸯㸷回

第㸰㸮回

第㸰㸯回

第㸰㸰回

第㸰㸱回

第㸰㸲回

第㸰㸳回

第㸰㸴回

第㸰㸵回

第㸰㸶回

第㸰㸷回

第㸱㸮回

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書 し࡞

スフ࢜

ワ࣮

講義要目

科目名 担当教員

協働連携論総合実習 必
大西ࠉ満࣭分岐ࡳࡦࠉ

辛島ࠉ千恵子࣭᭷田ࠉ智氏

ụ谷ࠉ雅Ụ

2 60
4年次

後期

実習

授業概要

到達目標

職種間連携を通し࡚ࠊ対し࡚㞀害者ࡢ㞀害を᭷した地域在住ࠊ症状ࡿ分野࡛共通すࡢション࣮ࢸビࣜࣁࣜ

専門ࡢ࡞地域࡛働く理学療法࣭作業療法ࠋࡿい࡚討議࣭学習すࡘ実㝿ࡢプ࣮ࣟチション࣮ࢸビࣜࣁࣜ

職業務ࡢ理解をしࡀ࡞らࠊ各専門職ࡀ考えࡿ地域在住ࡢ㞀害者関すࡿ問題点࣭プ࣮ࣟチ方法を検討࣭Ⓨ

表しࣁࣜࠊビ࣮ࣜࢸションチ࣮࣒し࡚࣮ࣝࢦࡢ設定プ࣮ࣟチ方法ࡢ検討࣭Ⓨ表を行うࠋෆ容ࠊࡣ実㝿

向けた解実現ࡢ地域共生社会ࠊࡶ専門性をࡢ各職種ࠊ講演を通し࡚ࡢ㞀害者ࡿい࡚ࢀࡉ地域࡛生活

決策を検討࣭提案すࠋࡿ

DP2

ション能力࣮ࢣュニ࣑ࢥࡢࡵたࡿ向け࡚支援を実践す解決ࡘ且ࠊ協調࣭連携し࡚課題を共᭷し多職種ࠉ

を᭷しࠊ信頼関係を構築すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

）５㸱

ࡁ࡛ࡀࡇࡿ向け࡚作業療法を実践す解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙技術専門的知識ࡿ関す作業療法ࠉ

ࠋࡿ

）５㸲

した創造的専門性を活ࡢ作業療法士ࠊ向け࡚課題解決ࠊࡵ努Ⓨ見ࡢ課題ࡿけ࠾地域社会ࡿ変化すࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ解決方法を導く࡞

）５㸳

け࡚作業療法を活ࡴ支援展開࡞新たࡢ地域生活課題ࠊ専門的知識を修得しࡢ他分野ࡿ関連す作業療法ࠉ

用すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ෆ容

理学療法ࡢ業務ෆ容

大西ࠉ満

分岐ࡳࡦࠉ

辛島ࠉ千恵子

᭷田ࠉ智氏

ụ谷ࠉ雅Ụ

作業療法ࡢ業務ෆ容

保健師ࡢ業務ෆ容

行政ࡢ業務ෆ容

地域生活㞀害者体験談㸦片麻痺ࠊ脊髄損傷ࠊ脳性麻痺㸧

検討ࡢプ࣮ࣟチ方法ࡢし࡚࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜ

Ⓩ壇者を交えたࢹス࢝ッション

ࡵࡲࡢ情報ࡢࡈプ࣮ࣝࢢ

再質問項目ࡢ検討及ࡧ確認面談ࡢ実施

各専門職毎考えࡿ地域生活㞀害者関すࡿ問題点ࡢ検討

各専門職毎ࡀ考えࡿ地域生活㞀害者関すࡿ問題点ࡵࡲࡢ

各専門職毎ࡀ考えࡿ地域生活㞀害者関すࡿプ࣮ࣟチ方法ࡢ検討

各専門職毎ࡀ考えࡿ地域生活㞀害者関すࡿプ࣮ࣟチ方法ࡵࡲࡢ

検討した問題点及ࡧプ࣮ࣟチ方法ࡢⓎ表

検討した問題点及ࡧプ࣮ࣟチ方法ࡢⓎ表対すࡿ吟味

検討ࡢ設定࣮ࣝࢦࡢし࡚࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜ

ࡵࡲࡢ設定࣮ࣝࢦࡢし࡚࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜ

㸯〜㸱࣮ࣝࢢプフࣂࢻ࣮ッࢡ及ࢺ࣮࣏ࣞࡧ作成

ࡵࡲࡢプ࣮ࣟチ方法ࡢし࡚࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜ

立案したࣜࣁビ࣮ࣜࢸション࣮ࣝࢦ設定プ࣮ࣟチ方法ࡢ紹介

立案したࣜࣁビ࣮ࣜࢸション࣮ࣝࢦ設定プ࣮ࣟチ方法対すࡿ吟味

Ⓨ表資料準備

Ⓨ表資料作成

Ⓨ表原稿作成

Ⓨ表事前練習

地域生活㞀害者を前した㸯࣭㸰࣮ࣝࢢプ目ࡢ最終Ⓨ表࣭質疑応答

地域生活㞀害者を前した㸰࣭㸱࣮ࣝࢢプ目Ⓨ表࣭質疑応答

地域生活㞀害者を前した㸲࣭㸳࣮ࣝࢢプ目Ⓨ表࣭質疑応答

地域生活㞀害者を前した㸳࣭㸴࣮ࣝࢢプ目Ⓨ表࣭質疑応答

後期㸸大西㸦᭶࣭水16ࠉ㸸10～17㸸15㸧ࠊ分岐㸦水16ࠉࠉࠉ㸸10～17㸸15㸧

16㸸10～17㸸15㸧ࠉ᭷田㸦᭶࣭水ࠊ16㸸10～17㸸15㸧ࠉ辛島㸦水࣭木ࠉࠉࠉ

16㸸10～17㸸15㸧ࠉࠉࠉụ谷㸦水ࠉࠉࠉ

㸲〜㸴࣮ࣝࢢプフࣂࢻ࣮ッࢡ及ࢺ࣮࣏ࣞࡧ作成

備考

地域生活㞀害者関すࡿ情報を事前配布すࠊ࡛ࡢࡿ教科書࡞ら予習をし࡚受講すࠋࡇࡿ日々ࡢ授業

終了後ࡣ毎回㸯h程度ࡢ復習࣭ࡵࡲを行࡞うࠋࡇ

Ⓨ表㸦20%㸧ࠊ㸦10%㸧࢛࢜ࣜフࢺ࣮࣏学習ࠊ試験㸦70%㸧ࢺ࣮࣏Ⓨ表࣭ࣞࢺ࣮࣏ࣞ

し࡞



変更前

ʤリハビリテーション学部　作業療法学科ʥ

必࣭選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 し࡞

学位授与方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回

第㸰回

第㸱回

第㸲回

第㸳回

第㸴回

第㸵回

第㸶回

第㸷回

第㸯㸮回

第㸯㸯回

第㸯㸰回

第㸯㸱回

第㸯㸲回

第㸯㸳回

授業時間以

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書 し࡞

スフ࢜

ワ࣮

必

ෆ容

大西満࣭分木ࡳࡦ

ụ谷雅Ụ࣭杉本久美子

症例関すࡿ情報を事前配布すࠊ࡛ࡢࡿ参考書࡞ら自己学習をし࡚࠾くࡇ

ࡢプ࣮ࣟチ࣒チ࣮ࠊ症例を想定し࡚ࡢ実㝿࣐࣮ࢸ㞀害をࠊ症状ࡿ分野࡛共通すࡢション࣮ࢸビࣜࣁࣜ 

実㝿ࡘい࡚討議࣭学習すࠋࡿ理学療法࣭作業療法ࡢ専門職業務ࡢ理解をしࡀ࡞らࠊ各専門職ࡀ考えࡿ提

示症例関すࡿ問題点࣭プ࣮ࣟチ方法を検討࣭Ⓨ表しࣁࣜࠊビ࣮ࣜࢸションチ࣮࣒し࡚࣮ࣝࢦࡢ設定

シン࣓ࡶ専門性をࡢ各分野ࠊ症例を想定しࡢ実㝿ࠊࡣෆ容ࠋ検討࣭Ⓨ表を行うࡢプ࣮ࣟチ方法

プ࣮ࣟチ法を検࣒たチ࣮ࡗ立原理ࡢ当事者主体ࠊࡧい࡚学ࡘ方法ࡢࡵたࡿ理念を実現すࡢࣝ࢝ࢹ

討࣭理解すࠋࡿ

検討ࡢ設定࣮ࣝࢦࡢし࡚࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜ

立案したࣜࣁビ࣮ࣜࢸション࣮ࣝࢦ設定プ࣮ࣟチ方法ࡢⓎ表

DP2

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿションを図࣮ࢣュニ࣑ࢥ࡞滑人々࡞様々ࠉ

DP3

基࡙く実践力࣭応用力を専門性࡞向け࡚高度課題解決ࠊ技術を習得しࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

Ⓨ揮すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

DP4

࡛ࡀࡇࡿ協調࣭連携し࡚職務を実践すࠊ職種を理解しࡢ他ࠊし࡚一員ࡢ࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜࠉ

ࠋࡿࡁ

大西満࣭分木ࡳࡦ

ụ谷雅Ụ࣭杉本久美子

講義要目

適宜実施すࡿたࠊࡵ教員ࣞࢻス事前連絡を行い日程を調整すࡇࡿ

担当教員

シン࣓ࣝ࢝ࢹ論

し࡞

4年次

前期

科目名

備考

2

Ⓨ表㸦20%㸧ࠊ㸦10%㸧࢛࢜ࣜフࢺ࣮࣏ࢢニン࣮ࣛࠊ試験㸦70%㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

30

シン࣓ࡣࣝ࢝ࢹ

講義

検討ࡢプ࣮ࣟチ方法ࡢし࡚࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜ

立案したࣜࣁビ࣮ࣜࢸション࣮ࣝࢦ設定プ࣮ࣟチ方法ࡢⓎ表対すࡿ吟味

各専門職ࡀ考えࡿ提示症例関すࡿ問題点ࡢ検討

授業概要

到達目標

ࡵࡲࡢプ࣮ࣟチ方法ࡢし࡚࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜ

ࡵࡲࡢ設定࣮ࣝࢦࡢし࡚࣒ションチ࣮࣮ࢸビࣜࣁࣜ

検討した問題点及ࡧプ࣮ࣟチ方法ࡢⓎ表対すࡿ吟味

検討した問題点及ࡧプ࣮ࣟチ方法ࡢⓎ表

各専門職ࡀ考えࡿ提示症例関すࡿプ࣮ࣟチ方法ࡵࡲࡢ

各専門職ࡀ考えࡿ提示症例関すࡿプ࣮ࣟチ方法ࡢ検討

各専門職ࡀ考えࡿ提示症例関すࡿ問題点ࡵࡲࡢ

医療専門職ࡢ業務ෆ容ࡢⓎ表

医療専門職ࡢ業務ෆ容

2



必
　
修

選
　
択

1 学びの基盤 講義 1前 1 15
専門職大学での学びは様々あるが、授業の学び方に焦点をあて講義するため1単位とした。
学習した内容を他の講義で実践できるよう事前・事後学習に十分な時間を確保し、学びを
深めるために1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

2 コミュ二ケーション論 講義 1前 1 15

コミュニケーションの範疇は広いが、社会人・医療人として必須になる対人コミュニケー
ションスキルを習得することに焦点をあて講義するため1単位とした。事前・事後学習に十
分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定し
た。

3 音楽 講義 1後 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

4 キャリア発達論 講義 2後 1 15
将来のキャリア発達とその支援について基礎を学ぶため1単位とした。将来の展望を持ち自
らの考えをまとめる時間を十分にとるため、1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

5 教育学 講義 1前 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

6 倫理学入門 講義 1前 1 15
倫理学の基本的な考え方を学ぶため1単位とした。現代社会の抱える倫理的問題を十分考察
できる時間をとるために、1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

7 哲学入門 講義 1前 1 15
哲学の歴史と基本用語を習得するため1単位とした。今まで理解している哲学との比較を十
分考察できる時間をとるために、1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

8 心理学 講義 1後 1 15
心理学の領域は多岐にわたるが、その歴史や基礎を学ぶため1単位とした。自らの考え振り
返る時間を十分にとるために、1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

9 経営学入門 講義 2前 1 15
基本的な論点や社会の仕組みを学ぶため1単位とした。現代社会の現状と課題について事
前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を
15時間と設定した。

10 社会学 講義 1前 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

11 日本の伝統文化 講義 1前 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

12 日本の近代史 講義 1前 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

13 体育 実習 1後 1 30
身体運動を学び、それらを合わせて実践する科目であるため1単位とした。事前・事後に実
習での取り組みを考える時間を確保するため1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

14 生物学 講義 1前 1 15
生物学の基本的な概念について学び理解するため1単位とした。事前・事後学習に十分な時
間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

15 物理学Ⅰ 講義 1前 1 15
力学的視点の基礎を学ぶこと、物理学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とした。事前・事後学習
に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定
した。

16 物理学Ⅱ 講義 1後 1 15
物理学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深
めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

17 統計学 講義 2後 1 15
統計学的思考の基礎を担う科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確
保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

18 数学 講義 1前 1 15
物理学や統計学の基礎にあるたる科目でるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

19 英語Ⅰ 講義 1前 1 15
語学は教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼としているため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

20 英語Ⅱ 講義 1後 1 15
語学は教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼としているため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

21 韓国語 講義 2後 1 15
語学は教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼としているため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

22 中国語 講義 2後 1 15
語学は教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼としているため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

23 解剖学Ⅰ 講義 1前 2 30
学習内容が膨大であり、職業専門科目のすべてにおいて基盤になる科目であるため2単位と
した。また、初めて医学的知識に触れるため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業時間
数を30時間と設定し、2単位60時間の講義として設定した
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24 解剖学Ⅱ 講義 1後 2 30
学習内容が膨大であり、職業専門科目のすべてにおいて基盤になる科目であるため2単位と
した。また、科目の難易度も高いため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業時間数を30
時間と設定し、2単位60時間の講義として設定した。

25 解剖学Ⅲ 講義 1後 1 30
解剖学Ⅰ、Ⅱと同じく理学療法を学ぶ基盤となる科目であるが、比較すると学習内容が少
ないため1単位とした。科目の難易度は高いため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業
時間数を30時間と設定した。

26 生理学Ⅰ 講義 1前 2 30
学習内容が膨大であり、職業専門科目のすべてにおいて基盤になる科目であるため2単位と
した。また、初めて医学的知識に触れるため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業時間
数を30時間と設定し、2単位60時間の講義として設定した。

27 生理学Ⅱ 講義 1後 2 30
学習内容が膨大であり、職業専門科目のすべてにおいて基盤になる科目であるため2単位と
した。また、科目の難易度も高いため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業時間数を30
時間と設定し、2単位60時間の講義として設定した。

28 運動学Ⅰ 講義 1後 1 30
身体機能面の構造や機能を理解する科目であり、解剖学、生理学的知識が基礎になり学習
を進める。また、運動学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とした。科目の難易度は高いため、授
業時間を多くとり1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

29 運動学Ⅱ 講義 2前 1 30
身体機能面の構造や機能を理解する科目であり、解剖学、生理学的知識が基礎になり学習
を進める。また、運動学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とした。科目の難易度は高いため、授
業時間を多くとり1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

30 運動学実習 実習 2後 1 30
運動学を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。様々なデータ計測などの時間を
確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時
間数を30時間と設定した。

31 運動生理学実習 実習 2後 1 30
解剖学・運動学・生理学を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。人体の運動に
おける生理的反応を学ぶための実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさ
らに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

32 人間発達学 講義 1後 1 15
運動学Ⅱや小児科学の基礎になる人間の発達について学ぶ科目であるため1単位とした。事
前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を
15時間と設定した。

33 救急援助論 講義 2後 1 15
医学的知識の基礎科目にあたる科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

34 内科学Ⅰ 講義 2前 1 30
内科的な疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目であ
り、内科学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生が理解
することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

35 内科学Ⅱ 講義 2後 1 30
内科的な疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目であ
り、内科学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生が理解
することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

36 神経内科学Ⅰ 講義 2前 1 30
神経内科の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目で
あり、神経内科学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生
が理解することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

37 神経内科学Ⅱ 講義 2後 1 30
神経内科の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目で
あり、神経内科学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生
が理解することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

38 整形外科学Ⅰ 講義 2前 1 30
整形外科の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目で
あり、整形外科学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生
が理解することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

39 整形外科学Ⅱ 講義 2後 1 30
整形外科の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目で
あり、整形外科学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生
が理解することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

40 精神医学 講義 1後 1 15
医学的知識の基礎科目にあたる科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

41 小児科学 講義 2前 1 30

小児期の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目であ
り、内科学・神経内科学・整形外科学と重なる部分も多いため1単位とした。子供に触れた
ことのない学生にとってはイメージしにくく、多くの学生が理解することに時間を要する
ため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

42 老年医学 講義 2前 1 30

老年期の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目であ
り、内科学・神経内科学・整形外科学と重なる部分も多いため1単位とした。今後、関わる
ことの多い高齢者についての知識を多くの学生が理解することに時間を要するため、1単位
あたりの時間数を30時間と設定した。

43 薬理学概論 講義 1後 1 15
医学的知識の基礎科目にあたる科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

44 予防医学 講義 3前 1 15
予防的な面での医学的な知識を学ぶ科目であるため1単位とした。他の医学的知識と重なる
部分も多く、今までに学んだことを繋ぎ合わせる科目であるため1単位15時間とした。

45 画像診断学 講義 2前 1 15
画像診断における基本的な知識を学ぶ科目。画像評価学ならびに各疾患学でさらに画像診
断学を含めた内容があるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深
めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

46 栄養学 講義 2前 1 15
基本的な人体と栄養との関係の基礎知識を学ぶため1単位とした。事前・事後学習に十分な
時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

47 社会福祉学 講義 2前 1 15
地域理学療法学を学ぶ基礎であるため1単位とした。地域社会での理学療法士として関りも
考察するため、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位
あたりの時間数を15時間と設定した。

48 地域包括ケア論 講義 3前 1 30
本学が考える地域共生社会で活躍できる理学療法士・作業療法士の育成の基礎となる科目
であるため1単位とした。そのため、範囲も多く理解に時間を要すため授業時間を多くした
方が知識が深まるため1単位あたりの時間数を30時間と設定した。



49 リハビリテーション概論 講義 1前 1 30

リハビリテーションの思想、歴史、専門職としての基本的な知識を学ぶ科目のため1単位と
した。1年次の科目であり、耳慣れないリハビリテーションの概念をしっかりと理解させる
必要があるため、授業時間を多くした方が知識の理解が深まるため、1単位あたりの時間数
を30時間と設定した。

50 基礎理学療法学Ⅰ 講義 1前 1 15
理学療法士としての基礎になる科目であり、基礎理学療法学Ⅱと合わせて学ぶため1単位と
した。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの
時間数を15時間と設定した。

51 基礎理学療法学Ⅱ 講義 1前 1 15
理学療法士としての基礎になる科目であり、基礎理学療法学Ⅰと合わせて学ぶため1単位と
した。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの
時間数を15時間と設定した。

52 基礎理学療法学実習Ⅰ 実習 1後 1 30
基礎理学療法学Ⅰ、運動学、解剖学を基盤として合わせて学ぶ科目であるため1単位とし
た。体験的な学びを深め理解を促すには、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学
習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

53 基礎理学療法研究法 講義 3前 1 15
理学療法士としての研究を行うにあたり基礎になる科目であるため1単位とした。事前・事
後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間
と設定した。

54 基礎理学療法学実習Ⅱ 実習 1後 1 30
基礎理学療法学Ⅰ、運動学、解剖学を基盤として合わせて学ぶ科目であるため1単位とし
た。体験的な学びを深め理解を促すには、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学
習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

55 臨床技能論実習 実習 3前 1 30
理学療法評価学・演習・実習と合わせて統合した科目になるため1単位とした。基礎的知識
を統合し考察する科目なため、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさ
らに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

56 理学療法管理学 講義 4後 1 15
理学療法士としての将来の職場管理を担うための基礎になる科目であるため1単位とした。
事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数
を15時間と設定した。

57 保健医療福祉関連制度論 講義 4後 1 15
理学療法士として働くための制度理解の基礎になる科目であるため1単位とした。事前・事
後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間
と設定した。

58 理学療法評価学 講義 1後 1 30
理学療法士として必要な評価学の基礎的な理論を学ぶ科目で、かつ各種検査は理学療法評
価学実習で学ぶため1単位とした。職業専門科目であり、理解には十分な講義時間を確保し
なくてはいけない。そのため1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

59 理学療法評価学実習 実習 2前 2 30

理学療法評価学を基盤としているが、範囲が広くすべての疾患に対する評価を実習をとお
して学ぶ科目であるため2単位とした。理学療法評価の実習時間を確保する必要があり、事
前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定し
た。

60 理学療法評価学演習 演習 3前 1 30
理学療法評価学や理学療法評価学実習と合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。理学療
法評価の思考を理解するには演習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさら
に学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

61 画像評価学 講義 2後 1 15
医学的知識の基礎科目にあたる科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

62 運動療法学 講義 2前 1 30
理学療法士として実践する運動療法の基礎的な理論を学ぶ科目であるため1単位とした。職
業専門科目であり、理解には十分な講義時間を確保しなくてはいけない。そのため1単位あ
たりの時間数を30時間と設定した。

63 運動療法学実習 実習 2後 1 30
運動療法学を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。運動療法を実践する実習時
間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授
業時間数を30時間と設定した。

64 徒手理学療法学 講義 3前 1 15
徒手理学療法学を学ぶ基礎で徒手理学療法学実習と合わせて学ぶ科目であるため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

65 徒手理学療法学実習 実習 3後 1 30
徒手理学療法学を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。運動療法を実践する実
習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたり
の授業時間数を30時間と設定した。

66 物理療法学 講義 2前 1 15
理学療法士としての物理的な力で治療する基礎的な理論を学ぶ科目であるため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

67 日常生活活動学 講義 2前 1 30

理学療法士として必要な日常生活活動学の基礎的な理論を学ぶ科目で、かつ疾患別の日常
生活指導は他の疾患別理学療法学に含めるため1単位とした。職業専門科目であり、理解に
は十分な講義時間を確保しなくてはいけない。そのため1単位あたりの時間数を30時間と設
定した。

68 義肢装具学Ⅰ 講義 2前 1 30
義肢装具の基礎的な理論を学ぶ科目であり、かつ義肢装具学Ⅱと合わせて学ぶため1単位と
した。職業専門科目であり、理解には十分な講義時間を確保しなくてはいけない。そのた
め1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

69 義肢装具学Ⅱ 講義 2後 1 30
義肢装具の基礎的な理論を学ぶ科目であり、かつ義肢装具学Ⅰと合わせて学ぶため1単位と
した。職業専門科目であり、理解には十分な講義時間を確保しなくてはいけない。そのた
め1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

70 神経障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 2後 1 30
　神経内科学を基盤として神経障害系理学療法学実習Ⅱと合わせて学ぶ科目であるため1単
位とした。理学療法の技術を高めるには、演習時間を確保する必要があり、事前・事後学
習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

71 神経障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 3前 1 30
　神経内科学を基盤として神経障害系理学療法学実習Ⅰと合わせて学ぶ科目であるため1単
位とした。理学療法の技術を高めるには、演習時間を確保する必要があり、事前・事後学
習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

72 運動器障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 2後 1 30
整形外科学を基盤として運動器障害系理学療法学実習Ⅱと合わせて学ぶ科目であるため1単
位とした。理学療法の技術を高めるには、演習時間を確保する必要があり、事前・事後学
習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

73 運動器障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 3前 1 30
整形外科学を基盤として運動器障害系理学療法学実習Ⅰと合わせて学ぶ科目であるため1単
位とした。理学療法の技術を高めるには、演習時間を確保する必要があり、事前・事後学
習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。



74 内部障害系理学療法学実習Ⅰ 実習 3前 1 30
内科学を基盤として内部障害系理学療法学実習Ⅱと合わせて学ぶ科目であるため1単位とし
た。理学療法の技術を高めるには、演習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行
いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

75 内部障害系理学療法学実習Ⅱ 実習 3前 1 30
内科学を基盤として内部障害系理学療法学実習Ⅰと合わせて学ぶ科目であるため1単位とし
た。理学療法の技術を高めるには、演習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行
いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

76 小児期理学療法学演習 演習 2後 1 30
小児科学を基盤として合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。理学療法の技術を高める
には、演習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単
位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

77 老年期理学療法学演習 演習 2後 1 30
老年医学を基盤として合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。理学療法の技術を高める
には、演習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単
位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

78 スポーツ障害系理学療法学実習 実習 2後 1 30

運動学や整形外科学を基盤として運動器障害系理学療法学実習Ⅰ・Ⅱと合わせて学ぶ科目
であるため1単位とした。理学療法の技術を高めるには、演習時間を確保する必要があり、
事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定し
た。

79 神経筋骨格障害応用論実習 実習 4後 2 45
臨床現場にて2週間の実践をとおして学習する実習であるため2単位とした。本学の実習の
設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定した。

80 内部障害応用論実習 実習 4後 2 45
臨床現場にて2週間の実践をとおして学習する実習であるため2単位とした。本学の実習の
設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定した。

81 スポーツ障害応用論実習 実習 4後 2
臨床現場にて2週間の実践をとおして学習する実習であるため2単位とした。本学の実習の
設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定した。

82 地域理学療法学 講義 2後 1 15
理学療法士としての地域で実践する基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後学
習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設
定した。

83 地域理学療法学実習 実習 3前 1 30
地域理学療法学を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。体験的な学びを深め理
解を促す実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1
単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

84 理学療法見学実習Ⅰ 実習 1前 1 45
臨地実務実習として臨床現場にて1週間（5日間）の見学をとおして学習する実習であるた
め1単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定し
た。

85 理学療法見学実習Ⅱ 実習 1後 1 45
臨地実務実習として臨床現場にて1週間（5日間）の見学をとおして学習する実習であるた
め1単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を45時間と設定した。

86 理学療法見学実習Ⅲ 実習 2前 1 45
臨地実務実習として臨床現場にて1週間（5日間）の見学をとおして学習する実習であるた
め1単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定し
た。

87 理学療法評価実習 実習 3前 4 45
臨地実務実習として臨床現場にて4週間の評価実践をとおして学習する実習であるため4単
位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定した。

88 理学療法総合臨床実習Ⅰ 実習 3後 6 45
臨地実務実習として臨床現場にて6週間の評価から治療の実践をとおして学習する実習であ
るため6単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定
した。

89 理学療法総合臨床実習Ⅱ 実習 4前 6 45
臨地実務実習として臨床現場にて6週間の評価から治療の実践をとおして学習する実習であ
るため6単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定
した。

90 理学療法地域実習 実習 4前 1 45
臨地実務実習として訪問リハビリや通所リハビリ施設にて1週間（5日間）の実習をとおし
て学習する実習であるため1単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を
1単位45時間と設定した。

91 マーケティング論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

92 施設起業運営論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

93 ボランティア論 講義 1後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

94 生涯スポーツ論 講義 1前 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

95 労働衛生論 講義 1後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

96 子育て支援論 講義 2前 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

97 災害支援論 講義 2前 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

98 教育支援論 講義 2前 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。



99 メンタルヘルスマネジメント論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

100 地域共生論 講義 3前 2 15

展開科目の中でも他の科目との関連性が高く学ぶ範囲も広いため、理解には十分な時間が
必要なため2単位とした。さらに地域社会での実践事例をもとに考えをまとめる時間が必要
なため事前・事後学習に十分な時間を確保し、学びを深めることができるよう1単位あたり
の時間数を15時間と設定した。

101 障がい者スポーツ論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

101 障がい者スポーツ論実習 実習 4前 1 30
地域理学療法学を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。体験的な学びを深め理
解を促す実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1
単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

102 健康増進実践実習 実習 3後 1 30
健康増進実践演習と合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。体験的な学びを深め理解を
促す実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位
あたりの授業時間数を30時間と設定した。

103 スポーツリズムトレーニング論 講義 3後 1 30
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。新しい考え
方で理解には十分な講義時間が必要なため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

104 体力測定論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

105 健康増進実践演習 演習 3後 1 30
健康増進実践実習と合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。様々な課題への取り組みな
ど演習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あ
たりの授業時間数を30時間と設定した。

107 パフォーマンス向上論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

108 フィットネス論 講義 3後 2 15
展開科目の中でも技術的な内容が多く、その基礎的な理論も難解なため2単位とした。事
前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を
15時間と設定した。

109 ランニングトレーニング論 講義 3後 2 15
展開科目の中でも技術的な内容が多く、その基礎的な理論も難解なため2単位とした。事
前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を
15時間と設定した。

110 ゴルフトレーニング論 講義 3後 2 15
展開科目の中でも技術的な内容が多く、その基礎的な理論も難解なため2単位とした。事
前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を
15時間と設定した。

111 ビジョントレーニング論 講義 3後 2 15
展開科目の中でも技術的な内容が多く、その基礎的な理論も難解なため2単位とした。事
前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を
15時間と設定した。

112 遊びとレクリエーション 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

113 生きがい創造 講義 3後 2 15
展開科目の中でも履修モデル内の関連性が高い内容なため、その関連性を解説するために2
単位として、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あ
たりの時間数を15時間と設定した。

114 伝承遊び 講義 3後 2 15
展開科目の中でも履修モデル内の関連性が高い内容なため、その関連性を解説するために2
単位として、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あ
たりの時間数を15時間と設定した。

115 シューフィッティング論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

116 福祉工学地域活用論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

117 ロボット工学地域活用論基礎 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

118 ロボット工学地域活用論応用 講義 3後 2 30
展開科目の中でも臨床的に高度な内容が多く、その基礎的な理論も難解なため2単位とし
て、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

119 身体障がい者就労環境論 講義 3後 2 15
展開科目の中でも履修モデル内の関連性が高い内容なため、その関連性や解説するために2
単位として、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あ
たりの時間数を15時間と設定した。

120 組織運営論 講義 3後 2 15
展開科目の中でも履修モデル内の関連性が高い内容なため、その関連性や解説するために2
単位として、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あ
たりの時間数を15時間と設定した。

121 協働連携論総合実習 実習 4後 2 30
本学での学びの集大成となる科目であり、かつ総合科目の中心的な科目であるため2単位と
した。両学科合同で授業を行い、複数教員が関わるために手厚い指導となるため、事前・
事後学習を行いさらに学びを深めるため2単位60時間とした。

122 理学療法総合演習 演習 4後 1 30
展開科目を含めたすべての科目と合わせて学ぶ科目であるため1単位として、3つの応用論
実習で学んだこと多角的に捉えなおす時間が必要なため1単位30時間とした。

123 リハビリテーション総合演習 演習 3後 1 30
理学療法研究法を基盤として合わせて演習を行う科目であるため1単位とした。事前・事後
学習として議論を行い理解を深める時間が必要なため1単位30時間とした。



作業療法学科

必
　
修

選
　
択

1 学びの基盤 講義 1前 1 15
専門職大学での学びは様々あるが、授業の学び方に焦点をあて講義するため1単位とした。
学習した内容を他の講義で実践できるよう事前・事後学習に十分な時間を確保し、学びを
深めるために1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

2 コミュ二ケーション論 講義 1前 1 15

コミュニケーションの範疇は広いが、社会人・医療人として必須になる対人コミュニケー
ションスキルを習得することに焦点をあて講義するため1単位とした。事前・事後学習に十
分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定し
た。

3 音楽 講義 1後 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

4 キャリア発達論 講義 2後 1 15
将来のキャリア発達とその支援について基礎を学ぶため1単位とした。将来の展望を持ち自
らの考えをまとめる時間を十分にとるため、1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

5 教育学 講義 1前 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

6 倫理学入門 講義 1前 1 15
倫理学の基本的な考え方を学ぶため1単位とした。現代社会の抱える倫理的問題を十分考察
できる時間をとるために、1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

7 哲学入門 講義 1前 1 15
哲学の歴史と基本用語を習得するため1単位とした。今まで理解している哲学との比較を十
分考察できる時間をとるために、1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

8 心理学 講義 1後 1 15
心理学の領域は多岐にわたるが、その歴史や基礎を学ぶため1単位とした。自らの考え振り
返る時間を十分にとるために、1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

9 経営学入門 講義 2前 1 15
基本的な論点や社会の仕組みを学ぶため1単位とした。現代社会の現状と課題について事
前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を
15時間と設定した。

10 社会学 講義 1前 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

11 日本の伝統文化 講義 1前 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

12 日本の近代史 講義 1前 1 15
市民社会の担い手となる教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼として
いるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

13 体育 実習 1後 1 30
身体運動を学び、それらを合わせて実践する科目であるため1単位とした。事前・事後に実
習での取り組みを考える時間を確保するため1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

14 生物学 講義 1前 1 15
生物学の基本的な概念について学び理解するため1単位とした。事前・事後学習に十分な時
間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

15 物理学Ⅰ 講義 1前 1 15
力学的視点の基礎を学ぶこと、物理学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とした。事前・事後学習
に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定
した。

16 物理学Ⅱ 講義 1後 1 15
物理学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深
めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

17 統計学 講義 2後 1 15
統計学的思考の基礎を担う科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確
保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

18 数学 講義 1前 1 15
物理学や統計学の基礎にあるたる科目でるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

19 英語Ⅰ 講義 1前 1 15
語学は教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼としているため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

20 英語Ⅱ 講義 1後 1 15
語学は教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼としているため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

21 韓国語 講義 2後 1 15
語学は教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼としているため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。
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22 中国語 講義 2後 1 15
語学は教養人の育成のため、幅広い教養を身につけることを主眼としているため1単位とし
た。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

23 解剖学Ⅰ 講義 1前 2 30
学習内容が膨大であり、職業専門科目のすべてにおいて基盤になる科目であるため2単位と
した。また、初めて医学的知識に触れるため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業時間
数を30時間と設定し、2単位60時間の講義として設定した

24 解剖学Ⅱ 講義 1後 2 30
学習内容が膨大であり、職業専門科目のすべてにおいて基盤になる科目であるため2単位と
した。また、科目の難易度も高いため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業時間数を30
時間と設定し、2単位60時間の講義として設定した。

25 解剖学Ⅲ 講義 1後 1 30
解剖学Ⅰ、Ⅱと同じく理学療法を学ぶ基盤となる科目であるが、比較すると学習内容が少
ないため1単位とした。科目の難易度は高いため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業
時間数を30時間と設定した。

26 生理学Ⅰ 講義 1前 2 30
学習内容が膨大であり、職業専門科目のすべてにおいて基盤になる科目であるため2単位と
した。また、初めて医学的知識に触れるため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業時間
数を30時間と設定し、2単位60時間の講義として設定した。

27 生理学Ⅱ 講義 1後 2 30
学習内容が膨大であり、職業専門科目のすべてにおいて基盤になる科目であるため2単位と
した。また、科目の難易度も高いため、授業時間を多くとり1単位あたりの授業時間数を30
時間と設定し、2単位60時間の講義として設定した。

28 運動学Ⅰ 講義 1後 1 30
身体機能面の構造や機能を理解する科目であり、解剖学、生理学的知識が基礎になり学習
を進める。また、運動学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とした。科目の難易度は高いため、授
業時間を多くとり1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

29 運動学Ⅱ 講義 2前 1 30
身体機能面の構造や機能を理解する科目であり、解剖学、生理学的知識が基礎になり学習
を進める。また、運動学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とした。科目の難易度は高いため、授
業時間を多くとり1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

30 運動学実習 実習 2後 1 30
運動学を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。様々なデータ計測などの時間を
確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時
間数を30時間と設定した。

31 人間発達学 講義 1後 1 15
運動学Ⅱや小児科学の基礎になる人間の発達について学ぶ科目であるため1単位とした。事
前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を
15時間と設定した。

32 救急援助論 講義 2後 1 15
医学的知識の基礎科目にあたる科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

33 内科学Ⅰ 講義 2前 1 30
内科的な疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目であ
り、内科学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生が理解
することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

34 内科学Ⅱ 講義 2後 1 30
内科的な疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目であ
り、内科学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生が理解
することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

35 神経内科学Ⅰ 講義 2前 1 30
神経内科の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目で
あり、神経内科学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生
が理解することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

36 神経内科学Ⅱ 講義 2後 1 30
神経内科の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目で
あり、神経内科学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生
が理解することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

37 整形外科学Ⅰ 講義 2前 1 30
整形外科の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目で
あり、整形外科学Ⅱと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生
が理解することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

38 整形外科学Ⅱ 講義 2後 1 30
整形外科の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目で
あり、整形外科学Ⅰと合わせて学ぶため1単位とする。範囲も多く難易度も高く多くの学生
が理解することに時間を要するため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

39 精神医学 講義 1後 1 15
医学的知識の基礎科目にあたる科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

40 小児科学 講義 2前 1 30

小児期の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目であ
り、内科学・神経内科学・整形外科学と重なる部分も多いため1単位とした。子供に触れた
ことのない学生にとってはイメージしにくく、多くの学生が理解することに時間を要する
ため、1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

41 老年医学 講義 2前 1 30

老年期の疾患について学ぶことはリハビリテーションを行う上で基礎となる学ぶ科目であ
り、内科学・神経内科学・整形外科学と重なる部分も多いため1単位とした。今後、関わる
ことの多い高齢者についての知識を多くの学生が理解することに時間を要するため、1単位
あたりの時間数を30時間と設定した。

42 薬理学概論 講義 1後 1 15
医学的知識の基礎科目にあたる科目であるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間
を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

43 予防医学 講義 3前 1 15
予防的な面での医学的な知識を学ぶ科目であるため1単位とした。他の医学的知識と重なる
部分も多く、今までに学んだことを繋ぎ合わせる科目であるため1単位15時間とした。



44 画像診断学 講義 2前 1 15
画像診断における基本的な知識を学ぶ科目。画像評価学ならびに各疾患学でさらに画像診
断学を含めた内容があるため1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深
めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

45 栄養学 講義 2前 1 15
基本的な人体と栄養との関係の基礎知識を学ぶため1単位とした。事前・事後学習に十分な
時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

46 社会福祉学 講義 2前 1 15
地域理学療法学を学ぶ基礎であるため1単位とした。地域社会での理学療法士として関りも
考察するため、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位
あたりの時間数を15時間と設定した。

47 地域包括ケア論 講義 3前 1 30
本学が考える地域共生社会で活躍できる理学療法士・作業療法士の育成の基礎となる科目
であるため1単位とした。そのため、範囲も多く理解に時間を要すため授業時間を多くした
方が知識が深まるため1単位あたりの時間数を30時間と設定した。

48 リハビリテーション概論 講義 1前 1 30

リハビリテーションの思想、歴史、専門職としての基本的な知識を学ぶ科目のため1単位と
した。1年次の科目であり、耳慣れないリハビリテーションの概念をしっかりと理解させる
必要があるため、授業時間を多くした方が知識の理解が深まるため、1単位あたりの時間数
を30時間と設定した。

49 作業療法学総論 講義 1前 1 30
作業療法の歴史から作業の意味を学ぶが、基礎作業学や基礎作業学実習と合わせて基礎を
学ぶため1単位とした。初めて作業療法に触れるため十分な講義時間をもうけ、理解ができ
るように1単位30時間とした。

50 基礎作業学 講義 1前 1 15
基礎作業学実習ⅠとⅡを行う上での概念科目であるため1単位とした。作業は自分の経験を
考察することも重要であるため、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めること
ができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

51 基礎作業学実習Ⅰ 実習 1前 1 30
基礎作業学を基盤に実際に作業活動を行う内容であるため1単位とした。実習時間が多くな
るが、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と
設定した。

52 基礎作業学実習Ⅱ 実習 1後 1 30
基礎作業学を基盤に実際に作業活動を行う内容であるため1単位とした。実習時間が多くな
るが、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と
設定した。

53 作業療法研究法 講義 3前 1 15
作業療法士としての研究を行うにあたり基礎になる科目であるため1単位とした。事前・事
後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間
と設定した。

54 作業療法管理・制度論 講義 1後 1 15
作業療法に関する制度を学ぶことは重要であるが、作業療法に関連したもののみを取り上
げる為、1単位とした。事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよ
う1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

55 作業療法と倫理 講義 1後 1 15
作業療法士になる上での基本的な倫理観を学ぶため、1単位とした。基礎科目に倫理学があ
り、事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時
間数を15時間と設定した。

56 作業療法評価学総論 講義 1後 1 30
対象者への作業療法介入を考える際に、どのように対象者を捉えるかを学ぶ科目であり、
各種評価学と合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。学生は障がいや問題点に視点が向
きやすいため十分な講義時間をもうけ、理解ができるように1単位30時間とした。

57 身体障害作業療法評価学実習Ⅰ 実習 2前 1 30
身体障害作業療法評価学実習Ⅱと合わせて学ぶ科目のため1単位とした。身体障害の対象者
への定型的な評価技法は多くあるため、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習
を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

58 身体障害作業療法評価学実習Ⅱ 実習 2前 1 30
身体障害作業療法評価学実習Ⅰと合わせて学ぶ科目のため1単位とした。身体障害の対象者
への定型的な評価技法は多くあるため、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習
を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

59 精神障害作業療法評価学実習 実習 2前 1 30
作業療法評価学総論を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。精神障害の対象者
への評価技法を学ぶため、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに
学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

60 発達障害作業療法評価学実習 実習 2前 1 30
作業療法評価学総論を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。発達障害の対象者
への評価技法を学ぶため、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに
学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

61 身体障害作業療法基礎技術論 講義 2後 1 30
身体障害の対象者への定型的な治療介入を学び、次に続く各身体疾患においてベースとな
る技術を学ぶため科目であるため1単位とした。学生が理解を要するために養成校で教員が
多くの指導時間をかける必要があるため、1単位30時間とした。

62 運動器疾患作業療法学実習 実習 2後 1 30

身体障害作業療法基礎技術論を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。運動器疾
患の対象者の作業療法の治療的介入を学ぶ科目であり、実習時間を確保する必要があり、
事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定し
た。

63 中枢神経疾患作業療学法実習 実習 2後 1 30

身体障害作業療法基礎技術論を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。中枢神経
疾患の対象者の作業療法の治療的介入を学ぶ科目であり、実習時間を確保する必要があ
り、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設
定した。

64 高次脳機能障害作業療法学実習 実習 3前 1 30

身体障害作業療法基礎技術論を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。高次脳機
能障害の対象者の作業療法の治療的介入を学ぶ科目であり、実習時間を確保する必要があ
り、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設
定した。

65 精神障害作業療法学 講義 2後 1 30

精神障害の対象者への治療的な考え方を学ぶ科目であり、精神障害作業療法学実習と合わ
せて学ぶ科目であるため1単位とした。障がいが目に見える形で捉えにくい精神疾患はとか
く、幻聴や妄想といった際立った症状や障がいに目がいくため、学生の理解を促すために
は養成校で学ぶ時間が必要であるため、1単位30時間とした。



66 精神障害作業療法学実習 実習 3前 1 30
精神障害作業療法学と合わせて学ぶため1単位とした。様々な精神障害者への治療的介入を
実習を通して学ぶため実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学び
を深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

67 発達障害作業療法学実習Ⅰ 実習 2後 1 30
発達障害作業療法学実習Ⅱと合わせて学ぶため1単位とした。発達障害の対象者への基本的
な治療的介入を実習を通して学ぶため、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習
を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

68 発達障害作業療法学実習Ⅱ 実習 3前 1 30

発達障害作業療法学実習Ⅰと合わせて異なった内容を学ぶため1単位とした。発達障害の対
象者への基本的な治療的介入を実習を通して学ぶため、実習時間を確保する必要があり、
事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定し
た。

69 老年期障害作業療法学 講義 2後 1 30

高齢者への作業療法の基本的な介入について学ぶ科目であり、老年期障害作業療法学実習
と合わせて学ぶため1単位とした。高齢者への介入は、抜本的な問題解決というよりも、い
かにその方にとって生活の質が向上するかの視点であり、学生の理解には教員による指導
が養成校で必要となるため、1単位30時間とした。

70 老年期障害作業療法学実習 実習 3前 1 30

老年期障害作業療法学と合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。様々な疾患の高齢者へ
の作業療法の治療的介入を実習を通して学ぶため、実習時間を確保する必要があり、事
前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定し
た。

71 日常生活活動論実習 実習 2前 1 30

様々な対象者の日常生活の改善に向けた介入を学ぶ科目であるが、疾患別の日常生活指導
は他の科目に含めるため1単位とした。実習形式で行うため、実習時間を確保する必要があ
り、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設
定した。

72 社会生活行為論実習 実習 2前 1 30

生活行為向上マネジメント論実習と合わせて学ぶ科目であるため1単位とする。様々な対象
者の社会参加を支援することを学ぶ科目であるが、実習形式で行うため、実習時間を確保
する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数
を30時間と設定した。

73 作業分析活用論 講義 2後 1 30
作業分析活用論実習と合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。様々な作業活動を分析す
ることについて学生の理解には教員による指導が養成校で必要となるため、1単位30時間と
した。

74 作業分析活用論実習 実習 2後 1 30
作業分析活用論と合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。様々な作業活動を分析し、分
析することに慣れ親しむための実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさ
らに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

75 家族援助論 講義 3前 1 15
家族の支援の基本的な概念を学ぶため1単位とした。家族援助は実践例を通した方が学習し
やすいため、本科目は概念を学ぶため事前・事後学習に十分な時間を確保し学びを深める
ことができるよう1単位あたりの時間数を15時間と設定した。

76 住環境支援論 講義 3前 1 30
物理的な住環境の支援、対象者が住みやすくなる支援の基礎を学ぶ科目であるため1単位と
した。本学科が考える環境に着眼する視点を学生に学ばせる科目であり、養成校にて教員
の指導に時間をかけた方が学びやすいため、1単位30時間とした。

77 作業療法義肢装具実習 実習 2後 1 30
義肢装具の作成を通して、人と道具との関係性の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。
実習形式で行うため、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学び
を深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

78 生活行為向上マネジメント論実習 実習 3前 1 30
社会生活行為論実習と合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。対象者の作業に着眼した
アプローチを学ぶため、実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学
びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

79 地域生活作業療法学総論 講義 2前 1 30
地域における作業療法の支援のあり方を考える科目で地域生活作業療法学実習Ⅰ・Ⅱと合
わせて学ぶ科目であるため1単位とした。各実習の基本的な概念を学ぶため、養成校での指
導に時間を要するので、1単位30時間とした。

80 地域生活作業療法学実習Ⅰ 実習 2後 1 30
地域での対象者の生活支援ができる作業療法士の育成を行う科目であり地域生活作業療法
学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで分けて学ぶため1単位とした。実習形式で行うため、事前・事後学習を
行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

81 地域生活作業療法学実習Ⅱ 実習 2後 1 30
地域での対象者の生活支援ができる作業療法士の育成を行う科目であり地域生活作業療法
学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで分けて学ぶため1単位とした。実習形式で行うため、事前・事後学習を
行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

82 地域生活作業療法学実習Ⅲ 実習 3後 1 30
地域での対象者の生活支援ができる作業療法士の育成を行う科目であり地域生活作業療法
学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで分けて学ぶため1単位とした。実習形式で行うため、事前・事後学習を
行いさらに学びを深めるため1単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

83 作業療法見学実習Ⅰ 実習 1後 1 45
臨地実務実習として臨床現場にて1週間（5日間）の見学をとおして学習する実習であるた
め1単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定し
た。

84 作業療法見学実習Ⅱ 実習 2前 1 45
臨地実務実習として臨床現場にて1週間（5日間）の見学をとおして学習する実習であるた
め1単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を45時間と設定した。

85 作業療法評価実習 実習 3前 5 225
臨地実務実習として臨床現場にて4週間の評価実践をとおして学習する実習であるため4単
位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を1単位45時間と設定した。

86 作業療法総合臨床実習Ⅰ 実習 3後 7 315
臨地実務実習として臨床現場にて6週間の評価から治療の実践をとおして学習する実習に加
えて1週間の学内での実習を行うため7単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授
業時間数を1単位45時間と設定した。

87 作業療法総合臨床実習Ⅱ 実習 4前 7 315
臨地実務実習として臨床現場にて6週間の評価から治療の実践をとおして学習する実習に加
えて1週間の学内での実習を行うため7単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授
業時間数を1単位45時間と設定した。



88 作業療法地域実習 実習 4前 1 45
臨地実務実習として訪問リハビリや通所リハビリ施設にて1週間（5日間）の実習をとおし
て学習する実習であるため1単位とした。本学の臨地実務実習の設定に準じ、授業時間数を
1単位45時間と設定した。

89 マーケティング論 講義 2後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

90 施設起業運営論 講義 3前 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

91 ボランティア論 講義 1前 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

92 子育て支援論 講義 2前 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

93 災害支援論 講義 1後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

94 教育支援論 講義 2後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

95 メンタルヘルスマネジメント論 講義 2前 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

96 障がい者スポーツ論 講義 3後 1 15
地域共生社会に活かすための他分野の基礎を学ぶ科目であるため1単位とした。事前・事後
学習に十分な時間を確保し学びを深めることができるよう1単位あたりの時間数を15時間と
設定した。

97 障がい者スポーツ論実習 実習 4前 1 30
地域理学療法学を基盤に合わせて学ぶ科目であるため1単位とした。体験的な学びを深め理
解を促す実習時間を確保する必要があり、事前・事後学習を行いさらに学びを深めるため1
単位あたりの授業時間数を30時間と設定した。

98 地域社会共生論 講義 1前 2 15

展開科目の中でも他の科目との関連性が高く学ぶ範囲も広いため、理解には十分な時間が
必要なため2単位とした。さらに地域社会での実践事例をもとに考えをまとめる時間が必要
なため事前・事後学習に十分な時間を確保し、学びを深めることができるよう1単位あたり
の時間数を15時間と設定した。

99 地域社会共生論実習 実習 1後 1 45
実習地にて1週間（5日間）の実習をとおして学習するため1単位とした。本学の臨地実務実
習の設定に準じ、授業時間数を45時間と設定した。

100 精神障がい者就労環境論 講義 3後 2 15
成人期における精神障がい者の就労の様々な事例を学ぶ科目で、展開科目の中でもその基
礎的な理論も難解なため2単位とした。事前学習と事後学習を含めて、2単位30時間とし
た。

101 身体障がい者就労環境論 講義 3後 2 15
成人期、老年期における身体障がいや高齢者の就労の様々な事例を学ぶ科目で、展開科目
の中でもその基礎的な理論も難解なため2単位とした。事前学習と事後学習を含めて、2単
位30時間とした。

102 就労環境論実習 実習 4前 1 45
実習地にて1週間（5日間）の実習をとおして学習するため1単位とした。本学の臨地実務実
習の設定に準じ、授業時間数を45時間と設定した。

103 老年期地域社会適応論 講義 3後 2 15

老年期における地域課題について学ぶ科目であり、次の実習へと繋がる科目で、展開科目
の中でもその基礎的な理論も難解なため2単位とした。事前学習と事後学習を含めて、2単
位30時間とした。講師が外部の教員になるため、事前学習と事後学習を含めて、2単位30時
間とした。

104 老年期地域社会適応論実習 実習 4前 1 45
実習地にて1週間（5日間）の実習をとおして学習するため1単位とした。本学の臨地実務実
習の設定に準じ、授業時間数を45時間と設定した。

105 成人期地域社会適応論 講義 3後 2 15
成人期における地域課題について学ぶ科目で、展開科目の中でもその基礎的な理論も難解
なため2単位とした。事前学習と事後学習を含めて、2単位30時間とした。

106 成人期地域社会適応論実習 実習 4前 1 45
実習地にて1週間（5日間）の実習をとおして学習するため1単位とした。本学の臨地実務実
習の設定に準じ、授業時間数を45時間と設定した。

107 児童期地域社会適応論 講義 3後 2 15
児童期における地域課題について学ぶ科目で、展開科目の中でもその基礎的な理論も難解
なため2単位とした。事前学習と事後学習を含めて、2単位30時間とした。

108 児童期地域社会適応論実習 実習 4前 1 45
実習地にて1週間（5日間）の実習をとおして学習するため1単位とした。本学の臨地実務実
習の設定に準じ、授業時間数を45時間と設定した。

109 協働連携論総合実習 実習 4後 2 30
本学での学びの集大成となる科目であり、かつ総合科目の中心的な科目であるため2単位と
した。両学科合同で授業を行い、複数教員が関わるために手厚い指導となるため、事前・
事後学習を行いさらに学びを深めるため2単位60時間とした。



110 作業療法総合実習Ⅰ 実習 4後 1 30
本学科での作業療法の学びの集大成の科目である。作業療法総合実習Ⅱと合わせて学ぶ科
目であるため1単位とした。さらに、多角的に捉えなおすためのグループワークを行う時間
を要するので、1単位30時間とした。

111 作業療法総合実習Ⅱ 実習 4後 1 30
本学科での作業療法の学びの集大成の科目である。作業療法総合実習Ⅰと合わせて学ぶ科
目であるため1単位とした。作業療法総合実習Ⅰでまとめた内容に更に当事者からの意見も
踏まえ、グループで議論を行う時間を要するので1単位30時間とした。
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職業専門科目
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展開科目

3つの履修モデル

必
修
科
目

ヘルス
プロモーション支援

生涯スポーツ支援

地域支援

理学療法理論科目群 職業実践科目群

内部障害応用
論実習

スポーツ障害
応用論実習

神経筋骨格障
害応用論実習

理学療法学科 履修モデル



理学療法学科　履修モデル　（地域支援）

単位

学びの基盤 コミュ二ケーション論 教育学 倫理学入門 生物学 物理学Ⅰ

英語Ⅰ

哲学入門※1 社会学※1 日本の伝統文化※1 日本の近代史※1 数学※２ 選択5単位

理学療法理論科目 解剖学Ⅰ 生理学Ⅰ リハビリテーション概論 必修5単位

理学療法職業実践科目 基礎理学療法学Ⅰ 基礎理学療法学Ⅱ 必修2単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅰ 必修1単位

展開科目 生涯スポーツ論 必修1単位

心理学 必修1単位

音楽※1 体育※1 物理学Ⅱ※２ 英語Ⅱ※２ 選択4単位

解剖学Ⅱ 解剖学Ⅲ 生理学Ⅱ 運動学Ⅰ 人間発達学 精神医学

薬理学概論

理学療法職業実践科目 基礎理学療法学実習Ⅰ 基礎理学療法学実習Ⅱ 理学療法評価学 必修3単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅱ 必修1単位

展開科目 ボランティア論 労働衛生論 必修2単位

共通基礎科目 経営学入門※1 選択1単位

運動学Ⅱ 内科学Ⅰ 神経内科学Ⅰ 整形外科学Ⅰ 小児科学 老年医学

画像診断学 栄養学

理学療法職業実践科目 理学療法評価学実習 運動療法学 物理療法学 日常生活活動学 義肢装具学Ⅰ 必修6単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅲ 必修1単位

展開科目 子育て支援論 災害支援論 教育支援論 必修3単位

キャリア発達論 統計学 必修2単位

韓国語※２ 中国語※2 選択2単位

運動学実習 運動生理学実習 救急援助論 内科学Ⅱ 神経内科学Ⅱ 整形外科学Ⅱ

社会福祉学

画像評価学 運動療法学実習 義肢装具学Ⅱ
神経障害系理学療法学実
習Ⅰ

運動器障害系理学療法
学実習Ⅰ

小児期理学療法学演
習

老年期理学療法学演習
スポーツ障害系理学療法
学実習

地域理学療法学

理学療法理論科目 予防医学 地域包括ケア論 必修2単位

基礎理学療法研究法 臨床技能論実習 理学療法評価学演習 徒手理学療法学
神経障害系理学療法学
実習Ⅱ

運動器障害系理学療
法学実習Ⅱ

内部障害系理学療法学
実習Ⅰ

内部障害系理学療法学
実習Ⅱ

地域理学療法学実習

理学療法実習 理学療法評価実習 必修4単位

展開科目 地域共生論 必修2単位

理学療法職業実践科目 徒手理学療法学実習 必修1単位

マーケティング論 施設起業運営論 障がい者スポーツ論 必修3単位

身体障がい者就労環境
論※3

福祉工学地域活用論※3
ロボット工学地域活用
論基礎※３

ロボット工学地域活用論
応用※3

組織運営論※3 選択8単位

理学療法実習
理学療法総合臨床実習
Ⅰ

必修6単位

総合科目
リハビリテーション総合演
習

必修1単位

理学療法実習
理学療法総合臨床実習
Ⅱ

理学療法地域実習 必修7単位

展開科目 障がい者スポーツ論実習 必修1単位

理学療法管理学
保健医療福祉関連制度
論

必修2単位

神経筋骨格障害応用論
実習

選択2単位

総合科目 協働連携論総合実習 理学療法総合演習 必修3単位

※1より6単位以上選択、※2より4単位以上選択、※3より8単位選択 合計 129単位

4年前期

4年後期

必修7単位理学療法理論科目

展開科目

理学療法職業実践科目

3年前期
理学療法職業実践科目 必修9単位

3年後期

理学療法職業実践科目 必修9単位

共通基礎科目

理学療法理論科目 必修8単位

2年前期

2年後期

区分 科目

共通基礎科目
必修7単位

1年後期

1年前期

共通基礎科目

理学療法理論科目 必修9単位



理学療法学科　履修モデル　（ヘルスプロモーション支援）

単位

学びの基盤 コミュ二ケーション論 教育学 倫理学入門 生物学 物理学Ⅰ

英語Ⅰ

哲学入門※1 社会学※1 日本の伝統文化※1 日本の近代史※1 数学※２ 選択5単位

理学療法理論科目 解剖学Ⅰ 生理学Ⅰ リハビリテーション概論 必修5単位

理学療法職業実践科目 基礎理学療法学Ⅰ 基礎理学療法学Ⅱ 必修2単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅰ 必修1単位

展開科目 生涯スポーツ論 必修1単位

心理学 必修1単位

音楽※1 体育※1 物理学Ⅱ※２ 英語Ⅱ※２ 選択4単位

解剖学Ⅱ 解剖学Ⅲ 生理学Ⅱ 運動学Ⅰ 人間発達学 精神医学

薬理学概論

理学療法職業実践科目 基礎理学療法学実習Ⅰ
基礎理学療法学実習
Ⅱ

理学療法評価学 必修3単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅱ 必修1単位

展開科目 ボランティア論 労働衛生論 必須2単位

共通基礎科目 経営学入門※1 選択1単位

運動学Ⅱ 内科学Ⅰ 神経内科学Ⅰ 整形外科学Ⅰ 小児科学 老年医学

画像診断学 栄養学

理学療法職業実践科目 理学療法評価学実習 運動療法学 物理療法学 日常生活活動学 義肢装具学Ⅰ 必修6単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅲ 必修1単位

展開科目 子育て支援論 災害支援論 教育支援論 必修3単位

キャリア発達論 統計学 必修2単位

韓国語※２ 中国語※2 選択2単位

運動学実習 運動生理学実習 救急援助論 内科学Ⅱ 神経内科学Ⅱ 整形外科学Ⅱ

社会福祉学

画像評価学 運動療法学実習 義肢装具学Ⅱ
神経障害系理学療法学実
習Ⅰ

運動器障害系理学療法
学実習Ⅰ

小児期理学療法学演
習

老年期理学療法学演習
スポーツ障害系理学療
法学実習

地域理学療法学

理学療法理論科目 予防医学 地域包括ケア論 必修2単位

基礎理学療法研究法 臨床技能論実習 理学療法評価学演習 徒手理学療法学
神経障害系理学療法学
実習Ⅱ

運動器障害系理学療
法学実習Ⅱ

内部障害系理学療法学
実習Ⅰ

内部障害系理学療法
学実習Ⅱ

地域理学療法学実習

理学療法実習 理学療法評価実習 必修4単位

展開科目 地域共生論 必修2単位

理学療法職業実践科目 徒手理学療法学実習 必修1単位

マーケティング論 施設起業運営論 障がい者スポーツ論 必修3単位

遊びとレクリエーション※3 生きがい創造※3 伝承遊び※3 体力測定論※3
メンタルヘルスマネジメン
ト論※3

健康増進実践演習※3

健康増進実践実習※3

理学療法実習
理学療法総合臨床実習
Ⅰ

必修6単位

総合科目
リハビリテーション総合演
習

必修1単位

理学療法実習
理学療法総合臨床実習
Ⅱ

理学療法地域実習 必修7単位

展開科目 障がい者スポーツ論実習 必修1単位

理学療法管理学
保健医療福祉関連制
度論

必須2単位

内部障害応用論実習 選択2単位

総合科目 協働連携論総合実習 理学療法総合演習 必修3単位

※1より6単位以上選択、※2より4単位以上選択、※3より8単位以上選択 合計 129単位

区分 科目

1年前期

共通基礎科目

1年後期

共通基礎科目

4年後期
理学療法職業実践科目

理学療法理論科目

2年前期

理学療法理論科目

2年後期

共通基礎科目

理学療法職業実践科目

必修9単位

必修7単位

必修8単位

選択9単位

4年前期

必修9単位

3年前期
理学療法職業実践科目 必修9単位

3年後期 展開科目

必修7単位理学療法理論科目



理学療法学科　履修モデル　（生涯スポーツ支援）

単位

学びの基盤 コミュ二ケーション論 教育学 倫理学入門 生物学 物理学Ⅰ

英語Ⅰ

哲学入門※1 社会学※1 日本の伝統文化※1 日本の近代史※1 数学※２ 選択5単位

理学療法理論科目 解剖学Ⅰ 生理学Ⅰ リハビリテーション概論 必修5単位

理学療法職業実践科目 基礎理学療法学Ⅰ 基礎理学療法学Ⅱ 必修2単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅰ 必修1単位

展開科目 生涯スポーツ論 必修1単位

心理学 必修1単位

音楽※1 体育※1 物理学Ⅱ※２ 英語Ⅱ※２ 選択4単位

解剖学Ⅱ 解剖学Ⅲ 生理学Ⅱ 運動学Ⅰ 人間発達学 精神医学

薬理学概論

理学療法職業実践科目 基礎理学療法学実習Ⅰ
基礎理学療法学実習
Ⅱ

理学療法評価学 必修3単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅱ 必修1単位

展開科目 ボランティア論 労働衛生論 必修2単位

共通基礎科目 経営学入門※1 選択1単位

運動学Ⅱ 内科学Ⅰ 神経内科学Ⅰ 整形外科学Ⅰ 小児科学 老年医学

画像診断学 栄養学

理学療法職業実践科目 理学療法評価学実習 運動療法学 物理療法学 日常生活活動学 義肢装具学Ⅰ 必修6単位

理学療法実習 理学療法見学実習Ⅲ 必修1単位

展開科目 子育て支援論 災害支援論 教育支援論 必修3単位

キャリア発達論 統計学 必修2単位

韓国語※２ 中国語※2 選択2単位

運動学実習 運動生理学実習 救急援助論 内科学Ⅱ 神経内科学Ⅱ 整形外科学Ⅱ

社会福祉学

画像評価学 運動療法学実習 義肢装具学Ⅱ
神経障害系理学療法学実
習Ⅰ

運動器障害系理学療法
学実習Ⅰ

小児期理学療法学演
習

老年期理学療法学演習
スポーツ障害系理学療
法学実習

地域理学療法学

理学療法理論科目 予防医学 地域包括ケア論 必修2単位

基礎理学療法研究法 臨床技能論実習 理学療法評価学演習 徒手理学療法学
神経障害系理学療法学
実習Ⅱ

運動器障害系理学療
法学実習Ⅱ

内部障害系理学療法学
実習Ⅰ

内部障害系理学療法
学実習Ⅱ

地域理学療法学実習

理学療法実習 理学療法評価実習 必修4単位

展開科目 地域共生論 必修2単位

理学療法職業実践科目 徒手理学療法学実習 必修1単位

マーケティング論 施設起業運営論 障がい者スポーツ論 必修3単位

スポーツリズムトレーニン
グ論※3

パフォーマンス向上論
※3

フィットネス論※3
ランニングトレーニング論
※3

ゴルフトレーニング論※3
ビジョントレーニング論
※3

シューフィッティング論※3

理学療法実習
理学療法総合臨床実習
Ⅰ

必修6単位

総合科目
リハビリテーション総合演
習

必修1単位

理学療法実習
理学療法総合臨床実習
Ⅱ

理学療法地域実習 必修7単位

展開科目 障がい者スポーツ論実習 必修1単位

理学療法管理学
保健医療福祉関連制
度論

必修2単位

スポーツ障害応用論実習 選択2単位

総合科目 協働連携論総合実習 理学療法総合演習 必修3単位

※1より6単位以上選択、※2より4単位以上選択、※3より8単位以上選択 合計 129単位

4年前期

4年後期
理学療法職業実践科目

3年前期
理学療法職業実践科目

3年後期 展開科目

区分 科目

2年後期

共通基礎科目

理学療法職業実践科目

1年前期

共通基礎科目

1年後期

2年前期

理学療法理論科目

理学療法理論科目

共通基礎科目

理学療法理論科目

必修9単位

選択8単位

必修7単位

必修9単位

必修8単位

必修7単位

必修9単位



総
合
科
目

職業専門科目

初年次教育科目 人間と社会系科目 自然科学系科目 語学教育科目基礎科目

展開科目

児童期
地域生活適応論

成人期
地域生活適応論

老年期
地域生活適応論

必
修
科
目

作業療法理論科目群 職業実践科目群

全ライフステージの地域生活

老年期
地域生活実習

成人期
地域生活実習

児童期
地域生活実習

3つの履修モデル
作業療法学科 履修モデル



作業療法学科　児童期履修モデル

単位数

学びの基盤 コミュ二ケーション論 教育学 倫理学入門 社会学

生物学 物理学Ⅰ 英語Ⅰ

哲学入門 日本の伝統文化 数学 選択3単位

作業療法理論科目 解剖学Ⅰ 生理学Ⅰ 運動学Ⅰ リハビリテーション概論 必修6単位

作業療法職業実践科目 作業療法学総論 基礎作業学 基礎作業学実習Ⅰ 必修3単位

展開科目 地域社会共生論 ボランティア論 必修3単位

心理学 必修1単位

音楽 体育 英語Ⅱ 選択3単位

作業療法理論科目 解剖学Ⅱ 解剖学Ⅲ 生理学Ⅱ 運動学Ⅱ 人間発達学 薬理学概論 必修8単位

作業療法職業実践科目 基礎作業学実習Ⅱ 作業療法管理・制度論 作業療法と倫理 作業療法評価学総論 必修4単位

作業療法実習 作業療法見学実習Ⅰ 必修1単位

展開科目 地域社会共生論実習 災害支援論 必修2単位

共通基礎科目 経営学入門 選択1単位

運動学実習 内科学Ⅰ 神経内科学Ⅰ 整形外科学Ⅰ 精神医学 小児科学

老年医学 画像診断学 栄養学

身体障害作業療法評価
学実習Ⅰ

身体障害作業療法評
価学実習Ⅱ

精神障害作業療評価
学実習

発達障害作業療法評価学
実習

日常生活活動論実習 社会生活行為論実習

地域生活作業療法学総
論

作業療法実習 作業療法見学実習Ⅱ 必修1単位

展開科目 子育て支援論
メンタルヘルスマネジメ
ント論

必修2単位

キャリア発達論 統計学 必修2単位

韓国語 中国語 選択2単位

作業療法理論科目 内科学Ⅱ 神経内科学Ⅱ 整形外科学Ⅱ 地域包括ケア論 救急援助論 社会福祉学 必修6単位

身体障害作業療法基礎
技術論

運動器疾患作業療法
学実習

中枢神経疾患作業療
法学実習

精神障害作業療法学
発達障害作業療法学実
習Ⅰ

老年期障害作業療法学

作業分析活用論 作業分析活用論実習
作業療法義肢装具実
習

地域生活作業療法学実習
Ⅰ

地域生活作業療法学実
習Ⅱ

展開科目 マーケティング論 教育支援論 必修2単位

作業療法理論科目 予防医学 必修1単位

高次脳機能障害作業療
法学実習

精神障害作業療法学
実習

発達障害作業療法学
実習Ⅱ

老年期障害作業療法学実
習

住環境支援論
生活行為向上マネジメン
ト論実習

地域生活作業療法学実
習Ⅲ

家族援助論 作業療法研究法

作業療法実習 作業療法評価実習 必修5単位

展開科目 施設起業運営論 必修1単位

作業療法実習
作業療法総合臨床実習
Ⅰ

必修7単位

展開科目
精神障がい者就労環境
論

身体障がい者就労環
境論

障がい者スポーツ論 必修5単位

展開科目 児童期地域生活適応論 選択2単位

作業療法実習
作業療法総合臨床実習
Ⅱ

作業療法地域実習 必修8単位

展開科目実習 就労環境論実習
障がい者スポーツ論実
習

必修2単位

展開科目実習
児童期地域生活適応論
実習

選択1単位

4年後期 総合科目 作業療法総合実習Ⅰ 作業療法総合実習Ⅱ 協働連携論総合実習 必修4単位

合計　　　　　　130 単位

4年前期

3年後期

2年後期

科目

共通基礎科目

作業療法職業実践科目

3年前期
作業療法職業実践科目

区分

共通基礎科目

作業療法理論科目

1年前期

1年後期

共通基礎科目

2年前期
作業療法職業実践科目

必修8単位

必修9単位

必修7単位

必修11単位

必修9単位



作業療法学科　成人期履修モデル

単位数

学びの基盤 コミュ二ケーション論 教育学 倫理学入門 社会学

生物学 物理学Ⅰ 英語Ⅰ

哲学入門 日本の近代史 日本の伝統文化 数学 選択4単位

作業療法理論科目 解剖学Ⅰ 生理学Ⅰ 運動学Ⅰ リハビリテーション概論 必修6単位

作業療法職業実践科目 作業療法学総論 基礎作業学 基礎作業学実習Ⅰ 必修3単位

展開科目 地域社会共生論 ボランティア論 必修3単位

心理学 必修1単位

体育 物理学Ⅱ 英語Ⅱ 選択3単位

作業療法理論科目 解剖学Ⅱ 解剖学Ⅲ 生理学Ⅱ 運動学Ⅱ 人間発達学 薬理学概論 必修8単位

作業療法職業実践科目 基礎作業学実習Ⅱ 作業療法管理・制度論 作業療法と倫理 作業療法評価学総論 必修4単位

作業療法実習 作業療法見学実習Ⅰ 必修1単位

展開科目 地域社会共生論実習 災害支援論 必修2単位

共通基礎科目 経営学入門 選択1単位

運動学実習 内科学Ⅰ 神経内科学Ⅰ 整形外科学Ⅰ 精神医学 小児科学

老年医学 画像診断学 栄養学

身体障害作業療法評価
学実習Ⅰ

身体障害作業療法評
価学実習Ⅱ

精神障害作業療評価
学実習

発達障害作業療法評価学
実習

日常生活活動論実習 社会生活行為論実習

地域生活作業療法学総
論

作業療法実習 作業療法見学実習Ⅱ 必修1単位

展開科目 子育て支援論
メンタルヘルスマネジメ
ント論

必修2単位

キャリア発達論 統計学 必修2単位

中国語 選択1単位

作業療法理論科目 内科学Ⅱ 神経内科学Ⅱ 整形外科学Ⅱ 地域包括ケア論 救急援助論 社会福祉学 必修6単位

身体障害作業療法基礎
技術論

運動器疾患作業療法
学実習

中枢神経疾患作業療
法学実習

精神障害作業療法学
発達障害作業療法学実
習Ⅰ

老年期障害作業療法学

作業分析活用論 作業分析活用論実習
作業療法義肢装具実
習

地域生活作業療法学実習
Ⅰ

地域生活作業療法学実
習Ⅱ

展開科目 マーケティング論 教育支援論 必修2単位

作業療法理論科目 予防医学 必修1単位

高次脳機能障害作業療
法学実習

精神障害作業療法学
実習

発達障害作業療法学
実習Ⅱ

老年期障害作業療法学実
習

住環境支援論
生活行為向上マネジメン
ト論実習

地域生活作業療法学実
習Ⅲ

家族援助論 作業療法研究法

作業療法実習 作業療法評価実習 必修5単位

展開科目 施設起業運営論 必修1単位

作業療法実習
作業療法総合臨床実習
Ⅰ

必修7単位

展開科目
精神障がい者就労環境
論

身体障がい者就労環
境論

障がい者スポーツ論 必修5単位

展開科目 成人期地域生活適応論 選択2単位

作業療法実習
作業療法総合臨床実習
Ⅱ

作業療法地域実習 必修8単位

展開科目実習 就労環境論実習
障がい者スポーツ論実
習

必修2単位

展開科目実習
成人期地域生活適応論
実習

選択1単位

4年後期 総合科目 作業療法総合実習Ⅰ 作業療法総合実習Ⅱ 協働連携論総合実習 必修4単位

合計　　　　　　130 単位

4年前期

必修8単位

必修9単位

必修7単位

必修11単位

必修9単位

3年後期

2年後期

科目

共通基礎科目

作業療法職業実践科目

3年前期
作業療法職業実践科目

区分

共通基礎科目

作業療法理論科目

1年前期

1年後期

共通基礎科目

2年前期
作業療法職業実践科目



作業療法学科　老年期履修モデル　

単位数

学びの基盤 コミュ二ケーション論 教育学 倫理学入門 社会学

生物学 物理学Ⅰ 英語Ⅰ

日本の近代史 日本の伝統文化 数学 選択3単位

作業療法理論科目 解剖学Ⅰ 生理学Ⅰ 運動学Ⅰ リハビリテーション概論 必修6単位

作業療法職業実践科目 作業療法学総論 基礎作業学 基礎作業学実習Ⅰ 必修3単位

展開科目 地域社会共生論 ボランティア論 必修3単位

心理学 必修1単位

音楽 体育 英語Ⅱ 選択3単位

作業療法理論科目 解剖学Ⅱ 解剖学Ⅲ 生理学Ⅱ 運動学Ⅱ 人間発達学 薬理学概論 必修8単位

作業療法職業実践科目 基礎作業学実習Ⅱ 作業療法管理・制度論 作業療法と倫理 作業療法評価学総論 必修4単位

作業療法実習 作業療法見学実習Ⅰ 必修1単位

展開科目 地域社会共生論実習 災害支援論 必修2単位

共通基礎科目 経営学入門 選択1単位

運動学実習 内科学Ⅰ 神経内科学Ⅰ 整形外科学Ⅰ 精神医学 小児科学

老年医学 画像診断学 栄養学

身体障害作業療法評価
学実習Ⅰ

身体障害作業療法評
価学実習Ⅱ

精神障害作業療評価
学実習

発達障害作業療法評価学
実習

日常生活活動論実習 社会生活行為論実習

地域生活作業療法学総
論

作業療法実習 作業療法見学実習Ⅱ 必修1単位

展開科目 子育て支援論
メンタルヘルスマネジメ
ント論

必修2単位

キャリア発達論 統計学 必修2単位

韓国語 中国語 選択2単位

作業療法理論科目 内科学Ⅱ 神経内科学Ⅱ 整形外科学Ⅱ 地域包括ケア論 救急援助論 社会福祉学 必修6単位

身体障害作業療法基礎
技術論

運動器疾患作業療法
学実習

中枢神経疾患作業療
法学実習

精神障害作業療法学
発達障害作業療法学実
習Ⅰ

老年期障害作業療法学

作業分析活用論 作業分析活用論実習
作業療法義肢装具実
習

地域生活作業療法学実習
Ⅰ

地域生活作業療法学実
習Ⅱ

展開科目 マーケティング論 教育支援論 必修2単位

作業療法理論科目 予防医学 必修１単位

高次脳機能障害作業療
法学実習

精神障害作業療法学
実習

発達障害作業療法学
実習Ⅱ

老年期障害作業療法学実
習

住環境支援論
生活行為向上マネジメン
ト論実習

地域生活作業療法学実
習Ⅲ

家族援助論 作業療法研究法

作業療法実習 作業療法評価実習 必修5単位

展開科目 施設起業運営論 必修1単位

作業療法実習
作業療法総合臨床実習
Ⅰ

必修7単位

展開科目
精神障がい者就労環境
論

身体障がい者就労環
境論

障がい者スポーツ論 必修5単位

展開科目 老年期地域生活適応論 選択2単位

作業療法実習
作業療法総合臨床実習
Ⅱ

作業療法地域実習 必修8単位

展開科目実習 就労環境論実習
障がい者スポーツ論実
習

必修2単位

展開科目実習
老年期地域生活適応論
実習

選択1単位

4年後期 総合科目 作業療法総合実習Ⅰ 作業療法総合実習Ⅱ 協働連携論総合実習 必修4単位

合計　　　　　　130 単位

区分

共通基礎科目

1年前期

科目

1年後期

共通基礎科目

2年前期
作業療法職業実践科目

3年前期
作業療法職業実践科目

4年前期

作業療法理論科目

共通基礎科目

作業療法職業実践科目

3年後期

2年後期

必修8単位

必修9単位

必修7単位

必修11単位

必修9単位



（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 佐藤　隆彦

第２回 佐藤　隆彦

第３回 佐藤　隆彦

第４回 佐藤　隆彦

第５回 佐藤　隆彦

第６回 佐藤　隆彦

第７回 佐藤　隆彦

第８回 佐藤　隆彦

第９回 佐藤　隆彦

第10回 佐藤　隆彦

第11回 佐藤　隆彦

第12回 佐藤　隆彦

第13回 佐藤　隆彦

第14回 佐藤　隆彦

第15回 佐藤　隆彦

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

体育 必 佐藤　隆彦 1 30
1年次
後期

実習

授業概要
到達目標

 この授業では、体育活動（身体運動）を通じて学生の健康的な生活実現のために必要な最大限の身体的、
精神的、かつ社会的発達を助成、涵養することを目標とする。また、医療人として、また理学療法士、作
業療法士としての教育を受ける中で、人間の運動の仕組みや身体の運動耐用能などを体育活動を通して学
ぶ機会とする。様々なスポーツについて実践する機会を与えることにより、将来のリハビリテーション職
の基礎となる、身体を動かすとは何か、運動の限界とは何かを体感する時間を提供する。また、この授業
では、体育活動を通したチームワークの形成から、コミュニケーション能力を身につけてもらうことも目
標とする。

DP1
人を尊び幅広い教養を有し、差別と偏見を持たない倫理感のもと、理学療法士としての自覚と責任を持
ち、生涯にわたり自己研鑽することができる。

内容

受講ガイダンス、体力テスト（文部科学省新体力テスト）

バスケットボール（ボールハンドリング、基礎的なパス、基礎的なドリブルの基礎、簡易ゲーム）

バスケットボール（ボールハンドリング、基礎的なパス、基礎的なドリブルの基礎、簡易ゲーム）

バスケットボール（応用的なパス、応用的なドリブル、1対1のスキル、簡易ゲーム）

バスケットボール（応用的なパス、応用的なドリブル、1対1のオフェンススキル、1対1のディフェンススキル、簡易ゲーム）

バスケットボール

バスケットボール（組織的なオフェンススキル、組織的なディフェンススキル、1対1のディフェンススキル、実践ゲーム）

バレーボール（アンダーハンドパスの基礎、オーバーハンドパスの基礎、簡易ゲーム）

バレーボール（アンダーハンドパスの基礎、オーバーハンドパスの基礎、簡易ゲーム）

バレーボール（サーブの基礎、アタックの基礎、ブロックの基礎）

バレーボール（サーブの基礎、アタックの基礎、ブロックの基礎）

バレーボール（組織的なオフェンススキル、組織的なディフェンススキル、実践ゲーム）

バレーボール（組織的なオフェンススキル、組織的なディフェンススキル、実践ゲーム）

体力テスト（文部科学省新体力テスト）

なし

後期：月　16：10～17：15

体力テスト（文部科学省新体力テスト）、本科目の振り返り

備考

授業での運動に備えて、正しい生活習慣を身に着け体調を整えること。

授業の参加姿勢（50％）、技能等の向上度（50％）

なし

1



変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安田　孝志

第２回 安田　孝志

第３回 安田　孝志

第４回 安田　孝志

第５回 運動機能検査機器・重心動揺計・筋電計・呼気ガス分析装置を用いた計測と分析 安田　孝志

第６回 安田　孝志

第７回 安田　孝志

第８回 安田　孝志

第９回 藤谷　亮

第１０回 藤谷　亮

第１１回 藤谷　亮

第１２回 藤谷　亮

第１３回 藤谷　亮

第１４回 藤谷　亮

第１５回 藤谷　亮

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動学実習 必 安田　孝志・藤谷　亮 1 30
2年次
後期

授業概要
到達目標

授業目標は、運動学で学んだことを基盤として、正常な姿勢や運動を臨床的手法としての観察・分析だけでな
く、動作解析装置を使用してバイオメカニクス的視点から分析能力を養い、評価から治療に至る仮説検証過程
を理解することである。
（オムニバス方式／15回）
（安田　孝志／8回）
三次元動作解析装置、床反力計などを用いて、運動時における関節運動とモーメントを計測し分析するという
一連の流れをグループワークにて計測を行う。それらのデータをもとに分析、考察を行うことでバイオメカニ
クスにおける基礎を養っていく。
（藤谷　亮／7回）
特殊な機器を使用しない臨床的姿勢観察と分析、姿勢の評価、寝返り起き上がりの運動観察と分析、立ち上が
りの運動観察と分析、歩行の運動観察と分析、姿勢や歩行に見られる異常姿勢と運動分析について学習する。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することができる。

内容

運動機能検査機器の原理と意義：重心動揺計、床反力計、動作解析装置など

姿勢観察・分析の基礎　姿勢と運動の捉え方

運動観察と分析：寝返り

運動観察と分析：起き上がり

運動観察と分析：立ち上がり

実習

運動機能検査機器の取り扱い、計測方法について

運動機能検査機器・重心動揺計・筋電計・呼気ガス分析装置を用いた計測と分析

運動機能検査機器・重心動揺計・筋電計・呼気ガス分析装置を用いた計測と分析

運動機能検査機器・重心動揺計・筋電計・呼気ガス分析装置を用いた計測と分析

計測結果と分析についての発表

計測結果と分析についての発表

運動観察と分析：歩行①　歩行の運動観察と分析

運動観察と分析：歩行②　歩行の運動観察と分析

安田 後期：水　16：10～17：15
藤谷 後期：水　16：10～17：15

備考

本講義においては、運動学、解剖学や生理学などの基礎分野の理解が必要となります。
その分野を復習してから講義に臨んでください。
また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要点をまとめることで復習になるように進めて下さい。

発表・レポート（50％）定期試験(50％)

配布資料
伊東元・他（編）：運動学，医学書院
畠中泰彦：姿勢・動作・歩行分析．羊土社

内山　靖・他（編）：計測法入門　計り方、計る意味．協同医書出版社． 
江原義弘，山本澄子著：ボディダイナミクス入門　立ち上がり動作の分析．医歯薬出版．
中村隆一編著，齋藤宏，長崎浩著：臨床運動学　第３版．医歯薬出版株式会社．
Anne Shumway-Cook・他）：モーターコントロール原著第4版 理解が深まるDVDビデオ付―研究室から臨床実践
へ．医歯薬出版．
中村隆一・他：基礎運動学

運動観察と分析：歩行③　疾患別の異常歩行の運動観察・分析
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安田孝志

第２回 安田孝志

第３回 安田孝志

第４回 安田孝志

第５回 運動機能検査機器・重心動揺計・筋電計・呼気ガス分析装置を用いた計測と分析 安田孝志

第６回 安田孝志

第７回 安田孝志

第８回 安田孝志

第９回 藤谷亮

第１０回 藤谷亮

第１１回 藤谷亮

第１２回 藤谷亮

第１３回 藤谷亮

第１４回 藤谷亮

第１５回 藤谷亮

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

備考

本講義においては、運動学、解剖学や生理学などの基礎分野の理解が必要となります。
その分野を復習してから講義に臨んでください。
また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要点をまとめることで復習になるように進めて下さい。

授業態度(10％)、発表・レポート（40％）定期試験(50％)

配布資料
伊東元・他（編）：運動学，医学書院
畠中泰彦：姿勢・動作・歩行分析．羊土社

内山　靖・他（編）：計測法入門　計り方、計る意味．協同医書出版社． 
江原義弘，山本澄子著：ボディダイナミクス入門　立ち上がり動作の分析．医歯薬出版．
中村隆一編著，齋藤宏，長崎浩著：臨床運動学　第３版．医歯薬出版株式会社．
Anne Shumway-Cook・他）：モーターコントロール原著第4版 理解が深まるDVDビデオ付―研究室から臨床実践
へ．医歯薬出版．
中村隆一・他：基礎運動学

運動観察と分析：歩行③　疾患別の異常歩行の運動観察・分析

運動機能検査機器・重心動揺計・筋電計・呼気ガス分析装置を用いた計測と分析

運動機能検査機器・重心動揺計・筋電計・呼気ガス分析装置を用いた計測と分析

運動機能検査機器・重心動揺計・筋電計・呼気ガス分析装置を用いた計測と分析

計測結果と分析についての発表

計測結果と分析についての発表

姿勢観察・分析の基礎　姿勢と運動の捉え方

運動観察と分析：寝返り

運動観察と分析：起き上がり

運動観察と分析：立ち上がり

運動観察と分析：歩行①　歩行の運動観察と分析①

運動観察と分析：歩行②　歩行の運動観察と分析②

運動機能検査機器の取り扱い、計測方法について

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

運動学演習 必 安田孝志・藤谷亮 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

授業目標は、運動学で学んだことを基盤として、正常な姿勢や運動を臨床的手法としての観察・分析だけでな
く、動作解析装置を使用してバイオメカニクス的視点から分析能力を養い、評価から治療に至る仮説検証過程
を理解することである。
（オムニバス方式/15回）
（安田孝志/8回）
三次元動作解析装置、床反力計などを用いて、運動時における関節運動とモーメントを計測し分析するという
一連の流れをグループワークにて計測を行う。それらのデータをもとに分析、考察を行うことでバイオメカニ
クスにおける基礎を養っていく。
（藤谷亮/7回）
特殊な機器を使用しない臨床的姿勢観察と分析、姿勢の評価、寝返り起き上がりの運動観察と分析、立ち上が
りの運動観察と分析、歩行の運動観察と分析、姿勢や歩行に見られる異常姿勢と運動分析について学習する。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を発揮
することができる。

内容

運動機能検査機器の原理と意義：重心動揺計、床反力計、動作解析装置など

3



変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 佐藤　隆彦

第２回 佐藤　隆彦

第３回 佐藤　隆彦

第４回 佐藤　隆彦

第５回 佐藤　隆彦

第６回 佐藤　隆彦

第７回 佐藤　隆彦

第８回 佐藤　隆彦

第９回 佐藤　隆彦

第１０回 佐藤　隆彦

第１１回 佐藤　隆彦

第１２回 佐藤　隆彦

第１３回 佐藤　隆彦

第１４回 佐藤　隆彦

第１５回 佐藤　隆彦

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動生理学実習 必 佐藤　隆彦 1 30
2年次
後期

授業概要
到達目標

運動方法と筋骨格系機能の変化について講義と演習を交えて教授する。そして、どのような運動を行う
かによって、呼吸、循環、代謝機能がどのように変化するかについても理解できるように講義と演習を
交えて教授していく。運動の種類によって、筋機能にどのような影響を及ぼすかについて習得する。筋
電図、超音波装置、等速性運動装置などを用いて、筋収縮時の生理学的反応を解析し、そのデータの解
釈と運動指導に応用できる知識と技術を習得してもらうことも目的とする。また、運動負荷試験などを
体験し、そのデータの分析・解釈を学び、運動指導に応用できる知識と技術を習得することも目的とす
る。この授業の目標は、運動における身体機能の変化や、測定方法やトレーニング効果について運動生
理学的な視点から理解することである。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することがで
きる。

内容

筋の運動生理学（筋収縮とエネルギー供給系）

運動時の呼吸応答

運動時の呼吸応答

運動時の循環応答

運動の種類とエネルギー供給

実習

筋の運動生理学（筋線維の種類とその特徴）

筋の運動生理学（筋収縮における神経の役割、筋の収縮様式と筋力）

骨、関節の運動生理学

骨、関節の運動生理学

筋電図、超音波装置、等速性運動装置による骨格筋機能の測定、解析

筋電図、超音波装置、等速性運動装置による骨格筋機能の測定、解析

備考

本授業においては、生理学、運動学などの基礎分野の理解が必要となります。その分野を復習してから
授業に臨んでください。また、授業後は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめることで復習にな
るように進めてください。

レポート（授業中の課題提出）40％、定期試験　60％

配布資料
リハビリテーション運動生理学：玉木彰（監修）、解良武士 (編集)．メジカルビュー社

最大酸素摂取量、最高酸素摂取量測定

呼吸機能測定

なし

後期：月　16：10～17：15

運動負荷試験測定、解析

運動負荷試験測定、解析
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 治郎丸卓三

第２回 治郎丸卓三

第３回 治郎丸卓三

第４回 治郎丸卓三

第５回 治郎丸卓三

第６回 治郎丸卓三

第７回 治郎丸卓三

第８回 治郎丸卓三

第９回 治郎丸卓三

第１０回 治郎丸卓三

第１１回 治郎丸卓三

第１２回 治郎丸卓三

第１３回 治郎丸卓三

第１４回 治郎丸卓三

第１５回 治郎丸卓三

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

運動負荷試験測定、解析

備考

本授業においては、生理学、運動学などの基礎分野の理解が必要となります。その分野を復習してから
授業に臨んでください。また、授業後は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめることで復習にな
るように進めてください。

授業態度（授業中の課題提出）40％、定期試験　60％

配布資料
リハビリテーション運動生理学：玉木彰（監修）、解良武士 (編集)．メジカルビュー社

運動負荷試験測定、解析

筋の運動生理学（筋収縮における神経の役割、筋の収縮様式と筋力）

骨、関節の運動生理学

骨、関節の運動生理学

筋電図、超音波装置、等速性運動装置による骨格筋機能の測定、解析

筋電図、超音波装置、等速性運動装置による骨格筋機能の測定、解析

運動時の呼吸応答

運動時の呼吸応答

運動時の循環応答

運動の種類とエネルギー供給

最大酸素摂取量、最高酸素摂取量測定

呼吸機能測定

筋の運動生理学（筋線維の種類とその特徴）

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動生理学演習 必 治郎丸　卓三 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

運動方法と筋骨格系機能の変化について講義と演習を交えて教授する。そして、どのような運動を行う
かによって、呼吸、循環、代謝機能がどのように変化するかについても理解できるように講義と演習を
交えて教授していく。運動の種類によって、筋機能にどのような影響を及ぼすかについて習得する。筋
電図、超音波装置、等速性運動装置などを用いて、筋収縮時の生理学的反応を解析し、そのデータの解
釈と運動指導に応用できる知識と技術を習得してもらうことも目的とする。また、運動負荷試験などを
体験し、そのデータの分析・解釈を学び、運動指導に応用できる知識と技術を習得することも目的とす
る。この授業の目標は、運動における身体機能の変化や、測定方法やトレーニング効果について運動生
理学的な視点から理解することである。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を
発揮することができる。

内容

筋の運動生理学（筋収縮とエネルギー供給系）
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 熱中症の病態と予防・応急処置 野口　真一

第２回 意識消失の原因と病態 野口　真一

第３回 急性心不全と呼吸不全 野口　真一

第４回 ショックの概念の病態 野口　真一

第５回 頭部外傷の救急処置 野口　真一

第６回 一般外傷に対する救急処置 野口　真一

第７回 スポーツ障害と外傷に対する救急処置 野口　真一

第８回 一次救命処置 野口　真一

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書 なし

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

救急援助論 必 野口　真一 1 15
2年次
後期

講義

医療職種として重要な知識ですので、各講義ごとに復習をするようにしてください。

授業内課題（10％）  実技（20％）　期末テスト（70％）

目で見る救命救急処置

後期：水、金　16：10～17：15

授業概要
到達目標

授業目標は、医療にかかわる職種として生命を脅かす病態の兆候を示す患者への医学的な初期対処法に
ついて理解し、実施できるようになることである。内容としては、普通救命の基礎、救急医療を必要と
する疾患とその兆候、ショックや意識消失時などの生体反応とその際の対応、死に直結する疾患とその
兆候、初期対応などについて学習する。AEDの使用を含め心肺蘇生法を身につけ、医療職種として必要と
なる医学的な対処方法とその知識を獲得することを目的とする。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することがで
きる。

内容

備考
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 熱中症の病態と予防・応急処置 金沢　伸彦

第２回 意識消失の原因と病態 金沢　伸彦

第３回 急性心不全と呼吸不全 金沢　伸彦

第４回 ショックの概念の病態 金沢　伸彦

第５回 頭部外傷の救急処置 金沢　伸彦

第６回 一般外傷に対する救急処置 金沢　伸彦

第７回 スポーツ障害と外傷に対する救急処置 金沢　伸彦

第８回 一次救命処置 金沢　伸彦

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

授業内課題（10％）  実技（20％）　期末テスト（70％）

目で見る救命救急処置

授業概要
到達目標

授業目標は、医療にかかわる職種として生命を脅かす病態の兆候を示す患者への医学的な初期対処法に
ついて理解し、実施できるようになることである。内容としては、普通救命の基礎、救急医療を必要と
する疾患とその兆候、ショックや意識消失時などの生体反応とその際の対応、死に直結する疾患とその
兆候、初期対応などについて学習する。AEDの使用を含め心肺蘇生法を身につけ、医療職種として必要と
なる医学的な対処方法とその知識を獲得することを目的とする。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力
を発揮することができる。

内容

備考

講義要目

科目名 担 当 教 員

救急援助論 必 金沢　伸彦 1 15
1年次
後期

講義・演習
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 弘部　重信

第２回 弘部　重信

第３回 弘部　重信

第４回 鈴木美香

第５回 鈴木美香

第６回 鈴木美香

第７回 鈴木美香

第８回 鈴木美香

第９回 自分の住む地域の地域資源について調べる 鈴木美香

第１０回 鈴木美香

第１１回 鈴木美香

第１２回 鈴木美香

第１３回 鈴木美香

第１４回 鈴木美香

第１５回 鈴木美香

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

地域包括ケア論 必 鈴木　美香・弘部　重信 1 30
3年次
前期

授業概要
到達目標

現在、日本は人口の減少と少子高齢化が進むなかで、"住み慣れた地域で医療や福祉サービスが提供され
る地域包括ケアシステムの構築"が課題となっている。地域包括ケア論は、その地域包括ケアシステムの
制度や地域の現状と課題の理解を深め、実践のあり方について理解することを授業目標とする。
（オムニバス形式／全15回）
（弘部　重信／3回）地域包括ケアシステムの概要について学び、地域包括ケアシステムを支える専門職
の役割について知ることを目標とする。
（鈴木　美香／12回）地域包括ケアシステムを取り巻く政策と動向、現状とその課題を知り、事例検討を
通して地域包括ケアシステム構築に向けた社会の在り方について学ぶ。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することができ
る。
DP4
地域住民の健康で質の高い生活の維持・向上のために、理学療法士の特性を活かし地域が抱える身体活動
に関する課題を発見し、解決方法を導くことができる。
DP5
理学療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域住民の身体活動に関する自助、共助を支援するた
め、多職種と連携し、理学療法を創造的に応用することができる。

内容

地域包括ケアシステムの概要（人口構造の変化と社会保障への影響）

地域包括ケアシステム（地域包括ケア病棟、看護小規模多機能）

地域包括ケアシステムの現状と課題（リハビリテーション職に期待される役割）

地域ケア会議について（模擬会議）

事例検討1（グループワーク）

講義

地域包括ケアシステムの概念と制度

地域包括ケアシステムを支える専門職の役割（多職種連携）

地域共生社会とは何か

自助・共助・公助・互助について

地域包括ケアシステムの主な政策と動向

地域包括支援センターの役割と機能

事例検討1（発表）

事例検討2（グループワーク）

弘部 前期：水　16：10～17：15
鈴木 前期：水　16：10～17：15

備考

本講義は医療・介護・福祉分野を体系的に理解しておくことで授業理解がスムーズとなります。これらの
分野を予習し、授業後は、教科書の見返し、要点をまとめることで復習になるように進めてください。

小テスト（10％）、レポート課題（90％）

備酒伸彦（編）：地域リハビリテーション学テキスト．南江堂

高橋紘士（編）：オーム社

事例検討2（発表）
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 川﨑浩子

第２回 川﨑浩子

第３回 川﨑浩子

第４回 鈴木美香

第５回 鈴木美香

第６回 鈴木美香

第７回 鈴木美香

第８回 鈴木美香

第９回 自分の住む地域の地域資源について調べる 鈴木美香

第１０回 鈴木美香

第１１回 鈴木美香

第１２回 鈴木美香

第１３回 鈴木美香

第１４回 鈴木美香

第１５回 鈴木美香

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

地域包括ケア論 必 川﨑浩子・鈴木美香 1 30
3年次
前期

授業概要
到達目標

現在、日本は人口の減少と少子高齢化が進むなかで、"住み慣れた地域で医療や福祉サービスが提供され
る地域包括ケアシステムの構築"が課題となっている。地域包括ケア論は、その地域包括ケアシステムの
制度や地域の現状と課題の理解を深め、実践のあり方について理解することを授業目標とする。

（オムニバス形式／全15回）
（川﨑浩子／3回）地域包括ケアシステムの概要について学び、地域包括ケアシステムを支える専門職の
役割について知ることを目標とする。
（鈴木美香／12回）地域包括ケアシステムを取り巻く政策と動向、現状とその課題を知り、事例検討を通
して地域包括ケアシステム構築に向けた社会の在り方について学ぶ。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を
発揮することができる。

内容

地域包括ケアシステムの概要（人口構造の変化と社会保障への影響）

地域包括ケアシステム（地域包括ケア病棟、看護小規模多機能）

地域包括ケアシステムの現状と課題（リハビリテーション職に期待される役割）

地域ケア会議について（模擬会議）

事例検討1（グループワーク）

講義・演習

地域包括ケアシステムの概念と制度

地域包括ケアシステムを支える専門職の役割（多職種連携）

地域共生社会とは何か

自助・共助・公助・互助について

地域包括ケアシステムの主な政策と動向

地域包括支援センターの役割と機能

事例検討1（発表）

事例検討2（グループワーク）

備考

本講義は医療・介護・福祉分野を体系的に理解しておくことで授業理解がスムーズとなります。これらの
分野を復習し、地域社会に興味を持って講義に臨んで下さい。

授業態度（10％）、レポート課題（90％）

備酒伸彦（編）：地域リハビリテーション学テキスト．南江堂

高橋紘士（編）：オーム社

事例検討2（発表）
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 里中　綾子

第２回 里中　綾子

第３回 里中　綾子

第４回 里中　綾子

第５回 里中　綾子

第６回 里中　綾子

第７回 里中　綾子

第８回 里中　綾子

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

授業概要
到達目標

物理学を基礎とした身体運動、つまりボディメカニクスについて理解することにより、介助者、被介助者
の双方に安全で快適な動作介助の基本的知識について学習する。
本講の目的としては、ボディメカニクスを用いた各基本動作（ベッド上の移動や寝返り、起き上がり、立
ち上がり、移乗動作、歩行介助など）の動作介助法を習得することとする。
授業形式は、実技を中心とする。実技においては介助者、被介助者役を交互に経験することにより、介助
方法の違いにより実際に非介助者がどのように感じるのかについて学ぶことにより、よりよい介助のあり
方を理解する。

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

基礎理学療法学実習Ⅰ 必 里中　綾子 1 30
1年次
後期

実習

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することができ
る。

内容

動作介助に必要なボディメカニクス　動作介助の基本

移乗介助　車いす⇔ベッド（一人介助・二人介助）

スライディングボード・リフトの使い方

ベッド上での上下・左右への移動介助

寝返りの介助　起き上がりの介助

起き上がりの介助　椅子からの立ち上がり介助

座位での移動介助　床からの立ち上がり介助

杖歩行・階段昇降介助

後期：水　16：10～17：15

備考

講義後は教科書を見返し要点をまとめることで復習になるように進めて下さい。

実技試験70％　課題20％　小テスト10％

木村哲彦・他（編）：新イラストによる安全な動作介助のてびき第２版．医歯薬出版．

なし
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 川﨑 浩子

第２回 川﨑 浩子

第３回 川﨑 浩子

第４回 川﨑 浩子

第５回 川﨑 浩子

第６回 川﨑 浩子

第７回 川﨑 浩子

第８回 川﨑 浩子

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

備考

事前に解剖学の筋の起始・停止、作用を復習し、切断されたときに生じる機能障害を想起できるようにし
ておくこと。

実技試験70％　課題20％　授業態度10％

木村哲彦・他（編）：新イラストによる安全な動作介助のてびき第２版．医歯薬出版．

杖歩行・階段昇降介助

授業概要
到達目標

物理学を基礎とした身体運動、つまりボディメカニクスについて理解することにより、介助者、被介助者
の双方に安全で快適な動作介助の基本的知識について学習する。
本講の目的としては、ボディメカニクスを用いた各基本動作（ベッド上の移動や寝返り、起き上がり、立
ち上がり、移乗動作、歩行介助など）の動作介助法を習得することとする。
授業形式は、実技を中心とする。実技においては介助者、被介助者役を交互に経験することにより、介助
方法の違いにより実際に非介助者がどのように感じるのかについて学ぶことにより、よりよい介助のあり
方を理解する。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を
発揮することができる。

内容

動作介助に必要なボディメカニクス　動作介助の基本

ベッド上での上下・左右への移動介助

寝返りの介助　起き上がりの介助

起き上がりの介助　椅子からの立ち上がり介助

座位での移動介助　床からの立ち上がり介助

移乗介助　車いす⇔ベッド（一人介助・二人介助）

スライディングボード・リフトの使い方

講義要目

科目名 担 当 教 員

基礎理学療法学Ⅲ 必 川﨑 浩子 1 15
1年次
後期

講義
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 里中　綾子

第２回 里中　綾子

第３回 里中　綾子

第４回 里中　綾子

第５回 里中　綾子

第６回 里中　綾子

第７回 里中　綾子

第８回 里中　綾子

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

授業概要
到達目標

理学療法分野における研究の意義や目的、その歴史的背景を中心に学ぶ。理学療法の歴史を学ぶ中で、基
礎研究、臨床研究の必要性を理解するとともに、研究・調査の社会的意義と役割を理解することを目的と
する。またグループワークにおいて理学療法分野における英語論文の抄読を行い、その研究デザインや手
法から何が明らかになるのかなど批判的に吟味するための知識や論理的思考、分析能力を身につけること
を目的とする。

講義要目

科目名 担 当 教 員

基礎理学療法研究法 必 里中　綾子 1 15
3年次
前期

講義

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することができ
る。

内容

理学療法士と研究：なぜ（卒業）研究をし，なぜ研究法を学ぶのか

研究発表方法：プレゼンテーションにおける戦略

英語論文の抄読発表会

研究の基本事項：尺度，有効数字，操作的定義，倫理的配慮

データの分析：統計学的手法

データの分析：統計学的手法

論文の書き方：わかりやすい文章とは

発表会におけるリフレクション

前期：水　16：10～17：15

備考

英語論文に親しみ、抄読会に向けての準備をグループで積極的に行ってください。

小テスト(10％)、レポート課題（50点）、グループ発表（40点）

なし

理学療法研究法：内山靖・他編．医学書院．第3版
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 山内　正雄

第２回 山内　正雄

第３回 山内　正雄

第４回 山内　正雄

第５回 山内　正雄

第６回 山内　正雄

第７回 山内　正雄

第８回 山内　正雄

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

備考

英語論文に親しみ、抄読会に向けての準備をグループで積極的に行ってください。

授業態度(10％)、レポート課題（50点）、グループ発表（40点）

特になし

理学療法研究法：内山靖・他編．医学書院．第3版

発表会におけるリフレクション

授業概要
到達目標

理学療法分野における研究の意義や目的、その歴史的背景を中心に学ぶ。理学療法の歴史を学ぶ中で、基
礎研究、臨床研究の必要性を理解するとともに、研究・調査の社会的意義と役割を理解することを目的と
する。またグループワークにおいて理学療法分野における英語論文の抄読を行い、その研究デザインや手
法から何が明らかになるのかなど批判的に吟味するための知識や論理的思考、分析能力を身につけること
を目的とする。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を
発揮することができる。

内容

理学療法士と研究：なぜ（卒業）研究をし，なぜ研究法を学ぶのか

研究の基本事項：尺度，有効数字，操作的定義，倫理的配慮

データの分析：統計学的手法（1）

データの分析：統計学的手法（2）

論文の書き方：わかりやすい文章とは

研究発表方法：プレゼンテーションにおける戦略

英語論文の抄読発表会

講義要目

科目名 担 当 教 員

基礎理学療法研究法 必 山内　正雄 1 15
3年次
前期

講義・演習
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 宇於崎　孝

第２回 宇於崎　孝

第３回 宇於崎　孝

第４回 宇於崎　孝

第５回 宇於崎　孝

第６回 宇於崎　孝

第７回 宇於崎　孝

第８回 宇於崎　孝

第９回 宇於崎　孝

第１０回 宇於崎　孝

第１１回 宇於崎　孝

第１２回 宇於崎　孝

第１３回 宇於崎　孝

第１４回 宇於崎　孝

第１５回 宇於崎　孝

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

上肢帯の骨と筋の触診

講義要目

科目名 担 当 教 員

基礎理学療法学実習Ⅱ 必 宇於崎　孝 1 30
1年次
後期

実習

授業概要
到達目標

授業目標は、触診技術論で学習した内容をもとに、骨・関節・筋の触診技術習得と触診を通して、認識で
きた組織に対して、それが皮膚下において形、大きさ、硬さ、位置、走行、運動性について理解する。ま
た、解剖学的位置でのみなく、さまざまな関節の肢位や姿勢の変化による組織変化についても理解する。
内容としては、演習を通して上肢帯・肩関節・肘関節・前腕・手関節・手部・下肢帯・股関節・膝関節・
下腿・足関節・足部・脊柱・骨盤の各身体部位の触診法と四肢・体幹の機能解剖ついて学習する。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することができ
る。

触診概論、触診方法の原理原則

内容

肩関節の筋の触診

肩関節の骨と筋の触診

脊柱の筋の触診

膝関節・下腿の骨と筋の触診

手関節と手部の骨と筋の触診

肘関節・前腕の骨と筋の触診

下肢帯・股関節の骨の触診

手関節と手部の筋の触診

下肢帯・股関節の骨と筋の触診

下肢帯・股関節の骨と筋の触診

備考

本講義においては、解剖学と運動学の理解が必要となります。その分野を授業の進行に合わせて復習しな
がら講義に臨んでください。また講義後は、学生同士で触診の復習を進めてください。

筆記小試験（30％）、実技試験（30％）、定期試験(40％)

河上敬介：骨格筋の形と触察法改訂第2版．大峰閣

後期：月　16：10～17：15

膝関節・下腿の骨と筋の触診

足関節と足部の骨と筋の触診

脊柱の骨と筋の触診

野村　嶬(編)：標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学．医学書院．
竹井　仁：触診機能解剖カラーアトラス上・下．文光堂
野島元雄監(訳)：図解 四肢と脊椎の診かた．医歯薬出版．
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 宇於崎　孝

第２回 宇於崎　孝

第３回 宇於崎　孝

第４回 宇於崎　孝

第５回 宇於崎　孝

第６回 宇於崎　孝

第７回 宇於崎　孝

第８回 宇於崎　孝

第９回 宇於崎　孝

第１０回 宇於崎　孝

第１１回 宇於崎　孝

第１２回 宇於崎　孝

第１３回 宇於崎　孝

第１４回 宇於崎　孝

第１５回 宇於崎　孝

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

備考

本講義においては、解剖学と運動学の理解が必要となります。その分野を授業の進行に合わせて復習しな
がら講義に臨んでください。また講義後は、学生同士で触診の復習を進めてください。

筆記小試験（30％）、実技試験（30％）定期試験(40％)

河上敬介：骨格筋の形と触察法改訂第2版．大峰閣

膝関節・下腿の骨と筋の触診

足関節と足部の骨と筋の触診

脊柱の骨と筋の触診

野村　嶬(編)：標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学．医学書院．
竹井　仁：触診機能解剖カラーアトラス上・下．文光堂
野島元雄監(訳)：図解 四肢と脊椎の診かた．医歯薬出版．

上肢帯の骨と筋の触診

肩関節の筋の触診

肩関節の骨と筋の触診

脊柱の筋の触診

膝関節・下腿の骨と筋の触診

手関節と手部の骨と筋の触診

肘関節・前腕の骨と筋の触診

下肢帯・股関節の骨の触診

手関節と手部の筋の触診

下肢帯・股関節の骨と筋の触診

下肢帯・股関節の骨と筋の触診

授業概要
到達目標

授業目標は、触診技術論で学習した内容をもとに、骨・関節・筋の触診技術習得と触診を通して、認識で
きた組織に対して、それが皮膚下において形、大きさ、硬さ、位置、走行、運動性について理解する。ま
た、解剖学的位置でのみなく、さまざまな関節の肢位や姿勢の変化による組織変化についても理解する。
内容としては、演習を通して上肢帯・肩関節・肘関節・前腕・手関節・手部・下肢帯・股関節・膝関節・
下腿・足関節・足部・脊柱・骨盤の各身体部位の触診法と四肢・体幹の機能解剖ついて学習する。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を
発揮することができる。

触診概論、触診方法の原理原則

内容

講義要目

科目名 担 当 教 員

基礎理学療法学演習 必 宇於崎孝 1 30
1年次
後期

講義
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 川﨑　浩子

第２回 川﨑　浩子

第３回 川﨑　浩子

第４回 川﨑　浩子

第５回 川﨑　浩子

第６回 川﨑　浩子

第７回 反射検査・反射　脳卒中運動機能検査　運動失調症検査 川﨑　浩子

第８回 起き上がり　 川﨑　浩子

第９回 川﨑　浩子

第１０回 川﨑　浩子

第１１回 川﨑　浩子

第１２回 川﨑　浩子

第１３回 部分荷重練習 川﨑　浩子

第１４回 物理療法（ホットパック） 川﨑　浩子

第１５回 歩行練習 川﨑　浩子

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

松澤　正：理学療法評価学（第5版）．金原出版
津山直一他訳：新・徒手筋力検査法（第8版）．協同医書出版社

川﨑 前期：月　16：10～17：15

備考

理学療法の対象となる疾患・評価・動作について、講義前に復習しておいてください。
授業時間は限られています。評価の実技のスキルアップを図れるように各自練習してください。

実技試験50％　期末試験（筆記）50％

才藤栄一（監）：PT・OTのための臨床技能とOSCE　コミュニケーションと介助・検査測定編．金原出版

立ち上がり・着座

車いす移乗介助・駆動介助

関節可動域訓練

筋力増強訓練

血圧・脈拍測定　形態計測（下肢長・周径）

関節可動域測定

筋力測定

感覚検査

臨床技能論概要　標準予防策、リスク管理

コミュニケーション技法・面接

講義要目

科目名 担 当 教 員

臨床技能論実習 必 川﨑　浩子 1 30
３年次
前期

実習

授業概要
到達目標

リハビリテーション医学・医療は「学習の医学・医療」であり、臨床において患者に適切な治療ができ、
有効な経験が積め、その中で生涯伸び続けることが重要である。そのため、実践能力の高い理学療法士と
なるため、社会人としてのマナーや技術力、判断力など臨床現場で必要とされる理学療法のスタンダード
を学び、目的、適応、方法など一連の過程が実践できる臨床能力養う。
授業では、患者役・学生役・評価者の3名1組となり、患者役・学生役は、模擬患者を設定した様々な課題
に取り組み、評価者は、手技の関する評価用紙を用いて客観的に評価し、フィードバックを行う。これに
より、自分自身の問題のみならず他の学生が陥りやすい問題を共有し、修正するための練習を行うことで
理学療法士としての実践的なスキルアップを図る。
理学療法士に必要な標準予防策、リスク管理、コミュニケーション技法・面接を学び、整形外科や脳血管
障害の代表疾患を想定した模擬患者に対して、理学療法評価、理学療法治療技術及び介助技術を行い、グ
ループでフィードバックを行い、改善に向け練習し、スキルアップを図る。

DP2
地域住民を取り巻く多職種と必要な信頼関係を築き、円滑なコミュニケーションをもって理学療法を実践
することができる。
DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することができ
る。

内容
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 鈴木美香

第２回 鈴木美香

第３回 鈴木美香

第４回 鈴木美香

第５回 川﨑浩子

第６回 川﨑浩子

第７回 川﨑浩子

第８回 川﨑浩子

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

備考

理学療法の対象となる疾患について、病態、障害像が想起できるように復習しておいてください。
授業時間は限られています。評価の実技のスキルアップを図れるように各自練習してください。

実技試験50％　期末試験（筆記）40％　授業態度10％

才藤栄一（監）：PT・OTのための臨床技能とOSCE　コミュニケーションと介助・検査測定編．金原出版

松澤　正：理学療法評価学（第5版）．金原出版
津山直一他訳：新・徒手筋力検査法（第8版）．協同医書出版社

反射・脳卒中運動機能検査

授業概要
到達目標

リハビリテーション医学・医療は「学習の医学・医療」であり、臨床において患者に適切な治療ができ、
有効な経験が積め、その中で生涯伸び続けることが重要である。そのため、実践能力の高い理学療法士と
なるため、社会人としてのマナーや技術力、判断力など臨床現場で必要とされる理学療法のスタンダード
を学び、目的、適応、方法など一連の過程が実践できる臨床能力養う。
授業では、患者役・学生役・評価者の3名1組となり、患者役・学生役は、模擬患者を設定した様々な課題
に取り組み、評価者は、手技の関する評価用紙を用いて客観的に評価し、フィードバックを行う。これに
より、自分自身の問題のみならず他の学生が陥りやすい問題を共有し、修正するための練習を行うことで
理学療法士としての実践的なスキルアップを図る。

（オムニバス形式／全8回）
（5 鈴木美香／4回）理学療法士に必要な標準予防策、リスク管理、コミュニケーション技法・面接を学
び、血圧・脈拍測定や形態計測を実践的に学習する。
（9 川﨑浩子／4回）整形外科や脳血管障害の代表疾患を想定した模擬患者に対して、検査・測定（関節
可動域測定、筋力検査、反射検査、運動機能検査など）を行い、グループでフィードバックを行い、改善
に向け練習し、スキルアップを図る。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を
発揮することができる。

内容

臨床技能論概要　標準予防策、リスク管理

コミュニケーション技法・面接

血圧・脈拍測定

形態計測（下肢長・周径）

関節可動域測定

筋力測定

感覚検査

講義要目

科目名 担 当 教 員

臨床技能論 必 川﨑浩子・鈴木美香 1 30
３年次
前期

講義
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員
第１回 宇於崎　孝
第２回 宇於崎　孝
第３回 宇於崎　孝
第４回 宇於崎　孝
第５回 宇於崎　孝
第６回 宇於崎　孝
第７回 宇於崎　孝
第８回 宇於崎　孝
第９回 宇於崎　孝

第１０回 宇於崎　孝
第１１回 宇於崎　孝
第１２回 宇於崎　孝
第１３回 宇於崎　孝
第１４回 宇於崎　孝
第１５回 宇於崎　孝
第１６回 宇於崎　孝
第１７回 宇於崎　孝
第１８回 宇於崎　孝
第１９回 宇於崎　孝
第２０回 宇於崎　孝
第２１回 宇於崎　孝
第２２回 宇於崎　孝
第２３回 宇於崎　孝
第２４回 宇於崎　孝
第２５回 宇於崎　孝
第２６回 宇於崎　孝
第２７回 大西均
第２８回 大西均
第２９回 大西均
第３０回 大西均

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

理学療法評価学実習 必 宇於崎　孝・大西　均 2 60
2年次
前期

授業概要
到達目標

理学療法評価における検査・測定の目的を理解し、正確に実施できる技術を身につけることを目標
とする。理学療法の対象者をどのような視点で理解すればよいのか、また対象者の病態理解と問題
分析のためにどのような具体的な方法があるのか総論的な内容を学習し評価法の各論を学ぶ。
（オムニバス方式／全30回）
（宇於崎　孝／26回）
関節可動域検査といった基本的理学療法評価を学びます。基本となる肢位、姿勢、また注意点を必
ず押さえるとともに、教科書を見ることなく実施できるようになることを目標に進めていきます。
また、道具を必要としない筋力評価、徒手筋力評価について学習する。肢位、段階付け、代償など
注意点を抑えながら実技を習得していく。また痛みや高次脳機能検査などについても学ぶ。
（大西　均／4回）
解剖学、運動学を整理しているからこそ理解して、実施できるテストが整形外科的テスト、筋緊張
検査になる。各検査の目的・意義が理解できることが目標となる。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践すること
ができる。

内容
関節可動域測定（ROM-t）ROM test概論、　肩関節　屈曲・伸展

体幹　屈曲・伸展、側屈、回旋
頸部　屈曲・伸展、側屈、回旋　顎関節
徒手筋力検査（MMT）MMTの概論　上肢の検査
肩関節

実習

肩関節　外転・内転、外旋・内旋
肩関節　水平屈曲・水平伸展、肩甲帯
肘関節　屈曲・伸展、前腕　回内・回外
手関節　掌屈・背屈、尺屈・橈屈　手指
股関節　屈曲・伸展、外転・内転、外旋・内旋
膝関節　屈曲・伸展、足関節　背屈・底屈、足部

肩関節
肩関節

高次脳機能検査

手関節　指
肩甲帯
下肢の検査　股関節
股関節
股関節
膝関節
足関節

肘関節

備考

実技中心の授業です。必ず復習をして体が覚えて実技ができるように努力してください。

中間試験（30％）、小テスト(20％)、定期試験(50％)

体幹の検査
体幹の検査
頸筋の検査　顔面筋（脳神経支配筋）
痛みの評価

整形外科的テスト
整形外科的テスト

新・徒手筋力検査法（原著第９版）：協同医書出版　津山直一著
理学療法評価学：金原出版　松澤正著

Anne Shumway-Cook・他）：モーターコントロール原著第4版 理解が深まるDVDビデオ付―研究室か
ら臨床実践へ．医歯薬出版．

大西　前期：水　16：10～17：15
宇於崎　前期：月　16：10～17：15

反射検査
筋トーヌス検査
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員
第１回 宇於崎孝
第２回 宇於崎孝
第３回 宇於崎孝
第４回 宇於崎孝
第５回 宇於崎孝
第６回 宇於崎孝
第７回 宇於崎孝
第８回 宇於崎孝
第９回 宇於崎孝

第１０回 安田孝志
第１１回 安田孝志
第１２回 安田孝志
第１３回 安田孝志
第１４回 安田孝志
第１５回 安田孝志
第１６回 安田孝志
第１７回 安田孝志
第１８回 安田孝志
第１９回 安田孝志

第２０回 安田孝志

第２１回 安田孝志

第２２回 安田孝志
第２３回 安田孝志
第２４回 安田孝志
第２５回 安田孝志
第２６回 安田孝志
第２７回 大西均
第２８回 大西均
第２９回 大西均
第３０回 大西均

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

演習中心の授業です。必ず復習をして体が覚えて実技ができるように努力してください。

中間試験（30％）小テスト(20％)、定期試験(50％)

新・徒手筋力検査法（原著第９版）：協同医書出版　津山直一著
理学療法評価学：金原出版　松澤正著

Anne Shumway-Cook・他）：モーターコントロール原著第4版 理解が深まるDVDビデオ付―研究室から
臨床実践へ．医歯薬出版．

整形外科的テスト１
整形外科的テスト２
反射検査
筋トーヌス検査

備考

高次脳機能検査

手関節　指
肩甲帯
下肢の検査　股関節
股関節
股関節

膝関節

足関節

体幹の検査
体幹の検査
頸筋の検査　顔面筋（脳神経支配筋）
痛みの評価

肘関節

肩関節　水平屈曲・水平伸展、肩甲帯
肘関節　屈曲・伸展、前腕　回内・回外
手関節　掌屈・背屈、尺屈・橈屈　手指
股関節　屈曲・伸展、外転・内転、外旋・内旋
膝関節　屈曲・伸展、足関節　背屈・底屈、足部
体幹　屈曲・伸展、側屈、回旋
頸部　屈曲・伸展、側屈、回旋　顎関節
徒手筋力検査（MMT）MMTの概論　上肢の検査
肩関節
肩関節
肩関節

肩関節　外転・内転、外旋・内旋

講義要目

科目名 担 当 教 員

理学療法評価学演習Ⅰ 必 安田孝志・宇於崎孝・大西均 2 60
2年次
前期

演習

授業概要
到達目標

理学療法評価における検査・測定の目的を理解し、正確に実施できる技術を身につけることを目標と
する。理学療法の対象者をどのような視点で理解すればよいのか、また対象者の病態理解と問題分析
のためにどのような具体的な方法があるのか総論的な内容を学習し評価法の各論を学ぶ。各論では関
節可動域検査、筋力検査、脳神経検査、高次脳検査、反射検査、筋トーヌス検査、痛みについて、講
義と演習を行う。整形外科的疾患に対する検査測定では、足関節の評価法などを臨床に即した考え方
と最新の研究における評価法を交え、具体的に実習する。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容
関節可動域測定（ROM-t）ROM test概論、　肩関節　屈曲・伸展
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 山内　正雄

第２回 山内　正雄

第３回 山内　正雄

第４回 山内　正雄

第５回 山内　正雄

第６回 弘部　重信

第７回 弘部　重信

第８回 弘部　重信

第９回 弘部　重信

第１０回 弘部　重信

第１１回 藤谷　亮

第１２回 藤谷　亮

第１３回 藤谷　亮

第１４回 藤谷　亮

第１５回 藤谷　亮

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

理学療法評価学演習 必
山内　正雄・弘部　重信・　

藤谷　亮
1 30

3年次
前期

授業概要
到達目標

臨床場面で求められる理学療法評価の思考過程が理解できることを目標とする。講義では、整形外科領
域、内部障害領域、中枢神経領域に分野を分け、各担当教員が講義と実技をグループワークにて行う。
これまで学習した疾患に対する評価項目が適切に選択でき、適切な統合解釈および理学療法プログラム
を立案ができるようになることを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（整形外科領域：山内　正雄／5回）　
整形外科疾患に対する評価、各種整形外科疾患テストとその臨床的解釈について講義・実習を行う。各
疾患の病態を理解した上で、各種テストを行う意義、方法をしっかりと学習・実施できるようになるこ
とを目標とする。
（内部障害領域：弘部　重信／5回）
内部障害における理学療法評価についてその評価の意義と目的を学ぶとともに、ペーパーペイシェント
を用いた演習で障害構造について自ら学習し、評価の思考過程能力および評価方法をトレーニングす
る。
（中枢神経障害領域：藤谷　亮／5回）
中枢神経領域における評価とその意義を学習し、各種検査に加えてそれらをどのように解釈し、問題点
の整理、また治療に活かしていくのかについて学習する。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することがで
きる。

内容

整形外科領域：整形外科疾患における医学的情報とその解釈

内部障害領域：内部障害における理学療法評価技術演習

内部障害領域：内部障害における理学療法評価技術演習

内部障害領域：内部障害における理学療法評価の統合と解釈（演習）

中枢神経障害領域：中枢神経障害における医学的情報とその解釈

演習

整形外科領域：整形外科疾患における理学療法評価とその解釈

整形外科領域：整形外科疾患における理学療法評価技術演習

整形外科領域：整形外科疾患における理学療法評価技術演習

整形外科領域：整形外科疾患における理学療法評価の統合と解釈（演習）

内部障害領域：内部障害における医学的情報とその解釈

内部障害領域：内部障害における理学療法評価とその解釈

備考

本講義においては、評価学並びに各種疾患学などの分野の理解が必要となります。その分野を復習して
から講義に臨んでください。また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要点をまとめることで復
習になるように進めてください。

レポート課題（40％）、定期試験(60％)

配布資料

中枢神経障害領域：中枢神経障害における各理学療法評価とその解釈

中枢神経障害領域：中枢神経障害における理学療法評価技術演習

松澤　正：理学療法評価学（第5版）．金原出版．
富雅男・砂川勇：整形徒手理学療法　Kaltenborn-Evjenth Concep．医歯薬出版．
吉尾雅春・高橋哲也編：標準理学療法学　内部障害理学療法学．医学書院．
石川朗（編）：理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅰ．中山書店．

山内　前期：水　16：10～17：15
弘部　前期：水　16：10～17：15
藤谷　前期：水　16：10～17：15

中枢神経障害領域：中枢神経障害における理学療法評価の統合と解釈（演習）

中枢神経障害領域：中枢神経障害における理学療法評価技術演習
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 山内正雄

第２回 山内正雄

第３回 山内正雄

第４回 山内正雄

第５回 山内正雄

第６回 分木ひとみ

第７回 分木ひとみ

第８回 分木ひとみ

第９回 分木ひとみ

第１０回 分木ひとみ

第１１回 藤谷亮

第１２回 藤谷亮

第１３回 藤谷亮

第１４回 藤谷亮

第１５回 藤谷亮

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

松澤　正：理学療法評価学（第5版）．金原出版．
富雅男・砂川勇：整形徒手理学療法　Kaltenborn-Evjenth Concep．医歯薬出版．
吉尾雅春・高橋哲也編：標準理学療法学　内部障害理学療法学．医学書院．
石川朗（編）：理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅰ．中山書店．

中枢神経障害領域：中枢神経障害における理学療法評価の統合と解釈（演習）

備考

本講義においては、評価学並びに各種疾患学などの分野の理解が必要となります。その分野を復習し
てから講義に臨んでください。また講義後は教科書、参考資料、文献等の見返し要点をまとめること
で復習になるように進めてください。

授業態度(10％)、レポート課題（30％）、定期試験(60％)

配布資料

中枢神経障害領域：中枢神経障害における理学療法評価技術演習②

整形外科領域：整形外科疾患における理学療法評価技術演習①

整形外科領域：整形外科疾患における理学療法評価技術演習②

整形外科領域：整形外科疾患における理学療法評価の統合と解釈（演習）

内部障害領域：内部障害における医学的情報とその解釈

内部障害領域：内部障害における理学療法評価とその解釈

内部障害領域：内部障害における理学療法評価技術演習①

内部障害領域：内部障害における理学療法評価技術演習②

内部障害領域：内部障害における理学療法評価の統合と解釈（演習）

中枢神経障害領域：中枢神経障害における医学的情報とその解釈

中枢神経障害領域：中枢神経障害における各理学療法評価とその解釈

中枢神経障害領域：中枢神経障害における理学療法評価技術演習①

整形外科領域：整形外科疾患における理学療法評価とその解釈

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

理学療法評価学演習Ⅱ 必
山内正雄、分木ひとみ、藤谷

亮
1 30

3年次
前期

演習
講義

授業概要
到達目標

臨床場面で求められる理学療法評価の思考過程が理解できることを目標とする。講義では、整形外科
領域、内部障害領域、中枢神経領域に分野を分け、各担当教員が講義と実技をグループワークにて行
う。これまで学習した疾患に対する評価項目が適切に選択でき、適切な統合解釈および理学療法プロ
グラムを立案ができるようになることを目標とする。
　(オムニバス方式/15回)
整形外科領域：山内正雄/5回　
整形外科疾患に対する評価、各種整形外科疾患テストとその臨床的解釈について講義・実習を行う。
各疾患の病態を理解した上で、各種テストを行う意義、方法をしっかりと学習・実施できるようにな
ることを目標とする。
内部障害領域：分木ひとみ/5回
内部障害における理学療法評価についてその評価の意義と目的を学ぶとともに、ペーパーペイシェン
トを用いた演習で障害構造について自ら学習し、評価の思考過程能力および評価方法をトレーニング
する。
中枢神経障害領域：藤谷亮/5回
中枢神経領域における評価とその意義を学習し、各種検査に加えてそれらをどのように解釈し、問題
点の整理、また治療に活かしていくのかについて学習する。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

整形外科領域：整形外科疾患における医学的情報とその解釈

21



変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 池谷　雅江

第２回 池谷　雅江

第３回 池谷　雅江

第４回 池谷　雅江

第５回 筋力増強のための運動療法 池谷　雅江

第６回 筋力増強のための運動療法 池谷　雅江

第７回 協調性改善のための運動療法 池谷　雅江

第８回 協調性改善のための運動療法 池谷　雅江

第９回 関節可動域改善のための運動療法 池谷　雅江

第１０回 関節可動域改善のための運動療法 池谷　雅江

第１１回 関節可動域改善のための運動療法 池谷　雅江

第１２回 持久力増大のための運動療法 池谷　雅江

第１３回 持久力増大のための運動療法 池谷　雅江

第１４回 疼痛改善のための運動療法 池谷　雅江

第１５回 疼痛改善のための運動療法 池谷　雅江

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動療法学実習 必 池谷　雅江 1 30
2年次
後期

実習

備考

運動療法学の授業がベースとなります。実技は常にリスク管理を心がけ、丁寧なハンドリングを身につ
けれるよう復習すること。

小テスト：15％　　定期試験：85％

授業概要
到達目標

本授業では、運動療法学で学習した各種運動療法の知識を基に思考し、臨床現場においても各種運動療
法が安全かつ効果的に実施できるよう実技を中心に演習を行う。姿勢・運動制御改善のための運動療
法、筋力増強のための運動療法、協調性改善のための運動療法、関節可動域改善のための運動療法、持
久力増大のための運動療法、また、疼痛改善のための運動療法の具体的な実施方法や留意点について学
び、各種運動療法を実践するための治療技術を身につけることを目標とする。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することがで
きる。

内容

姿勢・運動制御改善のための運動療法

姿勢・運動制御改善のための運動療法

配布資料

理学療法ハンドブック：細田多穂 (編集)．協同医書
運動療法学（総論）第4版：吉尾雅春（編集）、横田一彦（編集）．医学書院
運動療法学（障害別アプローチの理論と実際）第2版：市橋則明（編集）．文光堂

後期：水　16：10～17：15

姿勢・運動制御改善のための運動療法

筋力増強のための運動療法
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 池谷　雅江

第２回 池谷　雅江

第３回 池谷　雅江

第４回 池谷　雅江

第５回 筋力増強のための運動療法 池谷　雅江

第６回 筋力増強のための運動療法 池谷　雅江

第７回 協調性改善のための運動療法 池谷　雅江

第８回 協調性改善のための運動療法 池谷　雅江

第９回 関節可動域改善のための運動療法 池谷　雅江

第１０回 関節可動域改善のための運動療法 池谷　雅江

第１１回 関節可動域改善のための運動療法 池谷　雅江

第１２回 持久力増大のための運動療法 池谷　雅江

第１３回 持久力増大のための運動療法 池谷　雅江

第１４回 疼痛改善のための運動療法 池谷　雅江

第１５回 疼痛改善のための運動療法 池谷　雅江

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

資料配布

理学療法ハンドブック：細田多穂 (編集)．協同医書
運動療法学（総論）第4版：吉尾雅春（編集）、横田一彦（編集）．医学書院
運動療法学（障害別アプローチの理論と実際）第2版：市橋則明（編集）．文光堂

姿勢・運動制御改善のための運動療法

筋力増強のための運動療法

備考

運動療法学の授業がベースとなります。実技は常にリスク管理を心がけ、丁寧なハンドリングを身につ
けましょう。

授業態度：15点　　定期試験：85点

授業概要
到達目標

本授業では、運動療法学で学習した各種運動療法の知識を基に思考し、臨床現場においても各種運動療
法が安全かつ効果的に実施できるよう実技を中心に演習を行う。姿勢・運動制御改善のための運動療
法、筋力増強のための運動療法、協調性改善のための運動療法、関節可動域改善のための運動療法、持
久力増大のための運動療法、また、疼痛改善のための運動療法の具体的な実施方法や留意点について学
び、各種運動療法を実践するための治療技術を身につけることを目標とする。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力
を発揮することができる。

内容

姿勢・運動制御改善のための運動療法

姿勢・運動制御改善のための運動療法

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動療法学演習 必 池谷　雅江 1 30
2年次
後期

演習
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 藤谷　亮

第２回 藤谷　亮

第３回 藤谷　亮

第４回 藤谷　亮

第５回 藤谷　亮

第６回 藤谷　亮

第７回 藤谷　亮

第８回 藤谷　亮

第９回 藤谷　亮

第１０回 藤谷　亮

第１１回 藤谷　亮

第１２回 藤谷　亮

第１３回 藤谷　亮

第１４回 藤谷　亮

第１５回 藤谷　亮

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

吉尾雅治・他：標準理学療法　神経理学療法学．医学書院．
柳沢健（編）：中枢神経理学療法学．メディカルビュー．
細田多穂・他（編）：理学療法ハンドブック改定第４版．協同医書出版．

後期：水　16：10～17：15

脳血管障害における理学療法の実際

備考

本講義においては、評価学並びに脳血管障害などの医学分野の理解が必要となります。その分野を復習して
から講義に臨んでください。また講義後は教科書、配布資料等の見返し要点をまとめることで復習になるよ
うに進めてください。

レポート課題（30％）、定期試験(70％)

石川朗（編）：理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅰ．中山書店．
配布資料

高次脳機能障害と理学療法

脳損傷の定義と病態

脳損傷とその回復

脳血管障害における医学管理

脳血管障害におけるリハビリテーションの流れ

脳血管障害後片麻痺患者の運動障害の特徴

脳血管障害後片麻痺に対する評価：機能障害の評価

脳血管障害後片麻痺に対する評価：活動制限の評価

脳血管障害後片麻痺に対するトレーニング：課題指向型トレーニングと運動学習

脳血管障害後片麻痺に対するトレーニング：座位、立位を中心に

講義要目

科目名 担当教員

神経障害系理学療法学実習
Ⅰ

必 藤谷　亮 1 30
2年次
後期

実習

授業概要
到達目標

脳血管障害における病態、治療などの基礎から、理学療法評価、理学療法アプローチに至る流れを理解する
ことを目標とする。脳出血や脳梗塞における病態、それら脳血管障害の回復過程の理解と脳神経回路の再構
築における課程を理解する。この授業では、基礎的な神経系における運動療法、運動学習における講義と演
習から、脳血管障害における病態、評価、治療につなげていく。また脳血管障害の急性期・回復期・維持期
における理学療法の役割とアプローチについて学習するとともに、片麻痺の基本動作（寝返り、起き上が
り、立ち上がり、歩行）についても演習を行い動作評価・治療・指導の注意点について学ぶ。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することができ
る。

脳血管障害後片麻痺に対するトレーニング：歩行を中心に

脳血管障害における合併症

運動と感覚の中枢機能と構造

内容

中枢神経系理学療法の基礎知識
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 藤谷　亮

第２回 藤谷　亮

第３回 藤谷　亮

第４回 藤谷　亮

第５回 藤谷　亮

第６回 藤谷　亮

第７回 藤谷　亮

第８回 藤谷　亮

第９回 藤谷　亮

第１０回 藤谷　亮

第１１回 藤谷　亮

第１２回 藤谷　亮

第１３回 藤谷　亮

第１４回 藤谷　亮

第１５回 藤谷　亮

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

吉尾雅治・他：標準理学療法　神経理学療法学．医学書院．
柳沢健（編）：中枢神経理学療法学．メディカルビュー．
細田多穂・他（編）：理学療法ハンドブック改定第４版．協同医書出版．

脳血管障害における理学療法の実際

備考

本講義においては、評価学並びに脳血管障害などの医学分野の理解が必要となります。その分野を復習して
から講義に臨んでください。また講義後は教科書、配布資料等の見返し要点をまとめることで復習になるよ
うに進めてください。

授業態度(10％)、レポート課題（20％）、定期試験(70％)

石川朗（編）：理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅰ．中山書店．

高次脳機能障害と理学療法

脳損傷の定義と病態

脳損傷とその回復

脳血管障害における医学管理

脳血管障害におけるリハビリテーションの流れ

脳血管障害後片麻痺患者の運動障害の特徴

脳血管障害後片麻痺に対する評価（１）

脳血管障害後片麻痺に対する評価（２）

脳血管障害後片麻痺に対するトレーニング（１）

脳血管障害後片麻痺に対するトレーニング（２）

脳血管障害後片麻痺に対するトレーニング（３）

脳血管障害における合併症

運動と感覚の中枢機能と構造

講義要目

科 目 名 担当教員

神経障害系理学療法学演習
Ⅰ

必 藤谷　亮 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

脳血管障害における病態、治療など基礎から、理学療法評価、理学療法アプローチに至る流れを理解するこ
とを目的に学習を進める。脳出血や脳梗塞における病態、それら脳血管障害の回復過程の理解と脳神経回路
の再構築における課程を理解する。講義では基礎的な神経系における運動療法、運動学習における講義と演
習から、脳血管障害における病態、評価、治療につなげていく。また脳血管障害の急性期・回復期・維持期
における理学療法の役割とアプローチについて学習するとともに、片麻痺の基本動作（寝返り、起き上が
り、立ち上がり、歩行）についても演習を行い動作評価・治療・指導の注意点について学ぶ。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を発
揮することができる。

内容

中枢神経系理学療法の基礎知識
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 藤谷　亮

第２回 藤谷　亮

第３回 藤谷　亮

第４回 藤谷　亮

第５回 藤谷　亮

第６回 藤谷　亮

第７回 藤谷　亮

第８回 藤谷　亮

第９回 藤谷　亮

第１０回 藤谷　亮

第１１回 藤谷　亮

第１２回 藤谷　亮

第１３回 藤谷　亮

第１４回 藤谷　亮

第１５回 藤谷　亮

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

吉尾雅治・他：標準理学療法　神経理学療法学．医学書院．
柳沢健（編）：中枢神経理学療法学．メディカルビュー．
細田多穂・他（編）：理学療法ハンドブック改定第４版．協同医書出版．

前期：水　16：10～17：15

筋萎縮性側索硬化症に対する理学療法

備考

本講義においては、評価学並びに脳血管障害などの医学分野の理解が必要となります。その分野を復
習してから講義に臨んでください。また講義後は教科書、配布資料等の見返し要点をまとめることで
復習になるように進めてください。

レポート課題（30％）、定期試験(70％)

石川朗（編）：理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅱ．中山書店．

筋萎縮性側索硬化症に対する評価と理学療法

脳の構造と機能（３）：脳幹とリハビリテーション

パーキンソン病の病態

パーキンソン病に対する評価と理学慮法

パーキンソン病に対する理学療法

運動失調の病態

運動失調に対する評価と理学療法

運動失調に対する理学療法

多発性硬化症の病態

多発性硬化症に対する評価と理学療法

講義要目

科目名 担当教員

神経障害系理学療法学実
習Ⅱ

必 藤谷　亮 1 30
3年次
前期

実習

授業概要
到達目標

神経難病であるパーキンソン病、多発性硬化症、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症などを中心
に、各疾患の病態、治療、評価、運動療法について理解し、実践できるようになることを目的とす
る。内容に関しては、基礎的な解剖学から、病理、内科及び外科的治療について学習し、理学療法に
おける医学的基盤を整理する。また各疾患特有の理学療法評価、および運動療法についてその理論的
背景を学習するだけでなく、演習を通して実践できるよう学習を進める。神経難病においては、ター
ミナルケアを含めた理解が重要となるため、福祉用具、環境調整、チームアプローチや行政サービス
などの社会資源の利用についても理解する。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することが
できる。

多発性硬化症に対する理学療法

筋萎縮性側索硬化症の病態

脳の構造と機能（２）：小脳とリハビリテーション

内容

脳の構造と機能（１）：大脳基底核とリハビリテーション

26



変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 藤谷　亮

第２回 藤谷　亮

第３回 藤谷　亮

第４回 藤谷　亮

第５回 藤谷　亮

第６回 藤谷　亮

第７回 藤谷　亮

第８回 藤谷　亮

第９回 藤谷　亮

第１０回 藤谷　亮

第１１回 藤谷　亮

第１２回 藤谷　亮

第１３回 藤谷　亮

第１４回 藤谷　亮

第１５回 藤谷　亮

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

吉尾雅治・他：標準理学療法　神経理学療法学．医学書院．
柳沢健（編）：中枢神経理学療法学．メディカルビュー．
細田多穂・他（編）：理学療法ハンドブック改定第４版．協同医書出版．

筋萎縮性側索硬化症に対する理学療法

備考

本講義においては、評価学並びに神経内科学などの医学分野の理解が必要となります。その分野を復
習してから講義に臨んでください。また講義後は教科書、配布資料等の見返し要点をまとめることで
復習になるように進めてください。

授業態度(10％)、レポート課題（20％）、定期試験(70％)

石川朗（編）：理学療法テキスト　神経障害理学療法学Ⅱ．中山書店．

筋萎縮性側索硬化症に対する評価と理学療法

脳の構造と機能（３）脳幹とリハビリテーション

パーキンソン病の病態

パーキンソン病に対する評価と理学慮法

パーキンソン病に対する理学療法

運動失調の病態

運動失調に対する評価と理学療法

運動失調に対する理学療法

多発性硬化症の病態

多発性硬化症に対する評価と理学療法

多発性硬化症に対する理学療法

筋萎縮性側索硬化症の病態

脳の構造と機能（２）小脳とリハビリテーション

講義要目

科 目 名 担当教員

神経障害系理学療法学演
習Ⅱ

必 藤谷　亮 1 30
3年次
前期

演習

授業概要
到達目標

神経難病であるパーキンソン病、多発性硬化症、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症などを中心
に、各疾患の病態、治療、評価、運動療法について理解し、実践できるようになることを目的とす
る。内容に関しては、基礎的な解剖学から、病理、内科及び外科的治療について学習し、理学療法に
おける医学的基盤を整理する。また各疾患特有の理学療法評価、および運動療法についてその理論的
背景を学習するだけでなく、演習を通して実践できるよう学習を進める。神経難病においては、ター
ミナルケアを含めた理解が重要となるため、福祉用具、環境調整、チームアプローチや行政サービス
などの社会資源の利用についても理解する。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

脳の構造と機能（１）大脳基底核とリハビリテーション
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 大西　均

第２回 大西　均

第３回 大西　均

第４回 大西　均

第５回 大西　均

第６回 大西　均

第７回 大西　均

第８回 大西　均

第９回 大西　均

第１０回 大西　均

第１１回 大西　均

第１２回 大西　均

第１３回 大西　均

第１４回 大西　均

第１５回 大西　均

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動器障害系理学療法学
実習Ⅰ

必 大西　均 1 30
2年次
後期

授業概要
到達目標

運動器障害の中でも、代表的な慢性疾患である変形性関節症、肩関節周囲炎、および代表的な高齢者
の骨折である大腿骨頸部骨折、脊椎圧迫骨折などの理学療法について演習を中心に行っていく。これ
らの運動器障害の障害把握のために、各運動器の働きや疾患の特長、リスク管理などについて学び、
これらの運動器疾患に対する基本的な理学療法プロセスを理解し、基本的な評価法や理学療法につい
ての知識、技術を習得することを目標とする。スポーツ理学療法として、足関節捻挫の最新研究を紹
介し、その治療と予防についても学ぶ。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することが
できる。

内容

変形性関節症の定義

大腿骨頸部骨折の治療

大腿骨頸部骨折に対する理学療法

大腿骨頸部骨折に対する理学療法

橈骨遠位端骨折に対する治療

実習

変形性股関節症とその治療

変形性股関節症に対する理学療法

変形性膝関節症とその治療

変形性膝関節症に対する理学療法

変形性膝関節症に対する理学療法

高齢者の骨折とは

備考

整形外科学で学んだ骨折の知識を基本に授業が進みます。整形外科学の教科書の予習、また講義後は
教科書の復習を行うこと。

小テスト(10％)、定期試験(90％)

ここがポイント　整形外科疾患の理学療法：富士武史監修　金原出版

橈骨遠位端骨折に対する理学療法

上腕骨近位端骨折に対する治療

関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション　下肢：メジカルビュー社：整形外科リハ
ビリテーション学会編

後期：火　16：10～17：15

脊椎圧迫骨折に対する治療と理学療法

上腕骨近位端骨折に対する理学療法
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 大西　均

第２回 大西　均

第３回 大西　均

第４回 大西　均

第５回 大西　均

第６回 大西　均

第７回 大西　均

第８回 大西　均

第９回 大西　均

第１０回 大西　均

第１１回 大西　均

第１２回 大西　均

第１３回 大西　均

第１４回 大西　均

第１５回 大西　均

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション　下肢：メジカルビュー社：整形外科リハ
ビリテーション学会編

脊椎圧迫骨折に対する治療と理学療法

備考

整形外科学で学んだ骨折の知識を基本に授業が進みます。整形外科学の教科書の復習をしっかりして
から本授業に臨んでください。また、解剖学と運動学の知識が重要となりますので、これらの復習も
してください。

授業態度(10％)、定期試験(90％)

ここがポイント　整形外科疾患の理学療法：富士武史監修　金原出版

上腕骨近位端骨折に対する理学療法

変形性股関節症に対する理学療法

変形性膝関節症とその治療

変形性膝関節症に対する理学療法1

変形性膝関節症に対する理学療法2

高齢者の骨折とは

大腿骨頸部骨折の治療

大腿骨頸部骨折に対する理学療法1

大腿骨頸部骨折に対する理学療法2

橈骨遠位端骨折に対する治療

橈骨遠位端骨折に対する理学療法

上腕骨近位端骨折に対する治療

変形性股関節症とその治療

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

運動器障害系理学療法学
演習Ⅰ

必 大西　均 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

運動器障害の中でも、代表的な慢性疾患である変形性関節症、肩関節周囲炎、および代表的な高齢者
の骨折である大腿骨頸部骨折、脊椎圧迫骨折などの理学療法について講義を交えながら実技も実施し
ていく。これらの運動器障害の障害把握のために、各運動器の働きや疾患の特長、リスク管理などに
ついて学び、これらの運動器疾患に対する基本的な理学療法プロセスを理解し、基本的な評価法や理
学療法についての知識、技術を習得することを目標とする。スポーツ理学療法として、足関節捻挫の
最新研究を紹介し、その治療と予防についても学ぶ。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

変形性関節症の定義
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安田　孝志

第２回 安田　孝志

第３回 安田　孝志

第４回 安田　孝志

第５回 安田　孝志

第６回 前川　昭次

第７回 前川　昭次

第８回 前川　昭次

第９回 前川　昭次

第１０回 前川　昭次

第１１回 大西　均

第１２回 大西　均

第１３回 大西　均

第１４回 大西　均

第１５回 大西　均

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動器障害系理学療法
学実習Ⅱ

必
安田　孝志・前川　昭次・　

大西　均
1 30

3年次
前期

授業概要
到達目標

運動器障害の中でも、THA、TKA、ACL再建術などの術後の理学療法、関節リウマチ、末梢神経損傷、
脊髄損傷などの理学療法について講義を交え多くの実技をする。これらの運動器障害の障害把握の
ために、各運動器の働き、疾患の特長、手術方法、リスク管理などについて学び、これらの運動器
疾患に対する基本的な理学療法プロセスを理解し、評価法や理学療法についての知識、技術を習得
することを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（安田　孝志／5回）
末梢神経損傷、脊髄損傷などの術後の理学療法について講義を交え、基本的な評価法や理学療法を
実践する。
（前川　昭次／5回）
前十字靭帯損傷・腱板断裂・THA・TKAに関する各術後の理学療法を学び、実際の手技を実践する。
（大西　均／5回）
末梢神経障害では上肢と下肢の末梢神経絞扼部位の詳細を学び、実際にそれを開放する手技につい
て実践する。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践すること
ができる。

内容

脊髄損傷（不全損傷も含め）とは（発生原因、症状、診断と治療）、障害像

腱板損傷術後の理学療法

腱板損傷術後の理学療法

THA・TKA術後の理学療法

神経の解剖と絞扼部位

実習

Bed Soarの予防と管理、評価

理学療法評価、到達可能なADL、ゴールに影響する因子

（急性期）ポジショニング、呼吸理学療法、他動運動、残存筋の筋力強化およ
び再学習

マット上訓練、座位バランス訓練、立位訓練（離床期）、車いす駆動訓練、ADL
訓練、屋外訓練、社会資源、スポーツ、レクレーション、趣味

靭帯損傷（ACLを中心に）術後の理学療法

靭帯損傷（ACLを中心に）術後の理学療法

備考

整形外科学で学んだ疾患の知識を基に授業が進みます。整形外科学の教科書の復習をしっかりして
から本授業に臨んでください。また講義後は教科書の復習を行うこと。

小テスト(10％)、定期試験(90％)

脊髄損傷のリハビリテーション：二瓶隆一　協同医書出版
ここがポイント　整形外科疾患の理学療法：富士武史監修　金原出版

神経モビライゼーション

絞扼部開放手技の基礎

なし

大西 前期：水　16：10～17：15
安田 前期：水　16：10～17：15

神経障害とそれ以外の鑑別方法

絞扼部位開放手技の実際
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安田孝志

第２回 安田孝志

第３回 安田孝志

第４回 安田孝志

第５回 安田孝志

第６回 前川昭次

第７回 前川昭次

第８回 前川昭次

第９回 前川昭次

第１０回 前川昭次

第１１回 大西均

第１２回 大西均

第１３回 大西均

第１４回 大西均

第１５回 大西均

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

　

神経障害とそれ以外の鑑別方法

備考

整形外科学で学んだ知識を基本に授業が進みます。整形外科学の教科書の復習をしっかりしてから
本授業に臨んでください。また、解剖学と運動学の知識が重要となりますので、これらの復習もし
てください。

授業態度(10％)、定期試験(90％)

脊髄損傷のリハビリテーション：二瓶隆一　協同医書出版
ここがポイント　整形外科疾患の理学療法：富士武史監修　金原出版

絞扼部位開放手技の実際

理学療法評価、到達可能なADL、ゴールに影響する因子

（急性期）ポジショニング、呼吸理学療法、他動運動、残存筋の筋力強化およ
び再学習

マット上訓練、座位バランス訓練、立位訓練（離床期）、車いす駆動訓練、ADL
訓練、屋外訓練、社会資源、スポーツ、レクレーション、趣味

靭帯損傷（ACLを中心に）術後の理学療法

靭帯損傷（ACLを中心に）術後の理学療法

腱板損傷術後の理学療法

腱板損傷術後の理学療法

THA・TKA術後の理学療法

神経の解剖と絞扼部位

神経モビライゼーション

絞扼部開放手技の基礎

Bed Soarの予防と管理、評価

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動器障害系理学療法
学演習Ⅱ

必 安田孝志　前川昭次　大西均 1 30
3年次
前期

演習

授業概要
到達目標

運動器障害の中でも、THA、TKA、ACL再建術などの術後の理学療法、関節リウマチ、末梢神経損傷、
脊髄損傷などの理学療法について講義を交えながら実技も実施していく。これらの運動器障害の障
害把握のために、各運動器の働き、疾患の特長、手術方法、リスク管理などについて学び、これら
の運動器疾患に対する基本的な理学療法プロセスを理解し、基本的な評価法や理学療法についての
知識、技術を習得することを目標とする。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

脊髄損傷（不全損傷も含め）とは（発生原因、症状、診断と治療）、障害像
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 呼吸器系の理学療法に必要な解剖生理 弘部　重信

第２回 循環器系の理学療法に必要な解剖生理 弘部　重信

第３回 呼吸不全の病態 弘部　重信

第４回 呼吸器系疾患の病態 弘部　重信

第５回 呼吸器系疾患の理学療法評価 弘部　重信

第６回 呼吸器系疾患の理学療法評価 弘部　重信

第７回 呼吸器系疾患の治療概念 弘部　重信

第８回 呼吸器系疾患の理学療法技術 弘部　重信

第９回 弘部　重信

第１０回 弘部　重信

第１１回 弘部　重信

第１２回 平岩　康之

第１３回 平岩　康之

第１４回 循環器系疾患の理学療法技術 平岩　康之

第１５回 平岩　康之

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

呼吸器系疾患の理学療法技術

呼吸循環器系疾患のADL指導

講義要目

科目名 担 当 教 員

内部障害系理学療法学
実習Ⅰ

必 弘部　重信・平岩　康之 1 30
3年次
前期

実習

授業概要
到達目標

内部障害の呼吸循環器系疾患に対する、理学療法評価および理学療法治療について学習する。疾患の症
状とその関連性などの基礎知識の理解、ならびに必要とされる理学療法評価方法と評価手技やデータ分
析と解釈、理学療法の考え方と実技を習得する。呼吸循環機能の評価と治療手技は、学生同士のペアに
より実習を取り入れ学習を進める。喀痰等の吸引について理論と方法およびリスク管理を学び、疑似モ
デルを対象に吸引の実習を行い技術を習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（弘部　重信／11回）
内部障害の呼吸循環器系疾患の、臨床症状について学習する。呼吸器疾患の理学療法評価と治療につい
て学習し、その評価と治療について学生同士で実習を行い技術を習得する。
（平岩　康之／4回）
内部障害の循環器系疾患の、臨床症状と理学療法評価・技術について学習する。喀痰吸引について、理
論と方法およびリスク管理を学び、疑似モデルを対象に吸引の実習を行い技術を習得する。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することがで
きる。

内容

COPDの理学療法

循環器系疾患の病態

循環器系疾患の理学療法評価技術

吸引の理論とリスク管理と吸引実習

備考

解剖・生理学を基礎に、内科学を踏まえた授業になります。復習を中心に自己学習を進めてください。
実技も、学生同士で実習の練習を復習することを推奨します。

授業時間内のレポート：10点　　定期試験：70点　　授業態度・実習時間内に出される課題の提出：20
点

吉尾雅春・高橋哲也編：標準理学療法学　内部障害理学療法学．医学書院

細田多穂監修：内部障害理学療法学テキスト（改訂第2版）．南江堂
柳澤健編：理学療法学ゴールドマスターテキスト　内部障害系理学療法学

前期：水　16：10～17：15
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 呼吸器系の理学療法に必要な解剖生理 分木　ひとみ

第２回 循環器系の理学療法に必要な解剖生理 分木　ひとみ

第３回 呼吸不全の病態 分木　ひとみ

第４回 呼吸器系疾患の病態 分木　ひとみ

第５回 呼吸器系疾患の理学療法評価 分木　ひとみ

第６回 呼吸器系疾患の理学療法評価 分木　ひとみ

第７回 呼吸器系疾患の治療概念 分木　ひとみ

第８回 呼吸器系疾患の理学療法技術 分木　ひとみ

第９回 分木　ひとみ

第１０回 分木　ひとみ

第１１回 分木　ひとみ

第１２回 平岩　康之

第１３回 平岩　康之

第１４回 循環器系疾患の理学療法技術 平岩　康之

第１５回 平岩　康之

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

解剖・生理学を基礎に、内科学を踏まえた授業になります。復習を中心に自己学習を進めてください。
実技も、学生同士で実習の練習を復習することを推奨します。

授業時間内のレポート：10点　　定期試験：70点　　授業態度・実習時間内に出される課題の提出：20
点

吉尾雅春・高橋哲也編：標準理学療法学　内部障害理学療法学．医学書院

細田多穂監修：内部障害理学療法学テキスト（改訂第2版）．南江堂
柳澤健編：理学療法学ゴールドマスターテキスト　内部障害系理学療法学

COPDの理学療法

循環器系疾患の病態

循環器系疾患の理学療法評価技術

吸引の理論とリスク管理と吸引実習

備考

呼吸循環器系疾患のADL指導

講義要目

科目名 担 当 教 員

内部障害系理学療法学
演習Ⅰ

必 分木　ひとみ・平岩　康之 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

内部障害の呼吸循環器系疾患に対する、理学療法評価および理学療法治療について学習する。疾患の症
状とその関連性などの基礎知識の理解、ならびに必要とされる理学療法評価方法と評価手技やデータ分
析と解釈、理学療法の考え方と実技を習得する。呼吸循環機能の評価と治療手技は、学生同士のペアに
より実習を取り入れ学習を進める。喀痰等の吸引について理論と方法およびリスク管理を学び、疑似モ
デルを対象に吸引の実習を行い技術を習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（分木ひとみ／11回）内部障害の呼吸循環器系疾患の、臨床症状について学習する。呼吸器疾患の理学
療法評価と治療について学習し、その評価と治療について学生同士で実習を行い技術を習得する。
（平岩康之／4回）内部障害の循環器系疾患の、臨床症状と理学療法評価・技術について学習する。喀痰
吸引について、理論と方法およびリスク管理を学び、疑似モデルを対象に吸引の実習を行い技術を習得
する。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を
発揮することができる。

内容

呼吸器系疾患の理学療法技術
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 弘部　重信

第２回 弘部　重信

第３回 弘部　重信

第４回 弘部　重信

第５回 弘部　重信

第６回 弘部　重信

第７回 弘部　重信

第８回 弘部　重信

第９回 弘部　重信

第１０回 弘部　重信

第１１回 弘部　重信

第１２回 弘部　重信

第１３回 弘部　重信

第１４回 弘部　重信

第１５回 弘部　重信

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

内部障害系理学療法学
実習Ⅱ

必 弘部　重信 1 30
3年次
前期

授業概要
到達目標

生活習慣病の概念と1次予防、２次予防について学習し、内部障害の糖尿病疾患に対する、理学療法評価
および理学療法治療について学習する。また、糖尿病の合併症についても理解し、その予防と理学療法
にも理解を深める。さらに内部障害の症例を提示し、治療から生活に対する理学療法士の関わりについ
て、QOLも視野に入れたプログラム作成と他職種との連携についても学習する。その方法は、アクティブ
ラーニングの視点からグループワークを行い実践的な学びを進める。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することがで
きる。

内容

メタボリックシンドロームと生活習慣病の関係

COPD患者（症例②）の評価と理学療法プログラム作成

COPD患者（症例②）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

COPD患者（症例②）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

心筋梗塞患者（症例③）の評価と理学療法プログラム作成

実習

生活習慣病と糖尿病の関係

糖尿病の理学療法評価技術

糖尿病の理学療法技術

糖尿病患者（症例①）の評価と理学療法プログラム作成

糖尿病患者（症例①）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

糖尿病患者（症例①）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

備考

症例検討が中心になります。自己学習で文献検索をすることと、友だちと話すことで考えが広がりまと
まるので、ディスカッションを多くしてください。

授業時間内のレポート：80点　　小テスト：20点

吉尾雅春・高橋哲也編：標準理学療法学　内部障害理学療法学．医学書院

心筋梗塞患者（症例③）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

心筋梗塞患者（症例③）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

細田多穂監修：内部障害理学療法学テキスト（改訂第2版）．南江堂
柳澤健編：理学療法学ゴールドマスターテキスト　内部障害系理学療法学

前期：水　16：10～17：15

呼吸循環器系疾患合併患者（症例④）の評価発表と討議

呼吸循環器系疾患合併患者（症例④）の評価
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 分木　ひとみ

第２回 分木　ひとみ

第３回 分木　ひとみ

第４回 分木　ひとみ

第５回 分木　ひとみ

第６回 分木　ひとみ

第７回 分木　ひとみ

第８回 分木　ひとみ

第９回 分木　ひとみ

第１０回 分木　ひとみ

第１１回 分木　ひとみ

第１２回 分木　ひとみ

第１３回 分木　ひとみ

第１４回 分木　ひとみ

第１５回 分木　ひとみ

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

細田多穂監修：内部障害理学療法学テキスト（改訂第2版）．南江堂
柳澤健編：理学療法学ゴールドマスターテキスト　内部障害系理学療法学

呼吸循環器系疾患合併患者（症例④）の評価発表と討議

備考

症例検討が中心になります。自己学習で文献検索をすることと、友だちと話すことで考えが広がりまと
まるので、ディスカッションを多くしてください。

授業時間内のレポート：80点　　授業態度：20点

吉尾雅春・高橋哲也編：標準理学療法学　内部障害理学療法学．医学書院

呼吸循環器系疾患合併患者（症例④）の評価

糖尿病の理学療法評価技術

糖尿病の理学療法技術

糖尿病患者（症例①）の評価と理学療法プログラム作成

糖尿病患者（症例①）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

糖尿病患者（症例①）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

COPD患者（症例②）の評価と理学療法プログラム作成

COPD患者（症例②）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

COPD患者（症例②）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

心筋梗塞患者（症例③）の評価と理学療法プログラム作成

心筋梗塞患者（症例③）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

心筋梗塞患者（症例③）の評価と理学療法プログラム作成について発表と討議

生活習慣病と糖尿病の関係

講義要目

科目名 担 当 教 員

内部障害系理学療法学
演習Ⅱ

必 分木　ひとみ 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

生活習慣病の概念と1次予防、２次予防について学習し、内部障害の糖尿病疾患に対する、理学療法評価
および理学療法治療について学習する。また、糖尿病の合併症についても理解し、その予防と理学療法
にも理解を深める。さらに内部障害の症例を提示し、治療から生活に対する理学療法士の関わりについ
て、QOLも視野に入れたプログラム作成と他職種との連携についても学習する。その方法は、アクティブ
ラーニングの視点からグループワークを行い実践的な学びを進める。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を
発揮することができる。

内容

メタボリックシンドロームと生活習慣病の関係
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 治郎丸　卓三

第２回 治郎丸　卓三

第３回 治郎丸　卓三

第４回 治郎丸　卓三

第５回 治郎丸　卓三

第６回 治郎丸　卓三

第７回 治郎丸　卓三

第８回 治郎丸　卓三

第９回 治郎丸　卓三

第１０回 治郎丸　卓三

第１１回 治郎丸　卓三

第１２回 治郎丸　卓三

第１３回 治郎丸　卓三

第１４回 治郎丸　卓三

第１５回 治郎丸　卓三

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

スポーツ障害系理学療
法学実習

必 治郎丸　卓三 1 30
2年次
後期

授業概要
到達目標

本授業では、スポーツ場面で発生しやすい 鼠径部痛症候群、半月板損傷、腸脛靱帯炎、鵞足炎、シンス
プリント、足底腱膜炎、腰椎分離症などの理学療法について講義と実技を交えながら教授していく。股関
節・鼠径部、膝、下腿・足部、腰、肩のスポーツ障害の障害把握のために、病態の捉え方、発生機転、発
生メカニズムなどを理解し、各身体部位におけるスポーツ障害の基本的な評価法や理学療法の知識と技術
を習得することを目標とする。また、その疾患のリスクについても理解し、日常生活指導やスポーツ動作
指導を行えるようになることもこの授業の目標とする。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することができ
る。

内容

スポーツ障害の基本的な考え方

下腿・足部のスポーツ障害の理学療法

下腿・足部のスポーツ障害の理学療法

腰のスポーツ障害の理学療法

腰のスポーツ障害の理学療法

実習

股関節・鼠径部のスポーツ障害の理学療法

股関節・鼠径部のスポーツ障害の理学療法

膝のスポーツ障害の理学療法

膝のスポーツ障害の理学療法

膝のスポーツ障害の理学療法

下腿・足部のスポーツ障害の理学療法

備考

本授業においては、運動学、整形外科学、運動療法学などの分野の理解が必要となります。その分野を復
習してから授業に臨んでください。また、授業後は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめることで
復習になるように進めてください。

小テスト(10％)、定期試験(90％)

スポーツ傷害のリハビリテーション　第2版：山下敏彦（編集）、武藤芳照（編集）．金原出版

腰のスポーツ障害の理学療法

肩のスポーツ障害の理学療法

スポーツ理学療法学（競技動作と治療アプローチ）：赤坂清和 (編集)、時田 幸之輔 (編集)．メジカル
ビュー社
積極的保存療法―スポーツ障害の評価と治療：村上成道、青木啓成、児玉 雄二．文光堂

後期：木　16：10～17：15

肩のスポーツ障害の理学療法

肩のスポーツ障害の理学療法
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 治郎丸卓三

第２回 治郎丸卓三

第３回 治郎丸卓三

第４回 治郎丸卓三

第５回 治郎丸卓三

第６回 治郎丸卓三

第７回 治郎丸卓三

第８回 治郎丸卓三

第９回 治郎丸卓三

第１０回 治郎丸卓三

第１１回 治郎丸卓三

第１２回 治郎丸卓三

第１３回 治郎丸卓三

第１４回 治郎丸卓三

第１５回 治郎丸卓三

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

スポーツ理学療法学（競技動作と治療アプローチ）：赤坂清和 (編集)、時田 幸之輔 (編集)．メジカル
ビュー社
積極的保存療法―スポーツ障害の評価と治療：村上成道、青木啓成、児玉 雄二．文光堂

肩のスポーツ障害の理学療法

備考

本授業においては、運動学、整形外科学、運動療法学などの分野の理解が必要となります。その分野を復
習してから授業に臨んでください。また、授業後は、教科書、参考資料の見返し、要点をまとめることで
復習になるように進めてください。

授業態度(10％)、定期試験(90％)

スポーツ傷害のリハビリテーション　第2版：山下敏彦（編集）、武藤芳照（編集）．金原出版

肩のスポーツ障害の理学療法

股関節・鼠径部のスポーツ障害の理学療法

膝のスポーツ障害の理学療法

膝のスポーツ障害の理学療法

膝のスポーツ障害の理学療法

下腿・足部のスポーツ障害の理学療法

下腿・足部のスポーツ障害の理学療法

下腿・足部のスポーツ障害の理学療法

腰のスポーツ障害の理学療法

腰のスポーツ障害の理学療法

腰のスポーツ障害の理学療法

肩のスポーツ障害の理学療法

股関節・鼠径部のスポーツ障害の理学療法

講義要目

科目名 担 当 教 員

スポーツ障害系理学療
法学演習

必 治郎丸卓三 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

本授業では、スポーツ場面で発生しやすい 鼠径部痛症候群、半月板損傷、腸脛靱帯炎、鵞足炎、シンス
プリント、足底腱膜炎、腰椎分離症などの理学療法について講義と実技を交えながら教授していく。股関
節・鼠径部、膝、下腿・足部、腰、肩のスポーツ障害の障害把握のために、病態の捉え方、発生機転、発
生メカニズムなどを理解し、各身体部位におけるスポーツ障害の基本的な評価法や理学療法の知識と技術
を習得することを目標とする。また、その疾患のリスクについても理解し、日常生活指導やスポーツ動作
指導を行えるようになることもこの授業の目標とする。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を発
揮することができる。

内容

スポーツ障害の基本的な考え方
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 鈴木　美香

第２回 鈴木　美香

第３回 鈴木　美香

第４回
弘部　重信・鈴木　美
香

第５回
弘部　重信・鈴木　美
香

第６回
弘部　重信・鈴木　美
香

第７回
弘部　重信・鈴木　美
香

第８回
弘部　重信・鈴木　美
香

第９回 弘部　重信

第１０回 弘部　重信

第１１回 弘部　重信

第１２回 弘部　重信

第１３回 弘部　重信

第１４回 弘部　重信

第１５回 弘部　重信

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書 なし

オフィスア
ワー

弘部 前期：水　16：10～17：15
鈴木 前期：水　16：10～17：15

シーティング　座位姿勢の評価と適合技術

備考

褥瘡・嚥下障害について予習して授業に臨んでください。また講義後は教科書の復習を行うようにして
ください。

期末試験（筆記）60％　課題40％

細田多穂（監）：シンプル理学療法学シリーズ『地域リハビリテーション学テキスト』改訂第3版.南江
堂.

シーティング　座位姿勢の評価と適合技術

リハビリテーション実施計画書（医療機関・老健・通所リハなど）の作成、説明
と同意、地域連携パス、カンファレンス、サービス担当者会議などの実務

バリアフリー展見学実習

バリアフリー展見学実習

バリアフリー展見学実習

バリアフリー展見学実習

見学実習報告

福祉用具の選定と使い方　福祉用具センター実習

福祉用具の選定と使い方　福祉用具センター実習

褥瘡の予防と管理　ガイドラインに基づいた対処方法

講義要目

科目名 担 当 教 員

地域理学療法学実習 必 弘部　重信・鈴木　美香 1 30
3年次
前期

実習

授業概要
到達目標

地域で生活する人々の生活上障害になる問題を解決し、生活機能向上に貢献する為に、「リハビリテー
ションの専門職として、地域医療を担う一員としての理学療法士の役割」について学び、理解を深める
ことを目標とする。サービスの場面ごとにリハビリテーション実施計画書（医療機関・老健・通所リハ
など）の作成、説明と同意、地域連携パス、カンファレンス、サービス担当者会議など、理学療法士の
実務を学び、役割の理解を深める。バリアフリー展や福祉用具センターにて福祉用具の選定と使い方を
学び、最新の機器を体験しするなど報告会を行う。また、トピックスとして、多職種が連携して対応す
る褥瘡・嚥下障害・シーティングの3つを取り上げ、理学療法士が専門性を発揮して主として関わる内容
を理解し、評価・介入できる内容を理解する。これらのテーマを通して、課題解決に向け理学療法士の
専門性を活かし、協働した取り組みができるようになることを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（鈴木　美香／3回）
サービスの場面ごとにリハビリテーション実施計画書（医療機関・老健・通所リハなど）の作成、説明
と同意、地域連携パス、カンファレンス、サービス担当者会議など、理学療法士の実務について教授す
る。
（弘部　重信・5 鈴木　美香　共同／5回）
バリアフリー展見学実習および実習報告会
（弘部　重信／７回）
福祉用具の選定と使い方、褥瘡の予防と管理、誤嚥予防と嚥下障害に対する対応、シーティング座位姿
勢の評価と適合技術について教授する。

DP3
理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、論理的思考に基づいた最適な理学療法を実践することがで
きる。
DP4
地域住民の健康で質の高い生活の維持・向上のために、理学療法士の特性を活かし地域が抱える身体活
動に関する課題を発見し、解決方法を導くことができる。

褥瘡の予防と管理　ガイドラインに基づいた対処方法

誤嚥予防と嚥下障害に対する対応

リハビリテーション実施計画書（医療機関・老健・通所リハなど）の作成、説明
と同意、地域連携パス、カンファレンス、サービス担当者会議などの実務

内容

サービスを提供する場面ごとの理学療法（介護老人保健施設　訪問リハビリテー
ション　通所リハビリテーション）
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 鈴木美香

第２回 鈴木美香

第３回 鈴木美香

第４回 川﨑浩子・鈴木美香

第５回 川﨑浩子・鈴木美香

第６回 川﨑浩子・鈴木美香

第７回 川﨑浩子・鈴木美香

第８回 川﨑浩子・鈴木美香

第９回 川﨑浩子

第１０回 川﨑浩子

第１１回 川﨑浩子

第１２回 川﨑浩子

第１３回 川﨑浩子

第１４回 川﨑浩子

第１５回 川﨑浩子

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

シーティング　座位姿勢の評価と適合技術

備考

褥瘡・嚥下障害について予習して授業に臨んでください。

期末試験（筆記）50％　課題40％　授業態度10％

細田多穂（監）：シンプル理学療法学シリーズ『地域リハビリテーション学テキスト』改訂第3版.南江
堂.

シーティング　座位姿勢の評価と適合技術

リハビリテーション実施計画書（医療機関・老健・通所リハなど）の作成、説明
と同意、地域連携パス、カンファレンス、サービス担当者会議などの実務

バリアフリー展見学実習

バリアフリー展見学実習

バリアフリー展見学実習

バリアフリー展見学実習

見学実習報告

福祉用具の選定と使い方　福祉用具センター実習

福祉用具の選定と使い方　福祉用具センター実習

褥瘡の予防と管理　ガイドラインに基づいた対処方法

褥瘡の予防と管理　ガイドラインに基づいた対処方法

誤嚥予防と嚥下障害に対する対応

リハビリテーション実施計画書（医療機関・老健・通所リハなど）の作成、説明
と同意、地域連携パス、カンファレンス、サービス担当者会議などの実務

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

地域理学療法学Ⅱ 必 川﨑浩子・鈴木美香 1 30
3年次
前期

講義・演習

授業概要
到達目標

地域で生活する人々の生活上障害になる問題を解決し、生活機能向上に貢献する為に、「リハビリテー
ションの専門職として、地域医療を担う一員としての理学療法士の役割」について学び、理解を深める
ことを目標とする。サービスの場面ごとにリハビリテーション実施計画書（医療機関・老健・通所リハ
など）の作成、説明と同意、地域連携パス、カンファレンス、サービス担当者会議など、理学療法士の
実務を学び、役割の理解を深める。バリアフリー展や福祉用具センターにて福祉用具の選定と使い方を
学び、最新の機器を体験しするなど報告会を行う。また、トピックスとして、多職種が連携して対応す
る褥瘡・嚥下障害・シーティングの3つを取り上げ、理学療法士が専門性を発揮して主として関わる内容
を理解し、評価・介入できる内容を理解する。これらのテーマを通して、課題解決に向け理学療法士の
専門性を活かし、協働した取り組みができるようになることを目標とする。

（オムニバス方式／全15回）
（鈴木美香／3回）サービスの場面ごとにリハビリテーション実施計画書（医療機関・老健・通所リハな
ど）の作成、説明と同意、地域連携パス、カンファレンス、サービス担当者会議など、理学療法士の実
務について教授する。
（川﨑浩子・5 鈴木美香　共同／5回）バリアフリー展見学実習および実習報告会
（川﨑浩子／７回）福祉用具の選定と使い方、褥瘡の予防と管理、誤嚥予防と嚥下障害に対する対応、
シーティング座位姿勢の評価と適合技術について教授する。

DP3
　理学療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力
を発揮することができる。

内容

サービスを提供する場面ごとの理学療法（介護老人保健施設　訪問リハビリテー
ション　通所リハビリテーション）
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 池谷　雅江

第２回 池谷　雅江

第３回 池谷　雅江

第４回 大西　満

第５回 安田　孝志

第６回 安田　孝志

第７回 安田　孝志

第８回 安田　孝志

第９回 安田　孝志

第１０回 池谷　雅江

第１１回 池谷　雅江

第１２回 安田　孝志

第１３回 安田　孝志

第１４回 池谷　雅江

第１５回 池谷　雅江

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

日本障がい者スポーツ協会：全国障害者スポーツ大会競技規則集（解説付）．（公財）日本障がい者
スポーツ協会

大西 前期：月、水　16：10～17：15
安田 前期：水　16：10～17：15
池谷 前期：水　16：10～17：15

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　シンクロ

備考

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関する情報を検索し通読すること。
その内容を基に、障がい者スポーツの現場にできるだけ足を運ぶこと。

確認テスト(10％)、定期試験(90％)

日本障がい者スポーツ協会　編：障害者スポーツ指導教本　初級・中級＜改訂版＞．ぎょうせい
配布資料（日本障害者スポーツ協会　HP内　資料室内資料）

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　シンクロ　卓球

全国障害者スポーツ大会の障害区分

障がい者スポーツの意義と理念

障がい者との交流

障がい者との交流　最重度障がい者のスポーツの実際

最重度障がい者のスポーツの実際

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　陸上

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　陸上

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　水泳

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　水泳

講義要目

科目名 担 当 教 員

障がい者スポーツ論実
習

必
安田　孝志・大西　満・

池谷　雅江
1 30

4年次
前期

実習

授業概要
到達目標

障がい者のスポーツの振興を図り、その健康の維持増進に寄与するために障がい者のスポーツ指導に
ついて専門的な知識と技能を身につけることを目的とする。また障がい者にとってのスポーツの重要
性を再確認するとともに、具体的なスポーツ実習を通して理学療法士とスポーツの接点や関わりにつ
いて学ぶ。障がい者スポーツは、障がいがあるヒトだけに限られたスポーツではなく，誰でも参加で
きるように適応されたスポーツであることを学び、可能性を追求する場とする。そして、学生自らが
障がい者と健常者が交流できるスポーツ大会を企画し、運営することで、応用力を養い、より高度な
想像力、実践力を育むことを目指す。
（オムニバス方式／全15回）
（安田　孝志／７回）
全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則を障がい者との交流を交えて、実技形式の演習を行
う。
（池谷　雅江／７回）
全国障害者スポーツ大会の実施競技、障害区分を講義形式で解説。
また、全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則を障がい者との交流を交えて、実技形式の演
習を行う。
（大西　満／１回）
全国障害者スポーツ大会の理念を講義形式で解説。

DP4
地域住民の健康で質の高い生活の維持・向上のために、理学療法士の特性を活かし地域が抱える身体
活動に関する課題を発見し、解決方法を導くことができる。
DP5
理学療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域住民の身体活動に関する自助、共助を支援す
るため、多職種と連携し、理学療法を創造的に応用することができる。

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　車いすバスケットボール

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　車いすバスケットボール　卓球

全国障害者スポーツ大会の実施競技

内容

全国障害者スポーツ大会の実施競技
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方針
との関連

担当教員

第１回 池谷雅江

第２回 池谷雅江

第３回 池谷雅江

第４回 大西満

第５回 安田孝志

第６回 安田孝志

第７回 安田孝志

第８回 安田孝志

第９回 安田孝志

第１０回 池谷雅江

第１１回 池谷雅江

第１２回 安田孝志

第１３回 安田孝志

第１４回 池谷雅江

第１５回 池谷雅江

授業時間以外
の学習につい

て

課題・評価方
法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

日本障がい者スポーツ協会：全国障害者スポーツ大会競技規則集（解説付）．（公財）日本障がい者
スポーツ協会

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　シンクロ

備考

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関する情報を検索し通読すること。
その内容を基に、障がい者スポーツの現場にできるだけ足を運ぶこと。

授業態度(10％)、定期試験(90％)

日本障がい者スポーツ協会　編：障害者スポーツ指導教本　初級・中級＜改訂版＞．ぎょうせい
配布資料（日本障害者スポーツ協会　HP内　資料室内資料）

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　シンクロ　卓球

全国障害者スポーツ大会の障害区分

障がい者スポーツの意義と理念

障がい者との交流

障がい者との交流　最重度障がい者のスポーツの実際

最重度障がい者のスポーツの実際

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　陸上

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　陸上

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　水泳

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　水泳

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　車いすバスケットボール

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　車いすバスケットボール　卓球

全国障害者スポーツ大会の実施競技

講義要目

科目名 担 当 教 員

障がい者スポーツ論演習 選 安田孝志　大西満　池谷雅江 1 30
4年次
通年

演習

授業概要
到達目標

障がい者のスポーツの振興を図り、その健康の維持増進に寄与するために障がい者のスポーツ指導に
ついて専門的な知識と技能を身につけることを目的とする。また障がい者にとってのスポーツの重要
性を再確認するとともに、具体的なスポーツ実習を通して理学療法士とスポーツの接点や関わりにつ
いて学ぶ。障がい者スポーツは、障がいがあるヒトだけに限られたスポーツではなく，誰でも参加で
きるように適応されたスポーツであることを学び、可能性を追求する場とする。そして、学生自らが
障がい者と健常者が交流できるスポーツ大会を企画し、運営することで、応用力を養い、より高度な
想像力、実践力を育むことを目指す。

（オムニバス方式／全15回）

（安田孝志／７回）
全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則を障がい者との交流を交えて、実技形式の演習を行
う。
（池谷雅江／７回）
全国障害者スポーツ大会の実施競技、障害区分を講義形式で解説。
また、全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則を障がい者との交流を交えて、実技形式の演
習を行う。
（大西　満／１回）
全国障害者スポーツ大会の理念を講義形式で解説。

DP5
　理学療法に関連する他の分野の学びを深め、新たな展開に向けて創造力を発揮することができる。

内容

全国障害者スポーツ大会の実施競技
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 分木　ひとみ

第２回 分木　ひとみ

第３回 分木　ひとみ

第４回 分木　ひとみ

第５回 分木　ひとみ

第６回 分木　ひとみ

第７回 鈴木　美香

第８回 鈴木　美香

第９回 鈴木　美香

第１０回 鈴木　美香

第１１回 鈴木　美香

第１２回 池谷　雅江

第１３回 池谷　雅江

第１４回 池谷　雅江

第１５回 池谷　雅江

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

なし

池谷 後期：水　16：10～17：15
鈴木 後期：木　16：10～17：15
分木 後期：水　16：10～17：15

高齢者を対象とした健康維持プログラム

備考

講義後は配布資料を中心に要点をまとめるなど、復習を中心に学習してください。

授業内課題　70％、小テスト　30％

資料配布

高齢者を対象とした健康維持プログラム

健康と生活習慣

日常生活活動量、運動量の算出

日常生活活動量、運動量の算出の実際

健康づくりのための身体活動基準

健康維持のための運動プログラム

健康維持のための運動プログラム

健康維持のための運動プログラム

健康維持のための運動プログラム

健康維持のための運動プログラム

講義要目

科目名 担 当 教 員

健康増進実践演習 選
分木　ひとみ・

鈴木　美香・池谷　雅江
1 30

3年次
後期

演習

授業概要
到達目標

「健康」とは何か、「健康」の概念を学び、生涯を通じて豊かで活力ある生活を送るための理解を深め
る。健康な生活を維持するための運動、食事、睡眠、禁煙、飲酒等の個人の生活習慣の改善について理
解を深め、日常生活での運動量の算出と体力測定から、ストレッチやラダー、二重課題、ゲーム活動等
を体験し、体を動かし健康を維持する方法を学ぶ。これらを踏まえて、健康増進に関する正しい知識を
習得し、健康教育の方法から運動プログラムの立案までの一連の過程が行えるように知識技術を修得す
ることを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（分木　ひとみ／6回）
小児から高齢者まで広く生涯を通した健康維持の概論ついて教授し、健康な生活習慣や、運動量の算出
方法、さらに生活習慣病予防などへのつながりについて学習する。
（鈴木　美香／5回）
健康維持のための運動プログラムの立案について学び、個別の運動実践内容を学習するとともに体験し
方法について学習する。
（池谷　雅江／4回）
二重課題やゲームなど、複合的な課題を用いたプログラムについて学習し、体験し方法について学習す
る。

DP4
地域住民の健康で質の高い生活の維持・向上のために、理学療法士の特性を活かし地域が抱える身体活
動に関する課題を発見し、解決方法を導くことができる。
DP5
理学療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域住民の身体活動に関する自助、共助を支援する
ため、多職種と連携し、理学療法を創造的に応用することができる。

高齢者を対象とした健康維持プログラム

高齢者を対象とした健康維持プログラム

健康維持の取り組み

内容

健康の概論
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 分木ひとみ

第２回 分木ひとみ

第３回 分木ひとみ

第４回 分木ひとみ

第５回 分木ひとみ

第６回 分木ひとみ

第７回 鈴木美香

第８回 鈴木美香

第９回 鈴木美香

第１０回 鈴木美香

第１１回 鈴木美香

第１２回 池谷雅江

第１３回 池谷雅江

第１４回 池谷雅江

第１５回 池谷雅江

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

高齢者を対象とした健康維持プログラム

備考

復習を中心に学習してください。

授業内課題　70％、小テスト　30％

資料配布

高齢者を対象とした健康維持プログラム

健康と生活習慣

日常生活活動量、運動量の算出

日常生活活動量、運動量の算出の実際

健康づくりのための身体活動基準

健康維持のための運動プログラム

健康維持のための運動プログラム

健康維持のための運動プログラム

健康維持のための運動プログラム

健康維持のための運動プログラム

高齢者を対象とした健康維持プログラム

高齢者を対象とした健康維持プログラム

健康維持の取り組み

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

健康増進実践演習Ⅰ 選
分木ひとみ・鈴木美香・池谷

雅江
1 30

4年次
通年

演習

授業概要
到達目標

「健康」とは何か、「健康」の概念を学び、生涯を通じて豊かで活力ある生活を送るための理解を深め
る。健康な生活を維持するための運動、食事、睡眠、禁煙、飲酒等の個人の生活習慣の改善について理
解を深め、日常生活での運動量の算出と体力測定から、ストレッチやラダー、二重課題、ゲーム活動等
を体験し、体を動かし健康を維持する方法を学ぶ。これらを踏まえて、健康増進に関する正しい知識を
習得し、健康教育の方法から運動プログラムの立案までの一連の過程が行えるように知識技術を修得す
ることを目的とする。

オムニバス方式　15回
（分木ひとみ　／6回）小児から高齢者まで広く生涯を通した健康維持の概論ついて教授し、健康な生活
習慣や、運動量の算出方法、さらに生活習慣病予防などへのつながりについて学習する。
（鈴木美香　／5回）健康維持のための運動プログラムの立案について学び、個別の運動実践内容を学習
するとともに体験し方法について学習する。
（池谷雅江　／4回）二重課題やゲームなど、複合的な課題を用いたプログラムについて学習し、体験し
方法について学習する。

DP5
　理学療法に関連する他の分野の学びを深め、新たな展開に向けて創造力を発揮することができる。

内容

健康の概論
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変更後

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 分木　ひとみ

第２回 分木　ひとみ

第３回 分木　ひとみ

第４回 分木　ひとみ

第５回 分木　ひとみ

第６回 鈴木　美香

第７回 鈴木　美香

第８回 鈴木　美香

第９回 鈴木　美香

第１０回 池谷　雅江

第１１回 池谷　雅江

第１２回 池谷　雅江

第１３回 池谷　雅江

第１４回 池谷　雅江

第１５回 池谷　雅江

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

なし

池谷 後期：水　16：10～17：15
鈴木 後期：木　16：10～17：15
分木 後期：水　16：10～17：15

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

備考

次の講義の準備のためグループディスカッションを活発に、授業時間外でも行ってください。

授業内課題　50％、レポート50％

資料配布

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

健康維持活動プログラムの紹介と体験

健康維持活動プログラムの紹介と体験

健康維持活動プログラムの紹介と体験

健康維持活動介入プログラム企画と模擬体験

健康維持活動介入プログラム企画と模擬体験

健康維持活動介入プログラム企画と模擬体験

健康維持活動介入プログラム企画と模擬体験

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

講義要目

科目名 担 当 教 員

健康増進実践実習 選
分木　ひとみ・

鈴木　美香・池谷　雅江
1 30

3年次
後期

実習

授業概要
到達目標

体力測定論で学んだ体力測定方法、ならびに健康増進実践演習Ⅰで学んだ健康増進に関する知識を用
い、若年者から高齢者まで幅広い年齢層に対応できる健康増進手法を実践できるよう、ケースを通し
てその介入方法等について知識を深める。また、実技、グループワークを通して、実際に体力測定を
行い、その評価結果を用いて個々の活力ある健康生活習慣が維持できるようなプログラムの展開方法
を学び、地域住民に健康増進に関する取り組みを還元できるような知識を深める。そして、地域住民
の方にプログラムを実践できるよう企画し、運営することで実践力を養うことを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（分木　ひとみ／5回）
東近江市よりゲストスピーカーを招聘し、東近江市の現状を紹介いただき、今後必要とされる取り組
みについて学習する。
　小児から高齢者まで、健康維持活動について紹介し体験することで実践内容について学習する。
（鈴木　美香／4回）
仮想ケースを提示し、必要な体力測定と介入プログラムを計画し、グループワークにより模擬体験を
実施する。
（池谷　雅江／6回）
地域住民を対象に健康増進を目的としたプログラムを企画し、実践したことをまとめて報告する。

DP4
地域住民の健康で質の高い生活の維持・向上のために、理学療法士の特性を活かし地域が抱える身体
活動に関する課題を発見し、解決方法を導くことができる。
DP5
理学療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域住民の身体活動に関する自助、共助を支援す
るため、多職種と連携し、理学療法を創造的に応用することができる。

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

地域住民を対象とした健康推進事業の実際

内容

地域住民を対象とした健康推進事業の実際
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変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 分木ひとみ

第２回 分木ひとみ

第３回 分木ひとみ

第４回 分木ひとみ

第５回 分木ひとみ

第６回 鈴木美香

第７回 鈴木美香

第８回 鈴木美香

第９回 鈴木美香

第１０回 池谷雅江

第１１回 池谷雅江

第１２回 池谷雅江

第１３回 池谷雅江

第１４回 池谷雅江

第１５回 池谷雅江

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

備考

グループディスカッションを活発に、授業時間外でも行ってください。

授業内課題　50％、レポート50％

資料配布

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

健康維持活動プログラムの紹介と体験

健康維持活動プログラムの紹介と体験

健康維持活動プログラムの紹介と体験

健康維持活動介入プログラム企画と模擬体験

健康維持活動介入プログラム企画と模擬体験

健康維持活動介入プログラム企画と模擬体験

健康維持活動介入プログラム企画と模擬体験

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

地域住民を対象にした介入プログラム企画と体験

地域住民を対象とした健康推進事業の実際

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

健康増進実践演習Ⅱ 選
分木ひとみ・鈴木美香・池谷

雅江
1 30

4年次
通年

演習

授業概要
到達目標

体力測定論で学んだ体力測定方法、ならびに健康増進実践演習Ⅰで学んだ健康増進に関する知識を用
い、若年者から高齢者まで幅広い年齢層に対応できる健康増進手法を実践できるよう、ケースを通して
その介入方法等について知識を深める。また、実技、グループワークを通して、実際に体力測定を行
い、その評価結果を用いて個々の活力ある健康生活習慣が維持できるようなプログラムの展開方法を学
び、地域住民に健康増進に関する取り組みを還元できるような知識を深める。
そして、地域住民の方にプログラムを実践できるよう企画し、運営することで実践力を養う。

（オムニバス方式／全15回）
（分木ひとみ／5回）東近江市よりゲストスピーカーを招聘し、東近江市の現状を紹介いただき、今後
必要とされる取り組みについて学習する。
　小児から高齢者まで、健康維持活動について紹介し体験することで実践内容について学習する。
（鈴木美香／4回）仮想ケースを提示し、必要な体力測定と介入プログラムを計画し、グループワーク
により模擬体験を実施する。
（池谷雅江／6回）地域住民を対象に健康増進を目的としたプログラムを企画し、実践したことをまと
めて報告する。

DP5
　理学療法に関連する他の分野の学びを深め、新たな展開に向けて創造力を発揮することができる。

内容

地域住民を対象とした健康推進事業の実際
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

授業時間以
外の学習に

ついて
課題・評価

方法
教科書

参考書 なし

オフィスア
ワー

備考

地域生活障害者に関する情報を事前に配布するので、教科書などから予習をして受講すること。日々の授
業終了後は毎回１h程度の復習・まとめを行なうこと。

レポート・発表レポート試験（70%）、学習ポートフォリオ（10%）、発表（20%）

なし

地域生活障害者を前にした４・５グループ目発表・質疑応答

地域生活障害者を前にした５・６グループ目発表・質疑応答

１〜３グループフィードバック及びレポート作成

後期：大西（月・水　16：10～17：15）、分岐（水　　　16：10～17：15）
　　　辛島（水・木　16：10～17：15）、有田（月・水　16：10～17：15）
　　　池谷（水　　　16：10～17：15）

４〜６グループフィードバック及びレポート作成

発表資料作成

発表原稿作成

発表事前練習

地域生活障害者を前にした１・２グループ目の最終発表・質疑応答

地域生活障害者を前にした２・３グループ目発表・質疑応答

リハビリテーションチームとしてのアプローチ方法の検討

リハビリテーションチームとしてのアプローチ方法のまとめ

立案したリハビリテーションゴール設定とアプローチ方法の紹介

立案したリハビリテーションゴール設定とアプローチ方法に対する吟味

発表資料準備

各専門職毎にが考える地域生活障害者に関するアプローチ方法のまとめ

検討した問題点及びアプローチ方法の発表

検討した問題点及びアプローチ方法の発表に対する吟味

リハビリテーションチームとしてのゴール設定の検討

リハビリテーションチームとしてのゴール設定のまとめ

授業概要
到達目標

リハビリテーションの分野で共通する症状、障害を有した地域在住の障害者に対して、職種間連携を通し
てリハビリテーションアプローチの実際について討議・学習する。地域で働く理学療法・作業療法などの
専門職業務の理解をしながら、各専門職が考える地域在住の障害者に関する問題点・アプローチ方法を検
討・発表し、リハビリテーションチームとしてのゴール設定とアプローチ方法の検討・発表を行う。内容
は、実際に地域で生活されている障害者の講演を通して、各職種の専門性をもとに、地域共生社会の実現
に向けた解決策を検討・提案する。

DP2
　多職種と協調・連携して課題を共有し、且つ解決に向けて支援を実践するためのコミュニケーション能
力を有し、信頼関係を構築することができる。
DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践することができ
る。
DP４
　変化する地域社会における課題の発見に努め、課題解決に向けて、作業療法士の専門性を活かした創造
的な解決方法を導くことができる。
DP５
　作業療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域生活課題の新たな支援展開にむけて作業療法を
活用することができる。

内容

理学療法の業務内容

大西　満　　　　　　　
分岐　ひとみ

辛島　千恵子　　　　　
有田　智氏
池谷　雅江

作業療法の業務内容

保健師の業務内容

行政の業務内容

地域生活障害者体験談（片麻痺、脊髄損傷、脳性麻痺）

登壇者を交えたディスカッション

グループごとの情報のまとめ

再質問項目の検討及び確認面談の実施

各専門職毎に考える地域生活障害者に関する問題点の検討

各専門職毎にが考える地域生活障害者に関する問題点のまとめ

各専門職毎にが考える地域生活障害者に関するアプローチ方法の検討

講義要目

科目名 担当教員

協働連携論総合実習 必
大西　満・分岐　ひとみ

辛島　千恵子・有田　智氏
池谷　雅江

2 60
4年次
後期

実習



変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書 なし

オフィスア
ワー

症例に関する情報を事前に配布するので、参考書などから自己学習をしておくこと

レポート試験（70%）ラーニングポートフォリオ（10%）発表（20%）

なし

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行い日程を調整すること

リハビリテーションチームとしてのアプローチ方法の検討

リハビリテーションチームとしてのアプローチ方法のまとめ

立案したリハビリテーションゴール設定とアプローチ方法の発表

立案したリハビリテーションゴール設定とアプローチ方法の発表に対する吟味

備考

各専門職が考える提示症例に関するアプローチ方法の検討

各専門職が考える提示症例に関するアプローチ方法のまとめ

検討した問題点及びアプローチ方法の発表

検討した問題点及びアプローチ方法の発表に対する吟味

リハビリテーションチームとしてのゴール設定の検討

リハビリテーションチームとしてのゴール設定のまとめ

授業概要
到達目標

リハビリテーションの分野で共通する症状、障害をテーマに実際の症例を想定して、チームアプローチ
の実際について討議・学習する。理学療法・作業療法の専門職業務の理解をしながら、各専門職が考え
る提示症例に関する問題点・アプローチ方法を検討・発表し、リハビリテーションチームとしてのゴー
ル設定とアプローチ方法の検討・発表を行う。内容は、実際の症例を想定し、各分野の専門性をもとに
シンメディカルの理念を実現するための方法について学び、当事者主体の原理に立ったチームアプロー
チ法を検討・理解する。

DP4　
　リハビリテーションチームの一員として、他の職種を理解し、協調・連携して職務を実践することが
できる。

内容

シンメディカルとは

大西満・分木ひとみ・
池谷雅江・杉本久美子

医療専門職の業務内容

医療専門職の業務内容の発表

各専門職が考える提示症例に関する問題点の検討

各専門職が考える提示症例に関する問題点のまとめ

講義要目

科目名 担当教員

シンメディカル論 必
大西満・分木ひとみ・池谷雅

江・杉本久美子
2 30

4年次
前期

講義
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（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 佐藤　隆彦

第２回 佐藤　隆彦

第３回 佐藤　隆彦

第４回 佐藤　隆彦

第５回 佐藤　隆彦

第６回 佐藤　隆彦

第７回 佐藤　隆彦

第８回 佐藤　隆彦

第９回 佐藤　隆彦

第10回 佐藤　隆彦

第11回 佐藤　隆彦

第12回 佐藤　隆彦

第13回 佐藤　隆彦

第14回 佐藤　隆彦

第15回 佐藤　隆彦

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

備考

授業での運動に備えて、正しい生活習慣を身に着け体調を整えること。

授業の参加姿勢（50％）、技能等の向上度（50％）

なし

バレーボール（組織的なオフェンススキル、組織的なディフェンススキル、実践ゲーム）

バレーボール（組織的なオフェンススキル、組織的なディフェンススキル、実践ゲーム）

体力テスト（文部科学省新体力テスト）

なし

後期：月　16：10～17：15

体力テスト（文部科学省新体力テスト）、本科目の振り返り

バスケットボール（組織的なオフェンススキル、組織的なディフェンススキル、1対1のディフェンススキル、実践ゲーム）

バレーボール（アンダーハンドパスの基礎、オーバーハンドパスの基礎、簡易ゲーム）

バレーボール（アンダーハンドパスの基礎、オーバーハンドパスの基礎、簡易ゲーム）

バレーボール（サーブの基礎、アタックの基礎、ブロックの基礎）

バレーボール（サーブの基礎、アタックの基礎、ブロックの基礎）

バスケットボール（ボールハンドリング、基礎的なパス、基礎的なドリブルの基礎、簡易ゲーム）

バスケットボール（ボールハンドリング、基礎的なパス、基礎的なドリブルの基礎、簡易ゲーム）

バスケットボール（応用的なパス、応用的なドリブル、1対1のスキル、簡易ゲーム）

バスケットボール（応用的なパス、応用的なドリブル、1対1のオフェンススキル、1対1のディフェンススキル、簡易ゲーム）

バスケットボール

授業概要
到達目標

 この授業では、体育活動（身体運動）を通じて学生の健康的な生活実現のために必要な最大限の身体
的、精神的、かつ社会的発達を助成、涵養することを目標とする。また、医療人として、また理学療
法士、作業療法士としての教育を受ける中で、人間の運動の仕組みや身体の運動耐用能などを体育活
動を通して学ぶ機会とする。様々なスポーツについて実践する機会を与えることにより、将来のリハ
ビリテーション職の基礎となる、身体を動かすとは何か、運動の限界とは何かを体感する時間を提供
する。また、この授業では、体育活動を通したチームワークの形成から、コミュニケーション能力を
身につけてもらうことも目標とする。

DP1
作業療法士として生命を尊び、地域住民との関わりを大切にする豊かな人間性と倫理感、幅広い教養
を有し、自覚と責任をもって行動し、生涯学び続けることができる。

内容

受講ガイダンス、体力テスト（文部科学省新体力テスト）

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

体育 必 佐藤　隆彦 1 30
1年次
後期

実習

1



変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 有田　智氏

第２回 有田　智氏

第３回 有田　智氏

第４回 姿勢、動作分析（運動分析と動作分析、姿勢制御） 有田　智氏

第５回 有田　智氏

第６回 運動観察   寝返り 有田　智氏

第７回 有田　智氏

第８回 有田　智氏

第９回 有田　智氏

第１０回 有田　智氏

第１１回 正常歩行　（歩行の基礎知識、歩行周期） 有田　智氏

第１２回 有田　智氏

第１３回 有田　智氏

第１４回 有田　智氏

第１５回 有田　智氏

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

前期：月　16：10～17：15
　　　火　16：10～17：15

備考

各回に必要な基礎知識は事前に予習しておくこと。また各回の知識の整理をすること

小テスト（30％）、筆記試験（70％）

伊藤元・他（編）：運動学.医学書院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　畑中泰彦（編）：姿勢・動作・歩行分析、羊士社

竹井仁・他：運動機能障害症候群のマネジメント、医歯薬出版　　　　　　　　　　　　　　　　　
　石井慎一郎著：動作分析　臨床活用講座　バイオメカニズムに基づく臨床推論の実践、メジカル 
ビュー社

運動分析　　歩行

運動分析　　立ち上がり

授業概要
到達目標

授業目標は、人の身体運動と力などバイオメカニクスに関する知識を学び、正常な姿勢や運動の観
察を行い、運動学的視点から運動分析を理解することである。内容としては、姿勢観察と分析、姿
勢の評価、肩甲帯・上肢の観察と分析、骨盤・下肢の観察と分析、寝返り起き上がりの運動観察と
分析、立ち上がりの運動観察と分析、歩行の運動観察と分析、姿勢や歩行に見られる異常姿勢と運
動分析について学習する。小グループに分かれて、実際の動作を体験しながら、分析を進めさせ
る。学生同士の意見交換をさせることで、多様な分析視点を学ばせる。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

オリエンテーション　バイオメカニクスとは

バイオメカニクスの基礎知識（滑車、ベクトル、時間、速度、加速度）

バイオメカニクスの基礎知識（重心、仕事、運動連鎖）

姿勢観察　　臥位　座位　立位

運動分析   寝返り

立ち上がり動作におけるモーメント

運動観察　　立ち上がり

正常歩行　（床反力と関節モーメント、歩行時の筋活動、エネルギー消費）

運動観察　　歩行

運動分析　　歩行

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動学実習 必 有田　智氏 1 30
2年次
前期

実習
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 有田　智氏

第２回 有田　智氏

第３回 有田　智氏

第４回 姿勢、動作分析（運動分析と動作分析、姿勢制御） 有田　智氏

第５回 有田　智氏

第６回 運動観察   寝返り 有田　智氏

第７回 有田　智氏

第８回 有田　智氏

第９回 有田　智氏

第１０回 有田　智氏

第１１回 正常歩行　（歩行の基礎知識、歩行周期） 有田　智氏

第１２回 有田　智氏

第１３回 有田　智氏

第１４回 有田　智氏

第１５回 有田　智氏

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

運動学演習 必 有田　智氏 1 30
2年次
前期

演習

運動分析　　立ち上がり

授業概要
到達目標

授業目標は、人の身体運動と力などバイオメカニクスに関する知識を学び、正常な姿勢や運動の観
察を行い、運動学的視点から運動分析を理解することである。内容としては、姿勢観察と分析、姿
勢の評価、肩甲帯・上肢の観察と分析、骨盤・下肢の観察と分析、寝返り起き上がりの運動観察と
分析、立ち上がりの運動観察と分析、歩行の運動観察と分析、姿勢や歩行に見られる異常姿勢と運
動分析について学習する。小グループに分かれて、実際の動作を体験しながら、分析を進めさせ
る。学生同士の意見交換をさせることで、多様な分析視点を学ばせる。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション　バイオメカニクスとは

バイオメカニクスの基礎知識（滑車、ベクトル、時間、速度、加速度）

バイオメカニクスの基礎知識（重心、仕事、運動連鎖）

姿勢観察　　臥位　座位　立位

運動分析   寝返り

立ち上がり動作におけるモーメント

運動観察　　立ち上がり

正常歩行　（床反力と関節モーメント、歩行時の筋活動、エネルギー消費）

運動観察　　歩行

運動分析　　歩行①

運動分析　　歩行②

備考

各回に必要な基礎知識は事前に予習しておくこと。また各回の知識の整理をすること

小テスト（30％）、筆記試験（70％）

伊藤元・他（編）：運動学.医学書院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　畑中泰彦（編）：姿勢・動作・歩行分析、羊士社

竹井仁・他：運動機能障害症候群のマネジメント、医歯薬出版　　　　　　　　　　　　　　　　　
　石井慎一郎著：動作分析　臨床活用講座　バイオメカニズムに基づく臨床推論の実践、メジカル 
ビュー社
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 澤　賢一郎

第２回 澤　賢一郎

第３回 澤　賢一郎

第４回 澤　賢一郎

第５回 澤　賢一郎

第６回 澤　賢一郎

第７回 澤　賢一郎

第８回 澤　賢一郎

第９回 澤　賢一郎

第１０回 澤　賢一郎

第１１回 ボッチャについての発表　 澤　賢一郎

第１２回 澤　賢一郎

第１３回 澤　賢一郎

第１４回 澤　賢一郎

第１５回 澤　賢一郎

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

IADL（料理）の実施

IADL（料理）についてのグループワーク

前期：月　16：10～17：15
　　　水　16：10～17：15

備考

予習：次回の授業範囲について事前に調べておくこと
復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考えを整理しておくこと

グループ課題（20％）、発表（20％）、レポート（20％）、筆記試験（30％）、小テスト（10％）

吉川ひろみ（2017）　『「作業」って何だろう』　作業科学入門第2版．　医歯薬出版社

IADL（料理）についての発表

ボッチャの実施

ボッチャの実施

ボッチャについてのグループワーク

IADL（料理）の実施

実習

作業の主観的意味

作業の主観的意味についてのグループワーク

作業を通した自分らしさ、環境とのつながり

生活の構造化・健康との関連性

社会的意味・作業の分類化

作業活動についてのオリエンテーション

授業概要
到達目標

生活を構成する作業の視点を知り、実際に作業活動を実施する。それらを通して作業療法士の扱う
「作業」の意味について考え、作業療法の手段としての「作業」の学びを促進する。また、対象者
が行う作業の意味や特徴を理解・分析し、個人因子・環境因子との関連性や、身体機能面、精神機
能面、認知機能面などを講義形式やグループディスカッションにて理解・表出を行う。到達目標は
①日常生活は意味ある作業の連続であることを理解する、②その人らしい作業が行えることの意味
について自分なりの考え方を説明できるようになる事である。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

作業の視点について

講義要目

科目名 担 当 教 員

基礎作業学実習Ⅰ 必 澤　賢一郎 1 30
1年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 前田　浩二

第２回 前田　浩二

第３回 前田　浩二

第４回 前田　浩二

第５回 前田　浩二

第６回 前田　浩二

第７回 前田　浩二

第８回 前田　浩二

第９回 前田　浩二

第１０回 前田　浩二

第１１回 前田　浩二

第１２回 前田　浩二

第１３回 前田　浩二

第１４回 前田　浩二

第１５回 前田　浩二

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

作業演習（ネット手芸・導入）

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

基礎作業学演習Ⅰ 必 前田　浩二 1 30
1年次
前期

演習

授業概要
到達目標

手工芸を中心とした作業を行うことで、生活の中での作業のもつ意味を理解し、様々な作業活動の
工程、特徴、工夫点など作業療法の視点で作業活動を知ることができるようになる事、様々な作業
活動を通して、作業活動の分析の基礎を身につけ、作業活動の活用の視点を知ることを目標とす
る。作業活動の工程、特徴、工夫点、教授方法などの講義するとともに、様々な作業活動を実際に
経験し、レポートにて考察をすることで理解を深める。
到達目標は①「作業」意味を理解し、様々な作業活動の工程、特徴、工夫点など作業療法の視点で
作業活動をしることができるようになる②様々な作業活動を通して、作業療法での活用の視点の一
部を知るとする。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

「作業」の意味

作業演習（絵本分析導入）

作業演習（ネット手芸・演習）

作業演習（ネット手芸・演習）

作業演習（籐細工・導入）

作業演習（籐細工・演習）

作業演習（籐細工・演習）

作業演習（籐細工・演習）

作業演習（革細工・導入）

作業演習（革細工・演習）

作業演習（革細工・演習）

作業演習（革細工・演習）

作業演習（革細工・演習）

標準作業療法学　専門分野　基礎作業学
　（社）日本作業療法士協会編著：作業療法学全書第2巻　基礎作業学．協同医書出版社

作業演習（絵本分析）

備考

特に予習・復習は求めませんが、単に各作業で作品をきれいに作ることを目的とした科目ではあり
ません。各作業にどのような工程があり、どのような対象の方に用いることができるのか、またそ
の目的は何か、どのような段階付けや工夫ができるのかを考えながら、授業に臨んでください。

筆記試験（60%）、授業態度（10%）、レポート（15%）、作品等（15%）

なし
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 有田　智氏

第２回 有田　智氏

第３回 有田　智氏

第４回 有田　智氏

第５回 有田　智氏

第６回 有田　智氏

第７回 有田　智氏

第８回 有田　智氏

第９回 有田　智氏

第１０回 有田　智氏

第１１回 有田　智氏

第１２回 有田　智氏

第１３回 有田　智氏

第１４回 有田　智氏

第１５回 有田　智氏

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

作業演習（革細工・演習）

作業演習（革細工・演習）

標準作業療法学　専門分野　基礎作業学
（社）日本作業療法士協会編著：作業療法学全書第2巻　基礎作業学．協同医書出版社

後期：月　16：10～17：15
　　　水　16：10～17：15

作業演習（絵本分析）

作業演習（絵本分析導入）

備考

特に予習・復習は求めませんが、単に各作業で作品をきれいに作ることを目的とした科目ではあり
ません。各作業にどのような工程があり、どのような対象の方に用いることができるのか、またそ
の目的は何か、どのような段階付けや工夫ができるのかを考えながら、授業に臨んでください。

筆記試験（60%）、小テスト（10%）、レポート（15%）、作品等（15%）

なし

作業演習（籐細工・演習）

作業演習（革細工・導入）

作業演習（革細工・演習）

作業演習（革細工・演習）

実習

作業演習（ネット手芸・導入）

作業演習（ネット手芸・演習）

作業演習（ネット手芸・演習）

作業演習（籐細工・導入）

作業演習（籐細工・演習）

作業演習（籐細工・演習）

授業概要
到達目標

手工芸を中心とした作業を行うことで、生活の中での作業のもつ意味を理解し、様々な作業活動の
工程、特徴、工夫点など作業療法の視点で作業活動を知ることができるようになる事、様々な作業
活動を通して、作業活動の分析の基礎を身につけ、作業活動の活用の視点を知ることを目標とす
る。作業活動の工程、特徴、工夫点、教授方法などの講義するとともに、様々な作業活動を実際に
経験し、レポートにて考察をすることで理解を深める。
到達目標は①「作業」意味を理解し、様々な作業活動の工程、特徴、工夫点など作業療法の視点で
作業活動をしることができるようになる②様々な作業活動を通して、作業療法での活用の視点の一
部を知るとする。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

「作業」の意味

講義要目

科目名 担 当 教 員

基礎作業学実習Ⅱ 必 有田　智氏 1 30
1年次
後期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 杉本　久美子

第２回 杉本　久美子

第３回 杉本　久美子

第４回 杉本　久美子

第５回 杉本　久美子

第６回 杉本　久美子

第７回 杉本　久美子

第８回 杉本　久美子

第９回 杉本　久美子

第１０回 杉本　久美子

第１１回 作業活動①についての発表（演習） 杉本　久美子

第１２回 杉本　久美子

第１３回 杉本　久美子

第１４回 杉本　久美子

第１５回 杉本　久美子

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

作業の主観的意味

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

基礎作業学演習Ⅱ 必 杉本　久美子 1 30
1年次
後期

演習

授業概要
到達目標

生活を構成する作業の視点を知り、実際に作業活動を実施する。それらを通して作業療法士の扱う
「作業」の意味について考え、作業療法の手段としての「作業」の学びを促進する。また、対象者
が行う作業の意味や特徴を理解・分析し、個人因子・環境因子との関連性や、身体機能面、精神機
能面、認知機能面などを講義形式やグループディスカッションにて理解・表出を行う。到達目標は
①日常生活は意味ある作業の連続であることを理解する、②その人らしい作業が行えることの意味
について自分なりの考え方を説明できるようになる事である。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を習得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

作業の視点について

作業活動②についての発表（演習）

作業の主観的意味についてのグループワーク（演習）

作業を通した自分らしさ、環境とのつながり

生活の構造化・健康との関連性

社会的意味・作業の分類化

作業活動についてのオリエンテーション

作業活動①の実施（演習）

作業活動①の実施（演習）

作業活動①についてのグループワーク（演習）

作業活動②の実施（演習）

作業活動②の実施（演習）

作業活動②についてのグループワーク（演習）

備考

常に作業の意味とは何か、それが生活におよぼしている影響を考えて下さい。

グループ課題（20％）、発表（20％）、レポート（20％）
筆記試験（30％）、授業態度（10％）

吉川ひろみ（2017）　『「作業」って何だろう』　作業科学入門第2版．　医歯薬出版社
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安部　征哉

第２回 安部　征哉

第３回 安部　征哉

第４回 安部　征哉

第５回 安部　征哉

第６回 安部　征哉

第７回 安部　征哉

第８回 安部　征哉

第９回 安部　征哉

第１０回 安部　征哉

第１１回 反射検査 安部　征哉

第１２回 安部　征哉

第１３回 安部　征哉

第１４回 安部　征哉

第１５回 安部　征哉

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・　　　
　評価方法

教科書

参考書 随時紹介

オフィスア
ワー

関節可動域測定（膝・足）

備考

本科目の検査手法は、作業療法士として必修の手法であり、今後の臨床実習で活用していく。授業
時間内のみでは手技を十分に習得できないので、予習・復習を行い、手技の習得に努めること。臨
床実習では患者に対して行なうので、患者を想定しながら実技練習を行なうこと。学生のデモンス
トレーションを行ない演習を進める場合がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 授業の際にはそれぞれ指定された教科書を持参する。

  
 予習:授業前にテキストの該当箇所を理解し、実技練習を行いデモンストレーションに備えること
 復習:毎回の授業、演習内容を振り返り、繰り返し実技練習をすること

定期テスト（筆記）50%、実技試験50％

前期：火　16：10～17：15
　　　金　16：10～17：15

7回〜9回　実技試験

反射と平衡機能の基礎

平衡機能検査

感覚機能の基礎

感覚機能検査

総括

標準作業療法学専門　作業療法評価学（第3版）医学書院

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

作業療法士における検査・測定の意義

3回〜5回　実技試験

関節可動域測定（股関節）

関節可動域測定の意義

関節可動域測定（頸部・肩甲帯・体幹）

関節可動域測定（肩・肘）

関節可動域測定（手・手指）

授業概要
到達目標

　身体障害領域における検査測定の基礎知識と方法の理解、各検査測定の目的や意義を説明できる
ように学習をすすめ、作業療法評価の一部で関節可動域測定、反射検査、平衡機能検査、感覚検査
を中心として基礎知識を深めていく。特に、これらの基本評価は実施手順を座学で把握させ、実技
を通して基本的な技法を学んでいく。また知識の確認として小テストや学生同士の確認作業を通し
て確実に知識が身についてることを確認しながら進めていくこととする。

講義要目

科目名 担 当 教 員

身体障害作業療法
評価学実習Ⅰ

必 安部　征哉 1 30
2年次
前期

実習

8



変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安部　征哉

第２回 安部　征哉

第３回 安部　征哉

第４回 安部　征哉

第５回 安部　征哉

第６回 安部　征哉

第７回 安部　征哉

第８回 安部　征哉

第９回 安部　征哉

第１０回 安部　征哉

第１１回 反射検査 安部　征哉

第１２回 安部　征哉

第１３回 安部　征哉

第１４回 安部　征哉

第１５回 安部　征哉

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・　　　
　評価方法

教科書

参考書 随時紹介

オフィスア
ワー

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

身体障害作業療法
評価学演習Ⅰ

必 安部　征哉 1 30
2年次
前期

演習

関節可動域測定（膝・足）

授業概要
到達目標

　身体障害領域における検査測定の基礎知識と方法の理解、各検査測定の目的や意義を説明できる
ように学習をすすめ、作業療法評価の一部で関節可動域測定、反射検査、平衡機能検査、感覚検査
を中心として基礎知識を深めていく。特に、これらの基本評価は実施手順を座学で把握させ、実技
を通して基本的な技法を学んでいく。また知識の確認として小テストや学生同士の確認作業を通し
て確実に知識が身についてることを確認しながら進めていくこととする。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

作業療法士における検査・測定の意義

関節可動域測定の意義

関節可動域測定（頸部・肩甲帯・体幹）

関節可動域測定（肩・肘）

関節可動域測定（手・手指）

3回〜5回　実技試験

関節可動域測定（股関節）

7回〜9回　実技試験

反射と平衡機能の基礎

平衡機能検査

感覚機能の基礎

感覚機能検査

総括

備考

本科目の検査手法は、作業療法士として必修の手法であり、今後の臨床実習で活用していく。授業
時間内のみでは手技を十分に習得できないので、予習・復習を行い、手技の習得に努めること。臨
床実習では患者に対して行なうので、患者を想定しながら実技練習を行なうこと。学生のデモンス
トレーションを行ない演習を進める場合がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 授業の際にはそれぞれ指定された教科書を持参する。

【準備学習】 
<各回共通>  
 予習:授業前にテキストの該当箇所を理解し、実技練習を行いデモンストレーションに備えるこ
と。
 復習:毎回の授業、演習内容を振り返り、繰り返し実技練習をすること。

定期テスト（筆記）50%、実技試験50％

標準作業療法学専門　作業療法評価学（第3版）医学書院
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 有田　智氏

第２回 有田　智氏

第３回 有田　智氏

第４回 有田　智氏

第５回 有田　智氏

第６回 有田　智氏

第７回 有田　智氏

第８回 有田　智氏

第９回 有田　智氏

第１０回 有田　智氏

第１１回 有田　智氏

第１２回 有田　智氏

第１３回 有田　智氏

第１４回 有田　智氏

第１５回 有田　智氏

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

徒手筋力テスト（MMT）　頸部、体幹

徒手筋力テスト（MMT）　実技試験

生田宗博：作業療法学全書（改訂第3版）第3巻　作業療法評価学.協同医書出版社,2010.

前期：月　16：10～17：15
　　　火　16：10～17：15

実技試験のフィードバックと全体のまとめ

徒手筋力テスト（MMT）　実技試験

備考 お互いの身体を使って評価技法の実技を行います。動きやすい服装で授業にのぞんでください

教科書および配布資料をみて事前に予習すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
各回の授業内容をまとめ復習すること、また実技に関しては体を使って練習すること

実技テスト（30％） 小テスト（20％） 筆記試験（50％）で総合判定を行う。

岩崎テル子：標準作業療法学　専門分野　作業療法評価学　医学書院,2010．                    
Helen J.Hislop.Jacqueline Montgomery 著：新・徒手筋力検査法　原著第9版.協同医書出版社

徒手筋力テスト（MMT）　前腕

徒手筋力テスト（MMT）　手関節周囲　手

徒手筋力テスト（MMT）　股関節周囲

徒手筋力テスト（MMT）　膝関節周囲から足関節周囲

実習

簡易上肢機能テスト（STEF）

簡易上肢機能テスト（STEF）

簡易上肢機能テスト（STEF）結果の解釈　グループディスカッション

徒手筋力テスト（MMT）とは　検査目的と方法

徒手筋力テスト（MMT）　肩周囲

徒手筋力テスト（MMT）　肩周囲

授業概要
到達目標

身体障害領域における検査・測定として、徒手筋力テスト(ＭＭＴ)と簡易上肢機能テスト(ＳＴＥ
Ｆ)について、その目的や意義を理解し対象者に説明ができること、およびその技術を習得しまずは
学生同士で正しく評価を行えることを目標として講義・演習をすすめる。形式としてはグループ単
位、またはペアでの実践形式が主となり、能力評価は実技試験と定期試験を併用して行う。筋力検
査は上肢・下肢・体幹の順に行い、上肢機能検査については検査項目ごとに学習を進める。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

オリエンテーション　簡易上肢機能テスト（STEF）とは、検査目的と方法

講義要目

科目名 担 当 教 員

身体障害作業療法評
価学実習Ⅱ

必 有田　智氏 1 30
2年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 有田　智氏

第２回 有田　智氏

第３回 有田　智氏

第４回 有田　智氏

第５回 有田　智氏

第６回 有田　智氏

第７回 有田　智氏

第８回 有田　智氏

第９回 有田　智氏

第１０回 有田　智氏

第１１回 有田　智氏

第１２回 有田　智氏

第１３回 有田　智氏

第１４回 有田　智氏

第１５回 有田　智氏

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

簡易上肢機能テスト（STEF）　（演習）

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

身体障害作業療法評
価学演習Ⅱ

必 有田　智氏 1 30
2年次
前期

演習

授業概要
到達目標

身体障害領域における検査・測定として、徒手筋力テスト(ＭＭＴ)と簡易上肢機能テスト(ＳＴＥ
Ｆ)について、その目的や意義を理解し対象者に説明ができること、およびその技術を習得しまずは
学生同士で正しく評価を行えることを目標として講義・演習をすすめる。形式としてはグループ単
位、またはペアでの実践形式が主となり、能力評価は実技試験と定期試験を併用して行う。筋力検
査は上肢・下肢・体幹の順に行い、上肢機能検査については検査項目ごとに学習を進める。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション　簡易上肢機能テスト（STEF）とは、検査目的と方法

徒手筋力テスト（MMT）　実技試験

簡易上肢機能テスト（STEF）　（演習）

簡易上肢機能テスト（STEF）結果の解釈　グループディスカッション（演
習）

徒手筋力テスト（MMT）とは　検査目的と方法

徒手筋力テスト（MMT）　肩周囲　（演習）

徒手筋力テスト（MMT）　肩周囲　（演習）

徒手筋力テスト（MMT）　前腕　（演習）

徒手筋力テスト（MMT）　手関節周囲　手　（演習）

徒手筋力テスト（MMT）　股関節周囲　（演習）

徒手筋力テスト（MMT）　膝関節周囲から足関節周囲　（演習）

徒手筋力テスト（MMT）　頸部、体幹 (演習）

徒手筋力テスト（MMT）　実技試験

生田宗博：作業療法学全書（改訂第3版）第3巻　作業療法評価学.協同医書出版社,2010.

実技試験のフィードバックと全体のまとめ

備考

教科書および配布資料をみて事前に予習すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
各回の授業内容をまとめ復習すること、また実技に関しては体を使って練習すること

実技テスト（30％）小テスト（10％）
筆記試験（50％）、授業態度（10％）で総合判定を行う。

岩崎テル子：標準作業療法学　専門分野　作業療法評価学　医学書院,2010．                    
Helen J.Hislop.Jacqueline Montgomery 著：新・徒手筋力検査法　原著第9版.協同医書出版社
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 嶋川　昌典

第２回 嶋川　昌典

第３回 嶋川　昌典

第４回 嶋川　昌典

第５回 嶋川　昌典

第６回 嶋川　昌典

第７回 嶋川　昌典

第８回 嶋川　昌典

第９回 嶋川　昌典

第１０回 嶋川　昌典

第１１回 嶋川　昌典

第１２回 嶋川　昌典

第１３回 嶋川　昌典

第１４回 嶋川　昌典

第１５回 嶋川　昌典

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

集団の評価

知的検査

香山明美、小林正義ら「生活を支援する精神障害作業療法　第2版」、医歯薬出版株式会社

前期：月　16：10～17：15
　　　水　16：10～17：15

作業療法で用いられる評価　（GAF、Rehab、精神障害ケアアセスメントなど）

作業療法で用いられる検査　（一般職業適性検査、TEG、LASMI、BACS-J）

備考

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。

演習でのレポート課題（実際に学生同士で評価を行いまとめる）が60％、残りの40％を定期テスト

山根寛「精神障害と作業療法（新版）」三輪書店

箱づくり法

箱づくり法

集団の評価

集団の評価

実習

作業療法の流れ

質問紙法（質問紙法について）

質問紙法（ISDA、SMSFの演習）

質問司法（OSAⅡの演習）

構成的作業検査（箱づくり法について）

箱づくり法

授業概要
到達目標

目標は、精神科作業療法の基本的な評価の流れ、対象者との関わりの基本姿勢を理解することであ
る。精神科作業療法では観察評価が多くなる為、教員による作業面接の具体例（映像）とその解
説、同じように「箱づくり法」を用いた作業療法評価の演習を行う事で作業療法士の評価の視点を
伝える。他にも一般職業適性検査、質問紙法などを教材として用いる。評定は、実際に学生同士で
講義で理解した評価技法を用いて検査測定を行い、それをまとめた成果物（レポート）をもって評
価する。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

オリエンテーション、総論

講義要目

科目名 担 当 教 員

精神障害作業療法評
価学実習

必 嶋川　昌典 1 30
２年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 嶋川　昌典

第２回 嶋川　昌典

第３回 嶋川　昌典

第４回 嶋川　昌典

第５回 嶋川　昌典

第６回 嶋川　昌典

第７回 嶋川　昌典

第８回 嶋川　昌典

第９回 嶋川　昌典

第１０回 嶋川　昌典

第１１回 嶋川　昌典

第１２回 嶋川　昌典

第１３回 嶋川　昌典

第１４回 嶋川　昌典

第１５回 嶋川　昌典

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

作業療法の流れ

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

精神障害作業療法評
価学演習

必 嶋川　昌典 1 30
２年次
前期

演習

授業概要
到達目標

目標は、精神科作業療法の基本的な評価の流れ、対象者との関わりの基本姿勢を理解することであ
る。精神科作業療法では観察評価が多くなる為、教員による作業面接の具体例（映像）とその解
説、同じように「箱づくり法」を用いた作業療法評価の演習を行う事で作業療法士の評価の視点を
伝える。他にも一般職業適性検査、質問紙法などを教材として用いる。評定は、実際に学生同士で
講義で理解した評価技法を用いて検査測定を行い、それをまとめた成果物（レポート）をもって評
価する。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション、総論

作業療法で用いられる検査①（演習：一般職業適性検査、TEG、LASMI、BACS-J）

質問紙法①（質問紙法について）

質問紙法②（ISDA、SMSFの演習）

質問司法③（OSAⅡの演習）

構成的作業検査（箱づくり法について）

箱づくり法（演習①）

箱づくり法（演習②）

箱づくり法（演習③）

集団の評価

集団の評価（演習①）

集団の評価（演習②）

知的検査（演習）

香山明美、小林正義ら「生活を支援する精神障害作業療法　第2版」、医歯薬出版株式会社

作業療法で用いられる評価②（演習：GAF、Rehab、精神障害ケアアセスメントなど）

備考

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。

演習でのレポート課題（実際に学生同士で評価を行いまとめる）が60％、残りの40％を定期テスト
とする。

山根寛「精神障害と作業療法（新版）」三輪書店
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 大西　満

第２回 大西　満

第３回 大西　満

第４回 大西　満

第５回 大西　満

第６回 大西　満

第７回 大西　満

第８回 大西　満

第９回 大西　満

第１０回 大西　満

第１１回 大西　満

第１２回 大西　満

第１３回 大西　満

第１４回 大西　満

第１５回 大西　満

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

発達障害領域における動作分析の視点（運動方向の理解）

発達障害領域における動作分析の視点（静的姿勢の分析）

なし

前期：月　16：10～17：15
　　　水　16：10～17：15

発達障害領域における動作分析の視点（日常生活動作の分析）

発達障害領域における動作分析の視点（動的姿勢の分析）

備考

適宜、google classroomを使用し、事前課題提出をした状態出で受講すること。具体的内容は授業終
了時に次回までの課題を説明する。

定期試験（90%）、ラーニングポートフォリオ（10%）

長﨑重信「作業療法学ゴールドマスターテキスト７　発達障害作業療法学」メジカルビュー社

発達障害領域における作業療法評価

情報収集、面接、観察の視点

発達障害領域における観察・動作分析とは何か

発達障害領域における動作分析の視点（動的姿勢の分析）

実習

発達障害領域における作業療法の対象となる疾患

発達障害領域における作業療法の目的と手段

発達障害領域における作業療法士の役割

姿勢・運動発達（粗大・微細運動）

認知・思考の発達

セルフケアの発達

授業概要
到達目標

発達障害児（者）に対する作業療法の理念や役割と評価に必要な典型的発達の理解、発達障害領域の
作業療法評価の基本的は視点を学び理解を深める。内容としては、発達障害の概念と対象疾患、作業
療法の目的と役割、粗大運動・微細運動の発達、認知機能とコミュニケーションの発達、発達障害領
域の作業療法評価、情報収集や面接と観察、姿勢・動作・行為の観察視点と分析などについて講義と
演習を組み合わせて学習する。学生の子供のイメージを養う為に視覚教材を用いる。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践することが
できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　内容

発達障害とは何か

講義要目

科目名 担当教員

発達障害作業療法評価
学実習

必 大西　満 1 30
2年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

内　　容 担当教員

第１回 大西　満

第２回 大西　満

第３回 大西　満

第４回 大西　満

第５回 大西　満

第６回 大西　満

第７回 大西　満

第８回 大西　満

第９回 大西　満

第１０回 大西　満

第１１回 大西　満

第１２回 大西　満

第１３回 大西　満

第１４回 大西　満

第１５回 大西　満

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

発達障害領域における作業療法の対象となる疾患

講義要目

科目名 担当教員

発達障害作業療法評価
学演習

必 大西　満 1 30
2年次
前期

演習

授業概要
到達目標

 発達障害児（者）に対する作業療法の理念や役割と評価に必要な典型的発達の理解、発達障害領域
の作業療法評価の基本的は視点を学び理解を深める。内容としては、発達障害の概念と対象疾患、作
業療法の目的と役割、粗大運動・微細運動の発達、認知機能とコミュニケーションの発達、発達障害
領域の作業療法評価、情報収集や面接と観察、姿勢・動作・行為の観察視点と分析などについて講義
と演習を組み合わせて学習する。学生の子供のイメージを養う為に視覚教材を用いる。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

発達障害とは何か。

発達障害領域における動作分析の視点（動的姿勢の分析）（演習）

発達障害領域における作業療法の目的と手段（演習）

発達障害領域における作業療法士の役割（演習）

姿勢・運動発達（粗大・微細運動）（演習）

認知・思考の発達

セルフケアの発達

発達障害領域における作業療法評価（演習）

情報収集、面接、観察の視点

発達障害領域における観察・動作分析とは何か（演習）

発達障害領域における動作分析の視点（動的姿勢の分析）（演習）

発達障害領域における動作分析の視点（運動方向の理解）（演習）

発達障害領域における動作分析の視点（静的姿勢の分析）（演習）

なし

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行い日程を調整すること

発達障害領域における動作分析の視点（日常生活動作の分析）（演習）

備考

適宜、google classroomを使用し、事前課題提出をした状態出で受講すること。具体的内容は授業終
了時に次回までの課題を説明する。

定期試験（90%）、ラーニングポートフォリオ（10%）

長﨑重信「作業療法学ゴールドマスターテキスト７　発達障害作業療法学」メジカルビュー社
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安部　征哉

第２回 安部　征哉

第３回 安部　征哉

第４回 安部　征哉

第５回 安部　征哉

第６回 安部　征哉

第７回 安部　征哉

第８回 安部　征哉

第９回 手指の腱損傷の作業療法と事例検討 安部　征哉

第１０回 安部　征哉

第１１回 安部　征哉

第１２回 安部　征哉

第１３回 安部　征哉

第１４回 安部　征哉

第１５回 安部　征哉

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

関節リウマチの医学的基礎知識

関節リウマチに対する作業療法・事例検討

後期：火　16：10～17：15
　　　金　16：10～17：15

備考

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと
復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理しておくこと

定期テスト 60%、小テスト40％

作業療法学ゴールドマスターテキスト　第4巻　身体障害作業療法学　メジカルビュー社

随時紹介

総括

手指の腱損傷の医学的基礎知識

手指の抹消神経損傷・腱損傷の作業療法・事例検討

熱傷に対する医学的基礎知識

熱傷の作業療法と事例検討

実習

骨折の医学的基礎知識

骨折の作業療法・上肢骨折・事例検討

骨折の作業療法・上肢骨折とスプリント

骨折の作業療法・下肢骨折の事例検討

手の末梢神経損傷の医学的基礎知識

手の末梢神経損傷と作業療法と事例検討

授業概要
到達目標

　作業療法士が対象とする身体障害の原因となる疾患は多岐に渡る。本講義は、作業療法の対象疾
患の中でも運動器疾患に焦点を当てて、障害像、ハンドセラピィなどの作業療法アプローチを理解
し、説明・実施できることが授業目標となる。特に日本作業療法士協会が作業療法士の専門性の一
つとして確立している手外科領域についてその内容を深めて、症例紹介を行いながら臨床像をイ
メージ出来るようにする。講義の内容は、骨折や末梢神経損傷、腱損傷、熱傷やリウマチの疾患概
要と評価、治療の進め方などを説明する。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

運動器疾患に関する医学的基礎知識

講義要目

科目名 担 当 教 員

運動器疾患作業療法
学実習

必 安部　征哉 1 30
2年次
後期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安部　征哉

第２回 安部　征哉

第３回 安部　征哉

第４回 安部　征哉

第５回 安部　征哉

第６回 安部　征哉

第７回 安部　征哉

第８回 安部　征哉

第９回 手指の腱損傷の作業療法と事例検討（演習） 安部　征哉

第１０回 安部　征哉

第１１回 安部　征哉

第１２回 安部　征哉

第１３回 安部　征哉

第１４回 安部　征哉

第１５回 安部　征哉

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

骨折の医学的基礎知識

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

運動器疾患作業療法
学演習

必 安部　征哉 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

　作業療法士が対象とする身体障害の原因となる疾患は多岐に渡る。本講義は、作業療法の対象疾
患の中でも運動器疾患に焦点を当てて、障害像、ハンドセラピィなどの作業療法アプローチを理解
し、説明・実施ができるように講義を進める。特に日本作業療法士協会が作業療法士の専門性の一
つとして確立している手外科領域についてその内容を深めて、症例紹介を行いながら臨床像をイ
メージ出来るようにする。講義の内容は、骨折や末梢神経損傷、腱損傷、熱傷やリウマチの疾患概
要と評価、治療の進め方などを説明する。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

運動器疾患に関する医学的基礎知識

総括（演習）

骨折の作業療法・上肢骨折・事例検討（演習）

骨折の作業療法・上肢骨折とスプリント（演習）

骨折の作業療法・下肢骨折の事例検討（演習）

手の末梢神経損傷の医学的基礎知識

手の末梢神経損傷と作業療法と事例検討（演習）

手指の腱損傷の医学的基礎知識

手指の抹消神経損傷・腱損傷の作業療法・事例検討（演習）

熱傷に対する医学的基礎知識

熱傷の作業療法と事例検討（演習）

関節リウマチの医学的基礎知識（演習）

関節リウマチに対する作業療法・事例検討（演習）

備考

予習：次回の授業範囲を読んでおくこと。
復習：毎回の授業を振り返り、資料やノートを整理しておくこと。

定期テスト 60%、小テスト40％

作業療法学ゴールドマスターテキスト　第4巻　身体障害作業療法学　メジカルビュー社

随時紹介
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 下西　德

第２回 下西　德

第３回 下西　德

第４回 下西　德

第５回 下西　德

第６回 下西　德

第７回 下西　德

第８回 下西　德

第９回 下西　德

第１０回 下西　德

第１１回 下西　德

第１２回 下西　德

第１３回 下西　德

第１４回 下西　德

第１５回 下西　德

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

脊髄損傷の評価　　　　　　　　　　　（心身機能）

脊髄損傷の治療　社会適応プログラム

岩崎テル子：標準作業療法学 専門分野　身体機能作業療法学　第2版. 医学書院.2017

後期：木　16：10～17：15
　　　金　16：10～17：15

脊髄損傷の治療　基本的プログラム   （心身機能面について）

脊髄損傷の治療　応用的プログラム   （活動・参加について）

備考

予習：事前に教科書や配布資料に目をとおしておくこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
復習：各回の授業内容をまとめて知識の整理をすること

グループレポート課題（30％）、筆記試験（60％）、小テスト（10％）

菅原洋子：日本作業療法士協会（監修：作業療法学全書４ 作業治療学１身体障害・協同医書出版社

社会適応プログラム・応用プログラム・基本プログラム

社会適応プログラム・応用プログラム・基本プログラム

脊髄損傷の全般的症状

脊髄損傷の評価について　　　　　　　（情報収集・観察）

実習

運動麻痺・筋緊張の異常とその見方、片麻痺機能検査の評価

姿勢反射障害、バランスの評価、協調性障害と評価方法

作業療法プロセスについて 　（トップダウン）

評価の解釈と個人の全体像

目標設定から治療計画立案

脳血管障害の作業療法アプローチについて

授業概要
到達目標

作業療法士が対象とする身体障害の原因となる疾患は多岐に渡る。この授業では、作業療法の対象
疾患の中でも中枢神経疾患に焦点を当てて、脳血管障害と脊髄損傷による生活障害を呈した人への
作業療法を説明できることと、上記の疾患を理解し、評価と治療の構造を説明できることを目標す
る。授業では各種疾患の理解を復習し、その病態像に応じた評価方法論を教示するとともに、どう
いった思考によって治療が選択されるのかを知ることを中心として展開する。また治療方法論では
臨床で用いられやすい方法論、また最新知見に基づいた方法論を説明していく。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

脳血管障害における全般的症状

講義要目

科目名 担 当 教 員

中枢神経疾患作業療
法学実習

必 下西　德 1 30
2年次
後期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 有田　智氏

第２回 有田　智氏

第３回 有田　智氏

第４回 有田　智氏

第５回 有田　智氏

第６回 有田　智氏

第７回 有田　智氏

第８回 有田　智氏

第９回 有田　智氏

第１０回 有田　智氏

第１１回 有田　智氏

第１２回 有田　智氏

第１３回 有田　智氏

第１４回 有田　智氏

第１５回 有田　智氏

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

運動麻痺・筋緊張の異常とその見方、片麻痺機能検査の評価　　（演習）

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

中枢神経疾患作業療
法学演習

必 有田　智氏 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

作業療法士が対象とする身体障害の原因となる疾患は多岐に渡る。この授業では、作業療法の対象
疾患の中でも中枢神経疾患に焦点を当てて、脳血管障害と脊髄損傷による生活障害を呈した人への
作業療法を説明できることと、上記の疾患を理解し、評価と治療の構造を説明できることを目標す
る。授業では各種疾患の理解を復習し、その病態像に応じた評価方法論を教示するとともに、どう
いった思考によって治療が選択されるのかを知ることを中心として展開する。また治療方法論では
臨床で用いられやすい方法論、また最新知見に基づいた方法論を説明していく。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

脳血管障害における全般的症状

脊髄損傷の治療　応用的プログラム   （活動・参加について：演習）

姿勢反射障害、バランスの評価、協調性障害と評価方法　　　　（演習）

作業療法プロセスについて 　（トップダウン）

評価の解釈と個人の全体像　　（演習）

目標設定から治療計画立案

脳血管障害の作業療法アプローチについて

社会適応プログラム・応用プログラム・基本プログラム①（演習）

社会適応プログラム・応用プログラム・基本プログラム②（演習）

脊髄損傷の全般的症状

脊髄損傷の評価について　　　　　　　（情報収集・観察：演習）

脊髄損傷の評価　　　　　　　　　　　（心身機能：演習）

脊髄損傷の治療　社会適応プログラム　（演習）

岩崎テル子：標準作業療法学 専門分野　身体機能作業療法学　第2版. 医学書院.2017

脊髄損傷の治療　基本的プログラム   （心身機能面について：演習）

備考

予習：事前に教科書や配布資料に目をとおしておくこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
復習：各回の授業内容をまとめて知識の整理をすること

グループレポート課題（30％）
筆記試験（60％）、授業態度・出席（10％）

菅原洋子：日本作業療法士協会（監修：作業療法学全書４ 作業治療学１身体障害・協同医書出版社
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 澤　賢一郎

第２回 澤　賢一郎

第３回 澤　賢一郎

第４回 澤　賢一郎

第５回 澤　賢一郎

第６回 澤　賢一郎

第７回 澤　賢一郎

第８回 澤　賢一郎

第９回 澤　賢一郎

第１０回 澤　賢一郎

第１１回 澤　賢一郎

第１２回 澤　賢一郎

第１３回 澤　賢一郎

第１４回 澤　賢一郎

第１５回 澤　賢一郎

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

評価演習（注意障害）

遂行機能障害患者・記憶障害患者への評価・治療

前期：月　16：10～17：15
　　　水　16：10～17：15

評価演習（記憶障害）

評価演習（遂行機能障害）

備考 講義7コマ、演習および一部演習で8コマで実施する。

人が当たり前に過ごす日常生活における基本的な脳の機能を基にします。特徴を捉える範囲では自
分の生活周囲を注意深く考えを進めてみてください。

筆記試験（70％）、課題（20％）、小テスト（10％）

野登真一：標準作業療法学 専門分野 高次脳機能作業療法学．医学書院

評価演習（失行）

評価演習（失認）

半側空間無視患者・注意障害への評価・治療

評価演習（半側空間無視）

実習

脳の機能解剖と脳画像所見のみかた

高次脳機能の獲得と主な疾患

評価・治療の原則

失語症患者への評価・治療

評価演習（失語症）

失行患者・失認患者の評価・治療

授業概要
到達目標

授業目標は、中枢神経疾患作業療法学や神経内科学と関連させながら、高次脳機能障害におけるメ
カニズムの理解、そして基礎的な評価方法と治療について説明できることとする。内容として、注
意障害、遂行機能障害、失行症、失認症、半側空間無視、失語症を中心として症状発現に関するメ
カニズムと評価治療について授業を進めていく。特に臨床場面で見学体験することができない状態
での授業が予想されるために動画媒体を用いながら実施する。また、動画観察後のディスカッショ
ンならびに評価のデモンストレーションのため週に2コマの編成で実施していくこととする。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

オリエンテーション、高次脳機能障害とは

講義要目

科目名 担 当 教 員

高次脳機能障害作業
療法学実習

必 澤　賢一郎 1 30
3年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 鈴木　耕平

第２回 鈴木　耕平

第３回 鈴木　耕平

第４回 鈴木　耕平

第５回 鈴木　耕平

第６回 鈴木　耕平

第７回 鈴木　耕平

第８回 鈴木　耕平

第９回 鈴木　耕平

第１０回 鈴木　耕平

第１１回 鈴木　耕平

第１２回 鈴木　耕平

第１３回 鈴木　耕平

第１４回 鈴木　耕平

第１５回 鈴木　耕平

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

脳の機能解剖と脳画像所見のみかた（演習）

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

高次脳機能障害作業
療法学演習

必 鈴木　耕平 1 30
3年次
前期

演習

授業概要
到達目標

授業目標は、中枢神経疾患作業療法学や神経内科学と関連させながら、高次脳機能障害におけるメ
カニズムの理解、そして基礎的な評価方法と治療について説明できることとする。内容として、注
意障害、遂行機能障害、失行症、失認症、半側空間無視、失語症を中心として症状発現に関するメ
カニズムと評価治療について授業を進めていく。特に臨床場面で見学体験することができない状態
での授業が予想されるために動画媒体を用いながら実施する。また、動画観察後のディスカッショ
ンならびに評価のデモンストレーションのため週に2コマの編成で実施していくこととする。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション、高次脳機能障害とは

評価演習（遂行機能障害）　（演習）

高次脳機能の獲得と主な疾患

評価・治療の原則

失語症患者への評価・治療

評価演習（失語症）　（演習）

失行患者・失認患者の評価・治療

評価演習（失行）（演習）

評価演習（失認）（演習）

半側空間無視患者・注意障害への評価・治療

評価演習（半側空間無視）（演習）

評価演習（注意障害）（演習）

遂行機能障害患者・記憶障害患者への評価・治療

評価演習（記憶障害）　（演習）

備考 講義7コマ、演習および一部演習で8コマで実施する。

人が当たり前に過ごす日常生活における基本的な脳の機能を基にします。特徴を捉える範囲では自
分の生活周囲を注意深く考えを進めてみてください。

筆記試験（70％）、課題（20％）、授業態度（10％）

野登真一：標準作業療法学 専門分野 高次脳機能作業療法学．医学書院
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 嶋川　昌典

第２回 嶋川　昌典

第３回 嶋川　昌典

第４回 嶋川　昌典

第５回 嶋川　昌典

第６回 社会認知プログラム　疑心、結論の飛躍 嶋川　昌典

第７回 嶋川　昌典

第８回 嶋川　昌典

第９回 嶋川　昌典

第１０回 嶋川　昌典

第１１回 嶋川　昌典

第１２回 嶋川　昌典

第１３回 嶋川　昌典

第１４回 嶋川　昌典

第１５回 嶋川　昌典

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

依存症、青年期の発達障害の作業療法

家族療法

前期：月　16：10～17：15
　　　水　16：10～17：15

備考

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。演習（第5、6、7、14回）を手伝ってもらう学生
とは事前学習を行う。

定期テストを90％とし、小テストを10％とする。

山根寛「精神障害と作業療法（新版）」三輪書店

中井久夫・山口直彦「看護のための精神医学」医学書院、早坂友成・稲富宏之「うつ病の作業療
法」、昼田源四郎「統合失調症患者の行動特性」金剛書店、Dロバーツ・中込和幸「社会認知ならび
に対人関係トレーニング」星和書店　など

学生の事例を基にした事例検討

認知行動療法1　コラム法

認知行動療法2　問題解決技法、アサーション

神経症性障害、摂食障害の作業療法

パーソナリティ障害の作業療法

実習

統合失調症の回復過程、行動特性

統合失調症の作業療法（急性期）

統合失調症の作業療法（慢性期）

社会認知プログラム　SCITの枠組み

SST

気分障害への作業療法介入

授業概要
到達目標

目標は、精神科領域で関わることが多い統合失調症や気分障害、神経症性障害、人格障害、依存
症、認知症などの各疾患ごとの作業療法の介入手法を理解することである。また、認知行動療法や
SSＴ、家族療法の技法の演習も取り入れ、理解することである。各疾患は事例を通して学び、各種
技法は実技演習を取り入れ、理解を深める。その為、その疾患でよく使われる治療技法をセットに
して授業を行う。具体的には、統合失調症の事例を学んだ週にSSTを学ぶという形で週に2回の頻度
で授業を展開する。学生の理解度は、医学的診断とリハビリテーションの流れに基づいた基本的な
事例の理解、各種手技についても基本的な技法（概要とその理論背景）の理解とする。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

オリエンテーション　基本的な精神疾患の方への関わり方

講義要目

科目名 担 当 教 員

精神障害作業療法学
実習

必 嶋川　昌典 1 30
３年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 嶋川　昌典

第２回 嶋川　昌典

第３回 嶋川　昌典

第４回 嶋川　昌典

第５回 嶋川　昌典

第６回 社会認知プログラム　疑心、結論の飛躍（演習） 嶋川　昌典

第７回 嶋川　昌典

第８回 嶋川　昌典

第９回 嶋川　昌典

第１０回 嶋川　昌典

第１１回 嶋川　昌典

第１２回 嶋川　昌典

第１３回 嶋川　昌典

第１４回 嶋川　昌典

第１５回 嶋川　昌典

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

統合失調症の回復過程、行動特性　（演習）

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

精神障害作業療法学
演習

必 嶋川　昌典 1 30
３年次
前期

演習

授業概要
到達目標

目標は、精神科領域で関わることが多い統合失調症や気分障害、神経症性障害、人格障害、依存
症、認知症などの各疾患ごとの作業療法の介入手法を理解することである。また、認知行動療法や
SSＴ、家族療法の技法の演習も取り入れ、理解することである。各疾患は事例を通して学び、各種
技法は実技演習を取り入れ、理解を深める。その為、その疾患でよく使われる治療技法をセットに
して授業を行う。具体的には、統合失調症の事例を学んだ週にSSTを学ぶという形で週に2回の頻度
で授業を展開する。学生の理解度は、医学的診断とリハビリテーションの流れに基づいた基本的な
事例の理解、各種手技についても基本的な技法（概要とその理論背景）の理解とする。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション　基本的な精神疾患の方への関わり方

学生の事例を基にした事例検討（演習）

統合失調症の作業療法（急性期）（演習）

統合失調症の作業療法（慢性期）（演習）

社会認知プログラム　SCITの枠組み（演習）

SST（演習）

気分障害への作業療法介入

認知行動療法1　コラム法（演習）

認知行動療法2　問題解決技法、アサーション（演習）

神経症性障害、摂食障害の作業療法

パーソナリティ障害の作業療法

依存症、青年期の発達障害の作業療法

家族療法（演習）

備考

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。演習（第5、6、7、14回）を手伝ってもらう学生
とは事前学習を行う。

定期テストを9割とし、授業態度を1割とする。

山根寛「精神障害と作業療法（新版）」三輪書店

中井久夫・山口直彦「看護のための精神医学」医学書院、早坂友成・稲富宏之「うつ病の作業療
法」、昼田源四郎「統合失調症患者の行動特性」金剛書店、Dロバーツ・中込和幸「社会認知ならび
に対人関係トレーニング」星和書店　など
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 辛島千恵子

第２回 辛島千恵子

第３回 辛島千恵子

第４回 辛島千恵子

第５回 辛島千恵子

第６回 辛島千恵子

第７回 辛島千恵子

第８回 辛島千恵子

第９回 辛島千恵子

第１０回 辛島千恵子

第１１回 辛島千恵子

第１２回 辛島千恵子

第１３回 辛島千恵子

第１４回 辛島千恵子

第１５回 辛島千恵子

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書 なし

オフィスア
ワー

アテトーゼ型児の分析と評価計画立案

重症心身障害児について（概要）

後期：水　16：10～17：15
　　　木　16：10～17：15

重症心身障害児にの分析と評価計画立案

備考

適宜、google classroomを使用し、事前課題提出をした状態出で受講すること。具体的内容は授業終
了時に次回までの課題を説明する。

定期試験（90%）、ラーニングポートフォリオ（10%）

長崎重信「作業療法学ゴールドマスターテキスト　発達障害作業療法学」メジカルビュー社

重症心身障害児にの特徴

痙直型両麻痺児の分析と評価計画立案

痙直型片麻痺児の特徴

痙直型片麻痺児の分析と評価計画立案

アテトーゼ型児の特徴

実習

脳性麻痺（痙直型）

脳性麻痺（アテトーゼ型・失調型）

脳性麻痺（混合型・弛緩型）

痙直型四肢麻痺児の特徴

痙直型四肢麻痺児の分析と評価計画立案

痙直型両麻痺児の特徴

授業概要
到達目標

発達障害作業療法は、障害の特性を把握するために、生活環境、成育歴などのライフステージが大き
く影響する。そのため、脳性麻痺を中心に障害特性、発達特性、家族支援や作業療法過程とその評価
と治療・支援などを理解することを目標に講義を行う。内容としては、脳性麻痺の概要と類型別特
徴、痙直型四肢麻痺・痙直型両麻痺・痙直型片麻痺・アテトーゼ型の特徴と評価と治療支援、重症心
身障害児（者）の概要とその評価と治療支援などについて学習する。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践することが
できる。

内容

脳性麻痺とは（概要）

講義要目

科目名 担当教員

発達障害作業療法学
実習Ⅰ

必 辛島千恵子 1 30
2年次
後期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 大西　満

第２回 大西　満

第３回 大西　満

第４回 大西　満

第５回 大西　満

第６回 大西　満

第７回 大西　満

第８回 大西　満

第９回 大西　満

第１０回 大西　満

第１１回 大西　満

第１２回 大西　満

第１３回 大西　満

第１４回 大西　満

第１５回 大西　満

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書 なし

オフィスア
ワー

脳性麻痺（痙直型）

講義要目

科目名 担当教員

発達障害作業療法学
演習Ⅰ

必 大西　満 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

 発達障害作業療法は、障害の特性を把握するために、生活環境、成育歴などのライフステージが大
きく影響する。そのため、脳性麻痺を中心に障害特性、発達特性、家族支援や作業療法過程とその評
価と治療・支援などを理解することを目標に講義を行う。内容としては、脳性麻痺の概要と類型別特
徴、痙直型四肢麻痺・痙直型両麻痺・痙直型片麻痺・アテトーゼ型の特徴と評価と治療支援、重症心
身障害児（者）の概要とその評価と治療支援などについて学習する。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

脳性麻痺とは（概要）

重症心身障害児にの特徴（演習）

脳性麻痺（アテトーゼ型・失調型）

脳性麻痺（混合型・弛緩型）

痙直型四肢麻痺児の特徴（演習）

痙直型四肢麻痺児の分析と評価計画立案（演習）

痙直型両麻痺児の特徴（演習）

痙直型両麻痺児の分析と評価計画立案（演習）

痙直型片麻痺児の特徴（演習）

痙直型片麻痺児の分析と評価計画立案（演習）

アテトーゼ型児の特徴（演習）

アテトーゼ型児の分析と評価計画立案（演習）

重症心身障害児について（概要）

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行い日程を調整すること

重症心身障害児にの分析と評価計画立案（演習）

備考

適宜、google classroomを使用し、事前課題提出をした状態出で受講すること。具体的内容は授業終
了時に次回までの課題を説明する。

定期試験（90%）、ラーニングポートフォリオ（10%）

長崎重信「作業療法学ゴールドマスターテキスト　発達障害作業療法学」メジカルビュー社
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 辛島　千恵子

第２回 辛島　千恵子

第３回 辛島　千恵子

第４回 辛島　千恵子

第５回 辛島　千恵子

第６回 事例検討 辛島　千恵子

第７回 辛島　千恵子

第８回 辛島　千恵子

第９回 事例検討 辛島　千恵子

第１０回 辛島　千恵子

第１１回 辛島　千恵子

第１２回 事例検討 辛島　千恵子

第１３回 辛島　千恵子

第１４回 辛島　千恵子

第１５回 辛島　千恵子

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

学習障害の治療・支援

講義要目

科目名 担 当 教 員

発達障害作業療法学
実習Ⅱ

必 辛島　千恵子 1 30
3年次
前期

実習

自閉症スペクトラムの臨床像の理解と評価

備考
①臨床像の理解と評価②治療・支援③事例検討になっている。①②ではADL、遊び、学習などの演習
が含まれます。

注意欠陥多動性障害の臨床像の理解と評価

授業概要
到達目標

発達障害領域の知的障害や自閉症スペクトラムなどの障害特性、発達特性を理解し、発達障害領域
特有の作業療法評価と治療・支援について理解・説明できるように学習を進める。講義内容として
は、知的障害・自閉症スペクトラム・注意欠陥多動性障害・学習障害などの特徴を学習し、生活行
為との関連について理解を深める。またライフステージに合わせた子供の能力や生活行為の評価と
その治療支援について講義とVTR、遊びの体験とディスカッションなどを組み合わせ実施していく。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

オリエンテーション、知的障害の臨床像の理解と評価

知的障害の治療・支援

事例検討

注意欠陥多動性障害の治療・支援

感覚統合障害の評価

感覚統合障害の治療

事例検討

自閉症スペクトラムの治療・支援

学習障害の臨床像の理解と評価

事前に講義資料を配布するので授業までに目を通し予習しておくこと、復習は各回の内容の整理を
することとする。

レポート課題（20％）、筆記試験（70％）、小テスト（10％）

長崎重信「作業療法ゴールドマスターテキスト　発達障害作業療法学」メディカルビュー社

上杉雅之　監修　辛島千恵子編集　「イラストでわかる発達障害の作業療法」

前期：水　16：10～17：15
　　　木　16：10～17：15
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 木岡　和実

第２回 木岡　和実

第３回 木岡　和実

第４回 木岡　和実

第５回 木岡　和実

第６回 事例検討 木岡　和実

第７回 木岡　和実

第８回 木岡　和実

第９回 事例検討 木岡　和実

第１０回 木岡　和実

第１１回 木岡　和実

第１２回 事例検討 木岡　和実

第１３回 木岡　和実

第１４回 木岡　和実

第１５回 木岡　和実

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

事前に講義資料を配布するので授業までに目を通し予習しておくこと、復習は各回の内容の整理を
することとする。

レポート課題（20％）、筆記試験（70％）、授業態度（10％）

長崎重信「作業療法ゴールドマスターテキスト　発達障害作業療法学」メディカルビュー社

上杉雅之　監修　辛島千恵子編集　「イラストでわかる発達障害の作業療法」

注意欠陥多動性障害の治療・支援

感覚統合障害の評価

感覚統合障害の治療

事例検討

備考
①臨床像の理解と評価②治療・支援③事例検討になっている。①②ではADL、遊び、学習などの演習
が含まれます。

注意欠陥多動性障害の臨床像の理解と評価

授業概要
到達目標

発達障害領域の知的障害や自閉症スペクトラムなどの障害特性、発達特性を理解し、発達障害領域
特有の作業療法評価と治療・支援について理解・説明できるように学習を進める。講義内容として
は、知的障害・自閉症スペクトラム・注意欠陥多動性障害・学習障害などの特徴を学習し、生活行
為との関連について理解を深める。またライフステージに合わせた子供の能力や生活行為の評価と
その治療支援について講義とVTR、遊びの体験とディスカッションなどを組み合わせ実施していく。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション、知的障害の臨床像の理解と評価

知的障害の治療・支援

事例検討

自閉症スペクトラムの臨床像の理解と評価

自閉症スペクトラムの治療・支援

学習障害の臨床像の理解と評価

学習障害の治療・支援

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

発達障害作業療法学
演習Ⅱ

必 木岡　和実 1 30
3年次
前期

演習
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 澤　賢一郎

第２回 澤　賢一郎

第３回 澤　賢一郎

第４回 澤　賢一郎

第５回 澤　賢一郎

第６回 澤　賢一郎

第７回 澤　賢一郎

第８回 澤　賢一郎

第９回 澤　賢一郎

第１０回 症例検討 (大腿骨頚部骨折) 澤　賢一郎

第１１回 澤　賢一郎

第１２回 澤　賢一郎

第１３回 澤　賢一郎

第１４回 澤　賢一郎

第１５回 澤　賢一郎

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

前期：月　16：10～17：15
　　　水　16：10～17：15

（社）日本作業療法士協会監修：作業療法学全書7巻　作業療法学4　老年期．共同出版社

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

症例検討（虚弱高齢者）

症例検討（廃用症候群）

徳永千尋・田村孝司編集：作業療法学ゴールド・マスター・テキスト　老年期作業療法学
メジカルビュー社

予習：次回の授業範囲について事前に調べておくこと
復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考えを整理しておくこと

定期試験(50％)、グループワーク課題(50％)　グループワーク課題は各疾患の症例をグループで検
討しレポートする。

症例検討（パーキンソン病）

脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬化症の評価と作業療法の実際

症例検討（脊髄小脳変性症）

大腿骨頸部骨折の評価と作業療法の実際

内容

備考

授業概要
到達目標

目標は、①老年期の複雑性や高齢者に対しての作業療法の評価、支援について理解する。②高齢者
の全体像（生活歴、家族状況、地域との関わり方、多職種）を把握し、支援計画を立案することが
できる。③高齢者に合併しやすい疾患について作業療法評価と支援について理解することができ
る。虚弱高齢者、寝たきり閉じこもり、廃用症候群に対しての作業療法評価、治療、パーキンソン
病、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症、大腿骨頚部骨折、腰椎圧迫骨折、腰痛、心疾患、呼吸
器疾患、がんに対しての作業療法評価、治療について、講義や事例検討、グループワークを交えな
がら行っていく。

虚弱高齢者・寝たきり・閉じこもり・廃用症候群の作業療法

終末期の作業療法

症例検討（筋萎縮性側索硬化症）

腰椎圧迫骨折・腰痛の評価と作業療法の実際

症例検討(腰椎圧迫骨折)

循環器疾患・呼吸器疾患の評価と作業療法の実際

症例検討(循環器疾患)

パーキンソン病の評価と作業療法の実践

講義要目

科目名 担 当 教 員

老年期障害作業療法
学実習

必 澤　賢一郎 1
3年次
前期

実習30
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 寺井　淳

第２回 寺井　淳

第３回 寺井　淳

第４回 寺井　淳

第５回 寺井　淳

第６回 寺井　淳

第７回 寺井　淳

第８回 寺井　淳

第９回 寺井　淳

第１０回 症例検討 (大腿骨頚部骨折) 寺井　淳

第１１回 寺井　淳

第１２回 寺井　淳

第１３回 寺井　淳

第１４回 寺井　淳

第１５回 寺井　淳

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

老年期障害作業療法
学演習

必 寺井　淳 1
3年次
前期

演習30

備考

授業概要
到達目標

目標は、①老年期の複雑性や高齢者に対しての作業療法の評価、支援について理解する。②高齢者
の全体像（生活歴、家族状況、地域との関わり方、他職種）を把握し、支援計画を立案することが
できる。③高齢者に合併しやすい疾患について作業療法評価と支援について理解することができ
る。虚弱高齢者、寝たきり閉じこもり、廃用症候群に対しての作業療法評価、治療、パーキンソン
病、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症、大腿骨頚部骨折、腰椎圧迫骨折、腰痛、心疾患、呼吸
器疾患、がんに対しての作業療法評価、治療について、講義や事例検討、グループワークを交えな
がら行っていく。

虚弱高齢者・寝たきり・閉じこもり・廃用症候群の作業療法

終末期の作業療法

症例検討（筋萎縮性側索硬化症）

腰椎圧迫骨折・腰痛の評価と作業療法の実際

症例検討(腰椎圧迫骨折)

循環器疾患・呼吸器疾患の評価と作業療法の実際

症例検討(循環器疾患)

パーキンソン病の評価と作業療法の実践

（社）日本作業療法士協会監修：作業療法学全書7巻　作業療法学4　老年期．共同出版社

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

症例検討（虚弱高齢者）

症例検討（廃用症候群）

徳永千尋・田村孝司編集：作業療法学ゴールド・マスター・テキスト　老年期作業療法学
メジカルビュー社

これまで受けてきた老年期に関する講義、作業療法プロセス、生活行為向上マネジメントなどの復
習に加えて、内科・神経内科・整形で学習した各疾患についても復習しておくと、老年期の対象者
の生活イメージをもって、疾患の進行や治癒の程度に合わせた評価や治療計画の立案を検討してい
けると考えています。

定期試験(80％)、授業態度(5％)、グループワーク課題(15％)

症例検討（パーキンソン病）

脊髄小脳変性症・筋萎縮性側索硬化症の評価と作業療法の実際

症例検討（脊髄小脳変性症）

大腿骨頸部骨折の評価と作業療法の実際

内容
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

日常生活活動の標準化された評価（FIM）

日常生活活動の評価

吉川ひろみ：作業療法がわかるCOPM・AMPSスターティングガイド．医学書院

前期：月　16：10～17：15
　　　火　16：10～17：15

日常生活の観察評価と事例

日常生活の観察評価

備考

人が当たり前に過ごす日常生活を題材にしていきますので、特徴を捉える範囲では自分の生活周囲
を注意深く観察してください。

グループレポート課題（20％）、発表（20％）、小テスト（30％）
筆記試験（30％）

日本作業療法士協会（監修）：作業療法学全書11 日常生活活動．協同医書出版社．

家庭生活・社会活動・コミュニケーション

日常生活活動への援助の視点

日常生活活動の評価

日常生活活動の標準化された評価（バーサルインデックス）

実習

日常生活活動の成り立ちと作業療法

日常生活活動別の特徴

セルフケア　－グループワークにて各セルフケアを検討するー

セルフケア　ー発表ー

セルフケア　ー発表ー

セルフケア　－発表－

授業概要
到達目標

日常生活活動の構成要素を理解できること、日常生活活動に関わる作業療法評価と治療的介入につ
いて説明ができるようになる事を目標とする。構成要素の理解では食事・排泄・入浴・整容・更衣
について物理的特徴や文化的特徴、動作的特徴などに分類し学生自らの生活を土台として演習を進
め分析を進めていく。その分析内容は発表会をもって全体へと理解を深めていく。また作業療法評
価ではバーセルインデックスやFunctional Independence Mesureを中心として臨床で頻回に用いら
れる評価方法を学んでいく。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

日常生活活動の概念と範囲

講義要目

科目名 担 当 教 員

日常生活活動論実習 必 有田　智氏 1 30
2年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 鈴木　耕平

第２回 鈴木　耕平

第３回 鈴木　耕平

第４回 鈴木　耕平

第５回 鈴木　耕平

第６回 鈴木　耕平

第７回 鈴木　耕平

第８回 鈴木　耕平

第９回 鈴木　耕平

第１０回 鈴木　耕平

第１１回 鈴木　耕平

第１２回 鈴木　耕平

第１３回 鈴木　耕平

第１４回 鈴木　耕平

第１５回 鈴木　耕平

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

日常生活活動の成り立ちと作業療法

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

日常生活活動論演習 必 鈴木　耕平 1 30
2年次
前期

演習

授業概要
到達目標

日常生活活動の構成要素を理解できること、日常生活活動に関わる作業療法評価と治療的介入につ
いて説明ができるようになる事を目標とする。構成要素の理解では食事・排泄・入浴・整容・更衣
について物理的特徴や文化的特徴、動作的特徴などに分類し学生自らの生活を土台として演習を進
め分析を進めていく。その分析内容は発表会をもって全体へと理解を深めていく。また作業療法評
価ではバーセルインデックスやFunctional Independence Mesureを中心として臨床で頻回に用いら
れる評価方法を学んでいく。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

日常生活活動の概念と範囲

日常生活の観察評価と演習　（演習）

日常生活活動別の特徴

セルフケア演習　－グループワークにて各セルフケアを検討するー（演習）

セルフケア演習①　ー発表ー　（演習）

セルフケア演習②　ー発表ー　（演習）

セルフケア演習③　－発表－　（演習）

家庭生活・社会活動・コミュニケーションと演習　（演習）

日常生活活動への援助の視点

日常生活活動の評価

日常生活活動の標準化された評価（バーサルインデックス）

日常生活活動の標準化された評価（FIM）

日常生活活動の評価演習　（演習）

1）吉川ひろみ：作業療法がわかるCOPM・AMPSスターティングガイド．医学書院

日常生活の観察評価と事例演習（グループ演習）　（演習）

備考 講義を7コマ、演習を8コマとして実施する。

人が当たり前に過ごす日常生活を題材にしていきますので、特徴を捉える範囲では自分の生活周囲
を注意深く観察してください。

グループレポート課題（20％）、発表（20％）、小テスト（20％）
筆記試験（30％）、授業態度（10％）

日本作業療法士協会（監修）：作業療法学全書11 日常生活活動．協同医書出版社．
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 澤　賢一郎

第２回 澤　賢一郎

第３回 澤　賢一郎

第４回 澤　賢一郎

第５回 澤　賢一郎

第６回 澤　賢一郎

第７回 澤　賢一郎

第８回 澤　賢一郎

第９回 澤　賢一郎

第１０回 澤　賢一郎

第１１回 澤　賢一郎

第１２回 澤　賢一郎

第１３回 澤　賢一郎

第１４回 澤　賢一郎

第１５回 澤　賢一郎

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

前期：月　16：10～17：15
　　　水　16：10～17：15

作成した自助具のプレゼンテーション・症例紹介

総復習

定期試験（70％）、2回のレポート（15％×2）により評価する。

自身の社会生活行為についてまとめ

自助具作成

自助具作成

濱口　豊太編：日常生活活動・社会生活行為学．医学書院．

生田宗博編：ＩＡＤＬ・作業療法の戦略と戦術・技術．三輪書店．
（社）日本作業療法士協会監修：作業療法学全書第11巻 日常生活活動．協同医書出版社．

備考

自分にとって社会生活行為について日頃から分析し、講義を通して作業療法の分野と関連できるよ
うにしておく。
作成自助具の選定や準備物について文献、インターネットを使用し事前に準備をしてくことが望ま
しい。

自身の社会生活行為についてまとめ

自身の社会生活行為についてプレゼンテーション

自身の社会生活行為についてプレゼンテーション

まとめ、自助具作成

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

社会生活行為の支援　就労

社会生活行為の支援　コミュニティ・遊び

総論

日常生活関連活動支援　洗濯/掃除

日常生活関連活動支援　調理/買い物・外出

社会生活行為の支援　教育

なし

授業概要
到達目標

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

社会生活行為論実習 必 澤　賢一郎 1 30
2年次
前期

実習

目標は、日常生活関連活動について理解できること、またその評価方法と支援方法を理解できるこ
ととする。内容は、自身の社会生活についての実践を通して検討・分析し、他者へと発表すること
で日常生活関連活動について理解を深める。また評価方法ではQuality of Lifeや健康度に関わる評
価も行っていく。障害を抱えながらも生活を過ごす対象者を想定し、活動を物的に補うための自助
具の作成も行い、実際にプレゼンテーション実施していく。
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 寺井　淳

第２回 寺井　淳

第３回 寺井　淳

第４回 寺井　淳

第５回 寺井　淳

第６回 寺井　淳

第７回 寺井　淳

第８回 寺井　淳

第９回 寺井　淳

第１０回 寺井　淳

第１１回 寺井　淳

第１２回 寺井　淳

第１３回 寺井　淳

第１４回 寺井　淳

第１５回 寺井　淳

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

社会生活行為論演習 必 寺井　淳 1 30
2年次
前期

演習

自身の社会生活行為についてまとめ(演習)

なし

授業概要
到達目標

目標は、日常生活関連活動について理解できること、またその評価方法と支援方法を理解できるこ
ととする。内容は、自身の社会生活についての実践を通して検討・分析し、他者へと発表すること
で日常生活関連活動について理解を深める。また評価方法ではQuality of Lifeや健康度に関わる評
価も行っていく。障害を抱えながらも生活を過ごす対象者を想定し、活動を物的に補うための自助
具の作成も行い、実際にプレゼンテーション実施していく。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

総論

日常生活関連活動支援　洗濯/掃除

日常生活関連活動支援　調理/買い物・外出

社会生活行為の支援　教育

社会生活行為の支援　就労

社会生活行為の支援　コミュニティ・遊び

備考

自分にとって社会生活行為について日頃から分析し、講義を通して作業療法の分野と関連できるよ
うにしてください。
作成自助具の選定や準備について事前に調べ、準備をしておいて下さい。

定期試験（70％）、レポート（30％）

自身の社会生活行為についてまとめ(演習)

自身の社会生活行為についてプレゼンテーション(演習)

自身の社会生活行為についてプレゼンテーション(演習)

まとめ、自助具作成(演習)

自助具作成(演習)

自助具作成(演習)

濱口　豊太編：日常生活活動・社会生活行為学．医学書院．

生田宗博編：ＩＡＤＬ・作業療法の戦略と戦術・技術．三輪書店．
（社）日本作業療法士協会監修：作業療法学全書第11巻 日常生活活動．協同医書出版社．

作成した自助具のプレゼンテーション・症例紹介(演習)

総復習
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 嶋川　昌典

第２回 嶋川　昌典

第３回 嶋川　昌典

第４回 嶋川　昌典

第５回 嶋川　昌典

第６回 嶋川　昌典

第７回 嶋川　昌典

第８回 嶋川　昌典

第９回 嶋川　昌典

第１０回 嶋川　昌典

第１１回 嶋川　昌典

第１２回 嶋川　昌典

第１３回 嶋川　昌典

第１４回 嶋川　昌典

第１５回 嶋川　昌典

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

前半部分の発表者のまとめ、分析のポイントの確認

学生の課題の発表

特になし

後期：火　16：10～17：15
　　　金　16：10～17：15

後半部分の発表者のまとめ、分析のポイントの確認

学生の課題の発表

備考

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。

小テスト（30％）と成果物（70％）とする。

山根寛「ひとと作業・作業活動　新版」三輪書店

振り返り。記入後に気づいた点の質疑応答

学生の課題の発表

学生の課題の発表

学生の課題の発表

実習

作業分析チェックシートの記載の仕方

作業の一般的特性のシートの記載　見本提示

作業の一般的特性のシートの記載　実際に記入を行う

振り返り。記入後に気づいた点の質疑応答

精神障害領域で必要な要素の記載　見本提示

精神障害領域で必要な要素の記載　実際に記入を行う　

授業概要
到達目標

作業療法士が治療をしていく上で必要不可欠な「作業」に焦点を置いた分析を学ぶことを目標とす
る。具体的には、「作業分析チェックシート」の理解と記入ができることである。学生自身が生き
生きできる作業活動を一つ以上選択し、その分析をシートに沿って記入していく。授業の後半に報
告する時間を設け、用いたシートの項目が必要となる理由、作業療法士が「作業」を用いることの
意味づけを学生自身の言葉で表現できるかを到達目標の評価視点とする。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

人と作業

講義要目

科目名 担 当 教 員

作業分析活用論実習 必 嶋川　昌典 1 30
２年次
後期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 嶋川　昌典

第２回 嶋川　昌典

第３回 嶋川　昌典

第４回 嶋川　昌典

第５回 嶋川　昌典

第６回 嶋川　昌典

第７回 嶋川　昌典

第８回 嶋川　昌典

第９回 嶋川　昌典

第１０回 嶋川　昌典

第１１回 嶋川　昌典

第１２回 嶋川　昌典

第１３回 嶋川　昌典

第１４回 嶋川　昌典

第１５回 嶋川　昌典

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

作業分析チェックシートの記載の仕方

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

作業分析活用論Ⅱ 必 嶋川　昌典 1 30
２年次
後期

講義

授業概要
到達目標

作業療法士が治療をしていく上で必要不可欠な「作業」に焦点を置いた分析を学ぶことを目標とす
る。具体的には、「作業分析チェックシート」の理解と記入ができることである。学生自身が生き
生きできる作業活動を一つ以上選択し、その分析をシートに沿って記入していく。授業の後半に報
告する時間を設け、用いたシートの項目が必要となる理由、作業療法士が「作業」を用いることの
意味づけを学生自身の言葉で表現できるかを到達目標の評価視点とする。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

人と作業

学生の課題の発表⑤（演習）

作業の一般的特性のシートの記載　見本提示

作業の一般的特性のシートの記載　実際に記入を行う

振り返り。記入後に気づいた点の質疑応答

精神障害領域で必要な要素の記載　見本提示

精神障害領域で必要な要素の記載　実際に記入を行う

振り返り。記入後に気づいた点の質疑応答

学生の課題の発表①（演習）

学生の課題の発表②（演習）

学生の課題の発表③（演習）

前半部分の発表者のまとめ、分析のポイントの確認

学生の課題の発表④（演習）

特になし

後半部分の発表者のまとめ、分析のポイントの確認

備考

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。

演習時の授業参加態度（30％）と成果物（70％）とする。

山根寛「ひとと作業・作業活動　新版」三輪書店
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 安部　征哉

第２回 安部　征哉

第３回 安部　征哉

第４回 安部　征哉

第５回 安部　征哉

第６回 安部　征哉

第７回 安部　征哉

第８回 安部　征哉

第９回 安部　征哉

第１０回 安部　征哉

第１１回 安部　征哉

第１２回 安部　征哉

第１３回 安部　征哉

第１４回 安部　征哉

第１５回 安部　征哉

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

後期：火　16：10～17：15
　　　金　16：10～17：15

スプリントを用いた治療介的入について

総復習

定期試験（70％）、4個のスプリント作品点（10％×2、5％×2）により評価する。
スプリント作品点は、評価項目に従って評価を実施する。

スプリント作成（カックアップスプリント作成）

関節リウマチ用リングスプリント作成

オルフィキャストによる手指スプリント作成

川村次郎等編集　義肢装具学　第4版　医学書院　2010
随時資料配布

岩崎テル子他編　標準作業療法学　専門分野　身体機能作業療法学　医学書院　2014
澤村誠治、田澤英二、内田光彦編　義肢学　第3版　医歯薬出版株式会社
中田眞由美、大山峰生著　作業療法士のためのハンドセラピー入門　三輪書店
矢崎潔著：手のスプリントのすべて　第4版、三輪書店

備考

装具作成演習は、型紙法を用いるため型紙をもとに作成の練習、講義内で説明する装具作成方法の
流れの復習を実施する。スプリント作成において作成pointを熟知したうえで実施する事が望まし
い。

スプリント作成（カックアップスプリント仕上げ）

スプリント作成（短対立スプリント型取り）

スプリント作成（短対立スプリント作成）

スプリント作成（短対立スプリント仕上げ）

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

作業療法士とスプリント

スプリント作成（カックアップスプリント型取り）

切断総論

義肢総論

義手総論

装具総論

なし

授業概要
到達目標

講義要目

科目名 担 当 教 員

作業療法義肢装具実習 必 安部　征哉 1 30
2年次
後期

実習

義肢装具は対象者の身体障害を補完するために重要な知識である。作業療法士が義肢装具を提供す
る、もしくは提案する対象は運動器疾患、中枢神経疾患と目的によって多岐にわたる。講義では、
義肢、装具について理解し、それらを必要とする疾患の理解、評価技法と治療的介入について理解
する。作業療法士の専門性である手外科領域で使用頻度の高い装具作成演習を取り入れ対象者に
合った装具を作成できること、様々なスプリント作成を見学し多種多様なスプリントについて理解
するように演習を取り入れて講義・演習をすすめる。
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 寺井　淳

第２回 寺井　淳

第３回 寺井　淳

第４回 寺井　淳

第５回 寺井　淳

第６回 寺井　淳

第７回 寺井　淳

第８回 寺井　淳

第９回 寺井　淳

第１０回 寺井　淳

第１１回 寺井　淳

第１２回 寺井　淳

第１３回 寺井　淳

第１４回 寺井　淳

第１５回 寺井　淳

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

作業療法義肢装具演習 必 寺井　淳 1 30
2年次
後期

演習

スプリント作成（カックアップスプリント作成）（演習）

なし

授業概要
到達目標

義肢装具は対象者の身体障害を補完するために重要な知識である。作業療法士が義肢装具を提供す
る、もしくは提案する対象は運動器疾患、中枢神経疾患と目的によって多岐にわたる。講義では、
義肢、装具について理解し、それらを必要とする疾患の理解、評価技法と治療的介入について理解
する。作業療法士の専門性である手外科領域で使用頻度の高い装具作成演習を取り入れ対象者に
合った装具を作成できること、様々なスプリント作成を見学し多種多様なスプリントについて理解
するように演習を取り入れて講義・演習をすすめる。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

切断総論

義肢総論

義手総論

装具総論

作業療法士とスプリント

スプリント作成（カックアップスプリント型取り）（演習）

備考

参考図書に様々なスプリントの作成方法があります。スプリント作成演習に向けて学習しておいて
ください。

定期試験（70％）、スプリント作品点（30％）

スプリント作成（カックアップスプリント仕上げ）（演習）

スプリント作成（短対立スプリント型取り）（演習）

スプリント作成（短対立スプリント作成）（演習）

スプリント作成（短対立スプリント仕上げ）（演習）

関節リウマチ用リングスプリント作成（演習）

オルフィキャストによる手指スプリント作成（演習）

川村次郎等編集　義肢装具学　第4版　医学書院　2010
随時資料配布

岩崎テル子他編　標準作業療法学　専門分野　身体機能作業療法学　医学書院　2014
澤村誠治、田澤英二、内田光彦編　義肢学　第3版　医歯薬出版株式会社
中田眞由美、大山峰生著　作業療法士のためのハンドセラピー入門　三輪書店
矢崎潔著：手のスプリントのすべて　第4版、三輪書店

スプリントを用いた治療介的入について

総復習
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 下西　德

第２回 下西　德

第３回 下西　德

第４回 下西　德

第５回 下西　德

第６回 下西　德

第７回 下西　德

第８回 下西　德

第９回 下西　德

第１０回 下西　德

第１１回 下西　德

第１２回 下西　德

第１３回 下西　德

第１４回 下西　德

第１５回 下西　德

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

事例の発表

生活行為申し送り表と生活行為課題分析シートの考え方と取扱い

前期：火　16：10～17：15
　　　木　16：10～17：15

事例の発表とまとめ

事例課題の提示とグループワーク

備考

予習：次回の授業範囲について事前に目を通しておくこと
復習：毎回の授業を振り返り、資料やノート・考えを整理しておくこと

筆記試験（60％）、レポート（30％）、小テスト（10％）

一般社団法人 日本作業療法士協会：事例で学ぶ生活行為向上マネジメント．医歯薬出版社

生活行為アセスメント演習シートの演習

生活行為向上プラン演習シートの考え方と取扱い

生活行為向上プラン演習シートの演習

事例課題の検討とグループワーク

実習

生活行為向上マネジメントの概念

生活行為と生活行為の障害

評価指標について

生活行為聞き取りシートと興味関心チェックシートの取扱い

生活行為聞き取りシートと興味関心チェックシート演習

生活行為アセスメント演習シートの考え方と取扱い

授業概要
到達目標

地域で用いられる生活行為向上マネジメントを理解し、使い方や内容について説明できることが授
業目標となる。内容は、生活行為向上マジメントが作成された経緯を示す背景や変遷を説明。「生
活行為」と「マネジメント」である理由について解説していく。また生活行為の障害がどのように
して生じるのかを理解させていく。次に生活行為聞き取りシート、生活行為アセスメント演習シー
ト、生活行為プラン演習シート、興味関心チェックシートを中心として記載方法や考え方、作業療
法のプロセスを踏まえて教示を進める。授業展開ではシートの説明後に演習を踏まえるため、週に2
コマの編成で実施していくこととする。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

生活行為向上マネジメントとは

講義要目

科目名 担 当 教 員

生活行為向上マネジ
メント論実習

必 下西　德 1 30
3年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 鈴木　耕平

第２回 鈴木　耕平

第３回 鈴木　耕平

第４回 鈴木　耕平

第５回 鈴木　耕平

第６回 鈴木　耕平

第７回 鈴木　耕平

第８回 鈴木　耕平

第９回 鈴木　耕平

第１０回 鈴木　耕平

第１１回 鈴木　耕平

第１２回 鈴木　耕平

第１３回 鈴木　耕平

第１４回 鈴木　耕平

第１５回 鈴木　耕平

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

生活行為向上マネジメントの概念

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

生活行為向上マネジ
メント論演習

必 鈴木　耕平 1 30
3年次
前期

演習

授業概要
到達目標

地域で用いられる生活行為向上マネジメントを理解し、使い方や内容について説明できるように講
義を行う。内容は、生活行為向上マジメントが作成された経緯を示す背景や変遷を説明。「生活行
為」と「マネジメント」である理由について解説していく。また生活行為の障害がどのようにして
生じるのかを理解させていく。次に生活行為聞き取りシート、生活行為アセスメント演習シート、
生活行為プラン演習シート、興味関心チェックシートを中心として記載方法や考え方、作業療法の
プロセスを踏まえて教示を進める。授業展開ではシートの説明後に演習を踏まえるため、週に2コマ
の編成で実施していくこととする。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づ　く実践力・応
用力を発揮することができる。
DP4
リハビリテーションチームの一員として、他の職種を理解し、協調・連携して職務を実践すること
ができる。

内容

生活行為向上マネジメントとは

事例課題の提示とグループワーク

生活行為と生活行為の障害

評価指標について

生活行為聞き取りシートと興味関心チェックシートの取扱い

生活行為聞き取りシートと興味関心チェックシート演習

生活行為アセスメント演習シートの考え方と取扱い

生活行為アセスメント演習シートの演習

生活行為向上プラン演習シートの考え方と取扱い

生活行為向上プラン演習シートの演習

事例課題の検討とグループワーク

事例の発表

生活行為申し送り表と生活行為課題分析シートの考え方と取扱い

事例の発表とまとめ

備考 講義を7コマ、演習を8コマとして実施する。

事例に対してはクラスメイトとしっかり話し合いましょう。

筆記試験（60％）、レポート（30％）、授業態度（10％）

一般社団法人 日本作業療法士協会：事例で学ぶ生活行為向上マネジメント．医歯薬出版社
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 地域の施設の役割と暮らし 下西　德

第２回 下西　德

第３回 社会参加や活動に向けた作業療法士や多職種の役割 下西　德

第４回 下西　德

第５回 下西　德

第６回 下西　德

第７回 下西　德

第８回 下西　德

第９回 下西　德

第１０回 下西　德

第１１回 下西　德

第１２回 下西　德

第１３回 下西　德

第１４回 下西　德

第１５回 下西　德

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

太田睦美：作業療法学全書（改訂第3版）第13巻　地域作業療法学.協同医書出版社,2014.

後期：木　16：10～17：15
　　　金　16：10～17：15

まとめ

備考

「地域」におけるリハビリテーションの必要性を実感するため、積極的な参加を求める。
授業の前後には次の内容に向けての予習、復習を必ず行ってください。

レポート試験60％、グループ発表40％

適宜、資料を配布します

授業概要
到達目標

目標は、「地域に住まう利用者との関りを通して、障害を持つ方が地域社会に参加することの意義
を理解する。また作業療法士やその他の関連職種が活動・参加の促進にむけて、どのような役割を
果たすべきかを考える」とする。授業形態として講義形式・グループワーク・地域で開催されるリ
ハビリテーション実践活動へ参加する。障害を持つ方が地域社会に参加する機会を提供することの
意味やそのことによる日常生活の参加や活動への影響について、参加して得られた情報や作業療法
士・多職種からの聞き取った情報をグループワークにて検討し発表することとする。また地域で開
催される実践活動の企画・運営を経験する機会とする。

DP2
　多職種と協調・連携して課題を共有し、且つ解決に向けて支援を実践するためのコミュニケー
ション能力を有し、信頼関係を構築することができる。
DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

障害と地域への社会参加

発表

参加後のまとめとグループワーク

地域社会参加の意義についてグループワーク

発表

講義要目

科目名 担 当 教 員

地域生活作業療法学
実習Ⅰ

必 下西　德 1 30
2年次
後期

実習

地域リハビリテーション実践活動に参加　　フィールドワーク

地域リハビリテーション実践活動に参加　　フィールドワーク

地域リハビリテーション実践活動に参加　　フィールドワーク

地域リハビリテーション実践活動に参加　　フィールドワーク

地域リハビリテーション実践活動の概要と目的

グループワーク（フィールドワーク時のポイントと聞き取り内容の検討）

フィールドワーク準備
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 前田　浩二

第２回 前田　浩二

第３回 前田　浩二

第４回 前田　浩二

第５回 前田　浩二

第６回 前田　浩二

第７回 前田　浩二

第８回 前田　浩二

第９回 前田　浩二

第１０回 前田　浩二

第１１回 前田　浩二

第１２回 前田　浩二

第１３回 前田　浩二

第１４回 前田　浩二

第１５回 前田　浩二

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

備考

「地域」におけるリハビリテーションの必要性を実感するため、積極的な参加を求める。

レポート試験(グループ発表を含む：80％)、授業態度20％

適宜、資料を配布します

事例検討(グループワーク)

発表会

発表会

太田睦美：作業療法学全書（改訂第3版）第13巻　地域作業療法学.協同医書出版社,2014.

まとめ

グループワーク後の発表

介護保険など、関連制度について

社会資源サービスと多職種について

事例検討の概要と事例の提示(グループワーク)

事例検討(グループワーク)

風船バレーボール大会に向けて

風船バレーボール大会参加(演習)

風船バレーボール大会参加(演習)

風船バレーボール大会参加(演習)

グループワーク(風船バレー参加者と企画・運営側について)

授業概要
到達目標

目標は、「地域に住まう利用者との関りを通して、障害を持つ方が地域の中でどのように生活し、
我々作業療法士やその他の関連職種がどのような役割を果たすべきかを考える」とする。上記の目
標に向かい、形態として講義形式・グループワーク・他施設が主催する風船バレーボール大会への
参加という形をとり、通所サービスを利用する方やそこで働く作業療法士・多職種との関りを通し
て、目標の達成を目指す内容となる。またイベントの企画・運営についても経験する。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を習得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

地域参加と目的的活動について

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

地域生活作業療法学
演習Ⅰ

必 前田　浩二 1 30
2年次
後期

演習
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 嶋川　昌典

第２回 嶋川　昌典

第３回 嶋川　昌典

第４回 嶋川　昌典

第５回 嶋川　昌典

第６回 嶋川　昌典

第７回 嶋川　昌典

第８回 嶋川　昌典

第９回 嶋川　昌典

第１０回 嶋川　昌典

第１１回 嶋川　昌典

第１２回 嶋川　昌典

第１３回 嶋川　昌典

第１４回 嶋川　昌典

第１５回 嶋川　昌典

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

課題の発表

課題の発表

太田睦美：作業療法学全書（改訂第3版）第13巻　地域作業療法学.協同医書出版社,2014.

後期：火　16：10～17：15
　　　金　16：10～17：15

課題の発表

課題の発表

備考

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。

講演について、学生各自が学べたこと、気づいたことの発表（50％）と成果物（50％）にて評価を
する。

適宜、資料を配布する。

ピアカウンセラーの講演　（グループインタビュー：障害の回復過程）

ピアカウンセラーの講演　（グループインタビュー：障害の回復過程）

第8回・9回についての講義（作業療法的視点について）とまとめ作業

第8回・9回についての講義とまとめ作業（学生からの質疑応答含む）

実習

ピアカウンセラーの講演　（活動紹介と自身の障害回復過程）

ピアカウンセラーの講演　（活動紹介と自身の障害回復過程）

ピアカウンセラーの講演　（グループインタビュー：障害の回復過程）

ピアカウンセラーの講演　（グループインタビュー：障害の回復過程）

第2回～5回の講演についての講義（作業療法的視点について）とまとめ作業

第2回～7回の講義とまとめ作業（学生からの質疑応答含む）

授業概要
到達目標

目標は、実際に地域生活を行っている精神障害の方の生活を知り、理解することである。授業は、
講義（ビデオ教材含む）と実際に地域生活をしている当事者の方に来校してもらい、インタビュー
を通した演習の2本柱で行う。講義で知ったことと実際の話との相違点、また地域での支援と病院施
設での支援の相違点を明確化することがねらいである。学生が学んだことは当事者の方の前でプレ
ゼンを行い、そこで具体的なフィードバックを貰い、理解を深める。授業では当事者参加となるた
め、週で2コマ以上の編成も含め実施していくこととする。

DP2
　多職種と協調・連携して課題を共有し、且つ解決に向けて支援を実践するためのコミュニケー
ション能力を有し、信頼関係を構築することができる。
DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容

オリエンテーション、ピアカウンセラーの活動紹介（ビデオ教材）

講義要目

科目名 担 当 教 員

地域生活作業療法学
実習Ⅱ

必 嶋川　昌典 1 30
２年次
後期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 嶋川　昌典

第２回 嶋川　昌典

第３回 嶋川　昌典

第４回 嶋川　昌典

第５回 嶋川　昌典

第６回 嶋川　昌典

第７回 嶋川　昌典

第８回 嶋川　昌典

第９回 嶋川　昌典

第１０回 嶋川　昌典

第１１回 嶋川　昌典

第１２回 嶋川　昌典

第１３回 嶋川　昌典

第１４回 嶋川　昌典

第１５回 嶋川　昌典

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

ピアカウンセラーの講演①（活動紹介と自身の障害回復過程）

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

地域生活作業療法学
演習Ⅱ

必 嶋川　昌典 1 30
２年次
後期

演習

授業概要
到達目標

目標は、実際に地域生活を行っている精神障害の方の生活を知り、理解することである。授業は、
講義（ビデオ教材含む）と実際に地域生活をしている当事者の方に来校してもらい、インタビュー
を通した演習の2本柱で行う。講義で知ったことと実際の話との相違点、また地域での支援と病院施
設での支援の相違点を明確化することがねらいである。学生が学んだことは当事者の方の前でプレ
ゼンを行い、そこで具体的なフィードバックを貰い、理解を深める。授業では当事者参加となるた
め、週で2コマ以上の編成も含め実施していくこととする。

DP3
作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用
力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション、ピアカウンセラーの活動紹介（ビデオ教材）

課題の発表③

ピアカウンセラーの講演①（活動紹介と自身の障害回復過程）

ピアカウンセラーの講演②（グループインタビュー：障害の回復過程）

ピアカウンセラーの講演②（グループインタビュー：障害の回復過程）

講演①と②についての講義（作業療法的視点について）とまとめ作業

講演①と②についての講義とまとめ作業（学生からの質疑応答含む）

ピアカウンセラーの講演③（グループインタビュー：障害の回復過程）

ピアカウンセラーの講演③（グループインタビュー：障害の回復過程）

講演③についての講義（作業療法的視点について）とまとめ作業

講演③についての講義とまとめ作業（学生からの質疑応答含む）

課題の発表①

課題の発表②

太田睦美：作業療法学全書（改訂第3版）第13巻　地域作業療法学.協同医書出版社,2014.

課題の発表④

備考
講演①、②、③はピアカウンセラーに来校してもらう。①は講演、②、③は小グループに分かれて
のインタビュー。全て演習であり、課題の発表①～④も演習である。

授業の事前学習、事後学習をすることを推奨する。

講演②と③について、学生各自が学べたこと、気づいたことの発表（50％）と成果物（50％）にて
評価をする。

適宜、資料を配布する。
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 下西　德

第２回 下西　德

第３回 下西　德

第４回 下西　德

第５回 下西　德

第６回 下西　德

第７回 事例検討 下西　德

第８回 下西　德

第９回 下西　德

第１０回 下西　德

第１１回 下西　德

第１２回 下西　德

第１３回 事例検討 下西　德

第１４回 下西　德

第１５回 下西　德

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

随時、紹介する。

前期：火　16：10～17：15
　　　木　16：10～17：15

情報のまとめと事例検討

グループ発表

グループ発表　全体のまとめ

授業にむけて配布資料や教科書をみて予習しておくこと。授業内容の振り返りを行うこと。
地域の方との関わりの前には、グループ単位での準備・予習が必要になります。

レポート課題（80％）、小テスト（20％）

太田睦美：作業療法学全書（改訂第3版）第13巻　地域作業療法学.協同医書出版社,2014.

備考 第9回から第11回は準備・作業療法の説明・面接・評価・後片付けをおこなう。

介護老人保健施設の役割と作業療法

通所介護施設の役割と作業療法

訪問支援事業の役割と作業療法

事例検討

プレ面接と評価

地域在住対象者

地域在住対象者

地域在住対象者

オリエンテーション　地域作業療法の実践過程

地域での作業療法における評価の視点と目標設定

講義要目

科目名 担 当 教 員

地域生活作業療法学
実習Ⅲ

必 下西　德 1 30
3年次
前期

実習

授業概要
到達目標

目標は、①各通所系サービスや訪問リハビリテーションについての目的について理解し、説明する
ことができる②行政が求める今後の作業療法士の活躍について理解する③通所リハ利用者との関り
を通して、障害を持ちながら地域で暮らす方への支援方法について考えることとする。授業形態と
して、主に障害を持ちながら地域で暮らす方を学校に招き、対象者からの語りと一部面接や評価か
ら、情報のまとめとどのようなアプローチが考えられるかを検討していく。そのため、授業進行は
週に2コマ以上の編成も含めて実施していくこととする。

DP2
　多職種と協調・連携して課題を共有し、且つ解決に向けて支援を実践するためのコミュニケー
ション能力を有し、信頼関係を構築することができる。
DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。

内容
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 前田　浩二

第２回 前田　浩二

第３回 前田　浩二

第４回 前田　浩二

第５回 前田　浩二

第６回 前田　浩二

第７回 事例検討 前田　浩二

第８回 前田　浩二

第９回 前田　浩二

第１０回 前田　浩二

第１１回 前田　浩二

第１２回 前田　浩二

第１３回 事例検討 前田　浩二

第１４回 前田　浩二

第１５回 前田　浩二

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

地域での作業療法における評価の視点と目標設定

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

地域生活作業療法学
演習Ⅲ

必 前田　浩二 1 30
3年次
前期

演習

授業概要
到達目標

目標は、①各通所系サービスや訪問リハビリテーションについての目的について理解し、説明する
ことができる②行政が求める今後の作業療法士の活躍について理解する③通所リハ利用者との関り
を通して、障害を持ちながら地域で暮らす方への支援方法について考えることとする。授業形態と
して、主に障害を持ちながら地域で暮らす方を学校に招き、対象者からの語りと一部面接や評価か
ら、情報のまとめとどのようなアプローチが考えられるかを検討していく。そのため、授業進行は
週に2コマ以上の編成も含めて実施していくこととする。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を習得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション　地域作業療法の実践過程

備考 第9回から第11回は準備・作業療法の説明・面接・評価・後片付けをおこなう。

介護老人保健施設の役割と作業療法

通所介護施設の役割と作業療法

訪問支援事業の役割と作業療法

事例検討

プレ面接と評価

地域在住対象者①　(演習)

地域在住対象者②　(演習)

地域在住対象者③　(演習)

情報のまとめと事例検討

グループ発表

グループ発表　全体のまとめ

授業にむけて配布資料や教科書をみて予習しておくこと。授業内容の振り返りを行うこと。

レポート課題（80％）、授業態度（20％）

太田睦美：作業療法学全書（改訂第3版）第13巻　地域作業療法学.協同医書出版社,2014.

随時、紹介する。
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 池谷　雅江

第２回 池谷　雅江

第３回 池谷　雅江

第４回 大西　満

第５回 安田　孝志

第６回 安田　孝志

第７回 安田　孝志

第８回 安田　孝志

第９回 安田　孝志

第１０回 池谷　雅江

第１１回 池谷　雅江

第１２回 安田　孝志

第１３回 安田　孝志

第１４回 池谷　雅江

第１５回 池谷　雅江

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　車いすバスケットボール

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　車いすバスケットボール　
卓球

日本障がい者スポーツ協会：全国障害者スポーツ大会競技規則集（解説付）．（公財）日本障がい者ス
ポーツ協会

前期：安田（水　16：10～17：15）　大西（火、木　16：10～17：15）　池谷（水　16：10～17：15）

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　シンクロ

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　シンクロ　卓球

備考

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関する情報を検索し通読すること。
その内容を基に、障がい者スポーツの現場にできるだけ足を運ぶこと。

小テスト(10％)、定期試験(90％)

日本障がい者スポーツ協会　編：障害者スポーツ指導教本　初級・中級＜改訂版＞．ぎょうせい
配布資料（日本障害者スポーツ協会　HP内　資料室内資料）

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　陸上

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　陸上

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　水泳

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　水泳

実習

全国障害者スポーツ大会の実施競技

全国障害者スポーツ大会の障害区分

障がい者スポーツの意義と理念

障がい者との交流

障がい者との交流　最重度障がい者のスポーツの実際

最重度障がい者のスポーツの実際

授業概要
到達目標

障がい者のスポーツの振興を図り、その健康の維持増進に寄与するために障がい者のスポーツ指導につ
いて専門的な知識と技能を身につけることを目的とする。また障がい者にとってのスポーツの重要性を
再確認するとともに、具体的なスポーツ実習を通して理学療法士とスポーツの接点や関わりについて学
ぶ。障がい者スポーツは、障がいがあるヒトだけに限られたスポーツではなく，誰でも参加できるよう
に適応されたスポーツであることを学び、可能性を追求する場とする。そして、学生自らが障がい者と
健常者が交流できるスポーツ大会を企画し、運営することで、応用力を養い、より高度な想像力、実践
力を育むことを目指す。

（オムニバス方式／全15回）

（安田孝志／７回）
全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則を障がい者との交流を交えて、実技形式の演習を行
う。

（池谷雅江／７回）
全国障害者スポーツ大会の実施競技、障害区分を講義形式で解説。
また、全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則を障がい者との交流を交えて、実技形式の演習
を行う。

（大西　満／１回）
全国障害者スポーツ大会の理念を講義形式で解説。

DP５
　作業療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域生活課題の新たな支援展開にむけて作業療法
を活用することができる。

内容

全国障害者スポーツ大会の実施競技

講義要目

科目名 担当教員

障がい者スポーツ論実
習

必 安田孝志　大西満　池谷雅江 1 30
4年次
前期
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 池谷　雅江

第２回 池谷　雅江

第３回 池谷　雅江

第４回 大西　満

第５回 安田　孝志

第６回 安田　孝志

第７回 安田　孝志

第８回 安田　孝志

第９回 安田　孝志

第１０回 池谷　雅江

第１１回 池谷　雅江

第１２回 安田　孝志

第１３回 安田　孝志

第１４回 池谷　雅江

第１５回 池谷　雅江

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

全国障害者スポーツ大会の実施競技

講義要目

科目名 担当教員

障がい者スポーツ論演
習

選 安田孝志　大西満　池谷雅江 1 30
4年次
通年

演習

授業概要
到達目標

障がい者のスポーツの振興を図り、その健康の維持増進に寄与するために障がい者のスポーツ指導につ
いて専門的な知識と技能を身につけることを目的とする。また障がい者にとってのスポーツの重要性を
再確認するとともに、具体的なスポーツ実習を通して理学療法士とスポーツの接点や関わりについて学
ぶ。障がい者スポーツは、障がいがあるヒトだけに限られたスポーツではなく，誰でも参加できるよう
に適応されたスポーツであることを学び、可能性を追求する場とする。そして、学生自らが障がい者と
健常者が交流できるスポーツ大会を企画し、運営することで、応用力を養い、より高度な想像力、実践
力を育むことを目指す。

（オムニバス方式／全15回）

（安田孝志／７回）
全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則を障がい者との交流を交えて、実技形式の演習を行
う。

（池谷雅江／７回）
全国障害者スポーツ大会の実施競技、障害区分を講義形式で解説。
また、全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則を障がい者との交流を交えて、実技形式の演習
を行う。

（大西　満／１回）
全国障害者スポーツ大会の理念を講義形式で解説。

DP2
 様々な人々と円滑なコミュニケーションを図ることができる。
DP4
 リハビリテーションチームの一員として、他の職種を理解し、協調・連携して職務を実践することが
できる。
DP5
 作業療法に関連する他の分野の専門学力の修得に努め、自己の能力を開発し、新たな展開に向けて
創造力を発揮することができる。

内容

全国障害者スポーツ大会の実施競技

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　シンクロ　卓球

全国障害者スポーツ大会の障害区分

障がい者スポーツの意義と理念

障がい者との交流

障がい者との交流　最重度障がい者のスポーツの実際

最重度障がい者のスポーツの実際

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　陸上

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　陸上

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　水泳

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　水泳

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　車いすバスケットボール

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　車いすバスケットボール　卓
球

日本障がい者スポーツ協会：全国障害者スポーツ大会競技規則集（解説付）．（公財）日本障がい者ス
ポーツ協会

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則　シンクロ

備考

講義内容に関して復習し、興味があるテーマに関する情報を検索し通読すること。
その内容を基に、障がい者スポーツの現場にできるだけ足を運ぶこと。

授業への取り組み(10％)、定期試験(90％)

日本障がい者スポーツ協会　編：障害者スポーツ指導教本　初級・中級＜改訂版＞．ぎょうせい
配布資料（日本障害者スポーツ協会　HP内　資料室内資料）
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 4年前期までの科目履修がすべて終わっていること。

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

後期：大西（月・水　16：10～17：15）、安部（火・金　16：10～17：15）
　　　嶋川（火・金　16：10～17：15）、木岡（水・金　16：10～17：15）
　　　杉本（月・金　16：10～17：15）

グループフィードバック及びレポート作成

グループフィードバック及びレポート作成

配布資料などからディスカッション内容など事前に予習をして受講すること。日々の授業終了後は毎
回１h程度の復習・まとめを行なうこと。

学習ポートフォリオ40％、レポートの提出30％、分析結果のプレゼンテーション

適宜資料配布

なし

備考 １グループ５名で８グループに分かれてディスカッションを行う。

地域生活者に関する情報からの課題の抽出にむけたディスカッション

地域生活者に関する情報からの課題の抽出のまとめ

パワーポイントによる発表準備

パワーポイントによる発表準備

１・２グループの発表と質疑応答　

３・４グループの発表と質疑応答

５・６グループの発表と質疑応答

７・８グループの発表・質疑応答

授業概要
到達目標

これまで学修した作業療法及び近接領域の知識や技術を統合することも目的として、本科目では地域
生活者が能力を発揮し健康的に暮らしていくために何が課題となるのか発見するために、どのように
作業療法評価を応用活用できるかについて学習する授業である。展開科目実習でいった児童期、成人
期、老年期分野からグループに分かれて、実習で得た情報をもとに作業療法の評価視点である個人・
集団、生活行為、施設の物理的・人的環境からの情報を整理して分析と構造化をおこない、各分野の
生活の何が課題となるのかを導き出すための作業療法評価の思考を学習する。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践することが
できる。
DP４
　変化する地域社会における課題の発見に努め、課題解決に向けて、作業療法士の専門性を活かした
創造的な解決方法を導くことができる。
DP５
　作業療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域生活課題の新たな支援展開にむけて作業療
法を活用することができる。

内容

オリエンテーション（授業目標と方法など）

大西　満
安部　征哉
嶋川　昌典
木岡　和実
杉本　久美子

各分野で得た地域生活者の制度や施策の整理

個人の得た地域生活に関する情報の整理

グループで情報の共有とディスカッション

対象とする地域生活者に関する情報の整理

講義要目

科 目
名

担 当 教 員

作業療法総合実習Ⅰ 必
大西　満
安部　征哉・嶋川　昌典
木岡　和実･杉本　久美子

1 30
4年次
後期

実習



変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 4年前期までの科目履修がすべて終わっていること。

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

予習として事前に課題内容とすべきことの確認を行うこと。課題を通して自己評価をおこない自己
課題の解決にむけて学習に取り組むこと

グループ課題（20％）、筆記試験（70％）、授業態度（10％）

なし

なし

備考 小グループに分かれ課題の整理を行い、他のグループに解説を行い知識の共有を行う。

生理学（循環、呼吸）

確認テスト

運動学（力学、四肢・体幹の運動）

運動学（動作分析、姿勢、歩行）

確認テスト

病理学

リハビリテーション概論

臨床医学

精神医学

まとめ

授業概要
到達目標

専門基礎科目を総合的に復習し、知識をつなげて理解することを目標とする。内容は、解剖・運
動・生理学といった専門基礎、各種疾患の病態、作業療法で行う検査・測定などの評価がつながる
ことを再認識できるよう学習する。本授業では、国家試験の内容を加味し、作業療法を実施する上
での最低限の基礎医学知識の総復習を行う。また、自己評価を行い、自らの課題を明確にし、各々
がその課題に対して取り組む方法や思考過程に対して援助を行う。

DP2
　様々な人々と円滑なコミュニケーションを図ることができる。
DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を修得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション（授業目的と方法など）

安部征哉
寺井淳
前田浩二　
有田智

解剖学（骨、筋、神経）

解剖学（内臓諸器官）

確認テスト

生理学（感覚、運動）

講義要目

科目名 担 当 教 員

作業療法総合演習Ⅰ 必
安部征哉　寺井淳

前田浩二　有田智氏
1 30 4年後期 演習
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 4年前期までの科目履修がすべて終わっていること

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

配布資料などからディスカッション内容について予習をして受講すること。日々の授業終了後は毎
回１h程度の復習・まとめを行なうこと。

学習ポートフォリオ40％、レポートの提出30％、分析結果のプレゼンテーション

適宜資料配布

なし

後期：大西（月・水　16：10～17：15）、下西（木・金　16：10～17：15）
　　　澤　（水・金　16：10～17：15）、木岡（水・金　16：10～17：15）
　　　杉本（月・金　16：10～17：15）

備考
１グループ５名で８グループに分け、２グループごとに４名のゲストスピーカーから体験を聴取す
る。

各専門職毎に考える地域生活障害者に関する問題点の検討

各専門職毎にが考える地域生活障害者に関する問題点のまとめ

発表準備

地域生活障害者を前にした１・２グループ目の最終発表・質疑応答

地域生活障害者を前にした２・３グループ目発表・質疑応答

地域生活障害者を前にした４・５グループ目発表・質疑応答

地域生活障害者を前にした５・６グループ目発表・質疑応答

地域生活障害者を前にした７・８グループ目発表・質疑応答

１〜４グループフィードバック及びレポート作成

５〜８グループフィードバック及びレポート作成

授業概要
到達目標

本科目では、これまで学修した作業療法及び近接領域の知識や技術を統合し、地域生活障害者が抱
える暮らしの中の課題に対し、作業療法士としてどのようにそれを応用し活用できるかについて学
習する授業である。地域障害者が抱える課題については、地域障害者が抱える課題については、脳
性麻痺、脊髄損傷、片麻痺等の障害を有した実際の地域生活障害者をゲストスピーカーとし、実際
の体験談から課題を発見し分析する応用力を育成する。

DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践すること
ができる。
DP４
　変化する地域社会における課題の発見に努め、課題解決に向けて、作業療法士の専門性を活かし
た創造的な解決方法を導くことができる。
DP５
　作業療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域生活課題の新たな支援展開にむけて作業
療法を活用することができる。

内容

オリエンテーション（授業目標と方法など）

大西　満
下西　德
澤　賢一郎
木岡　和実
杉本　久美子

地域生活障害者体験談（片麻痺、脊髄損傷、脳性麻痺）

登壇者を交えたディスカッション

グループごとの情報のまとめ

再質問項目の検討及び確認面談の実施

講義要目

科目名 担 当 教 員

作業療法総合実習Ⅱ 必
大西　満
下西　德・澤　賢一郎
木岡　和実･杉本　久美子

1 30
4年次
後期

実習



変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 4年前期までの科目履修がすべて終わっていること

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

予習として事前に課題内容とすべきことの確認を行うこと。課題を通して自己評価をおこない自己
課題の解決にむけて学習に取り組むこと

グループ課題（20％）、筆記試験（70％）、授業態度（10％）

なし

なし

備考 小グループに分かれ課題の整理を行い、他のグループに解説を行い知識の共有を行う。

老年期障害

脳血管障害

神経変性・筋障害

内科学

確認テスト

脊髄損傷

関節リウマチ、整形外科疾患

精神障害

小児科学

まとめ

授業概要
到達目標

作業療法専門分野を総合的に復習し、専門基礎科目を含めて知識をつなげて理解することを目標と
する。授業内容は、各種疾患の病態とその生活像が作業療法評価や治療とつながるよう学習を行
う。本授業では、国家試験の内容を加味し、作業療法を実施する上での最低限の作業療法の実践的
知識の総復習を行う。また、自己評価を行い、自らの課題を明確にし、各々がその課題に対して取
り組む方法や思考過程に対して援助を行う。

DP2
　様々な人々と円滑なコミュニケーションを図ることができる。
DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を習得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応
用力を発揮することができる。

内容

オリエンテーション（授業目標と方法など）

大西満　
木岡和実　
嶋川昌典　
杉本久美子　
鈴木耕平

作業活動、作業療法概論、作業療法評価法

ADL

義肢装具

確認テスト

講義要目

科目名 担 当 教 員

作業療法総合演習Ⅱ 必
大西満　木岡和実　嶋川昌典　
杉本久美子　鈴木耕平

1 30 4年後期 演習
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変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

授業時間以
外の学習に

ついて
課題・評価

方法

教科書

参考書 なし

オフィスア
ワー

備考

地域生活障害者に関する情報を事前に配布するので、教科書などから予習をして受講すること。日々
の授業終了後は毎回１h程度の復習・まとめを行なうこと。

レポート・発表レポート試験（70%）、学習ポートフォリオ（10%）、発表（20%）

なし

地域生活障害者を前にした４・５グループ目発表・質疑応答

地域生活障害者を前にした５・６グループ目発表・質疑応答

１〜３グループフィードバック及びレポート作成

後期：大西（月・水　16：10～17：15）、分岐（水　　　16：10～17：15）
　　　辛島（水・木　16：10～17：15）、有田（月・水　16：10～17：15）
　　　池谷（水　　　16：10～17：15）

４〜６グループフィードバック及びレポート作成

発表資料作成

発表原稿作成

発表事前練習

地域生活障害者を前にした１・２グループ目の最終発表・質疑応答

地域生活障害者を前にした２・３グループ目発表・質疑応答

リハビリテーションチームとしてのアプローチ方法の検討

リハビリテーションチームとしてのアプローチ方法のまとめ

立案したリハビリテーションゴール設定とアプローチ方法の紹介

立案したリハビリテーションゴール設定とアプローチ方法に対する吟味

発表資料準備

各専門職毎にが考える地域生活障害者に関するアプローチ方法のまとめ

検討した問題点及びアプローチ方法の発表

検討した問題点及びアプローチ方法の発表に対する吟味

リハビリテーションチームとしてのゴール設定の検討

リハビリテーションチームとしてのゴール設定のまとめ

授業概要
到達目標

リハビリテーションの分野で共通する症状、障害を有した地域在住の障害者に対して、職種間連携を
通してリハビリテーションアプローチの実際について討議・学習する。地域で働く理学療法・作業療
法などの専門職業務の理解をしながら、各専門職が考える地域在住の障害者に関する問題点・アプ
ローチ方法を検討・発表し、リハビリテーションチームとしてのゴール設定とアプローチ方法の検
討・発表を行う。内容は、実際に地域で生活されている障害者の講演を通して、各職種の専門性をも
とに、地域共生社会の実現に向けた解決策を検討・提案する。

DP2
　多職種と協調・連携して課題を共有し、且つ解決に向けて支援を実践するためのコミュニケーショ
ン能力を有し、信頼関係を構築することができる。
DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践することが
できる。
DP４
　変化する地域社会における課題の発見に努め、課題解決に向けて、作業療法士の専門性を活かした
創造的な解決方法を導くことができる。
DP５
　作業療法に関連する他分野の専門的知識を修得し、地域生活課題の新たな支援展開にむけて作業療
法を活用することができる。

内容

理学療法の業務内容

大西　満　　　　　　　
分岐　ひとみ

辛島　千恵子　　　　　
有田　智氏
池谷　雅江

作業療法の業務内容

保健師の業務内容

行政の業務内容

地域生活障害者体験談（片麻痺、脊髄損傷、脳性麻痺）

登壇者を交えたディスカッション

グループごとの情報のまとめ

再質問項目の検討及び確認面談の実施

各専門職毎に考える地域生活障害者に関する問題点の検討

各専門職毎にが考える地域生活障害者に関する問題点のまとめ

各専門職毎にが考える地域生活障害者に関するアプローチ方法の検討

講義要目

科目名 担当教員

協働連携論総合実習 必
大西　満・分岐　ひとみ

辛島　千恵子・有田　智氏
池谷　雅江

2 60
4年次
後期

実習



変更前

（リハビリテーション学部　理学療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

授業時間以
外の学習に

ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書 なし

オフィスア
ワー

症例に関する情報を事前に配布するので、参考書などから自己学習をしておくこと

レポート試験（70%）ラーニングポートフォリオ（10%）発表（20%）

なし

適宜実施するため、教員アドレスに事前連絡を行い日程を調整すること

リハビリテーションチームとしてのアプローチ方法の検討

リハビリテーションチームとしてのアプローチ方法のまとめ

立案したリハビリテーションゴール設定とアプローチ方法の発表

立案したリハビリテーションゴール設定とアプローチ方法の発表に対する吟
味

備考

各専門職が考える提示症例に関するアプローチ方法の検討

各専門職が考える提示症例に関するアプローチ方法のまとめ

検討した問題点及びアプローチ方法の発表

検討した問題点及びアプローチ方法の発表に対する吟味

リハビリテーションチームとしてのゴール設定の検討

リハビリテーションチームとしてのゴール設定のまとめ

授業概要
到達目標

リハビリテーションの分野で共通する症状、障害をテーマに実際の症例を想定して、チームアプ
ローチの実際について討議・学習する。理学療法・作業療法の専門職業務の理解をしながら、各専
門職が考える提示症例に関する問題点・アプローチ方法を検討・発表し、リハビリテーションチー
ムとしてのゴール設定とアプローチ方法の検討・発表を行う。内容は、実際の症例を想定し、各分
野の専門性をもとにシンメディカルの理念を実現するための方法について学び、当事者主体の原理
に立ったチームアプローチ法を検討・理解する。

DP4　
　リハビリテーションチームの一員として、他の職種を理解し、協調・連携して職務を実践するこ
とができる。

内容

シンメディカルとは

大西満・分木ひと
み・池谷雅江・杉本

久美子

医療専門職の業務内容

医療専門職の業務内容の発表

各専門職が考える提示症例に関する問題点の検討

各専門職が考える提示症例に関する問題点のまとめ

講義要目

科目名 担当教員

シンメディカル論 必
大西満・分木ひとみ・池谷雅

江・杉本久美子
2 30

4年次
前期

講義
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 神経学総論㸦࣮ࣟࣗࢽンࢫࣉࢼࢩࠊࣜࢢࠊ㸧 山田ࠉ久夫

第㸰回 神経学総論㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸱回 神経学各論 ．㸦髄⭷ࠊ脳室ࠊ脳脊髄液ࡢᚠ環㸧 山田ࠉ久夫

第㸲回 神経学各論 ．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸳回 神経学各論 ．．㸦ᮎ梢神経系 ࠉ頚神経ࠉ頚神経ྀ㸧 山田ࠉ久夫

第㸴回 神経学各論 ．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸵回 神経学各論 ．．．㸦ᮎ梢神経系 ࠉ⭎神経ྀࠉ胸神経㸧 山田ࠉ久夫

第㸶回 神経学各論 ．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸷回 山田ࠉ久夫

第㸯㸮回 神経学各論 ．別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸯㸯回 山田ࠉ久夫

第㸯㸰回 神経学各論 別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸯㸱回 山田ࠉ久夫

第㸯㸲回 神経学各論 別．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸯㸳回 山田ࠉ久夫

第㸯㸴回 神経学各論 別．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸯㸵回 山田ࠉ久夫

第㸯㸶回 神経学各論 別．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸯㸷回 山田ࠉ久夫

第㸰㸮回 神経学各論 ．X㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸰㸯回 山田ࠉ久夫

第㸰㸰回 神経学各論 X㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸰㸱回 山田ࠉ久夫

第㸰㸲回 神経学各論 X．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸰㸳回 山田ࠉ久夫

第㸰㸴回 神経学各論 X．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸰㸵回 山田ࠉ久夫

第㸰㸶回 神経学各論 X．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

第㸰㸷回 山田ࠉ久夫

第㸱㸮回 神経学各論 X．別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 山田ࠉ久夫

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書 ࡋ࡞

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

神経学各論 別㸦ᮎ梢神経系   骨神経ࠉ骨神経ᒙࠉᑿ骨神経ᒙ㸧

講義ࠊ演習10ࢀࡒࢀࡑ回௨ୖࡢ出席ࠊ演習課題提出ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

確認ࢺࢫࢸ㸱㸮Ⅼࠊ期ᮎ試験㸵㸮Ⅼྜࢆ計ࠊࡋ㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

㔝村編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ་学書院

坂井ࡽ訳ࢫ࢘ࢸ࣓ࣟࣉࠕ解剖学ࠖࢫࣛࢺ ࢥ第㸰∧་学書院

༡Ụ堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢン࣮ࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

ᚋ期㸸火ࠊ木16ࠉ㸸10～17㸸1』

神経学各論 X．．㸦中枢神経系ࠉᑠ脳㸧

神経学各論 X．．．㸦中枢神経系ࠉ大脳㸧

神経学各論 X．別㸦伝ᑟ路㸧

備考

各༢元ࡈᑠࢆࢺࢫࢸ実ࠊࡵࡓࡿࡍ授業ࡢ習ࢆ行うࠋࡇ

神経学各論 別．㸦ᮎ梢神経系ࠉ副交感神経㸧

神経学各論 別．．㸦脳神経ࠉ脳神経1〜6 㸧

神経学各論 別．．．㸦脳神経  脳神経7〜1「㸧

神経学各論 ．X㸦自ᚊ神経 㸧

神経学各論 X㸦中枢神経系ࠉ脊髄㸧

神経学各論 X．㸦中枢神経系ࠉ脳ᖿ㸧

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

解剖学ϩ 必 山田ࠉ久夫 2 60
1ᖺ次

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学ϩࡢ授業目標ࡣ中枢神経系ࡧࡼ࠾ᮎ梢神経系ࡘい࡚理解ࢆ深࡛ࡇࡿࡵあࠋࡿ神経系ࡀ中枢神経

ࡢ筋ࠊࡾ伝わᮎ梢神経ࡀ指௧ࡢࡽ中枢神経ࠊࢆ運動ࠊࡋ理解ࢆࡇࡿい࡚ࢀࡉᮎ梢神経࡛構ᡂ

縮ࠊ関節ࡢ動୍ࡢ࡛ࡲࡁ連ࡢ流࡚ࡋࢀㄝ明࡛ࡓࡲࠋࡿࡁ知覚ࠊࢆ感覚ཷ容器࡛捉えࡓࢀࡽ刺激ࠊࡀᮎ梢

神経ࢆ通࡚ࡋ中枢神経へ伝えࠊࢀࡽ認識୍ࡢ࡛ࡲࡿࢀࡉ連ࡢ流࡚ࡋࢀㄝ明࡛ࡽࡉࠋࡿࡁ脳や脊髄ࡢ㞀

害ࡀ運動や感覚ࡢ異常ࡼࡢうࢆࡿࡀ࡞ࡘㄝ明࡛ࡼࡿࡁうࠋࡇࡿ࡞

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

ෆ容

神経学各論 ．別㸦ᮎ梢神経系ࠉ⭜神経ࠉ要神経ྀ㸧

1



変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 神経学総論㸦࣮ࣟࣗࢽンࢫࣉࢼࢩࠊࣜࢢࠊ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸰回 神経学総論㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸱回 神経学各論 ．㸦髄⭷ࠊ脳室ࠊ脳脊髄液ࡢᚠ環㸧 㔝田ࠉ亨

第㸲回 神経学各論 ．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸳回 神経学各論 ．．㸦ᮎ梢神経系 ． 㸧 㔝田ࠉ亨

第㸴回 神経学各論 ．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸵回 神経学各論 ．．．㸦ᮎ梢神経系 ．． 㸧 㔝田ࠉ亨

第㸶回 神経学各論 ．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸷回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸮回 神経学各論 ．別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸯㸯回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸰回 神経学各論 別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸯㸱回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸲回 神経学各論 別．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸯㸳回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸴回 神経学各論 別．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸯㸵回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸶回 神経学各論 別．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸯㸷回 㔝田ࠉ亨

第㸰㸮回 神経学各論 ．X㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸰㸯回 㔝田ࠉ亨

第㸰㸰回 神経学各論 X㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸰㸱回 㔝田ࠉ亨

第㸰㸲回 神経学各論 X．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸰㸳回 㔝田ࠉ亨

第㸰㸴回 神経学各論 X．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸰㸵回 㔝田ࠉ亨

第㸰㸶回 神経学各論 X．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

第㸰㸷回 㔝田ࠉ亨

第㸱㸮回 神経学各論 X．別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝田ࠉ亨

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

神経学各論 ．別㸦ᮎ梢神経系 ．．． 㸧

神経学各論 別㸦ᮎ梢神経系 ．別 㸧

講義要目

科

目

担 当 教 員

解剖学ϩ 必 㔝田ࠉ亨 2 60
1ᖺ次

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学ϩࡢ授業目標ࡣ中枢神経系ࡧࡼ࠾ᮎ梢神経系ࡘい࡚理解ࢆ深࡛ࡇࡿࡵあࠋࡿ神経系ࡀ中枢神経

ࡢ筋ࠊࡾ伝わᮎ梢神経ࡀ指௧ࡢࡽ中枢神経ࠊࢆ運動ࠊࡋ理解ࢆࡇࡿい࡚ࢀࡉᮎ梢神経࡛構ᡂ

縮ࠊ関節ࡢ動୍ࡢ࡛ࡲࡁ連ࡢ流࡚ࡋࢀㄝ明࡛ࡓࡲࠋࡿࡁ知覚ࠊࢆ感覚ཷ容器࡛捉えࡓࢀࡽ刺激ࠊࡀᮎ梢

神経ࢆ通࡚ࡋ中枢神経へ伝えࠊࢀࡽ認識୍ࡢ࡛ࡲࡿࢀࡉ連ࡢ流࡚ࡋࢀㄝ明࡛ࡽࡉࠋࡿࡁ脳や脊髄ࡢ㞀

害ࡀ運動や感覚ࡢ異常ࡼࡢうࢆࡿࡀ࡞ࡘㄝ明࡛ࡼࡿࡁうࠋࡇࡿ࡞

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

備考

神経学各論 別．㸦ᮎ梢神経系 別 㸧

神経学各論 別．．㸦脳神経． 㸧

神経学各論 別．．．㸦脳神経．． 㸧

神経学各論 ．X㸦自ᚊ神経 㸧

神経学各論 X㸦中枢神経系 ． 㸧

神経学各論 X．㸦中枢神経系 ．． 㸧

講義ࠊ演習10ࢀࡒࢀࡑ回௨ୖࡢ出席ࠊ演習課題提出ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

確認ࢺࢫࢸ㸱㸮Ⅼࠊ期ᮎ試験㸵㸮Ⅼྜࢆ計ࠊࡋ㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

㔝村編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ་学書院

坂井ࡽ訳ࢫ࢘ࢸ࣓ࣟࣉࠕ解剖学ࠖࢫࣛࢺ ࢥ第㸰∧་学書院

༡Ụ堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢン࣮ࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

ᚋ期㸸᭶ࠊ水ࠊ木曜日16ࠊ野10〜17野00

神経学各論 X．．㸦中枢神経系 ．．． 㸧

神経学各論 X．．．㸦中枢神経系 ．別 㸧

神経学各論 X．別㸦伝ᑟ路㸧

2



変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 山田ࠉ久夫

第㸰回 脈管学各論㸦心臓㸧 山田ࠉ久夫

第㸱回 脈管学各論㸦ୖ⫥ࠊୗ⫥㸧 山田ࠉ久夫

第㸲回 脈管学各論㸦ෆ臓ࠊ脳ᚠ環ࠊ胎児ᚠ環㸧 山田ࠉ久夫

第㸳回 血液学 山田ࠉ久夫

第㸴回 ෆ臓学㸦呼吸器系㸧 山田ࠉ久夫

第㸵回 ෆ臓学㸦消化器系ࠉ⭍ཱྀࠉ咽頭ࠉ食㐨ࠉ胃㸧 山田ࠉ久夫

第㸶回 ෆ臓学㸦消化器系ࠉᑠ⭠ࠉ大⭠ࠉ肝臓ࠉ胆嚢ࠉ膵臓ࠉ⭡⭷㸧 山田ࠉ久夫

第㸷回 山田ࠉ久夫

第㸯㸮回 山田ࠉ久夫

第㸯㸯回 山田ࠉ久夫

第㸯㸰回 山田ࠉ久夫

第㸯㸱回 山田ࠉ久夫

第㸯㸲回 山田ࠉ久夫

第㸯㸳回 山田ࠉ久夫

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書 ࡋ࡞

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

備考

構造機能ࡀㄝ明࡛ࡼࡿࡁうࡵࡓࡿ࡞講義ᚋࠊ必ࡎ習ࠋࡇࡿࡍࢆ

講義㸯㸮回௨ୖࡢ出席ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

期ᮎ試験㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

㔝村編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ་学書院

坂井ࡽ訳ࢫ࢘ࢸ࣓ࣟࣉࠕ解剖学ࠖࢫࣛࢺ ࢥ第㸰∧་学書院

༡Ụ堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢン࣮ࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

ᚋ期㸸火ࠊ木16ࠉ㸸10～17㸸1』

ෆ臓学㸦生殖器系㸧

ෆ臓学㸦ෆศ泌系㸧

ෆ臓学㸦血液免疫系㸧

感覚器㸦皮膚㸧

感覚器㸦視覚器㸧

感覚器㸦聴覚器ࠊ前庭器㸧

ෆ臓学㸦泌ᒀ器系㸧

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

解剖学Ϫ 必 山田ࠉ久夫 1 30
1ᖺ次

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学Ϫ࡛ࠊࡣ各ෆ臓ࡧࡼ࠾ࠊ感覚器ࡘい࡚ࡢ基ᮏ的࡞知識ࢆ習得ࡀࡇࡿࡍ目標ࠋࡿ࡞ෆ容ࡣ消化

器㸦胃ࠊ膵臓ࠊ肝臓ࠊ腎臓ࠊ脾臓ࠊ⭤胱ࠊᑠ⭠ࠊ大⭠࡞㸧ࠊ呼吸器㸦気㐨ࠊ気管支ࠊ肺ࠊ胸郭ࠊ横隔⭷

ෆศࠊ系㸧ࣃ免疫系㸦ࣜンࠊ胎児ᚠ環㸧ࠊෆ臓࡞門脈系ࠊ脳ᚠ環ࠊ心臓ࠊ静脈ࠊᚠ環器㸦動脈ࠊ㸧࡞

泌系㸦ୗ垂体ࠊᯇ果体ࠊ甲状⭢ࠊ副腎࡞㸧ࠊ感覚器㸦皮膚ࠊ視覚器ࠊ聴覚器࡞㸧ࠊ生殖器ࡢ各構造

基ᮏ的機能ࢆㄝ明࡛ࡀࡇࡿࡁ目標ࠋࡿ࡞

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

ෆ容

脈管学総論

3



変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 㔝田ࠉ亨

第㸰回 脈管学各論㸦心臓㸧 㔝田ࠉ亨

第㸱回 脈管学各論㸦ୖ⫥ࠊୗ⫥㸧 㔝田ࠉ亨

第㸲回 脈管学各論㸦ෆ臓ࠊ脳ᚠ環ࠊ胎児ᚠ環㸧 㔝田ࠉ亨

第㸳回 血液学 㔝田ࠉ亨

第㸴回 ෆ臓学㸦呼吸器系㸧 㔝田ࠉ亨

第㸵回 ෆ臓学㸦消化器系 ． 㸧 㔝田ࠉ亨

第㸶回 ෆ臓学㸦消化器系 ．． 㸧 㔝田ࠉ亨

第㸷回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸮回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸯回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸰回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸱回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸲回 㔝田ࠉ亨

第㸯㸳回 㔝田ࠉ亨

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

脈管学総論

ෆ臓学㸦泌ᒀ器系㸧

講義要目

科

目

担 当 教 員

解剖学Ϫ 必 㔝田ࠉ亨 1 30
1ᖺ次

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学Ϫ࡛ࠊࡣ各ෆ臓ࡧࡼ࠾ࠊ感覚器ࡘい࡚ࡢ基ᮏ的࡞知識ࢆ習得ࡀࡇࡿࡍ目標ࠋࡿ࡞ෆ容ࡣ消化

器㸦胃ࠊ膵臓ࠊ肝臓ࠊ腎臓ࠊ脾臓ࠊ⭤胱ࠊᑠ腸ࠊ大腸࡞㸧ࠊ呼吸器㸦気㐨ࠊ気管支ࠊ肺ࠊ胸郭ࠊ横隔⭷

ෆศࠊ系㸧ࣃ免疫系㸦ࣜンࠊ胎児ᚠ環㸧ࠊෆ臓࡞門脈系ࠊ脳ᚠ環ࠊ心臓ࠊ静脈ࠊᚠ環器㸦動脈ࠊ㸧࡞

泌系㸦ୗ垂体ࠊᯇ果体ࠊ甲状腺ࠊ副腎࡞㸧ࠊ感覚器㸦皮膚ࠊ視覚器ࠊ聴覚器࡞㸧ࠊ生殖器ࡢ各構造

基ᮏ的機能ࢆㄝ明࡛ࡀࡇࡿࡁ目標ࠋࡿ࡞

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

ෆ臓学㸦生殖器系㸧

ෆ臓学㸦ෆศ泌系㸧

ෆ臓学㸦血液免疫系㸧

感覚器㸦皮膚㸧

感覚器㸦視覚器㸧

㔝村編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ་学書院

坂井ࡽ訳ࢫ࢘ࢸ࣓ࣟࣉࠕ解剖学ࠖࢫࣛࢺ ࢥ第㸰∧་学書院

༡Ụ堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢン࣮ࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

ᚋ期㸸᭶ࠊ水ࠊ木曜日ࠊ午ᚋ16野10〜17野00

感覚器㸦聴覚器ࠊ前庭器㸧

備考

講義㸯㸮回௨ୖࡢ出席ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

期ᮎ試験㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

4



変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 㔛中ࠉ綾子

第㸰回 㔛中ࠉ綾子

第㸱回 㔛中ࠉ綾子

第㸲回 㔛中ࠉ綾子

第㸳回 㔛中ࠉ綾子

第㸴回 㔛中ࠉ綾子

第㸵回 㔛中ࠉ綾子

第㸶回 㔛中ࠉ綾子

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科

目

担 当 教 員

基礎理学療法研究法 必 㔛中ࠉ綾子 1 15
」ᖺ次

前期

講義

発表会ࣙࢩࢡࣞࣇࣜࡿࡅ࠾ン

授業概要

到㐩目標

理学療法ศ㔝ࡿࡅ࠾研究ࡢ意義や目的ࡢࡑࠊ歴史的背景ࢆ中心学ぶࠋ理学療法ࡢ歴史ࢆ学ぶ中࡛ࠊ基

礎研究ࠊ臨床研究ࡢ必要性ࢆ理解ࠊࡶࡿࡍ研究࣭調査ࡢ社会的意義役割ࢆ理解ࢆࡇࡿࡍ目的

ンや手ࢨࢹ研究ࡢࡑࠊ行いࢆ抄ㄞࡢ英語論文ࡿࡅ࠾い࡚理学療法ศ㔝࠾ࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢࡓࡲࠋࡿࡍ

法ࡽ何ࡀ明࡞ࡢࡿ࡞ࡽ批ุ的吟味ࡢࡵࡓࡿࡍ知識や論理的思考ࠊศ析能力ࢆ身ࡇࡿࡅࡘ

ࠋࡿࡍ目的ࢆ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

ෆ容

理学療法士研究㸸ࡐ࡞㸦༞業㸧研究ࡐ࡞，ࡋࢆ研究法ࢆ学ぶࡢ

研究ࡢ基ᮏ項㸸尺ᗘ，᭷効数Ꮠ，操作的定義，倫理的配慮

比較等㸧ࡢᖹ均値ࡢศ析㸸統計学的手法㸦「群間ࡢࢱ࣮ࢹ

比較等㸧ࡢᖹ均値ࡢศ析㸸統計学的手法㸦」群間௨ୖࡢࢱ࣮ࢹ

論文ࡢ書ࡁ方㸸わࡾやࡍい文章ࡣ

研究発表方法㸸ࢮࣞࣉンࣙࢩ࣮ࢸンࡿࡅ࠾戦略

英語論文ࡢ抄ㄞ発表会

前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

備考

英語論文親ࠊࡳࡋ抄ㄞ会向ࡢ࡚ࡅ準備࡛ࣉ࣮ࣝࢢࢆ積極的行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠋ

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࢺ࣮࣏ࣞࠊ課題㸦』0Ⅼ㸧ࣉ࣮ࣝࢢࠊ発表㸦『0Ⅼ㸧

ࡋ࡞

理学療法研究法㸸ෆ山靖࣭他編㸬་学書院㸬第」∧

5



変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 山ෆࠉṇ㞝

第㸰回 山ෆࠉṇ㞝

第㸱回 山ෆࠉṇ㞝

第㸲回 山ෆࠉṇ㞝

第㸳回 山ෆࠉṇ㞝

第㸴回 山ෆࠉṇ㞝

第㸵回 山ෆࠉṇ㞝

第㸶回 山ෆࠉṇ㞝

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

発表会ࣙࢩࢡࣞࣇࣜࡿࡅ࠾ン

備考

英語論文親ࠊࡳࡋ抄ㄞ会向ࡢ࡚ࡅ準備࡛ࣉ࣮ࣝࢢࢆ積極的行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠋ

授業態ᗘ医10％)ࢺ࣮࣏ࣞࠊ課題㸦』0Ⅼ㸧ࣉ࣮ࣝࢢࠊ発表㸦『0Ⅼ㸧

特ࡋ࡞

理学療法研究法㸸ෆ山靖࣭他編㸬་学書院㸬第」∧

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

理学療法士研究㸸ࡐ࡞㸦༞業㸧研究ࡐ࡞，ࡋࢆ研究法ࢆ学ぶࡢ

研究発表方法㸸ࢮࣞࣉンࣙࢩ࣮ࢸンࡿࡅ࠾戦略

英語論文ࡢ抄ㄞ発表会

研究ࡢ基ᮏ項㸸尺ᗘ，᭷効数Ꮠ，操作的定義，倫理的配慮

ศ析㸸統計学的手法㸦1㸧ࡢࢱ࣮ࢹ

ศ析㸸統計学的手法㸦「㸧ࡢࢱ࣮ࢹ

論文ࡢ書ࡁ方㸸わࡾやࡍい文章ࡣ

授業概要

到㐩目標

理学療法ศ㔝ࡿࡅ࠾研究ࡢ意義や目的ࡢࡑࠊ歴史的背景ࢆ中心学ぶࠋ理学療法ࡢ歴史ࢆ学ぶ中࡛ࠊ基

礎研究ࠊ臨床研究ࡢ必要性ࢆ理解ࠊࡶࡿࡍ研究࣭調査ࡢ社会的意義役割ࢆ理解ࢆࡇࡿࡍ目的

ンや手ࢨࢹ研究ࡢࡑࠊ行いࢆ抄ㄞࡢ英語論文ࡿࡅ࠾い࡚理学療法ศ㔝࠾ࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢࡓࡲࠋࡿࡍ

法ࡽ何ࡀ明࡞ࡢࡿ࡞ࡽ批ุ的吟味ࡢࡵࡓࡿࡍ知識や論理的思考ࠊศ析能力ࢆ身ࡇࡿࡅࡘ

ࠋࡿࡍ目的ࢆ

講義要目

科

目

担 当 教 員

基礎理学療法研究法 必 山ෆࠉṇ㞝 1 15
」ᖺ次

前期

講義࣭演習
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 宇崎ࠉ孝

第㸰回 宇崎ࠉ孝

第㸱回 宇崎ࠉ孝

第㸲回 宇崎ࠉ孝

第㸳回 宇崎ࠉ孝

第㸴回 宇崎ࠉ孝

第㸵回 宇崎ࠉ孝

第㸶回 宇崎ࠉ孝

第㸷回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸮回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸯回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸰回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸱回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸲回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸳回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸴回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸵回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸶回 宇崎ࠉ孝

第㸯㸷回 宇崎ࠉ孝

第㸰㸮回 宇崎ࠉ孝

第㸰㸯回 宇崎ࠉ孝

第㸰㸰回 宇崎ࠉ孝

第㸰㸱回 宇崎ࠉ孝

第㸰㸲回 宇崎ࠉ孝

第㸰㸳回 宇崎ࠉ孝

第㸰㸴回 宇崎ࠉ孝

第㸰㸵回 大西均

第㸰㸶回 大西均

第㸰㸷回 大西均

第㸱㸮回 大西均

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

肩関節ࠉ外転࣭ෆ転ࠊ外旋࣭ෆ旋

講義要目

科目ྡ

担 当 教

員

理学療法評価学実習 必 宇崎ࠉ孝࣭大西ࠉ均 2 60
「ᖺ次

前期

実習

授業概要

到㐩目標

理学療法評価ࡿࡅ࠾検査࣭測定ࡢ目的ࢆ理解ࠊࡋṇ確実࡛ࡿࡁ技術ࢆ身ࢆࡇࡿࡅࡘ目標

問題ศ析病態理解ࡢ対象者ࡓࡲࠊࡢいࡼࡤࢀࡍ視Ⅼ࡛理解࡞うࡼࡢࢆ対象者ࡢ理学療法ࠋࡿࡍ

ࠋ学ぶࢆ各論ࡢ評価法ࡋ学習ࢆෆ容࡞総論的ࡢࡿあࡀ方法࡞具体的࡞うࡼࡢࡵࡓࡢ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全」0回㸧

㸦宇崎ࠉ孝㸭「6回㸧

関節可動域検査いࡓࡗ基ᮏ的理学療法評価ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ基ᮏࡿ࡞⫥ࠊ姿勢ࡓࡲࠊ注意Ⅼࢆ必ࡎ

押ࡉえࠊࡶࡿ教科書ࢆ見ࡃ࡞ࡇࡿ実࡛ࡼࡿࡁうࢆࡇࡿ࡞目標進࡚ࡵいࡲࠋࡍࡲࡁ

注意࡞௦償ࠊࡅ段階ࠊ⊫ࠋࡿࡍい࡚学習ࡘ徒手筋力評価ࠊい筋力評価࡞ࡋ必要ࢆ㐨具ࠊࡓ

Ⅼࢆ抑えࡽࡀ࡞実技ࢆ習得࡚ࡋいࡓࡲࠋࡃ痛ࡳや高次脳機能検査ࡘ࡞い࡚ࡶ学ぶࠋ

㸦大西ࠉ均㸭『回㸧

解剖学ࠊ運動学ࢆ整理࡚ࡋいࡑࡇࡽࡿ理解ࠊ࡚ࡋ実࡛ࡀࢺࢫࢸࡿࡁ整形外科的ࠊࢺࢫࢸ筋緊張検

査ࠋࡿ࡞各検査ࡢ目的࣭意義ࡀ理解࡛ࡀࡇࡿࡁ目標ࠋࡿ࡞

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛

ෆ容

関節可動域測定㸦７４２-図㸧７４２ 図ご囲図概論ࠉࠊ肩関節ࠉ屈曲࣭伸展

肘関節

肩関節ࠉ水ᖹ屈曲࣭水ᖹ伸展ࠊ肩甲ᖏ

肘関節ࠉ屈曲࣭伸展ࠊ前⭎ࠉ回ෆ࣭回外

手関節ࠉ掌屈࣭背屈ࠊ尺屈࣭橈屈ࠉ手指

⫤関節ࠉ屈曲࣭伸展ࠊ外転࣭ෆ転ࠊ外旋࣭ෆ旋

⭸関節ࠉ屈曲࣭伸展ࠊ足関節ࠉ背屈࣭底屈ࠊ足部

体ᖿࠉ屈曲࣭伸展ࠊ側屈ࠊ回旋

頸部ࠉ屈曲࣭伸展ࠊ側屈ࠊ回旋ࠉ顎関節

徒手筋力検査㸦２２９㸧２２９ࡢ概論ࡢ⊫ୖࠉ検査

肩関節

肩関節

肩関節

高次脳機能検査

手関節ࠉ指

肩甲ᖏ

ୗ⫥ࡢ検査ࠉ⫤関節

⫤関節

⫤関節

⭸関節

足関節

体ᖿࡢ検査

体ᖿࡢ検査

頸筋ࡢ検査ࠉ顔面筋㸦脳神経支配筋㸧

痛ࡢࡳ評価

整形外科的ࢺࢫࢸ㸦頸部ୖࠉ⫥㸧

整形外科的ࢺࢫࢸ㸦⭜部ࠉୗ⫥㸧

射検査

筋ࢫࢾ࣮ࢺ検査

備考

実技中心ࡢ授業࡛ࠋࡍ必ࡎ習࡚ࡋࢆ体ࡀ覚え࡚実技ࡼࡿࡁ࡛ࡀうດ力ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

中間試験㸦」0％㸧ࠊᑠࢺࢫࢸ医「0％)ࠊ定期試験医』0％)

新࣭徒手筋力検査法㸦原著第㸷∧㸧㸸༠ྠ་書出∧ࠉ津山直୍著

理学療法評価学㸸金原出∧ࠉᯇ澤ṇ著

Aそそご ８しつぜ与a腰-（ぞぞ腕࣭他㸧㸸࣮ࣔࢥ࣮ࢱン࣮ࣝࣟࢺ原著第『∧ 理解ࡀ深ࡿࡲ）別）࢜ࢹࣅ―研究室ࡽ

臨床実践へ㸬་歯薬出∧㸬

大西ࠉ前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

宇崎ࠉ前期㸸᭶16ࠉ㸸10～17㸸1』
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 宇崎孝

第㸰回 宇崎孝

第㸱回 宇崎孝

第㸲回 宇崎孝

第㸳回 宇崎孝

第㸴回 宇崎孝

第㸵回 宇崎孝

第㸶回 宇崎孝

第㸷回 宇崎孝

第㸯㸮回 安田孝志

第㸯㸯回 安田孝志

第㸯㸰回 安田孝志

第㸯㸱回 安田孝志

第㸯㸲回 安田孝志

第㸯㸳回 安田孝志

第㸯㸴回 安田孝志

第㸯㸵回 安田孝志

第㸯㸶回 安田孝志

第㸯㸷回 安田孝志

第㸰㸮回 安田孝志

第㸰㸯回 安田孝志

第㸰㸰回 安田孝志

第㸰㸱回 安田孝志

第㸰㸲回 安田孝志

第㸰㸳回 安田孝志

第㸰㸴回 安田孝志

第㸰㸵回 大西均

第㸰㸶回 大西均

第㸰㸷回 大西均

第㸱㸮回 大西均

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

新࣭徒手筋力検査法㸦原著第㸷∧㸧㸸༠ྠ་書出∧ࠉ津山直୍著

理学療法評価学㸸金原出∧ࠉᯇ澤ṇ著

Aそそご ８しつぜ与a腰-（ぞぞ丁࣭他㸧㸸࣮ࣔࢥ࣮ࢱン࣮ࣝࣟࢺ原著第『∧ 理解ࡀ深ࡿࡲ）別）࢜ࢹࣅ付―研究室ࡽ

臨床実践へ㸬་歯薬出∧㸬

射検査

筋ࢫࢾ࣮ࢺ検査

備考

演習中心ࡢ授業࡛ࠋࡍ必ࡎ習࡚ࡋࢆ体ࡀ覚え࡚実技ࡼࡿࡁ࡛ࡀうດ力ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

中間試験㸦」0％㸧ᑠࢺࢫࢸ医「0％)ࠊ定期試験医』0％)

体ᖿࡢ検査

体ᖿࡢ検査

頸筋ࡢ検査ࠉ顔面筋㸦脳神経支配筋㸧

痛ࡢࡳ評価

整形外科的ࢺࢫࢸ㸯

整形外科的ࢺࢫࢸ㸰

肩関節

肩関節

高次脳機能検査

手関節ࠉ指

肩甲ᖏ

ୗ⫥ࡢ検査ࠉ⫤関節

⫤関節

⫤関節

⭸関節

足関節

肘関節

体ᖿࠉ屈曲࣭伸展ࠊ側屈ࠊ回旋

頸部ࠉ屈曲࣭伸展ࠊ側屈ࠊ回旋ࠉ顎関節

徒手筋力検査㸦２２９㸧２２９ࡢ概論ࡢ⊫ୖࠉ検査

肩関節

演習

肩関節ࠉ外転࣭ෆ転ࠊ外旋࣭ෆ旋

肩関節ࠉ水ᖹ屈曲࣭水ᖹ伸展ࠊ肩甲ᖏ

肘関節ࠉ屈曲࣭伸展ࠊ前腕ࠉ回ෆ࣭回外

手関節ࠉ掌屈࣭背屈ࠊ尺屈࣭橈屈ࠉ手指

⫤関節ࠉ屈曲࣭伸展ࠊ外転࣭ෆ転ࠊ外旋࣭ෆ旋

⭸関節ࠉ屈曲࣭伸展ࠊ足関節ࠉ背屈࣭底屈ࠊ足部

授業概要

到㐩目標

理学療法評価ࡿࡅ࠾検査࣭測定ࡢ目的ࢆ理解ࠊࡋṇ確実࡛ࡿࡁ技術ࢆ身ࢆࡇࡿࡅࡘ目標

問題ศ析病態理解ࡢ対象者ࡓࡲࠊࡢいࡼࡤࢀࡍ視Ⅼ࡛理解࡞うࡼࡢࢆ対象者ࡢ理学療法ࠋࡿࡍ

関ࡣ各論࡛ࠋ学ぶࢆ各論ࡢ評価法ࡋ学習ࢆෆ容࡞総論的ࡢࡿあࡀ方法࡞具体的࡞うࡼࡢࡵࡓࡢ

節可動域検査ࠊ筋力検査ࠊ脳神経検査ࠊ高次脳検査ࠊ射検査ࠊ筋ࢫࢾ࣮ࢺ検査ࠊ痛ࡘࡳい࡚ࠊ講

義演習ࢆ行うࠋ整形外科的疾患対ࡿࡍ検査測定࡛ࠊࡣ足関節ࡢ評価法ࢆ࡞臨床即ࡓࡋ考え方

ࠋࡿࡍ実習具体的ࠊ交えࢆ評価法ࡿࡅ࠾研究ࡢ最新

DP3

実践力࣭応用ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

力ࢆ発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

関節可動域測定㸦７４２-図㸧７４２ 図ご囲図概論ࠉࠊ肩関節ࠉ屈曲࣭伸展

講義要目

科

目

担 当 教

員

理学療法評価学演習Ϩ 必 安田孝志࣭宇崎孝࣭大西均 2 60
「ᖺ次

前期
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 山ෆࠉṇ㞝

第㸰回 山ෆࠉṇ㞝

第㸱回 山ෆࠉṇ㞝

第㸲回 山ෆࠉṇ㞝

第㸳回 山ෆࠉṇ㞝

第㸴回 弘部ࠉ㔜信

第㸵回 弘部ࠉ㔜信

第㸶回 弘部ࠉ㔜信

第㸷回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸮回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸯回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸰回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸱回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸲回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸳回 藤谷ࠉ亮

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢࡑ解釈

講義要目

科目ྡ

担 当 教

員

理学療法評価学演習 必

山ෆࠉṇ㞝࣭弘部ࠉ㔜信࣭

藤谷ࠉ亮

1 30
」ᖺ次

前期

演習

授業概要

到㐩目標

臨床場面࡛求ࡿࢀࡽࡵ理学療法評価ࡢ思考過程ࡀ理解࡛ࢆࡇࡿࡁ目標ࠋࡿࡍ講義࡛ࠊࡣ整形外科領

域ࠊෆ部㞀害領域ࠊ中枢神経領域ศ㔝ࢆศࠊࡅ各担当教員ࡀ講義実技ࣉ࣮ࣝࢢࢆワ࣮࡚ࢡ行うࠋ

࣒ࣛࢢࣟࣉ理学療法ࡧࡼ࠾統ྜ解釈࡞適ษࠊࡁ選択࡛適ษࡀ評価項目ࡿࡍ対疾患ࡓࡋ学習࡛ࡲࢀࡇ

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ立案ࢆ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦整形外科領域㸸山ෆࠉṇ㞝㸭』回㸧ࠉ

整形外科疾患対ࡿࡍ評価ࠊ各種整形外科疾患ࡢࡑࢺࢫࢸ臨床的解釈ࡘい࡚講義࣭実習ࢆ行うࠋ各

疾患ࡢ病態ࢆ理解ࠊ࡛ୖࡓࡋ各種ࢆࢺࢫࢸ行う意義ࠊ方法ࡾࡗࡋࢆ学習࣭実࡛ࡼࡿࡁうࡇࡿ࡞

ࠋࡿࡍ目標ࢆ

㸦ෆ部㞀害領域㸸弘部ࠉ㔜信㸭』回㸧

ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡘい࡚ࡢࡑ評価ࡢ意義目的ࢆ学ぶ࢙ࢩ࣮࣌ࣃ࣮࣌ࠊࡶンࢺ

ࡍࢢンࢽ࣮ࣞࢺࢆ評価方法ࡧࡼ࠾思考過程能力ࡢ評価ࠊࡋ学習ࡽい࡚自ࡘ演習࡛㞀害構造ࡓ用いࢆ

ࠋࡿ

㸦中枢神経㞀害領域㸸藤谷ࠉ亮㸭』回㸧

中枢神経領域ࡿࡅ࠾評価ࡢࡑ意義ࢆ学習ࠊࡋ各種検査加え࡚ࡼࡢࢆࡽࢀࡑう解釈ࠊࡋ問題Ⅼ

ࠋࡿࡍい࡚学習ࡘࡢࡃい࡚ࡋ活治療ࡓࡲࠊ整理ࡢ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡁ

ෆ容

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾་学的情報ࡢࡑ解釈

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習㸦脱髄疾患࣭神

経㞴病㸧

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習㸦ୖ⫥࣭ୖ部体ᖿ㸧

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習㸦ୗ部体ᖿ࣭ୗ⫥㸧

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢ統ྜ解釈㸦演習㸧

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾་学的情報ࡢࡑ解釈

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢࡑ解釈

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習㸦（４５）㸧

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習㸦心全㸧

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢ統ྜ解釈㸦演習㸧

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾་学的情報ࡢࡑ解釈

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾各理学療法評価ࡢࡑ解釈

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習㸦脳神経疾患㸧

ᯇ澤ࠉṇ㸸理学療法評価学㸦第』∧㸧㸬金原出∧㸬

富㞞男࣭砂川勇㸸整形徒手理学療法０ࠉaせ図ごそけぞ三そ-道不腔ごそ図し （ぞそ止ごた㸬་歯薬出∧㸬

ྜྷᑿ㞞春࣭高橋哲也編㸸標準理学療法学ࠉෆ部㞀害理学療法学㸬་学書院㸬

石川朗㸦編㸧㸸理学療法ࠉࢺࢫ࢟ࢸ神経㞀害理学療法学Ϩ㸬中山書店㸬

山ෆࠉ前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

弘部ࠉ前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

藤谷ࠉ前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢ統ྜ解釈㸦演習㸧

備考

ᮏ講義࠾い࡚ࠊࡣ評価学並ࡧ各種疾患学ࡢ࡞ศ㔝ࡢ理解ࡀ必要ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞ศ㔝ࢆ習࡚ࡋ

࡛ࡇࡿࡵࡲࢆ要Ⅼࡋ見返ࡢ文献等ࠊ参考資料ࠊ教科書ࡣ講義ᚋࡓࡲࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨講義ࡽ

習ࡼࡿ࡞う進ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ

(定期試験医60％ࠊ課題㸦『0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

配ᕸ資料
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 山ෆṇ㞝

第㸰回 山ෆṇ㞝

第㸱回 山ෆṇ㞝

第㸲回 山ෆṇ㞝

第㸳回 山ෆṇ㞝

第㸴回 ศ木ࡳࡦ

第㸵回 ศ木ࡳࡦ

第㸶回 ศ木ࡳࡦ

第㸷回 ศ木ࡳࡦ

第㸯㸮回 ศ木ࡳࡦ

第㸯㸯回 藤谷亮

第㸯㸰回 藤谷亮

第㸯㸱回 藤谷亮

第㸯㸲回 藤谷亮

第㸯㸳回 藤谷亮

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾各理学療法評価ࡢࡑ解釈

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習ձ

ᯇ澤ࠉṇ㸸理学療法評価学㸦第』∧㸧㸬金原出∧㸬

富㞞男࣭砂川勇㸸整形徒手理学療法０ࠉaせ図ごそけぞ三そ-道不一ごそ図し （ぞそ止ごた㸬་歯薬出∧㸬

ྜྷᑿ㞞春࣭高橋哲也編㸸標準理学療法学ࠉෆ部㞀害理学療法学㸬་学書院㸬

石川朗㸦編㸧㸸理学療法ࠉࢺࢫ࢟ࢸ神経㞀害理学療法学Ϩ㸬中山書店㸬

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢ統ྜ解釈㸦演習㸧

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習ղ

備考

ᮏ講義࠾い࡚ࠊࡣ評価学並ࡧ各種疾患学ࡢ࡞ศ㔝ࡢ理解ࡀ必要ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞ศ㔝ࢆ習࡚ࡋ

࡛ࡇࡿࡵࡲࢆ要Ⅼࡋ見返ࡢ文献等ࠊ参考資料ࠊ教科書ࡣ講義ᚋࡓࡲࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨講義ࡽ

習ࡼࡿ࡞う進ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ

授業態ᗘ医10％)ࢺ࣮࣏ࣞࠊ課題㸦」0％㸧ࠊ定期試験医60％)

配ᕸ資料

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習ձ

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習ղ

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢ統ྜ解釈㸦演習㸧

中枢神経㞀害領域㸸中枢神経㞀害ࡿࡅ࠾་学的情報ࡢࡑ解釈

演習

講義

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢࡑ解釈

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習ձ

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾理学療法評価技術演習ղ

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢ統ྜ解釈㸦演習㸧

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾་学的情報ࡢࡑ解釈

ෆ部㞀害領域㸸ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡢࡑ解釈

授業概要

到㐩目標

臨床場面࡛求ࡿࢀࡽࡵ理学療法評価ࡢ思考過程ࡀ理解࡛ࢆࡇࡿࡁ目標ࠋࡿࡍ講義࡛ࠊࡣ整形外科領

域ࠊෆ部㞀害領域ࠊ中枢神経領域ศ㔝ࢆศࠊࡅ各担当教員ࡀ講義実技ࣉ࣮ࣝࢢࢆワ࣮࡚ࢡ行うࠋ

࣒ࣛࢢࣟࣉ理学療法ࡧࡼ࠾統ྜ解釈࡞適ษࠊࡁ選択࡛適ษࡀ評価項目ࡿࡍ対疾患ࡓࡋ学習࡛ࡲࢀࡇ

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ立案ࢆ

(方式/1』回ࢫࣂࢽ࣒࢜医ࠉ

整形外科領域㸸山ෆṇ㞝/』回ࠉ

整形外科疾患対ࡿࡍ評価ࠊ各種整形外科疾患ࡢࡑࢺࢫࢸ臨床的解釈ࡘい࡚講義࣭実習ࢆ行うࠋ各

疾患ࡢ病態ࢆ理解ࠊ࡛ୖࡓࡋ各種ࢆࢺࢫࢸ行う意義ࠊ方法ࡾࡗࡋࢆ学習࣭実࡛ࡼࡿࡁうࡇࡿ࡞

ࠋࡿࡍ目標ࢆ

ෆ部㞀害領域㸸ศ木ࡳࡦ/』回

ෆ部㞀害ࡿࡅ࠾理学療法評価ࡘい࡚ࡢࡑ評価ࡢ意義目的ࢆ学ぶ࢙ࢩ࣮࣌ࣃ࣮࣌ࠊࡶンࢺ

ࡍࢢンࢽ࣮ࣞࢺࢆ評価方法ࡧࡼ࠾思考過程能力ࡢ評価ࠊࡋ学習ࡽい࡚自ࡘ演習࡛㞀害構造ࡓ用いࢆ

ࠋࡿ

中枢神経㞀害領域㸸藤谷亮/』回

中枢神経領域ࡿࡅ࠾評価ࡢࡑ意義ࢆ学習ࠊࡋ各種検査加え࡚ࡼࡢࢆࡽࢀࡑう解釈ࠊࡋ問題Ⅼ

ࠋࡿࡍい࡚学習ࡘࡢࡃい࡚ࡋ活治療ࡓࡲࠊ整理ࡢ

DP3

実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ発揮ࢆ

ෆ容

整形外科領域㸸整形外科疾患ࡿࡅ࠾་学的情報ࡢࡑ解釈

講義要目

科

目

ྡ

担 当 教

員

理学療法評価学演習ϩ 必

山ෆṇ㞝ࠊศ木ࠊࡳࡦ藤谷

亮

1 30
」ᖺ次

前期
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 堀ࠉ寛史

第㸰回 堀ࠉ寛史

第㸱回 堀ࠉ寛史

第㸲回 堀ࠉ寛史

第㸳回 和智ࠉ㐨生

第㸴回 和智ࠉ㐨生

第㸵回 和智ࠉ㐨生

第㸶回 和智ࠉ㐨生

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科

目

担 当 教 員

⏬像評価学 必 堀ࠉ寛史࣭和智ࠉ㐨生 1 15
「ᖺ次

ᚋ期

講義

⏬像所見ࡽ脳血管疾患ࡿࡅ࠾臨床所見理学療法

授業概要

到㐩目標

理学療法࡛௦表的࡞運動器ࡧࡼ࠾神経疾患ࡢ⏬像ࢆࡓࡳࡢ学ぶࠊࡾࡼࡇ患者ࡢ病態ࢆ踏ࡲえྜࡓ理

的࡞理学療法入ࠊ検査࣭測定ࡢ計⏬ࢆ立࡚ࡿ㝿୍ࡢຓࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍうࢆࡇࡿ࡞目標ࡍ

理学療法像所見⏬ࡓࡗྲྀࡳㄞࠊ像所見⏬ࡢ௦表的疾患ࠊ基礎的知識࡞必要ㄞ影ࡢ像⏬ࠊࡣ講義࡛ࠋࡿ

ࡽ像⏬ࢆᗘྜいࡢ悪化や回ࡢ病態ࠊࡣ骨関節機能㞀害࡛ࡓࡗい骨折や変形ࠋい࡚学ぶࡘ関連ࡢ

ㄞࠊࡾྲྀࡳ⏬像所見身体症状ࡢ変化ࢆ学習ࠋࡿࡍ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全里回㸧

㸦堀ࠉ寛史㸭『回㸧

理学療法士必要࡞⏬像ㄞ影関ࠊ࡚ࡋ⏬像ࡢㄞ影必要࡞基礎的知識ࠊ整形外科ศ㔝ࡿࡅ࠾⏬像評価

ࠋࡿࡍい࡚学習ࡘ

㸦和智ࠉ㐨生㸭『回㸧

様々࡞疾患対ࡿࡍ超音波ࡢ．２７ࠊㄞ影ࡘい࡚学習ࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡿࡍㄞ影結果ࡼࡢࡽう考えࡢࡿ

ࠋ行うࢆ教授ࡶい࡚ࡘ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

⏬像ㄞ影必要࡞基礎知識

௦表的患ࡢ⏬像所見㸦四⫥ࡢ骨折࣭脱臼㸧

௦表的疾患ࡢ⏬像所見㸦四⫥変性疾患㸧

௦表的疾患ࡢ⏬像所見㸦脊᳝ࡢ骨折㸧

௦表的疾患ࡢ⏬像所見㸦変性疾患㸧

௦表的疾患ࡢ⏬像所見㸦腫瘍㸧

⏬像所見ࡽ運動器疾患ࡿࡅ࠾臨床所見理学療法

堀ࠉᚋ期㸸木16ࠉ㸸10～17㸸1』

和智ࠉᚋ期㸸水ࠊ金16ࠉ㸸10～17㸸1』

備考

ᮏ講義ࠊࡣ解剖学や⏬像診断学ࠊ整形外科学ࠊ神経ෆ科学いࡓࡗ基礎ࠊ専門基礎科目ࡢࡽ応用科目

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ各講義予習࣭習ࡾࡗࡋࠊ࡛ࡢࡿ࡞

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

配ᕸ資料

࣮ࣗࣅࣝ࢝ࢪṇ春監修㸬࣓ࠉ脳⏬像㸸酒向ࡘ役立ࣁࣜ

㸸河村廣ᖾ㸬羊土社ࡓ見ࡢ運動器⏬像！ࡿࡍ直結ࣜࣅࣁࣜ
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 山ෆࠉṇ㞝

第㸰回 山ෆࠉṇ㞝

第㸱回 山ෆࠉṇ㞝

第㸲回 山ෆࠉṇ㞝

第㸳回 山ෆࠉṇ㞝

第㸴回 山ෆࠉṇ㞝

第㸵回 山ෆࠉṇ㞝

第㸶回 山ෆࠉṇ㞝

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

⏬像所見ࡽ脳血管疾患ࡿࡅ࠾臨床所見理学療法

備考

ᮏ講義ࠊࡣ解剖学や⏬像診断学ࠊ整形外科学ࠊ神経ෆ科学いࡓࡗ基礎ࠊ専門基礎科目ࡢࡽ応用科目

ࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨࡚ࡋ習ࡾࡗࡋࠊ࡛ࡢࡿ࡞

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

ࡋ࡞

࣮ࣗࣅࣝ࢝ࢪṇ春監修㸬࣓ࠉ脳⏬像㸸酒向ࡘ役立ࣁࣜ

㸸河村廣ᖾ㸬羊土社ࡓ見ࡢ運動器⏬像！ࡿࡍ直結ࣜࣅࣁࣜ

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

⏬像ㄞ影必要࡞基礎知識

௦償的疾患ࡢ⏬像所見㸦脳血管㞀害㸰㸧

⏬像所見ࡽ運動器疾患ࡿࡅ࠾臨床所見理学療法

௦償的疾患ࡢ⏬像所見㸦四⫥ࡢ骨折࣭脱臼㸧

௦償的疾患ࡢ⏬像所見㸦四⫥変性疾患㸧

௦償的疾患ࡢ⏬像所見㸦脊椎ࡢ骨折࣭変性疾患㸧

௦償的疾患ࡢ⏬像所見㸦脳血管㞀害㸯㸧

授業概要

到㐩目標

理学療法࡛௦表的࡞運動器ࡧࡼ࠾神経疾患ࡢ⏬像ࢆࡓࡳࡢ学ぶࠊࡾࡼࡇ患者ࡢ病態ࢆ踏ࡲえྜࡓ理

的࡞理学療法入ࠊ検査࣭測定ࡢ計⏬ࢆ立࡚ࡿ㝿୍ࡢຓࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍうࢆࡇࡿ࡞目標ࡍ

理学療法像所見⏬ࡓࡗྲྀࡳㄞࠊ像所見⏬ࡢ௦表的疾患ࠊ基礎的知識࡞必要ㄞ影ࡢ像⏬ࠊࡣ講義࡛ࠋࡿ

ࡽ像⏬ࢆᗘྜいࡢ悪化や回ࡢ病態ࠊࡣ骨関節機能㞀害࡛ࡓࡗい骨折や変形ࠋい࡚学ぶࡘ関連ࡢ

ㄞࠊࡾྲྀࡳ⏬像所見身体症状ࡢ変化ࢆ学習ࠋࡿࡍ

講義要目

科

目

担 当 教 員

⏬像評価学 必 山ෆࠉṇ㞝 1 15
「ᖺ次

ᚋ期

講義
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸰回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸱回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸲回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸳回 筋力増強ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦ୗ⫥㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸴回 筋力増強ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦体ᖿ㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸵回 ༠調性改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦ୖ⫥࣭ୗ⫥㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸶回 ༠調性改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦体ᖿ࣭頸部㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸷回 関節可動域改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦ୖ⫥㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸮回 関節可動域改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦ୗ⫥㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸯回 関節可動域改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦体ᖿ࣭頸部㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸰回 運動療法ࡢࡵࡓࡢ持久力増大ࡓ用いࢆ࣑ࣝࢻࣞࢺ ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸱回 運動療法ࡢࡵࡓࡢ持久力増大ࡓ用いࢆ࣮ࢱ࣮࣓ࢦ࢚ࣝ ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸲回 疼痛改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦ࢬࢧࢧࢡ࢚࣮ࢸࣜࣅࢱࢫ㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸳回 疼痛改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦牽引療法㸧 ụ谷ࠉ㞞Ụ

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

運動療法学実習 必 ụ谷ࠉ㞞Ụ 1 30
「ᖺ次

ᚋ期

実習

備考

運動療法学ࡢ授業ࠋࡍࡲࡾ࡞ࢫ࣮࣋ࡀ実技ࡣ常ࢡࢫࣜ管理ࢆ心ࠊࡅࡀ寧ࣁ࡞ンࣜࢻンࢆࢢ身ࡅࡘ

ࠋࡇࡿࡍう習ࡼࡿࢀ

ᑠࢺࢫࢸ㸸1』％ࠉࠉ定期試験㸸里』％

授業概要

到㐩目標

ᮏ授業࡛ࠊࡣ運動療法学࡛学習ࡓࡋ各種運動療法ࡢ知識ࢆ基思考ࠊࡋ臨床現場࠾い࡚ࡶ各種運動療法

筋ࠊ運動療法ࡢࡵࡓࡢ姿勢࣭運動制御改善ࠋ行うࢆ実習中心ࢆう実技ࡼࡿࡁ実࡛効果的ࡘ安全ࡀ

力増強ࡢࡵࡓࡢ運動療法ࠊ༠調性改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法ࠊ関節可動域改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法ࠊ持久力増大

各種運ࠊࡧい࡚学ࡘ実方法や留意Ⅼ࡞具体的ࡢ運動療法ࡢࡵࡓࡢ疼痛改善ࠊࡓࡲࠊ運動療法ࡢࡵࡓࡢ

動療法ࢆ実践ࡢࡵࡓࡿࡍ治療技術ࢆ身ࢆࡇࡿࡅࡘ目標ࠋࡿࡍ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

ෆ容

姿勢࣭運動制御改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦臥࡛ࡢ調整㸧

姿勢࣭運動制御改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦臥࣭立࡛ࡢ調整㸧

配ᕸ資料

理学療法ࣁンࢡࢵࣈࢻ㸸細田多穂 医編㞟)㸬༠ྠ་書

運動療法学㸦総論㸧第『∧㸸ྜྷᑿ㞞春㸦編㞟㸧ࠊ横田୍彦㸦編㞟㸧㸬་学書院

運動療法学㸦㞀害ูࡢࢳ࣮ࣟࣉ理論実㝿㸧第「∧㸸ᕷ橋則明㸦編㞟㸧㸬文ග堂

ᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

姿勢࣭運動制御改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦動作時ࡿࡅ࠾調整㸧

筋力増強ࡢࡵࡓࡢ運動療法㸦ୖ⫥㸧
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸰回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸱回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸲回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸳回 筋力増強ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸴回 筋力増強ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸵回 ༠調性改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸶回 ༠調性改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸷回 関節可動域改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸮回 関節可動域改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸯回 関節可動域改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸰回 持久力増大ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸱回 持久力増大ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸲回 疼痛改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸳回 疼痛改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法 ụ谷ࠉ㞞Ụ

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

資料配ᕸ

理学療法ࣁンࢡࢵࣈࢻ㸸細田多穂 医編㞟)㸬༠ྠ་書

運動療法学㸦総論㸧第『∧㸸ྜྷᑿ㞞春㸦編㞟㸧ࠊ横田୍彦㸦編㞟㸧㸬་学書院

運動療法学㸦㞀害ูࡢࢳ࣮ࣟࣉ理論実㝿㸧第「∧㸸ᕷ橋則明㸦編㞟㸧㸬文ග堂

姿勢࣭運動制御改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法

筋力増強ࡢࡵࡓࡢ運動療法

備考

運動療法学ࡢ授業ࠋࡍࡲࡾ࡞ࢫ࣮࣋ࡀ実技ࡣ常ࢡࢫࣜ管理ࢆ心ࠊࡅࡀ寧ࣁ࡞ンࣜࢻンࢆࢢ身ࡅࡘ

ࠋうࡻࡋࡲ

授業態ᗘ㸸1』Ⅼࠉࠉ定期試験㸸8』Ⅼ

授業概要

到㐩目標

ᮏ授業࡛ࠊࡣ運動療法学࡛学習ࡓࡋ各種運動療法ࡢ知識ࢆ基思考ࠊࡋ臨床現場࠾い࡚ࡶ各種運動療法

筋ࠊ運動療法ࡢࡵࡓࡢ姿勢࣭運動制御改善ࠋ行うࢆ演習中心ࢆう実技ࡼࡿࡁ実࡛効果的ࡘ安全ࡀ

力増強ࡢࡵࡓࡢ運動療法ࠊ༠調性改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法ࠊ関節可動域改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法ࠊ持久力増大

各種運ࠊࡧい࡚学ࡘ実方法や留意Ⅼ࡞具体的ࡢ運動療法ࡢࡵࡓࡢ疼痛改善ࠊࡓࡲࠊ運動療法ࡢࡵࡓࡢ

動療法ࢆ実践ࡢࡵࡓࡿࡍ治療技術ࢆ身ࢆࡇࡿࡅࡘ目標ࠋࡿࡍ

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

姿勢࣭運動制御改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法

姿勢࣭運動制御改善ࡢࡵࡓࡢ運動療法

講義要目

科

目

担 当 教 員

運動療法学演習 必 ụ谷ࠉ㞞Ụ 1 30
「ᖺ次

ᚋ期

演習
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

ෆࠉࠉ容 堀ࠉ寛史

第㸯回 堀ࠉ寛史

第㸰回 堀ࠉ寛史

第㸱回 堀ࠉ寛史

第㸲回 堀ࠉ寛史

第㸳回 堀ࠉ寛史

第㸴回 堀ࠉ寛史

第㸵回 堀ࠉ寛史

第㸶回 堀ࠉ寛史

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

備考

生理学ࡢศ㔝ࡢ習ࠊ講義ᚋࡣ教科書や参考資料ࢆ基習ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

網ᮏࠉ和㸦編㸧㸸標準理学療法学ࠉ専門ศ㔝ࠉ物理療法学㸬་学書院㸬

前期㸸木16ࠉ㸸10～17㸸1』

ග線療法力学的治療法

臨床応用ࢡࢫࣜ管理

各種物理療法機器ࡾྲྀࡢ扱い㸦超音波࣭ᖸ渉波࣭ప周波㸧

各種物理療法機器ࡾྲྀࡢ扱い㸦温熱࣭寒冷療法㸧

実習㸸各種物理療法機器ࡾྲྀࡢ扱い㸦水治療法㸧

嶋田ࠉ智明࣭他㸸物理療法ࣝࣗࢽ࣐㸬་学書院㸬

沖田ࠉ実㸦編㸧㸸物理療法学ࢺࢫ࢟ࢸ㸬༡Ụ堂㸬

細田ࠉ多穂࣭他㸦編㸧㸸理学療法ࣁンࢡࢵࣈࢻ改定第㸲∧㸬༠ྠ་書出∧㸬

水治療法電気刺激療法

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ

講義

授業概要

到㐩目標

理学療法ࡿࡅ࠾治療主義࡛ࡘ୍ࡢあࡿ物理療法㸦温熱ࠊ寒冷ࠊ電気刺激ࠊග線ࠊ力学的ࠊ振

動刺激㸧ࡘい࡚ࠊ各種ࢆ࣮ࢠࣝࢿ࢚生体࡚ࡗࡼࡇࡿࡅཷ生ࡿࡌ生理学的変化࡚ࡕ理

解ࢆࡇࡿࡍ目的ࡓࡲࠋࡿࡍ各種治療機器ࡢ特徴ࡾྲྀࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ扱いࡿࡅ࠾留意Ⅼࡘ

い࡚ࡶ学習ࠋࡿࡍᮏ校ࡣ講義ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ実㝿ࡢ機器触ྲྀࡢࡑࠊࢀ扱いや留意項ࡘい࡚

学ぶࣉ࣮ࣝࢢࠊワ࣮ࡾྲྀࡶࢡ入ࣉ࣮ࣝࢢࠋࡿࢀワ࣮ࡣ࡛ࢡ患者役ࠊ治療者役ศࡇࡿࢀ

ࠋ行うࢆい࡚学習ࡘ行効果ࡢ各物理療法機器ࠊ࡛

堀ࠉ寛史 1 15
「ᖺ次

前期

物理療法総論

講義要目

寒冷療法温熱療法

科

目

ྡ

担 当 教

員

物理療法学 必

15



変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 藤谷ࠉ亮

第㸰回 藤谷ࠉ亮

第㸱回 藤谷ࠉ亮

第㸲回 藤谷ࠉ亮

第㸳回 藤谷ࠉ亮

第㸴回 藤谷ࠉ亮

第㸵回 藤谷ࠉ亮

第㸶回 藤谷ࠉ亮

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

実習㸸各種物理療法機器ࡾྲྀࡢ扱い㸸実習ճ

備考

ᮏ学問࠾い࡚ࠊࡣ温熱ࠊ寒冷ࠊ電気ࡀ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡢ࡞生体加わࡓࡗ時ࡢ生理的応ࢆ治療応用ࡍ

習前ࠊࡀࡍࡲࡋ習ࡶ中࡛ࡢ講義ࠋࡍࡲࡾ࡞学問ࡢ࡛ୖࡓࡗあࡀ理解ࡢศ㔝へࡢ生理学ࠊࡵࡓࡿ

ࠋうࡻࡋࡲࡋうࡼࡿࡍ

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

網ᮏࠉ和㸦編㸧㸸標準理学療法学ࠉ専門ศ㔝ࠉ物理療法学㸬་学書院㸬

嶋田智明࣭他㸸物理療法ࣝࣗࢽ࣐㸬་学書院㸬

㸬༡Ụ堂㸬ࢺࢫ࢟ࢸ沖田実㸦編㸧㸸物理療法学ࠉ

改定第㸲∧㸬༠ྠ་書出∧㸬ࢡࢵࣈࢻンࣁ細田多穂࣭他㸦編㸧㸸理学療法ࠉ

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

物理療法総論

実習㸸各種物理療法機器ࡾྲྀࡢ扱い㸸実習ձ

実習㸸各種物理療法機器ࡾྲྀࡢ扱い㸸実習ղ

温熱療法寒冷療法

水治療法電気刺激療法

ග線療法力学的治療法

臨床応用ࢡࢫࣜ管理

授業概要

到㐩目標

理学療法ࡿࡅ࠾治療手技࡛ࡘ୍ࡢあࡿ物理療法㸦温熱ࠊ寒冷ࠊ電気刺激ࠊග線ࠊ力学的ࠊ振動刺激㸧

ࡍ目的ࢆࡇࡿࡍい࡚理解ࡘ生理学変化ࡿࡌ生࡚ࡗࡼࡇࡿࡅཷࡀ生体ࢆ࣮ࢠࣝࢿ࢚各種ࠊい࡚ࡘ

ࡔ講義ࡣᮏ講ࠋࡿࡍ学習ࡶい࡚ࡘ留意Ⅼࡿࡅ࠾扱いࡾྲྀࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ特徴ࡢ治療機器ࡢ各種ࡓࡲࠋࡿ

形式ࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢࠊ学ぶ࡚ࡋ通ࢆい࡚実技ࡘ扱いや留意項ྲྀࡢࡑࠊࢀ触機器ࡢ実㝿ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅ

効果ࡢ各物理療法機器ࠊ࡛ࡇࡿࢀศ治療者役ࠊ患者役ࢀࡒࢀࡑࡣ࡛ࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢࠋࡿࢀ入ࡾྲྀࡶ

ࠋ行うࢆ演習ࡢい࡚ࡘ行

講義要目

科目

ྡ

担当教員

物理療法学 必 藤谷ࠉ亮 1 15
「ᖺ次

前期

講義
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 安田ࠉ孝志

第㸰回 安田ࠉ孝志

第㸱回 安田ࠉ孝志

第㸲回 安田ࠉ孝志

第㸳回 安田ࠉ孝志

第㸴回 安田ࠉ孝志

第㸵回 安田ࠉ孝志

第㸶回 安田ࠉ孝志

第㸷回 大西ࠉ均

第㸯㸮回 大西ࠉ均

第㸯㸯回 大西ࠉ均

第㸯㸰回 大西ࠉ均

第㸯㸱回 大西ࠉ均

第㸯㸲回 大西ࠉ均

第㸯㸳回 大西ࠉ均

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

義⫥総論ࠉ義⫥ࡢศ類ࠊ構造構ᡂ部品ࠉࠉୗ⭣ษ断ࡢ特徴

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

義⫥装具学Ϩ 必 大西ࠉ均࣭安田ࠉ孝志 1 30
「ᖺ次

前期

講義

授業概要

到㐩目標

理学療法士ࡢ業務ࡢ中࡛ࠊ装具や義足ࡣ様々࡞㞀害ࡢ治療手段࡚ࡋࡘ1ࡢ㔜要࡛あࠋࡿ義⫥ศ㔝࡛ࠊࡣ四

学ࢆ構ᡂ要素ࠊ構造࡞基ᮏ的ࡢ⊫義ࠋ学ぶࢆࢣࡢ術前術ᚋࠊ手技ࡢษ断ࡧࡽ࡞適応原因ࡢษ断ࡢ⊫

ࡢ異常歩行ࠊ適ྜࠊ特徴ࡢ⊫義ࡿࢀࡉ使用特徴ࡢ㞀害ࡈษ断高ࠊい࡚ࡘษ断ࡢ⊫ୗ࣭⊫ୖࠊࡧ

原因࣓ࣛࠊンࢺ調整ࢆ学ぶࢆࡽࢀࡇࠋ学ࠊ࡛ୖࡔࢇษ断者ࡢ理学療法評価ࢳ࣮ࣟࣉࡽ至ࣟࣉࡿ

ࠋࡿࡍ習得ࢆ使用技術ࡧࡼ࠾知識ࡿ࡞必要࡛ୖࡿࡍ実ࢆンࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠊࡧ学ࢆࢫࢭ

装具ศ㔝࡛ࠊࡣ四⫥ࡢ各部使用ࡿࡍ装具ࡢศ類ࠊ各装具ࡢ種類やྡ称ࢆ学習ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ各装具ࡢ扱

い方や調整技術ࡶ学ぶࠋ疾患ูࡢ装具ࢆ紹ࠊࡋ脊髄損傷対ࡿࡍ௦表的࡞装具ࡢࡑ適応範ᅖࠊᮎ梢神

経㞀害対ࡿࡍ装具ࠊ体ᖿ装具ࡘい࡚学ぶࠋ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦安田ࠉ孝志㸭里回㸧

ษ断ࡢ原因ษ断ࡢ手術ࠊ術前術ᚋࡘࢣࡢい࡚概ㄝࠋࡿࡍ義⫥ࡢ基ᮏ的࡞構造ࢆ学ࠊࡧୗ⫥ษ断ࡘ

い࡚ࠊษ断高ࡈ㞀害ࡢ特徴使用ࡿࢀࡉ義⫥ࡢ特徴ࠊ適ྜࠊ異常歩行ࡢ原因ࢆ理解ࠊࡋษ断者ࣜࡢ

補足具や車椅ࠊ紹ࡿࡍ関ࢶ࣮࣏ࢫい者ࡀ行う㞀ࡀษ断者ࠊࡓࡲࠋࡿࡍい࡚概ㄝࡘンࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ

子ࡢ࡞使用器具ࢆ概ㄝࠋࡿࡍ

㸦大西ࠉ均㸭7回㸧

⭜痛対ࡀࢺࢵࢭࣝࢥࡿࡍ及ぼࡍ効果やࡢࡑ副作用ࡘい࡚ࠊ最新ࡢ筋電ᅗ学的研究ࢆ基概ㄝࠋࡿࡍ足

関節捻挫ࡢ装具関ࠊࡶ࡚ࡋ最新ࡢ研究結果ࡢࡑࡶࢆ効果ࢆ講義ࠊࡽࡉࠋࡿࡍ他ࡢ疾患対ࡿࡍ装

具ࡢ使用方法ྡࡢࡑࠊ称ࡘい࡚概ㄝࠋࡿࡍ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

ෆ容

ษ断ࡢ疫学ࠊษ断ࡢ原因ࡿ࡞疾患ࠊษ断手術

装具療法ࡢ実㝿㸦ୖ⫥装具ࡢ装着㸧

ୗ⭣義足ࡢ構造ࠉୗ⭣義足ࡢ異常歩行ࠉ適ྜ評価

大⭣ษ断ࡢ特徴ࠉ大⭣義足ࡢ構造

大⭣義足ࠉ異常歩行ࠉ適ྜ評価

⫤関節㞳断࣭⭸㞳断࣭࣒ࢧษ断࣭足部部ศษ断ࡢ特徴ࠉ⫤義足࣭⭸義足࣭࣒ࢧ

義足࣭足部部ศ義足ࡢ構造ࠉ適ྜ評価

ୖ⫥ษ断ࠉ義手種類適応ࠉ筋電義手

ษ断者ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡢン

装具ࡿࡍ対㞀害ࢶ࣮࣏ࢫ

ඛ天性疾患対ࡿࡍ装具

脊髄損傷ୖࡢ⫥装具

脊髄損傷ࡢୗ⫥装具

ᮎ梢神経㞀害ࡢ装具

澤村ࠉ誠志㸸義⫥学㸬་歯薬出∧㸬

磯崎弘司࣭他㸦編㸧㸸ࢩンࣝࣉ理学療法学ࢬ࣮ࣜࢩ義⫥装具学ࢺࢫ࢟ࢸ㸬༡Ụ堂㸬

澤村誠志㸸ษ断義⫥㸬་歯薬出∧㸬

大西 前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

安田 前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

装具療法ࡢ実㝿㸦ୗ⫥࣭体ᖿ装具ࡢ装着㸧

備考

前解剖学ࡢ筋ࡢ起始࣭停Ṇࠊ作用ࢆ習ࠊࡋษ断ࡁࡓࢀࡉ生ࡿࡌ機能㞀害ࢆ想起࡛ࡼࡿࡁうࡋ

ࠋࡇࡃ࠾ࡋ習基ࢆ教科書や参考資料ࡣ講義ᚋࠊࡓࡲࠋࡇࡃ࠾࡚

期ᮎ試験㸦筆記㸧里0％ࠉ課題「0％

川村次郎࣭他㸦編㸧㸸義⫥装具学第㸲∧㸬་学書院
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 川﨑浩子

第㸰回 川﨑浩子

第㸱回 川﨑浩子

第㸲回 川﨑浩子

第㸳回 川﨑浩子

第㸴回 川﨑浩子

第㸵回 川﨑浩子

第㸶回 川﨑浩子

第㸷回 大西均

第㸯㸮回 大西均

第㸯㸯回 大西均

第㸯㸰回 大西均

第㸯㸱回 大西均

第㸯㸲回 大西均

第㸯㸳回 大西均

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

脊髄損傷ࡢୗ⫥装具

ᮎ梢神経㞀害ࡢ装具

澤村ࠉ誠志㸸義⫥学㸬་歯薬出∧㸬

磯崎弘司࣭他㸦編㸧㸸ࢩンࣝࣉ理学療法学ࢬ࣮ࣜࢩ義⫥装具学ࢺࢫ࢟ࢸ㸬༡Ụ堂㸬

澤村誠志㸸ษ断義⫥㸬་歯薬出∧㸬

装具療法ࡢ実㝿㸰

装具療法ࡢ実㝿㸯

備考

前解剖学ࡢ筋ࡢ起始࣭停Ṇࠊ作用ࢆ習ࠊࡋษ断ࡁࡓࢀࡉ生ࡿࡌ機能㞀害ࢆ想起࡛ࡼࡿࡁうࡋ

ࠋࡇࡃ࠾࡚

期ᮎ試験㸦筆記㸧80％ࠉ課題10％ࠉ授業態ᗘ10％

川村次郎࣭他㸦編㸧㸸義⫥装具学第㸲∧㸬་学書院

ษ断者ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡢン

装具ࡿࡍ対㞀害ࢶ࣮࣏ࢫ

ඛ天性疾患対ࡿࡍ装具

脊髄損傷ୖࡢ⫥装具

講義

義⫥総論ࠉ義⫥ࡢศ類ࠊ構造構ᡂ部品ࠉࠉୗ⭣ษ断ࡢ特徴

ୗ⭣義足ࡢ構造ࠉୗ⭣義足ࡢ異常歩行ࠉ適ྜ評価

大⭣ษ断ࡢ特徴ࠉ大⭣義足ࡢ構造

大⭣義足ࠉ異常歩行ࠉ適ྜ評価

⫤関節離断࣭⭸離断࣭࣒ࢧษ断࣭足部部ศษ断ࡢ特徴ࠉ⫤義足࣭⭸義足࣭࣒ࢧ

義足࣭足部部ศ義足ࡢ構造ࠉ適ྜ評価

ୖ⫥ษ断ࠉ義手種類適応ࠉ筋電義手

授業概要

到㐩目標

義⫥ศ㔝࡛ࠊࡣ四⫥ࡢษ断ࡢ原因適応ࡧࡽ࡞ษ断ࡢ手技ࠊ術前術ᚋࢆࢣࡢ学ぶࠋ義⫥ࡢ基ᮏ的࡞構

造ࠊ構ᡂ要素ࢆ学ୖࠊࡧ⫥࣭ୗ⫥ࡢษ断ࡘい࡚ࠊษ断高位ࡈ㞀害ࡢ特徴使用ࡿࢀࡉ義⫥ࡢ特徴ࠊ

適ྜࠊ異常歩行ࡢ原因࣓ࣛࠊンࢺ調整ࢆ学ぶࢆࡽࢀࡇࠋ学ࠊ࡛ୖࡔࢇษ断者ࡢ理学療法評価ࣉࡽ

習得ࢆ使用技術ࡧࡼ࠾知識ࡿ࡞必要࡛ୖࡿࡍ実ࢆンࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠊࡧ学ࢆࢫࢭࣟࣉࡿ至ࢳ࣮ࣟ

ࠋࡿࡍ

装具ศ㔝࡛ࠊࡣ各装具ࡢ種類やྡ称ࠊࡎࡽࡲ各装具ࡢ扱い方や調整技術ࢆ患者ࢆ想定ࡽࡀ࡞ࡋ実践

ࠋࡿࡍ獲得ࢆ技術知識࡞臨床的ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

ษ断ࡢ疫学ࠊษ断ࡢ原因ࡿ࡞疾患ࠊษ断手術

講義要目

科

目

担 当 教 員

義⫥装具学 必 川﨑浩子࣭大西均 1 30
「ᖺ次

前期

18



変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 藤谷ࠉ亮

第㸰回 藤谷ࠉ亮

第㸱回 藤谷ࠉ亮

第㸲回 藤谷ࠉ亮

第㸳回 藤谷ࠉ亮

第㸴回 藤谷ࠉ亮

第㸵回 藤谷ࠉ亮

第㸶回 藤谷ࠉ亮

第㸷回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸮回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸯回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸰回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸱回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸲回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸳回 藤谷ࠉ亮

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

ྜྷᑿ㞞治࣭他㸸標準理学療法ࠉ神経理学療法学㸬་学書院㸬

柳沢健㸦編㸧㸸中枢神経理学療法学㸬࣓࣮ࣗࣅࣝ࢝ࢹ㸬

細田多穂࣭他㸦編㸧㸸理学療法ࣁンࢡࢵࣈࢻ改定第㸲∧㸬༠ྠ་書出∧㸬

ᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

脳血管㞀害ࡿࡅ࠾理学療法ࡢ実㝿

備考

ᮏ講義࠾い࡚ࠊࡣ評価学並ࡧ脳血管㞀害ࡢ࡞་学ศ㔝ࡢ理解ࡀ必要ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞ศ㔝ࢆ習ࡋ

࡞習࡛ࡇࡿࡵࡲࢆ要Ⅼࡋ見返ࡢ配ᕸ資料等ࠊ教科書ࡣ講義ᚋࡓࡲࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨講義ࡽ࡚

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡵ進うࡼࡿ

(定期試験医70％ࠊ課題㸦」0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

石川朗㸦編㸧㸸理学療法ࠉࢺࢫ࢟ࢸ神経㞀害理学療法学Ϩ㸬中山書店㸬

配ᕸ資料

高次脳機能㞀害理学療法

脳損傷ࡢ定義病態

脳損傷ࡢࡑ回

脳血管㞀害ࡿࡅ࠾་学管理

脳血管㞀害ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡿࡅ࠾ンࡢ流ࢀ

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺患者ࡢ運動㞀害ࡢ特徴

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࡿࡍ評価㸸機能㞀害ࡢ評価

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࡿࡍ評価㸸活動制限ࡢ評価

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍンࢢ㸸課題指向型ࢽ࣮ࣞࢺンࢢ運動学習

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍンࢢ㸸ᗙࠊ立ࢆ中心

講義要目

科目ྡ

担 当

教 員

神経㞀害系理学療法学実習

Ϩ

必 藤谷ࠉ亮 1 30
「ᖺ次

ᚋ期

実習

授業概要

到㐩目標

脳血管㞀害ࡿࡅ࠾病態ࠊ治療ࡢ࡞基礎ࠊࡽ理学療法評価ࠊ理学療法ࢳ࣮ࣟࣉ至ࡿ流ࢆࢀ理解ࡍ

ࡢ脳神経回路理解ࡢ回過程ࡢ脳血管㞀害ࡽࢀࡑࠊ病態ࡿࡅ࠾脳出血や脳梗塞ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿ

再構築ࡿࡅ࠾課程ࢆ理解ࡢࡇࠋࡿࡍ授業࡛ࠊࡣ基礎的࡞神経系ࡿࡅ࠾運動療法ࠊ運動学習ࡿࡅ࠾講

義演習ࠊࡽ脳血管㞀害ࡿࡅ࠾病態ࠊ評価ࠊ治療࡚ࡆ࡞ࡘいࡓࡲࠋࡃ脳血管㞀害ࡢ急性期࣭回

期࣭維持期ࡿࡅ࠾理学療法ࡢ役割ࡘࢳ࣮ࣟࣉい࡚学習ࠊࡶࡿࡍ∦麻痺ࡢ基ᮏ動作㸦寝返

い࡚学ࡘ注意Ⅼࡢ行い動作評価࣭治療࣭指ᑟࢆ演習ࡶい࡚ࡘ歩行㸧ࠊࡾࡀୖࡕ立ࠊࡾࡀୖࡁ起ࠊࡾ

ぶࠋ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍンࢢ㸸歩行ࢆ中心

脳血管㞀害ྜࡿࡅ࠾併症

運動感覚ࡢ中枢機能構造

ෆ容

中枢神経系理学療法ࡢ基礎知識
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 藤谷ࠉ亮

第㸰回 藤谷ࠉ亮

第㸱回 藤谷ࠉ亮

第㸲回 藤谷ࠉ亮

第㸳回 藤谷ࠉ亮

第㸴回 藤谷ࠉ亮

第㸵回 藤谷ࠉ亮

第㸶回 藤谷ࠉ亮

第㸷回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸮回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸯回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸰回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸱回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸲回 藤谷ࠉ亮

第㸯㸳回 藤谷ࠉ亮

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍンࢢ㸦㸱㸧

脳血管㞀害ྜࡿࡅ࠾併症

ྜྷᑿ㞞治࣭他㸸標準理学療法ࠉ神経理学療法学㸬་学書院㸬

柳沢健㸦編㸧㸸中枢神経理学療法学㸬࣓࣮ࣗࣅࣝ࢝ࢹ㸬

細田多穂࣭他㸦編㸧㸸理学療法ࣁンࢡࢵࣈࢻ改定第㸲∧㸬༠ྠ་書出∧㸬

脳血管㞀害ࡿࡅ࠾理学療法ࡢ実㝿

高次脳機能㞀害理学療法

備考

ᮏ講義࠾い࡚ࠊࡣ評価学並ࡧ脳血管㞀害ࡢ࡞་学ศ㔝ࡢ理解ࡀ必要ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞ศ㔝ࢆ習ࡋ

࡞習࡛ࡇࡿࡵࡲࢆ要Ⅼࡋ見返ࡢ配ᕸ資料等ࠊ教科書ࡣ講義ᚋࡓࡲࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨講義ࡽ࡚

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡵ進うࡼࡿ

授業態ᗘ医10％)ࢺ࣮࣏ࣞࠊ課題㸦「0％㸧ࠊ定期試験医70％)

石川朗㸦編㸧㸸理学療法ࠉࢺࢫ࢟ࢸ神経㞀害理学療法学Ϩ㸬中山書店㸬

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࡿࡍ評価㸦㸯㸧

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࡿࡍ評価㸦㸰㸧

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍンࢢ㸦㸯㸧

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍンࢢ㸦㸰㸧

演習

運動感覚ࡢ中枢機能構造

脳損傷ࡢ定義病態

脳損傷ࡢࡑ回

脳血管㞀害ࡿࡅ࠾་学管理

脳血管㞀害ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡿࡅ࠾ンࡢ流ࢀ

脳血管㞀害ᚋ∦麻痺患者ࡢ運動㞀害ࡢ特徴

授業概要

到㐩目標

脳血管㞀害ࡿࡅ࠾病態ࠊ治療࡞基礎ࠊࡽ理学療法評価ࠊ理学療法ࢳ࣮ࣟࣉ至ࡿ流ࢆࢀ理解ࡿࡍ

脳神経理解ࡢ回過程ࡢ脳血管㞀害ࡽࢀࡑࠊ病態ࡿࡅ࠾脳出血や脳梗塞ࠋࡿࡵ進ࢆ学習目的ࢆࡇ

回路ࡢ再構築ࡿࡅ࠾課程ࢆ理解ࠋࡿࡍ講義࡛ࡣ基礎的࡞神経系ࡿࡅ࠾運動療法ࠊ運動学習ࡿࡅ࠾講

義演習ࠊࡽ脳血管㞀害ࡿࡅ࠾病態ࠊ評価ࠊ治療࡚ࡆ࡞ࡘいࡓࡲࠋࡃ脳血管㞀害ࡢ急性期࣭回

期࣭維持期ࡿࡅ࠾理学療法ࡢ役割ࡘࢳ࣮ࣟࣉい࡚学習ࠊࡶࡿࡍ∦麻痺ࡢ基ᮏ動作㸦寝返

い࡚学ࡘ注意Ⅼࡢ行い動作評価࣭治療࣭指ᑟࢆ演習ࡶい࡚ࡘ歩行㸧ࠊࡾࡀୖࡕ立ࠊࡾࡀୖࡁ起ࠊࡾ

ぶࠋ

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

中枢神経系理学療法ࡢ基礎知識

講義要目

科目ྡ

担 当

教 員

神経㞀害系理学療法学演習

Ϩ

必 藤谷ࠉ亮 1 30
「ᖺ次

ᚋ期
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 大西ࠉ均

第㸰回 大西ࠉ均

第㸱回 大西ࠉ均

第㸲回 大西ࠉ均

第㸳回 大西ࠉ均

第㸴回 大西ࠉ均

第㸵回 大西ࠉ均

第㸶回 大西ࠉ均

第㸷回 大西ࠉ均

第㸯㸮回 大西ࠉ均

第㸯㸯回 大西ࠉ均

第㸯㸰回 大西ࠉ均

第㸯㸱回 大西ࠉ均

第㸯㸲回 大西ࠉ均

第㸯㸳回 大西ࠉ均

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

変形性⫤関節症ࡢࡑ治療

講義要目

科目ྡ

担 当

教 員

運動器㞀害系理学療法学

実習Ϩ

必 大西ࠉ均 1 30
「ᖺ次

ᚋ期

実習

授業概要

到㐩目標

運動器㞀害ࡢ中࡛ࠊࡶ௦表的៏࡞性疾患࡛あࡿ変形性関節症ࠊ肩関節周ᅖ炎ࡧࡼ࠾ࠊ௦表的࡞高齢者

ࢀࡇࠋࡃい࡚ࡗ行中心ࢆい࡚演習ࡘ理学療法ࡢ࡞脊᳝ᅽ迫骨折ࠊ大⭣骨頸部骨折ࡿ骨折࡛あࡢ

ࠊࡧい࡚学ࡘ࡞管理ࢡࢫࣜࠊ特長ࡢや疾患ࡁ働ࡢ各運動器ࠊࡵࡓࡢ㞀害把握ࡢ運動器㞀害ࡢࡽ

いࡘ評価法や理学療法࡞基ᮏ的ࠊࡋ理解ࢆࢫࢭࣟࣉ理学療法࡞基ᮏ的ࡿࡍ対運動器疾患ࡢࡽࢀࡇ

紹ࢆ最新研究ࡢ足関節捻挫ࠊ࡚ࡋ理学療法ࢶ࣮࣏ࢫࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡍ習得ࢆ技術ࠊ知識ࡢ࡚

ࡢࡑࠊࡋ治療予防ࡘい࡚ࡶ学ぶࠋ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛

ෆ容

変形性関節症ࡢ定義

ୖ⭎骨近端骨折対ࡿࡍ理学療法

変形性⫤関節症対ࡿࡍ理学療法

変形性⭸関節症ࡢࡑ治療

変形性⭸関節症対ࡿࡍ理学療法㸦運動療法ࡢ基礎㸧

変形性⭸関節症対ࡿࡍ理学療法㸦運動療法ࡢ応用牽引療法㸧

高齢者ࡢ骨折ࡣ

大⭣骨頸部骨折ࡢ治療

大⭣骨頸部骨折対ࡿࡍ理学療法㸦手術手技ูࡢ運動療法㸧

大⭣骨頸部骨折対ࡿࡍ理学療法㸦手術ᚋࡢ痛ࡳ対ࡿࡍ対処法㸧

橈骨遠端骨折対ࡿࡍ治療

橈骨遠端骨折対ࡿࡍ理学療法

ୖ⭎骨近端骨折対ࡿࡍ治療

関節機能解剖学基࡙ࡃ整形外科運動療法ࣙࢩ࣮ࢤࣅࢼンࠉୗ⫥㸸࣓࣮ࣗࣅࣝ࢝ࢪ社㸸整形外科ࣜࣁ

ン学会編ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅ

ᚋ期㸸火16ࠉ㸸10～17㸸1』

脊᳝ᅽ迫骨折対ࡿࡍ治療理学療法

備考

整形外科学࡛学ࡔࢇ骨折ࡢ知識ࢆ基ᮏ授業ࡀ進ࠋࡍࡲࡳ整形外科学ࡢ教科書ࡢ予習ࡓࡲࠊ講義ᚋࡣ

教科書ࡢ習ࢆ行うࠋࡇ

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

∧金原出ࠉ理学療法㸸富士武史監修ࡢ整形外科疾患ࠉࢺン࣏ࡀࡇࡇ
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変更前

ʤリハビリテーション学部　理学療法学科ʥ
必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 大西ࠉ均

第㸰回 大西ࠉ均

第㸱回 大西ࠉ均

第㸲回 大西ࠉ均

第㸳回 大西ࠉ均

第㸴回 大西ࠉ均

第㸵回 大西ࠉ均

第㸶回 大西ࠉ均

第㸷回 大西ࠉ均

第㸯㸮回 大西ࠉ均

第㸯㸯回 大西ࠉ均

第㸯㸰回 大西ࠉ均

第㸯㸱回 大西ࠉ均

第㸯㸲回 大西ࠉ均

第㸯㸳回 大西ࠉ均

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

橈骨遠位端骨折対ࡿࡍ理学療法

ୖ腕骨近位端骨折対ࡿࡍ治療

関節機能解剖学基࡙ࡃ整形外科運動療法ࣙࢩ࣮ࢤࣅࢼンࠉୗ⫥㸸࣓࣮ࣗࣅࣝ࢝ࢪ社㸸整形外科ࣜࣁ

ン学会編ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅ

脊椎ᅽ迫骨折対ࡿࡍ治療理学療法

ୖ腕骨近位端骨折対ࡿࡍ理学療法

備考

整形外科学࡛学ࡔࢇ骨折ࡢ知識ࢆ基ᮏ授業ࡀ進ࠋࡍࡲࡳ整形外科学ࡢ教科書ࡢ習࡚ࡋࡾࡗࡋࢆ

ࡶ習ࡢࡽࢀࡇࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࡞㔜要ࡀ知識ࡢ運動学解剖学ࠊࡓࡲࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨ᮏ授業ࡽ

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

∧金原出ࠉ理学療法㸸富士武史監修ࡢ整形外科疾患ࠉࢺン࣏ࡀࡇࡇ

大⭣骨頸部骨折ࡢ治療

大⭣骨頸部骨折対ࡿࡍ理学療法1

大⭣骨頸部骨折対ࡿࡍ理学療法「

橈骨遠位端骨折対ࡿࡍ治療

演習

変形性⫤関節症ࡢࡑ治療

変形性⫤関節症対ࡿࡍ理学療法

変形性⭸関節症ࡢࡑ治療

変形性⭸関節症対ࡿࡍ理学療法1

変形性⭸関節症対ࡿࡍ理学療法「

高齢者ࡢ骨折ࡣ

授業概要

到㐩目標

運動器㞀害ࡢ中࡛ࠊࡶ௦表的៏࡞性疾患࡛あࡿ変形性関節症ࠊ肩関節周ᅖ炎ࡧࡼ࠾ࠊ௦表的࡞高齢者

ࡋ実ࡶ実技ࡽࡀ࡞交えࢆい࡚講義ࡘ理学療法ࡢ࡞脊椎ᅽ迫骨折ࠊ大⭣骨頸部骨折ࡿ骨折࡛あࡢ

࡚いࡢࡽࢀࡇࠋࡃ運動器㞀害ࡢ㞀害把握ࠊࡵࡓࡢ各運動器ࡢ働ࡁや疾患ࡢ特長ࢡࢫࣜࠊ管理࡞

評価法や理࡞基ᮏ的ࠊࡋ理解ࢆࢫࢭࣟࣉ理学療法࡞基ᮏ的ࡿࡍ対運動器疾患ࡢࡽࢀࡇࠊࡧい࡚学ࡘ

学療法ࡘい࡚ࡢ知識ࠊ技術ࢆ習得ࢆࡇࡿࡍ目標ࢶ࣮࣏ࢫࠋࡿࡍ理学療法ࠊ࡚ࡋ足関節捻挫ࡢ

最新研究ࢆ紹ࡢࡑࠊࡋ治療予防ࡘい࡚ࡶ学ぶࠋ

DP3

実践力࣭応用ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

力ࢆ発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

変形性関節症ࡢ定義

講義要目

科

目

担 当

教 員

運動器㞀害系理学療法学

演習Ϩ

必 大西ࠉ均 1 30
「ᖺ次

ᚋ期

22



変更ᚋ

ʤリハビリテーション学部　理学療法学科ʥ

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 安田ࠉ孝志

第㸰回 安田ࠉ孝志

第㸱回 安田ࠉ孝志

第㸲回 安田ࠉ孝志

第㸳回 安田ࠉ孝志

第㸴回 前川ࠉ昭次

第㸵回 前川ࠉ昭次

第㸶回 前川ࠉ昭次

第㸷回 前川ࠉ昭次

第㸯㸮回 前川ࠉ昭次

第㸯㸯回 大西ࠉ均

第㸯㸰回 大西ࠉ均

第㸯㸱回 大西ࠉ均

第㸯㸲回 大西ࠉ均

第㸯㸳回 大西ࠉ均

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

Bご正 ８ぞa三ࡢ予防管理ࠊ評価

講義要目

科目ྡ

担 当 教

員

運動器㞀害系理学療法

学実習ϩ

必

安田ࠉ孝志࣭前川ࠉ昭次࣭ࠉ

大西ࠉ均

1 30
」ᖺ次

前期

実習

授業概要

到㐩目標

運動器㞀害ࡢ中࡛９ࠊࡶ住A９０ࠊAࠊA（１再建術ࡢ࡞術ᚋࡢ理学療法ࠊ関節ࣜࠊࢳ࣐࢘ᮎ梢神経損傷ࠊ

脊髄損傷ࡢ࡞理学療法ࡘい࡚講義ࢆ交え多ࡢࡃ実技ࡢࡽࢀࡇࠋࡿࡍࢆ運動器㞀害ࡢ㞀害把握ࡓࡢ

運動器疾患ࡢࡽࢀࡇࠊࡧい࡚学ࡘ࡞管理ࢡࢫࣜࠊ手術方法ࠊ特長ࡢ疾患ࠊࡁ働ࡢ各運動器ࠊࡵ

ࡇࡿࡍ習得ࢆ技術ࠊ知識ࡢい࡚ࡘ評価法や理学療法ࠊࡋ理解ࢆࢫࢭࣟࣉ理学療法࡞基ᮏ的ࡿࡍ対

ࠋࡿࡍ目標ࢆ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦安田ࠉ孝志㸭』回㸧

ᮎ梢神経損傷ࠊ脊髄損傷ࡢ࡞術ᚋࡢ理学療法ࡘい࡚講義ࢆ交えࠊ基ᮏ的࡞評価法や理学療法ࢆ実

践ࠋࡿࡍ

㸦前川ࠉ昭次㸭』回㸧

前十Ꮠ靭ᖏ損傷࣭⭝ᯈ断裂࣭９住A࣭９０A関ࡿࡍ各術ᚋࡢ理学療法ࢆ学ࠊࡧ実㝿ࡢ手技ࢆ実践ࠋࡿࡍ

㸦大西ࠉ均㸭』回㸧

ᮎ梢神経㞀害࡛⊫ୖࡣୗ⫥ࡢᮎ梢神経絞扼部ࡢ詳細ࢆ学ࠊࡧ実㝿ࢆࢀࡑ開放ࡿࡍ手技ࡘい࡚

実践ࠋࡿࡍ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛

ෆ容

脊髄損傷㸦全損傷ࡶ含ࡵ㸧ࡣ㸦発生原因ࠊ症状ࠊ診断治療㸧ࠊ㞀害像

絞扼部開放手技ࡢ実㝿

理学療法評価ࠊ到㐩可能࡞A）１࣮ࣝࢦࠊ影響ࡿࡍ因子

㸦急性期㸧ࢽࣙࢩࢪ࣏ンࠊࢢ呼吸理学療法ࠊ他動運動ࠊ残Ꮡ筋ࡢ筋力強化ࡧࡼ࠾

再学習

A）１ࠊ駆動訓練ࡍ車いࠊ立訓練㸦㞳床期㸧ࠊ訓練ࢫンࣛࣂᗙࠊ訓練ୖࢺࢵ࣐

訓練ࠊ屋外訓練ࠊ社会資源ࣙࢩ࣮ࣞࢡࣞࠊࢶ࣮࣏ࢫࠊンࠊ趣味

靭ᖏ損傷㸦A（１ࢆ中心㸧術ᚋࡢ理学療法㸦B９B芳ࢆ中心㸧

靭ᖏ損傷㸦A（１ࢆ中心㸧術ᚋࡢ理学療法㸦８９違芳ࢆ中心㸧

⭝ᯈ損傷術ᚋࡢ理学療法

⭝ᯈ損傷術ᚋࡢ理学療法

９住A࣭９０A術ᚋࡢ理学療法

神経ࡢ解剖絞扼部

神経ࣔࣙࢩ࣮ࢮࣛࣅン

絞扼部開放手技ࡢ基礎

ࡋ࡞

大西 前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

安田 前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

神経㞀害ࢀࡑ௨外ࡢ鑑ู方法

備考

整形外科学࡛学ࡔࢇ疾患ࡢ知識ࢆ基授業ࡀ進ࠋࡍࡲࡳ整形外科学ࡢ教科書ࡢ習࡚ࡋࡾࡗࡋࢆ

ࠋࡇ行うࢆ習ࡢ教科書ࡣ講義ᚋࡓࡲࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨ᮏ授業ࡽ

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

脊髄損傷ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡢン㸸瓶隆୍ࠉ༠ྠ་書出∧

∧金原出ࠉ理学療法㸸富士武史監修ࡢ整形外科疾患ࠉࢺン࣏ࡀࡇࡇ
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変更前

ʤリハビリテーション学部　理学療法学科ʥ

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 安田孝志

第㸰回 安田孝志

第㸱回 安田孝志

第㸲回 安田孝志

第㸳回 安田孝志

第㸴回 前川昭次

第㸵回 前川昭次

第㸶回 前川昭次

第㸷回 前川昭次

第㸯㸮回 前川昭次

第㸯㸯回 大西均

第㸯㸰回 大西均

第㸯㸱回 大西均

第㸯㸲回 大西均

第㸯㸳回 大西均

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

神経ࣔࣙࢩ࣮ࢮࣛࣅン

絞扼部開放手技ࡢ基礎

ࠉ

神経㞀害ࢀࡑ௨外ࡢ鑑ู方法

絞扼部位開放手技ࡢ実㝿

備考

整形外科学࡛学ࡔࢇ知識ࢆ基ᮏ授業ࡀ進ࠋࡍࡲࡳ整形外科学ࡢ教科書ࡢ習ࡽ࡚ࡋࡾࡗࡋࢆᮏ

授業臨ࡉࡔࡃ࡛ࢇいࠊࡓࡲࠋ解剖学運動学ࡢ知識ࡀ㔜要ࡢࡽࢀࡇࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࡞習ࡃ࡚ࡋࡶ

ࠋいࡉࡔ

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

脊髄損傷ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡢン㸸瓶隆୍ࠉ༠ྠ་書出∧

∧金原出ࠉ理学療法㸸富士武史監修ࡢ整形外科疾患ࠉࢺン࣏ࡀࡇࡇ

⭝ᯈ損傷術ᚋࡢ理学療法

⭝ᯈ損傷術ᚋࡢ理学療法

９HA࣭９０A術ᚋࡢ理学療法

神経ࡢ解剖絞扼部位

演習

Bご正 ８ぞa三ࡢ予防管理ࠊ評価

理学療法評価ࠊ到㐩可能࡞A）１࣮ࣝࢦࠊ影響ࡿࡍ因子

㸦急性期㸧ࢽࣙࢩࢪ࣏ンࠊࢢ呼吸理学療法ࠊ他動運動ࠊ残Ꮡ筋ࡢ筋力強化ࡧࡼ࠾

再学習

A）１ࠊ駆動訓練ࡍ車いࠊ立位訓練㸦離床期㸧ࠊ訓練ࢫンࣛࣂᗙ位ࠊ訓練ୖࢺࢵ࣐

訓練ࠊ屋外訓練ࠊ社会資源ࣙࢩ࣮ࣞࢡࣞࠊࢶ࣮࣏ࢫࠊンࠊ趣味

靭ᖏ損傷㸦A（１ࢆ中心㸧術ᚋࡢ理学療法

靭ᖏ損傷㸦A（１ࢆ中心㸧術ᚋࡢ理学療法

授業概要

到㐩目標

運動器㞀害ࡢ中࡛９ࠊࡶHA９０ࠊAࠊA（１再建術ࡢ࡞術ᚋࡢ理学療法ࠊ関節ࣜࠊࢳ࣐࢘ᮎ梢神経損傷ࠊ

脊髄損傷ࡢ࡞理学療法ࡘい࡚講義ࢆ交えࡽࡀ࡞実技ࡶ実࡚ࡋいࡢࡽࢀࡇࠋࡃ運動器㞀害ࡢ㞀害

把握ࠊࡵࡓࡢ各運動器ࡢ働ࠊࡁ疾患ࡢ特長ࠊ手術方法ࢡࢫࣜࠊ管理ࡘ࡞い࡚学ࡢࡽࢀࡇࠊࡧ運

動器疾患対ࡿࡍ基ᮏ的࡞理学療法ࢆࢫࢭࣟࣉ理解ࠊࡋ基ᮏ的࡞評価法や理学療法ࡘい࡚ࡢ知識ࠊ

技術ࢆ習得ࢆࡇࡿࡍ目標ࠋࡿࡍ

DP3

実践力࣭応用ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

力ࢆ発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

脊髄損傷㸦全損傷ࡶ含ࡵ㸧ࡣ㸦発生原因ࠊ症状ࠊ診断治療㸧ࠊ㞀害像

講義要目

科

目

担 当 教

員

運動器㞀害系理学療法

学演習ϩ

必 安田孝志ࠉ前川昭次ࠉ大西均 1 30
」ᖺ次

前期
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 呼吸器系ࡢ理学療法必要࡞解剖生理 弘部ࠉ㔜信

第㸰回 ᚠ環器系ࡢ理学療法必要࡞解剖生理 弘部ࠉ㔜信

第㸱回 呼吸全ࡢ病態 弘部ࠉ㔜信

第㸲回 呼吸器系疾患ࡢ病態 弘部ࠉ㔜信

第㸳回 呼吸器系疾患ࡢ理学療法評価㸦（４５）等㸧 弘部ࠉ㔜信

第㸴回 呼吸器系疾患ࡢ理学療法評価㸦肺炎等㸧 弘部ࠉ㔜信

第㸵回 呼吸器系疾患ࡢ治療概念 弘部ࠉ㔜信

第㸶回 呼吸器系疾患ࡢ理学療法技術㸦（４５）等㸧 弘部ࠉ㔜信

第㸷回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸮回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸯回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸰回 ᖹ岩ࠉ康之

第㸯㸱回 ᖹ岩ࠉ康之

第㸯㸲回 ᚠ環器系疾患ࡢ理学療法技術 ᖹ岩ࠉ康之

第㸯㸳回 ᖹ岩ࠉ康之

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

呼吸ᚠ環器系疾患ࡢA）１指ᑟ

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

ෆ部㞀害系理学療法学

実習Ϩ

必 弘部ࠉ㔜信࣭ᖹ岩ࠉ康之 1 30
」ᖺ次

前期

実習

授業概要

到㐩目標

ෆ部㞀害ࡢ呼吸ᚠ環器系疾患対ࠊࡿࡍ理学療法評価ࡧࡼ࠾理学療法治療ࡘい࡚学習ࠋࡿࡍ疾患ࡢ症状

ศ析ࢱ࣮ࢹ評価手技や理学療法評価方法ࡿࢀࡉ必要ࡧࡽ࡞ࠊ理解ࡢ基礎知識ࡢ࡞関連性ࡢࡑ

解釈ࠊ理学療法ࡢ考え方実技ࢆ習得ࠋࡿࡍ呼吸ᚠ環機能ࡢ評価治療手技ࠊࡣ学生ྠ士ࡾࡼ࣌ࡢ実

習ࡾྲྀࢆ入ࢀ学習ࢆ進ࠋࡿࡵ喀痰等ࡢ吸引ࡘい࡚理論方法ࢡࢫࣜࡧࡼ࠾管理ࢆ学ࠊࡧ疑似ࣔࢆࣝࢹ対

象吸引ࡢ実習ࢆ行い技術ࢆ習得ࠋࡿࡍ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦弘部ࠉ㔜信㸭11回㸧

ෆ部㞀害ࡢ呼吸ᚠ環器系疾患ࠊࡢ臨床症状ࡘい࡚学習ࠋࡿࡍ呼吸器疾患ࡢ理学療法評価治療ࡘい࡚

学習ࡢࡑࠊࡋ評価治療ࡘい࡚学生ྠ士࡛実習ࢆ行い技術ࢆ習得ࠋࡿࡍ

㸦ᖹ岩ࠉ康之㸭『回㸧

ෆ部㞀害ࡢᚠ環器系疾患ࠊࡢ臨床症状理学療法評価࣭技術ࡘい࡚学習ࠋࡿࡍ喀痰吸引ࡘい࡚ࠊ理論

ࠋࡿࡍ習得ࢆ行い技術ࢆ実習ࡢ吸引対象ࢆࣝࢹ疑似ࣔࠊࡧ学ࢆ管理ࢡࢫࣜࡧࡼ࠾方法

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

ෆ容

呼吸器系疾患ࡢ理学療法技術㸦肺炎等㸧

理学療法ࡢ（４５）

ᚠ環器系疾患ࡢ病態

ᚠ環器系疾患ࡢ理学療法評価技術

吸引ࡢ理論ࢡࢫࣜ管理吸引実習

備考

解剖࣭生理学ࢆ基礎ࠊෆ科学ࢆ踏ࡲえࡓ授業ࠋࡍࡲࡾ࡞習ࢆ中心自己学習ࢆ進ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ実

技ࠊࡶ学生ྠ士࡛実習ࡢ練習ࢆ習ࢆࡇࡿࡍ推奨ࠋࡍࡲࡋ

授業時間ෆࢺ࣮࣏ࣞࡢ㸸10Ⅼࠉࠉ定期試験㸸70Ⅼࠉࠉ授業態ᗘ࣭実習時間ෆ出ࡿࢀࡉ課題ࡢ提出㸸「0Ⅼ

ྜྷᑿ㞞春࣭高橋哲也編㸸標準理学療法学ࠉෆ部㞀害理学療法学㸬་学書院

細田多穂監修㸸ෆ部㞀害理学療法学ࢺࢫ࢟ࢸ㸦改訂第「∧㸧㸬༡Ụ堂

柳澤健編㸸理学療法学ࠉࢺࢫ࢟ࢸ࣮ࢱࢫ࣐ࢻ࣮ࣝࢦෆ部㞀害系理学療法学

前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 呼吸器系ࡢ理学療法必要࡞解剖生理 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸰回 ᚠ環器系ࡢ理学療法必要࡞解剖生理 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸱回 呼吸全ࡢ病態 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸲回 呼吸器系疾患ࡢ病態 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸳回 呼吸器系疾患ࡢ理学療法評価 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸴回 呼吸器系疾患ࡢ理学療法評価 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸵回 呼吸器系疾患ࡢ治療概念 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸶回 呼吸器系疾患ࡢ理学療法技術 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸷回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸯㸮回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸯㸯回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸯㸰回 ᖹ岩ࠉ康之

第㸯㸱回 ᖹ岩ࠉ康之

第㸯㸲回 ᚠ環器系疾患ࡢ理学療法技術 ᖹ岩ࠉ康之

第㸯㸳回 ᖹ岩ࠉ康之

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

解剖࣭生理学ࢆ基礎ࠊෆ科学ࢆ踏ࡲえࡓ授業ࠋࡍࡲࡾ࡞習ࢆ中心自己学習ࢆ進ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ実

技ࠊࡶ学生ྠ士࡛実習ࡢ練習ࢆ習ࢆࡇࡿࡍ推奨ࠋࡍࡲࡋ

授業時間ෆࢺ࣮࣏ࣞࡢ㸸10Ⅼࠉࠉ定期試験㸸70Ⅼࠉࠉ授業態ᗘ࣭実習時間ෆ出ࡿࢀࡉ課題ࡢ提出㸸「0Ⅼ

ྜྷᑿ㞞春࣭高橋哲也編㸸標準理学療法学ࠉෆ部㞀害理学療法学㸬་学書院

細田多穂監修㸸ෆ部㞀害理学療法学ࢺࢫ࢟ࢸ㸦改訂第「∧㸧㸬༡Ụ堂

柳澤健編㸸理学療法学ࠉࢺࢫ࢟ࢸ࣮ࢱࢫ࣐ࢻ࣮ࣝࢦෆ部㞀害系理学療法学

理学療法ࡢ（４５）

ᚠ環器系疾患ࡢ病態

ᚠ環器系疾患ࡢ理学療法評価技術

吸引ࡢ理論ࢡࢫࣜ管理吸引実習

備考

呼吸器系疾患ࡢ理学療法技術

呼吸ᚠ環器系疾患ࡢA）１指ᑟ

講義要目

科

目

担 当 教 員

ෆ部㞀害系理学療法学

演習Ϩ

必 ศ木࣭ࡳࡦࠉᖹ岩ࠉ康之 1 30
「ᖺ次

ᚋ期

演習

授業概要

到㐩目標

ෆ部㞀害ࡢ呼吸ᚠ環器系疾患対ࠊࡿࡍ理学療法評価ࡧࡼ࠾理学療法治療ࡘい࡚学習ࠋࡿࡍ疾患ࡢ症状

ศ析ࢱ࣮ࢹ評価手技や理学療法評価方法ࡿࢀࡉ必要ࡧࡽ࡞ࠊ理解ࡢ基礎知識ࡢ࡞関連性ࡢࡑ

解釈ࠊ理学療法ࡢ考え方実技ࢆ習得ࠋࡿࡍ呼吸ᚠ環機能ࡢ評価治療手技ࠊࡣ学生ྠ士ࡾࡼ࣌ࡢ実

習ࡾྲྀࢆ入ࢀ学習ࢆ進ࠋࡿࡵ喀痰等ࡢ吸引ࡘい࡚理論方法ࢡࢫࣜࡧࡼ࠾管理ࢆ学ࠊࡧ疑似ࣔࢆࣝࢹ対

象吸引ࡢ実習ࢆ行い技術ࢆ習得ࠋࡿࡍ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦ศ木ࡳࡦ㸭11回㸧ෆ部㞀害ࡢ呼吸ᚠ環器系疾患ࠊࡢ臨床症状ࡘい࡚学習ࠋࡿࡍ呼吸器疾患ࡢ理学療

法評価治療ࡘい࡚学習ࡢࡑࠊࡋ評価治療ࡘい࡚学生ྠ士࡛実習ࢆ行い技術ࢆ習得ࠋࡿࡍ

㸦ᖹ岩康之㸭『回㸧ෆ部㞀害ࡢᚠ環器系疾患ࠊࡢ臨床症状理学療法評価࣭技術ࡘい࡚学習ࠋࡿࡍ喀痰吸

引ࡘい࡚ࠊ理論方法ࢡࢫࣜࡧࡼ࠾管理ࢆ学ࠊࡧ疑似ࣔࢆࣝࢹ対象吸引ࡢ実習ࢆ行い技術ࢆ習得ࡍ

ࠋࡿ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力ࢆ発

揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸰回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸱回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸲回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸳回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸴回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸵回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸶回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸷回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸮回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸯回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸰回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸱回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸲回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸳回 治郎丸ࠉ༟୕

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

⫤関節࣭鼠径部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法㸦関節唇損傷ンࣆン࣓ࢪンࢺ㸧

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

㞀害系理学療ࢶ࣮࣏ࢫ

法学実習

必 治郎丸ࠉ༟୕ 1 30
「ᖺ次

ᚋ期

実習

授業概要

到㐩目標

ᮏ授業࡛ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣ場面࡛発生ࡋやࡍい 鼠径部痛症候群ࠊ半᭶ᯈ損傷ࠊ⭠脛靱ᖏ炎ࠊ鵞足炎ࢩࠊンࣉࢫ

ࣜンࠊࢺ足底⭝⭷炎ࠊ⭜᳝ศ㞳症ࡢ࡞理学療法ࡘい࡚講義実技ࢆ交えࡽࡀ࡞教授࡚ࡋいࠋࡃ⫤関

節࣭鼠径部ࠊ⭸ࠊୗ⭣࣭足部ࠊ⭜ࠊ肩ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ㞀害把握ࠊࡵࡓࡢ病態ࡢ捉え方ࠊ発生機転ࠊ発

生࣓ࢆ࡞࣒ࢬࢽ࢝理解ࠊࡋ各身体部ࢶ࣮࣏ࢫࡿࡅ࠾㞀害ࡢ基ᮏ的࡞評価法や理学療法ࡢ知識技術

動作ࢶ࣮࣏ࢫ日常生活指ᑟやࠊࡋ理解ࡶい࡚ࡘࢡࢫࣜࡢ疾患ࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡍ習得ࢆ

指ᑟࢆ行えࡼࡿうࡢࡇࡶࡇࡿ࡞授業ࡢ目標ࠋࡿࡍ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

ෆ容

考え方࡞基ᮏ的ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫ

肩ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法㸦⭝ᯈ損傷㸧

⫤関節࣭鼠径部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法㸦鼠径部痛症候群㸧

理学療法㸦半᭶ᯈ損傷㸧ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭸

理学療法㸦靭ᖏ損傷㸧ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭸

理学療法㸦⭠脛靭ᖏ炎㸧ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭸

ୗ⭣࣭足部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法㸦ࢩンࣜࣉࢫンࢺ㸧

ୗ⭣࣭足部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法㸦足底⭝⭷炎㸧

ୗ⭣࣭足部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法㸦靭ᖏ損傷㸧

理学療法㸦⭜᳝ศ㞳症㸧ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭜

理学療法㸦筋筋⭷性⭜痛症㸧ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭜

理学療法㸦⭠関節㞀害㸧ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭜

肩ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法㸦肩関節周ᅖ炎㸧

ࣝ࢝ࢪ時田 ᖾ之輔 医編㞟)㸬࣓ࠊ(㸧㸸赤坂清和 医編㞟ࢳ࣮ࣟࣉ治療理学療法学㸦競技動作ࢶ࣮࣏ࢫ

社࣮ࣗࣅ

積極的保Ꮡ療法―ࢶ࣮࣏ࢫ㞀害ࡢ評価治療㸸村ୖᡂ㐨ࠊ青木啓ᡂࠊ児玉 㞝㸬文ග堂

ᚋ期㸸木16ࠉ㸸10～17㸸1』

肩ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法㸦性肩関節脱臼㸧

備考

ᮏ授業࠾い࡚ࠊࡣ運動学ࠊ整形外科学ࠊ運動療法学ࡢ࡞ศ㔝ࡢ理解ࡀ必要ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞ศ㔝ࢆ

習ࡽ࡚ࡋ授業臨ࡉࡔࡃ࡛ࢇいࠊࡓࡲࠋ授業ᚋࠊࡣ教科書ࠊ参考資料ࡢ見返ࠊࡋ要Ⅼ࡛ࡇࡿࡵࡲࢆ

習ࡼࡿ࡞う進ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

∧武藤芳照㸦編㞟㸧㸬金原出ࠊ第「∧㸸山ୗ敏彦㸦編㞟㸧ࠉンࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡢ傷害ࢶ࣮࣏ࢫ
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 治郎丸༟୕

第㸰回 治郎丸༟୕

第㸱回 治郎丸༟୕

第㸲回 治郎丸༟୕

第㸳回 治郎丸༟୕

第㸴回 治郎丸༟୕

第㸵回 治郎丸༟୕

第㸶回 治郎丸༟୕

第㸷回 治郎丸༟୕

第㸯㸮回 治郎丸༟୕

第㸯㸯回 治郎丸༟୕

第㸯㸰回 治郎丸༟୕

第㸯㸱回 治郎丸༟୕

第㸯㸲回 治郎丸༟୕

第㸯㸳回 治郎丸༟୕

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

理学療法ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭜

肩ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法

ࣝ࢝ࢪ時田 ᖾ之輔 医編㞟)㸬࣓ࠊ(㸧㸸赤坂清和 医編㞟ࢳ࣮ࣟࣉ治療理学療法学㸦競技動作ࢶ࣮࣏ࢫ

社࣮ࣗࣅ

積極的保Ꮡ療法―ࢶ࣮࣏ࢫ㞀害ࡢ評価治療㸸村ୖᡂ㐨ࠊ青木啓ᡂࠊ児玉 㞝㸬文ග堂

肩ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法

肩ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法

備考

ᮏ授業࠾い࡚ࠊࡣ運動学ࠊ整形外科学ࠊ運動療法学ࡢ࡞ศ㔝ࡢ理解ࡀ必要ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞ศ㔝ࢆ

習ࡽ࡚ࡋ授業臨ࡉࡔࡃ࡛ࢇいࠊࡓࡲࠋ授業ᚋࠊࡣ教科書ࠊ参考資料ࡢ見返ࠊࡋ要Ⅼ࡛ࡇࡿࡵࡲࢆ

習ࡼࡿ࡞う進ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

∧武藤芳照㸦編㞟㸧㸬金原出ࠊ第「∧㸸山ୗ敏彦㸦編㞟㸧ࠉンࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡢ傷害ࢶ࣮࣏ࢫ

ୗ⭣࣭足部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法

ୗ⭣࣭足部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法

理学療法ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭜

理学療法ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭜

演習

⫤関節࣭鼠径部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法

⫤関節࣭鼠径部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法

理学療法ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭸

理学療法ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭸

理学療法ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫࡢ⭸

ୗ⭣࣭足部ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ理学療法

授業概要

到㐩目標

ᮏ授業࡛ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣ場面࡛発生ࡋやࡍい 鼠径部痛症候群ࠊ半᭶ᯈ損傷ࠊ腸脛靱ᖏ炎ࠊ鵞足炎ࢩࠊンࣉࢫ

ࣜンࠊࢺ足底⭝⭷炎ࠊ⭜椎ศ離症ࡢ࡞理学療法ࡘい࡚講義実技ࢆ交えࡽࡀ࡞教授࡚ࡋいࠋࡃ⫤関

節࣭鼠径部ࠊ⭸ࠊୗ⭣࣭足部ࠊ⭜ࠊ肩ࢶ࣮࣏ࢫࡢ㞀害ࡢ㞀害把握ࠊࡵࡓࡢ病態ࡢ捉え方ࠊ発生機転ࠊ発

生࣓ࢆ࡞࣒ࢬࢽ࢝理解ࠊࡋ各身体部位ࢶ࣮࣏ࢫࡿࡅ࠾㞀害ࡢ基ᮏ的࡞評価法や理学療法ࡢ知識技術

動作ࢶ࣮࣏ࢫ日常生活指ᑟやࠊࡋ理解ࡶい࡚ࡘࢡࢫࣜࡢ疾患ࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡍ習得ࢆ

指ᑟࢆ行えࡼࡿうࡢࡇࡶࡇࡿ࡞授業ࡢ目標ࠋࡿࡍ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力ࢆ発

揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

考え方࡞基ᮏ的ࡢ㞀害ࢶ࣮࣏ࢫ

講義要目

科

目

担 当 教 員

㞀害系理学療ࢶ࣮࣏ࢫ

法学演習

必 治郎丸༟୕ 1 30
「ᖺ次

ᚋ期
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ᳜田ࠉ昌治

第㸰回 生活環境社会制ᗘ ᳜田ࠉ昌治

第㸱回 ᳜田ࠉ昌治

第㸲回 生活圏࡛ࡢ生活環境ࡢ実態調査 ᳜田ࠉ昌治

第㸳回 川﨑ࠉ浩子

第㸴回 川﨑ࠉ浩子

第㸵回 川﨑ࠉ浩子

第㸶回 川﨑ࠉ浩子

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

地域理学療法学 必 ᳜田ࠉ昌治࣭ࠉ川﨑ࠉ浩子 1 15
「ᖺ次

ᚋ期

講義

ఫ環境例検討

授業概要

到㐩目標

生活環境A）１ࡣ６４１密接࡞関係あࠊࡾ㞀ࡀい者ࡀ社会ᖐࢆ目指ࠊࡣࡵࡓࡍ環境ࡀ生活及ぼࡍ影

響ࢆ理解ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿᮏ講࡛ࠊࡣ環境ࡘい࡚ࠊ地域環境ఫ環境ࡢ㸰ࡢࡘ視Ⅼࡽ学ぶࠋ地域環境

生活ࠊ࡛ୖࡢࡑࠋࡿࡍい࡚理解ࡘࡾࡃい街࡙ࡋࡉや人࡚ࡋ通ࢆ公共交通地域環境ࠊ社会制ᗘࠊࡣ࡛

環境ࡢ実態調査ࢆ行いࠊ現状ࢆ理解ࠋࡿࡍ生活環境㸦ఫ環境㸧整備࡛ࠊࡣ個人ࡢ生活環境ࡢ整備ࡢᅾࡾ方

ࠋࡿࡍ目的ࢆࡇ養うࢆ能力ࡿࡁ問題解決࡛ࠊ捉えࢆ㞀害࡛ࣝࢹ社会ࣔࠊࡆୖࡾい࡚ྲྀࡘ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全里回㸧

㸦᳜田ࠉ昌治㸭『回㸧地域環境࡛ࠊࡣ街࡙ࡢࡾࡃᅾࡾ方ࠊ社会資源ࡘい࡚学ࠊ࡛ୖࡢࡑࠊࡧ㞀ࡀい者や高

齢者ࡀ外出ࡿࡍ㝿生࡚ࡌいࡿ課題ࢆṇࡃࡋ理解ࠊࡋᅾ宅ᖐ支援ࢆ行うࡵࡓ支援ࡢᅾࡾ方ࢆ学ぶࠋ

㸦川﨑ࠉ浩子㸭『回㸧生活㸦ఫ環境㸧整備࡛ࠊࡣ自宅ࡢ評価࣏ࡢンࠊࢺ間ྲྀࡾᅗࡢ書ࡁ方ࠊఫ宅改修ࠊ福

祉機器ࡢᑟ入ࢆ通ࠊ࡚ࡋ身体機能面ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ環境面ࡶ含ࡓࡵ評価ࢆ行いࠊ㞀害や疾病ࢆ᭷ࡿࡍ人ࠊࡀ

健や࡛滑࡞生活ࡼࡿࡁ࡛ࡀうࠊ生活環境ࡽ生ࡿࡌ要因ࢆ多角的捉えࠊ当者ࡀ最善ࡢ選択࡛ࡀ

ࠋ学ぶࢆ基礎ࡢ考え方うࡼࡿࡁ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

DP4

地域ఫ民ࡢ健康࡛質ࡢ高い生活ࡢ維持࣭向ୖࠊࡵࡓࡢ理学療法士ࡢ特性ࢆ活ࡋ地域ࡀ抱えࡿ身体活動

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃᑟࢆ解決方法ࠊࡋ発見ࢆ課題ࡿࡍ関

ෆ容

生活環境ࡢ概念

地域環境公共交通

生活環境㸦ఫ環境㸧ࡢ評価ࠉ総論

ఫ環境ࡢ訪問調査ࡢ実㝿

ఫ環境改善計⏬ࡢ実㝿

᳜田ࠉᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

川﨑ࠉᚋ期㸸᭶16ࠉ㸸10～17㸸1』

備考

ࡑࠋࡇ行うࢆ習ࡢ教科書ࡣ講義ᚋࡓࡲࠋࡃ࠾࡚ࡋい࡚理解ࡘンࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽ࣮ࣘࣜࣇࣜࣂ

ࡵࡓࡿࡍい街ࠖࡍやࡳఫࡗࡶࠕ࡚ࡅ向ᮍ来ࠊࡕࡶࢆい࡚興味ࡘ環境ࡢ⏫ࡿい࡛ࢇఫࡀ自ศࠊ࡚ࡋ

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡳ考え࡚ࢆ㸽ࡣ

期ᮎ試験㸦筆記㸧60％ࠉ課題『0％

鶴見隆ṇ㸦編㸧㸸標準理学療法学ࠗ日常生活活動学࣭生活環境学࠘第㸳∧㸬་学書院㸬

木村哲彦㸦監㸧㸸生活環境論ࠉ第㸲∧㸬་歯薬出∧㸬

㈈団法人ࢻ࢚ࣀࢡࢸ༠会㸸福祉用具࣓ࢫࢭンࣝࣗࢽ࣐ࢺ㸬
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 川﨑ࠉ浩子

第㸰回 川﨑ࠉ浩子

第㸱回 川﨑ࠉ浩子

第㸲回 川﨑ࠉ浩子

第㸳回 川﨑ࠉ浩子

第㸴回 川﨑ࠉ浩子

第㸵回 川﨑ࠉ浩子

第㸶回 川﨑ࠉ浩子

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

例検討会

備考

ࠋࡃ࠾࡚ࡋい࡚理解ࡘンࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽ࣮ࣘࣜࣇࣜࣂ

自ศࡀ住࡛ࢇいࡢ⏫ࡿ環境ࡘい࡚興味ࠊࡕࡶࢆᮍ来向ࡗࡶࠕ࡚ࡅ住ࡳやࡍい街ࠖࡣࡵࡓࡿࡍ㸽

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡳ考え࡚ࢆ

期ᮎ試験㸦筆記㸧』0％ࠉ課題『0％ࠉ授業態ᗘ10％

鶴見隆ṇ㸦編㸧㸸標準理学療法学ࠗ日常生活活動学࣭生活環境学࠘第㸳∧㸬་学書院㸬

木村哲彦㸦監㸧㸸生活環境論ࠉ第㸲∧㸬་歯薬出∧㸬

㈈団法人ࢻ࢚ࣀࢡࢸ༠会㸸福祉用具࣓ࢫࢭンࣝࣗࢽ࣐ࢺ㸬

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

生活環境ࡢ概念

生活環境改善計⏬ࡢ実㝿

設環境整備࣭例検討㸦ࣉ࣮ࣝࢢワ࣮ࢡ㸧

地域環境

生活圏࡛ࡢ生活環境ࡢ実態調査ձ

生活圏࡛ࡢ生活環境ࡢ実態調査ղ

生活環境㸦住環境㸧ࡢ評価

授業概要

到㐩目標

生活環境A）１ࡣ６４１密接࡞関係あࠊࡾ㞀ࡀい者ࡀ社会ᖐࢆ目指ࠊࡣࡵࡓࡍ環境ࡀ生活及ぼࡍ影

響ࢆ理解ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿᮏ講࡛ࠊࡣ環境ࡘい࡚ࠊ地域環境住環境ࡢ㸰ࡢࡘ視Ⅼࡽ学ぶࠋ地域環境

ୖࡾい࡚ྲྀࡘ方ࡾᅾࡢ整備ࡢ生活環境ࡢ個人ࠊࡣ住環境整備࡛ࠊい࡚ࡘࡾࡃい街࡙ࡋࡉや人ࠊࡣ࡛

ࠋࡿࡍ目的ࢆࡇ養うࢆ能力ࡿࡁ問題解決࡛ࠊ捉えࢆ㞀害࡛ࣝࢹ社会ࣔࠊࡆ

地域環境࡛ࠊࡣ街࡙ࡢࡾࡃᅾࡾ方ࠊ社会資源ࡘい࡚学ࠊ࡛ୖࡢࡑࠊࡧ㞀ࡀい者や高齢者ࡀ外出ࡿࡍ㝿

生࡚ࡌいࡿ課題ࢆṇࡃࡋ理解ࠊࡋᅾ宅ᖐ支援ࢆ行うࡵࡓ支援ࡢᅾࡾ方ࢆ学ぶࠊࡓࡲࠋ住環境整備࡛

࡛ࡅࡔ身体機能面ࠊ࡚ࡋ通ࢆᑟ入ࡢ福祉機器ࠊ住宅改修ࠊ方ࡁ書ࡢᅗࡾ間ྲྀࠊࢺン࣏ࡢ評価ࡢ自宅ࠊࡣ

生活ࠊうࡼࡿࡁ࡛ࡀ生活࡞滑࡛健やࠊࡀ人ࡿࡍ᭷ࢆ㞀害や疾病ࠊ行いࢆ評価ࡓࡵ含ࡶ環境面ࠊࡃ࡞

環境ࡽ生ࡿࡌ要因ࢆ多角的捉えࠊ当者ࡀ最善ࡢ選択ࡼࡿࡁ࡛ࡀう考え方ࡢ基礎ࢆ学ぶࠋ

講義要目

科

目

担 当 教 員

地域理学療法学Ϩ 必 川﨑ࠉ浩子 1 15
「ᖺ次

ᚋ期

講義
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 鈴木ࠉ美香

第㸰回 鈴木ࠉ美香

第㸱回 鈴木ࠉ美香

第㸲回

弘部ࠉ㔜信࣭鈴木ࠉ美

香

第㸳回

弘部ࠉ㔜信࣭鈴木ࠉ美

香

第㸴回

弘部ࠉ㔜信࣭鈴木ࠉ美

香

第㸵回

弘部ࠉ㔜信࣭鈴木ࠉ美

香

第㸶回

弘部ࠉ㔜信࣭鈴木ࠉ美

香

第㸷回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸮回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸯回 褥瘡ࡢ予防ࣛࢻ࢞ࠉン基࡙いࡓ対処方法 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸰回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸱回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸲回 弘部ࠉ㔜信

第㸯㸳回 弘部ࠉ㔜信

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書 ࡋ࡞

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

ㄝ明ࠊ作ᡂࡢ㸧࡞ࣁン実計⏬書㸦་療機関࣭老健࣭通所ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

ྠ意ࠊ地域連携࢝ࠊࢫࣃンࣞࣇンࢫࣅ࣮ࢧࠊࢫ担当者会議ࡢ࡞実務

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

地域理学療法学実習 必 弘部ࠉ㔜信࣭鈴木ࠉ美香 1 30
」ᖺ次

前期

実習

授業概要

到㐩目標

地域࡛生活ࡿࡍ人々ࡢ生活ୖ㞀害ࡿ࡞問題ࢆ解決ࠊࡋ生活機能向ୖ㈉献ࡿࡍⅭ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠕࠊ

ࡇࡿࡵ深ࢆ理解ࠊࡧい࡚学ࡘ役割ࠖࡢ理学療法士ࡢ࡚ࡋ担う୍員ࢆ地域་療ࠊ࡚ࡋ専門職ࡢンࣙࢩ

࡞ࣁン実計⏬書㸦་療機関࣭老健࣭通所ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡈ場面ࡢࢫࣅ࣮ࢧࠋࡿࡍ目標ࢆ

実務ࡢ理学療法士ࠊ࡞担当者会議ࢫࣅ࣮ࢧࠊࢫンࣞࣇン࢝ࠊࢫࣃ地域連携ࠊ意ྠㄝ明ࠊ作ᡂࡢ㸧

ࠊࡧ学ࢆ使い方選定ࡢ福祉用具࡚࣮ࢱンࢭ展や福祉用具࣮ࣜࣇࣜࣂࠋࡿࡵ深ࢆ理解ࡢ役割ࠊࡧ学ࢆ

最新ࡢ機器ࢆ体験࡞ࡿࡍࡋ報告会ࢆ行うࠊ࡚ࡋࢫࢡࢵࣆࢺࠊࡓࡲࠋ多職種ࡀ連携࡚ࡋ対応ࡿࡍ褥瘡࣭

嚥ୗ㞀害࣭ࢸ࣮ࢩンࠊࡆୖࡾྲྀࢆࡘ「ࡢࢢ理学療法士ࡀ専門性ࢆ発揮࡚ࡋ主࡚ࡋ関わࡿෆ容ࢆ理解ࠊࡋ

評価࣭入࡛ࡿࡁෆ容ࢆ理解ࢆ࣐࣮ࢸࡢࡽࢀࡇࠋࡿࡍ通ࠊ࡚ࡋ課題解決向ࡅ理学療法士ࡢ専門性ࢆ活

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀࡳ組ࡾྲྀࡓࡋ༠働ࠊࡋ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦鈴木ࠉ美香㸭」回㸧

ㄝ明ࠊ作ᡂࡢ㸧࡞ࣁン実計⏬書㸦་療機関࣭老健࣭通所ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡈ場面ࡢࢫࣅ࣮ࢧ

ྠ意ࠊ地域連携࢝ࠊࢫࣃンࣞࣇンࢫࣅ࣮ࢧࠊࢫ担当者会議ࠊ࡞理学療法士ࡢ実務ࡘい࡚教授ࠋࡿࡍ

㸦弘部ࠉ㔜信࣭』 鈴木ࠉ美香ࠉ共ྠ㸭』回㸧

実習報告会ࡧࡼ࠾展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

㸦弘部ࠉ㔜信㸭㸵回㸧

福祉用具ࡢ選定使い方ࠊ褥瘡ࡢ予防管理ࠊ誤嚥予防嚥ୗ㞀害対ࡿࡍ対応ࢸ࣮ࢩࠊンࢢᗙ姿勢

ࠋࡿࡍい࡚教授ࡘ適ྜ技術評価ࡢ

DP3

理学療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ論理的思考基࡙いࡓ最適࡞理学療法ࢆ実践ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ

DP4

地域ఫ民ࡢ健康࡛質ࡢ高い生活ࡢ維持࣭向ୖࠊࡵࡓࡢ理学療法士ࡢ特性ࢆ活ࡋ地域ࡀ抱えࡿ身体活動

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃᑟࢆ解決方法ࠊࡋ発見ࢆ課題ࡿࡍ関

ෆ容

࣮ࢸࣜࣅࣁ訪問ࣜࠉ理学療法㸦護老人保健設ࡢࡈ場面ࡿࡍ提供ࢆࢫࣅ࣮ࢧ

ン㸧ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ通所ࣜࠉンࣙࢩ

ㄝ明ࠊ作ᡂࡢ㸧࡞ࣁン実計⏬書㸦་療機関࣭老健࣭通所ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

ྠ意ࠊ地域連携࢝ࠊࢫࣃンࣞࣇンࢫࣅ࣮ࢧࠊࢫ担当者会議ࡢ࡞実務

展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

見学実習報告

福祉用具ࡢ選定使い方ࠉ福祉用具ࢭン࣮ࢱ実習㸦ࣞࢺ㸧

福祉用具ࡢ選定使い方ࠉ福祉用具ࢭン࣮ࢱ実習㸦入浴㸧

誤嚥予防嚥ୗ㞀害対ࡿࡍ対応

褥瘡ࡢ管理ࣛࢻ࢞ࠉン基࡙いࡓ対処方法

評価ࡢᗙ姿勢ࠉࢢンࢸ࣮ࢩ

弘部 前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

鈴木 前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

備考

褥瘡࣭嚥ୗ㞀害ࡘい࡚予習࡚ࡋ授業臨ࡉࡔࡃ࡛ࢇいࡓࡲࠋ講義ᚋࡣ教科書ࡢ習ࢆ行うࡼうࡃ࡚ࡋ

ࠋいࡉࡔ

期ᮎ試験㸦筆記㸧60％ࠉ課題『0％

細田多穂㸦監㸧㸸ࢩンࣝࣉ理学療法学ࠗࢬ࣮ࣜࢩ地域ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学࠘ࢺࢫ࢟ࢸ改訂第」∧.༡Ụ堂.

適ྜ技術ࡢᗙ姿勢ࠉࢢンࢸ࣮ࢩ
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変更前

ʤリハビリテーション学部　理学療法学科ʥ
必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 鈴木美香

第㸰回 鈴木美香

第㸱回 鈴木美香

第㸲回 川﨑浩子࣭鈴木美香

第㸳回 川﨑浩子࣭鈴木美香

第㸴回 川﨑浩子࣭鈴木美香

第㸵回 川﨑浩子࣭鈴木美香

第㸶回 川﨑浩子࣭鈴木美香

第㸷回 川﨑浩子

第㸯㸮回 川﨑浩子

第㸯㸯回 川﨑浩子

第㸯㸰回 川﨑浩子

第㸯㸱回 川﨑浩子

第㸯㸲回 川﨑浩子

第㸯㸳回 川﨑浩子

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

褥瘡ࡢ予防管理ࣛࢻ࢞ࠉン基࡙いࡓ対処方法

誤嚥予防嚥ୗ㞀害対ࡿࡍ対応

適ྜ技術評価ࡢᗙ位姿勢ࠉࢢンࢸ࣮ࢩ

備考

褥瘡࣭嚥ୗ㞀害ࡘい࡚予習࡚ࡋ授業臨ࡉࡔࡃ࡛ࢇいࠋ

期ᮎ試験㸦筆記㸧』0％ࠉ課題『0％ࠉ授業態ᗘ10％

細田多穂㸦監㸧㸸ࢩンࣝࣉ理学療法学ࠗࢬ࣮ࣜࢩ地域ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学࠘ࢺࢫ࢟ࢸ改訂第」∧.༡Ụ堂.

適ྜ技術評価ࡢᗙ位姿勢ࠉࢢンࢸ࣮ࢩ

見学実習報告

福祉用具ࡢ選定使い方ࠉ福祉用具ࢭン࣮ࢱ実習

福祉用具ࡢ選定使い方ࠉ福祉用具ࢭン࣮ࢱ実習

褥瘡ࡢ予防管理ࣛࢻ࢞ࠉン基࡙いࡓ対処方法

講義࣭演習

ㄝ明ࠊ作ᡂࡢ㸧࡞ࣁン実計⏬書㸦་療機関࣭老健࣭通所ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

ྠ意ࠊ地域連携࢝ࠊࢫࣃンࣞࣇンࢫࣅ࣮ࢧࠊࢫ担当者会議ࡢ࡞実務

ㄝ明ࠊ作ᡂࡢ㸧࡞ࣁン実計⏬書㸦་療機関࣭老健࣭通所ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

ྠ意ࠊ地域連携࢝ࠊࢫࣃンࣞࣇンࢫࣅ࣮ࢧࠊࢫ担当者会議ࡢ࡞実務

展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

展見学実習࣮ࣜࣇࣜࣂ

授業概要

到㐩目標

地域࡛生活ࡿࡍ人々ࡢ生活ୖ㞀害ࡿ࡞問題ࢆ解決ࠊࡋ生活機能向ୖ㈉献ࡿࡍⅭ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠕࠊ

ࡇࡿࡵ深ࢆ理解ࠊࡧい࡚学ࡘ役割ࠖࡢ理学療法士ࡢ࡚ࡋ担う୍員ࢆ地域་療ࠊ࡚ࡋ専門職ࡢンࣙࢩ

࡞ࣁン実計⏬書㸦་療機関࣭老健࣭通所ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡈ場面ࡢࢫࣅ࣮ࢧࠋࡿࡍ目標ࢆ

実務ࡢ理学療法士ࠊ࡞担当者会議ࢫࣅ࣮ࢧࠊࢫンࣞࣇン࢝ࠊࢫࣃ地域連携ࠊ意ྠㄝ明ࠊ作ᡂࡢ㸧

ࠊࡧ学ࢆ使い方選定ࡢ福祉用具࡚࣮ࢱンࢭ展や福祉用具࣮ࣜࣇࣜࣂࠋࡿࡵ深ࢆ理解ࡢ役割ࠊࡧ学ࢆ

最新ࡢ機器ࢆ体験࡞ࡿࡍࡋ報告会ࢆ行うࠊ࡚ࡋࢫࢡࢵࣆࢺࠊࡓࡲࠋ多職種ࡀ連携࡚ࡋ対応ࡿࡍ褥瘡࣭

嚥ୗ㞀害࣭ࢸ࣮ࢩンࠊࡆୖࡾྲྀࢆࡘ「ࡢࢢ理学療法士ࡀ専門性ࢆ発揮࡚ࡋ主࡚ࡋ関わࡿෆ容ࢆ理解ࠊࡋ

評価࣭入࡛ࡿࡁෆ容ࢆ理解ࢆ࣐࣮ࢸࡢࡽࢀࡇࠋࡿࡍ通ࠊ࡚ࡋ課題解決向ࡅ理学療法士ࡢ専門性ࢆ活

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀࡳ組ࡾྲྀࡓࡋ༠働ࠊࡋ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦鈴木美香㸭」回㸧ࡢࢫࣅ࣮ࢧ場面ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡈン実計⏬書㸦་療機関࣭老健࣭通所ࣜ࡞ࣁ

実務ࡢ理学療法士ࠊ࡞担当者会議ࢫࣅ࣮ࢧࠊࢫンࣞࣇン࢝ࠊࢫࣃ地域連携ࠊ意ྠㄝ明ࠊ作ᡂࡢ㸧

ࠋࡿࡍい࡚教授ࡘ

㸦川﨑浩子࣭』 鈴木美香ࠉ共ྠ㸭』回㸧࣮ࣜࣇࣜࣂ展見学実習ࡧࡼ࠾実習報告会

㸦川﨑浩子㸭㸵回㸧福祉用具ࡢ選定使い方ࠊ褥瘡ࡢ予防管理ࠊ誤嚥予防嚥ୗ㞀害対ࡿࡍ対応ࠊ

ࠋࡿࡍい࡚教授ࡘ適ྜ技術評価ࡢᗙ位姿勢ࢢンࢸ࣮ࢩ

DP3

ࢆ実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ理学療法学ࠉ

発揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

ෆ容

࣮ࢸࣜࣅࣁ訪問ࣜࠉ理学療法㸦護老人保健設ࡢࡈ場面ࡿࡍ提供ࢆࢫࣅ࣮ࢧ

ン㸧ࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ通所ࣜࠉンࣙࢩ

講義要目

科

目

担 当 教 員

地域理学療法学ϩ 必 川﨑浩子࣭鈴木美香 1 30
」ᖺ次

前期
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変更ᚋ

ʤリハビリテーション学部　理学療法学科ʥ

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 安田ࠉ孝志

第㸰回 安田ࠉ孝志

第㸱回 安田ࠉ孝志

第㸲回 安田ࠉ孝志

第㸳回 安田ࠉ孝志

第㸴回 安田ࠉ孝志

第㸵回 安田ࠉ孝志

第㸶回 安田ࠉ孝志

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ

担 当 教

員

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ論 必 安田ࠉ孝志 1 15
」ᖺ次

ᚋ期

講義

㞀ࡀい応ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡓࡌ実㸦実技㸧

授業概要

到㐩目標

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫࡢ活動関ࠊࡿࡍ歴史的࡞背景や文化ࢆ含ࠊࡵ㞀ࡀいࡢ理解ࠊ㞀ࡀい者ࡢ理解ࢆ深ࡿࡵ

人間ࡢ全࡚ࠊ࡚ࡋࡑࠋ行うࢆ講義い࡚体系的ࡘ歴史࣭思想，社会的࣭制ᗘ的観Ⅼ，指ᑟ方法，ࡵࡓ

ࢆい࡚理論ࡘ方ࡾᅾࡢ社会ࢶ࣮࣏ࢫࡢࡵࡓࡃい࡛ࢇ育ࢆ心身࡞健康ࠊࡳࡋ親いう文化ࢶ࣮࣏ࢫࡀ

学ぶࡓࡲࠋ，実㝿㞀ࡀい者ࡢ競技ࢆࢶ࣮࣏ࢫ紹ࡢࡑ，ࡋ㐨具や࣮ࣝࣝࡢ工夫，配慮項ࡘい࡚講義

ࠋࡿ得ࢆ知識ࡿࡁ活動࡛࡚ࡋ指ᑟ者ࢶ࣮࣏ࢫい者ࡀ㞀ࡢ地域，࡚ࡋࡑࠋ行うࢆ

DP4

地域ఫ民ࡢ健康࡛質ࡢ高い生活ࡢ維持࣭向ୖࠊࡵࡓࡢ理学療法士ࡢ特性ࢆ活ࡋ地域ࡀ抱えࡿ身体活動

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃᑟࢆ解決方法ࠊࡋ発見ࢆ課題ࡿࡍ関

DP5

理学療法関連ࡿࡍ他ศ㔝ࡢ専門的知識ࢆ修得ࠊࡋ地域ఫ民ࡢ身体活動関ࡿࡍ自ຓࠊ共ຓࢆ支援ࡓࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ応用創造的ࢆ理学療法ࠊࡋ連携多職種ࠊࡵ

ෆ容

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫࡢ指ᑟࡿࡅ࠾留意Ⅼ㸦競技特性ࡢㄝ明㸧

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫࡢ指ᑟࡿࡅ࠾留意Ⅼ㸦ࣜࢡࢫ管理㸧

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ歴史目的

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ意義

㸦公㈈㸧日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会公認ࠉ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ指ᑟ者制ᗘ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ概要

㞀ࡀい応ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡓࡌ工夫㸦実技㸧

ᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

備考

講義ෆ容関࡚ࡋ習ࠊࡋ興味ࡀあ࣐࣮ࢸࡿ関ࡿࡍ情報ࢆ検索ࡋ通ㄞࠋࡇࡿࡍ

ࠋࡇ運ぶࢆ足ࡅࡔࡿࡁ࡛現場ࡢࢶ࣮࣏ࢫい者ࡀ㞀ࠊ基ࢆෆ容ࡢࡑ

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会ࠉ編㸸㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ指ᑟ教ᮏࠉ初級࣭中級＜改訂∧㸼㸬ࠉ

配ᕸ資料㸦日ᮏ㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会ࠉ住５ෆࠉ資料室ෆ資料㸧

日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会㸸全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技規則㞟㸦解ㄝ㸧㸬㸦公㈈㸧日ᮏ㞀ࡀい者ࢫ

༠会ࢶ࣮࣏
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変更前

ʤリハビリテーション学部　理学療法学科ʥ

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 安田ࠉ孝志

第㸰回 安田ࠉ孝志

第㸱回 安田ࠉ孝志

第㸲回 安田ࠉ孝志

第㸳回 安田ࠉ孝志

第㸴回 安田ࠉ孝志

第㸵回 安田ࠉ孝志

第㸶回 安田ࠉ孝志

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

㞀ࡀい応ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡓࡌ工夫࣭実㸦実技㸧

備考

講義ෆ容関࡚ࡋ習ࠊࡋ興味ࡀあ࣐࣮ࢸࡿ関ࡿࡍ情報ࢆ検索ࡋ通ㄞࠋࡇࡿࡍ

ࠋࡇ運ぶࢆ足ࡅࡔࡿࡁ࡛現場ࡢࢶ࣮࣏ࢫい者ࡀ㞀ࠊ基ࢆෆ容ࡢࡑ

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会ࠉ編㸸㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ指ᑟ教ᮏࠉ初級࣭中級＜改訂∧㸼㸬ࡻࡂうࡏい

配ᕸ資料㸦日ᮏ㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会ࠉH５ෆࠉ資料室ෆ資料㸧

日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会㸸全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技規則㞟㸦解ㄝ付㸧㸬㸦公㈈㸧日ᮏ㞀ࡀい者ࢫ

༠会ࢶ࣮࣏

DP5

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ発揮ࢆ創造力࡚ࡅ向展開࡞ࡓ新ࠊࡵ深ࢆࡧ学ࡢศ㔝ࡢ他ࡿࡍ関連理学療法ࠉ

ෆ容

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫࡢ指ᑟࡿࡅ࠾留意Ⅼ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ概要

㞀ࡀい応ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡓࡌ工夫࣭実㸦実技㸧

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫࡢ指ᑟࡿࡅ࠾留意Ⅼ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ歴史目的意義

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ歴史目的意義

㸦公㈈㸧日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会公認ࠉ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ指ᑟ者制ᗘ

授業概要

到㐩目標

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫࡢ活動関ࠊࡿࡍ歴史的࡞背景や文化ࢆ含ࠊࡵ㞀ࡀいࡢ理解ࠊ㞀ࡀい者ࡢ理解ࢆ深ࡿࡵ

人間ࡢ全࡚ࠊ࡚ࡋࡑࠋ行うࢆ講義い࡚体系的ࡘ歴史࣭思想，社会的࣭制ᗘ的観Ⅼ，指ᑟ方法，ࡵࡓ

ࢆい࡚理論ࡘ方ࡾᅾࡢ社会ࢶ࣮࣏ࢫࡢࡵࡓࡃい࡛ࢇ育ࢆ心身࡞健康ࠊࡳࡋ親いう文化ࢶ࣮࣏ࢫࡀ

学ぶࡓࡲࠋ，実㝿㞀ࡀい者ࡢ競技ࢆࢶ࣮࣏ࢫ紹ࡢࡑ，ࡋ㐨具や࣮ࣝࣝࡢ工夫，配慮項ࡘい࡚講義

ࠋࡿ得ࢆ知識ࡿࡁ活動࡛࡚ࡋ指ᑟ者ࢶ࣮࣏ࢫい者ࡀ㞀ࡢ地域，࡚ࡋࡑࠋ行うࢆ

講義要目

科目

ྡ

担 当 教

員

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ論 選 安田ࠉ孝志 1 15
『ᖺ次

通ᖺ

講義
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸰回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸱回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸲回 大西ࠉ満

第㸳回 安田ࠉ孝志

第㸴回 安田ࠉ孝志

第㸵回 安田ࠉ孝志

第㸶回 安田ࠉ孝志

第㸷回 安田ࠉ孝志

第㸯㸮回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸯回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸰回 安田ࠉ孝志

第㸯㸱回 安田ࠉ孝志

第㸯㸲回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸳回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ実競技ࡢ詳細

講義要目

科目ྡ

担 当 教

員

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ論実

習

必

安田ࠉ孝志࣭大西ࠉ満࣭

ụ谷ࠉ㞞Ụ

1 30
『ᖺ次

前期

実習

授業概要

到㐩目標

㞀ࡀい者ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡢ振興ࢆᅗࡢࡑࠊࡾ健康ࡢ維持増進寄ࡵࡓࡿࡍ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫࡢ指ᑟ

㔜要ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡢ࡚ࡗい者ࡀ㞀ࡓࡲࠋࡿࡍ目的ࢆࡇࡿࡅࡘ身ࢆ技能知識࡞い࡚専門的ࡘ

性ࢆ再確認ࠊࡶࡿࡍ具体的ࢶ࣮࣏ࢫ࡞実習ࢆ通࡚ࡋ理学療法士ࡢࢶ࣮࣏ࢫ接Ⅼや関わࡘࡾ

い࡚学ぶࠋ㞀ࡀい者ࠊࡣࢶ࣮࣏ࢫ㞀ࡀいࡀあࡅࡔࢺࣄࡿ限ࡃ࡞ࡣ࡛ࢶ࣮࣏ࢫࡓࢀࡽ，誰࡛ࡶ参加࡛

ࡀࡽ学生自ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ場ࡿࡍ追求ࢆ可能性ࠊࡧ学ࢆࡇࡿあ࡛ࢶ࣮࣏ࢫࡓࢀࡉ適応うࡼࡿࡁ

㞀ࡀい者健常者ࡀ交流࡛ࢶ࣮࣏ࢫࡿࡁ大会ࢆ企⏬ࠊࡋ運営ࠊ࡛ࡇࡿࡍ応用力ࢆ養いࡾࡼࠊ高ᗘ࡞

想像力ࠊ実践力ࢆ育ࢆࡇࡴ目指ࠋࡍ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦安田ࠉ孝志㸭㸵回㸧

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࢆ㞀ࡀい者ࡢ交流ࢆ交え࡚ࠊ実技形式ࡢ演習ࢆ行

うࠋ

㸦ụ谷ࠉ㞞Ụ㸭㸵回㸧

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ実競技ࠊ㞀害༊ศࢆ講義形式࡛解ㄝࠋ

演ࡢ実技形式ࠊ交え࡚ࢆ交流ࡢい者ࡀ㞀ࢆ競技規則指ᑟ法ࡢ大会競技ࢶ࣮࣏ࢫ全国㞀害者ࠊࡓࡲ

習ࢆ行うࠋ

㸦大西ࠉ満㸭㸯回㸧

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ理念ࢆ講義形式࡛解ㄝࠋ

DP4

地域ఫ民ࡢ健康࡛質ࡢ高い生活ࡢ維持࣭向ୖࠊࡵࡓࡢ理学療法士ࡢ特性ࢆ活ࡋ地域ࡀ抱えࡿ身体

活動関ࡿࡍ課題ࢆ発見ࠊࡋ解決方法ࢆᑟࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃ

DP5

理学療法関連ࡿࡍ他ศ㔝ࡢ専門的知識ࢆ修得ࠊࡋ地域ఫ民ࡢ身体活動関ࡿࡍ自ຓࠊ共ຓࢆ支援ࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ応用創造的ࢆ理学療法ࠊࡋ連携多職種ࠊࡵࡓࡿ

ෆ容

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ実競技ࡢ紹

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法ࢩࠉンࠉࣟࢡ༟球

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ㞀害༊ศ

㞀ࡀい者ࡢࢶ࣮࣏ࢫ意義理念

㞀ࡀい者ࡢ交流

㞀ࡀい者ࡢ交流ࠉ最㔜ᗘ㞀ࡀい者ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡢ実㝿

最㔜ᗘ㞀ࡀい者ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡢ実㝿

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法ࠉ陸ୖ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ競技規則ࠉ陸ୖ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法ࠉ水泳

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ競技規則ࠉ水泳

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法ࠉ車い࣮ࣝ࣎ࢺࢵࢣࢫࣂࡍ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࠉ車いࠉ࣮ࣝ࣎ࢺࢵࢣࢫࣂࡍ༟球

日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会㸸全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技規則㞟㸦解ㄝ㸧㸬㸦公㈈㸧日ᮏ㞀ࡀい者

༠会ࢶ࣮࣏ࢫ

大西 前期㸸᭶ࠊ水16ࠉ㸸10～17㸸1』

安田 前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

ụ谷 前期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ競技規則ࢩࠉンࣟࢡ

備考

講義ෆ容関࡚ࡋ習ࠊࡋ興味ࡀあ࣐࣮ࢸࡿ関ࡿࡍ情報ࢆ検索ࡋ通ㄞࠋࡇࡿࡍ

ࠋࡇ運ぶࢆ足ࡅࡔࡿࡁ࡛現場ࡢࢶ࣮࣏ࢫい者ࡀ㞀ࠊ基ࢆෆ容ࡢࡑ

確認ࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会ࠉ編㸸㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ指ᑟ教ᮏࠉ初級࣭中級＜改訂∧㸼㸬ࡻࡂうࡏい

配ᕸ資料㸦日ᮏ㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会ࠉ住５ෆࠉ資料室ෆ資料㸧
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 ụ谷㞞Ụ

第㸰回 ụ谷㞞Ụ

第㸱回 ụ谷㞞Ụ

第㸲回 大西満

第㸳回 安田孝志

第㸴回 安田孝志

第㸵回 安田孝志

第㸶回 安田孝志

第㸷回 安田孝志

第㸯㸮回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸯回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸰回 安田孝志

第㸯㸱回 安田孝志

第㸯㸲回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸳回 ụ谷㞞Ụ

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࠉ車い࣮ࣝ࣎ࢺࢵࢣࢫࣂࡍ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࠉ車いࠉ࣮ࣝ࣎ࢺࢵࢣࢫࣂࡍ༟球

日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会㸸全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技規則㞟㸦解ㄝ付㸧㸬㸦公㈈㸧日ᮏ㞀ࡀい者

༠会ࢶ࣮࣏ࢫ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࢩࠉンࣟࢡ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࢩࠉンࠉࣟࢡ༟球

備考

講義ෆ容関࡚ࡋ習ࠊࡋ興味ࡀあ࣐࣮ࢸࡿ関ࡿࡍ情報ࢆ検索ࡋ通ㄞࠋࡇࡿࡍ

ࠋࡇ運ぶࢆ足ࡅࡔࡿࡁ࡛現場ࡢࢶ࣮࣏ࢫい者ࡀ㞀ࠊ基ࢆෆ容ࡢࡑ

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

日ᮏ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会ࠉ編㸸㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ指ᑟ教ᮏࠉ初級࣭中級＜改訂∧㸼㸬ࡻࡂうࡏい

配ᕸ資料㸦日ᮏ㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ༠会ࠉH５ෆࠉ資料室ෆ資料㸧

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࠉ陸ୖ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࠉ陸ୖ

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࠉ水泳

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࠉ水泳

演習

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ実競技

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ㞀害༊ศ

㞀ࡀい者ࡢࢶ࣮࣏ࢫ意義理念

㞀ࡀい者ࡢ交流

㞀ࡀい者ࡢ交流ࠉ最㔜ᗘ㞀ࡀい者ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡢ実㝿

最㔜ᗘ㞀ࡀい者ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡢ実㝿

授業概要

到㐩目標

㞀ࡀい者ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡢ振興ࢆᅗࡢࡑࠊࡾ健康ࡢ維持増進寄ࡵࡓࡿࡍ㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫࡢ指ᑟ

㔜要ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡢ࡚ࡗい者ࡀ㞀ࡓࡲࠋࡿࡍ目的ࢆࡇࡿࡅࡘ身ࢆ技能知識࡞い࡚専門的ࡘ

性ࢆ再確認ࠊࡶࡿࡍ具体的ࢶ࣮࣏ࢫ࡞実習ࢆ通࡚ࡋ理学療法士ࡢࢶ࣮࣏ࢫ接Ⅼや関わࡘࡾ

い࡚学ぶࠋ㞀ࡀい者ࠊࡣࢶ࣮࣏ࢫ㞀ࡀいࡀあࡅࡔࢺࣄࡿ限ࡃ࡞ࡣ࡛ࢶ࣮࣏ࢫࡓࢀࡽ，誰࡛ࡶ参加࡛

ࡀࡽ学生自ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ場ࡿࡍ追求ࢆ可能性ࠊࡧ学ࢆࡇࡿあ࡛ࢶ࣮࣏ࢫࡓࢀࡉ適応うࡼࡿࡁ

㞀ࡀい者健常者ࡀ交流࡛ࢶ࣮࣏ࢫࡿࡁ大会ࢆ企⏬ࠊࡋ運営ࠊ࡛ࡇࡿࡍ応用力ࢆ養いࡾࡼࠊ高ᗘ࡞

想像力ࠊ実践力ࢆ育ࢆࡇࡴ目指ࠋࡍ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦安田孝志㸭㸵回㸧

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会競技ࡢ指ᑟ法競技規則ࢆ㞀ࡀい者ࡢ交流ࢆ交え࡚ࠊ実技形式ࡢ演習ࢆ行

うࠋ

㸦ụ谷㞞Ụ㸭㸵回㸧

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ実競技ࠊ㞀害༊ศࢆ講義形式࡛解ㄝࠋ

演ࡢ実技形式ࠊ交え࡚ࢆ交流ࡢい者ࡀ㞀ࢆ競技規則指ᑟ法ࡢ大会競技ࢶ࣮࣏ࢫ全国㞀害者ࠊࡓࡲ

習ࢆ行うࠋ

㸦大西ࠉ満㸭㸯回㸧

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ理念ࢆ講義形式࡛解ㄝࠋ

DP5

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ発揮ࢆ創造力࡚ࡅ向展開࡞ࡓ新ࠊࡵ深ࢆࡧ学ࡢศ㔝ࡢ他ࡿࡍ関連理学療法ࠉ

ෆ容

全国㞀害者ࢶ࣮࣏ࢫ大会ࡢ実競技

講義要目

科

目

担 当 教

員

㞀ࡀい者ࢶ࣮࣏ࢫ論演

習

選 安田孝志ࠉ大西満ࠉụ谷㞞Ụ 1 30
『ᖺ次

通ᖺ
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸰回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸱回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸲回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸳回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸴回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸵回 鈴木ࠉ美香

第㸶回 鈴木ࠉ美香

第㸷回 鈴木ࠉ美香

第㸯㸮回 鈴木ࠉ美香

第㸯㸯回 鈴木ࠉ美香

第㸯㸰回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸱回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸲回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸳回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

健康維持ࡾྲྀࡢ組ࡳ

講義要目

科目ྡ

担 当 教

員

健康増進実践演習 選

ศ木࣭ࡳࡦࠉ

鈴木ࠉ美香࣭ụ谷ࠉ㞞Ụ

1 30
」ᖺ次

ᚋ期

演習

授業概要

到㐩目標

ࡵ深ࢆ理解ࡢࡵࡓࡿ送ࢆ生活ࡿ活力あ࡛豊࡚ࡌ通ࢆ生涯ࠊࡧ学ࢆ概念ࡢ健康ࠖࠕࠊ何ࡣ健康ࠖࠕ

い࡚理解ࡘ改善ࡢ生活習័ࡢ個人ࡢ飲酒等ࠊ禁煙ࠊ睡眠ࠊ食ࠊ運動ࡢࡵࡓࡿࡍ維持ࢆ生活࡞健康ࠋࡿ

体ࢆ活動等࣒࣮ࢤࠊ㔜課題ࠊ࣮ࢲやࣛࢳࢵࣞࢺࢫࠊࡽ体力測定算出ࡢ運動㔞ࡢ日常生活࡛ࠊࡵ深ࢆ

験ࠊࡋ体ࢆ動ࡋ健康ࢆ維持ࡿࡍ方法ࢆ学ぶࢆࡽࢀࡇࠋ踏ࡲえ࡚ࠊ健康増進関ࡿࡍṇࡋい知識ࢆ習得

ࡇࡿࡍ修得ࢆ知識技術うࡼࡿ行えࡀ過程ࡢ連୍ࡢ࡛ࡲ立案ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ運動ࡽ方法ࡢ健康教育ࠊࡋ

ࠋࡿࡍ目標ࢆ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦ศ木ࡳࡦࠉ㸭6回㸧

ᑠ児ࡽ高齢者࡛ࡲ広ࡃ生涯ࢆ通ࡓࡋ健康維持ࡢ概論ࡘい࡚教授ࠊࡋ健康࡞生活習័やࠊ運動㔞ࡢ算出方

法ࡽࡉࠊ生活習័病予防࡞へࡘࡾࡀ࡞ࡘࡢい࡚学習ࠋࡿࡍ

㸦鈴木ࠉ美香㸭』回㸧

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ立案ࡘい࡚学ࠊࡧ個ูࡢ運動実践ෆ容ࢆ学習ࡶࡿࡍ体験ࡋ方

法ࡘい࡚学習ࠋࡿࡍ

㸦ụ谷ࠉ㞞Ụ㸭『回㸧

㔜課題やࠊ࡞࣒࣮ࢤ複ྜ的࡞課題ࢆ用いࡘ࣒ࣛࢢࣟࣉࡓい࡚学習ࠊࡋ体験ࡋ方法ࡘい࡚学習ࡍ

ࠋࡿ

DP4

地域ఫ民ࡢ健康࡛質ࡢ高い生活ࡢ維持࣭向ୖࠊࡵࡓࡢ理学療法士ࡢ特性ࢆ活ࡋ地域ࡀ抱えࡿ身体活動

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃᑟࢆ解決方法ࠊࡋ発見ࢆ課題ࡿࡍ関

DP5

理学療法関連ࡿࡍ他ศ㔝ࡢ専門的知識ࢆ修得ࠊࡋ地域ఫ民ࡢ身体活動関ࡿࡍ自ຓࠊ共ຓࢆ支援ࡓࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ応用創造的ࢆ理学療法ࠊࡋ連携多職種ࠊࡵ

ෆ容

健康ࡢ概論

高齢者ࢆ対象ࡓࡋ健康維持࣒ࣛࢢࣟࣉ作ᡂ

健康生活習័

日常生活活動㔞ࠊ運動㔞ࡢ算出

日常生活活動㔞ࠊ運動㔞ࡢ算出ࡢ実㝿

健康࡙ࡢࡵࡓࡢࡾࡃ身体活動基準

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ立案

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動ࡢࡵࡓࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ評価

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ計⏬

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ作ᡂ

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ実践

高齢者ࢆ対象ࡓࡋ健康維持࣒ࣛࢢࣟࣉ立案及ࡧ評価

高齢者ࢆ対象ࡓࡋ健康維持࣒ࣛࢢࣟࣉ計⏬

ࡋ࡞

ụ谷 ᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

鈴木 ᚋ期㸸木16ࠉ㸸10～17㸸1』

ศ木 ᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

高齢者ࢆ対象ࡓࡋ健康維持࣒ࣛࢢࣟࣉ実践

備考

講義ᚋࡣ配ᕸ資料ࢆ中心要Ⅼࠊ࡞ࡿࡵࡲࢆ習ࢆ中心学習ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

授業ෆ課題ࠊ70％ࠉᑠ0％「ࠉࢺࢫࢸ

資料配ᕸ
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ศ木ࡳࡦ

第㸰回 ศ木ࡳࡦ

第㸱回 ศ木ࡳࡦ

第㸲回 ศ木ࡳࡦ

第㸳回 ศ木ࡳࡦ

第㸴回 ศ木ࡳࡦ

第㸵回 鈴木美香

第㸶回 鈴木美香

第㸷回 鈴木美香

第㸯㸮回 鈴木美香

第㸯㸯回 鈴木美香

第㸯㸰回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸱回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸲回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸳回 ụ谷㞞Ụ

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

高齢者ࢆ対象ࡓࡋ健康維持࣒ࣛࢢࣟࣉ

高齢者ࢆ対象ࡓࡋ健康維持࣒ࣛࢢࣟࣉ

高齢者ࢆ対象ࡓࡋ健康維持࣒ࣛࢢࣟࣉ

高齢者ࢆ対象ࡓࡋ健康維持࣒ࣛࢢࣟࣉ

備考

習ࢆ中心学習ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

授業ෆ課題ࠊ70％ࠉᑠ0％「ࠉࢺࢫࢸ

資料配ᕸ

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ

演習

健康維持ࡾྲྀࡢ組ࡳ

健康生活習័

日常生活活動㔞ࠊ運動㔞ࡢ算出

日常生活活動㔞ࠊ運動㔞ࡢ算出ࡢ実㝿

健康࡙ࡢࡵࡓࡢࡾࡃ身体活動基準

健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動࣒ࣛࢢࣟࣉ

授業概要

到㐩目標

ࡵ深ࢆ理解ࡢࡵࡓࡿ送ࢆ生活ࡿ活力あ࡛豊࡚ࡌ通ࢆ生涯ࠊࡧ学ࢆ概念ࡢ健康ࠖࠕࠊ何ࡣ健康ࠖࠕ

い࡚理解ࡘ改善ࡢ生活習័ࡢ個人ࡢ飲酒等ࠊ禁煙ࠊ睡眠ࠊ食ࠊ運動ࡢࡵࡓࡿࡍ維持ࢆ生活࡞健康ࠋࡿ

体ࢆ活動等࣒࣮ࢤࠊ㔜課題ࠊ࣮ࢲやࣛࢳࢵࣞࢺࢫࠊࡽ体力測定算出ࡢ運動㔞ࡢ日常生活࡛ࠊࡵ深ࢆ

験ࠊࡋ体ࢆ動ࡋ健康ࢆ維持ࡿࡍ方法ࢆ学ぶࢆࡽࢀࡇࠋ踏ࡲえ࡚ࠊ健康増進関ࡿࡍṇࡋい知識ࢆ習得

ࡇࡿࡍ修得ࢆ知識技術うࡼࡿ行えࡀ過程ࡢ連୍ࡢ࡛ࡲ立案ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ運動ࡽ方法ࡢ健康教育ࠊࡋ

ࠋࡿࡍ目的ࢆ

回『1ࠉ方式ࢫࣂࢽ࣒࢜

㸦ศ木ࠉࡳࡦ㸭6回㸧ᑠ児ࡽ高齢者࡛ࡲ広ࡃ生涯ࢆ通ࡓࡋ健康維持ࡢ概論ࡘい࡚教授ࠊࡋ健康࡞生活

習័やࠊ運動㔞ࡢ算出方法ࡽࡉࠊ生活習័病予防࡞へࡘࡾࡀ࡞ࡘࡢい࡚学習ࠋࡿࡍ

㸦鈴木美香ࠉ㸭』回㸧健康維持ࡢࡵࡓࡢ運動ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ立案ࡘい࡚学ࠊࡧ個ูࡢ運動実践ෆ容ࢆ学習

ࠋࡿࡍい࡚学習ࡘ方法ࡋ体験ࡶࡿࡍ

㸦ụ谷㞞Ụࠉ㸭『回㸧㔜課題やࠊ࡞࣒࣮ࢤ複ྜ的࡞課題ࢆ用いࡘ࣒ࣛࢢࣟࣉࡓい࡚学習ࠊࡋ体験ࡋ

方法ࡘい࡚学習ࠋࡿࡍ

DP5

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ発揮ࢆ創造力࡚ࡅ向展開࡞ࡓ新ࠊࡵ深ࢆࡧ学ࡢศ㔝ࡢ他ࡿࡍ関連理学療法ࠉ

ෆ容

健康ࡢ概論

講義要目

科

目

ྡ

担 当 教

員

健康増進実践演習Ϩ 選

ศ木࣭ࡳࡦ鈴木美香࣭ụ谷

㞞Ụ

1 30
『ᖺ次

通ᖺ
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸰回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸱回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸲回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸳回 ศ木ࡳࡦࠉ

第㸴回 鈴木ࠉ美香

第㸵回 鈴木ࠉ美香

第㸶回 鈴木ࠉ美香

第㸷回 鈴木ࠉ美香

第㸯㸮回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸯回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸰回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸱回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸲回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

第㸯㸳回 ụ谷ࠉ㞞Ụ

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

地域ఫ民ࢆ対象ࡓࡋ健康推進業ࡢ実㝿

講義要目

科目ྡ

担 当 教

員

健康増進実践実習 選

ศ木࣭ࡳࡦࠉ

鈴木ࠉ美香࣭ụ谷ࠉ㞞Ụ

1 30
」ᖺ次

ᚋ期

実習

授業概要

到㐩目標

体力測定論࡛学ࡔࢇ体力測定方法ࡧࡽ࡞ࠊ健康増進実践演習Ϩ࡛学ࡔࢇ健康増進関ࡿࡍ知識ࢆ用

いࠊ若ᖺ者ࡽ高齢者࡛ࡲ幅広いᖺ齢ᒙ対応࡛ࡿࡁ健康増進手法ࢆ実践࡛ࡼࡿࡁうࢆࢫ࣮ࢣࠊ通࡚ࡋ

行ࢆ体力測定実㝿ࠊ࡚ࡋ通ࢆࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢࠊ実技ࠊࡓࡲࠋࡿࡵ深ࢆい࡚知識ࡘ入方法等ࡢࡑ

いࡢࡑࠊ評価結果ࢆ用い࡚個々ࡢ活力あࡿ健康生活習័ࡀ維持࡛ࡼࡿࡁうࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞展開方法ࢆ学

方ࡢ地域ఫ民ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡵ深ࢆ知識࡞うࡼࡿࡁ還元࡛ࢆࡳ組ࡾྲྀࡿࡍ関健康増進地域ఫ民ࠊࡧ

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇ養うࢆ実践力࡛ࡇࡿࡍ運営ࠊࡋ⏬う企ࡼࡿࡁ実践࡛ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦ศ木ࡳࡦࠉ㸭』回㸧

東近Ụᕷࢆ࣮࣮࢝ࣆࢫࢺࢫࢤࡾࡼ招聘ࠊࡋ東近Ụᕷࡢ現状ࢆ紹いࠊࡁࡔࡓᚋ必要ࡾྲྀࡿࢀࡉ組ࡳ

ࠋࡿࡍい࡚学習ࡘ

ࠋࡿࡍい࡚学習ࡘ実践ෆ容࡛ࡇࡿࡍ体験ࡋい࡚紹ࡘ健康維持活動ࠊ࡛ࡲ高齢者ࡽᑠ児ࠉ

㸦鈴木ࠉ美香㸭『回㸧

仮想ࢆࢫ࣮ࢣ提示ࠊࡋ必要࡞体力測定入ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ計⏬ࣉ࣮ࣝࢢࠊࡋワ࣮ࡾࡼࢡ模擬体験ࢆ実

ࠋࡿࡍ

㸦ụ谷ࠉ㞞Ụ㸭6回㸧

地域ఫ民ࢆ対象健康増進ࢆ目的ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡋ企⏬ࠊࡋ実践࡚ࡵࡲࢆࡇࡓࡋ報告ࠋࡿࡍ

DP4

地域ఫ民ࡢ健康࡛質ࡢ高い生活ࡢ維持࣭向ୖࠊࡵࡓࡢ理学療法士ࡢ特性ࢆ活ࡋ地域ࡀ抱えࡿ身体活

動関ࡿࡍ課題ࢆ発見ࠊࡋ解決方法ࢆᑟࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃ

DP5

理学療法関連ࡿࡍ他ศ㔝ࡢ専門的知識ࢆ修得ࠊࡋ地域ఫ民ࡢ身体活動関ࡿࡍ自ຓࠊ共ຓࢆ支援ࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ応用創造的ࢆ理学療法ࠊࡋ連携多職種ࠊࡵࡓ

ෆ容

地域ఫ民ࢆ対象ࡓࡋ健康推進業ࡢ概要

地域ఫ民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬㸦護予防㸧

健康維持活動ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ紹

健康維持活動ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ体験

健康維持活動ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ計⏬

健康維持活動入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬㸦ᡂ人期㸧

健康維持活動入࣒ࣛࢢࣟࣉ模擬体験㸦ᡂ人期㸧

健康維持活動入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬㸦高齢期㸧

健康維持活動入࣒ࣛࢢࣟࣉ模擬体験㸦高齢期㸧

地域ఫ民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬㸦୍般高齢者㸧

地域ఫ民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ体験㸦୍般高齢者㸧

地域ఫ民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬㸦虚弱高齢者㸧

地域ఫ民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ体験㸦虚弱高齢者㸧

ࡋ࡞

ụ谷 ᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

鈴木 ᚋ期㸸木16ࠉ㸸10～17㸸1』

ศ木 ᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

地域ఫ民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ体験㸦護予防㸧

備考

次ࡢ講義ࡢ準備ࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹࣉ࣮ࣝࢢࡵࡓࡢンࢆ活発ࠊ授業時間外࡛ࡶ行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠋ

授業ෆ課題0『ࢺ࣮࣏ࣞࠊ0％『ࠉ％

資料配ᕸ
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ศ木ࡳࡦ

第㸰回 ศ木ࡳࡦ

第㸱回 ศ木ࡳࡦ

第㸲回 ศ木ࡳࡦ

第㸳回 ศ木ࡳࡦ

第㸴回 鈴木美香

第㸵回 鈴木美香

第㸶回 鈴木美香

第㸷回 鈴木美香

第㸯㸮回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸯回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸰回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸱回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸲回 ụ谷㞞Ụ

第㸯㸳回 ụ谷㞞Ụ

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

地域住民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬体験

地域住民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬体験

地域住民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬体験

地域住民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬体験

備考

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡗ行ࡶ授業時間外࡛ࠊ活発ࢆンࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹࣉ࣮ࣝࢢ

授業ෆ課題0『ࢺ࣮࣏ࣞࠊ0％『ࠉ％

資料配ᕸ

健康維持活動入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬模擬体験

健康維持活動入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬模擬体験

地域住民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬体験

地域住民ࢆ対象ࡓࡋ入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬体験

演習

地域住民ࢆ対象ࡓࡋ健康推進業ࡢ実㝿

健康維持活動ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ紹体験

健康維持活動ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ紹体験

健康維持活動ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ紹体験

健康維持活動入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬模擬体験

健康維持活動入࣒ࣛࢢࣟࣉ企⏬模擬体験

授業概要

到㐩目標

体力測定論࡛学ࡔࢇ体力測定方法ࡧࡽ࡞ࠊ健康増進実践演習Ϩ࡛学ࡔࢇ健康増進関ࡿࡍ知識ࢆ用

いࠊ若ᖺ者ࡽ高齢者࡛ࡲ幅広いᖺ齢ᒙ対応࡛ࡿࡁ健康増進手法ࢆ実践࡛ࡼࡿࡁうࢆࢫ࣮ࢣࠊ通࡚ࡋ

行ࢆ体力測定実㝿ࠊ࡚ࡋ通ࢆࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢࠊ実技ࠊࡓࡲࠋࡿࡵ深ࢆい࡚知識ࡘ入方法等ࡢࡑ

いࡢࡑࠊ評価結果ࢆ用い࡚個々ࡢ活力あࡿ健康生活習័ࡀ維持࡛ࡼࡿࡁうࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞展開方法ࢆ学

ࠋࡿࡵ深ࢆ知識࡞うࡼࡿࡁ還元࡛ࢆࡳ組ࡾྲྀࡿࡍ関健康増進地域住民ࠊࡧ

ࠋ養うࢆ実践力࡛ࡇࡿࡍ運営ࠊࡋ⏬う企ࡼࡿࡁ実践࡛ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ方ࡢ地域住民ࠊ࡚ࡋࡑ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦ศ木ࡳࡦ㸭』回㸧東近Ụᕷࢆ࣮࣮࢝ࣆࢫࢺࢫࢤࡾࡼ招聘ࠊࡋ東近Ụᕷࡢ現状ࢆ紹いࠊࡁࡔࡓᚋ必

要ࡾྲྀࡿࢀࡉ組ࡘࡳい࡚学習ࠋࡿࡍ

ࠋࡿࡍい࡚学習ࡘ実践ෆ容࡛ࡇࡿࡍ体験ࡋい࡚紹ࡘ健康維持活動ࠊ࡛ࡲ高齢者ࡽᑠ児ࠉ

㸦鈴木美香㸭『回㸧仮想ࢆࢫ࣮ࢣ提示ࠊࡋ必要࡞体力測定入ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ計⏬ࣉ࣮ࣝࢢࠊࡋワ࣮ࢡ

ࠋࡿࡍ実ࢆ模擬体験ࡾࡼ

㸦ụ谷㞞Ụ㸭6回㸧地域住民ࢆ対象健康増進ࢆ目的ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡋ企⏬ࠊࡋ実践ࡵࡲࢆࡇࡓࡋ

࡚報告ࠋࡿࡍ

DP5

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ発揮ࢆ創造力࡚ࡅ向展開࡞ࡓ新ࠊࡵ深ࢆࡧ学ࡢศ㔝ࡢ他ࡿࡍ関連理学療法ࠉ

ෆ容

地域住民ࢆ対象ࡓࡋ健康推進業ࡢ実㝿

講義要目

科

目

ྡ

担 当 教

員

健康増進実践演習ϩ 選

ศ木࣭ࡳࡦ鈴木美香࣭ụ谷

㞞Ụ

1 30
『ᖺ次

通ᖺ
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸰回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸱回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸲回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸳回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸴回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸵回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸶回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸷回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸮回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸯回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸰回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸱回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸲回 治郎丸ࠉ༟୕

第㸯㸳回 治郎丸ࠉ༟୕

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

ṇ常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦短距㞳走㸧

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

ࣛンࢽンࢽ࣮ࣞࢺࢢン

論ࢢ

選 治郎丸ࠉ༟୕ 2 30
」ᖺ次

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

ࡢ幅広い世௦ࡢ࡛ࡲ高齢者ࡽ子供ࠊやࡵࡓࡿࡏࡉ向ୖࢆࣝ࣋ࣞࢫン࣐࣮࢛ࣇࣃࢢンࢽンࣛࡀࢺ࣮ࣜࢫ

人ࣛࡀࡕࡓンࢽンࢆࢢ楽ࠊࡣࡵࡓࡴࡋ怪ᡃࡃࡋࢆいࣛンࢽン࡛࣒࣮࢛ࣇࢢ走ࡿ必要ࡀあࡢࡇࠋࡿ授業

ࢺ࡞うࡼࡢࠊࡋ理解ࡽ観Ⅼࡢࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࢆ࣒࣮࢛ࣇࢢンࢽいࣛンࡃࡋࢆ怪ᡃࠊࡣ目標ࡢ࡛

ࡍ目標ࢆࡇࡿࡍ理解ࢆࡿ࡞うࡼࡿࢀ走࡛࣒࣮࢛ࣇࢢンࢽンࣛ࡞うࡼࡢࡑࠊࡤࢀࡍࢆࢢンࢽ࣮ࣞ

ࡿࢀ走ࡃ㏿ࠊࡤࢀ走࡛࣒࣮࢛ࣇࢢンࢽンࣛ࡞うࡼࡢࠊࡶい࡚࠾ࢀࡎ長距㞳走いࠊ短距㞳走ࠊࡓࡲࠋࡿ

ࡿࢀ走࡛࣒࣮࢛ࣇࢢンࢽンࣛ࡞うࡼࡢࡑࡤ行えࢆࢢンࢽ࣮ࣞࢺ࡞うࡼࡢࠊࡧい࡚学ࡘࡢࡿ࡞うࡼ

ン࣐࣮࢛ࣇࣃࢢンࢽンࣛࠊࡣ授業࡛ࡢࡇࠊࡽࡉࠋࡿࡍ目標ࡢ授業ࡢࡇࡶࡇࡿࡍ理解ࢆࡿ࡞うࡼ

走ࠊ行いࡶ実技ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ講義ࠋ学ぶࡶい࡚ࡘ立࡚方ࡳ組ࡢ࣮ࣗࢽ࣓ࢢンࢽ࣮ࣞࢺࡢࡵࡓࡢ向ୖࢫ

ࠋࡿࡵ進ࡽࡀ࡞いࡽࡶ࡚ࡋ実感ࢆ㐪いࡢࡾ

DP5 

理学療法関連ࡿࡍ他ศ㔝ࡢ専門的知識ࢆ修得ࠊࡋ地域ఫ民ࡢ身体活動関ࡿࡍ自ຓࠊ共ຓࢆ支援ࡓࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ応用創造的ࢆ理学療法ࠊࡋ連携多職種ࠊࡵ

ෆ容

ࣛンࢽンࡘࢢい࡚

短距㞳走ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡅ࠾ンࡢ࣮ࣗࢽ࣓ࢢ組ࡳ立࡚

ṇ常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦長距㞳走㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害ࡢ原因ࡿ࡞異常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦体ᖿࠊ⫤関節㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害ࡢ原因ࡿ࡞異常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦大⭣ࠊ⭸㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害ࡢ原因ࡿ࡞異常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦ୗ⭣ࠊ足部㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ㸦体ᖿࠊ⫤関節㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ㸦大⭣ࠊ⭸㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ㸦ୗ⭣ࠊ足部㸧

短距㞳走࣐࣮࢛ࣇࣃࡿࡅ࠾ンࢫ向ୖࢽ࣮ࣞࢺࡢࡵࡓࡢンࢢ

短距㞳走࣐࣮࢛ࣇࣃࡿࡅ࠾ンࢫ向ୖ࣒࣮࢛ࣇࡢࡵࡓࡢ指ᑟ

長距㞳走࣐࣮࢛ࣇࣃࡿࡅ࠾ンࢫ向ୖࢽ࣮ࣞࢺࡢࡵࡓࡢンࢢ

長距㞳走࣐࣮࢛ࣇࣃࡿࡅ࠾ンࢫ向ୖ࣒࣮࢛ࣇࡢࡵࡓࡢ指ᑟ

ࣝ࢝ࢪ時田 ᖾ之輔 医編㞟)㸬࣓ࠊ(㸧㸸赤坂清和 医編㞟ࢳ࣮ࣟࣉ治療理学療法学㸦競技動作ࢶ࣮࣏ࢫ

社࣮ࣗࣅ

 ∧武藤芳照㸦編㞟㸧㸬金原出ࠊ第「∧㸸山ୗ敏彦㸦編㞟㸧ࠉンࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡢ傷害ࢶ࣮࣏ࢫ

積極的保Ꮡ療法―ࢶ࣮࣏ࢫ㞀害ࡢ評価治療㸸村ୖᡂ㐨ࠊ青木啓ᡂࠊ児玉 㞝㸬文ග堂

篠原美穂 医翻ࠊ(前河洋୍ 医監修ࠊ(医著 ࢬ࢚ࣝࢽࢲ࣭ࢡࢵࣕࢪ㸸࣑࣮࢛ࣛࣗࣇ࣭ࢢンࢽンࣛࡢࢬ࢚ࣝࢽࢲ

訳) 第」∧㸬ࢪ࣐࣭࣮࢞ࣝ࣎ࢫ࣮࣋ン社ࠉ

ࣛンࢽン࣐࣮࢛ࣇࣃࢢンࢆࢫ高ࢶ࣮࣏ࢫࡿࡵ動作ࡢ創造 医ࢶ࣮࣏ࢫ認知動作学ࡢ挑戦)㸸ᑠ林寛㐨㸬杏林書

院

ᚋ期㸸木16ࠉ㸸10～17㸸1』

長距㞳走ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡅ࠾ンࡢ࣮ࣗࢽ࣓ࢢ組ࡳ立࡚

備考

ᮏ授業࠾い࡚ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣ㞀害系理学療法学演習ࢶ࣮࣏ࢫࠊ㞀害応用論ࢶ࣮࣏ࢫࠊ㞀害応用論実習࡞

教科ࠊࡣ授業ᚋࠊࡓࡲࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨授業ࡽ࡚ࡋ習ࢆศ㔝ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞必要ࡀ理解ࡢศ㔝ࡢ

書ࠊ参考資料ࡢ見返ࠊࡋ要Ⅼ࡛ࡇࡿࡵࡲࢆ習ࡼࡿ࡞う進ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

配ᕸ資料
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 治郎丸༟୕

第㸰回 治郎丸༟୕

第㸱回 治郎丸༟୕

第㸲回 治郎丸༟୕

第㸳回 治郎丸༟୕

第㸴回 治郎丸༟୕

第㸵回 治郎丸༟୕

第㸶回 治郎丸༟୕

第㸷回 治郎丸༟୕

第㸯㸮回 治郎丸༟୕

第㸯㸯回 治郎丸༟୕

第㸯㸰回 治郎丸༟୕

第㸯㸱回 治郎丸༟୕

第㸯㸲回 治郎丸༟୕

第㸯㸳回 治郎丸༟୕

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

長距離走࣐࣮࢛ࣇࣃࡿࡅ࠾ンࢫ向ୖࢽ࣮ࣞࢺࡢࡵࡓࡢン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ

長距離走࣐࣮࢛ࣇࣃࡿࡅ࠾ンࢫ向ୖࢽ࣮ࣞࢺࡢࡵࡓࡢン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ

ࣝ࢝ࢪ時田 ᖾ之輔 医編㞟)㸬࣓ࠊ(㸧㸸赤坂清和 医編㞟ࢳ࣮ࣟࣉ治療理学療法学㸦競技動作ࢶ࣮࣏ࢫ

社࣮ࣗࣅ

 ∧武藤芳照㸦編㞟㸧㸬金原出ࠊ第「∧㸸山ୗ敏彦㸦編㞟㸧ࠉンࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡢ傷害ࢶ࣮࣏ࢫ

積極的保Ꮡ療法―ࢶ࣮࣏ࢫ㞀害ࡢ評価治療㸸村ୖᡂ㐨ࠊ青木啓ᡂࠊ児玉 㞝㸬文ග堂

篠原美穂 医翻ࠊ(前河洋୍ 医監修ࠊ(医著 ࢬ࢚ࣝࢽࢲ࣭ࢡࢵࣕࢪ㸸࣑࣮࢛ࣛࣗࣇ࣭ࢢンࢽンࣛࡢࢬ࢚ࣝࢽࢲ

訳) 第」∧㸬ࢪ࣐࣭࣮࢞ࣝ࣎ࢫ࣮࣋ン社ࠉ

ࣛンࢽン࣐࣮࢛ࣇࣃࢢンࢆࢫ高ࢶ࣮࣏ࢫࡿࡵ動作ࡢ創造 医ࢶ࣮࣏ࢫ認知動作学ࡢ挑戦)㸸ᑠ林寛㐨㸬杏林書

院

長距離走ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡅ࠾ンࡢ࣮ࣗࢽ࣓ࢢ組ࡳ立࡚

短距離走ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡅ࠾ンࡢ࣮ࣗࢽ࣓ࢢ組ࡳ立࡚

備考

ᮏ授業࠾い࡚ࢶ࣮࣏ࢫࠊࡣ㞀害系理学療法学演習ࢶ࣮࣏ࢫࠊ㞀害応用論ࢶ࣮࣏ࢫࠊ㞀害応用論実習࡞

教科ࠊࡣ授業ᚋࠊࡓࡲࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨授業ࡽ࡚ࡋ習ࢆศ㔝ࡢࡑࠋࡍࡲࡾ࡞必要ࡀ理解ࡢศ㔝ࡢ

書ࠊ参考資料ࡢ見返ࠊࡋ要Ⅼ࡛ࡇࡿࡵࡲࢆ習ࡼࡿ࡞う進ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

配ᕸ資料

ࣛンࢽンࢢ㞀害対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ㸦大⭣ࠊ⭸㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ㸦ୗ⭣ࠊ足部㸧

短距離走࣐࣮࢛ࣇࣃࡿࡅ࠾ンࢫ向ୖࢽ࣮ࣞࢺࡢࡵࡓࡢン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ

短距離走࣐࣮࢛ࣇࣃࡿࡅ࠾ンࢫ向ୖࢽ࣮ࣞࢺࡢࡵࡓࡢン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ

講義

ṇ常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦短距離走㸧

ṇ常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦長距離走㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害ࡢ原因ࡿ࡞異常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦体ᖿࠊ⫤関節㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害ࡢ原因ࡿ࡞異常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦大⭣ࠊ⭸㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害ࡢ原因ࡿ࡞異常ࣛ࡞ンࢽン࣒࣮࢛ࣇࢢ㸦ୗ⭣ࠊ足部㸧

ࣛンࢽンࢢ㞀害対ࢽ࣮ࣞࢺࡿࡍン࣒࣮࢛ࣇࢢ指ᑟ㸦体ᖿࠊ⫤関節㸧

授業概要

到㐩目標

ࡢ幅広い世௦ࡢ࡛ࡲ高齢者ࡽ子供ࠊやࡵࡓࡿࡏࡉ向ୖࢆࣝ࣋ࣞࢫン࣐࣮࢛ࣇࣃࢢンࢽンࣛࡀࢺ࣮ࣜࢫ

人ࣛࡀࡕࡓンࢽンࢆࢢ楽ࠊࡣࡵࡓࡴࡋ怪ᡃࡃࡋࢆいࣛンࢽン࡛࣒࣮࢛ࣇࢢ走ࡿ必要ࡀあࡢࡇࠋࡿ授業

ࢺ࡞うࡼࡢࠊࡋ理解ࡽ観Ⅼࡢࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࢆ࣒࣮࢛ࣇࢢンࢽいࣛンࡃࡋࢆ怪ᡃࠊࡣ目標ࡢ࡛

ࡍ目標ࢆࡇࡿࡍ理解ࢆࡿ࡞うࡼࡿࢀ走࡛࣒࣮࢛ࣇࢢンࢽンࣛ࡞うࡼࡢࡑࠊࡤࢀࡍࢆࢢンࢽ࣮ࣞ

ࡿࢀ走ࡃ㏿ࠊࡤࢀ走࡛࣒࣮࢛ࣇࢢンࢽンࣛ࡞うࡼࡢࠊࡶい࡚࠾ࢀࡎ長距離走いࠊ短距離走ࠊࡓࡲࠋࡿ

ࡿࢀ走࡛࣒࣮࢛ࣇࢢンࢽンࣛ࡞うࡼࡢࡑࡤ行えࢆࢢンࢽ࣮ࣞࢺ࡞うࡼࡢࠊࡧい࡚学ࡘࡢࡿ࡞うࡼ

ン࣐࣮࢛ࣇࣃࢢンࢽンࣛࠊࡣ授業࡛ࡢࡇࠊࡽࡉࠋࡿࡍ目標ࡢ授業ࡢࡇࡶࡇࡿࡍ理解ࢆࡿ࡞うࡼ

走ࠊ行いࡶ実技ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ講義ࠋ学ぶࡶい࡚ࡘ立࡚方ࡳ組ࡢ࣮ࣗࢽ࣓ࢢンࢽ࣮ࣞࢺࡢࡵࡓࡢ向ୖࢫ

ࠋࡿࡵ進ࡽࡀ࡞いࡽࡶ࡚ࡋ実感ࢆ㐪いࡢࡾ

DP5

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ発揮ࢆ創造力࡚ࡅ向展開࡞ࡓ新ࠊࡵ深ࢆࡧ学ࡢศ㔝ࡢ他ࡿࡍ関連理学療法ࠉ

ෆ容

ࣛンࢽンࡘࢢい࡚

講義要目

科

目

担 当 教 員

ࣛンࢽンࢽ࣮ࣞࢺࢢン

論ࢢ

選 治郎丸 ༟୕ 2 15
『ᖺ次

通ᖺ
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変更ᚋ

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 宇崎ࠉ孝

第㸰回 宇崎ࠉ孝

第㸱回 宇崎ࠉ孝

第㸲回 宇崎ࠉ孝

第㸳回 安田ࠉ孝志

第㸴回 安田ࠉ孝志

第㸵回 宇崎ࠉ孝

第㸶回 奥村ࠉ竜也

第㸷回 奥村ࠉ竜也

第㸯㸮回 奥村ࠉ竜也

第㸯㸯回 奥村ࠉ竜也

第㸯㸰回 奥村ࠉ竜也

第㸯㸱回 安田ࠉ孝志

第㸯㸲回 安田ࠉ孝志

第㸯㸳回 安田ࠉ孝志

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

各種ࢫンࢢศ析紹ࠉ効率ࡢ良いࢫンࢢ解ㄝ㸦ࢡࢵࣂࢡࢸࠉࢫࣞࢻ㸧

講義要目

科目ྡ

担 当 教

員

論ࢢンࢽ࣮ࣞࢺࣇࣝࢦ 選

宇崎ࠉ孝࣭安田ࠉ孝志࣭ࠉ

奥村ࠉ竜也

2 30
」ᖺ次

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

ࢫࣇࣝࢦࠊࡀࡔࢶ࣮࣏ࢫい࡞数少ࡿࡁ࡛ࡀࡇ行うࡶ࡚ࡗ࡞高齢ࡶ中࡛ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡿ数あࡣࣇࣝࢦ

予防ࡢ㞀害ࠊࡋศ析的ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࢆࢢンࢫࣇࣝࢦࠋい࡞ࡃ࡞少ࡶࡇࡿࡍࢆ怪ᡃ࡛ࢢン

ࡽศ析ࡢࢢンࢫࣇࣝࢦࠊࡣ講義࡛ࠋࡿ目標࡛あࡀࡇࡿ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ指ᑟࢢンࢫࡿࡁ࡛ࡀ

㞀害ࡢ発生機序ࢆ推測ࢽ࣮ࣞࢺࡋンࡢࢢ組ࡳ立࡚方法ࢆ解ㄝࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ実㝿自ࢫࣇࣝࢦࡽン

ࠋ行うࡶࢢンࢽ࣮ࣞࢺࠊࡽࡉࠊࡅࡘ身ࢆࢢンࢫいࡋṇࠊ行いࢆࢢ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦宇崎ࠉ孝㸭』回㸧

ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࠊࡽࡉࠋࡿࡍ解ㄝࢆࡢࡿࡍ発生ࡀ㞀害ࡐ࡞ࠊࡽ歴史的変化ࡢࢢンࢫࣇࣝࢦ

的ࠊ機能解剖学的効率ࡢ良いࢫࣇࣝࢦンࡼࡢࡣࢢうࢫ࡞ンࢆࡢ࡞ࢢ動⏬や演習࡚理解

ࠋࡿࡏࡉ

㸦安田ࠉ孝志㸭』回㸧

⭜ࠊ頸部ࡓࡲࠋ解ㄝࢆ理論ࢢンࢫࣇࣝࢦࠊࡢࡵࡓࡿࡍศ析的ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࢆࢢンࢫࣇࣝࢦ

部ࠊ⊫ୖࠊୗ⫥発生ࡋやࡍい疾患ࢆ紹ࢫࣇࣝࢦࠊࡋンࡢࢢศ析ࡽ㞀害ࡢ発生機序ࢆ推測ࢺࡋ

ࠋࡿࡍ解ㄝࢆ立࡚方法ࡳ組ࡢࢢンࢽ࣮ࣞ

㸦奥村ࠉ竜也㸭』回㸧

࢜ࢹࣅࠊࡁ基࡙理論ࢢンࢫࡢ最新ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ学習ࢆ基ᮏࡿࡍ関ࣇࣝࢦࡴ含ࢆࢢンࢫࣇࣝࢦ

ศ析ࡽ修ṇ方法ࢆ理解ࠋࡿࡍ

DP5 

理学療法関連ࡿࡍ他ศ㔝ࡢ専門的知識ࢆ修得ࠊࡋ地域ఫ民ࡢ身体活動関ࡿࡍ自ຓࠊ共ຓࢆ支援ࡍ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ応用創造的ࢆ理学療法ࠊࡋ連携多職種ࠊࡵࡓࡿ

ෆ容

効率ࡢ良いࢫンࡣࢢ㸦基ᮏࢥンࡢࢺࣉࢭㄝ明㸧

㸧ࢡࢵࣂࢡࢸ㸦ࢬࢧࢧࢡ࢚

各種ࢫンࢢศ析紹ࠉ効率ࡢ良いࢫンࢢ解ㄝ㸦ࢫࣈ࢜ࣉࢵࢺン࢘ࢲࠉࢢン

㸧ࢢンࢫ

௦表的࣮࢚ࣛ࡞原因

頸部ୖ⫥疾患

⭜部ୗ⫥疾患

身体機能評価

い࡚㸧ࡘ基ᮏ㸦㐨具ࡢࣇࣝࢦ

い࡚㸧ࡘ飛球ࠊ基ᮏ㸦構え方ࡢࣇࣝࢦ

ン前㸧ࢫࢵ動作ศ析㸦ࣞࢢンࢫࣇࣝࢦ

ンᚋ㸧ࢫࢵ動作ศ析㸦ࣞࢢンࢫࣇࣝࢦ

ᚋ㸧ࢬࢧࢧࢡ࢚動作ศ析㸦ࢢンࢫࣇࣝࢦ

㸧ࢫࣞࢻ㸦ࢬࢧࢧࢡ࢚

ࠉ

宇崎 ᚋ期㸸᭶16ࠉ㸸10～17㸸1』

安田ࠉᚋ期㸸水16ࠉ㸸10～17㸸1』

㸧ࢢンࢫン࢘ࢲ㸦ࢬࢧࢧࢡ࢚

備考

講義ෆ容関࡚ࡋ習ࠊࡋ興味ࡀあ࣐࣮ࢸࡿ関ࡿࡍ情報ࢆ検索ࡋ通ㄞࠋࡇࡿࡍ

ࠋࡇࡿࡍࢆ習࡞ࡿࡵࡲࢆ要Ⅼࡢ教科書ࡣ授業ᚋࡓࡲ

ᑠࢺࢫࢸ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

宇崎孝㸸違５９-／aたaそ教ᮏ
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変更前

㸦ࣜࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭選 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺ次 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方針

関連ࡢ

担当教員

第㸯回 宇崎孝

第㸰回 宇崎孝

第㸱回 宇崎孝

第㸲回 宇崎孝

第㸳回 安田孝志

第㸴回 安田孝志

第㸵回 宇崎孝

第㸶回 奥村竜也

第㸷回 奥村竜也

第㸯㸮回 奥村竜也

第㸯㸯回 奥村竜也

第㸯㸰回 奥村竜也

第㸯㸱回 安田孝志

第㸯㸲回 安田孝志

第㸯㸳回 安田孝志

授業時間௨外

いࡘ学習ࡢ

࡚

課題࣭評価方

法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

動作ศ析ࢢンࢫࣇࣝࢦ

㸯ࢬࢧࢧࢡ࢚

ࠉ

㸱ࢬࢧࢧࢡ࢚

㸰ࢬࢧࢧࢡ࢚

備考

講義ෆ容関࡚ࡋ習ࠊࡋ興味ࡀあ࣐࣮ࢸࡿ関ࡿࡍ情報ࢆ検索ࡋ通ㄞࠋࡇࡿࡍ

授業態ᗘ医10％)ࠊ定期試験医重0％)

宇崎孝㸸違５９-／aたaそ教ᮏ

基ᮏ㸯ࡢࣇࣝࢦ

基ᮏ㸰ࡢࣇࣝࢦ

動作ศ析ࢢンࢫࣇࣝࢦ

動作ศ析ࢢンࢫࣇࣝࢦ

講義

各種ࢫンࢢศ析紹ࠉ効率ࡢ良いࢫンࢢ解ㄝ

各種ࢫンࢢศ析紹ࠉ効率ࡢ良いࢫンࢢ解ㄝ

௦表的࣮࢚ࣛ࡞原因

頸部ୖ⫥疾患

⭜部ୗ⫥疾患

身体機能評価

授業概要

到㐩目標

ࢫࣇࣝࢦࠊࡀࡔࢶ࣮࣏ࢫい࡞数少ࡿࡁ࡛ࡀࡇ行うࡶ࡚ࡗ࡞高齢ࡶ中࡛ࡢࢶ࣮࣏ࢫࡿ数あࡣࣇࣝࢦ

予防ࡢ㞀害ࠊࡋศ析的ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࢆࢢンࢫࣇࣝࢦࠋい࡞ࡃ࡞少ࡶࡇࡿࡍࢆ怪ᡃ࡛ࢢン

ࡽศ析ࡢࢢンࢫࣇࣝࢦࠊࡣ講義࡛ࠋࡿ目標࡛あࡀࡇࡿ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ指ᑟࢢンࢫࡿࡁ࡛ࡀ

㞀害ࡢ発生機序ࢆ推測ࢽ࣮ࣞࢺࡋンࡢࢢ組ࡳ立࡚方法ࢆ解ㄝࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ実㝿自ࢫࣇࣝࢦࡽン

ࠋ行うࡶࢢンࢽ࣮ࣞࢺࠊࡽࡉࠊࡅࡘ身ࢆࢢンࢫいࡋṇࠊ行いࢆࢢ

㸦ࢫࣂࢽ࣒࢜方式㸭全1』回㸧

㸦宇崎孝㸭』回㸧

ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࠊࡽࡉࠋࡿࡍ解ㄝࢆࡢࡿࡍ発生ࡀ㞀害ࡐ࡞ࠊࡽ歴史的変化ࡢࢢンࢫࣇࣝࢦ

的ࠊ機能解剖学的効率ࡢ良いࢫࣇࣝࢦンࡼࡢࡣࢢうࢫ࡞ンࢆࡢ࡞ࢢ動⏬や演習࡚理解

ࠋࡿࡏࡉ

㸦安田孝志㸭』回㸧

⭜ࠊ頸部ࡓࡲࠋ解ㄝࢆ理論ࢢンࢫࣇࣝࢦࠊࡢࡵࡓࡿࡍศ析的ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࢆࢢンࢫࣇࣝࢦ

部ࠊ⊫ୖࠊୗ⫥発生ࡋやࡍい疾患ࢆ紹ࢫࣇࣝࢦࠊࡋンࡢࢢศ析ࡽ㞀害ࡢ発生機序ࢆ推測ࢺࡋ

ࠋࡿࡍ解ㄝࢆ立࡚方法ࡳ組ࡢࢢンࢽ࣮ࣞ

㸦奥村竜也㸭』回㸧

࢜ࢹࣅࠊࡁ基࡙理論ࢢンࢫࡢ最新ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ学習ࢆ基ᮏࡿࡍ関ࣇࣝࢦࡴ含ࢆࢢンࢫࣇࣝࢦ

ศ析ࡽ修ṇ方法ࢆ理解ࠋࡿࡍ

DP5

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ発揮ࢆ創造力࡚ࡅ向展開࡞ࡓ新ࠊࡵ深ࢆࡧ学ࡢศ㔝ࡢ他ࡿࡍ関連理学療法ࠉ

ෆ容

効率ࡢ良いࢫンࡣࢢ㸦基ᮏࢥンࡢࢺࣉࢭㄝ明㸧

講義要目

科

目

担 当 教

員

論ࢢンࢽ࣮ࣞࢺࣇࣝࢦ 選

宇崎孝ࠉ安田孝志ࠉ奥村竜

也

2 30
『ᖺ次

通ᖺ
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 安部ࠉ征哉

第㸰回 安部ࠉ征哉

第㸱回 安部ࠉ征哉

第㸲回 安部ࠉ征哉

第㸳回 安部ࠉ征哉

第㸴回 安部ࠉ征哉

第㸵回 安部ࠉ征哉

第㸶回 安部ࠉ征哉

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

学ࡢࡧ基┙ 必 安部ࠉ征哉 1 15
1ᖺḟ

前期

講義

課題Ⓨ表࣭ࡵࡲ㸦ᚋ半ࡢ学生ࡢⓎ表㸧

授業概要

到㐩目標

専門職大学࡛ࠕࡢ学ࢆࠖࡧ考え㸪基ᮏ的࡞学ࡧ方㸦ࣝ࢟ࢫ࣭ࢡࢵ࣑ࢹ࢝㸧ࢆ習得ࢆࡇࡿࡍ目的

学ぶ中ࢆ方法ࡢࡑࠊࡉ大ษࡢࡇ学ぶ㸪大学࡛自ᚊ的ࡶࡿࡍ理解ࢆ教育内容ࡢ各学科ࠋࡿࡍ

ࡧ検索㸪ㄞ解及ࡢ情報や文献ࡓࡌ応方㸦課題ࡧ学࡞㸪基ᮏ的ࡅࡘࢆࡋ見通学習過程ࡢᖺ間』ࠊ࡛

内容ࡢ要約㸪ࣞࢪュ࣓やࣞࡢࢺ࣮࣏記述㸪プࣞࢩ࣮ࢸࣥࢮョࣥ等ࡢⓎ表㸪ࢩࢵ࢝ࢫࢹョࣥ等㸧ࢆ習

得ࠕࠋࡿࡍ授業ࠕ࣐࣮ࠖࢸࡢ授業ࡢ概要ࠖࠕ授業ࡢ目的࣭ࡽࡡいࠖࢆ踏ࡲえࡼࡢࠊう予習習ࡋ

࡚いࢆࡢࡃ学習ࠋࡿࡍ到㐩目標ࠊࡣ࡚ࡋձ大学࡛自ᚊ的学ぶࡢࡇ心構えࡕࡶࢆ㸪学ぶ㐨筋ࢆ

立࡚ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿղ自身ࡢ力࡛課題応ࡓࡌ情報や文献ࢆ検索ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍճ情報や文献

࡛ࡀࡇࡿࡍ作成ࢆࢺ࣮࣏ュ࣓やࣞࢪࣞࡓࡋ意識ࢆմ構成ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ要約ࢆ内容࡚ࡋㄞ解ࢆ

ࠋࡿࡁ

）５㸯

幅広い教ࠊ倫理観人間性࡞豊ࡿࡍ大ษࢆࡾ㛵わࡢ地域住民ࠊࡧ尊ࢆ生࡚ࡋ作業療法士ࠉ

養ࢆ᭷ࠊࡋ自覚責任࡚ࡗࡶࢆ行動ࠊࡋ生涯学ࡧ続ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅ

内容

大学࡛ࡢ学ࡣࡧ

大学࡛学ぶࡵࡓ必要ࡣࣝ࢟ࢫ࡞

情報࣮ࣜࢩࣛࢸ

ョࣥࢩ࣮ࢸࣥࢮプ࣮ࣞࢱࢫ࣏

学習࣮ࠉࣝࢱࢫ学習࣭ࣝ࢟ࢫ学習感࣭学習動機࣮

記憶࣭ࣝ࢟ࢫࡢ箇条書ࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺࡁ

課題Ⓨ表࣭ࡵࡲ。Ⓨ表者ࢆ㸰ࡘศࡓࡅ前半ࡢ学生ࡢⓎ表㸧

前期㸸火1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

備考

予習㸸ḟ回ࡢ授業範囲ࡘい࡚前調࣭考えࡇࡃ࠾࡚ࡵࡲࢆ

習㸸毎回ࡢ授業ࢆ振ࡾ返ࠊࡾ資料や࣭ࢺ࣮ࣀ考えࢆ整理ࡇࡃ࠾࡚ࡋ

Ⓨ表㸦監0財㸧ࠊ提出物㸦監0％㸧

特指定࡞ࡋいࠋ㸦必要࡞資料ࠊ教ᮦࡣ授業ࡢ㐍行あわ࡚ࡏ配布ࡿࡍ㸧

特指定࡞ࡋいࠋ

1



変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 安部ࠉ征哉

第㸰回 安部ࠉ征哉

第㸱回 安部ࠉ征哉

第㸲回 安部ࠉ征哉

第㸳回 安部ࠉ征哉

第㸴回 安部ࠉ征哉

第㸵回 安部ࠉ征哉

第㸶回 安部ࠉ征哉

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

授業概要

到㐩目標

 専門職大学࡛ࠕࡢ学ࢆࠖࡧ考え㸪基ᮏ的࡞学ࡧ方㸦ࣝ࢟ࢫ࣭ࢡࢵ࣑ࢹ࢝㸧ࢆ習得ࢆࡇࡿࡍ目的

学ぶࢆ方法ࡢࡑࠊࡉ大ษࡢࡇ学ぶ㸪大学࡛自ᚊ的ࡶࡿࡍ理解ࢆ教育内容ࡢ各学科ࠋࡿࡍ

中࡛ࠊ『ᖺ間ࡢ学習過程見通ࡅࡘࢆࡋ㸪基ᮏ的࡞学ࡧ方㸦課題応ࡓࡌ情報や文献ࡢ検索㸪ㄞ解及

ࢆョン等㸧ࢩࢵ࢝ࢫࢹⓎ表㸪ࡢョン等ࢩ࣮ࢸンࢮ記述㸪プࣞࡢࢺ࣮࣏ュ࣓やࣞࢪ要約㸪ࣞࡢ内容ࡧ

習得ࠕࠋࡿࡍ授業ࠕ࣐࣮ࠖࢸࡢ授業ࡢ概要ࠖࠕ授業ࡢ目的࣭ࡽࡡいࠖࢆ踏ࡲえࡼࡢࠊう予習習

㸪学ぶ㐨筋ࡕࡶࢆ心構えࡢࡇ学ぶձ大学࡛自ᚊ的ࠊࡣ࡚ࡋ到㐩目標ࠋࡿࡍ学習ࢆࡢࡃい࡚ࡋ

ճ情報や文ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ検索ࢆ情報や文献ࡓࡌ応力࡛課題ࡢղ自身ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ立࡚ࢆ

献ࢆㄞ解࡚ࡋ内容ࢆ要約ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍմ構ᡂࢆ意識ࢪࣞࡓࡋュ࣓やࣞࢆࢺ࣮࣏作ᡂࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡁ࡛

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

学ࡢࡧ基┙ 必 安部ࠉ征哉 1 15
1ᖺḟ

前期

講義

DP1

 生ࢆ尊ࠊࡧ人ࡢ関わࢆࡾ大ษࡿࡍ豊࡞人間性幅広い教養ࢆ᭷ࠊࡋ医療専門職ࡢ࡚ࡋ自

覚責任࡚ࡗࡶࢆ行動ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

大学࡛ࡢ学ࡣࡧ

記憶࣭ࣝ࢟ࢫࡢ箇条書ࢽ࣮ࣞࢺࡁンࢢ

課題Ⓨ表࣭ࡵࡲ㸯

大学࡛学ぶࡵࡓ必要ࡣࣝ࢟ࢫ࡞

情報࣮ࣜࢩࣛࢸ

ョンࢩ࣮ࢸンࢮプ࣮ࣞࢱࢫ࣏

学習࣮ࠉࣝࢱࢫ学習࣭ࣝ࢟ࢫ学習感࣭学習動機࣮

課題Ⓨ表࣭ࡵࡲ㸰

備考

予習㸸ḟ回ࡢ授業範ᅖࡘい࡚前調࣭考えࠋࡇࡃ࠾࡚ࡵࡲࢆ

習㸸毎回ࡢ授業ࢆ振ࡾ返ࠊࡾ資料や࣭ࢺ࣮ࣀ考えࢆ整理ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ

Ⓨ表㸦監0%㸧ࠊ提出物㸦監0％㸧

特指定࡞ࡋいࠋ㸦必要࡞資料ࠊ教ᮦࡣ授業ࡢ㐍行あわ࡚ࡏ配布ࡿࡍ㸧

特指定࡞ࡋいࠋ

2



変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 木ᮧࠉ裕樹

第㸰回 木ᮧࠉ裕樹

第㸱回 木ᮧࠉ裕樹

第㸲回 木ᮧࠉ裕樹

第㸳回 木ᮧࠉ裕樹

第㸴回 木ᮧࠉ裕樹

第㸵回 木ᮧࠉ裕樹

第㸶回 木ᮧࠉ裕樹

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

備考

日ᮏࡢ職人ࡾྲྀ࡛ࢹ࣓ࢫ࣐ࡣあࡿࢀࡽࡆ機会ࡢ多い存ᅾ࡛ࠋࡍᮏや雑ㄅࠊ新聞ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠊ記

ࠊ映画ࠊࡋࢡࢵ࢙ࢳࡵࡲࡇࢆ࡞情報集ࡉࡔࡃ࡚ࡵࡘいࠋ博物館や美術館ࡢ展示ࠊあࡿいࡣ

ⓒ貨店ࡢ見学ࡶ役立ࠋࡍࡲࡕ

授業時指示ࡿࡍ課題㸦」0％㸧やࣞࢺ࣮࣏㸦】0％㸧ࡢ積極的ࠊࢆࡳࡃࡾྲྀ࡞評価ࡢ基準ࠋࡍࡲࡋ

使用࡞ࡋいࠋ

遠藤元男ࣦࠗࢪュࣝ史料日ᮏ職人史࠘㸦1～『㸧雄山㛶ࠋ大高洋司࣭大久保純一࣭ᑠ島㐨裕編ࠗ鍬形

蕙斎画 近世職人ᑾ絵詞―江戸ࡢ職人風俗ࢆㄞࡳ解࠘ࡃ勉誠出∧ࠋⓑ洲ṇ子ࠗࢀࡃ㔛࠘新潮社ࡢࡑࠋ

ࠊ講義時適宜ࠊ紹ࠋࡿࡍ

職人いう生ࡁ方教育㸦㸰㸧㸸ࢶ࣮࣏ࢫ職人

授業概要

到㐩目標

࠙授業概要ࠚ

日ᮏࡢ職人ࡣ༢生計活動ࢆ営࡞ࡶࢆࢪ࣮࣓࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡴう存ᅾ࡛ࠕࠋࡍ職人ࠖい

う言葉ࡣ熟練や生ࡁ方いࡓࡗ意味ࡶ込࡚ࢀࡽࡵいࠋࡍࡲᮏ授業࡛ࡣ日ᮏࡢ職人ࡢ歴史ࢆ通ࠊ࡚ࡋ現

௦日ᮏࡢ職人文化ࡘい࡚学ࡢࡑࠋࡍࡲࡧ㝿ࠊල体的࡞職人ࡢ例ࡃࠊ࡚ࡋ近江㸦滋賀┴㸧ゆ

絵画資料ࡓࡋ題ᮦࢆ職人ࠊࡣ授業࡛ࠊ࠾࡞ࠋࡍࡲࡆあࡾྲྀࢆ鋳物師木地屋㸦木地師㸧ࠊ深いࡢࡾ

や映像作品ࡢ視聴ࢪࣅࡅࡔࡿࡁ࡛ࠊ࡚ࡋ࠾ࢆュࣝ㐍ࠋࡍࡲࡵ

࠙到㐩目標ࠚ

㸦㸯㸧日ᮏࡢ職人ࡢ特質ࡘい࡚理解ࠋࡿࡍ 

㸦㸰㸧日ᮏࡢ職人ࢪ࣮࣓ࡢ実態ࡘい࡚理解ࠋࡿࡍ 

㸦㸱㸧日ᮏࡢ職人ྠࡿࡄࡵࢆ時௦的࡞社会背景ࡘい࡚理解ࠋࡿࡍ

DP1

自覚ࡢ࡚ࡋ医療専門職ࠊࡋ᭷ࢆ幅広い教養人間性࡞豊ࡿࡍ大ษࢆࡾ㛵わࡢ人ࠊࡧ尊ࢆ生ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ行動࡚ࡗࡶࢆ責任

内容

職人ࠖࠕࡋࡽ暮ࡢ現௦ࠊࢫࣥࢲ࢞㸸何ࡣ職人ࠖࠕ

㔞産手ࠊ産ྡࠊ出職居職ࠊ職人集団ࠊ職人ࠖ概念ࠕ歴史㸸ࡢ職人ࠖࠕ

現௦ࡢ職人ࡿࡄࡵࢆ制ᗘ㸸伝統的工芸品産業ࡢ振興ࠊ文化㈈保護行政

近江ࡢ木地屋㸦㸯㸧㸸職祖伝ᢎⓎ祥地ࠊ轆轤

近江ࡢ木地屋㸦㸰㸧㸸漆器産地木地屋

近江ࡢ鋳物師

職人いう生ࡁ方教育㸦㸯㸧㸸料理職人

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

日ᮏࡢ伝統文化 㑅 1 15
㸯ᖺḟ

前期

講義木ᮧࠉ裕樹

3



変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ理学療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 稲葉隆㐨

第㸰回 稲葉隆㐨

第㸱回 ศ木ࡳࡦ

第㸲回 ศ木ࡳࡦ

第㸳回 砂川勇

第㸴回 砂川勇

第㸵回 砂川勇

第㸶回 砂川勇

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

備考

授業内課題ࠉ監0％ࢺ࣮࣏ࣞࠊ課題ࠉ監0％

配布資料

求ࢆࢺࢫࣆࣛࢭࡿࢀࡽࡵ目指࡚ࡋ

授業概要

到㐩目標

医療ᚑ者ࠊࡣ生わࡿ㔜大࡞場面直面ࡀࡇࡿࡍあࡼࡢࠋࡿう࡞状況࠾い࡚ࠊࡶ常

冷静࡛個人ࡢ感情ࡣᕥྑ࡞ࢀࡉい強い精神力ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࡢࡇࠋࡿ冷静࡞精神力ࡢ育ᡂࠊ生

ࡾࡼ྿奏ࡢ経験࣭尺ඵࡢ講話࣭茶㐨ࡢ僧侶ࠊࡵࡓࡿࡣࢆ精神統一࡞冷静ࡓࡋ᰿底ࢆࡉ大ษࡢ

精神統一ࡿࡍࢆ手段ࢆ習得ࠋࡿࡍ

㸶回ࠉࠉ方式ࢫࣂࢽ࣒࢜

㸦稲葉隆㐨㸭㸰回㸧

一ࡢࡘ相ࡔࡇわ࡞ࡽい無相ࠋ一処࡞ࡽࡲい無住ࠋ一ࡢࡘ思い࡞ࡽࡼࡓい無念ࡢ心境ࢆ禅

定ࠊࡧ仏ࡢ心࡛ࡇࡢあࠊࡾ医療人࡚ࡋ最ࡶ必要࡞仏ࡢ心ࢆ生ࡢ大ษࢆࡉ通࡚ࡋ学ぶࠋ

㸦砂川勇㸭㸲回㸧

医療人࡚ࡋ大ษࠊࡣࡇ࡞いࡿ࡞場面࠾い࡚ࡶ現状ࢆ直視ࠊࡋ冷静ุ断ࡢࡇࠊ࡛ࡇࡿࡍ冷

静ࢆࡉ体得ࠊࡵࡓࡿࡍ尺ඵࡢ音色ࢆ感ࡌ心ࢆ静ࠊࡵ精神統一ࢆᅗࢆࡇࡿ学ぶࠋ

㸦ศ木ࡳࡦ㸭㸰回㸧茶㐨ࢆ通ࡋ季節ࢆ感ࡽࡀ࡞ࡌ気持ࢆࡕษࡾ替えࠊ精神的ࢫࣞࢺࢫ࡞解消法ࡢ一

ࠋう学ぶࡼࡿ࡞ࡘ

DP1

自ࡢ࡚ࡋ医療専門職ࠊࡋ᭷ࢆ幅広い教養人間性࡞豊ࡿࡍ大ษࢆࡾ関わࡢ人ࠊࡧ尊ࢆ生ࠉ

覚責任࡚ࡗࡶࢆ行動ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

ࡢ大ษࢆࡉ再ᗘ考え࡚ࡼࡳう

職業倫理学ぶ人生ࡾࡼ生ⱞࠖࠕ

茶㐨ࡢᡂࡾ立ࡕ

喫茶ࡢᡤ作経験

理学療法士࡚ࡗ࡞半世紀

㸯ᖺḟ

前期

講義

尺ඵࡢ製作㸦塩ࣅ管ࡿࡼ尺ඵࡢ製作㸧

精神統一音色

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

日ᮏࡢ伝統文化 㑅

稲葉隆㐨࣭砂川勇࣭ศ木ࡦ

ࡳ

1 15

4



変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰回 細胞学総論㸦人体ࢆ構成ࡿࡍ最ᑠ༢位ࡢ構造機能ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸲回 㔝⏣ࠉ亨

第㸳回 骨学総論㸦ࡀࢺࣄᮏ足࡛立ࠊࡕ動ࡣࡵࡓࡃ健康࡞骨ࡀ必要㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸴回 骨学総論㸦ࡀࢺࣄᮏ足࡛立ࠊࡕ動ࡣࡵࡓࡃ健康࡞骨ࡀ必要ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸵回 骨学各論 㸦頭蓋骨ࠊ脊柱㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸶回 骨学各論 㸦頭蓋骨ࠊ脊柱ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸮回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸰回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸲回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸳回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸴回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸵回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸶回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸮回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸰回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸲回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸳回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸴回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸵回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸶回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸱㸮回 㔝⏣ࠉ亨

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

組織学総論㸦ཷ精卵ࡽศ化ࡓࡋ細胞ࡢ社会ࡢ࡚ࡋ組織ࠊ器ᐁ࡚ࡋࡑࠊ個体ࠉࠉࠊ

㸧ࢺࢫࢸᑠࠉࠉࠉࠉࠉ

㛵節学総論㸦複数ࡢ骨ࡽࡾࡀ࡞ࡘࡢ様々࡞㐠動ࡀ生ࠊࡿࡌᑠࢺࢫࢸ㸧

予習㸸前教科書や配布資料目ࡇࡃ࠾࡚ࡋ࠾ࢆ

習㸸各回ࡢ授業内容࡚ࡵࡲࢆ知識ࡢ整理ࡇࡿࡍࢆ

講義ࠊ演習10ࢀࡒࢀࡑ回௨ୖࡢ出席ࠊ演習課題提出ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

ᑠࢺࢫࢸ㸱㸮Ⅼࠊ期ᮎ試験㸵㸮Ⅼྜࢆ計ࠊࡋ㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

㔝ᮧ編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ医学書院

坂井ࡽ訳ࠕプ࣓ࣟࢫ࢘ࢸ解剖学ࠖࢫࣛࢺ ࢥ第㸰∧医学書院

༡江堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢ࣮ࣥࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

㛵節学各論 㸦ୗ⫥ࡢ㛵節ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

骨学各論 㸦胸郭ୖࠊ⫥㸧

骨学各論㸦胸郭ࠊ⊫ୖࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

骨学各論 ࠉ㸦ୗ⫥㸧

骨学各論ࠉ㸦ୗ⫥ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

㛵節学総論㸦複数ࡢ骨ࡽࡾࡀ࡞ࡘࡢ様々࡞㐠動ࡀ生ࡿࡌ㸧

㛵節学各論 㸦頭蓋ࠊ脊柱ࠊ胸郭ࡢ㛵節㸧

㛵節学各論 㸦頭蓋ࠊ脊柱ࠊ胸郭ࡢ㛵節ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

㛵節学各論 㸦ୖ⫥ࡢ㛵節㸧

㛵節学各論 㸦ୖ⫥ࡢ㛵節ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

㛵節学各論 㸦ୗ⫥ࡢ㛵節㸧

前期㸸火1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ木ࠉࠉࠉ

筋学各論 㸦ୖ⫥ࡢ筋㸧

筋学各論 㸦ୖ⫥ࡢ筋ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

筋学各論 㸦ୗ⫥ࡢ筋㸧

筋学各論 㸦ୗ⫥ࡢ筋ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

備考

筋学総論㸦筋ࡢ種類筋縮࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢ㸧

筋学総論㸦筋ࡢ種類筋縮ࠊ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢᑠࢺࢫࢸ㸧

筋学各論 㸦頭頸部ࡢ筋㸧

筋学各論 㸦頭頸部ࡢ筋ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

筋学各論 㸦脊柱ࠊ胸郭ࡢ筋㸧

筋学各論 㸦脊柱ࠊ胸郭ࡢ筋ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧

組織学総論㸦ཷ精卵ࡽศ化ࡓࡋ細胞ࡢ社会ࡢ࡚ࡋ組織ࠊ器ᐁ࡚ࡋࡑࠊ個体㸧

講義要目

科目ྡ 担当教員

解剖学Ϩ 必 㔝⏣ࠉ亨 2 60
1ᖺḟ

前期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学Ϩ࡛ࠊࡣ人体ࢆ構成ࡿࡍ細胞ࠊ組織ࠊ器ᐁࡀ㝵ᒙ性ࢆ持࡚ࡗいࢆࡇࡿ理解ࠊ࡛ୖࡓࡋ骨学ࠊ㛵

節学ࠊ筋学ࡘい࡚ࡢ基礎的࡞知識ࢆ習得ࡢࡽࢀࡑ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ知識ࢆ統ྜࠊࡋ身体ࡢ㐠動ࢆㄝ明࡛ࡁ

ࡽ骨学総論ࠊ解剖学総論ࡢ࡞Ⓨ生構成ࡢ解剖学用語や人体ࡢ人体ࠊࡣ内容ࠋࡿ࡞目標ࡀࡇࡿ

頭蓋࣭脊柱࣭胸郭࣭ୖ⫥࣭ୗ⫥ࡢ骨学各論ࠊ 㛵節学総論ࡽ各㛵節ࡢ構造㐠動方向ࠊ筋学総論ࡽ

各骨格筋ࡢ部位࣭起始࣭停Ṇ࣭支配神経࣭作用ࡘい࡚学習ࡽࡉࠋࡿࡍ応用ࠊ࡚ࡋ日常生活ࡢ基ᮏ

的動作ࢆ解剖用語࡛ㄝ明࡛ࡀࡇࡿࡁ望ࡋࡲいࡓࡲࠋ人体解剖実習ࢆ通࡚ࡋ実習ࡢ倫理的側面ࢆ理解ࡍ

ࠋࡿ

）５㸱

࡛ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ

内容

解剖学概論㸦様々࡞人体解剖学㸧ࠊ細胞学総論㸦人体ࢆ構成ࡿࡍ最ᑠ༢位ࡢ構造

機能㸧

5



変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰回 細胞学総論㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸲回 組織学総論㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸳回 骨学総論㸦ࡀࢺࣄᮏ足࡛立ࠊࡕ動ࡣࡵࡓࡃ健康࡞骨ࡀ必要㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸴回 骨学総論㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸵回 骨学各論 ．㸦頭蓋骨ࠊ脊柱㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸶回 骨学各論 ．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸮回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸰回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸲回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸳回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸴回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸵回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸶回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸮回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸰回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸲回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸳回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸴回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸵回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸶回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸱㸮回 㔝⏣ࠉ亨

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

京都大学࡛ࡢ解剖学実習見学ࢆ㸯回希望ࠋࡿࡍ

講義ࠊ演習10ࢀࡒࢀࡑ回௨ୖࡢ出席ࠊ演習課題提出ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

確認ࢺࢫࢸ㸱㸮Ⅼࠊ期ᮎ試験㸵㸮Ⅼྜࢆ計ࠊࡋ㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

㔝ᮧ編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ医学書院

坂井ࡽ訳ࠕプ࣓ࣟࢫ࢘ࢸ解剖学コࠖࢫࣛࢺ 第㸰∧医学書院

༡江堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢン࣮ࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

前期㸸᭶ࠊ火ࠊ水曜日1ࠊ盤野10〜17野00

筋学各論 ．．．㸦ୖ⫥ࡢ筋㸧

筋学各論 ．．．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

筋学各論 ．別㸦ୗ⫥ࡢ筋㸧

筋学各論 ．別㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

備考

筋学総論㸦筋ࡢ種類筋縮࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢ㸧

筋学総論㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

筋学各論 ．㸦頭頸部ࡢ筋㸧

筋学各論 ．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

筋学各論 ．．㸦脊柱ࠊ胸郭ࡢ筋㸧

筋学各論 ．．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

関節学各論 ．．．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

骨学各論 ．．㸦胸郭ୖࠊ⫥㸧

骨学各論 ．．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

骨学各論 ．．．㸦ୗ⫥㸧

骨学各論 ．．．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

関節学総論㸦複数ࡢ骨ࡽࡾࡀ࡞ࡘࡢ様々࡞㐠動ࡀ生ࡿࡌ㸧

関節学総論㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

関節学各論 ．㸦頭蓋ࠊ脊柱ࠊ胸郭ࡢ関節㸧

関節学各論 ．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

関節学各論 ．．㸦ୖ⫥ࡢ関節㸧

講義要目

科

目

担 当 教 員

解剖学Ϩ 必 㔝⏣ࠉ亨 2 60
1ᖺḟ

前期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学Ϩ࡛ࠊࡣ人体ࢆ構ᡂࡿࡍ細胞ࠊ組織ࠊ器ᐁࡀ㝵ᒙ性ࢆ持࡚ࡗいࢆࡇࡿ理解ࠊ࡛ୖࡓࡋ骨学ࠊ関

節学ࠊ筋学ࡘい࡚ࡢ基礎的࡞知識ࢆ習得ࡢࡽࢀࡑ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ知識ࢆ統ྜࠊࡋ身体ࡢ㐠動ࢆㄝ明࡛ࡁ

ࡽ骨学総論ࠊ解剖学総論ࡢ࡞Ⓨ生構ᡂࡢ解剖学用語や人体ࡢ人体ࠊࡣ内容ࠋࡿ࡞目標ࡀࡇࡿ

頭蓋࣭脊柱࣭胸郭࣭ୖ⫥࣭ୗ⫥ࡢ骨学各論ࠊ 関節学総論ࡽ各関節ࡢ構造㐠動方向ࠊ筋学総論ࡽ

各骨格筋ࡢ部位࣭起始࣭停Ṇ࣭支配神経࣭作用ࡘい࡚学習ࡽࡉࠋࡿࡍ応用ࠊ࡚ࡋ日常生活ࡢ基ᮏ

的動作ࢆ解剖用語࡛ㄝ明࡛ࡀࡇࡿࡁ望ࡋࡲいࡓࡲࠋ人体解剖実習ࢆ通࡚ࡋ実習ࡢ倫理的側面ࢆ理解ࡍ

ࠋࡿ

DP3

実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

関節学各論 ．．㸦演習࣭ᑠࢺࢫࢸ㸧

関節学各論 ．．．㸦ୗ⫥ࡢ関節㸧

組織学総論㸦ཷ精卵ࡽศ化ࡓࡋ細胞ࡢ社会ࡢ࡚ࡋ組織ࠊ器ᐁ࡚ࡋࡑࠊ個体㸧

内容

解剖学概論㸦様々࡞人体解剖学㸧ࠊ細胞学総論㸦人体ࢆ構ᡂࡿࡍ最ᑠ༢位ࡢ構造

機能㸧
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 神経学総論㸦ࢽュ࣮ࣟࣥࢼࢩࠊࣜࢢࠊプࢫ㸧 井出ࠉ千束

第㸰回 神経学総論㸦ࢽュ࣮ࣟࣥࢼࢩࠊࣜࢢࠊプࠊࢫᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸱回 神経学各論 㸦髄⭷ࠊ脳室ࠊ脳脊髄液ࡢᚠ環㸧 井出ࠉ千束

第㸲回 神経学各論 㸦髄⭷ࠊ脳室ࠊ脳脊髄液ࡢᚠ環ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸳回 神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠉ頚神経ࠉ頚神経ྀ㸧 井出ࠉ千束

第㸴回 神経学各論 㸦ᮎ梢神経系 ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸵回 神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠉ⭎神経ྀࠉ胸神経㸧 井出ࠉ千束

第㸶回 神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸷回 井出ࠉ千束

第㸯㸮回 神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸯㸯回 井出ࠉ千束

第㸯㸰回 神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸯㸱回 井出ࠉ千束

第㸯㸲回 神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸯㸳回 井出ࠉ千束

第㸯㸴回 神経学各論 㸦脳神経ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸯㸵回 井出ࠉ千束

第㸯㸶回 神経学各論 㸦脳神経ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸯㸷回 井出ࠉ千束

第㸰㸮回 神経学各論 㸦脳神経ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸰㸯回 井出ࠉ千束

第㸰㸰回 神経学各論 㸦中枢神経系ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸰㸱回 井出ࠉ千束

第㸰㸲回 神経学各論 㸦中枢神経系ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸰㸳回 井出ࠉ千束

第㸰㸴回 神経学各論 㸦中枢神経系ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸰㸵回 井出ࠉ千束

第㸰㸶回 神経学各論 㸦中枢神経系ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

第㸰㸷回 井出ࠉ千束

第㸱㸮回 神経学各論 㸦伝ᑟ路ࠊᑠࢺࢫࢸ㸧 井出ࠉ千束

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠉ骨神経ࠉ骨神経ᒙࠉᑿ骨神経ᒙ㸧

講義ࠊ演習10ࢀࡒࢀࡑ回௨ୖࡢ出席ࠊ演習課題提出ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

ᑠࢺࢫࢸ㸱㸮Ⅼࠊ期ᮎ試験㸵㸮Ⅼྜࢆ計ࠊࡋ㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

㔝ᮧ編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ医学書院

坂井ࡽ訳ࠕプ࣓ࣟࢫ࢘ࢸ解剖学ࠖࢫࣛࢺ ࢥ第㸰∧医学書院

༡江堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢ࣮ࣥࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

ᚋ期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ水ࠉࠉࠉ

神経学各論 㸦中枢神経系ࠉᑠ脳㸧

神経学各論 㸦中枢神経系ࠉ大脳㸧

神経学各論 㸦伝ᑟ路㸧

備考

予習㸸前教科書や配布資料目ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡇࡃ࠾࡚ࡋ࠾ࢆ

習㸸各回ࡢ授業内容࡚ࡵࡲࢆ知識ࡢ整理ࡇࡿࡍࢆ

神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠉ副交感神経㸧

神経学各論 㸦脳神経ࠉ脳神経1〜盤㸧

神経学各論 㸦脳神経ࠉ脳神経】〜1「㸧

神経学各論 㸦自ᚊ神経 㸧

神経学各論 㸦中枢神経系ࠉ脊髄㸧

神経学各論 㸦中枢神経系ࠉ脳幹㸧

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

解剖学ϩ 必 井出ࠉ千束 2 60
1ᖺḟ

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学ϩࡢ授業目標ࡣ中枢神経系ࡧࡼ࠾ᮎ梢神経系ࡘい࡚理解ࢆ深࡛ࡇࡿࡵあࠋࡿ神経系ࡀ中

枢神経ᮎ梢神経࡛構成࡚ࢀࡉいࢆࡇࡿ理解ࠊࡋ㐠動ࠊࢆ中枢神経ࡢࡽ指௧ࡀᮎ梢神経伝わ

ࡽ感覚ཷ容器࡛捉えࠊࢆ知覚ࡓࡲࠋࡿࡁㄝ明࡛࡚ࡋࢀ流ࡢ一連ࡢ࡛ࡲࡁ動ࡢ㛵節ࠊ縮ࡢ筋ࠊࡾ

ࡁㄝ明࡛࡚ࡋࢀ流ࡢ一連ࡢ࡛ࡲࡿࢀࡉㄆ識ࠊࢀࡽ伝え中枢神経࡚ࡋ通ࢆᮎ梢神経ࠊࡀ刺激ࡓࢀ

ࡇࡿ࡞うࡼࡿࡁㄝ明࡛ࢆࡿࡀ࡞ࡘうࡼࡢ異常ࡢ㐠動や感覚ࡀ㞀害ࡢ脳や脊髄ࡽࡉࠋࡿ

ࠋ

）５㸱

ࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

内容

神経学各論 㸦ᮎ梢神経系ࠉ腰神経ࠉ要神経ྀ㸧
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 神経学総論㸦ࢽュ࣮ࣟンࢼࢩࠊࣜࢢࠊプࢫ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸰回 神経学総論㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸱回 神経学各論 ．㸦髄⭷ࠊ脳室ࠊ脳脊髄液ࡢᚠ環㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸲回 神経学各論 ．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸳回 神経学各論 ．．㸦ᮎ梢神経系 ． 㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸴回 神経学各論 ．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸵回 神経学各論 ．．．㸦ᮎ梢神経系 ．． 㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸶回 神経学各論 ．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸮回 神経学各論 ．別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸰回 神経学各論 別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸲回 神経学各論 別．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸳回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸴回 神経学各論 別．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸵回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸶回 神経学各論 別．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸮回 神経学各論 ．X㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸰回 神経学各論 X㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸲回 神経学各論 X．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸳回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸴回 神経学各論 X．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸵回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸶回 神経学各論 X．．．㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸰㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸱㸮回 神経学各論 X．別㸦演習࣭確認ᑠࢺࢫࢸ㸧 㔝⏣ࠉ亨

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義ࠊ演習10ࢀࡒࢀࡑ回௨ୖࡢ出席ࠊ演習課題提出ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

確認ࢺࢫࢸ㸱㸮Ⅼࠊ期ᮎ試験㸵㸮Ⅼྜࢆ計ࠊࡋ㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

㔝ᮧ編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ医学書院

坂井ࡽ訳ࠕプ࣓ࣟࢫ࢘ࢸ解剖学コࠖࢫࣛࢺ 第㸰∧医学書院

༡江堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢン࣮ࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

ᚋ期㸸᭶ࠊ水ࠊ木曜日1ࠊ盤野10〜17野00

神経学各論 X．．㸦中枢神経系 ．．． 㸧

神経学各論 X．．．㸦中枢神経系 ．別 㸧

神経学各論 X．別㸦伝ᑟ路㸧

備考

神経学各論 別．㸦ᮎ梢神経系 別 㸧

神経学各論 別．．㸦脳神経． 㸧

神経学各論 別．．．㸦脳神経．． 㸧

神経学各論 ．X㸦自ᚊ神経 㸧

神経学各論 X㸦中枢神経系 ． 㸧

神経学各論 X．㸦中枢神経系 ．． 㸧

神経学各論 ．別㸦ᮎ梢神経系 ．．． 㸧

神経学各論 別㸦ᮎ梢神経系 ．別 㸧

講義要目

科

目

担 当 教 員

解剖学ϩ 必 㔝⏣ࠉ亨 2 60
1ᖺḟ

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学ϩࡢ授業目標ࡣ中枢神経系ࡧࡼ࠾ᮎ梢神経系ࡘい࡚理解ࢆ深࡛ࡇࡿࡵあࠋࡿ神経系ࡀ中

枢神経ᮎ梢神経࡛構ᡂ࡚ࢀࡉいࢆࡇࡿ理解ࠊࡋ㐠動ࠊࢆ中枢神経ࡢࡽ指௧ࡀᮎ梢神経伝わ

ࡽ感覚ཷ容器࡛捉えࠊࢆ知覚ࡓࡲࠋࡿࡁㄝ明࡛࡚ࡋࢀ流ࡢ一連ࡢ࡛ࡲࡁ動ࡢ関節ࠊ縮ࡢ筋ࠊࡾ

ࡁㄝ明࡛࡚ࡋࢀ流ࡢ一連ࡢ࡛ࡲࡿࢀࡉ認識ࠊࢀࡽ伝え中枢神経࡚ࡋ通ࢆᮎ梢神経ࠊࡀ刺激ࡓࢀ

ࡇࡿ࡞うࡼࡿࡁㄝ明࡛ࢆࡿࡀ࡞ࡘうࡼࡢ異常ࡢ㐠動や感覚ࡀ㞀害ࡢ脳や脊髄ࡽࡉࠋࡿ

ࠋ

DP3

実践力࣭応ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

用力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰回 脈管学各論㸦心臓㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸱回 脈管学各論㸦ୖ⫥ࠊୗ⫥㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸲回 脈管学各論㸦内臓ࠊ脳ᚠ環ࠊ胎児ᚠ環㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸳回 血液学 㔝⏣ࠉ亨

第㸴回 内臓学㸦吸器系㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸵回 内臓学㸦消化器系ࠉ⭍ཱྀࠉ咽頭ࠉ食㐨ࠉ胃㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸶回 内臓学㸦消化器系ࠉᑠ⭠ࠉ大⭠ࠉ肝臓ࠉ胆嚢ࠉ膵臓ࠉ⭡⭷㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸮回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸰回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸲回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸳回 㔝⏣ࠉ亨

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

備考

予習㸸前教科書や配布資料目ࡇࡃ࠾࡚ࡋ࠾ࢆ

習㸸各回ࡢ授業内容࡚ࡵࡲࢆ知識ࡢ整理ࡇࡿࡍࢆ

講義㸯㸮回௨ୖࡢ出席ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

期ᮎ試験㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

㔝ᮧ編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ医学書院

坂井ࡽ訳ࠕプ࣓ࣟࢫ࢘ࢸ解剖学ࠖࢫࣛࢺ ࢥ第㸰∧医学書院

༡江堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢ࣮ࣥࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

ᚋ期㸸火1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ木ࠉࠉࠉ

内臓学㸦生殖器系㸧

内臓学㸦内ศ泌系㸧

内臓学㸦血液免疫系㸧

感覚器㸦皮膚㸧

感覚器㸦視覚器㸧

感覚器㸦聴覚器ࠊ前庭器㸧

内臓学㸦泌ᒀ器系㸧

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

解剖学Ϫ 必 㔝⏣ࠉ亨 1 30
1ᖺḟ

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学Ϫ࡛ࠊࡣ各内臓ࡧࡼ࠾ࠊ感覚器ࡘい࡚ࡢ基ᮏ的࡞知識ࢆ習得ࡀࡇࡿࡍ目標ࠋࡿ࡞内容

ࠊ肺ࠊ気管支ࠊ吸器㸦気㐨ࠊ㸧࡞⭠大ࠊ⭠ᑠࠊ膀胱ࠊ脾臓ࠊ腎臓ࠊ肝臓ࠊ膵臓ࠊ消化器㸦胃ࡣ

胸郭ࠊ横隔⭷࡞㸧ࠊᚠ環器㸦動脈ࠊ静脈ࠊ心臓ࠊ脳ᚠ環ࠊ門脈系࡞内臓ࠊ胎児ᚠ環㸧ࠊ免疫系

㸦ࣜࣥࣃ系㸧ࠊ内ศ泌系㸦ୗ垂体ࠊ松果体ࠊ⏥状⭢ࠊ副腎࡞㸧ࠊ感覚器㸦皮膚ࠊ視覚器ࠊ聴覚器

ࠋࡿ࡞目標ࡀࡇࡿࡁㄝ明࡛ࢆ基ᮏ的機能各構造ࡢ生殖器ࠊ㸧࡞

）５㸱

ࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

内容

脈管学総論
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸰回 脈管学各論㸦心臓㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸱回 脈管学各論㸦ୖ⫥ࠊୗ⫥㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸲回 脈管学各論㸦内臓ࠊ脳ᚠ環ࠊ胎児ᚠ環㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸳回 血液学 㔝⏣ࠉ亨

第㸴回 内臓学㸦྾器系㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸵回 内臓学㸦消化器系 ． 㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸶回 内臓学㸦消化器系 ．． 㸧 㔝⏣ࠉ亨

第㸷回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸮回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸯回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸰回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸱回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸲回 㔝⏣ࠉ亨

第㸯㸳回 㔝⏣ࠉ亨

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

㔝ᮧ編ࠕ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝࣭解剖学ࠖ第㸲∧ࠉ医学書院

坂井ࡽ訳ࠕプ࣓ࣟࢫ࢘ࢸ解剖学コࠖࢫࣛࢺ 第㸰∧医学書院

༡江堂ࢺࢫ࢟ࢸࢢン࣮ࣜࣛ࢝解剖学࣮ࢱࢵࢿ

ᚋ期㸸᭶ࠊ水ࠊ木曜日ࠊ午ᚋ1盤野10〜17野00

感覚器㸦聴覚器ࠊ前庭器㸧

備考

講義㸯㸮回௨ୖࡢ出席ࡀ期ᮎ試験ཷࡢ験資格ࠋࡿ࡞

期ᮎ試験㸴㸮Ⅼ௨ୖ࡛ྜ格ࠋࡿࡍ

内臓学㸦生殖器系㸧

内臓学㸦内ศ泌系㸧

内臓学㸦血液免疫系㸧

感覚器㸦皮膚㸧

感覚器㸦視覚器㸧

脈管学総論

内臓学㸦泌尿器系㸧

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

解剖学Ϫ 必 㔝⏣ࠉ亨 1 30
1ᖺḟ

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

解剖学Ϫ࡛ࠊࡣ各内臓ࡧࡼ࠾ࠊ感覚器ࡘい࡚ࡢ基ᮏ的࡞知識ࢆ習得ࡀࡇࡿࡍ目標ࠋࡿ࡞内容

ࠊ肺ࠊ気管支ࠊ྾器㸦気㐨ࠊ㸧࡞大腸ࠊᑠ腸ࠊ膀胱ࠊ脾臓ࠊ腎臓ࠊ肝臓ࠊ膵臓ࠊ消化器㸦胃ࡣ

胸郭ࠊ横隔⭷࡞㸧ࠊᚠ環器㸦動脈ࠊ静脈ࠊ心臓ࠊ脳ᚠ環ࠊ門脈系࡞内臓ࠊ胎児ᚠ環㸧ࠊ免疫系

㸦ࣜンࣃ系㸧ࠊ内ศ泌系㸦ୗ垂体ࠊ松果体ࠊ⏥状腺ࠊ副腎࡞㸧ࠊ感覚器㸦皮膚ࠊ視覚器ࠊ聴覚器

ࠋࡿ࡞目標ࡀࡇࡿࡁㄝ明࡛ࢆ基ᮏ的機能各構造ࡢ生殖器ࠊ㸧࡞

DP3

実践力࣭応ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

用力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸮回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸮回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸱㸮回 ୕谷ࠉ章

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義࡛配布ࡿࢀࡉプࣜࣥࢺ示࡚ࢀࡉいࡢࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳࡿ各㡯目ࡘい࡚習ࠊࡋ理解࡛࡚ࡁいࡿ

ࠋࡿ必要࡛あࡀ予習࣭習ࠊࡣᮏ講義࡛ࠋࡿࡍ確ㄆう

毎回ࡢ授業開始時実施ࡿࡍ前回ࡢ講義内容習得ࡢ確ㄆࢆ行うᑠࠊࢺࢫࢸ第1『回授業終了ᚋ実施ࡍ

ࠋࡿࡍ評価ࢆ学習到㐩ᗘ総ྜ的ࡾࡼ成績ࡢ࡞行う期ᮎ試験第」0回授業終了ᚋࠊ中間試験ࡿ

奈良ࠉ勲/鎌倉矩子ࠉ┘修ࠕࠉ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝ࠉ生理学ࠖ㸦医学書院㸧

ISBN978-4-260-01652-0

ᑠ澤瀞司㸭福⏣康一郎ࠉ┘修ࠗ標準生理学࠘㸦医学書院㸧．８B３野重】里-『-「盤0-01】里1-】

前期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ水ࠉࠉࠉ

腎機能㸦再吸ࠊศ泌ࢫࣥࣛࣜࢡࠊ㸧

腎機能㸦ᒀ濃縮ࠊ排ᒀ㸧

腎機能㸦酸塩基ᖹ衡㸧

第1監回ࡽ第「重回ࡢ࡛ࡲ授業内容ࡘい࡚ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ

備考

腎機能㸦構造ࠊ濾過㸧

第1回ࡽ第1『回ࡢ࡛ࡲ授業内容ࡘい࡚ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ

内ศ泌㸦定義ࠊ制御機構㸧

内ศ泌㸦視床ୗ部ࠊୗ垂体ࠊ副腎㸧

内ศ泌㸦⏥状⭢ࠊ膵臓ୖࠊ皮ᑠ体㸧

生殖㸦性ศ化ࠊ男性生殖㸧

生殖㸦女性生殖㸧

生殖㸦女性生殖㸧

消化࣭吸㸦構造ཱྀࠊ⭍㸧

消化࣭吸㸦咽頭ࠊ食㐨㸧

消化࣭吸㸦胃ࠊ膵臓ࠊᑠ⭠㸧

消化࣭吸㸦胆嚢ࠊ大⭠ࠊ肝臓ࠊ排便㸧

吸㸦調節㸧

血液㸦Ṇ血機構㸧

血液㸦血液型㸧

ᚠ環㸦心臓ࡢ構造電気活動㸧

ᚠ環㸦心臓࣏ࣥࡢプࡢ࡚ࡋ働ࡁ㸧

ᚠ環㸦血管ࡢ構造㸧

ᚠ環㸦血ᅽࠊ血流ࣃࣥࣜࠊ㸧

ᚠ環㸦内因性ࡧࡼ࠾外因性調節機構㸧

ᚠ環㸦ᚠ環調節機構࣭射㸧

吸㸦肺ࡢ構造ࠊ気㐨ࠊ肺胞㸧

吸㸦肺気㔞ศ画ࠊ吸㐠動㸧

吸㸦肺機能検査㸧

血液㸦各成ศࡢ機能㸧

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

生理学Ϩ 必 ୕谷ࠉ章 2 60
1ᖺḟ

前期

講義

授業概要

到㐩目標

医療ࡢ現場࡛問題直面ࡓࡋ㝿ࠊ専門職࡚ࡋṇࡋいุ断ࡢࡵࡓࡿࡍࢆ基┙ࡿ࡞人体機能ࡘい

生ࡢ࡞腎ࠊ消化࣭吸ࠊ生殖ࠊ内ศ泌ࠊ吸ࠊᚠ環ࠊ血液ࠊࡣᮏ講義࡛ࠋࡿࡍ習得ࢆ基礎知識ࡢ࡚

理機能系ࡢ組ࡢࡑࡳ働ࡘࡁい࡚学ぶࠋ毎回ࡢ授業࡛提示ࡿࢀࡉ課題ࡘい࡚各自࡛検索࣭考察

身ࢆ素養ࡢ生理学࡞必要࡚ࡋ一員ࡢ医療࣒࣮ࢳࠊࡵ深ࢆ理解ࡢい࡚ࡘ人体機能࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡅࡘ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

血液。組成㸧

11



変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸮回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸮回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸱㸮回 ୕谷ࠉ章

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義࡛配布ࡿࢀࡉプࣜンࢺ示࡚ࢀࡉいࡢࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳࡿ各㡯目ࡘい࡚習ࠊࡋ理解࡛࡚ࡁいࡿ

ࠋࡿ必要࡛あࡀ予習࣭習ࠊࡣᮏ講義࡛ࠋࡿࡍ確認う

毎回ࡢ授業開始時実施ࡿࡍ前回ࡢ講義内容習得ࡢ確認ࢆ行うᑠࠊࢺࢫࢸ第1『回授業終了ᚋ実施ࡍ

ࠋࡿࡍ評価ࢆ学習到㐩ᗘ総ྜ的ࡾࡼᡂ績ࡢ࡞行う期ᮎ試験第」0回授業終了ᚋࠊ中間試験ࡿ

奈良ࠉ勲/鎌倉矩子ࠉ┘修ࠕࠉ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝ࠉ生理学ࠖ㸦医学書院㸧

ISBN978-4-260-01652-0

ᑠ澤瀞司㸭福⏣康一郎ࠉ┘修ࠗ標準生理学࠘㸦医学書院㸧．８B３野重78-『-「盤0-01781-7

講義中情報提供ࠋࡿࡍ

備考

腎機能Ϩ㸦構造ࠊ濾過㸧

第1回ࡽ第1『回ࡢ࡛ࡲ授業内容ࡘい࡚ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ

内ศ泌Ϩ㸦定義ࠊ制御機構㸧

内ศ泌ϩ㸦視床ୗ部ࠊୗ垂体ࠊ副腎㸧

内ศ泌Ϫ㸦⏥状腺ࠊ膵臓ୖࠊ皮ᑠ体㸧

生殖Ϩ㸦性ศ化ࠊ男性生殖㸧

生殖ϩ㸦女性生殖㸧

生殖Ϫ㸦女性生殖㸧

腎機能ϩ㸦再྾ࠊศ泌ࣛࣜࢡࠊンࢫ㸧

腎機能Ϫ㸦尿濃縮ࠊ排尿㸧

腎機能ϫ㸦酸塩基ᖹ衡㸧

第1監回ࡽ第「重回ࡢ࡛ࡲ授業内容ࡘい࡚ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ

血液Ϫ㸦Ṇ血機構㸧

血液ϫ㸦血液型㸧

ᚠ環Ϩ㸦心臓ࡢ構造電気活動㸧

ᚠ環ϩ㸦心臓࣏ࡢンプࡢ࡚ࡋ働ࡁ㸧

ᚠ環Ϫ㸦血管ࡢ構造㸧

྾Ϫ㸦肺機能検査㸧

消化࣭྾Ϩ㸦構造ࠊ口⭍㸧

消化࣭྾ϩ㸦咽頭ࠊ食㐨㸧

消化࣭྾Ϫ㸦胃ࠊ膵臓ࠊᑠ腸㸧

消化࣭྾ϫ㸦胆嚢ࠊ大腸ࠊ肝臓ࠊ排便㸧

྾ϫ㸦調節㸧

ᚠ環ϫ㸦血ᅽࠊ血流ࣜࠊンࣃ㸧

ᚠ環Ϭ㸦内因性ࡧࡼ࠾外因性調節機構㸧

ᚠ環ϭ㸦ᚠ環調節機構࣭射㸧

྾Ϩ㸦肺ࡢ構造ࠊ気㐨ࠊ肺胞㸧

྾ϩ㸦肺気㔞ศ画ࠊ྾㐠動㸧

血液Ϩ。組ᡂ㸧

血液ϩ㸦各ᡂศࡢ機能㸧

講義要目

科

目

担 当 教 員

生理学Ϩ 必 ୕谷ࠉ章 2 60
1ᖺḟ

前期

講義

授業概要

到㐩目標

医療ࡢ現場࡛問題直面ࡓࡋ㝿ࠊ専門職࡚ࡋṇࡋいุ断ࡢࡵࡓࡿࡍࢆ基┙ࡿ࡞人体機能ࡘい

生ࡢ࡞腎ࠊ消化࣭྾ࠊ生殖ࠊ内ศ泌ࠊ྾ࠊᚠ環ࠊ血液ࠊࡣᮏ講義࡛ࠋࡿࡍ習得ࢆ基礎知識ࡢ࡚

理機能系ࡢ組ࡢࡑࡳ働ࡘࡁい࡚学ぶࠋ毎回ࡢ授業࡛提示ࡿࢀࡉ課題ࡘい࡚各自࡛検索࣭考察

身ࢆ素養ࡢ生理学࡞必要࡚ࡋ一員ࡢ医療࣒࣮ࢳࠊࡵ深ࢆ理解ࡢい࡚ࡘ人体機能࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡅࡘ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

内容
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸮回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸮回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸱㸮回 ୕谷ࠉ章

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義࡛配布ࡿࢀࡉプࣜࣥࢺ示࡚ࢀࡉいࡢࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳࡿ各㡯目ࡘい࡚習ࠊࡋ理解࡛࡚ࡁいࡿ

ࠋࡿ必要࡛あࡀ予習࣭習ࠊࡣᮏ講義࡛ࠋࡿࡍ確ㄆう

毎回ࡢ授業開始時実施ࡿࡍ前回ࡢ講義内容習得ࡢ確ㄆࢆ行うᑠࠊࢺࢫࢸ第1『回授業終了ᚋ実施ࡍ

ࠋࡿࡍ評価ࢆ学習到㐩ᗘ総ྜ的ࡾࡼ成績ࡢ࡞行う期ᮎ試験第」0回授業終了ᚋࠊ中間試験ࡿ

奈良ࠉ勲/鎌倉矩子ࠉ┘修ࠕࠉ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝ࠉ生理学ࠖ㸦医学書院㸧

ISBN978-4-260-01652-0

ᑠ澤瀞司㸭福⏣康一郎ࠉ┘修ࠗ標準生理学࠘㸦医学書院㸧．８B３野重】里-『-「盤0-01】里1-】

ᚋ期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ水ࠉࠉࠉ

高ḟ脳機能㸦睡眠ࠊ覚醒ࠊ脳波㸧

高ḟ脳機能㸦大脳皮質連ྜ㔝㸧

高ḟ脳機能㸦中枢機能回㸧

第1監回ࡽ第「重回ࡢ࡛ࡲ授業内容ࡘい࡚ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ

備考

高ḟ脳機能㸦大脳皮質ࡢ構造㸧

第1回ࡽ第1『回ࡢ࡛ࡲ授業内容ࡘい࡚ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ

筋縮㸦骨格筋ࡢ構造興奮縮連㛵㸧

筋縮㸦༢縮ࠊ強縮㸧

脊髄㸦㐠動ࢽュ࣮ࣟࣥ㸧

脊髄㸦射㸧

大脳皮質㐠動㔝㸦構成ࠊ伝ᑟ路㸧

脳幹ࡢ㐠動機能

大脳基底᰾ࡢ構造機能

ᑠ脳ࡢ構造機能

自ᚊ神経機能㸦構成ࠊ交感神経系ࠊ副交感神経系㸧

自ᚊ神経機能㸦調節機能㸧

味覚࣭嗅覚

伝ᑟ㸧ࡢ機能㸦活動電位ࡢュ࣮ࣟࣥࢽ

伝㐩㸧ࢫプࢼࢩ機能㸦ࡢュ࣮ࣟࣥࢽ

ᖹ衡感覚㸦ཷ容機構㸧

ᖹ衡感覚㸦伝ᑟ路機能㸧

聴覚㸦ཷ容機構㸧

聴覚㸦中枢情報処理機構㸧

体性感覚㸦ཷ容機構㸧

体性感覚㸦中枢伝ᑟ路㸧

視覚㸦構造㸧

視覚㸦網⭷㸧

視覚㸦伝ᑟ路ࠊ大脳皮質視覚㔝㸧

Ⓨ生㸧ࡢ機能㸦活動電位ࡢュ࣮ࣟࣥࢽ

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

生理学ϩ 必 ୕谷ࠉ章 2 60
1ᖺḟ

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

医療ࡢ現場࡛問題直面ࡓࡋ㝿ࠊ専門職࡚ࡋṇࡋいุ断ࡢࡵࡓࡿࡍࢆ基┙ࡿ࡞人体機能ࡘい

視ࠊ体性感覚ࠊ聴覚ࠊ感覚機能㸦ᖹ衡感覚ࠊュ࣮ࣟࣥ機能ࢽࠊࡣᮏ講義࡛ࠋࡿࡍ習得ࢆ基礎知識ࡢ࡚

覚ࠊ味覚ࠊ嗅覚㸧ࠊ㐠動機能㸦筋縮ࠊ脊髄ࠊ大脳皮質㐠動㔝ࠊ伝ᑟ路ࠊ脳幹ࠊ大脳基底᰾ࠊᑠ

脳㸧ࠊ自ᚊ神経機能ࠊ高ḟ脳機能ࡢ࡞生理学的組ࡢࡑࡳ働ࡘࡁい࡚学ぶࠋ毎回ࡢ授業࡛提示

医療࣒࣮ࢳࠊࡵ深ࢆ理解ࡢい࡚ࡘ人体機能࡚ࡗࡼࡇࡿࡍい࡚各自࡛検索࣭考察ࡘ課題ࡿࢀࡉ

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡅࡘ身ࢆ素養ࡢ生理学࡞必要࡚ࡋ一員ࡢ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

形成㸧ࡢ機能㸦静Ṇ電位ࡢュ࣮ࣟࣥࢽ

13



変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸮回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸯㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸮回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸯回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸰回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸱回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸲回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸳回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸴回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸵回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸶回 ୕谷ࠉ章

第㸰㸷回 ୕谷ࠉ章

第㸱㸮回 ୕谷ࠉ章

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義࡛配布ࡿࢀࡉプࣜンࢺ示࡚ࢀࡉいࡢࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳࡿ各㡯目ࡘい࡚習ࠊࡋ理解࡛࡚ࡁい

ࠋࡿ必要࡛あࡀ予習࣭習ࠊࡣᮏ講義࡛ࠋࡿࡍ確認うࡿ

毎回ࡢ授業開始時実施ࡿࡍ前回ࡢ講義内容習得ࡢ確認ࢆ行うᑠࠊࢺࢫࢸ第1『回授業終了ᚋ実施

ࡍ評価ࢆ学習到㐩ᗘ総ྜ的ࡾࡼᡂ績ࡢ࡞行う期ᮎ試験第」0回授業終了ᚋࠊ中間試験ࡿࡍ

ࠋࡿ

奈良ࠉ勲/鎌倉矩子ࠉ┘修ࠕࠉ標準理学療法学࣭作業療法学ࠉ専門基礎ศ㔝ࠉ生理学ࠖ㸦医学書院㸧

ISBN978-4-260-01652-0

ᑠ澤瀞司㸭福⏣康一郎ࠉ┘修ࠗ標準生理学࠘㸦医学書院㸧．８B３野重78-『-「盤0-01781-7

講義中情報提供ࠋࡿࡍ

備考

高ḟ脳機能Ϩ㸦大脳皮質ࡢ構造㸧

第1回ࡽ第1『回ࡢ࡛ࡲ授業内容ࡘい࡚ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ

筋縮Ϩ㸦骨格筋ࡢ構造興奮縮連関㸧

筋縮ϩ㸦༢縮ࠊ強縮㸧

脊髄Ϩ㸦㐠動ࢽュ࣮ࣟン㸧

脊髄ϩ㸦射㸧

大脳皮質㐠動㔝㸦構ᡂࠊ伝ᑟ路㸧

脳幹ࡢ㐠動機能

高ḟ脳機能ϩ㸦睡眠ࠊ覚醒ࠊ脳波㸧

高ḟ脳機能Ϫ㸦大脳皮質連ྜ㔝㸧

高ḟ脳機能ϫ㸦中枢機能回㸧

第1監回ࡽ第「重回ࡢ࡛ࡲ授業内容ࡘい࡚ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ

伝ᑟ㸧ࡢ機能Ϫ㸦活動電位ࡢュ࣮ࣟンࢽ

伝㐩㸧ࢫプࢼࢩ機能ϫ㸦ࡢュ࣮ࣟンࢽ

ᖹ衡感覚Ϩ㸦ཷ容機構㸧

ᖹ衡感覚ϩ㸦伝ᑟ路機能㸧

聴覚Ϩ㸦ཷ容機構㸧

視覚Ϫ㸦伝ᑟ路ࠊ大脳皮質視覚㔝㸧

大脳基底᰾ࡢ構造機能

ᑠ脳ࡢ構造機能

自ᚊ神経機能Ϩ㸦構ᡂࠊ交感神経系ࠊ副交感神経系㸧

自ᚊ神経機能ϩ㸦調節機能㸧

味覚࣭嗅覚

聴覚ϩ㸦中枢情報処理機構㸧

体性感覚Ϩ㸦ཷ容機構㸧

体性感覚ϩ㸦中枢伝ᑟ路㸧

視覚Ϩ㸦構造㸧

視覚ϩ㸦網⭷㸧

形ᡂ㸧ࡢ機能．㸦静Ṇ電位ࡢュ࣮ࣟンࢽ

Ⓨ生㸧ࡢ機能ϩ㸦活動電位ࡢュ࣮ࣟンࢽ

講義要目

科

目

担当教員

生理学ϩ 必 ୕谷ࠉ章 2 60
1ᖺḟ

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

医療ࡢ現場࡛問題直面ࡓࡋ㝿ࠊ専門職࡚ࡋṇࡋいุ断ࡢࡵࡓࡿࡍࢆ基┙ࡿ࡞人体機能ࡘ

い࡚ࡢ基礎知識ࢆ習得ࠋࡿࡍᮏ講義࡛ࢽࠊࡣュ࣮ࣟン機能ࠊ感覚機能㸦ᖹ衡感覚ࠊ聴覚ࠊ体性感

覚ࠊ視覚ࠊ味覚ࠊ嗅覚㸧ࠊ㐠動機能㸦筋縮ࠊ脊髄ࠊ大脳皮質㐠動㔝ࠊ伝ᑟ路ࠊ脳幹ࠊ大脳基底

᰾ࠊᑠ脳㸧ࠊ自ᚊ神経機能ࠊ高ḟ脳機能ࡢ࡞生理学的組ࡢࡑࡳ働ࡘࡁい࡚学ぶࠋ毎回ࡢ授

業࡛提示ࡿࢀࡉ課題ࡘい࡚各自࡛検索࣭考察࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ人体機能ࡘい࡚ࡢ理解ࢆ深ࠊࡵ

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡅࡘ身ࢆ素養ࡢ生理学࡞必要࡚ࡋ一員ࡢ医療࣒࣮ࢳ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用

力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 安部ࠉ征哉

第㸰回 安部ࠉ征哉

第㸱回 安部ࠉ征哉

第㸲回 安部ࠉ征哉

第㸳回 㛵節ࡢ形状ศ類㐠動軸 安部ࠉ征哉

第㸴回 安部ࠉ征哉

第㸵回 安部ࠉ征哉

第㸶回 安部ࠉ征哉

第㸷回 安部ࠉ征哉

第㸯㸮回 安部ࠉ征哉

第㸯㸯回 安部ࠉ征哉

第㸯㸰回 安部ࠉ征哉

第㸯㸱回 安部ࠉ征哉

第㸯㸲回 安部ࠉ征哉

第㸯㸳回 安部ࠉ征哉

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書 㝶時紹

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

㐠動学Ϩ 必 安部ࠉ征哉 1 30
1ᖺḟ

前期

講義

解剖学࣭㐠動学㸦神経㸧ࡢ⊫ୖ

授業概要

到㐩目標

作業療法士ࡀ生活行Ⅽ遂行ࡢ困難ࡢࡑࢆࡉ㐠動ࡽࡳࡃࡋࡢ把握ࡣࡇࡿࡍ㔜要࡛ࡇ࡞あࠋࡿᮏ科目

主動作筋ࡢ⊫ୖ主ࠊ࡚ࡋ目的ࢆࡇࡿࡍ理解ࡽࡁ動ࡢい࡚各㛵節や体ࡘࡁ動ࡢ人࡞ṇ常ࠊࡣ

㛵節㐠動ࡢ㛵ಀࢆ整理ࡽࡀ࡞ࡋ㐠動ࡢ特ᚩࢆ学習ࠋࡿࡍ第1～】回࡛身体各部ྡࡢ称や面軸ࠊ㐠動方

向ࠊ㔜心ࠊ㛵節ࡢ形状ศ類や筋縮ࡘい࡚学ࠊࡧ第里回௨降ࢆ⊫ୖࠊࡣ構成ࡿࡍ肩複ྜ体や肘ࠊ前

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡵ深ࢆ理解ࡢ㐠動ࡢ⊫ୖࡋい࡚学習ࡘ㐠動い࡚構造ࡘ手指ࠊ手㛵節ࠊ⭎

）５㸱

࡛ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ

内容

㐠動力学ࡢ基礎࣭身体㐠動ࡢ面軸

㐠動ࡢ表ࡋ方࣭㐠動ࡢ法則࣭㔜心㔜心線

骨ࡢ構造機能

㛵節構造機能

骨格筋ࡢ構造機能

筋ࡢ縮࣭㐠動༢位

解剖学࣭㐠動学㸦骨格㸧ࡢ⊫ୖ

前期㸸火1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

ୖ⫥ᖏࡢ㐠動学

肩㛵節ࡢ㐠動学

肘㛵節ࡢ㐠動学

手ࡢ㐠動学㸦㛵節内部構造㸧

手ࡢ㐠動学㸦㐠動筋㸧

手ࡢ㐠動学㸦手ࡢ⫥位変形㸧

備考

予習㸸ḟ回ࡢ授業範囲ࢆㄞࡇࡃ࠾࡛ࢇ

習㸸毎回ࡢ授業ࢆ振ࡾ返ࠊࡾ資料やࢆࢺ࣮ࣀ整理ࡇࡃ࠾࡚ࡋ

定期ࢺࢫࢸ 盤0財ࠊᑠ0』ࢺࢫࢸ％

༡江堂ࠊ∧」原書第࣮ࢪࣟ࢜ࢩࢿ࣭࢟ࣝࣕࢩࣥࢭࢵ࢚
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 安部ࠉ征哉

第㸰回 安部ࠉ征哉

第㸱回 安部ࠉ征哉

第㸲回 安部ࠉ征哉

第㸳回 関節ࡢ形状ศ類㐠動軸 安部ࠉ征哉

第㸴回 安部ࠉ征哉

第㸵回 安部ࠉ征哉

第㸶回 安部ࠉ征哉

第㸷回 安部ࠉ征哉

第㸯㸮回 安部ࠉ征哉

第㸯㸯回 安部ࠉ征哉

第㸯㸰回 安部ࠉ征哉

第㸯㸱回 安部ࠉ征哉

第㸯㸲回 安部ࠉ征哉

第㸯㸳回 安部ࠉ征哉

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書 㝶時紹

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

授業概要

到㐩目標

 作業療法士ࡀ生活行Ⅽ遂行ࡢ困難ࡢࡑࢆࡉ㐠動ࡽࡳࡃࡋࡢ把握ࡣࡇࡿࡍ㔜要࡛ࡇ࡞あࠋࡿᮏ科

目ࠊࡣṇ常࡞人ࡢ動ࡘࡁい࡚各関節や体ࡢ動ࡽࡁ理解ࢆࡇࡿࡍ目的ࠊ࡚ࡋ主ࡢ⊫ୖ主動作筋

㐠動方ࠊ軸称や面ྡࡢ第1～7回࡛身体各部ࠋࡿࡍ学習ࢆ特ᚩࡢ㐠動ࡽࡀ࡞ࡋ整理ࢆ関ಀࡢ関節㐠動

向ࠊ㔜心ࠊ関節ࡢ形状ศ類や筋縮ࡘい࡚学ࠊࡧ第8回௨降ࢆ⊫ୖࠊࡣ構ᡂࡿࡍ肩複ྜ体や肘ࠊ前

ࠋࡿࡍ目標ࢆࡇࡿࡵ深ࢆ理解ࡢ㐠動ࡢ⊫ୖࡋい࡚学習ࡘ㐠動い࡚構造ࡘ手指ࠊ手関節ࠊ⭎

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

㐠動学Ϩ 必 安部ࠉ征哉 1 30
1ᖺḟ

前期

講義

DP3

実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

内容

㐠動力学ࡢ基礎࣭身体㐠動ࡢ面軸

筋ࡢ縮࣭㐠動༢位

解剖学࣭㐠動学㸦㸯㸧骨格ࡢ⊫ୖ

㐠動ࡢ表ࡋ方࣭㐠動ࡢ法則࣭㔜心㔜心線

骨ࡢ構造機能

関節構造機能

骨格筋ࡢ構造機能

ୖ⫥ᖏࡢ㐠動学

肩関節ࡢ㐠動学

肘関節ࡢ㐠動学

手ࡢ㐠動学㸦㸯㸧関節内部構造

手ࡢ㐠動学㸦㸰㸧㐠動筋

手ࡢ㐠動学㸦㸱㸧手ࡢ⫥位変形

༡江堂ࠊ∧」原書第࣮ࢪࣟ࢜ࢩࢿ࣭࢟ࣝࣕࢩンࢭࢵ࢚

解剖学࣭㐠動学㸦㸰㸧神経ࡢ⊫ୖ

備考

予習㸸ḟ回ࡢ授業範ᅖࢆㄞࠋࡇࡃ࠾࡛ࢇ

習㸸毎回ࡢ授業ࢆ振ࡾ返ࠊࡾ資料やࢆࢺ࣮ࣀ整理ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ

定期ࢺࢫࢸ 盤0%ࠊᑠ0』ࢺࢫࢸ％
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸲回 姿勢ࠊ動作ศ析㸦㐠動ศ析動作ศ析ࠊ姿勢制御㸧 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸴回 㐠動観察   寝返ࡾ ᭷⏣ࠉ智氏

第㸵回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸶回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸷回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸮回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸯回 ṇ常歩行ࠉ㸦歩行ࡢ基礎知識ࠊ歩行周期㸧 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

㐠動学実習 必 ᭷⏣ࠉ智氏 1 30
「ᖺḟ

前期

実習

㐠動ศ析ࠉࠉ立ࡾࡀୖࡕ

授業概要

到㐩目標

授業目標ࠊࡣ人ࡢ身体㐠動力ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂ࡞㛵ࡿࡍ知識ࢆ学ࠊࡧṇ常࡞姿勢や㐠動ࡢ観察ࢆ

行いࠊ㐠動学的視Ⅼࡽ㐠動ศ析ࢆ理解࡛ࡇࡿࡍあࠋࡿ内容ࠊࡣ࡚ࡋ姿勢観察ศ析ࠊ姿勢ࡢ評

価ࠊ肩⏥ᖏ࣭ୖ⫥ࡢ観察ศ析ࠊ骨┙࣭ୗ⫥ࡢ観察ศ析ࠊ寝返ࡾ起ࡢࡾࡀୖࡁ㐠動観察ศ析ࠊ立ࡕ

い࡚ࡘ㐠動ศ析異常姿勢ࡿࢀࡽ見姿勢や歩行ࠊศ析㐠動観察ࡢ歩行ࠊศ析㐠動観察ࡢࡾࡀୖ

学習ࠋࡿࡍᑠ࣮ࣝࢢプศࠊ࡚ࢀ実㝿ࡢ動作ࢆ体験ࠊࡽࡀ࡞ࡋศ析ࢆ㐍ࠋࡿࡏࡉࡵ学生ྠ士ࡢ意見交

換ࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉࢆ多様࡞ศ析視Ⅼࢆ学ࠋࡿࡏࡤ

）５㸱

࡛ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ

内容

ࡣࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࠉョࣥࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜

加㏿ᗘ㸧ࠊᗘ㏿ࠊ時間ࠊࣝࢺࢡ࣋ࠊ基礎知識㸦滑車ࡢࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂ

㐠動連鎖㸧ࠊࠊ基礎知識㸦㔜心ࡢࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂ

姿勢観察ࠉࠉ臥位ࠉᗙ位ࠉ立位

㐠動ศ析   寝返ࡾ

立ࡾࡀୖࡕ動作ࢺ࣓࣮ࣥࣔࡿࡅ࠾

㐠動観察ࠉࠉ立ࡾࡀୖࡕ

ṇ常歩行ࠉ㸦床力㛵節࣮࣓ࣔࣥࠊࢺ歩行時ࡢ筋活動࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠊ消費㸧

㐠動観察ࠉࠉ歩行

㐠動ศ析ࠉࠉ歩行

㐠動ศ析ࠉࠉ歩行㸦第㸯㸲回ࡢ続ࡁ㸧

備考

各回必要࡞基礎知識ࡣ前予習ࡓࡲࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ各回ࡢ知識ࡢ整理ࡇࡿࡍࢆ

ᑠࢺࢫࢸ㸦」0％㸧ࠊ筆記試験㸦】0％㸧

伊藤元࣭㸦編㸧㸸㐠動学.医学書院ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

⏿中泰彦㸦編㸧㸸姿勢࣭動作࣭歩行ศ析ࠊ羊士社

竹井仁࣭㸸㐠動機能㞀害症候群ࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࡢ医歯薬出∧ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

石井慎一郎著㸸動作ศ析ࠉ臨床活用講ᗙ࣒ࢬࢽ࣓࢝࢜ࣂࠉ基࡙ࡃ臨床推論ࡢ実践ࣝ࢝ࢪ࣓ࠊ 

ュ࣮社ࣅ

前期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ火ࠉࠉࠉ
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸲回 姿勢ࠊ動作ศ析㸦㐠動ศ析動作ศ析ࠊ姿勢制御㸧 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸴回 㐠動観察   寝返ࡾ ᭷⏣ࠉ智氏

第㸵回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸶回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸷回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸮回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸯回 ṇ常歩行ࠉ㸦歩行ࡢ基礎知識ࠊ歩行周期㸧 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

㐠動学演習 必 ᭷⏣ࠉ智氏 1 30
「ᖺḟ

前期

演習

㐠動ศ析ࠉࠉ歩行ղ

㐠動ศ析ࠉࠉ立ࡾࡀୖࡕ

授業概要

到㐩目標

授業目標ࠊࡣ人ࡢ身体㐠動力ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂ࡞関ࡿࡍ知識ࢆ学ࠊࡧṇ常࡞姿勢や㐠動ࡢ観察ࢆ

行いࠊ㐠動学的視Ⅼࡽ㐠動ศ析ࢆ理解࡛ࡇࡿࡍあࠋࡿ内容ࠊࡣ࡚ࡋ姿勢観察ศ析ࠊ姿勢ࡢ評

価ࠊ肩⏥ᖏ࣭ୖ⫥ࡢ観察ศ析ࠊ骨┙࣭ୗ⫥ࡢ観察ศ析ࠊ寝返ࡾ起ࡢࡾࡀୖࡁ㐠動観察ศ析ࠊ立ࡕ

い࡚ࡘ㐠動ศ析異常姿勢ࡿࢀࡽ見姿勢や歩行ࠊศ析㐠動観察ࡢ歩行ࠊศ析㐠動観察ࡢࡾࡀୖ

学習ࠋࡿࡍᑠ࣮ࣝࢢプศࠊ࡚ࢀ実㝿ࡢ動作ࢆ体験ࠊࡽࡀ࡞ࡋศ析ࢆ㐍ࠋࡿࡏࡉࡵ学生ྠ士ࡢ意見交

換ࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉࢆ多様࡞ศ析視Ⅼࢆ学ࠋࡿࡏࡤ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力ࢆ

Ⓨ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

ࡣࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂࠉョンࢩ࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

加㏿ᗘ㸧ࠊᗘ㏿ࠊ時間ࠊࣝࢺࢡ࣋ࠊ基礎知識㸦滑車ࡢࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂ

㐠動連鎖㸧ࠊࠊ基礎知識㸦㔜心ࡢࢫࢡࢽ࣓࢝࢜ࣂ

姿勢観察ࠉࠉ臥位ࠉᗙ位ࠉ立位

㐠動ศ析   寝返ࡾ

立ࡾࡀୖࡕ動作࣓࣮ࣔࡿࡅ࠾ンࢺ

㐠動観察ࠉࠉ立ࡾࡀୖࡕ

ṇ常歩行ࠉ㸦床力関節࣮࣓ࣔンࠊࢺ歩行時ࡢ筋活動࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠊ消㈝㸧

㐠動観察ࠉࠉ歩行

㐠動ศ析ࠉࠉ歩行ձ

備考

各回必要࡞基礎知識ࡣ前予習ࡓࡲࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ各回ࡢ知識ࡢ整理ࡇࡿࡍࢆ

ᑠࢺࢫࢸ㸦」0％㸧ࠊ筆記試験㸦70％㸧

伊藤元࣭㸦編㸧㸸㐠動学.医学書院ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

⏿中泰彦㸦編㸧㸸姿勢࣭動作࣭歩行ศ析ࠊ羊士社

竹井仁࣭㸸㐠動機能㞀害症候群࣓ࢪࢿ࣐ࡢンࠊࢺ医歯薬出∧ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

石井慎一郎著㸸動作ศ析ࠉ臨床活用講ᗙ࣒ࢬࢽ࣓࢝࢜ࣂࠉ基࡙ࡃ臨床推論ࡢ実践ࣝ࢝ࢪ࣓ࠊ 

ュ࣮社ࣅ
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸰回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸱回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸲回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸳回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸴回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸵回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸶回 ⏣中ࠉ弘一郎

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

ᚋ期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

備考

毎回配布ࡿࡍ講義資料ࠊ教科書ࡧࡼ࠾参考書ࢆ࡞用い࡚予習࣭習ࡿࡍ共ࠊ各学生ࡢࡽ質問

ࠋࡇࡿࡵ深ࢆ理解ࡢ授業内容࡚ࡋ通ࢆ回答や討議ࡿࡍ対

定期試験㸦筆記試験㸧㸦重0財㸧ࠊᑠࢺࢫࢸ㸦10財㸧

㔝ᮧ隆英࣭石川直久ࠉ編集 ࣥࢩࠕプࣝ薬理学ࠖ㸪 ༡江堂

㸯㸬ྜྷ岡充弘著ࠕ系統┳護学講ᗙ 専門基礎講ᗙ 疾病ࡕࡓࡾ࡞ࡢ回ಁࡢ㐍」 薬理学ࠖ医学書院

㸰㸬医療情報科学研究ᡤ編 ࠕ薬ࡀ見えࠖࡿ不Ｔせ.1, 「 貢 」㸪 ࣓ࢹ࣓ࢡࢵࢹ

抗炎症薬㸪ࡢࡑ

授業概要

到㐩目標

薬理学ࠊࡣ医療ࡢ現場࡛益々㔜要性ࡀ増࡚ࡋいࡿ薬物療法ࡿࡅ࠾薬剤ࡢ作用࣓ࠊ࣒ࢬࢽ࢝薬理作用

及ࡧ動態ࡘい࡚生化学や生理学ࡢ࡞知見基࡙い࡚理解ࡼࡋうࡿࡍ学問領域࡛あࠋࡿᮏ講義࡛

ࡧ薬理学的知識及࡞必須医療ᚑ者ࠊ࡚ࡋࡘ一ࡢศ㔝࡞㔜要ࡢ基礎科学ࡿࡅ࠾医学࣭医療ࠊࡣ

創薬ࡘい࡚修得ࠊࡋ薬物療法㛵ࡿࡍ科学的࡞基┙作ࢆࡾ目標ࠋࡿࡍ更ࠊ高血ᅽࠊ糖ᒀ病ࠊ精

神病ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠊ࡞ョࣥࡢ対象ࡿ࡞疾患ࡢࡵࡓࡢ薬物ࡘい࡚ࠊࡣ訓練ࡢ㛵ಀࡽ禁忌

㡯ࡘ࡞い࡚ࡶ学習ࠋࡿࡍ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

総論㸫薬理学ࡢ概要創薬ࡢ実㝿

総論㸫薬力学

総論㸫薬物動態学

ᮎ梢神経系作用薬

中枢神経系作用薬

ᚠ環器系作用薬

内ศ泌࣭௦謝系作用薬

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

薬理学概論 必 ⏣中ࠉ弘一郎 1 15
1ᖺḟ

ᚋ期

講義
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸰回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸱回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸲回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸳回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸴回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸵回 ⏣中ࠉ弘一郎

第㸶回 ⏣中ࠉ弘一郎

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

ࠉ

備考

毎回配布ࡿࡍ講義資料ࠊ教科書ࡧࡼ࠾参考書ࢆ࡞用い࡚予習࣭習ࡿࡍ共ࠊ各学生ࡢࡽ質問

ࠋࡇࡿࡵ深ࢆ理解ࡢ授業内容࡚ࡋ通ࢆ回答や討議ࡿࡍ対

定期試験㸦筆記試験㸧㸦重0%㸧ࠊᑠࢺࢫࢸ㸦10%㸧

㔝ᮧ隆英࣭石川直久ࠉ編集 ࢩࠕンプࣝ薬理学ࠖ㸪 ༡江堂

㸯㸬ྜྷ岡充弘著ࠕ系統看護学講ᗙ 専門基礎講ᗙ 疾病ࡕࡓࡾ࡞ࡢ回ಁࡢ㐍」 薬理学ࠖ医学書院

㸰㸬医療情報科学研究ᡤ編 ࠕ薬ࡀ見えࠖࡿ不Ｔせ.1, 「 　 」㸪 ࣓ࢹ࣓ࢡࢵࢹ

抗炎症薬㸪ࡢࡑ

授業概要

到㐩目標

薬理学ࠊࡣ医療ࡢ現場࡛益々㔜要性ࡀ増࡚ࡋいࡿ薬物療法ࡿࡅ࠾薬剤ࡢ作用࣓ࠊ࣒ࢬࢽ࢝薬理作用

及ࡧ動態ࡘい࡚生化学や生理学ࡢ࡞知見基࡙い࡚理解ࡼࡋうࡿࡍ学問領域࡛あࠋࡿᮏ講義࡛

ࡧ薬理学的知識及࡞必須医療ᚑ者ࠊ࡚ࡋࡘ一ࡢศ㔝࡞㔜要ࡢ基礎科学ࡿࡅ࠾医学࣭医療ࠊࡣ

創薬ࡘい࡚修得ࠊࡋ薬物療法関ࡿࡍ科学的࡞基┙作ࢆࡾ目標ࠋࡿࡍ更ࠊ高血ᅽࠊ糖尿病ࠊ精

神病ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠊ࡞ョンࡢ対象ࡿ࡞疾患ࡢࡵࡓࡢ薬物ࡘい࡚ࠊࡣ訓練ࡢ関ಀࡽ禁忌

㡯ࡘ࡞い࡚ࡶ学習ࠋࡿࡍ

DP3

実践力࣭応用ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

総論Ϩ㸫薬理学ࡢ概要創薬ࡢ実㝿

総論ϩ㸫薬力学

総論Ϫ㸫薬物動態学

ᮎ梢神経系作用薬

中枢神経系作用薬

1ᖺḟ

ᚋ期

講義

ᚠ環器系作用薬

内ศ泌࣭௦謝系作用薬

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

薬理学概論 必 ⏣中ࠉ弘一郎 1 15
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ୗ西ࠉ德

第㸰回 ୗ西ࠉ德

第㸱回 ୗ西ࠉ德

第㸲回 ୗ西ࠉ德

第㸳回 ୗ西ࠉ德

第㸴回 ୗ西ࠉ德

第㸵回 ୗ西ࠉ德

第㸶回 ୗ西ࠉ德

第㸷回 ୗ西ࠉ德

第10回 ୗ西ࠉ德

第11回 ୗ西ࠉ德

第1「回 ୗ西ࠉ德

第1」回 ୗ西ࠉ德

第1『回 ୗ西ࠉ德

第1監回 ୗ西ࠉ德

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

各地域ࡢ医療࣭福祉࣭保健࣭護ࡢ現状

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

地域包括ࢣ論 必 ୗ西ࠉ德 1 30
「ᖺḟ

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

現ᅾࠊ日ᮏࡣ人ཱྀࡢ減少ᑠ子高齢化ࡀ㐍ࠊ࡛࡞ࡴ住ࡳ慣ࡓࢀ地域࡛医療や福祉サ࣮ࡀࢫࣅ提供

ࢩࢣ地域包括ࡢࡑࠊࡣ論ࢣ地域包括ࠋࡿい࡚ࡗ࡞課題ࡀ構築ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ地域包括ࡿࢀࡉ

ࡍ授業目標ࢆࡇࡿࡍい࡚理解ࡘ方ࡾあࡢ実践ࡵ深ࢆ理解ࡢ課題現状ࡢ制ᗘや地域ࡢ࣒ࢸࢫ

地域包括ࠊ制ᗘ概念ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ地域包括ࠊ現状ࡢ日ᮏや地域社会ࡢ現ᅾࠊࡣ࡚ࡋ内容ࠋࡿ

地域ࡢ各地ࠊ役割機能ࡢ࣮ࢱࣥࢭ地域包括支援ࠊ役割ࡢ地域住民専門職ࡿ支えࢆ࣒ࢸࢫࢩࢣ

包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ現状課題ࢆ講義ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ症例検討ࡾࡼ地域包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ構築

ࠋࡿࡍ検討ࢆ役割ࡢ方や作業療法士ࡾᅾࡢ地域ࡢᚋࠊࡅ向

）５㸱

ࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

）５㸲

ࡋ活ࢆ専門性ࡢ作業療法士ࠊ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡵດⓎ見ࡢ課題ࡿࡅ࠾地域社会ࡿࡍ変化ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃᑟࢆ解決方法࡞創造的ࡓ

）５㸳

作業࡚ࡅࡴ支援展開࡞ࡓ新ࡢ地域生活課題ࠊࡋ修得ࢆ専門的知識ࡢศ㔝ࡿࡍ㛵連作業療法ࠉ

療法ࢆ活用ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

日ᮏࡢ医療࣭福祉࣭保健࣭護ࡢ現状

例検討ࠉ㸫ㄆ知症ࡢ方ࡢ地域支援㸫

地域包括࣒ࢸࢫࢩࢣ提唱ࡢࡑ背景

地域包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ概要㸦自ຓ࣭互ຓ࣭共ຓ࣭公ຓ等㸧

地域包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ必要性

ᅾ宅護支援࣮ࢱࣥࢭ創設ࡽ地域包括࣮ࢱࣥࢭࢣ

地域包括支援ࡢ࣮ࢱࣥࢭ機能役割

地域包括࣒ࢸࢫࢩࢣ㛵わࡿ専門職地域住民ࡢ役割

地域包括ࡿࡅ࠾࣒ࢸࢫࢩࢣᅾ宅医療ࡢ役割

ㄆ知症࡛ࢣ必要ࡿࢀࡉ地域包括࣒ࢸࢫࢩࢣ

地域包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ国㝿的࡞研究動向

地域包括࣒ࢸࢫࢩࢣ確立ࢆ目指ࡓࡋ護保険業計画ࢆ考えࡿ

地域包括ࢆ࣒ࢸࢫࢩࢣ支えࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡿョࣥࡢ役割

大橋ࠉ謙策࣭ⓑ澤政和㸦「01『㸧ࠗ地域包括ࡢࢣ実践展望―ඛ㐍的地域ࡾྲྀࡢ組ࡽࡳ学ぶ―࠘

中央法規出∧株式会社

ᚋ期㸸木1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

例検討ࠉ㸫新ࡋい生活支援サ࣮ࡢࢫࣅ構築㸫

備考

予習㸸ḟ回行う部ศ目ࢆ通ࡇࡿࡃ࡚ࡋ

習㸸講義ࡓࡋ内容ࡘい࡚整理ࡇࡿࡍ

Ⓨ表㸦「0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦「0％㸧ࠊ筆記試験㸦監0％㸧ࠊᑠࢺࢫࢸ㸦10％㸧

高橋ࠉ⣫士㸦「01「㸧ࠗ地域包括４ࠉ࣒࠘ࢸࢫࢩࢣＭm上ＭＦ
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 杉ᮏࠉ久美子

第㸰回 杉ᮏࠉ久美子

第㸱回 杉ᮏࠉ久美子

第㸲回 杉ᮏࠉ久美子

第㸳回 杉ᮏࠉ久美子

第㸴回 杉ᮏࠉ久美子

第㸵回 杉ᮏࠉ久美子

第㸶回 杉ᮏࠉ久美子

第㸷回 杉ᮏࠉ久美子

第10回 杉ᮏࠉ久美子

第11回 杉ᮏࠉ久美子

第1「回 杉ᮏࠉ久美子

第1」回 杉ᮏࠉ久美子

第1『回 杉ᮏࠉ久美子

第1監回 杉ᮏࠉ久美子

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

地域包括ࢣ論 必 杉ᮏࠉ久美子 1 30
「ᖺḟ

ᚋ期

授業概要

到㐩目標

現ᅾࠊ日ᮏࡣ人口ࡢ減少ᑠ子高齢化ࡀ㐍ࠊ࡛࡞ࡴ住ࡳ慣ࡓࢀ地域࡛医療や福祉ࡀࢫࣅ࣮ࢧ提供ࡉ

ࢸࢫࢩࢣ地域包括ࡢࡑࠊࡣ論ࢣ地域包括ࠋࡿい࡚ࡗ࡞課題ࡀ構築ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ地域包括ࡿࢀ

内ࠋࡿࡍ授業目標ࢆࡇࡿࡍい࡚理解ࡘ方ࡾあࡢ実践ࡵ深ࢆ理解ࡢ課題現状ࡢ制ᗘや地域ࡢ࣒

容ࠊࡣ࡚ࡋ現ᅾࡢ日ᮏや地域社会ࡢ現状ࠊ地域包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ概念制ᗘࠊ地域包括ࢫࢩࢣ

ࢩࢣ地域包括ࡢ各地ࠊ役割機能ࡢ࣮ࢱンࢭ地域包括支援ࠊ役割ࡢ地域住民専門職ࡿ支えࢆ࣒ࢸ

ᚋࠊࡅ向構築ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ地域包括ࡾࡼ症例検討ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ講義ࢆ課題現状ࡢ࣒ࢸࢫ

ࠋࡿࡍ検討ࢆ役割ࡢ方や作業療法士ࡾᅾࡢ地域ࡢ

DP3

実践力࣭応用ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

DP4

ࡇࡿࡍ実践ࢆ職務࡚ࡋ協調࣭連携ࠊࡋ理解ࢆ職種ࡢࠊ࡚ࡋ一員ࡢ࣒࣮ࢳョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

内容

日ᮏࡢ医療࣭福祉࣭保健࣭護ࡢ現状

地域包括࣒ࢸࢫࢩࢣ関わࡿ専門職地域住民ࡢ役割

地域包括ࡿࡅ࠾࣒ࢸࢫࢩࢣᅾ宅医療ࡢ役割

認知症࡛ࢣ必要ࡿࢀࡉ地域包括࣒ࢸࢫࢩࢣ

地域包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ国㝿的࡞研究動向

講義

各地域ࡢ医療࣭福祉࣭保健࣭護ࡢ現状

地域包括࣒ࢸࢫࢩࢣ提唱ࡢࡑ背景

地域包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ概要㸦自ຓ࣭互ຓ࣭共ຓ࣭බຓ等㸧

地域包括ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢣ必要性

ᅾ宅護支援ࢭン࣮ࢱ創設ࡽ地域包括ࢭࢣン࣮ࢱ

地域包括支援ࢭンࡢ࣮ࢱ機能役割

備考

自ศࡢ住࡛ࢇいࠕࡿ地域࣒ࠖࢸࢫࢩࡢ興味ࢆ持ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠋ

Ⓨ表㸦「0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦「0％㸧

筆記試験㸦監0％㸧ࠊ授業態ᗘ㸦10％㸧

高橋ࠉ⣫士㸦「01「㸧ࠗ地域包括４ࠉ࣒࠘ࢸࢫࢩࢣＭm囲ＭＦ

地域包括࣒ࢸࢫࢩࢣ確立ࢆ目指ࡓࡋ護保険業計画ࢆ考えࡿ

地域包括ࢆ࣒ࢸࢫࢩࢣ支えࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡿョンࡢ役割

症例検討ղ

症例検討ձ
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 大西ࠉ満

第㸰回 大西ࠉ満

第㸱回 大西ࠉ満

第㸲回 大西ࠉ満

第㸳回 大西ࠉ満

第㸴回 㞀害ཷ容 大西ࠉ満

第㸵回 大西ࠉ満

第㸶回 大西ࠉ満

第㸷回 大西ࠉ満

第㸯㸮回 大西ࠉ満

第㸯㸯回 大西ࠉ満

第㸯㸰回 大西ࠉ満

第㸯㸱回 大西ࠉ満

第㸯㸲回 大西ࠉ満

第㸯㸳回 大西ࠉ満

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

前期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ水ࠉࠉࠉ

備考

予習࡚ࡋ授業前ࡣ前配布ࡓࢀࡉ資料目ࢆ通ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ習ࡣ授業ࡢ内容ࢆ整理ࠊࡋ理

解ດࠋࡇࡿࡵ

筆記試験㸦盤0％㸧ࠊ㸦10％㸧ࢺࢫࢸᑠࠊ課題㸦」0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

中ᮧ隆一編㸸入門ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ概論ࠉ第】∧.医歯薬出∧株式会社

㝶時ࠊ紹࡚ࡋいࠋࡃ

国㝿㞀害ศ類．（．）－国㝿生活機能ศ類．（達㸦࣮ࣝࢢプࢩࢵ࢝ࢫࢹョࣥ㸧

病気㞀害

㞀害体験ࠉ㸦高齢者࣭∦麻痺体験ࡢࢶ࣮ࢫㄝ明㸧

㞀害体験ࠉ㸦実㝿ࢆࢶ࣮ࢫ着用ࡢ࡚ࡋ外出体験㸧

ョࣥࢩ࣮ࢮ࣐࣮ࣛࣀョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ

教育㸧㞀害者支援ࠊ諸領域㸦医療ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

諸領域㸦職業㸧ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

諸領域㸦社会的࣭地域࣭高齢者㸧ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

࣒࣮ࢳョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ役割ࡢョࣥ㛵連職種ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

疾患理解生活㞀害

疾患理解生活㞀害ࠉ㸦例㸧

国㝿㞀害ศ類．（．）－国㝿生活機能ศ類．（達

㸧ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢ㸦例検討࣭何ࡣョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

ョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

概論

必 大西ࠉ満 1 30
1ᖺḟ

前期

講義

授業概要

到㐩目標

授業目標ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠊ࡚ࡋョࣥ概念流ࡢࢀ理解ࠊ㞀害ࣔࡢࣝࢹ理解ࠊ㛵ಀ職種ࡢ役割ࡢ理解

や．（達－（．）．特ࠊࡋい࡚教示ࡘ㞀害健康基ࢆ概念ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡣ授業内容ࠋࡿࡍ

いࡓࡗ㞀害ࣔࡘࣝࢹい࡚ࡢ理解ࢆ深ࡓࡲࠋࡿࡵ医療ࡢ࡚ࡋ࣒࣮ࢳ㛵連職種ࡘい࡚知࡛ࣜࡇࡿ

ࡗい社会ᖐࠖࠕ㞀害ࠖやࠕプ࡛࣮ࣝࢢᑠࠋࡿࡍ内容ࡃい࡚ࡋ把握ࢆ全体像ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ

ࣜࡿ࡞必要࡚ࡋ作業療法士理解ࡢࡽ体験ࡢ࡛ࡲࡢ自身ࠊࡅ設ࢆ機会ࡢいྜࡋ話ࡢ࣐࣮ࢸࡓ

ࠋࡃい࡚ࡋうࡼࡿ持࡚ࢆࡾࡀ繋ࠊ相㐪Ⅼࡢ概念ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ

）５㸯

幅広い教ࠊ倫理観人間性࡞豊ࡿࡍ大ษࢆࡾ㛵わࡢ地域住民ࠊࡧ尊ࢆ生࡚ࡋ作業療法士ࠉ

養ࢆ᭷ࠊࡋ自覚責任࡚ࡗࡶࢆ行動ࠊࡋ生涯学ࡧ続ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

背景ࡢ思想歴史ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ,定義理論ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 木岡ࠉ和実

第㸰回 木岡ࠉ和実

第㸱回 木岡ࠉ和実

第㸲回 木岡ࠉ和実

第㸳回 木岡ࠉ和実

第㸴回 㞀害ཷ容 木岡ࠉ和実

第㸵回 木岡ࠉ和実

第㸶回 木岡ࠉ和実

第㸷回 木岡ࠉ和実

第㸯㸮回 木岡ࠉ和実

第㸯㸯回 木岡ࠉ和実

第㸯㸰回 木岡ࠉ和実

第㸯㸱回 木岡ࠉ和実

第㸯㸲回 木岡ࠉ和実

第㸯㸳回 木岡ࠉ和実

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

備考

予習࡚ࡋ授業前ࡣ前配布ࡓࢀࡉ資料目ࢆ通ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ習ࡣ授業ࡢ内容ࢆ整理ࠊࡋ理解

ࡇࡿࡵດ

筆記試験㸦盤0％㸧ࠉ授業態ᗘ㸦10％㸧ࠉ課題㸦」0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

中ᮧ隆一編㸸入門ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン概論ࠉ第7∧.医歯薬出∧株式会社

㝶時ࠊ紹࡚ࡋいࠋࡃ

国㝿㞀害ศ類．（．）－国㝿生活機能ศ類．（達㸦࣮ࣝࢢプࢩࢵ࢝ࢫࢹョンࠊ演習㸧

病気㞀害

㞀害体験ձࠉ㸦高齢者ࠊ∦麻痺࡞㸧㸦演習㸧

㞀害体験ղࠉ㸦高齢者ࠊ∦麻痺࡞㸧㸦演習㸧

ョンࢩ࣮ࢮ࣐࣮ࣛࣀョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ

教育㸧㞀害者支援ࠊ諸領域ձ㸦医療ࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

諸領域ղ㸦職業㸧ࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

諸領域ճ㸦社会的࣭地域࣭高齢者㸧ࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

࣒࣮ࢳョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ役割ࡢョン関連職種ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

疾患理解生活㞀害

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

ョン概ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

論

必 木岡ࠉ和実 1 30 1ᖺḟᚋ期 講義

授業概要

到㐩目標

授業目標ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠊ࡚ࡋョン概念流ࡢࢀ理解ࠊ㞀害ࣔࡢࣝࢹ理解ࠊ関ಀ職種ࡢ役割ࡢ理解

ࡗいや．（達－（．）．特ࠊࡋい࡚教示ࡘ㞀害健康基ࢆ概念ࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡣ授業内容ࠋࡿࡍ

ࣜࣅࣁ࡛ࣜࡇࡿい࡚知ࡘ関連職種ࡢ࡚ࡋ࣒࣮ࢳ医療ࡓࡲࠋࡿࡵ深ࢆ理解ࡢい࡚ࡘࣝࢹ㞀害ࣔࡓ

࣐࣮ࢸࡓࡗい社会ᖐࠖࠕ㞀害ࠖやࠕプ࡛࣮ࣝࢢᑠࠋࡿࡍ内容ࡃい࡚ࡋ把握ࢆ全体像ࡢョンࢩ࣮ࢸ

࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡿ࡞必要࡚ࡋ作業療法士理解ࡢࡽ体験ࡢ࡛ࡲࡢ自身ࠊࡅ設ࢆ機会ࡢいྜࡋ話ࡢ

ࠋࡃい࡚ࡋうࡼࡿ持࡚ࢆࡾࡀ繋ࠊ相㐪Ⅼࡢ概念ࡢョンࢩ

DP3

実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

DP4

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ職務࡚ࡋ協調࣭連携ࠊࡋ理解ࢆ職種ࡢࠊ࡚ࡋ一員ࡢ࣒࣮ࢳョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

疾患理解生活㞀害ࠉ㸦例㸧㸦演習㸧

国㝿㞀害ศ類．（．）－国㝿生活機能ศ類．（達

㸧㸦演習㸧ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢ㸦例検討࣭何ࡣョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ

内容

背景ࡢ思想歴ྐࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ,定義理論ࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜ
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 澤ࠉ賢一郎

第㸰回 澤ࠉ賢一郎

第㸱回 澤ࠉ賢一郎

第㸲回 澤ࠉ賢一郎

第㸳回 澤ࠉ賢一郎

第㸴回 澤ࠉ賢一郎

第㸵回 澤ࠉ賢一郎

第㸶回 澤ࠉ賢一郎

第㸷回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸮回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸯回 ࠉⓎ表ࡢい࡚ࡘࣕࢳࢵ࣎ 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸰回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸱回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸲回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸳回 澤ࠉ賢一郎

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

作業ࡢ主観的意味

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

基礎作業学実習Ϩ 必 澤ࠉ賢一郎 1 30
1ᖺḟ

前期

実習

授業概要

到㐩目標

生活ࢆ構成ࡿࡍ作業ࡢ視Ⅼࢆ知ࠊࡾ実㝿作業活動ࢆ実施ࢆࡽࢀࡑࠋࡿࡍ通࡚ࡋ作業療法士ࡢ扱う

ࡀ対象者ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ㐍ಁࢆࡧ学ࡢ作業ࠖࠕࡢ࡚ࡋ手段ࡢ作業療法ࠊい࡚考えࡘ意味ࡢ作業ࠖࠕ

行う作業ࡢ意味や特ᚩࢆ理解࣭ศ析ࠊࡋ個人因子࣭環境因子ࡢ㛵連性やࠊ身体機能面ࠊ精神機能

面ࠊㄆ知機能面ࢆ࡞講義形式や࣮ࣝࢢプࢩࢵ࢝ࢫࢹョ࡚ࣥ理解࣭表出ࢆ行うࠋ到㐩目標ࡣձ日

常生活ࡣ意味あࡿ作業ࡢ連続࡛あࢆࡇࡿ理解ࠊࡿࡍղࡢࡑ人ࡋࡽい作業ࡀ行えࡢࡇࡿ意味ࡘい

࡚自ศࡢࡾ࡞考え方ࢆㄝ明࡛ࡼࡿࡁうࡿ࡞࡛あࠋࡿ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

作業ࡢ視Ⅼࡘい࡚

．A）１㸦料理㸧ࡘい࡚ࡢⓎ表

作業ࡢ主観的意味ࡘい࡚࣮ࣝࢢࡢプワ࣮ࢡ

作業ࢆ通ࡓࡋ自ศࠊࡉࡋࡽ環境ࡾࡀ࡞ࡘࡢ

生活ࡢ構造化࣭健康ࡢ㛵連性

社会的意味࣭作業ࡢศ類化

作業活動ࡘい࡚ࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜ࡢョࣥ

ㄝ明㸧ࡢ概要ࡢ࣒࣮ࢤ実施㸦ࡢࣕࢳࢵ࣎

ㄝ明㸧ࡢࡽࡀ࡞ࡏ見ࢆョࣥࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹࡢ実施㸦教員ࡢࣕࢳࢵ࣎

行う㸧ࢆ学生ྠ士࡛試ྜ㸦実㝿ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢࡢい࡚ࡘࣕࢳࢵ࣎

．A）１㸦料理㸧ࡢ実施㸦料理ࡢ工程ศ析ࡢ方ࡘい࡚ࡢㄝ明㸧

．A）１㸦料理㸧ࡢ実施㸦実㝿各࣮ࣝࢢプ࡛決ࡓࡵ料理ࢆ調理ࡿࡍ㸧

．A）１㸦料理㸧ࡘい࡚࣮ࣝࢢࡢプワ࣮ࢡ㸦調理ࡓࡋ料理ࢆ各工程࡛ࡿࡵࡲ㸧

前期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ水ࠉࠉࠉ

備考

予習㸸ḟ回ࡢ授業範囲ࡘい࡚前調ࡇࡃ࠾࡚

習㸸毎回ࡢ授業ࢆ振ࡾ返ࠊࡾ資料や࣭ࢺ࣮ࣀ考えࢆ整理ࡇࡃ࠾࡚ࡋ

㸦10％㸧ࢺࢫࢸᑠࠊ0％㸧「筆記試験㸦ࠊ0％㸧」㸦ࢺ࣮࣏ࣞࠊⓎ表㸦「0％㸧ࠊプ課題㸦「0％㸧࣮ࣝࢢ

ྜྷ川ࡳࢁࡦ㸦「01】㸧ࠕࠗࠉ作業࡚ࠖࡗ何ࢁࡔう࠘ࠉ作業科学入門第「∧㸬ࠉ医歯薬出∧社
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 杉ᮏࠉ久美子

第㸰回 杉ᮏࠉ久美子

第㸱回 杉ᮏࠉ久美子

第㸲回 杉ᮏࠉ久美子

第㸳回 杉ᮏࠉ久美子

第㸴回 杉ᮏࠉ久美子

第㸵回 杉ᮏࠉ久美子

第㸶回 杉ᮏࠉ久美子

第㸷回 杉ᮏࠉ久美子

第㸯㸮回 杉ᮏࠉ久美子

第㸯㸯回 作業活動ձࡘい࡚ࡢⓎ表㸦演習㸧 杉ᮏࠉ久美子

第㸯㸰回 杉ᮏࠉ久美子

第㸯㸱回 杉ᮏࠉ久美子

第㸯㸲回 杉ᮏࠉ久美子

第㸯㸳回 杉ᮏࠉ久美子

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

基礎作業学演習ϩ 必 杉ᮏࠉ久美子 1 30
1ᖺḟ

ᚋ期

授業概要

到㐩目標

生活ࢆ構ᡂࡿࡍ作業ࡢ視Ⅼࢆ知ࠊࡾ実㝿作業活動ࢆ実施ࢆࡽࢀࡑࠋࡿࡍ通࡚ࡋ作業療法士ࡢ扱う

対象者ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ㐍ಁࢆࡧ学ࡢ作業ࠖࠕࡢ࡚ࡋ手段ࡢ作業療法ࠊい࡚考えࡘ意味ࡢ作業ࠖࠕ

精神機ࠊ身体機能面ࠊ関連性やࡢ個人因子࣭環境因子ࠊࡋ理解࣭ศ析ࢆ意味や特ᚩࡢ行う作業ࡀ

能面ࠊ認知機能面ࢆ࡞講義形式や࣮ࣝࢢプࢩࢵ࢝ࢫࢹョン࡚理解࣭表出ࢆ行うࠋ到㐩目標ࡣ

ձ日常生活ࡣ意味あࡿ作業ࡢ連続࡛あࢆࡇࡿ理解ࠊࡿࡍղࡢࡑ人ࡋࡽい作業ࡀ行えࡢࡇࡿ意味

ࠋࡿ࡛あࡿ࡞うࡼࡿࡁㄝ明࡛ࢆ考え方ࡢࡾ࡞い࡚自ศࡘ

DP3

実践力࣭応ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

用力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

作業ࡢ視Ⅼࡘい࡚

作業活動ձࡢ実施㸦演習㸧

作業活動ձࡢ実施㸦演習㸧

作業活動ձࡘい࡚࣮ࣝࢢࡢプワ࣮ࢡ㸦演習㸧

作業活動ղࡢ実施㸦演習㸧

演習

作業ࡢ主観的意味

作業ࡢ主観的意味ࡘい࡚࣮ࣝࢢࡢプワ࣮ࢡ㸦演習㸧

作業ࢆ通ࡓࡋ自ศࠊࡉࡋࡽ環境ࡾࡀ࡞ࡘࡢ

生活ࡢ構造化࣭健康ࡢ関連性

社会的意味࣭作業ࡢศ類化

作業活動ࡘい࡚࢚ࣜ࢜ࡢンࢩ࣮ࢸョン

作業活動ղࡢ実施㸦演習㸧

作業活動ղࡘい࡚࣮ࣝࢢࡢプワ࣮ࢡ㸦演習㸧

備考

常作業ࡢ意味ࡣ何ࡀࢀࡑࠊ生活ࡼ࠾ぼ࡚ࡋいࡿ影響ࢆ考え࡚ୗࡉいࠋ

㸦「0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊⓎ表㸦「0％㸧ࠊプ課題㸦「0％㸧࣮ࣝࢢ

筆記試験㸦」0％㸧ࠊ授業態ᗘ㸦10％㸧

ྜྷ川ࡳࢁࡦ㸦「017㸧ࠕࠗࠉ作業࡚ࠖࡗ何ࢁࡔう࠘ࠉ作業科学入門第「∧㸬ࠉ医歯薬出∧社

作業活動ղࡘい࡚ࡢⓎ表㸦演習㸧
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 辛島ࠉ千恵子

第㸰回 辛島ࠉ千恵子

第㸱回 辛島ࠉ千恵子

第㸲回 辛島ࠉ千恵子

第㸳回 辛島ࠉ千恵子

第㸴回 辛島ࠉ千恵子

第㸵回 辛島ࠉ千恵子

第㸶回 辛島ࠉ千恵子

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

作業療法研究法 必 辛島ࠉ千恵子 1 15
㸱ᖺḟ

前期

講義

Ⓨ表㸧ࡢ学生ࡢ㸦ᚋ半ࡵࡲ

授業概要

到㐩目標

作業療法士ࡣ専門職࡛あࠊࡾ臨床実践ࡢ質ࢆ高ࠊࡵ社会㈉献࡚ࡋいࡃࡀ㔜要ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࡞

ࡍ目標ࢆࡇ学ぶࢆࡁ手続࡞基ᮏ的ࡢ㔞的研究㸧ࠊ研究手法㸦質的ࡢⅭࡿ出来ࡀ作業療法研究ࠊ

ࡋ臨床実習࡛経験実㝿ࠊࡧ講義࡛学ࢆࡁ手続ࡢ作成ࡢ例報告書ࡴ組ࡾྲྀࡎ臨床研究࡛必特ࠋࡿ

用いࢆ࣒࣮࢛ࣇࡢ例Ⓩ録制ᗘࡢ日ᮏ作業療法士協会ࠊࡣ形式ࠋ行うࢆ演習ࡿࡵࡲい࡚ࡘ例ࡓ

ࠋࡃい࡚ࡵ㐍ࢆ講義ࡽࡀ࡞ࡋಁࢆョࣥࢩࢵ࢝ࢫࢹࡢ学生間ࠊ行いࢆ例Ⓨ表会最終的ࠋࡿ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

研究ࠊࡣ研究倫理

研究ࡢ類型ࠊ文献ࣞࣅュ࣮文献研究

文献検索参考࣭引用文献

調査࣭実験࣭例研究

研究計画ࡢ立案

い࡚ࡘศ析ࢱ࣮ࢹ

Ⓨ表㸧ࡢ学生ࡢ前半ࡓࡅศࡘ㸰ࢆⓎ表者。ࡵࡲ

前期㸸水1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ木ࠉࠉࠉ

備考

予習㸸ḟ回ࡢ授業範囲ࢆㄞࠋࡇࡃ࠾࡛ࢇ

習㸸毎回ࡢ授業ࢆ振ࡾ返ࠊࡾ資料やࢆࢺ࣮ࣀ整理ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ

定期試験㸦筆記㸧㸦】0％㸧ࠊᑠࢺࢫࢸ㸦」0財㸧

山⏣孝編ࠕ標準作業療法学専門ศ㔝ࠉ作業療法研究㸦第「∧㸧ࠖ医学書院

適時ࠊ紹ࠋࡿࡍ
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 安部ࠉ征哉

第㸰回 安部ࠉ征哉

第㸱回 安部ࠉ征哉

第㸲回 安部ࠉ征哉

第㸳回 安部ࠉ征哉

第㸴回 安部ࠉ征哉

第㸵回 安部ࠉ征哉

第㸶回 安部ࠉ征哉

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

授業概要

到㐩目標

 作業療法士ࡣ専門職࡛あࠊࡾ臨床実践ࡢ質ࢆ高ࠊࡵ社会貢献࡚ࡋいࡃࡀ㔜要ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࡞

ࡍ目標ࢆࡇ学ぶࢆࡁ手続࡞基ᮏ的ࡢ㔞的研究㸧ࠊ研究手法㸦質的ࡢⅭࡿ出来ࡀ作業療法研究ࠊ

ࡋ臨床実習࡛経験実㝿ࠊࡧ講義࡛学ࢆࡁ手続ࡢ作ᡂࡢ例報告書ࡴ組ࡾྲྀࡎ臨床研究࡛必特ࠋࡿ

用いࢆ࣒࣮࢛ࣇࡢ例Ⓩ録制ᗘࡢ日ᮏ作業療法士協会ࠊࡣ形式ࠋ行うࢆ演習ࡿࡵࡲい࡚ࡘ例ࡓ

ࠋࡃい࡚ࡵ㐍ࢆ講義ࡽࡀ࡞ࡋಁࢆョンࢩࢵ࢝ࢫࢹࡢ学生間ࠊ行いࢆ例Ⓨ表会最終的ࠋࡿ

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

作業療法研究法 必 安部ࠉ征哉 1 15
『ᖺḟ

前期

講義

DP3

実践力࣭応用ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

研究ࠊࡣ研究倫理

い࡚ࡘศ析ࢱ࣮ࢹ

1㸦学生Ⓨ表㸧ࡵࡲ

研究ࡢ類型ࠊ文献ࣞࣅュ࣮文献研究

文献検索参考࣭引用文献

調査࣭実験࣭例研究

研究計画ࡢ立案

㸦学生Ⓨ表㸧」ࡵࡲ

備考

予習㸸ḟ回ࡢ授業範ᅖࢆㄞࠋࡇࡃ࠾࡛ࢇ

習㸸毎回ࡢ授業ࢆ振ࡾ返ࠊࡾ資料やࢆࢺ࣮ࣀ整理ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ

定期試験㸦筆記㸧㸦70％㸧ࠊᑠࢺࢫࢸ㸦」0%㸧

山⏣孝編ࠕ標準作業療法学専門ศ㔝ࠉ作業療法研究㸦第「∧㸧ࠖ医学書院

適時ࠊ紹ࠋࡿࡍ
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸴回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸵回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸶回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸷回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸮回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

簡易ୖ⫥機能ࢺࢫࢸ㸦８９道達㸧検査目的

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

身体㞀害作業療法評

価学実習ϩ

必 ᭷⏣ࠉ智氏 1 30
「ᖺḟ

前期

実習

授業概要

到㐩目標

身体㞀害領域ࡿࡅ࠾検査࣭測定ࠊ࡚ࡋᚐ手筋力ࢺࢫࢸ。㹋㹋㹒週簡易ୖ⫥機能ࢺࢫࢸ。㹑㹒㹃㹄週

学生ࡣࡎࡲࡋ習得ࢆᢏ術ࡢࡑࡧࡼ࠾ࠊࡇࡿࡁ࡛ࡀㄝ明対象者ࡋ理解ࢆ目的や意義ࡢࡑࠊい࡚ࡘ

ྠ士࡛ṇࡃࡋ評価ࢆ行えࢆࡇࡿ目標࡚ࡋ講義࣭演習ࠋࡿࡵࡍࡍࢆ形式࣮ࣝࢢࡣ࡚ࡋプ༢位ࡲࠊ

ୖࡣ筋力検査ࠋ行う࡚ࡋ併用ࢆ定期試験実ᢏ試験ࡣ能力評価ࠊࡾ࡞主ࡀ実践形式ࡢ࡛࣌ࡣࡓ

⫥࣭ୗ⫥࣭体幹ࡢ㡰行いୖࠊ⫥機能検査ࡘい࡚ࡣ検査㡯目ࡈ学習ࢆ㐍ࠋࡿࡵ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

ࡣ㸦８９道達㸧ࢺࢫࢸ簡易ୖ⫥機能ࠉョࣥࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ実ᢏ試験

簡易ୖ⫥機能ࢺࢫࢸ㸦８９道達㸧検査方法

簡易ୖ⫥機能ࢺࢫࢸ㸦８９道達㸧結果ࡢ解釈࣮ࣝࢢࠉプࢩࢵ࢝ࢫࢹョࣥ

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉࡣ検査目的方法

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ肩⏥ᖏ

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ肩㛵節

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ前⭎

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ手㛵節周囲ࠉ手

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ⫤㛵節周囲

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ⭸㛵節周囲ࡽ足㛵節周囲

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ頸部ࠊ体幹

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ実ᢏ試験前ࡵࡲࡢ

生⏣᐀博㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第」巻ࠉ作業療法評価学.協ྠ医書出∧社,「010.

前期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ火ࠉࠉࠉ

実ᢏ試験ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ全体ࡵࡲࡢ

備考 いࡉࡔࡃ࡛ࢇࡒࡢい服装࡛授業ࡍやࡁ動ࠋࡍࡲ行いࢆ実ᢏࡢ評価ᢏ法࡚ࡗ使ࢆ身体ࡢ互い࠾

教科書ࡧࡼ࠾配布資料࡚ࡳࢆ前予習ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡇࡿࡍ

各回ࡢ授業内容ࡵࡲࢆ習ࡓࡲࠊࡇࡿࡍ実ᢏ㛵ࡣ࡚ࡋ体ࢆ使࡚ࡗ練習ࡇࡿࡍ

実ᢏࢺࢫࢸ㸦」0％㸧 ᑠࢺࢫࢸ㸦「0％㸧 筆記試験㸦監0％㸧࡛総ྜุ定ࢆ行うࠋ

岩崎ࣝࢸ子㸸標準作業療法学ࠉ専門ศ㔝ࠉ作業療法評価学ࠉ医学書院,「010㸬                    

－ごせごＳ ／.－じ上せＴた.／Ｆ止だつごせじＳご ２ＴＳ下ＬＴmご三と 著㸸新࣭ᚐ手筋力検査法ࠉ原著第重∧.協ྠ医書出∧社
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸴回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸵回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸶回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸷回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸮回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

身体㞀害作業療法評

価学演習ϩ

必 ᭷⏣ࠉ智氏 1 30
「ᖺḟ

前期

授業概要

到㐩目標

身体㞀害領域ࡿࡅ࠾検査࣭測定ࠊ࡚ࡋᚐ手筋力ࢺࢫࢸ。㹋㹋㹒週簡易ୖ⫥機能ࢺࢫࢸ。㹑㹒㹃㹄週

学生ࡣࡎࡲࡋ習得ࢆ技術ࡢࡑࡧࡼ࠾ࠊࡇࡿࡁ࡛ࡀㄝ明対象者ࡋ理解ࢆ目的や意義ࡢࡑࠊい࡚ࡘ

ྠ士࡛ṇࡃࡋ評価ࢆ行えࢆࡇࡿ目標࡚ࡋ講義࣭演習ࠋࡿࡵࡍࡍࢆ形式࣮ࣝࢢࡣ࡚ࡋプ༢位ࡲࠊ

ୖࡣ筋力検査ࠋ行う࡚ࡋ併用ࢆ定期試験実技試験ࡣ能力評価ࠊࡾ࡞主ࡀ実践形式ࡢ࡛࣌ࡣࡓ

⫥࣭ୗ⫥࣭体幹ࡢ㡰行いୖࠊ⫥機能検査ࡘい࡚ࡣ検査㡯目ࡈ学習ࢆ㐍ࠋࡿࡵ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

内容

方法検査目的ࠊࡣ㸦８９道達㸧ࢺࢫࢸ簡易ୖ⫥機能ࠉョンࢩ࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ前⭎ࠉ㸦演習㸧

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ手関節周ᅖࠉ手ࠉ㸦演習㸧

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ⫤関節周ᅖࠉ㸦演習㸧

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ⭸関節周ᅖࡽ足関節周ᅖࠉ㸦演習㸧

演習

簡易ୖ⫥機能ࢺࢫࢸ㸦８９道達㸧ࠉ㸦演習㸧

簡易ୖ⫥機能ࢺࢫࢸ㸦８９道達㸧ࠉ㸦演習㸧

簡易ୖ⫥機能ࢺࢫࢸ㸦８９道達㸧結果ࡢ解釈࣮ࣝࢢࠉプࢩࢵ࢝ࢫࢹョン㸦演習㸧

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉࡣ検査目的方法

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ肩周ᅖࠉ㸦演習㸧

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ肩周ᅖࠉ㸦演習㸧

備考

教科書ࡧࡼ࠾配布資料࡚ࡳࢆ前予習ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡇࡿࡍ

各回ࡢ授業内容ࡵࡲࢆ習ࡓࡲࠊࡇࡿࡍ実技関ࡣ࡚ࡋ体ࢆ使࡚ࡗ練習ࡇࡿࡍ

実技ࢺࢫࢸ㸦」0％㸧ᑠࢺࢫࢸ㸦10％㸧

筆記試験㸦監0％㸧ࠊ授業態ᗘ㸦10％㸧࡛総ྜุ定ࢆ行うࠋ

岩崎ࣝࢸ子㸸標準作業療法学ࠉ専門ศ㔝ࠉ作業療法評価学ࠉ医学書院,「010㸬                    

－ごせごＳ ／.－じ囲せＴた.／Ｆ止だつごせじＳご ２ＴＳ図ＬＴmご三と 著㸸新࣭ᚐ手筋力検査法ࠉ原著第重∧.協ྠ医書出∧社

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ頸部ࠊ体幹 。演習㸧

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ実技試験

生⏣᐀博㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第」巻ࠉ作業療法評価学.協ྠ医書出∧社,「010.

実技試験ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ全体ࡵࡲࡢ

ᚐ手筋力ࢺࢫࢸ㸦２２９㸧ࠉ実技試験
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸳回 嶋川ࠉ昌

第㸴回 嶋川ࠉ昌

第㸵回 嶋川ࠉ昌

第㸶回 嶋川ࠉ昌

第㸷回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸮回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸳回 嶋川ࠉ昌

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

精神科作業療法ࡿࡅ࠾評価ࡢ流ࢀ

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

精神㞀害作業療法評価

学実習

必 嶋川ࠉ昌 1 30
㸰ᖺḟ

前期

実習

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣ精神科作業療法ࡢ基ᮏ的࡞評価ࡢ流ࠊࢀ対象者ࡢ㛵わࡢࡾ基ᮏ姿勢ࢆ理解࡛ࡇࡿࡍあࠋࡿ

精神科作業療法࡛ࡣ観察評価ࡀ多ࡿ࡞ࡃⅭࠊ教員ࡿࡼ作業面接ࡢල体例㸦映像㸧ࡢࡑ解ㄝࡼࡌྠࠊ

うࠕ箱࡙ࡾࡃ法ࠖࢆ用いࡓ作業療法評価ࡢ演習ࢆ行う࡛作業療法士ࡢ評価ࡢ視Ⅼࢆ伝えࠋࡿࡶ

一般職業適性検査ࠊ質問⣬法ࢆ࡞教ᮦ࡚ࡋ用いࠋࡿ評定ࠊࡣ実㝿学生ྠ士࡛講義࡛理解ࡓࡋ評価

ᢏ法ࢆ用い࡚検査測定ࢆ行いࡓࡵࡲࢆࢀࡑࠊ成果物㸦ࣞࢺ࣮࣏㸧࡚ࡗࡶࢆ評価ࠋࡿࡍ

）５㸱

࡛ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ

内容

総論ࠊョࣥࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜

作業療法࡛用いࡿࢀࡽ検査ࠉ㸦一般職業適性検査９ࠊ道，１ࠊA８２．ࠊBA（８-／㸧

質問⣬法㸦質問⣬法ࡘい࡚㸧

質問⣬法㸦．８）A８２８ࠊ達ࡢㄝ明ࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹョࣥ㸧

質問司法㸦４８Aϩࡢㄝ明ࢩ࣮ࣞࢺࢫࣥࣔࢹョࣥ㸧

構成的作業検査㸦箱࡙ࡾࡃ法ࡢ概要ㄝ明㸧

箱࡙ࡾࡃ法ࢱ࣮ࢹࠉ集㸦「人一組࡛ࠊ被験者―検査者役࡛ࡿࢆࢱ࣮ࢹ㸧

箱࡙ࡾࡃ法ࢱ࣮ࢹࠉ集㸦被験者―検査者役ࢆ交௦ࡿࢆࢱ࣮ࢹࠊࡋ㸧

箱࡙ࡾࡃ法ࢱ࣮ࢹࠉ解釈

集団ࡢ評価ࠉ概要方法

集団ࡢ評価㸦討論場面ࢆ設定ࠊࡋ各学生ࡀ参加ࡽࡀ࡞ࡋ観察ࡿࡍ㸧

集団ࡢ評価ࠉ解釈

知的検査

香山明美ࠊᑠ林ṇ義ࠕࡽ生活ࢆ支援ࡿࡍ精神㞀害作業療法ࠉ第「∧ࠖࠊ医歯薬出∧株式会社

前期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ水ࠉࠉࠉ

作業療法࡛用いࡿࢀࡽ評価ࠉ㸦，A達７ࠊごＭＦ選ࠊ精神㞀害࡞ࢺ࣓ࣥࢫࢭࢣ㸧

備考

授業ࡢ前学習ࠊᚋ学習ࢆࡇࡿࡍࢆ推奨ࠋࡿࡍ

実習࡛ࢺ࣮࣏ࣞࡢ課題㸦実㝿学生ྠ士࡛評価ࢆ行いࡿࡵࡲ㸧ࡀ盤0％ࠊ残ࢆ％0』ࡢࡾ定期ࢺࢫࢸ

山᰿寛ࠕ精神㞀害作業療法㸦新∧㸧ࠖ୕輪書店
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸳回 嶋川ࠉ昌

第㸴回 嶋川ࠉ昌

第㸵回 嶋川ࠉ昌

第㸶回 嶋川ࠉ昌

第㸷回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸮回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸳回 嶋川ࠉ昌

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

精神㞀害作業療法評価

学演習

必 嶋川ࠉ昌 1 30
㸰ᖺḟ

前期

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣ精神科作業療法ࡢ基ᮏ的࡞評価ࡢ流ࠊࢀ対象者ࡢ関わࡢࡾ基ᮏ姿勢ࢆ理解࡛ࡇࡿࡍあ

ࠊ解ㄝࡢࡑල体例㸦映像㸧ࡢ作業面接ࡿࡼ教員ࠊⅭࡿ࡞ࡃ多ࡀ観察評価ࡣ精神科作業療法࡛ࠋࡿ

伝えࢆ視Ⅼࡢ評価ࡢ行う࡛作業療法士ࢆ演習ࡢ作業療法評価ࡓ用いࢆ法ࠖࡾࡃ箱࡙ࠕうࡼࡌྠ

学生ྠ士࡛講義࡛実㝿ࠊࡣ評定ࠋࡿ用い࡚ࡋ教ᮦࢆ࡞質問⣬法ࠊ一般職業適性検査ࡶࠋࡿ

理解ࡓࡋ評価技法ࢆ用い࡚検査測定ࢆ行いࡓࡵࡲࢆࢀࡑࠊᡂ果物㸦ࣞࢺ࣮࣏㸧࡚ࡗࡶࢆ評価ࠋࡿࡍ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

内容

総論ࠊョンࢩ࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

箱࡙ࡾࡃ法㸦演習ղ㸧

箱࡙ࡾࡃ法㸦演習ճ㸧

集団ࡢ評価

集団ࡢ評価㸦演習ձ㸧

演習

作業療法ࡢ流ࢀ

質問⣬法ձ㸦質問⣬法ࡘい࡚㸧

質問⣬法ղ㸦．８）A８２８ࠊ達ࡢ演習㸧

質問司法ճ㸦４８Aϩࡢ演習㸧

構ᡂ的作業検査㸦箱࡙ࡾࡃ法ࡘい࡚㸧

箱࡙ࡾࡃ法㸦演習ձ㸧

備考

授業ࡢ前学習ࠊᚋ学習ࢆࡇࡿࡍࢆ推奨ࠋࡿࡍ

演習࡛ࢺ࣮࣏ࣞࡢ課題㸦実㝿学生ྠ士࡛評価ࢆ行いࡿࡵࡲ㸧ࡀ盤0％ࠊ残ࢆ％0』ࡢࡾ定期ࢺࢫࢸ

ࠋࡿࡍ

山᰿寛ࠕ精神㞀害作業療法㸦新∧㸧ࠖ୕輪書店

集団ࡢ評価㸦演習ղ㸧

知的検査㸦演習㸧

香山明美ࠊᑠ林ṇ義ࠕࡽ生活ࢆ支援ࡿࡍ精神㞀害作業療法ࠉ第「∧ࠖࠊ医歯薬出∧株式会社

作業療法࡛用いࡿࢀࡽ評価ղ㸦演習㸸，A達７ࠊごＭＦ選ࠊ精神㞀害࣓ࢫࢭࢣン࡞ࢺ㸧

作業療法࡛用いࡿࢀࡽ検査ձ㸦演習㸸一般職業適性検査９ࠊ道，１ࠊA８２．ࠊBA（８-／㸧
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ୗ西ࠉ德

第㸰回 ୗ西ࠉ德

第㸱回 ୗ西ࠉ德

第㸲回 ୗ西ࠉ德

第㸳回 ୗ西ࠉ德

第㸴回 ୗ西ࠉ德

第㸵回 ୗ西ࠉ德

第㸶回 ୗ西ࠉ德

第㸷回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸮回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸯回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸰回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸱回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸲回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸳回 ୗ西ࠉ德

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

㐠動麻痺࣭筋緊張ࡢ異常ࡢࡑ見方ࠊ∦麻痺機能検査ࡢ評価

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

中枢神経疾患作業療

法学実習

必 ୗ西ࠉ德 1 30
「ᖺḟ

ᚋ期

実習

授業概要

到㐩目標

作業療法士ࡀ対象ࡿࡍ身体㞀害ࡢ原因ࡿ࡞疾患ࡣ多岐渡ࡢࡇࠋࡿ授業࡛ࠊࡣ作業療法ࡢ対象疾

患ࡢ中࡛ࡶ中枢神経疾患焦Ⅼࢆ当࡚࡚ࠊ脳血管㞀害脊髄損傷ࡿࡼ生活㞀害ࢆ呈ࡓࡋ人ࡢ作業

療法ࢆㄝ明࡛ୖࠊࡇࡿࡁ記ࡢ疾患ࢆ理解ࠊࡋ評価治療ࡢ構造ࢆㄝ明࡛ࢆࡇࡿࡁ目標ࠋࡿࡍ授

業࡛ࡣ各種疾患ࡢ理解ࢆ習ࡢࡑࠊࡋ病態像応ࡓࡌ評価方法論ࢆ教示ࠊࡶࡿࡍういࡓࡗ思

考࡚ࡗࡼ治療ࡀ㑅択ࢆࡢࡿࢀࡉ知ࢆࡇࡿ中心࡚ࡋ展開ࡓࡲࠋࡿࡍ治療方法論࡛ࡣ臨床࡛用い

ࠋࡃい࡚ࡋㄝ明ࢆ方法論ࡓ基࡙い最新知見ࡓࡲࠊい方法論ࡍやࢀࡽ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

脳血管㞀害ࡿࡅ࠾全般的症状

脊髄損傷ࡢ治療ࠉ応用的プ࣒ࣟࣛࢢ

姿勢射㞀害ࡢࢫࣥࣛࣂࠊ評価ࠊ協調性㞀害評価方法

作業療法プࣟࡘࢫࢭい࡚ ࠉ㸦ࢵࢺプࣥ࢘ࢲ㸧

評価ࡢ解釈個人ࡢ全体像

目標設定ࡽ治療計画立案

脳血管㞀害ࡢ作業療法プ࣮ࣟࡘࢳい࡚

社会適応プ࣭࣒ࣟࣛࢢ応用プ࣒ࣟࣛࢢ

心身機能面ࡢプ࣒ࣟࣛࢢ

脊髄損傷ࡢ全般的症状

脊髄損傷ࡢ評価ࡘい࡚ࠉ㸦情報集ࡢ手法㸧

脊髄損傷ࡢ評価ࠉ㸦損傷ࣞࡢࡽࣝ࣋評価㸧

脊髄損傷ࡢ治療ࠉ社会適応プ࣒ࣟࣛࢢ

岩崎ࣝࢸ子㸸標準作業療法学 専門ศ㔝ࠉ身体機能作業療法学ࠉ第「∧. 医学書院.「01】

ᚋ期㸸木1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

脊髄損傷ࡢ治療ࠉ心身機能面ࡢプ࣒ࣟࣛࢢ

備考

予習㸸前教科書や配布資料目ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡇࡃ࠾࡚ࡋ࠾ࢆ

習㸸各回ࡢ授業内容࡚ࡵࡲࢆ知識ࡢ整理ࡇࡿࡍࢆ

㸦10％㸧ࢺࢫࢸᑠࠊ筆記試験㸦盤0％㸧ࠊ課題㸦」0％㸧ࢺ࣮࣏プ࣮ࣞࣝࢢ

菅原洋子㸸日ᮏ作業療法士協会㸦┘修㸸作業療法学全書㸲 作業治療学㸯身体㞀害࣭協ྠ医書出∧社
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸴回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸵回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸶回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸷回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸮回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

中枢神経疾患作業療

法学演習

必 ᭷⏣ࠉ智氏 1 30
「ᖺḟ

ᚋ期

授業概要

到㐩目標

作業療法士ࡀ対象ࡿࡍ身体㞀害ࡢ原因ࡿ࡞疾患ࡣ多岐渡ࡢࡇࠋࡿ授業࡛ࠊࡣ作業療法ࡢ対象疾

患ࡢ中࡛ࡶ中枢神経疾患焦Ⅼࢆ当࡚࡚ࠊ脳血管㞀害脊髄損傷ࡿࡼ生活㞀害ࢆ呈ࡓࡋ人ࡢ作業

療法ࢆㄝ明࡛ୖࠊࡇࡿࡁ記ࡢ疾患ࢆ理解ࠊࡋ評価治療ࡢ構造ࢆㄝ明࡛ࢆࡇࡿࡁ目標ࠋࡿࡍ授

業࡛ࡣ各種疾患ࡢ理解ࢆ習ࡢࡑࠊࡋ病態像応ࡓࡌ評価方法論ࢆ教示ࠊࡶࡿࡍういࡓࡗ思

考࡚ࡗࡼ治療ࡀ㑅択ࢆࡢࡿࢀࡉ知ࢆࡇࡿ中心࡚ࡋ展開ࡓࡲࠋࡿࡍ治療方法論࡛ࡣ臨床࡛用い

ࠋࡃい࡚ࡋㄝ明ࢆ方法論ࡓ基࡙い最新知見ࡓࡲࠊい方法論ࡍやࢀࡽ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

内容

脳血管㞀害ࡿࡅ࠾全般的症状

社会適応プ࣭࣒ࣟࣛࢢ応用プ࣭࣒ࣟࣛࢢ基ᮏプ࣒ࣟࣛࢢձ㸦演習㸧

社会適応プ࣭࣒ࣟࣛࢢ応用プ࣭࣒ࣟࣛࢢ基ᮏプ࣒ࣟࣛࢢղ㸦演習㸧

脊髄損傷ࡢ全般的症状

脊髄損傷ࡢ評価ࡘい࡚ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦情報集࣭観察㸸演習㸧

演習

㐠動麻痺࣭筋緊張ࡢ異常ࡢࡑ見方ࠊ∦麻痺機能検査ࡢ評価ࠉࠉ㸦演習㸧

姿勢射㞀害ࣛࣂࠊンࡢࢫ評価ࠊ協調性㞀害評価方法ࠉࠉࠉࠉ㸦演習㸧

作業療法プࣟࡘࢫࢭい࡚ ࠉ㸦ࢵࢺプ࢘ࢲン㸧

評価ࡢ解釈個人ࡢ全体像ࠉࠉ㸦演習㸧

目標設定ࡽ治療計画立案

脳血管㞀害ࡢ作業療法プ࣮ࣟࡘࢳい࡚

備考

予習㸸前教科書や配布資料目ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡇࡃ࠾࡚ࡋ࠾ࢆ

習㸸各回ࡢ授業内容࡚ࡵࡲࢆ知識ࡢ整理ࡇࡿࡍࢆ

課題㸦」0％㸧ࢺ࣮࣏プ࣮ࣞࣝࢢ

筆記試験㸦盤0％㸧ࠊ授業態ᗘ࣭出席㸦10％㸧

菅原洋子㸸日ᮏ作業療法士協会㸦┘修㸸作業療法学全書㸲 作業治療学㸯身体㞀害࣭協ྠ医書出∧社

脊髄損傷ࡢ評価ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㸦心身機能㸸演習㸧

脊髄損傷ࡢ治療ࠉ社会適応プࣟࠉ࣒ࣛࢢ㸦演習㸧

岩崎ࣝࢸ子㸸標準作業療法学 専門ศ㔝ࠉ身体機能作業療法学ࠉ第「∧. 医学書院.「017

脊髄損傷ࡢ治療ࠉ基ᮏ的プ࣒ࣟࣛࢢ   㸦心身機能面ࡘい࡚㸸演習㸧

脊髄損傷ࡢ治療ࠉ応用的プ࣒ࣟࣛࢢ   㸦活動࣭参加ࡘい࡚㸸演習㸧
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸳回 嶋川ࠉ昌

第㸴回 嶋川ࠉ昌

第㸵回 嶋川ࠉ昌

第㸶回 嶋川ࠉ昌

第㸷回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸮回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸳回 嶋川ࠉ昌

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

紹ࡢ手記ࡢ当者ࠊ活動紹ࡢ家ࡢࡿ࡚

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

精神㞀害作業療法学 必 嶋川ࠉ昌 1 30
㸰ᖺḟ

ᚋ期

講義

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣ精神科ࡢ作業療法ࢆ行うୖ࡛ࡢ基礎概念ࢆ理解࡛ࡇࡿࡍあࠋࡿල体的ࠊࡣ精神科領域ࡢ

治療ࡣ対象者ࡢ人間㛵ಀࡢ構築ࡀ必要ྍḞ࡛あࡢࡑࠋࡿ意味ࢆ理解ࡿࡍⅭࠊࡣ作業療法ࡢ文献

批ุ的ࢆ用い࡚作業療法ࢆ資料ࡢ࡞手記ࡢ当者ࠊ護学┳ࠊ社会学ࠊ心理学ࠊ教育学ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ

ࢆ歴史的変㑄ࡢࡑࠊࡓࡗい࡚ࢀࡉㄆ識人々うࡼࡢࡀ精神疾患ࠊࡓࡲࠋࡿあࡀ必要ࡍ捉え直

講義ࢆ通࡚ࡋ学ぶࠋ学生ࡢ理解ᗘࠊࡣ精神科ࡿࡅ࠾支援ࢆල体的文章化㸦論述㸧࡛ࡇࡿࡏࡉ確

ㄆࠋࡿࡍ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

い࡚ࡘ作業療法ࠉョࣥࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜

作業療法ࡢ㛵わࡾ㸦就労支援ࠊ医療観察法㸧

医療福祉ࡢ専門職ࡢ対人支援ࡢ特ᚩ

精神科作業療法ࡘい࡚ࢫ࣮ࢥࢫࢹࡢศ析㸦精神科４９ࢆ検討ࡿࡍ㸧

現ᅾࡢ若者ࡢᚨࡘࢣい࡚

精神医療ࡢ歴史㸦精神病ࡘい࡚考えࠋࡿ諸外国ࡢ精神医療ࡘい࡚㸧

日ᮏࡢ精神医療ࡢ歴史

精神㞀害ࡢ㞀害特性

作業療法ࡢ治療࣭援ຓ構造治療機序

治療構造論㸦総論㸧

治療構造論㸦学生ࡀ経験ࡓࡋ例ࢆ通ࠊࡋ自己ࡢ治療的利用ࢆ理解ࡿࡍ㸧

作業療法ࡢ㛵わࡾ㸦病院やࢣࢹ㸧

作業療法ࡢ㛵わࡾ㸦訪問┳護ࠊA（９㸧

斉藤㐨雄ࠕ治ࡼࢇࡏࡲࡾうࡎࡍࡳࠖ書ᡣࠊ山㔝克明ࠕ作業療法士ࡢ自ᚊ性独自性ࠖ櫂歌書ᡣࠊ適

宜ࠊ論文ࢆ紹ࡿࡍ

ᚋ期㸸火1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

ࡵࡲ

備考

授業ࡢ前学習ࠊᚋ学習ࢆࡇࡿࡍࢆ推奨ࠋࡿࡍ

定期ࢆࢺࢫࢸ重0％ࠊࡋᑠࠋࡿࡍ10％ࢆࢺࢫࢸ

山᰿寛ࠕ精神㞀害作業療法㸦新∧㸧ࠖ୕輪書店
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸳回 嶋川ࠉ昌

第㸴回 嶋川ࠉ昌

第㸵回 嶋川ࠉ昌

第㸶回 嶋川ࠉ昌

第㸷回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸮回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸳回 嶋川ࠉ昌

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

精神㞀害作業療法学 必 嶋川ࠉ昌 1 30
㸰ᖺḟ

ᚋ期

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣ精神科ࡢ作業療法ࢆ行うୖ࡛ࡢ基礎概念ࢆ理解࡛ࡇࡿࡍあࠋࡿල体的ࠊࡣ精神科領域ࡢ治

療ࡣ対象者ࡢ人間関ಀࡢ構築ࡀ必要ྍḞ࡛あࡢࡑࠋࡿ意味ࢆ理解ࡿࡍⅭࠊࡣ作業療法ࡢ文献ࡅࡔ

捉え批ุ的ࢆ用い࡚作業療法ࢆ資料ࡢ࡞手記ࡢ当者ࠊ看護学ࠊ社会学ࠊ心理学ࠊ教育学ࠊࡃ࡞࡛

直ࡍ必要ࡀあࠊࡓࡲࠋࡿ精神疾患ࡼࡢࡀう人々認識࡚ࢀࡉいࡢࡑࠊࡓࡗ歴ྐ的変㑄ࢆ講義ࢆ通

ࠋࡿࡍ確認࡛ࡇࡿࡏࡉ文章化㸦論述㸧ල体的ࢆ支援ࡿࡅ࠾精神科ࠊࡣ理解ᗘࡢ学生ࠋ学ぶ࡚ࡋ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力ࢆ

Ⓨ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

い࡚ࡘ作業療法ࠉョンࢩ࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

精神㞀害ࡢ㞀害特性

作業療法ࡢ治療࣭援ຓ構造治療機序

治療構造論ձ㸦総論㸧

治療構造論ղ㸦学生ࡀ経験ࡓࡋ例ࢆ通ࠊࡋ自己ࡢ治療的利用ࢆ理解ࡿࡍ㸧

講義

紹ࡢ手記ࡢ当者ࠊ活動紹ࡢ家ࡢࡿ࡚

医療福祉ࡢ専門職ࡢ対人支援ࡢ特ᚩ

精神科作業療法ࡘい࡚ࢫࢹࡢコ࣮ࢫศ析㸦精神科４９ࢆ検討ࡿࡍ㸧

現ᅾࡢⱝ者ࡢᚨࡘࢣい࡚

精神医療ࡢ歴ྐ㸦精神病ࡘい࡚考えࠋࡿ諸外国ࡢ精神医療ࡘい࡚㸧

日ᮏࡢ精神医療ࡢ歴ྐ

備考

授業ࡢ前学習ࠊᚋ学習ࢆࡇࡿࡍࢆ推奨ࠋࡿࡍ

定期ࢆࢺࢫࢸ重割ࠊࡋ授業態ᗘ1ࢆ割ࠋࡿࡍ

山᰿寛ࠕ精神㞀害作業療法㸦新∧㸧ࠖ୕輪書店

作業療法ࡢ関わࡾձ㸦病院やࢣࢹ㸧

作業療法ࡢ関わࡾղ㸦訪問看護ࠊA（９㸧

斉藤㐨雄ࠕ治ࡼࢇࡏࡲࡾうࡎࡍࡳࠖ書ᡣࠊ山㔝克明ࠕ作業療法士ࡢ自ᚊ性独自性ࠖ櫂歌書ᡣࠊ適

宜ࠊ論文ࢆ紹ࡿࡍ

ࡵࡲ

作業療法ࡢ関わࡾճ㸦就労支援ࠊ医療観察法㸧
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸴回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸵回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸶回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸷回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸮回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

日常生活活動ࡢ成ࡾ立ࡕ作業療法

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

日常生活活動論実習 必 ᭷⏣ࠉ智氏 1 30
「ᖺḟ

前期

実習

授業概要

到㐩目標

日常生活活動ࡢ構成要素ࢆ理解࡛ࠊࡇࡿࡁ日常生活活動㛵わࡿ作業療法評価治療的入ࡘい࡚

ㄝ明ࡼࡿࡁ࡛ࡀうࡿ࡞ࢆ目標ࠋࡿࡍ構成要素ࡢ理解࡛ࡣ食࣭排泄࣭入浴࣭整容࣭更衣ࡘい࡚

物理的特ᚩや文化的特ᚩࠊ動作的特ᚩ࡞ศ類ࡋ学生自ࡢࡽ生活ࢆ土ྎ࡚ࡋ実習ࢆ㐍ࡵศ析ࢆ㐍ࡵ

࡚いࡢࡑࠋࡃศ析内容ࡣⓎ表会࡚ࡗࡶࢆ全体理解ࢆ深࡚ࡵいࡓࡲࠋࡃ作業療法評価࡛ࣝࢭ࣮ࣂࡣ

࡛ࢇ学ࢆ評価方法ࡿࢀࡽ用い臨床࡛㢖回࡚ࡋ中心ࢆや達つＳ止下じＴＳＦせ ．Ｓ正ごたごＳ正ごＳ止ご ２ご上つ三ごࢫࢡࢵࢹࣥ

いࠋࡃ

）５㸱

࡛ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ

内容

日常生活活動ࡢ概念範囲

日常生活ࡢ観察評価

日常生活活動ูࡢ特ᚩ

࣮ࡿࡍ検討ࢆࢣࣇࣝࢭ各࡚ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢ㸫ࠉࢣࣇࣝࢭ

プ1࣮࣮ࣝࢢࠉⓎ表࣮ࠉࢣࣇࣝࢭ

࣮」プ࣮ࣝࢢࠉⓎ表࣮ࠉࢣࣇࣝࢭ

プ」㸫࣮ࣝࢢࠉ㸫Ⓨ表ࠉࢣࣇࣝࢭ

家庭生活࣭社会活動࣭࣑ࢥュࢩ࣮ࢣࢽョࣥ

日常生活活動ࡢ援ຓࡢ視Ⅼ

日常生活活動ࡢ評価

日常生活活動ࡢ標準化ࡓࢀࡉ評価㸦࣮ࣂサࣝࢫࢡࢵࢹࣥ㸧

日常生活活動ࡢ標準化ࡓࢀࡉ評価㸦達．２㸧

日常生活活動ࡢ評価

ྜྷ川ࡳࢁࡦ㸸作業療法ࡀわ４５２࣭）ࡿA２５８ࢻ࢞ࢢࣥࢸ࣮ࢱࢫ㸬医学書院

前期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ火ࠉࠉࠉ

日常生活ࡢ観察評価例

備考

人ࡀ当ࡾࡓ前過ࡍࡈ日常生活ࢆ題ᮦ࡚ࡋいࠊ࡛ࡢࡍࡲࡁ特ᚩࢆ捉えࡿ範囲࡛ࡣ自ศࡢ生活周囲ࢆ注

意深ࡃ観察ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

0％㸧「㸦ࢺࢫࢸᑠࠊ0％㸧」Ⓨ表㸦ࠊ課題㸦「0％㸧ࢺ࣮࣏プ࣮ࣞࣝࢢ

筆記試験㸦」0％㸧

日ᮏ作業療法士協会㸦┘修㸧㸸作業療法学全書11 日常生活活動㸬協ྠ医書出∧社㸬
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸰回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸱回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸲回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸳回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸴回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸵回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸶回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸷回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸯㸮回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸯㸯回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸯㸰回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸯㸱回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸯㸲回 鈴木ࠉ耕ᖹ

第㸯㸳回 鈴木ࠉ耕ᖹ

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

日常生活活動論演習 必 鈴木ࠉ耕ᖹ 1 30
「ᖺḟ

前期

授業概要

到㐩目標

日常生活活動ࡢ構ᡂ要素ࢆ理解࡛ࠊࡇࡿࡁ日常生活活動関わࡿ作業療法評価治療的入ࡘい࡚

ㄝ明ࡼࡿࡁ࡛ࡀうࡿ࡞ࢆ目標ࠋࡿࡍ構ᡂ要素ࡢ理解࡛ࡣ食࣭排泄࣭入浴࣭整容࣭更衣ࡘい࡚

物理的特ᚩや文化的特ᚩࠊ動作的特ᚩ࡞ศ類ࡋ学生自ࡢࡽ生活ࢆ土ྎ࡚ࡋ演習ࢆ㐍ࡵศ析ࢆ㐍ࡵ

࡚いࡢࡑࠋࡃศ析内容ࡣⓎ表会࡚ࡗࡶࢆ全体理解ࢆ深࡚ࡵいࡓࡲࠋࡃ作業療法評価࡛ࣝࢭ࣮ࣂࡣ

ンࢫࢡࢵࢹや達つＳ止図じＴＳＦせ ．Ｓ正ごたごＳ正ごＳ止ご ２ご囲つ三ごࢆ中心࡚ࡋ臨床࡛頻回用いࡿࢀࡽ評価方法ࢆ学࡛ࢇ

いࠋࡃ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力ࢆ

Ⓨ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

日常生活活動ࡢ概念範ᅖ

家庭生活࣭社会活動࣭コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン演習ࠉ㸦演習㸧

日常生活活動ࡢ援ຓࡢ視Ⅼ

日常生活活動ࡢ評価

日常生活活動ࡢ標準化ࡓࢀࡉ評価㸦ࣝࢧ࣮ࣂンࢫࢡࢵࢹ㸧

演習

日常生活活動ࡢᡂࡾ立ࡕ作業療法

日常生活活動ูࡢ特ᚩ

㸦演習㸧࣮ࡿࡍ検討ࢆࢣࣇࣝࢭ各࡚ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢ㸫ࠉ演習ࢣࣇࣝࢭ

㸦演習㸧ࠉⓎ表࣮࣮ࠉ演習ձࢣࣇࣝࢭ

㸦演習㸧ࠉⓎ表࣮࣮ࠉ演習ղࢣࣇࣝࢭ

㸦演習㸧ࠉ㸫Ⓨ表㸫ࠉ演習ճࢣࣇࣝࢭ

備考 講義7ࢆコࠊ࣐演習8ࢆコ࡚ࡋ࣐実施ࠋࡿࡍ

人ࡀ当ࡾࡓ前過ࡍࡈ日常生活ࢆ題ᮦ࡚ࡋいࠊ࡛ࡢࡍࡲࡁ特ᚩࢆ捉えࡿ範ᅖ࡛ࡣ自ศࡢ生活周ᅖࢆ注

意深ࡃ観察ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

㸦「0％㸧ࢺࢫࢸᑠࠊⓎ表㸦「0％㸧ࠊ課題㸦「0％㸧ࢺ࣮࣏プ࣮ࣞࣝࢢ

筆記試験㸦」0％㸧ࠊ授業態ᗘ㸦10％㸧

日ᮏ作業療法士協会㸦┘修㸧㸸作業療法学全書11 日常生活活動㸬協ྠ医書出∧社㸬

日常生活活動ࡢ標準化ࡓࢀࡉ評価㸦達．２㸧

日常生活活動ࡢ評価演習ࠉ㸦演習㸧

1㸧ྜྷ川ࡳࢁࡦ㸸作業療法ࡀわ４５２࣭）ࡿA２５８ࢸ࣮ࢱࢫンࢻ࢞ࢢ㸬医学書院

日常生活ࡢ観察評価例演習㸦࣮ࣝࢢプ演習㸧ࠉ㸦演習㸧

日常生活ࡢ観察評価演習ࠉ㸦演習㸧
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 澤ࠉ賢一郎

第㸰回 澤ࠉ賢一郎

第㸱回 澤ࠉ賢一郎

第㸲回 澤ࠉ賢一郎

第㸳回 澤ࠉ賢一郎

第㸴回 澤ࠉ賢一郎

第㸵回 澤ࠉ賢一郎

第㸶回 澤ࠉ賢一郎

第㸷回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸮回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸯回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸰回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸱回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸲回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸳回 澤ࠉ賢一郎

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

社会生活行Ⅽ論実習 必 澤ࠉ賢一郎 1 30
「ᖺḟ

前期

実習

自身ࡢ社会生活行Ⅽࡘい࡚ࠉࡵࡲ教育࣭就労

ࡋ࡞

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣ日常生活㛵連活動ࡘい࡚理解࡛ࡢࡑࡓࡲࠊࡇࡿࡁ評価方法支援方法ࢆ理解࡛ࡇࡿࡁ

日࡛ࡇࡿࡍⓎ表者ࠊࡋ検討࣭ศ析࡚ࡋ通ࢆ実践ࡢい࡚ࡘ社会生活ࡢ自身ࠊࡣ内容ࠋࡿࡍ

常生活㛵連活動ࡘい࡚理解ࢆ深ࡓࡲࠋࡿࡵ評価方法࡛６ࡣつＦせじ下と Ｔさ １じさごや健康ᗘ㛵わࡿ評価ࡶ

行࡚ࡗいࠋࡃ㞀害ࢆ抱えࡶࡽࡀ࡞生活ࢆ過ࡍࡈ対象者ࢆ想定ࠊࡋ活動ࢆ物的補うࡢࡵࡓ自ຓලࡢ作

成ࡶ行いࠊ実㝿プࣞࢩ࣮ࢸࣥࢮョࣥ実施࡚ࡋいࠋࡃ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

総論

日常生活㛵連活動支援ࠉ洗濯/掃除

日常生活㛵連活動支援ࠉ調理/買い物࣭外出

社会生活行Ⅽࡢ支援ࠉ教育

社会生活行Ⅽࡢ支援ࠉ就労

社会生活行Ⅽࡢ支援࣑ࢥࠉュ࣭ࢸࢽ㐟ࡧ

備考

自ศ࡚ࡗ社会生活行Ⅽࡘい࡚日頃ࡽศ析ࠊࡋ講義ࢆ通࡚ࡋ作業療法ࡢศ㔝㛵連࡛ࡼࡿࡁう

ࠋࡃ࠾࡚ࡋ

作成自ຓලࡢ㑅定や準備物ࡘい࡚文献ࢆࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠊ使用ࡋ前準備ࡀࡇࡃ࡚ࡋࢆ望ࡋࡲ

いࠋ

定期試験㸦】0％㸧ࠊ「回ࢺ࣮࣏ࣞࡢ㸦1監％層「㸧ࡾࡼ評価ࠋࡿࡍ

自身ࡢ社会生活行Ⅽࡘい࡚࣑ࢥࠉࡵࡲュ࣭ࢸࢽ㐟ࡧ

自身ࡢ社会生活行Ⅽࡘい࡚プࣞࢩ࣮ࢸࣥࢮョࣥࠉ教育࣭就労

自身ࡢ社会生活行Ⅽࡘい࡚プࣞࢩ࣮ࢸࣥࢮョ࣑ࣥࢥࠉュ࣭ࢸࢽ㐟ࡧ

い࡚ࡘ自ຓල作成ࠊࡵࡲ

自ຓල作成ࡿࡅ࠾計画

自ຓල作成

濱ཱྀࠉ豊ኴ編㸸日常生活活動࣭社会生活行Ⅽ学㸬医学書院㸬

生⏣᐀博編㸸ＩＡ㹂㹊࣭作業療法ࡢ戦略戦術࣭ᢏ術㸬୕輪書店㸬

㸦社㸧日ᮏ作業療法士協会┘修㸸作業療法学全書第11巻 日常生活活動㸬協ྠ医書出∧社㸬

前期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ水ࠉࠉࠉ

作成ࡓࡋ自ຓලࡢプࣞࢩ࣮ࢸࣥࢮョ࣭ࣥ症例紹

総習
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 寺井ࠉ淳

第㸰回 寺井ࠉ淳

第㸱回 寺井ࠉ淳

第㸲回 寺井ࠉ淳

第㸳回 寺井ࠉ淳

第㸴回 寺井ࠉ淳

第㸵回 寺井ࠉ淳

第㸶回 寺井ࠉ淳

第㸷回 寺井ࠉ淳

第㸯㸮回 寺井ࠉ淳

第㸯㸯回 寺井ࠉ淳

第㸯㸰回 寺井ࠉ淳

第㸯㸱回 寺井ࠉ淳

第㸯㸲回 寺井ࠉ淳

第㸯㸳回 寺井ࠉ淳

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

ࡋ࡞

授業概要

到㐩目標

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

社会生活行Ⅽ論演習 必 寺井ࠉ淳 1 30
「ᖺḟ

前期

演習

目標ࠊࡣ日常生活関連活動ࡘい࡚理解࡛ࡢࡑࡓࡲࠊࡇࡿࡁ評価方法支援方法ࢆ理解࡛ࡇࡿࡁ

ࡇࡿࡍⓎ表者ࠊࡋ検討࣭ศ析࡚ࡋ通ࢆ実践ࡢい࡚ࡘ社会生活ࡢ自身ࠊࡣ内容ࠋࡿࡍ

࡛日常生活関連活動ࡘい࡚理解ࢆ深ࡓࡲࠋࡿࡵ評価方法࡛６ࡣつＦせじ図と Ｔさ １じさごや健康ᗘ関わࡿ評

価ࡶ行࡚ࡗいࠋࡃ㞀害ࢆ抱えࡶࡽࡀ࡞生活ࢆ過ࡍࡈ対象者ࢆ想定ࠊࡋ活動ࢆ物的補うࡢࡵࡓ自ຓ

ලࡢ作ᡂࡶ行いࠊ実㝿プࣞࢮンࢩ࣮ࢸョン実施࡚ࡋいࠋࡃ

DP3

実践力࣭応ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

用力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

社会生活行Ⅽࡢ支援ࠉ就労

社会生活行Ⅽࡢ支援ࠉコ࣑ュ࣭ࢸࢽ㐟ࡧ

総論

日常生活関連活動支援ࠉ洗濯/掃除

日常生活関連活動支援ࠉ調理/買い物࣭外出

社会生活行Ⅽࡢ支援ࠉ教育

備考

自ศ࡚ࡗ社会生活行Ⅽࡘい࡚日頃ࡽศ析ࠊࡋ講義ࢆ通࡚ࡋ作業療法ࡢศ㔝関連࡛ࡼࡿࡁ

うࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

作ᡂ自ຓලࡢ㑅定や準備ࡘい࡚前調ࠊ準備࠾࡚ࡋࢆい࡚ୗࡉいࠋ

自身ࡢ社会生活行Ⅽࡘい࡚ࡵࡲ。演習週

自身ࡢ社会生活行Ⅽࡘい࡚プࣞࢮンࢩ࣮ࢸョン。演習週

自身ࡢ社会生活行Ⅽࡘい࡚プࣞࢮンࢩ࣮ࢸョン。演習週

自ຓල作ᡂ。演習週ࠊࡵࡲ

作ᡂࡓࡋ自ຓලࡢプࣞࢮンࢩ࣮ࢸョン࣭症例紹。演習週

総習

定期試験㸦70％㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦」0％㸧

自身ࡢ社会生活行Ⅽࡘい࡚ࡵࡲ。演習週

自ຓල作ᡂ。演習週

自ຓල作ᡂ。演習週

濱口ࠉ豊ኴ編㸸日常生活活動࣭社会生活行Ⅽ学㸬医学書院㸬

生⏣᐀博編㸸ＩＡ㹂㹊࣭作業療法ࡢ戦略戦術࣭技術㸬୕輪書店㸬

㸦社㸧日ᮏ作業療法士協会┘修㸸作業療法学全書第11巻 日常生活活動㸬協ྠ医書出∧社㸬
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 澤ࠉ賢一郎

第㸰回 澤ࠉ賢一郎

第㸱回 澤ࠉ賢一郎

第㸲回 澤ࠉ賢一郎

第㸳回 澤ࠉ賢一郎

第㸴回 澤ࠉ賢一郎

第㸵回 澤ࠉ賢一郎

第㸶回 澤ࠉ賢一郎

第㸷回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸮回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸯回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸰回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸱回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸲回 澤ࠉ賢一郎

第㸯㸳回 澤ࠉ賢一郎

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

作業ศ析活用論 必 澤ࠉ賢一郎 1 30
「ᖺḟ

ᚋ期

講義

作業活動ࡢ動作ศ析㸦脳血管㞀害患者ࡢ作業活動ࡢ特性ࠊ輪投ࡢࡆ例㸧

ࡋ࡞

授業概要

到㐩目標

作業療法࠾い࡚ࠕ作業ࠖࡣ治療手段࡛ࡘ1ࡢあࠕࠋࡿ作業ࠖࡘࡶࡢ治療的࡞意味対象者ࡢ個人的࡞

意味ࢆ統ྜࠊ࡚ࡋ治療効果ࡼࡿࡀୖࡀう工ኵ࡚ࡋ適応ࡿࡍ必要ࡀあࠊࡎࡲࠋࡿいࡢࡘࡃ作業活動

㐠動ࢆ動作ࡢ࡞入浴ࠊ排泄ࠊ更衣ࠊ整容ࠊ食ࠊࡓࡲࠋ行うࢆ作業ศ析ࡢ作業療法独自ࠊࡋ実施ࢆ

学視Ⅼࡽศ析ࢆ行いࡢࡑࠊ作業ࡼࡢࡀう࡞特性࡚ࡗࡶࢆいࢆࡿ捉えࡢࡑࠊ特性ࡼࡢࡀう࡞治

療的意味ࢆ持ࡕうࢆࡿ明ࠊࡽࡉࠋࡿࡍࡽ治療的活用ࠊ࡚ࡋ例ࡢ治療目標作業ࢆ適用ࡉ

活用治療ࠊࡾ知ࢆ視Ⅼࡢ作業ศ析ࠋࡃい࡚ࡋ検討࡛ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢࢆࡿࡁ期待࡛ࡀ治療効果ࠊࡏ

ࠋࡿࡍ目標ࡢᮏ講義ࢆࡇ学ぶࢆ注意Ⅼࡢうえ࡛ࡃい࡚ࡋ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

動作ศ析࣭基ᮏ動作ࡢ基礎知識

寝返ࡾ動作ศ析

起ࡾୖࡁ動作ศ析

立ࡾࡀୖࡕ動作ศ析

脳血管㞀害患者ࡢ起居動作ࡘい࡚対象者ࡢ動作ศ析

作業活動ࡢ動作ศ析ࡢ視Ⅼ

備考

自身ࡢ日常生活動作脳血管㞀害ࢆ呈ࡓࡋ対象者ࡢ日常生活動作ࢆ比較ࡽࡀ࡞ࡋศ析ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

ศ析࡞様々࡚ࡗࡼࡇあうࡋョンࢩ࣮ࢸンࢮプࣞࡋศ析࡛ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢࢆ作業活動࡞様々ࠊࡓࡲ

視Ⅼࢆ理解ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ

ョࢩ࣮ࢸࣥࢮプࣞࠊ％ศ析1監ࡢ日常生活活動ࠊ％作業ศ析1監ࠊ動作ศ析『0％ࡢ重0％㸦対象者ࢺ࣮࣏ࣞ

ࣥ「0％㸧ࠊᑠ10ࢺࢫࢸ％

作業活動ࡢ動作ศ析㸦脳血管㞀害患者ࡢ作業活動ࡢ特性ࠊワࡢࢢࣥࣆ例㸧

作業活動ࡢ動作ศ析㸦脳血管㞀害患者ࡢ作業活動ࡢ特性ࠊ木工ࡢ例㸧

作業活動ࡢ動作ศ析㸦脳血管㞀害患者ࡢ作業活動ࡢ特性ࠊ食ࡢ例㸧

作業活動ࡢ動作ศ析㸦脳血管㞀害患者ࡢ作業活動ࡢ特性ࠊ更衣ࡢ例㸧

作業活動ࡢ動作ศ析㸦脳血管㞀害患者ࡢ作業活動ࡢ特性ࠊ排泄ࡢ例㸧

日常生活活動ࡢ動作ศ析ࡢプࣞࣥࢮ㸦学生ࡘ」ࢆศࠊࡅ前半ࡢⓎ表㸧

山岸茂則㸸臨床実践 動ࡽࡢࡁえࡓ㸬文ග堂

ྜྷ川ࡳࢁࡦ㸸作業療法ࡀわ４５２࣭）ࡿA２５８ࢻ࢞ࢢࣥࢸ࣮ࢱࢫ㸬医学書院㸪「01「

ࡋ࡞

ᚋ期㸸水1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

日常生活活動ࡢ動作ศ析プࣞࣥࢮ㸦ᚋ半ࡢⓎ表㸧

脳血管㞀害患者ࡢ作業活動ࡢ全体ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡵࡲࡢ
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 寺井ࠉ淳

第㸰回 寺井ࠉ淳

第㸱回 寺井ࠉ淳

第㸲回 寺井ࠉ淳

第㸳回 寺井ࠉ淳

第㸴回 寺井ࠉ淳

第㸵回 寺井ࠉ淳

第㸶回 寺井ࠉ淳

第㸷回 寺井ࠉ淳

第㸯㸮回 寺井ࠉ淳

第㸯㸯回 寺井ࠉ淳

第㸯㸰回 寺井ࠉ淳

第㸯㸱回 寺井ࠉ淳

第㸯㸲回 寺井ࠉ淳

第㸯㸳回 寺井ࠉ淳

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

ࡋ࡞

授業概要

到㐩目標

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

作業ศ析活用論Ϩ 必 寺井ࠉ淳 1 30
「ᖺḟ

ᚋ期

講義

作業療法࠾い࡚ࠕ作業ࠖࡣ治療手段࡛ࡘ1ࡢあࠕࠋࡿ作業ࠖࡘࡶࡢ治療的࡞意味対象者ࡢ個人的࡞

意味ࢆ統ྜࠊ࡚ࡋ治療効果ࡼࡿࡀୖࡀうᕤኵ࡚ࡋ適応ࡿࡍ必要ࡀあࠊࡎࡲࠋࡿいࡢࡘࡃ作業活動ࢆ

実施ࠊࡋ作業療法独自ࡢ作業ศ析ࢆ行うࠊࡓࡲࠋ食ࠊ整容ࠊ更衣ࠊ排泄ࠊ入浴ࡢ࡞動作ࢆ㐠動学視

Ⅼࡽศ析ࢆ行いࡢࡑࠊ作業ࡼࡢࡀう࡞特性࡚ࡗࡶࢆいࢆࡿ捉えࡢࡑࠊ特性ࡼࡢࡀう࡞治療的意

味ࢆ持ࡕうࢆࡿ明ࠊࡽࡉࠋࡿࡍࡽ治療的活用ࠊ࡚ࡋ例ࡢ治療目標作業ࢆ適用ࠊࡏࡉ治療

効果ࡀ期待࡛࣮ࣝࢢࢆࡿࡁプワ࣮࡛ࢡ検討࡚ࡋいࠋࡃ作業ศ析ࡢ視Ⅼࢆ知ࠊࡾ治療活用࡚ࡋいࡃう

え࡛ࡢ注意Ⅼࢆ学ぶࢆࡇᮏ講義ࡢ目標ࠋࡿࡍ

DP3

実践力࣭応用力ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

内容

脳血管㞀害患者ࡢ起居動作ࡘい࡚対象者ࡢ動作ศ析㸦演習㸧

作業活動ࡢ動作ศ析ࡢ視Ⅼ

動作ศ析࣭基ᮏ動作ࡢ基礎知識

寝返ࡾ動作ศ析

起ࡾୖࡁ動作ศ析

立ࡾࡀୖࡕ動作ศ析

備考

自身ࡢ日常生活動作脳血管㞀害ࢆ呈ࡓࡋ対象者ࡢ日常生活動作ࢆ比較ࡽࡀ࡞ࡋศ析ࡉࡔࡃ࡚ࡋいࡲࠋ

ศ析視Ⅼ࡞様々࡚ࡗࡼࡇあうࡋョンࢩ࣮ࢸンࢮプࣞࡋศ析࡛ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢࢆ作業活動࡞様々ࠊࡓ

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋ理解ࢆ

作業活動ࡢ動作ศ析

作業活動ࡢ動作ศ析プࣞࢮンࢩ࣮ࢸョン㸦演習㸧

食ࠊ整容ࠊ更衣ࡢ動作ศ析ࠊ評価方法

排泄ࠊ入浴ࡢ動作ศ析ࠊ評価方法

日常生活活動ࡢ動作ศ析プࣞࢮンࢩ࣮ࢸョン㸦演習㸧

脳血管㞀害患者ࡢ作業活動ࡢ動作ศ析㸦演習㸧

ョンࢩ࣮ࢸンࢮプࣞࠊ％ศ析1監ࡢ日常生活活動ࠊ％作業ศ析1監ࠊ動作ศ析『0％ࡢ重0％㸦対象者ࢺ࣮࣏ࣞ

「0％㸧ࠊ授業態ᗘ10％

作業活動ࡢ動作ศ析

日常生活活動ࡢ動作ศ析

日常生活活動ࡢ動作ศ析

山岸茂則㸸臨床実践 動ࡽࡢࡁえࡓ㸬文光堂

ྜྷ川ࡳࢁࡦ㸸作業療法ࡀわ４５２࣭）ࡿA２５８ࢸ࣮ࢱࢫンࢻ࢞ࢢ㸬医学書院㸪「01「

ࡋ࡞
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸳回 嶋川ࠉ昌

第㸴回 嶋川ࠉ昌

第㸵回 嶋川ࠉ昌

第㸶回 嶋川ࠉ昌

第㸷回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸮回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸳回 嶋川ࠉ昌

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

作業ศ析ࡢࢺ࣮ࢩࢡࢵ࢙ࢳ記載ࡢ方

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

作業ศ析活用論実習 必 嶋川ࠉ昌 1 30
㸰ᖺḟ

ᚋ期

実習

授業概要

到㐩目標

作業療法士ࡀ治療࡚ࡋࢆい࡛ୖࡃ必要ྍḞࠕ࡞作業ࠖ焦Ⅼࢆ置いࡓศ析ࢆ学ぶࢆࡇ目標ࠋࡿࡍ

ල体的ࠕࠊࡣ作業ศ析ࡢࠖࢺ࣮ࢩࢡࢵ࢙ࢳ理解記入࡛ࡇࡿࡁ࡛ࡀあࠋࡿ学生自身ࡀ生ࡁ生ࡁ࡛ࡁ

ࢆ時間ࡿࡍ報告ᚋ半ࡢ授業ࠋࡃい࡚ࡋ記入࡚ࡗ沿ࢺ࣮ࢩࢆศ析ࡢࡑࠊࡋ௨ୖ㑅択ࡘ一ࢆ作業活動ࡿ

設ࠊࡅ用いࡢࢺ࣮ࢩࡓ㡯目ࡀ必要ࡿ࡞理⏤ࠊ作業療法士ࠕࡀ作業ࠖࢆ用いࡢࡇࡿ意味࡙ࢆࡅ学生自

身ࡢ言葉࡛表現࡛ࢆࡿࡁ到㐩目標ࡢ評価視Ⅼࠋࡿࡍ

）５㸱

࡛ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ

内容

人作業

学生ࡢ課題ࡢⓎ表㸦学生ࢆ監࣮ࣝࢢプศࡓࡅ監࣮ࣝࢢプ目ࡢⓎ表㸧

作業ࡢ一般的特性ࡢࢺ࣮ࢩࡢ記載ࠉ見ᮏ提示

作業ࡢ一般的特性ࡢࢺ࣮ࢩࡢ記載ࠉ実㝿記入ࢆ行う

振ࡾ返ࠋࡾ学生ࡀ記入ᚋ気࡙いࡓⅬࡢ質疑応答

精神㞀害領域࡛必要࡞要素ࡢ記載ࠉ見ᮏ提示

精神㞀害領域࡛必要࡞要素ࡢ記載ࠉ実㝿記入ࢆ行うࠉ

振ࡾ返ࠋࡾ学生ࡀ記入ᚋ気࡙いࡓⅬࡢ質疑応答

学生ࡢ課題ࡢⓎ表㸦学生ࢆ監࣮ࣝࢢプศ࣮ࣝࢢ1ࡓࡅプ目ࡢⓎ表㸧

学生ࡢ課題ࡢⓎ表㸦学生ࢆ監࣮ࣝࢢプศ࣮ࣝࢢ」ࡓࡅプ目ࡢⓎ表㸧

学生ࡢ課題ࡢⓎ表㸦学生ࢆ監࣮ࣝࢢプศ࣮ࣝࢢ「ࡓࡅプ目ࡢⓎ表㸧

前半部ศࡢⓎ表者ࠊࡵࡲࡢศ析ࡢࢺ࣏ࣥࡢ確ㄆ

学生ࡢ課題ࡢⓎ表㸦学生ࢆ監࣮ࣝࢢプศ࣮ࣝࢢ』ࡓࡅプ目ࡢⓎ表㸧

特ࡋ࡞

ᚋ期㸸火1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

ᚋ半部ศࡢⓎ表者ࠊࡵࡲࡢศ析ࡢࢺ࣏ࣥࡢ確ㄆ

備考

授業ࡢ前学習ࠊᚋ学習ࢆࡇࡿࡍࢆ推奨ࠋࡿࡍ

ᑠࢺࢫࢸ㸦」0％㸧成果物㸦】0％㸧ࠋࡿࡍ

山᰿寛ࡦࠕ作業࣭作業活動ࠉ新∧ࠖ୕輪書店
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸳回 嶋川ࠉ昌

第㸴回 嶋川ࠉ昌

第㸵回 嶋川ࠉ昌

第㸶回 嶋川ࠉ昌

第㸷回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸮回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸳回 嶋川ࠉ昌

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

作業ศ析活用論ϩ 必 嶋川ࠉ昌 1 30
㸰ᖺḟ

ᚋ期

授業概要

到㐩目標

作業療法士ࡀ治療࡚ࡋࢆい࡛ୖࡃ必要ྍḞࠕ࡞作業ࠖ焦Ⅼࢆ置いࡓศ析ࢆ学ぶࢆࡇ目標ࡍ

生ࡁ生ࡀ学生自身ࠋࡿあ࡛ࡇࡿࡁ࡛ࡀ記入理解ࡢࠖࢺ࣮ࢩࢡࢵ࢙ࢳ作業ศ析ࠕࠊࡣල体的ࠋࡿ

ࡍ報告ᚋ半ࡢ授業ࠋࡃい࡚ࡋ記入࡚ࡗ沿ࢺ࣮ࢩࢆศ析ࡢࡑࠊࡋ௨ୖ㑅択ࡘ一ࢆ作業活動ࡿࡁ࡛ࡁ

意味࡙ࡢࡇࡿ用いࢆ作業ࠖࠕࡀ作業療法士ࠊ⏤理ࡿ࡞必要ࡀ㡯目ࡢࢺ࣮ࢩࡓ用いࠊࡅ設ࢆ時間ࡿ

ࠋࡿࡍ評価視Ⅼࡢ到㐩目標ࢆࡿࡁ言葉࡛表現࡛ࡢ学生自身ࢆࡅ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

内容

人作業

振ࡾ返ࠋࡾ記入ᚋ気࡙いࡓⅬࡢ質疑応答

学生ࡢ課題ࡢⓎ表ձ㸦演習㸧

学生ࡢ課題ࡢⓎ表ղ㸦演習㸧

学生ࡢ課題ࡢⓎ表ճ㸦演習㸧

講義

作業ศ析ࡢࢺ࣮ࢩࢡࢵ࢙ࢳ記載ࡢ方

作業ࡢ一般的特性ࡢࢺ࣮ࢩࡢ記載ࠉ見ᮏ提示

作業ࡢ一般的特性ࡢࢺ࣮ࢩࡢ記載ࠉ実㝿記入ࢆ行う

振ࡾ返ࠋࡾ記入ᚋ気࡙いࡓⅬࡢ質疑応答

精神㞀害領域࡛必要࡞要素ࡢ記載ࠉ見ᮏ提示

精神㞀害領域࡛必要࡞要素ࡢ記載ࠉ実㝿記入ࢆ行う

備考

授業ࡢ前学習ࠊᚋ学習ࢆࡇࡿࡍࢆ推奨ࠋࡿࡍ

演習時ࡢ授業参加態ᗘ㸦」0％㸧ᡂ果物㸦70％㸧ࠋࡿࡍ

山᰿寛ࡦࠕ作業࣭作業活動ࠉ新∧ࠖ୕輪書店

前半部ศࡢⓎ表者ࠊࡵࡲࡢศ析࣏ࡢンࡢࢺ確認

学生ࡢ課題ࡢⓎ表մ㸦演習㸧

特ࡋ࡞

ᚋ半部ศࡢⓎ表者ࠊࡵࡲࡢศ析࣏ࡢンࡢࢺ確認

学生ࡢ課題ࡢⓎ表յ㸦演習㸧
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 辛島ࠉ千恵子

第㸰回 辛島ࠉ千恵子

第㸱回 辛島ࠉ千恵子

第㸲回 辛島ࠉ千恵子

第㸳回 辛島ࠉ千恵子

第㸴回 辛島ࠉ千恵子

第㸵回 辛島ࠉ千恵子

第㸶回 辛島ࠉ千恵子

第㸷回 辛島ࠉ千恵子

第㸯㸮回 辛島ࠉ千恵子

第㸯㸯回 辛島ࠉ千恵子

第㸯㸰回 辛島ࠉ千恵子

第㸯㸱回 辛島ࠉ千恵子

第㸯㸲回 辛島ࠉ千恵子

第㸯㸳回 ࡵࡲࡢ全体ࠉࠉプⓎ表࣮ࣝࢢ 辛島ࠉ千恵子

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

前期㸸水1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ木ࠉࠉࠉ

備考

教科書ࡧࡼ࠾配布資料࡚ࡳࢆ前予習ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡇࡿࡍ

各回ࡢ授業内容ࡵࡲࢆ習ࡓࡲࠊࡇࡿࡍ授業内容ࡶࢆ自ศࡢ暮࡚ࡋࡽいࡿ地域ࡘい࡚考え

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡳ࡚

定期試験㸦」0％㸧ࠊ㸦10％㸧ࢺࢫࢸᑠࠊ課題㸦盤0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

ኴ⏣睦美㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第1」巻ࠉ地域作業療法学.協ྠ医書出∧社,「01『.

㝶時紹࡚ࡋいࠋࡍࡲࡁ

プⓎ表࣮ࣝࢢ

地域࡛生活ࠉࠉࠉࡇࡿࡍ環境生活様式࣭生活活動

対象者ࡢ作業療法ࡓࡳࡽࢪ࣮ࢸࢫࣇࣛ

地域࡛ࡢ作業療法士ࡢ役割

社会保㞀外ࡢ作業療法ࡢ対象者

地域作業療法ࡢ理念目的

疾病࣭㞀害ࡽࡀ࡞ࡕࡶࢆ地域࡛暮ࡇࡍࡽ

地域࡛生活ࡿࡍ対象者ࡢ例㸦ࡢࢇࡀ啓Ⓨࢺࣥ࣋参加ࡿࡍ対象者㸧

地域࡛生活ࡿࡍ対象者ࡢ例㸦芸術作品ࢆ通࡚ࡋ地域参加ࡿࡍ対象者㸧

地域࡛生活ࡿࡍ対象者ࡢ例㸦高齢者向ࡢࡅ健康体操参加ࡿࡍ対象者㸧

地域࡛生活ࡿࡍ対象者ࡢ例㸦語ࡾ部活動参加ࡿࡍ対象者㸧

学外活動࡛得ࡇࡓ

地域࡛生活ࠉࠉࠉࡇࡿࡍ生死࣭生活歴生活様式

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

地域生活作業療法学

総論

必修 辛島ࠉ千恵子 1 30
「ᖺḟ

前期

講義

授業概要

到㐩目標

ࡇࡿ広い視㔝࡛捉えࢆࡋࡽ暮ࡢ人ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ展開ࢆ考え࡚作業療法ࢆ生活ࡢ地域࡛ࡢ対象者ࠉ

ࡶ人々ࡓࡗ通いあࡢ心ࠊ環境࡛ࡓࢀ慣ࡳ住ࡶ࡚ࡗあࡀ㞀害ࡢࡽձ何ࡣᮏ講義࡛ࠋࡿ࡞大ษࡀ

支援内容ࠊࡋ通ࢆࢫ࣮ࢣࡿࡍղ地域࡛生活ࡿࡍ理解ࢆࡉ意義や困難ࡢࡇࡿࡅ続ࡋ生活ࡃࡋࡽ自ศ

や作業療法士ࡢ役割ࢆ考えࢆࡇࡿ授業目標ࠋࡿࡍ授業内容ࡣᗙ学地域࡛ࡢ学外活動体験ࢆ通ࡋ

ࠋࡿࡍ学習ࢆ目的理念ࡢ地域作業療法ࠊࡧ学ࢆ㞀害像ࡢ方々ࡍࡽ地域࡛暮理解ࡢ地域ࠊ࡚

DP2

ョࢩ࣮ࢣࢽュ࣑ࢥࡢࡵࡓࡿࡍ実践ࢆ支援࡚ࡅ向解決ࡘ且ࠊࡋ共᭷ࢆ課題࡚ࡋ協調࣭連携多職種ࠉ

ࣥ能力ࢆ᭷ࠊࡋ信㢗㛵ಀࢆ構築ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

ࡣ地域ࠉョࣥࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 木岡ࠉ和実

第㸰回 木岡ࠉ和実

第㸱回 木岡ࠉ和実

第㸲回 木岡ࠉ和実

第㸳回 木岡ࠉ和実

第㸴回 木岡ࠉ和実

第㸵回 木岡ࠉ和実

第㸶回 木岡ࠉ和実

第㸷回 木岡ࠉ和実

第㸯㸮回 木岡ࠉ和実

第㸯㸯回 木岡ࠉ和実

第㸯㸰回 木岡ࠉ和実

第㸯㸱回 木岡ࠉ和実

第㸯㸲回 木岡ࠉ和実

第㸯㸳回 ࡵࡲࡢ全体ࠉࠉプⓎ表࣮ࣝࢢ 木岡ࠉ和実

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

備考

教科書ࡧࡼ࠾配布資料࡚ࡳࢆ前予習ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࡇࡿࡍ

各回ࡢ授業内容ࡵࡲࢆ習ࡓࡲࠊࡇࡿࡍ授業内容ࡶࢆ自ศࡢ暮࡚ࡋࡽいࡿ地域ࡘい࡚考え

ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡳ࡚

定期試験㸦」0％㸧ࠊ授業態ᗘ㸦10％㸧ࠊ課題㸦盤0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

ኴ⏣睦美㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第1」巻ࠉ地域作業療法学.協ྠ医書出∧社,「01『.

㝶時紹࡚ࡋいࠋࡍࡲࡁ

プⓎ表࣮ࣝࢢ

地域࡛生活ࡇࡿࡍ㸰ࠉࠉ環境生活様式࣭生活活動

対象者ࡢ作業療法ࡓࡳࡽࢪ࣮ࢸࢫࣇࣛ

地域࡛ࡢ作業療法士ࡢ役割

社会保㞀外ࡢ作業療法ࡢ対象者

地域作業療法ࡢ理念目的

疾病࣭㞀害ࡽࡀ࡞ࡕࡶࢆ地域࡛暮ࡇࡍࡽ

地域࡛ࡢ学外活動体験

地域࡛ࡢ学外活動体験

地域࡛ࡢ学外活動体験

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

地域生活作業療法学

総論

必修 木岡 和実 1 30
「ᖺḟ

前期

講義

授業概要

到㐩目標

ࡇࡿ広い視㔝࡛捉えࢆࡋࡽ暮ࡢ人ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ展開ࢆ考え࡚作業療法ࢆ生活ࡢ地域࡛ࡢ対象者ࠉ

ࡶ人々ࡓࡗ通いあࡢ心ࠊ環境࡛ࡓࢀ慣ࡳ住ࡶ࡚ࡗあࡀ㞀害ࡢࡽձ何ࡣᮏ講義࡛ࠋࡿ࡞大ษࡀ

支援内容ࠊࡋ通ࢆࢫ࣮ࢣࡿࡍղ地域࡛生活ࡿࡍ理解ࢆࡉ意義や困難ࡢࡇࡿࡅ続ࡋ生活ࡃࡋࡽ自ศ

や作業療法士ࡢ役割ࢆ考えࢆࡇࡿ授業目標ࠋࡿࡍ授業内容ࡣᗙ学地域࡛ࡢ学外活動体験ࢆ通ࡋ

ࠋࡿࡍ学習ࢆ目的理念ࡢ地域作業療法ࠊࡧ学ࢆ㞀害像ࡢ方々ࡍࡽ地域࡛暮理解ࡢ地域ࠊ࡚

DP3

実践力࣭応用ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ修得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

地域࡛ࡢ学外活動体験

学外活動࡛得ࡇࡓ

地域࡛生活ࡇࡿࡍ㸯ࠉࠉ生死࣭生活歴生活様式

内容

ࡣ地域ࠉョンࢩ࣮ࢸン࢚ࣜ࢜
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 地域ࡢ施設ࡢ役割暮ࡋࡽ ୗ西ࠉ德

第㸰回 ୗ西ࠉ德

第㸱回 社会参加や活動向ࡓࡅ作業療法士や多職種ࡢ役割 ୗ西ࠉ德

第㸲回 ୗ西ࠉ德

第㸳回 ୗ西ࠉ德

第㸴回 ୗ西ࠉ德

第㸵回 ୗ西ࠉ德

第㸶回 ୗ西ࠉ德

第㸷回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸮回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸯回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸰回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸱回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸲回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸳回 ୗ西ࠉ德

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

情報集㸧ࡢ㸦施設職員ࢡワ࣮ࢻ࣮ࣝࣇ

情報集㸧ࡢ㸦対象者ࢡワ࣮ࢻ࣮ࣝࣇ

㸧ࡿࡍ聴ྲྀࢆ体験࡞主観的ࡢ対象者࡚ࡵ改㸦参加ᚋࢡワ࣮ࢻ࣮ࣝࣇ

㸧ࡿࡍ観察࡚ࡋ通ࢆ参加ࠊࡋ参加活動一緒㸦対象者ࢡワ࣮ࢻ࣮ࣝࣇ

地域ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ実践活動ࡢ概要目的

検討㸧ࡢ内容ࡾྲྀࡁ聞ࢺ࣏ࣥࡢ時ࢡワ࣮ࢻ࣮ࣝࣇ㸦ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢ

準備ࢡワ࣮ࢻ࣮ࣝࣇ

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

地域生活作業療法学

実習Ϩ

必 ୗ西ࠉ德 1 30
「ᖺḟ

ᚋ期

実習

授業概要

到㐩目標

目標ࠕࠊࡣ地域住ࡲう利用者ࡢ㛵ࢆࡾ通ࠊ࡚ࡋ㞀害ࢆ持ࡘ方ࡀ地域社会参加ࡢࡇࡿࡍ意義ࢆ

理解ࡓࡲࠋࡿࡍ作業療法士やࡢࡑࡢ㛵連職種ࡀ活動࣭参加ಁࡢ㐍ࡼࡢࠊ࡚ࡅࡴう࡞役割ࢆ果ࡓ

ࣜࣅࣁࣜࡿࢀࡉ地域࡛開催࣭ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢ講義形式࣭࡚ࡋ授業形態ࠋࡿࡍࠖࡿ考えࢆࡁࡍ

ࡑ意味やࡢࡇࡿࡍ提供ࢆ機会ࡿࡍ参加地域社会ࡀ方ࡘ持ࢆ㞀害ࠋࡿࡍ参加ョࣥ実践活動ࢩ࣮ࢸ

情報や作業療法士࣭多職種ࡓࢀࡽ得࡚ࡋ参加ࠊい࡚ࡘ影響ࡢ参加や活動ࡢ日常生活ࡿࡼࡇࡢ

実践ࡿࢀࡉ地域࡛開催ࡓࡲࠋࡿࡍࡇࡿࡍⓎ表ࡋ検討࡚ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢࢆ情報ࡓࡗྲྀࡁ聞ࡢࡽ

活動ࡢ企画࣭㐠営ࢆ経験ࡿࡍ機会ࠋࡿࡍ

DP2

ョࢩ࣮ࢣࢽュ࣑ࢥࡢࡵࡓࡿࡍ実践ࢆ支援࡚ࡅ向解決ࡘ且ࠊࡋ共᭷ࢆ課題࡚ࡋ協調࣭連携多職種ࠉ

ࣥ能力ࢆ᭷ࠊࡋ信㢗㛵ಀࢆ構築ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

）５㸱

ࡀࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛

内容

㞀害地域ࡢ社会参加

Ⓨ表㸦ᚋ半ࡢⓎ表㸧

参加ᚋ࣮ࣝࢢࡵࡲࡢプワ࣮ࢡ

地域社会参加ࡢ意義ࠊ作業療法的࡞視Ⅼࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ㸧

Ⓨ表㸦学生ࡘ」ࢆศࠊࡅ前半ࡢⓎ表㸧

ኴ⏣睦美㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第1」巻ࠉ地域作業療法学.協ྠ医書出∧社,「01『.

ᚋ期㸸木1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

ࡵࡲ

備考

ࠋࡿࡵ求ࢆ参加࡞積極的ࠊࡵࡓࡿࡍ実感ࢆ必要性ࡢョࣥࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡿࡅ࠾地域ࠖࠕ

授業ࡢ前ᚋࡣḟࡢ内容向ࡢ࡚ࡅ予習ࠊ習ࢆ必ࡎ行ࡉࡔࡃ࡚ࡗいࠋ

プⓎ表『0％࣮ࣝࢢࠊ試験盤0％ࢺ࣮࣏ࣞ

適宜ࠊ資料ࢆ配布ࡍࡲࡋ
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 前⏣ࠉ浩

第㸰回 前⏣ࠉ浩

第㸱回 前⏣ࠉ浩

第㸲回 前⏣ࠉ浩

第㸳回 前⏣ࠉ浩

第㸴回 前⏣ࠉ浩

第㸵回 前⏣ࠉ浩

第㸶回 前⏣ࠉ浩

第㸷回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸮回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸯回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸰回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸱回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸲回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸳回 前⏣ࠉ浩

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

地域生活作業療法学

演習Ϩ

必 前⏣ࠉ浩 1 30
「ᖺḟ

ᚋ期

演習

風船࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂ大会向࡚ࡅ

風船࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂ大会参加。演習週

風船࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂ大会参加。演習週

風船࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂ大会参加。演習週

い࡚週ࡘ企画࣭㐠営側参加者࣮ࣞࣂ風船。ࢡプワ࣮࣮ࣝࢢ

授業概要

到㐩目標

目標ࠕࠊࡣ地域住ࡲう利用者ࡢ関ࢆࡾ通ࠊ࡚ࡋ㞀害ࢆ持ࡘ方ࡀ地域ࡢ中࡛ࡼࡢう生活ࠊࡋ

ᡃ々作業療法士やࡢࡑࡢ関連職種ࡼࡢࡀう࡞役割ࢆ果ࢆࡁࡍࡓ考えୖࠋࡿࡍࠖࡿ記ࡢ目

標向いࠊ形態࡚ࡋ講義形式࣭࣮ࣝࢢプワ࣮࣭ࢡ施設ࡀ主催ࡿࡍ風船࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂ大会ࡢ

参加いう形ࠊࡾࢆ通ᡤࢆࢫࣅ࣮ࢧ利用ࡿࡍ方や࡛ࡇࡑ働ࡃ作業療法士࣭多職種ࡢ関ࢆࡾ通ࡋ

ࠋࡿࡍ経験ࡶい࡚ࡘ企画࣭㐠営ࡢࢺン࣋ࡓࡲࠋࡿ࡞内容ࡍ目指ࢆ㐩ᡂࡢ目標ࠊ࡚

DP3

実践力࣭応ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

用力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

地域参加目的的活動ࡘい࡚

ኴ⏣睦美㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第1」巻ࠉ地域作業療法学.協ྠ医書出∧社,「01『.

ࡵࡲ

Ⓨ表ࡢᚋࢡプワ࣮࣮ࣝࢢ

護保険ࠊ࡞関連制ᗘࡘい࡚

社会資源ࢫࣅ࣮ࢧ多職種ࡘい࡚

例検討ࡢ概要例ࡢ提示。࣮ࣝࢢプワ࣮ࢡ週

例検討。࣮ࣝࢢプワ࣮ࢡ週

例検討。࣮ࣝࢢプワ࣮ࢡ週

Ⓨ表会

Ⓨ表会

備考

ࠋࡿࡵ求ࢆ参加࡞積極的ࠊࡵࡓࡿࡍ実感ࢆ必要性ࡢョンࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࡿࡅ࠾地域ࠖࠕ

授業態ᗘ「0％ࠊ㸸80％週ࡴ含ࢆプⓎ表࣮ࣝࢢ。試験ࢺ࣮࣏ࣞ

適宜ࠊ資料ࢆ配布ࡍࡲࡋ
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸳回 嶋川ࠉ昌

第㸴回 嶋川ࠉ昌

第㸵回 嶋川ࠉ昌

第㸶回 嶋川ࠉ昌

第㸷回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸮回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸳回 嶋川ࠉ昌

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

話ࡢ回過程ࡢ㞀害㸦統ྜ失調症㸧ࡢ自身ࠉ講演ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆ

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

地域生活作業療法学

実習ϩ

必 嶋川ࠉ昌 1 30
㸰ᖺḟ

ᚋ期

実習

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣ実㝿地域生活ࢆ行࡚ࡗいࡿ精神㞀害ࡢ方ࡢ生活ࢆ知ࠊࡾ理解࡛ࡇࡿࡍあࠋࡿ授業ࠊࡣ

講義㸦࢜ࢹࣅ教ᮦ含ࡴ㸧実㝿地域生活࡚ࡋࢆいࡿ当者ࡢ方来校ࡽࡶ࡚ࡋいࣅࢱࣥࠊュ࣮

病院施支援ࡢ地域࡛ࡓࡲࠊ相㐪Ⅼࡢ話ࡢ実㝿ࡇࡓࡗ講義࡛知ࠋᮏ柱࡛行う」ࡢ演習ࡓࡋ通ࢆ

設࡛ࡢ支援ࡢ相㐪Ⅼࢆ明確化ࡽࡡࡀࡇࡿࡍい࡛あࠋࡿ学生ࡀ学ࡣࡇࡔࢇ当者ࡢ方ࡢ前࡛プࣞ

ࡓࡿ࡞当者参加ࡣ授業࡛ࠋࡿࡵ深ࢆ理解ࠊ貰いࢆࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ࡞ල体的࡛ࡇࡑࠊ行いࢆࣥࢮ

ࠋࡿࡍࡇࡃい࡚ࡋ実施ࡵ含ࡶ編成ࡢ௨ୖ࣐ࢥ」㐌࡛ࠊࡵ

DP2

࣮ࢣࢽュ࣑ࢥࡢࡵࡓࡿࡍ実践ࢆ支援࡚ࡅ向解決ࡘ且ࠊࡋ共᭷ࢆ課題࡚ࡋ協調࣭連携多職種ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ構築ࢆ信㢗㛵ಀࠊࡋ᭷ࢆョࣥ能力ࢩ

）５㸱

ࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

内容

教ᮦ㸧࢜ࢹࣅ活動紹㸦ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆࠊョࣥࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜

協業ࡢ作業療法士社会的意味ࡢ活動ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆ

方㸧ࡢュ࣮㸦統ྜ失調症ࣅࢱࣥࡢ方ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆ

話ࡢ回過程ࡢ病㸧ࡘ㞀害㸦うࡢ自身ࠉ講演ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆ

方㸧ࡢ病ࡘュ࣮㸦うࣅࢱࣥࡢ方ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆ

話ࡢ回過程ࡢ㞀害㸦Ⓨ㐩㞀害㸧ࡢ自身ࠉ講演ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆ

方㸧ࡢュ࣮㸦Ⓨ㐩㞀害ࣅࢱࣥࡢ方ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆ

整理ࡢュ࣮情報ࣅࢱࣥ講演ࡢ࣮ࣛࢭࣥ࢘࢝ࣆ

学生ࡀ整理ࡓࢀࡉ情報ࡢ質疑応答教員ࡢࡽ作業療法的視Ⅼࡢㄝ明

再修ṇࡢ課題ࡢ࡚ࢀ入ࢆ情報ࡓࡅཷࢆࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ

情報ࢆ得ࡓ対象者ࠊࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ学生Ⓨ表㸦統ྜ失調症ࡢ方㸧

情報ࢆ得ࡓ対象者ࠊࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ学生Ⓨ表㸦うࡘ病ࡢ方㸧

情報ࢆ得ࡓ対象者ࠊࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ学生Ⓨ表㸦Ⓨ㐩㞀害ࡢ方㸧

ኴ⏣睦美㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第1」巻ࠉ地域作業療法学.協ྠ医書出∧社,「01『.

ᚋ期㸸火1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ金ࠉࠉࠉ

全体ࡵࡲࡢ

備考

授業ࡢ前学習ࠊᚋ学習ࢆࡇࡿࡍࢆ推奨ࠋࡿࡍ

講演ࡘい࡚ࠊ学生各自ࡀ学ࠊࡇࡓ気࡙いࡢࡇࡓⓎ表㸦監0％㸧成果物㸦監0％㸧࡚評価ࢆ

ࠋࡿࡍ

適宜ࠊ資料ࢆ配布ࠋࡿࡍ
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸳回 嶋川ࠉ昌

第㸴回 嶋川ࠉ昌

第㸵回 嶋川ࠉ昌

第㸶回 嶋川ࠉ昌

第㸷回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸮回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸯回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸰回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸱回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸲回 嶋川ࠉ昌

第㸯㸳回 嶋川ࠉ昌

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

地域生活作業療法学

演習ϩ

必 嶋川ࠉ昌 1 30
㸰ᖺḟ

ᚋ期

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣ実㝿地域生活ࢆ行࡚ࡗいࡿ精神㞀害ࡢ方ࡢ生活ࢆ知ࠊࡾ理解࡛ࡇࡿࡍあࠋࡿ授業ࠊࡣ講

義㸦࢜ࢹࣅ教ᮦ含ࡴ㸧実㝿地域生活࡚ࡋࢆいࡿ当者ࡢ方来校ࡽࡶ࡚ࡋいࠊンࣅࢱュ࣮ࢆ通

病院施設࡛支援ࡢ地域࡛ࡓࡲࠊ相㐪Ⅼࡢ話ࡢ実㝿ࡇࡓࡗ講義࡛知ࠋᮏ柱࡛行う」ࡢ演習ࡓࡋ

ࢆンࢮ前࡛プࣞࡢ方ࡢ当者ࡣࡇࡔࢇ学ࡀ学生ࠋࡿい࡛あࡽࡡࡀࡇࡿࡍ明確化ࢆ相㐪Ⅼࡢ支援ࡢ

行い࡛ࡇࡑࠊල体的ࢆࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇ࡞貰いࠊ理解ࢆ深ࠋࡿࡵ授業࡛ࡣ当者参加ࠊࡵࡓࡿ࡞㐌࡛

「コ࣐௨ୖࡢ編ᡂࡶ含ࡵ実施࡚ࡋいࠋࡿࡍࡇࡃ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用力

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⓎ揮ࢆ

内容

教ᮦ㸧࢜ࢹࣅ活動紹㸦ࡢ࣮ࣛࢭン࢘࢝ࣆࠊョンࢩ࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

回過程㸧ࡢュ࣮㸸㞀害ࣅࢱンプ࣮ࣝࢢ講演ճ㸦ࡢ࣮ࣛࢭン࢘࢝ࣆ

回過程㸧ࡢュ࣮㸸㞀害ࣅࢱンプ࣮ࣝࢢ講演ճ㸦ࡢ࣮ࣛࢭン࢘࢝ࣆ

講演ճࡘい࡚ࡢ講義㸦作業療法的視Ⅼࡘい࡚㸧ࡵࡲ作業

講演ճࡘい࡚ࡢ講義ࡵࡲ作業㸦学生ࡢࡽ質疑応答含ࡴ㸧

演習

㞀害回過程㸧ࡢ自身講演ձ㸦活動紹ࡢ࣮ࣛࢭン࢘࢝ࣆ

㞀害回過程㸧ࡢ自身講演ձ㸦活動紹ࡢ࣮ࣛࢭン࢘࢝ࣆ

回過程㸧ࡢュ࣮㸸㞀害ࣅࢱンプ࣮ࣝࢢ講演ղ㸦ࡢ࣮ࣛࢭン࢘࢝ࣆ

回過程㸧ࡢュ࣮㸸㞀害ࣅࢱンプ࣮ࣝࢢ講演ղ㸦ࡢ࣮ࣛࢭン࢘࢝ࣆ

講演ձղࡘい࡚ࡢ講義㸦作業療法的視Ⅼࡘい࡚㸧ࡵࡲ作業

講演ձղࡘい࡚ࡢ講義ࡵࡲ作業㸦学生ࡢࡽ質疑応答含ࡴ㸧

備考

講演ձࠊղࠊճ࢘࢝ࣆࡣン࣮ࣛࢭ来校ࡽࡶ࡚ࡋうࠋձࡣ講演ࠊղࠊճࡣᑠ࣮ࣝࢢプศࡢ࡚ࢀ

ࠋࡿ演習࡛あࡶⓎ表ձ～մࡢ課題ࠊࡾ全࡚演習࡛あࠋュ࣮ࣅࢱン

授業ࡢ前学習ࠊᚋ学習ࢆࡇࡿࡍࢆ推奨ࠋࡿࡍ

講演ղճࡘい࡚ࠊ学生各自ࡀ学ࠊࡇࡓ気࡙いࡢࡇࡓⓎ表㸦監0％㸧ᡂ果物㸦監0％㸧࡚評

価ࠋࡿࡍࢆ

適宜ࠊ資料ࢆ配布ࠋࡿࡍ

課題ࡢⓎ表ձ

課題ࡢⓎ表ղ

ኴ⏣睦美㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第1」巻ࠉ地域作業療法学.協ྠ医書出∧社,「01『.

課題ࡢⓎ表մ

課題ࡢⓎ表ճ
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥ学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ㛵連

担当教員

第㸯回 ୗ西ࠉ德

第㸰回 ୗ西ࠉ德

第㸱回 ୗ西ࠉ德

第㸲回 ୗ西ࠉ德

第㸳回 ୗ西ࠉ德

第㸴回 ୗ西ࠉ德

第㸵回 例検討㸦訪問ࣜࡿࡅཷࢆࣁ対象者ࡢ例㸧 ୗ西ࠉ德

第㸶回 ୗ西ࠉ德

第㸷回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸮回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸯回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸰回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸱回 作業療法入ࡢ検討 ୗ西ࠉ德

第㸯㸲回 ୗ西ࠉ德

第㸯㸳回 ୗ西ࠉ德

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

地域࡛ࡢ作業療法ࡿࡅ࠾評価ࡢ視Ⅼ目標設定

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

地域生活作業療法学

実習Ϫ

必 ୗ西ࠉ德 1 30
」ᖺḟ

前期

実習

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣձ各通ᡤ系サ࣮ࢫࣅや訪問ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョࣥࡘい࡚ࡢ目的ࡘい࡚理解ࠊࡋㄝ明ࡿࡍ

ࡾ㛵ࡢ利用者ࣁճ通ᡤࣜࡿࡍい࡚理解ࡘ活躍ࡢ作業療法士ࡢᚋࡿࡵ求ࡀղ行政ࡿࡁ࡛ࡀࡇ

授業形態ࠋࡿࡍࡇࡿい࡚考えࡘ支援方法ࡢ方ࡍࡽ地域࡛暮ࡽࡀ࡞ࡕ持ࢆ㞀害ࠊ࡚ࡋ通ࢆ

一部面接や評価ࡾ語ࡢࡽ対象者ࠊࡁ招学校ࢆ方ࡍࡽ地域࡛暮ࡽࡀ࡞ࡕ持ࢆ㞀害主ࠊ࡚ࡋ

ࡣ授業㐍行ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡃい࡚ࡋ検討ࢆࡿࢀࡽ考えࡀࢳプ࣮ࣟ࡞うࡼࡢࡵࡲࡢ情報ࠊࡽ

㐌࣐ࢥ」௨ୖࡢ編成ࡶ含࡚ࡵ実施࡚ࡋいࠋࡿࡍࡇࡃ

DP2

࣮ࢣࢽュ࣑ࢥࡢࡵࡓࡿࡍ実践ࢆ支援࡚ࡅ向解決ࡘ且ࠊࡋ共᭷ࢆ課題࡚ࡋ協調࣭連携多職種ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ構築ࢆ信㢗㛵ಀࠊࡋ᭷ࢆョࣥ能力ࢩ

）５㸱

ࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙ᢏ術専門的知識ࡿࡍ㛵作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

内容

実践過程ࡢ地域作業療法ࠉョࣥࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜

備考 第重回ࡽ第11回ࡣ準備࣭作業療法ࡢㄝ明࣭面接࣭評価࣭ᚋ∦࡞ࡇ࠾ࢆࡅうࠋ

護老人保健施設ࡢ役割作業療法

通ᡤ護施設ࡢ役割作業療法

訪問支援業ࡢ役割作業療法

例検討㸦護老人保健施設ࡢ対象者ࡢ例㸧

プࣞ面接評価

地域ᅾ住対象者㸦対象者ࡢ情報集㸧

地域ᅾ住対象者㸦対象者ࡢ日常生活面ࡢ評価㸧

地域ᅾ住対象者㸦対象者ࡢ作業ࢆ用いࡓ評価㸧

情報ࠊࡵࡲࡢ統ྜ解釈

Ⓨ表㸧ࡢ前半ࠊࡅศ半ศࢆプⓎ表㸦学生࣮ࣝࢢ

Ⓨ表㸧ࡢプⓎ表㸦ᚋ半࣮ࣝࢢ

授業࡚ࡅࡴ配布資料や教科書࡚ࡳࢆ予習ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ授業内容ࡢ振ࡾ返ࢆࡾ行うࠋࡇ

地域ࡢ方ࡢ㛵わࡢࡾ前࣮ࣝࢢࠊࡣプ༢位࡛ࡢ準備࣭予習ࡀ必要ࠋࡍࡲࡾ࡞

㸦「0％㸧ࢺࢫࢸᑠࠊ課題㸦里0％㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

ኴ⏣睦美㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第1」巻ࠉ地域作業療法学.協ྠ医書出∧社,「01『.

㝶時ࠊ紹ࠋࡿࡍ

前期㸸火1ࠉ盤㸸10～1】㸸1監

1盤㸸10～1】㸸1監ࠉ木ࠉࠉࠉ
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 前⏣ࠉ浩

第㸰回 前⏣ࠉ浩

第㸱回 前⏣ࠉ浩

第㸲回 前⏣ࠉ浩

第㸳回 前⏣ࠉ浩

第㸴回 前⏣ࠉ浩

第㸵回 例検討 前⏣ࠉ浩

第㸶回 前⏣ࠉ浩

第㸷回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸮回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸯回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸰回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸱回 例検討 前⏣ࠉ浩

第㸯㸲回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸳回 前⏣ࠉ浩

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

実践過程ࡢ地域作業療法ࠉョンࢩ࣮ࢸン࢚ࣜ࢜

地域࡛ࡢ作業療法ࡿࡅ࠾評価ࡢ視Ⅼ目標設定

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

地域生活作業療法学

演習Ϫ

必 前⏣ࠉ浩 1 30
」ᖺḟ

前期

演習

授業概要

到㐩目標

目標ࠊࡣձ各通ᡤ系ࢫࣅ࣮ࢧや訪問ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョンࡘい࡚ࡢ目的ࡘい࡚理解ࠊࡋㄝ明ࡿࡍ

ࡾ関ࡢ利用者ࣁճ通ᡤࣜࡿࡍい࡚理解ࡘ活躍ࡢ作業療法士ࡢᚋࡿࡵ求ࡀղ行政ࡿࡁ࡛ࡀࡇ

授業形態ࠋࡿࡍࡇࡿい࡚考えࡘ支援方法ࡢ方ࡍࡽ地域࡛暮ࡽࡀ࡞ࡕ持ࢆ㞀害ࠊ࡚ࡋ通ࢆ

一部面接や評価ࡾ語ࡢࡽ対象者ࠊࡁ招学校ࢆ方ࡍࡽ地域࡛暮ࡽࡀ࡞ࡕ持ࢆ㞀害主ࠊ࡚ࡋ

ࡣ授業㐍行ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡃい࡚ࡋ検討ࢆࡿࢀࡽ考えࡀࢳプ࣮ࣟ࡞うࡼࡢࡵࡲࡢ情報ࠊࡽ

㐌「コ࣐௨ୖࡢ編ᡂࡶ含࡚ࡵ実施࡚ࡋいࠋࡿࡍࡇࡃ

DP3

実践力࣭応ࡃ基࡙専門性࡞高ᗘ࡚ࡅ向課題解決ࠊࡋ習得ࢆ技術ࡧ専門的知識及ࡢ作業療法学ࠉ

用力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

備考 第重回ࡽ第11回ࡣ準備࣭作業療法ࡢㄝ明࣭面接࣭評価࣭ᚋ∦付࡞ࡇ࠾ࢆࡅうࠋ

護老人保健施設ࡢ役割作業療法

通ᡤ護施設ࡢ役割作業療法

訪問支援業ࡢ役割作業療法

例検討

プࣞ面接評価

地域ᅾ住対象者ձࠉ。演習週

地域ᅾ住対象者ղࠉ。演習週

地域ᅾ住対象者ճࠉ。演習週

㝶時ࠊ紹ࠋࡿࡍ

情報ࡵࡲࡢ例検討

プⓎ表࣮ࣝࢢ

ࡵࡲࡢ全体ࠉプⓎ表࣮ࣝࢢ

授業࡚ࡅࡴ配布資料や教科書࡚ࡳࢆ予習ࠋࡇࡃ࠾࡚ࡋ授業内容ࡢ振ࡾ返ࢆࡾ行うࠋࡇ

授業態ᗘ㸦「0％㸧ࠊ課題㸦80％㸧ࢺ࣮࣏ࣞ

ኴ⏣睦美㸸作業療法学全書㸦改訂第」∧㸧第1」巻ࠉ地域作業療法学.協ྠ医書出∧社,「01『.
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変更ᚋ

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸴回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸵回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸶回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸷回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸮回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸯回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸰回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸱回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸲回 ᭷⏣ࠉ智氏

第㸯㸳回 ᭷⏣ࠉ智氏

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科目ྡ 担 当 教 員

基礎作業学実習ϩ 必 ᭷⏣ࠉ智氏 1 30
1ᖺḟ

ᚋ期

実習

作業実習㸦ࢺࢵࢿ手芸࣭ᑟ入ࠊᕤ程ࡢㄝ明㸧

作業実習㸦ࢺࢵࢿ手芸࣭ࢨࢹンࢆ決ࢶ࣮ࣃࠊࡵ毎柄ࢆ作࡚ࡗいࡃ㸧

作業実習㸦ࢺࢵࢿ手芸࣭各ࡢࢶ࣮ࣃ繋ྜࡂわࡏୖࡆ㸧

作業実習㸦籐細ᕤ࣭ᑟ入ࠊᕤ程ࡢㄝ明㸧

作業実習㸦籐細ᕤ࣭籐ࡢ用意井桁編ࡳ㸧

授業概要

到㐩目標

手ᕤ芸ࢆ中心ࡓࡋ作業ࢆ行うࠊ࡛ࡇ生活ࡢ中࡛ࡢ作業ࡘࡶࡢ意味ࢆ理解ࠊࡋ様々࡞作業活動ࡢ

ᕤ程ࠊ特ᚩࠊᕤኵⅬ࡞作業療法ࡢ視Ⅼ࡛作業活動ࢆ知ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿうࡿ࡞ࠊ様々࡞作業

活動ࢆ通ࠊ࡚ࡋ作業活動ࡢศ析ࡢ基礎ࢆ身ࠊࡅࡘ作業活動ࡢ活用ࡢ視Ⅼࢆ知ࢆࡇࡿ目標ࡍ

実㝿ࢆ作業活動࡞様々ࠊࡶࡿࡍ講義ࡢ࡞教授方法ࠊᕤኵⅬࠊ特ᚩࠊᕤ程ࡢ作業活動ࠋࡿ

経験࡚ࢺ࣮࣏ࣞࠊࡋ考察࡛ࡇࡿࡍࢆ理解ࢆ深ࠋࡿࡵ

到㐩目標ࡣձࠕ作業ࠖ意味ࢆ理解ࠊࡋ様々࡞作業活動ࡢᕤ程ࠊ特ᚩࠊᕤኵⅬ࡞作業療法ࡢ視Ⅼ࡛

作業活動ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡋࢆうࡿ࡞ղ様々࡞作業活動ࢆ通ࠊ࡚ࡋ作業療法࡛ࡢ活用ࡢ視Ⅼࡢ一

部ࢆ知ࠋࡿࡍࡿ

）５㸱

ࡇࡿࡍ実践ࢆ作業療法࡚ࡅ向解決ࡢ生活課題ࠊࡁ基࡙技術専門的知識ࡿࡍ関作業療法ࠉ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

内容

意味ࡢ作業ࠖࠕ

標準作業療法学ࠉ専門ศ㔝ࠉ基礎作業学

㸦社㸧日ᮏ作業療法士協会編著㸸作業療法学全書第「巻ࠉ基礎作業学㸬協ྠ医書出∧社

ᚋ期㸸᭶1ࠉ盤㸸10～17㸸1監

1盤㸸10～17㸸1監ࠉ水ࠉࠉࠉ

作業実習㸦各ᖺ齢ࡢⓎ㐩課題ࡢ意味ࡀ込ࡓࢀࡽࡵ作品ࢆ通ࡓࡋ検討会㸧

作業実習㸦籐細ᕤ࣭基ᮏ的࡞編ࡳ方ࡢ練習㸧

作業実習㸦籐細ᕤ࣭立ࡢࡆୖࡕ方ࡢࡾࡀ始ᮎ㸧

作業実習㸦革細ᕤ࣭ᑟ入ࠊᕤ程ࡢㄝ明㸧

作業実習㸦革細ᕤ࣭革ࡢ裁断基ᮏ的ࢱࢫ࡞ンࣆンࡢࢢ練習㸧

作業実習㸦革細ᕤ࣭ࣅ࣮࢝ンࡢࢢ技法㸧

作業実習㸦革細ᕤ࣭色付ࡢࡅ方ࠊ穴あࠊࡅ裏革ࡾ㈞ࢆ付ࡿࡅ㸧

作業実習㸦革細ᕤ࣭࣮ࣞࢩンࢢ始ᮎ㸧

作業実習㸦絵ᮏ込ࡓࢀࡽࡵⓎ㐩心理ࡢ考えࡢㄝ明㸧

備考

特予習࣭習ࡣ求ࠊࡀࢇࡏࡲࡵ༢各作業࡛作品ࢀࡁࢆい作ࢆࡇࡿ目的ࡓࡋ科目࡛ࡣあࡾ

ࡑࡓࡲࠊࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ用い方ࡢ対象࡞うࡼࡢࠊࡾあࡀᕤ程࡞うࡼࡢ各作業ࠋࢇࡏࡲ

ࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨授業ࠊࡽࡀ࡞考えࢆࡢࡿࡁ࡛ࡀやᕤኵࡅ段㝵付࡞うࡼࡢࠊ何ࡣ目的ࡢ

筆記試験㸦盤0%㸧ࠊᑠࢺࢫࢸ㸦10%㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦1監%㸧ࠊ作品等㸦1監%㸧

ࡋ࡞
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変更前

㸦ࣜࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁョン学部ࠉ作業療法学科㸧

必࣭㑅 ༢位数 時間数 ᒚ修ᖺḟ 授業形態

ᒚ修要件 ࡋ࡞

学位授方

針ࡢ関連

担当教員

第㸯回 前⏣ࠉ浩

第㸰回 前⏣ࠉ浩

第㸱回 前⏣ࠉ浩

第㸲回 前⏣ࠉ浩

第㸳回 前⏣ࠉ浩

第㸴回 前⏣ࠉ浩

第㸵回 前⏣ࠉ浩

第㸶回 前⏣ࠉ浩

第㸷回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸮回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸯回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸰回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸱回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸲回 前⏣ࠉ浩

第㸯㸳回 前⏣ࠉ浩

授業時間௨

外ࡢ学習

い࡚ࡘ

課題࣭評価

方法

教科書

参考書

ࢫࣇ࢜

ワ࣮

講義要目

科 目

ྡ

担 当 教 員

基礎作業学演習Ϩ 必 前⏣ࠉ浩 1 30
1ᖺḟ

前期

演習

作業演習㸦ࢺࢵࢿ手芸࣭ᑟ入㸧

作業演習㸦ࢺࢵࢿ手芸࣭演習㸧

作業演習㸦ࢺࢵࢿ手芸࣭演習㸧

作業演習㸦籐細ᕤ࣭ᑟ入㸧

作業演習㸦籐細ᕤ࣭演習㸧

授業概要

到㐩目標

手ᕤ芸ࢆ中心ࡓࡋ作業ࢆ行うࠊ࡛ࡇ生活ࡢ中࡛ࡢ作業ࡘࡶࡢ意味ࢆ理解ࠊࡋ様々࡞作業活動ࡢ

ᕤ程ࠊ特ᚩࠊᕤኵⅬ࡞作業療法ࡢ視Ⅼ࡛作業活動ࢆ知ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿうࡿ࡞ࠊ様々࡞作業

活動ࢆ通ࠊ࡚ࡋ作業活動ࡢศ析ࡢ基礎ࢆ身ࠊࡅࡘ作業活動ࡢ活用ࡢ視Ⅼࢆ知ࢆࡇࡿ目標ࡍ

実㝿ࢆ作業活動࡞様々ࠊࡶࡿࡍ講義ࡢ࡞教授方法ࠊᕤኵⅬࠊ特ᚩࠊᕤ程ࡢ作業活動ࠋࡿ

経験࡚ࢺ࣮࣏ࣞࠊࡋ考察࡛ࡇࡿࡍࢆ理解ࢆ深ࠋࡿࡵ

到㐩目標ࡣձࠕ作業ࠖ意味ࢆ理解ࠊࡋ様々࡞作業活動ࡢᕤ程ࠊ特ᚩࠊᕤኵⅬ࡞作業療法ࡢ視Ⅼ࡛

作業活動ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡋࢆうࡿ࡞ղ様々࡞作業活動ࢆ通ࠊ࡚ࡋ作業療法࡛ࡢ活用ࡢ視Ⅼࡢ一

部ࢆ知ࠋࡿࡍࡿ

DP3

作業療法学ࡢ専門的知識及ࡧ技術ࢆ修得ࠊࡋ課題解決向࡚ࡅ高ᗘ࡞専門性基࡙ࡃ実践力࣭応用

力ࢆⓎ揮ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

内容

意味ࡢ作業ࠖࠕ

標準作業療法学ࠉ専門ศ㔝ࠉ基礎作業学

基礎作業学㸬協ྠ医書出∧社ࠉ㸦社㸧日ᮏ作業療法士協会編著㸸作業療法学全書第「巻ࠉ

作業演習㸦絵ᮏศ析㸧

作業演習㸦籐細ᕤ࣭演習㸧

作業演習㸦籐細ᕤ࣭演習㸧

作業演習㸦革細ᕤ࣭ᑟ入㸧

作業演習㸦革細ᕤ࣭演習㸧

作業演習㸦革細ᕤ࣭演習㸧

作業演習㸦革細ᕤ࣭演習㸧

作業演習㸦革細ᕤ࣭演習㸧

作業演習㸦絵ᮏศ析ᑟ入㸧

備考

特予習࣭習ࡣ求ࠊࡀࢇࡏࡲࡵ༢各作業࡛作品ࢀࡁࢆい作ࢆࡇࡿ目的ࡓࡋ科目࡛ࡣあࡾ

ࡑࡓࡲࠊࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ用い方ࡢ対象࡞うࡼࡢࠊࡾあࡀᕤ程࡞うࡼࡢ各作業ࠋࢇࡏࡲ

ࠋいࡉࡔࡃ࡛ࢇ臨授業ࠊࡽࡀ࡞考えࢆࡢࡿࡁ࡛ࡀやᕤኵࡅ段㝵付࡞うࡼࡢࠊ何ࡣ目的ࡢ

筆記試験㸦盤0%㸧ࠊ授業態ᗘ㸦10%㸧ࢺ࣮࣏ࣞࠊ㸦1監%㸧ࠊ作品等㸦1監%㸧

ࡋ࡞
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水準Ⅰ 水準Ⅱ 水準Ⅲ

問診・視診・触診・聴診、形態測定、感覚検
査、反射検査、筋緊張検査、関節可動域検
査、筋力検査、協調運動機能検査、高次神
経機能検査、脳神経検査、姿勢観察・基本
動作能力・移動動作能力・作業工程分析、
バランス検査、日常生活活動評価、手段的
日常生活活動評価、疼痛、整形外科学的テ
スト、脳卒中運動機能検査（Brunnstrom
stageなど）、脊髄損傷の評価（ASIAなど）、
神経・筋疾患の評価、活動性（歩数計な
ど）、運動耐容能検査（6分間歩行テストな
ど）、各種発達評価

急性期やリスクを伴う状態の水準Ⅰの項目
生理・運動機能検査の援助：心肺運動負荷
検査、12誘導心電図、スパイロメーター、超
音波、表面筋電図を用いた検査、動作解析
装置、重心動揺計

障害像・プログラム・予後の対象者・家族へ
の説明
精神・心理検査

水準Ⅰ 水準Ⅱ 水準Ⅲ

関節可動域運動、筋力増強運動、全身持久
力トレーニング、運動学習、バランス練習、
基本動作練習（起き上がり動作、移乗動
作、起立・着座動作、床上動作、発達を促す
練習を含む）、移動動作練習（歩行動作、応
用歩行動作、階段昇降、プール練習を含
む）、日常生活活動練習、手段的日常生活
活動練習

急性期やリスクを伴う状態の水準Ⅰの項目
治療体操、離床練習、発達を促通する手
技、排痰法

吸引法、人口呼吸器の操作、生活指導、患
者教育

水準Ⅰ 水準Ⅱ 水準Ⅲ

ホットパック療法、パラフィン療法、アイス
パック療法、渦流浴療法（褥瘡・創傷治療を
除く）、低出力レーザー光線療法、EMGバイ
オフィードバック療法

超音波療法、電気刺激療法（褥瘡・創傷治
癒、がん治療を除く）、近赤外線療法、紫外
線療法、脊椎牽引療法、CPM：持続的他動
運動、マッサージ療法、極超短波療法・超短
波療法（電磁両立性に留意）、骨髄抑制中
の電気刺激療法（TENSなど）

褥瘡・創傷治癒に用いて感染のリスクがあ
る場合の治療：水治療法（渦流浴）、電気刺
激療法（直流微弱電流、高電圧パルス電気
刺激）、近赤外線療法、パルス超音波療法、
非温熱パルス電磁波療法、がん治療：がん
性疼痛・がん治療有害事象等に対する電気
刺激療法
（TENS：経皮的電気刺激）

水準Ⅰ 水準Ⅱ 水準Ⅲ

スタンダードプリコーション、症状（顔色、表
情など）・病態の観察、バイタルサイン（体
温、脈拍、呼吸、血圧）の測定、意識レベル
の評価、症状・病態の観察、各種モニターの
使用（心電図、パルスオキシメーター、筋電
図）、褥瘡の予防、転倒予防、酸素吸入療
法中の患者の管理

創部管理、廃用性症候群予防、酸素ボンベ
の操作、ドレーン・カテーテル留置中の患者
の管理、生命維持装置（人工呼吸器、人工
心肺肺装置、人工透析など）装着中の患者
の管理、点滴静脈内注射・中心静脈栄養
中・経管栄養中の患者

水準と臨床実習の教育目標との関係

水準Ⅰ：指導者の直接監視下で学生により実施される

水準Ⅱ：指導者の補助として実施されるべき項目および状態

水準Ⅲ：見学にとどめておくべき項目および状態

理学療法評価技術

理学療法治療技術（運動療法）

理学療法治療技術（物理療法）

リスク管理技術



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日)）

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 2 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

2 近江八幡市立総合医療センター 近施設 2 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

3 社会福祉法人恩賜財団　 済生会滋賀県病院 近施設 2 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

4 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 2 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

5 滋賀県立小児保健医療センター 近施設 2 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

6 市立長浜病院 近施設 2 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

7 公益財団法人　豊郷病院 近施設 2 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

8 日本赤十字社　長浜赤十字病院 近施設 2 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

9 医療法人敬愛会　 東近江敬愛病院 近施設 2 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

10 医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 2 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

11 医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 2 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

12 一般社団法人愛生会山科病院 近施設 2 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

13 公益財団法人近江兄弟社　 ヴォーリズ記念病院 近施設 2 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

14 医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 2 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

15 医療法人徳洲会　 近江草津徳洲会病院 近施設 2 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

16 社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 2 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

17 地方独立行政法人  市立大津市民病院 近施設 2 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

18 日本赤十字社　 大津赤十字病院 近施設 2 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

19 社会福祉法人 浩照会  介護老人保健施設　あじさいガーデン伏見 中施設 2 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

20 医療法人友仁会　 介護老人保健施設　アロフェンテ彦根 近施設 2 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

21 医療法人湖青会　 介護老人保健施設　ケアセンター志賀 近施設 2 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

22 社会福祉法人六心会  介護老人保健施設　ここちの郷 近施設 2 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

23 医療法人　 金沢整形外科クリニック 近施設 2 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

24 京都大学医学部附属病院 中施設 2 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

25 公益社団法人京都保健会　 京都民医連中央病院 中施設 2 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

26 医療法人社団阿星会　 甲西リハビリ病院 近施設 2 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

27 医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 2 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

28 公立甲賀病院 近施設 2 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

29 医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 2 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

30 医療法人東和会　 第一東和会病院 中施設 2 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

31 医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 2 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

32 医療法人社団誠広会　 平野総合病院 中施設 2 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

33 医療法人弘英会　 琵琶湖大橋病院 近施設 2 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

34 医療法人幸生会　 琵琶湖中央病院 近施設 2 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

35 医療法人　マキノ病院 中施設 2 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

36 医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 2 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔

37 社会福祉法人　恩賜財団　 済生会守山市民病院 近施設 2 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

38 特定医療法人社団御上会　 野洲病院 近施設 2 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

39 医療法人　 吉川整形外科クリニック 近施設 2 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

40 社会医療法人協和会　 淀川介護老人保健施設ハートフル 中施設 2 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週
担当教員

第４週
実習施設名 カテゴリー

学生数

（人）

第１週 第２週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 2 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

2 近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

3 社会福祉法人恩賜財団　 済生会滋賀県病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

4 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

5 滋賀県立小児保健医療センター 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

6 市立長浜病院 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

7 公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

8 日本赤十字社　 長浜赤十字病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

9 医療法人敬愛会　 東近江敬愛病院 近施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

10 医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

11 医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

12 一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

13 JA徳島厚生連　 阿南共栄病院 遠施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

14 公益財団法人近江兄弟社　 ヴォーリズ記念病院 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

15 公益社団法人　地域医療振興協会　 越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

16 医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

17 医療法人徳洲会　 近江草津徳洲会病院 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

18 社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

19 地方独立行政法人  市立大津市民病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

20 日本赤十字社　 大津赤十字病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

21 医療法人　 金沢整形外科クリニック 近施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

22 社会医療法人　慈薫会　 河崎病院 遠施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

23 京都大学医学部附属病院 中施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

24 公益社団法人京都保健会　 京都民医連中央病院 中施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

25 医療法人社団阿星会　 甲西リハビリ病院 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

26 医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

27 公立甲賀病院 近施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

28 枚方総合発達医療センター 中施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

29 滋賀県立総合病院 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

30 医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

31 医療法人スミヤ　 角谷整形外科病院 遠施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

32 医療法人東和会　 第一東和会病院 中施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

33 公益財団法人　 丹後中央病院 遠施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

34 医療法人社団　 順心会　順心淡路病院 遠施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

35 医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

36 医療法人社団誠広会　 平野総合病院 中施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

37 医療法人弘英会　 琵琶湖大橋病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

38 医療法人幸生会　 琵琶湖中央病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

39 医療法人　マキノ病院 中施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

40 医療法人 仁勇会  三津整形外科 遠施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

41 医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

42 社会福祉法人　恩賜財団　 済生会守山市民病院 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

43 特定医療法人社団御上会　 野洲病院 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

44 医療法人祥風会　 山本整形外科医院 遠施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

45 医療法人　 吉川整形外科クリニック 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

46 医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

47 はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

48 一般財団法人近江愛隣園　 今津病院 中施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

49 医療法人　 おした整形外科医院 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

50 医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

51 医療法人社団　 村上整形外科クリニック 近施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

52 医療法人清仁会　 洛西シミズ病院 中施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

53 般財団法人競馬共助会　 栗東診療所 近施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔

実習施設名 カテゴリー
学生数

（人）
担当教員

第１週 第２週 第３週 第４週 第５週 第６週



54 社会福祉法人花ノ木　 花ノ木医療福祉センター 中施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

55 医療法人社団  弓削メディカルクリニック 近施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

56 市立敦賀病院 遠施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

57 長浜市立湖北病院 中施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

58 医療法人　 梁山会診療所 中施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

59 医療法人　天翔会　 上田リハビリテーション診療所 中施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

60 医療法人　天翔会　 第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

61 医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

62 日本赤十字社　 大津赤十字志賀病院 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

63 日本赤十字社　 大阪赤十字病院附属大手前整肢学園 中施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

64 滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

65 医療法人 真生会  向日回生病院 中施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

66 こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

67 医療福祉センターきずな 遠施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

68 医療法人社団慈豊会　 加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

69 独立行政法人 地域医療機能推進機構　 京都鞍馬口医療センター 中施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

70 医療法人啓信会　 京都きづ川病院 中施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

71 社会福祉法人びわこ学園　 びわこ学園医療福祉ｾﾝﾀｰ野洲 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

72 社会医療法人協和会　加納総合病院 中施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

73 こばやし整形外科 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

74 医療法人瑞晴會　 水谷整形外科医院 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

75 医療法人　堤整形外科 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

76 いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

77 医療法人社団洛和会　 洛和会音羽病院 中施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

78 社会福祉法人照昭会　 伏見桃山総合病院 中施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

79 医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

80 加賀市医療センター 遠施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名 池谷雅江（理学療法学科）

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

医療法人幸生会
琵琶湖中央病院 近施設 1 ✔

医療法人祥風会
山本整形外科医院 遠施設 1 ✔ ✔

医療福祉センターきずな 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

医療法人幸生会
琵琶湖中央病院 近施設 1 ✔

医療法人祥風会
山本整形外科医院 遠施設 1 ✔ ✔

医療福祉センターきずな 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 1 ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

医療法人瑞晴會
水谷整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人東和会
第一東和会病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉ｾﾝﾀｰ野洲 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 1 ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

医療法人瑞晴會
水谷整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人東和会
第一東和会病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉ｾﾝﾀｰ野洲 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

宇於崎孝（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 ✔

社会福祉法人花ノ木
花ノ木医療福祉センター 中施設 1 ✔

医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 ✔

京都大学医学部附属病院 中施設 1 ✔

公益社団法人京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 ✔

社会福祉法人花ノ木
花ノ木医療福祉センター 中施設 1 ✔

医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 ✔

京都大学医学部附属病院 中施設 1 ✔

公益社団法人京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

大西　均（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
長浜赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 ✔

医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 ✔

医療法人　堤整形外科 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
長浜赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 ✔

医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 ✔

医療法人　堤整形外科 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

川﨑浩子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 ✔

医療法人
吉川整形外科クリニック 近施設 1 ✔

医療法人
おした整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人社団慈豊会
加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 ✔ ✔

加賀市医療センター 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 ✔

医療法人
吉川整形外科クリニック 近施設 1 ✔

医療法人
おした整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人社団慈豊会
加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 ✔ ✔

加賀市医療センター 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

佐々木絵美（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

枚方総合発達医療センター 中施設 1 ✔

こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会医療法人協和会　加納総合病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

枚方総合発達医療センター 中施設 1 ✔

こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会医療法人協和会　加納総合病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

里中綾子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

独立行政法人
地域医療機能推進機構
京都鞍馬口医療センター

中施設 1 ✔

社会福祉法人照昭会
伏見桃山総合病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

独立行政法人
地域医療機能推進機構
京都鞍馬口医療センター

中施設 1 ✔

社会福祉法人照昭会
伏見桃山総合病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

治郎丸卓三（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人徳洲会
近江草津徳洲会病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人　恩賜財団
済生会守山市民病院 近施設 1 ✔

滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 ✔

医療法人社団
順心会　順心淡路病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人 仁勇会
三津整形外科 遠施設 1 ✔ ✔

いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人徳洲会
近江草津徳洲会病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人　恩賜財団
済生会守山市民病院 近施設 1 ✔

滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 ✔

医療法人社団
順心会　順心淡路病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人 仁勇会
三津整形外科 遠施設 1 ✔ ✔

いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

鈴木美香（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

医療法人社団
村上整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会医療法人　慈薫会
河崎病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人スミヤ
角谷整形外科病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

医療法人社団
村上整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会医療法人　慈薫会
河崎病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人スミヤ
角谷整形外科病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

野口真一（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字志賀病院 近施設 1 ✔

滋賀県立小児保健医療センター 近施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人 真生会
向日回生病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字志賀病院 近施設 1 ✔

滋賀県立小児保健医療センター 近施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人 真生会
向日回生病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

弘部重信（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人弘英会
琵琶湖大橋病院 近施設 1 ✔

こばやし整形外科 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大阪赤十字病院附属大手前整肢学園 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人弘英会
琵琶湖大橋病院 近施設 1 ✔

こばやし整形外科 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大阪赤十字病院附属大手前整肢学園 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

藤谷　亮（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

医療法人社団
弓削メディカルクリニック 近施設 1 ✔

医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

医療法人社団
弓削メディカルクリニック 近施設 1 ✔

医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

分木ひとみ（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 1 ✔

医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 1 ✔

医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

安田　孝志（理学療法学科）

第１週 第２週 第３週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 ✔

社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 ✔

社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

山内正雄（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

般財団法人競馬共助会
栗東診療所 近施設 1 ✔

公益社団法人　地域医療振興協会
越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 ✔ ✔

市立敦賀病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

般財団法人競馬共助会
栗東診療所 近施設 1 ✔

公益社団法人　地域医療振興協会
越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 ✔ ✔

市立敦賀病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

和智道生（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週 第２週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団誠広会
平野総合病院 中施設 1 ✔

医療法人　マキノ病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
丹後中央病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団誠広会
平野総合病院 中施設 1 ✔

医療法人　マキノ病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
丹後中央病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週

堀　寛史（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2023年1月9日(月)〜2月19日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人啓信会
京都きづ川病院 中施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

JA徳島厚生連
阿南共栄病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人啓信会
京都きづ川病院 中施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

JA徳島厚生連
阿南共栄病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週

植田昌治（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一般社団法人愛生会山科病院 近施設 2 ✔ ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人幸生会
琵琶湖中央病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週 第４週

池谷雅江（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週 第２週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 2 ✔ ✔

日本赤十字社　長浜赤十字病院 近施設 2 ✔ ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

宇於崎孝（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 2 ✔ ✔

公立甲賀病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

大西　均（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団誠広会
平野総合病院 中施設 2 ✔ ✔

医療法人　マキノ病院 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

川﨑浩子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
吉川整形外科クリニック 近施設 2 ✔ ✔

医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 2 ✔ ✔

医療法人東和会
第一東和会病院 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

佐々木絵美（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人友仁会
介護老人保健施設　アロフェンテ彦根 近施設 2 ✔ ✔

医療法人湖青会
介護老人保健施設　ケアセンター志賀 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

里中綾子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人　豊郷病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人徳洲会
近江草津徳洲会病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

治郎丸卓三（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人　恩賜財団
済生会守山市民病院 近施設 2 ✔ ✔

社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

鈴木美香（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 2 ✔ ✔

京都大学医学部附属病院 中施設 2 ✔ ✔

公益社団法人京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

野口真一（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 2 ✔ ✔

滋賀県立小児保健医療センター 近施設 2 ✔ ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

弘部重信（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 2 ✔ ✔

社会福祉法人 浩照会
介護老人保健施設

あじさいガーデン伏見
中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

藤谷　亮（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

近江八幡市立総合医療センター 近施設 2 ✔ ✔

社会福祉法人六心会
介護老人保健施設　ここちの郷 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

分木ひとみ（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

安田　孝志（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

山内正雄（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 2 ✔ ✔

社会医療法人協和会
淀川介護老人保健施設ハートフル 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

和智道生（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人弘英会
琵琶湖大橋病院 近施設 1 ✔ ✔

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

堀　寛史（理学療法学科）

第２週 第３週 第４週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2022年6月20日(月)〜7月17日(日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

植田昌治（理学療法学科）

第２週 第３週 第４週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 2 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

2 近江八幡市立総合医療センター 近施設 2 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

3 社会福祉法人恩賜財団　 済生会滋賀県病院 近施設 2 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

4 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 2 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

5 滋賀県立小児保健医療センター 近施設 2 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

6 市立長浜病院 近施設 2 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

7 公益財団法人　豊郷病院 近施設 2 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

8 日本赤十字社　長浜赤十字病院 近施設 2 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

9 医療法人敬愛会　 東近江敬愛病院 近施設 2 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

10 医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 2 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

11 医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 2 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

12 一般社団法人愛生会山科病院 近施設 2 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

13 公益財団法人近江兄弟社　 ヴォーリズ記念病院 近施設 2 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

14 医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 2 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

15 医療法人徳洲会　 近江草津徳洲会病院 近施設 2 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

16 社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 2 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

17 地方独立行政法人  市立大津市民病院 近施設 2 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

18 日本赤十字社　 大津赤十字病院 近施設 2 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

19 社会福祉法人 浩照会  介護老人保健施設　あじさいガーデン伏見 中施設 2 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

20 医療法人友仁会　 介護老人保健施設　アロフェンテ彦根 近施設 2 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

21 医療法人湖青会　 介護老人保健施設　ケアセンター志賀 近施設 2 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

22 社会福祉法人六心会  介護老人保健施設　ここちの郷 近施設 2 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

23 医療法人　 金沢整形外科クリニック 近施設 2 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

24 京都大学医学部附属病院 中施設 2 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

25 公益社団法人京都保健会　 京都民医連中央病院 中施設 2 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

26 医療法人社団阿星会　 甲西リハビリ病院 近施設 2 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

27 医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 2 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

28 公立甲賀病院 近施設 2 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

29 医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 2 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

30 医療法人東和会　 第一東和会病院 中施設 2 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

31 医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 2 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

32 医療法人社団誠広会　 平野総合病院 中施設 2 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

33 医療法人弘英会　 琵琶湖大橋病院 近施設 2 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

34 医療法人幸生会　 琵琶湖中央病院 近施設 2 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

35 医療法人　マキノ病院 中施設 2 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

36 医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 2 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔

37 社会福祉法人　恩賜財団　 済生会守山市民病院 近施設 2 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

38 特定医療法人社団御上会　 野洲病院 近施設 2 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

39 医療法人　 吉川整形外科クリニック 近施設 2 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

40 社会医療法人協和会　 淀川介護老人保健施設ハートフル 中施設 2 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週
担当教員

第４週
実習施設名 カテゴリー

学生数

（人）

第１週 第２週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 2 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

2 近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

3 社会福祉法人恩賜財団　 済生会滋賀県病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

4 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

5 滋賀県立小児保健医療センター 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

6 市立長浜病院 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

7 公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

8 日本赤十字社　 長浜赤十字病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

9 医療法人敬愛会　 東近江敬愛病院 近施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

10 医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

11 医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

12 一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

13 JA徳島厚生連　 阿南共栄病院 遠施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

14 公益財団法人近江兄弟社　 ヴォーリズ記念病院 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

15 公益社団法人　地域医療振興協会　 越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

16 医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

17 医療法人徳洲会　 近江草津徳洲会病院 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

18 社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

19 地方独立行政法人  市立大津市民病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

20 日本赤十字社　 大津赤十字病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

21 医療法人　 金沢整形外科クリニック 近施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

22 社会医療法人　慈薫会　 河崎病院 遠施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

23 京都大学医学部附属病院 中施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

24 公益社団法人京都保健会　 京都民医連中央病院 中施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

25 医療法人社団阿星会　 甲西リハビリ病院 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

26 医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

27 公立甲賀病院 近施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

28 枚方総合発達医療センター 中施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

29 滋賀県立総合病院 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

30 医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

31 医療法人スミヤ　 角谷整形外科病院 遠施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

32 医療法人東和会　 第一東和会病院 中施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

33 公益財団法人　 丹後中央病院 遠施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

34 医療法人社団　 順心会　順心淡路病院 遠施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

35 医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

36 医療法人社団誠広会　 平野総合病院 中施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

37 医療法人弘英会　 琵琶湖大橋病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

38 医療法人幸生会　 琵琶湖中央病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

39 医療法人　マキノ病院 中施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

40 医療法人 仁勇会  三津整形外科 遠施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

41 医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

42 社会福祉法人　恩賜財団　 済生会守山市民病院 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

43 特定医療法人社団御上会　 野洲病院 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

44 医療法人祥風会　 山本整形外科医院 遠施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

45 医療法人　 吉川整形外科クリニック 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

46 医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

47 はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

48 一般財団法人近江愛隣園　 今津病院 中施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

49 医療法人　 おした整形外科医院 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

50 医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

51 医療法人社団　 村上整形外科クリニック 近施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

52 医療法人清仁会　 洛西シミズ病院 中施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

53 般財団法人競馬共助会　 栗東診療所 近施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔

54 社会福祉法人花ノ木　 花ノ木医療福祉センター 中施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

55 医療法人社団  弓削メディカルクリニック 近施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

56 市立敦賀病院 遠施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

57 長浜市立湖北病院 中施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

58 医療法人　 梁山会診療所 中施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

59 医療法人　天翔会　 上田リハビリテーション診療所 中施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

60 医療法人　天翔会　 第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

61 医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

62 日本赤十字社　 大津赤十字志賀病院 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

63 日本赤十字社　 大阪赤十字病院附属大手前整肢学園 中施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

64 滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

65 医療法人 真生会  向日回生病院 中施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

66 こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

67 医療福祉センターきずな 遠施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

68 医療法人社団慈豊会　 加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

69 独立行政法人 地域医療機能推進機構　 京都鞍馬口医療センター 中施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

70 医療法人啓信会　 京都きづ川病院 中施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

71 社会福祉法人びわこ学園　 びわこ学園医療福祉ｾﾝﾀｰ野洲 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

72 社会医療法人協和会　加納総合病院 中施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

73 こばやし整形外科 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

74 医療法人瑞晴會　 水谷整形外科医院 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

75 医療法人　堤整形外科 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

76 いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

77 医療法人社団洛和会　 洛和会音羽病院 中施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

78 社会福祉法人照昭会　 伏見桃山総合病院 中施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

79 医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

80 加賀市医療センター 遠施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

実習施設名 カテゴリー
学生数

（人）
担当教員

第１週 第２週 第３週 第４週 第５週 第６週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

2 日本赤十字社　 長浜赤十字病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

3 医療法人敬愛会　 東近江敬愛病院 近施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

4 医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

5 医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

6 一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

7 JA徳島厚生連　 阿南共栄病院 遠施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

8 公益財団法人近江兄弟社　 ヴォーリズ記念病院 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

9 公益社団法人　地域医療振興協会　 越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

10 医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

11 医療法人徳洲会　 近江草津徳洲会病院 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

12 社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

13 地方独立行政法人  市立大津市民病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

14 日本赤十字社　 大津赤十字病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

15 医療法人　 金沢整形外科クリニック 近施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

16 社会医療法人　慈薫会　 河崎病院 遠施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

17 京都大学医学部附属病院 中施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

18 公益社団法人京都保健会　 京都民医連中央病院 中施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

19 医療法人社団阿星会　 甲西リハビリ病院 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

20 医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

21 公立甲賀病院 近施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

22 枚方総合発達医療センター 中施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

23 滋賀県立総合病院 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

24 医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

25 医療法人スミヤ　 角谷整形外科病院 遠施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

26 医療法人東和会　 第一東和会病院 中施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

27 公益財団法人　 丹後中央病院 遠施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

28 医療法人社団　 順心会　順心淡路病院 遠施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

29 医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

30 医療法人社団誠広会　 平野総合病院 中施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

31 医療法人弘英会　 琵琶湖大橋病院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

32 医療法人幸生会　 琵琶湖中央病院 近施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔

33 医療法人　マキノ病院 中施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

34 医療法人 仁勇会  三津整形外科 遠施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

35 医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

36 社会福祉法人　恩賜財団　 済生会守山市民病院 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

37 特定医療法人社団御上会　 野洲病院 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

38 医療法人祥風会　 山本整形外科医院 遠施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

39 医療法人　 吉川整形外科クリニック 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

40 医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

41 はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

42 一般財団法人近江愛隣園　 今津病院 中施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

43 医療法人　 おした整形外科医院 近施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔

44 医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

45 医療法人社団　 村上整形外科クリニック 近施設 1 堀　寛史（理学療法学科） ✔ ✔

46 医療法人清仁会　 洛西シミズ病院 中施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

47 般財団法人競馬共助会　 栗東診療所 近施設 1 山内正雄（理学療法学科） ✔ ✔

48 社会福祉法人花ノ木　 花ノ木医療福祉センター 中施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

49 医療法人社団  弓削メディカルクリニック 近施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

50 市立敦賀病院 遠施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

51 長浜市立湖北病院 中施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

52 医療法人　 梁山会診療所 中施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

53 医療法人　天翔会　 上田リハビリテーション診療所 中施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

54 医療法人　天翔会　 第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

55 医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

56 日本赤十字社　 大津赤十字志賀病院 近施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

57 日本赤十字社　 大阪赤十字病院附属大手前整肢学園 近施設 1 弘部重信（理学療法学科） ✔ ✔

58 滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

59 医療法人 真生会  向日回生病院 中施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

60 こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 大西　均（理学療法学科） ✔ ✔

61 医療福祉センターきずな 遠施設 1 池谷雅江（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

62 医療法人社団慈豊会　 加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

63 独立行政法人 地域医療機能推進機構　 京都鞍馬口医療センター 中施設 1 治郎丸卓三（理学療法学科） ✔ ✔

64 医療法人啓信会　 京都きづ川病院 中施設 1 野口真一（理学療法学科） ✔ ✔

65 医療法人社団 SEISEN　 清泉クリニック整形外科 静岡 遠施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

66 社会医療法人協和会　加納総合病院 中施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

67 こばやし整形外科 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

68 医療法人瑞晴會　 水谷整形外科医院 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

69 医療法人　堤整形外科 近施設 1 川﨑浩子（理学療法学科） ✔ ✔

70 いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

71 医療法人社団洛和会　 洛和会音羽病院 中施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

72 日本赤十字社　舞鶴赤十字病院 遠施設 1 和智道生（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

73 社会福祉法人照昭会　 伏見桃山総合病院 中施設 1 植田昌治（理学療法学科） ✔ ✔

74 加賀市医療センター 遠施設 1 佐々木絵美（理学療法学科） ✔ ✔ ✔ ✔

75 医療法人湖青会　青木医院 近施設 1 藤谷　亮（理学療法学科） ✔ ✔

76 医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 安田　孝志（理学療法学科） ✔ ✔

77 白石クリニック 近施設 1 鈴木美香（理学療法学科） ✔ ✔

78 宇治徳洲会病院 中施設 1 里中綾子（理学療法学科） ✔ ✔

79 近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 分木ひとみ（理学療法学科） ✔ ✔

80 医療法人　恭昭会　 彦根中央リハビリテーションクリニック 近施設 1 宇於崎孝（理学療法学科） ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

実習施設名 カテゴリー
学生数

（人）
担当教員

第１週 第２週 第３週 第４週 第５週 第６週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名 池谷雅江（理学療法学科）

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

医療法人幸生会
琵琶湖中央病院 近施設 1 ✔

医療法人祥風会
山本整形外科医院 遠施設 1 ✔ ✔

医療福祉センターきずな 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

医療法人幸生会
琵琶湖中央病院 近施設 1 ✔

医療法人祥風会
山本整形外科医院 遠施設 1 ✔ ✔

医療福祉センターきずな 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 1 ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

医療法人瑞晴會
水谷整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人東和会
第一東和会病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉ｾﾝﾀｰ野洲 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 1 ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

医療法人瑞晴會
水谷整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人東和会
第一東和会病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉ｾﾝﾀｰ野洲 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

宇於崎孝（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 ✔

社会福祉法人花ノ木
花ノ木医療福祉センター 中施設 1 ✔

医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 ✔

京都大学医学部附属病院 中施設 1 ✔

公益社団法人京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 ✔

社会福祉法人花ノ木
花ノ木医療福祉センター 中施設 1 ✔

医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 ✔

京都大学医学部附属病院 中施設 1 ✔

公益社団法人京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

大西　均（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
長浜赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 ✔

医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 ✔

医療法人　堤整形外科 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
長浜赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 ✔

医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 ✔

医療法人　堤整形外科 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

川﨑浩子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 ✔

医療法人
吉川整形外科クリニック 近施設 1 ✔

医療法人
おした整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人社団慈豊会
加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 ✔ ✔

加賀市医療センター 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 ✔

医療法人
吉川整形外科クリニック 近施設 1 ✔

医療法人
おした整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人社団慈豊会
加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 ✔ ✔

加賀市医療センター 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

佐々木絵美（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

枚方総合発達医療センター 中施設 1 ✔

こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会医療法人協和会　加納総合病
院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

枚方総合発達医療センター 中施設 1 ✔

こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会医療法人協和会　加納総合病
院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

里中綾子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

独立行政法人
地域医療機能推進機構
京都鞍馬口医療センター

中施設 1 ✔

社会福祉法人照昭会
伏見桃山総合病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

独立行政法人
地域医療機能推進機構
京都鞍馬口医療センター

中施設 1 ✔

社会福祉法人照昭会
伏見桃山総合病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

治郎丸卓三（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人徳洲会
近江草津徳洲会病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人　恩賜財団
済生会守山市民病院 近施設 1 ✔

滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 ✔

医療法人社団
順心会　順心淡路病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人 仁勇会
三津整形外科 遠施設 1 ✔ ✔

いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人徳洲会
近江草津徳洲会病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人　恩賜財団
済生会守山市民病院 近施設 1 ✔

滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 ✔

医療法人社団
順心会　順心淡路病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人 仁勇会
三津整形外科 遠施設 1 ✔ ✔

いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

鈴木美香（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

医療法人社団
村上整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会医療法人　慈薫会
河崎病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人スミヤ
角谷整形外科病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

医療法人社団
村上整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会医療法人　慈薫会
河崎病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人スミヤ
角谷整形外科病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

野口真一（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字志賀病院 近施設 1 ✔

滋賀県立小児保健医療センター 近施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人 真生会
向日回生病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字志賀病院 近施設 1 ✔

滋賀県立小児保健医療センター 近施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人 真生会
向日回生病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

弘部重信（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人弘英会
琵琶湖大橋病院 近施設 1 ✔

こばやし整形外科 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大阪赤十字病院附属大手前整肢学

園
中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人弘英会
琵琶湖大橋病院 近施設 1 ✔

こばやし整形外科 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大阪赤十字病院附属大手前整肢学

園
中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

藤谷　亮（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

医療法人社団
弓削メディカルクリニック 近施設 1 ✔

医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

医療法人社団
弓削メディカルクリニック 近施設 1 ✔

医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

分木ひとみ（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 1 ✔

医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 1 ✔

医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

安田　孝志（理学療法学科）

第１週 第２週 第３週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 ✔

社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 ✔

社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

山内正雄（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

般財団法人競馬共助会
栗東診療所 近施設 1 ✔

公益社団法人　地域医療振興協会
越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 ✔ ✔

市立敦賀病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

般財団法人競馬共助会
栗東診療所 近施設 1 ✔

公益社団法人　地域医療振興協会
越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 ✔ ✔

市立敦賀病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

和智道生（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週 第２週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団誠広会
平野総合病院 中施設 1 ✔

医療法人　マキノ病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
丹後中央病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団誠広会
平野総合病院 中施設 1 ✔

医療法人　マキノ病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
丹後中央病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週

堀　寛史（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週



理学療法総合臨床実習Ⅰ（６週間）　巡回指導計画表（2024年1月8日(月)〜2月18日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人啓信会
京都きづ川病院 中施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

JA徳島厚生連
阿南共栄病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人啓信会
京都きづ川病院 中施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

JA徳島厚生連
阿南共栄病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週

植田昌治（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

医療法人幸生会
琵琶湖中央病院 近施設 1 ✔

医療法人祥風会
山本整形外科医院 遠施設 1 ✔ ✔

医療福祉センターきずな 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一般社団法人愛生会山科病院 近施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

医療法人幸生会
琵琶湖中央病院 近施設 1 ✔

医療法人祥風会
山本整形外科医院 遠施設 1 ✔ ✔

医療福祉センターきずな 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

池谷雅江（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

医療法人瑞晴會
水谷整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人　恭昭会
彦根中央リハビリテーションクリニッ

ク
近施設 1 ✔

医療法人東和会
第一東和会病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

医療法人瑞晴會
水谷整形外科医院 近施設 1 ✔

医療法人　恭昭会
彦根中央リハビリテーションクリニッ

ク
近施設 1 ✔

医療法人東和会
第一東和会病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

宇於崎孝（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 ✔

医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 ✔

こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会福祉法人花ノ木
花ノ木医療福祉センター 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

はたスポーツ整形クリニック 近施設 1 ✔

医療法人医誠会　神崎中央病院 近施設 1 ✔

こまいざわ整形外科クリニック 近施設 1 ✔

社会福祉法人花ノ木
花ノ木医療福祉センター 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

大西　均（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
長浜赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 ✔

医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 ✔

医療法人　堤整形外科 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
長浜赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 1 ✔

医療法人良善会　ひかり病院 近施設 1 ✔

医療法人　堤整形外科 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

川﨑浩子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 ✔

医療法人
吉川整形外科クリニック 近施設 1 ✔

医療法人
おした整形外科医院 近施設 1 ✔

加賀市医療センター 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人社団慈豊会
加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 1 ✔

医療法人
吉川整形外科クリニック 近施設 1 ✔

医療法人
おした整形外科医院 近施設 1 ✔

加賀市医療センター 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人社団慈豊会
加賀温泉リハビリクリニック 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人社団緑水会　緑水会病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

佐々木絵美（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会医療法人協和会　加納総合病
院 中施設 1 ✔

宇治徳洲会病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
丹後中央病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会医療法人協和会　加納総合病
院 中施設 1 ✔

宇治徳洲会病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
丹後中央病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

里中綾子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

独立行政法人
地域医療機能推進機構
京都鞍馬口医療センター

中施設 1 ✔

医療法人 仁勇会
三津整形外科 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人社団
順心会　順心淡路病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人　豊郷病院 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 1 ✔

医療法人　天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

独立行政法人
地域医療機能推進機構
京都鞍馬口医療センター

中施設 1 ✔

医療法人 仁勇会
三津整形外科 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人社団
順心会　順心淡路病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

治郎丸卓三（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人徳洲会
近江草津徳洲会病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人　恩賜財団
済生会守山市民病院 近施設 1 ✔

滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 ✔

こばやし整形外科 近施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

白石クリニック 中施設 1 ✔

枚方総合発達医療センター 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人徳洲会
近江草津徳洲会病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人　恩賜財団
済生会守山市民病院 近施設 1 ✔

滋賀県立障害者総合診療所 近施設 1 ✔

こばやし整形外科 近施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

白石クリニック 中施設 1 ✔

枚方総合発達医療センター 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

鈴木美香（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

医療法人社団
村上整形外科クリニック 近施設 1 ✔

京都大学医学部附属病院 中施設 1 ✔

社会医療法人　慈薫会
河崎病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人スミヤ
角谷整形外科病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人啓信会
京都きづ川病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

医療法人社団
村上整形外科クリニック 近施設 1 ✔

京都大学医学部附属病院 中施設 1 ✔

社会医療法人　慈薫会
河崎病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人スミヤ
角谷整形外科病院 遠施設 1 ✔ ✔

医療法人啓信会
京都きづ川病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

野口真一（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大阪赤十字病院附属大手前整肢学

園
近施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大阪赤十字病院附属大手前整肢学

園
近施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

弘部重信（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人弘英会
琵琶湖大橋病院 近施設 1 ✔

医療法人湖青会　青木医院 近施設 1 ✔

医療法人社団 SEISEN
清泉クリニック整形外科 静岡 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人弘英会
琵琶湖大橋病院 近施設 1 ✔

医療法人湖青会　青木医院 近施設 1 ✔

医療法人社団 SEISEN
清泉クリニック整形外科 静岡 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

藤谷　亮（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団
弓削メディカルクリニック 近施設 1 ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 ✔

医療法人　天翔会
第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人 真生会
向日回生病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団
弓削メディカルクリニック 近施設 1 ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

いえだ整形外科リハビリクリニック 中施設 1 ✔

医療法人　天翔会
第二上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人 真生会
向日回生病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

分木ひとみ（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 ✔

医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　さいき整形外科 近施設 1 ✔

医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

安田　孝志（理学療法学科）

第１週 第２週 第３週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 ✔

般財団法人競馬共助会
栗東診療所 近施設 1 ✔

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 1 ✔

般財団法人競馬共助会
栗東診療所 近施設 1 ✔

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 1 ✔

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

山内正雄（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

JA徳島厚生連
阿南共栄病院 遠施設 1 ✔ ✔

公益社団法人　地域医療振興協会
越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 ✔ ✔

日本赤十字社　舞鶴赤十字病院 遠施設 1 ✔ ✔

市立敦賀病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

JA徳島厚生連
阿南共栄病院 遠施設 1 ✔ ✔

公益社団法人　地域医療振興協会
越前町国民健康保険織田病院 遠施設 1 ✔ ✔

日本赤十字社　舞鶴赤十字病院 遠施設 1 ✔ ✔

市立敦賀病院 遠施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第３週

和智道生（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週 第２週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団誠広会
平野総合病院 中施設 1 ✔

医療法人　マキノ病院 中施設 1 ✔

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

医療法人社団
村上整形外科クリニック 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団誠広会
平野総合病院 中施設 1 ✔

医療法人　マキノ病院 中施設 1 ✔

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

医療法人社団
村上整形外科クリニック 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週

堀　寛史（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週



理学療法総合臨床実習Ⅱ（６週間）　巡回指導計画表（2023年4月10日(月)〜5月21日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

社会福祉法人照昭会
伏見桃山総合病院 中施設 1 ✔

公益社団法人京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

社会福祉法人照昭会
伏見桃山総合病院 中施設 1 ✔

公益社団法人京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週

植田昌治（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

一般社団法人愛生会山科病院 近施設 2 ✔ ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人幸生会
琵琶湖中央病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週 第４週

池谷雅江（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週 第２週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 2 ✔ ✔

日本赤十字社　長浜赤十字病院 近施設 2 ✔ ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

宇於崎孝（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団昴会　日野記念病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人友仁会　友仁山崎病院 近施設 2 ✔ ✔

公立甲賀病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

大西　均（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団誠広会
平野総合病院 中施設 2 ✔ ✔

医療法人　マキノ病院 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

川﨑浩子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
吉川整形外科クリニック 近施設 2 ✔ ✔

医療法人清仁会　シミズ病院 中施設 2 ✔ ✔

医療法人東和会
第一東和会病院 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

佐々木絵美（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
医療法人友仁会

介護老人保健施設　アロフェンテ彦
根

近施設 2 ✔ ✔

医療法人湖青会
介護老人保健施設　ケアセンター志

賀
近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

里中綾子（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人　豊郷病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人恒仁会　近江温泉病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人徳洲会
近江草津徳洲会病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

治郎丸卓三（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人　恩賜財団
済生会守山市民病院 近施設 2 ✔ ✔

社会医療法人弘仁会　大島病院 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

鈴木美香（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人
金沢整形外科クリニック 近施設 2 ✔ ✔

京都大学医学部附属病院 中施設 2 ✔ ✔

公益社団法人京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

野口真一（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 2 ✔ ✔

滋賀県立小児保健医療センター 近施設 2 ✔ ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

弘部重信（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 2 ✔ ✔

社会福祉法人 浩照会
介護老人保健施設　あじさいガーデ

ン伏見
中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

藤谷　亮（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

近江八幡市立総合医療センター 近施設 2 ✔ ✔

社会福祉法人六心会
介護老人保健施設　ここちの郷 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

分木ひとみ（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人社団阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人社団仁生会　甲南病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

安田　孝志（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 2 ✔ ✔

医療法人恭昭会　彦根中央病院 近施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

山内正雄（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人芙蓉会　南草津病院 近施設 2 ✔ ✔

社会医療法人協和会
淀川介護老人保健施設ハートフル 中施設 2 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週

和智道生（理学療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人弘英会
琵琶湖大橋病院 近施設 1 ✔ ✔

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

堀　寛史（理学療法学科）

第２週 第３週 第４週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第１週



理学療法評価実習（４週間）　巡回指導計画表（2023年6月19日(月)〜7月16日(日)）

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人恒昭会　藍野病院 中施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

植田昌治（理学療法学科）

第２週 第３週 第４週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表(2022年　7/4（月）～7/31（日）)

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 高島市民病院 中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

2
社会福祉法人 よつば会
特別養護老人ホーム　風流里

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

3
医療法人敬愛会
東近江敬愛病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

4
医療法人　金沢整形外科クリニック
デイケアしおん

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

5
社会福祉法人真寿会老人保健施設
リハビリセンターあゆみ 近施設 1 大西　満 ✔ ✔

6
米原市地域包括医療福祉センター
「ふくしあ」

近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

7
社会福祉法人六心会
介護老人保健施設ここちの郷

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

8
医療法人明和会
琵琶湖病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

9
医療法人恭昭会
彦根中央病院

近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

10 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

11 市立長浜病院 近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

12
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

13
医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

14
公益社団法人 地域医療振興協会
地域包括ケアセンターいぶき

近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

15
医療法人社団仁生会
甲南病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

16
公益財団法人
豊郷病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

17 滋賀県立総合病院 近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

18
一般財団法人近江愛隣園
今津病院

中施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

19
公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院

近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

20
日本赤十字社
大津赤十字病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

21
医療法人
マキノ病院

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

22
公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院

近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

23 長浜市立湖北病院 中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

24
一般社団法人
水口病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

25 和邇いきいきリハビリセンター 近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

26
医療法人医誠会
神崎中央病院

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

27 彦根市立病院 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

28
社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

29
公益財団法人近江兄弟社
介護老人保健施設ヴォーリズ老健センター 近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

30
特定医療法人社団御上会
野洲病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

31
介護老人保健施設
ケアポート栗東

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

32
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 下西　德 ✔ ✔

33
地方独立行政法人
市立大津市民病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

34
医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

35
医療法人芙蓉会
南草津病院

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

36
医療法人社団
弓削メディカルクリニック

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

37 近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

38 公立甲賀病院 近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

39
医療法人滋賀勤労者保健会
介護老人保健施設　日和の里

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

40
医療法人恒仁会
近江温泉病院

近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週担当教員 第４週実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週 第２週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表(2023年　1/9（月）～2/19（日）)

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 高島市民病院 中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

2
医療法人敬愛会
東近江敬愛病院

近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

3
医療法人三幸会
第二北山病院

中施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

4
医療法人明和会
琵琶湖病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

5
医療法人恭昭会
彦根中央病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

6 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 大西　満 ✔ ✔

7 市立長浜病院 近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

8
医療法人清仁会
洛西シミズ病院

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

9
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 大西　満 ✔ ✔

10
医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

11
医療法人桜花会
醍醐病院

中施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

12
医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

13
医療法人社団仁生会
甲南病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

14
公益財団法人
豊郷病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

15
医療法人恒昭会
藍野病院

中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

16 滋賀県立総合病院 近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

17
一般財団法人近江愛隣園
今津病院

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

18
公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

19
日本赤十字社
大津赤十字病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

20
医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

21
医療法人
梁山会診療所

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

22
医療法人
マキノ病院

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

23
公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院

近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

24 長浜市立湖北病院 中施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

25
一般社団法人
水口病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

26
医療法人医誠会
神崎中央病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

27 彦根市立病院 近施設 1 下西　德 ✔ ✔

28
社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

29
特定医療法人社団御上会
野洲病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

30
公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院

中施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

31
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

32
地方独立行政法人
市立大津市民病院

近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

33
医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

34
医療法人芙蓉会
南草津病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

35 近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

36
医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院

中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

37 公立甲賀病院 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

38
医療法人恒仁会
近江温泉病院

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

39
社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院

中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

40
医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院

中施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

担当教員 第１週 第２週 第３週 第４週 第５週 第６週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会
近江温泉病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会
近江温泉病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

大西　満（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会
藍野病院 中施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院 中施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会
藍野病院 中施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週

安部征哉（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人三幸会
第二北山病院 中施設 1 ✔

医療法人明和会
琵琶湖病院 近施設 1 ✔

医療法人桜花会
醍醐病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
豊郷病院 近施設 1 ✔

一般社団法人
水口病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人三幸会
第二北山病院 中施設 1 ✔

医療法人明和会
琵琶湖病院 近施設 1 ✔

医療法人桜花会
醍醐病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
豊郷病院 近施設 1 ✔

一般社団法人
水口病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

嶋川昌典（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

辛島千恵子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週 第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人恭昭会
彦根中央病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

彦根市立病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人恭昭会
彦根中央病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

彦根市立病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

下西　德（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院 中施設 1 ✔

医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院 中施設 1 ✔

医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

有田智氏（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院 近施設 1 ✔

医療法人医誠会
神崎中央病院 近施設 1 ✔

公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院 中施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院 近施設 1 ✔

医療法人医誠会
神崎中央病院 近施設 1 ✔

公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

澤賢一郎（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

高島市民病院 中施設 1 ✔

医療法人社団仁生会
甲南病院 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

医療法人
マキノ病院 中施設 1 ✔

医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

高島市民病院 中施設 1 ✔

医療法人社団仁生会
甲南病院 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

医療法人
マキノ病院 中施設 1 ✔

医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

木岡和実（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2023年　1/9（月）～2/19（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

医療法人芙蓉会
南草津病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

医療法人芙蓉会
南草津病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

杉本久美子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
社会福祉法人真寿会老人保健
施設　リハビリセンターあゆみ 近施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人六心会
介護老人保健施設ここちの郷 近施設 1 ✔ ✔

医療法人医誠会
神崎中央病院 近施設 1 ✔ ✔

医療法人芙蓉会
南草津病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

大西　満（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院 近施設 1 ✔ ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔ ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔ ✔

公益財団法人近江兄弟社
介護老人保健施設

ヴォーリズ老健センター
近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週

安部征哉（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

彦根市立病院 近施設 1 ✔ ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔ ✔

医療法人恒仁会
近江温泉病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第4週第２週第１週

辛島千恵子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第3週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 ✔ ✔

公益財団法人
豊郷病院

近施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院

近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

嶋川昌典（作業療法学科）

第１週 第２週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第3週 第4週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔ ✔

介護老人保健施設
ケアポート栗東 近施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 ✔ ✔

医療法人社団
弓削メディカルクリニック 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

下西　德（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

米原市地域包括医療福祉センター
「ふくしあ」 近施設 1 ✔ ✔

医療法人恭昭会
彦根中央病院 近施設 1 ✔ ✔

市立長浜病院 近施設 1 ✔ ✔

公益社団法人 地域医療振興協会
地域包括ケアセンターいぶき 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

有田智氏（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔ ✔

医療法人社団仁生会
甲南病院 近施設 1 ✔ ✔

一般社団法人
水口病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

澤賢一郎（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

高島市民病院 中施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人 よつば会
特別養護老人ホーム　風流里 近施設 1 ✔ ✔

医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔ ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔ ✔

医療法人
マキノ病院 中施設 1 ✔ ✔

和邇いきいきリハビリセンター 近施設 1 ✔ ✔

地方独立行政法人
 市立大津市民病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

木岡和実（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2022年　7/4（月）～7/31（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人　金沢整形外科クリニック
デイケアしおん 近施設 1 ✔ ✔

医療法人明和会
琵琶湖病院 近施設 1 ✔ ✔

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔ ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院

中施設 1 ✔ ✔

医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院 近施設 1 ✔ ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔ ✔

医療法人滋賀勤労者保健会
介護老人保健施設　日和の里 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

杉本久美子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表(2023年　7/3（月）～7/30（日）)

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 高島市民病院 中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

2
社会福祉法人 よつば会
特別養護老人ホーム　風流里

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

3
医療法人敬愛会
東近江敬愛病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

4
医療法人　金沢整形外科クリニック
デイケアしおん

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

5
社会福祉法人真寿会老人保健施設
リハビリセンターあゆみ 近施設 1 大西　満 ✔ ✔

6
米原市地域包括医療福祉センター
「ふくしあ」

近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

7
社会福祉法人六心会
介護老人保健施設ここちの郷

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

8
医療法人明和会
琵琶湖病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

9
医療法人恭昭会
彦根中央病院

近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

10 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

11 市立長浜病院 近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

12
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

13
医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

14
公益社団法人 地域医療振興協会
地域包括ケアセンターいぶき

近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

15
医療法人社団仁生会
甲南病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

16
公益財団法人
豊郷病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

17 滋賀県立総合病院 近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

18
一般財団法人近江愛隣園
今津病院

中施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

19
公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院

近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

20
日本赤十字社
大津赤十字病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

21
医療法人
マキノ病院

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

22
公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院

近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

23 長浜市立湖北病院 中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

24
一般社団法人
水口病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

25 和邇いきいきリハビリセンター 近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

26
医療法人医誠会
神崎中央病院

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

27 彦根市立病院 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

28
社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

29
公益財団法人近江兄弟社
介護老人保健施設ヴォーリズ老健センター 近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

30
特定医療法人社団御上会
野洲病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

31
介護老人保健施設
ケアポート栗東

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

32
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 下西　德 ✔ ✔

33
地方独立行政法人
市立大津市民病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

34
医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

35
医療法人芙蓉会
南草津病院

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

36
医療法人社団
弓削メディカルクリニック

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

37 近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

38 公立甲賀病院 近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

39
医療法人滋賀勤労者保健会
介護老人保健施設　日和の里

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

40
医療法人恒仁会
近江温泉病院

近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週担当教員 第４週実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週 第２週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表(2024年　1/8（月）～2/18（日）)

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 高島市民病院 中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

2
医療法人敬愛会
東近江敬愛病院

近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

3
医療法人三幸会
第二北山病院

中施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

4
医療法人明和会
琵琶湖病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

5
医療法人恭昭会
彦根中央病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

6 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 大西　満 ✔ ✔

7 市立長浜病院 近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

8
医療法人清仁会
洛西シミズ病院

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

9
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 大西　満 ✔ ✔

10
医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

11
医療法人桜花会
醍醐病院

中施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

12
医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

13
医療法人社団仁生会
甲南病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

14
公益財団法人
豊郷病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

15
医療法人恒昭会
藍野病院

中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

16 滋賀県立総合病院 近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

17
一般財団法人近江愛隣園
今津病院

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

18
公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

19
日本赤十字社
大津赤十字病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

20
医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

21
医療法人
梁山会診療所

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

22
医療法人
マキノ病院

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

23
公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院

近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

24 長浜市立湖北病院 中施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

25
一般社団法人
水口病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

26
医療法人医誠会
神崎中央病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

27 彦根市立病院 近施設 1 下西　德 ✔ ✔

28
社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

29
特定医療法人社団御上会
野洲病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

30
公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院

中施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

31
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

32
地方独立行政法人
市立大津市民病院

近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

33
医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

34
医療法人芙蓉会
南草津病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

35 近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

36
医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院

中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

37 公立甲賀病院 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

38
医療法人恒仁会
近江温泉病院

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

39
社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院

中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

40
医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院

中施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週 第４週 第５週 第６週実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

担当教員 第１週 第２週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表(2023年　4/10（月）～5/21（日）)

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 高島市民病院 中施設 1 安部征哉 ✔ ✔

2
医療法人敬愛会
東近江敬愛病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

3
医療法人三幸会
第二北山病院

中施設 1 下西　德 ✔ ✔

4
医療法人明和会
琵琶湖病院

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

5
医療法人恭昭会
彦根中央病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

6 滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

7 市立長浜病院 近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

8
医療法人清仁会
洛西シミズ病院

中施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

9
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

10
医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院

中施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

11
医療法人桜花会
醍醐病院

中施設 1 大西　満 ✔ ✔

12
医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

13
医療法人社団仁生会
甲南病院

近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

14
公益財団法人
豊郷病院

近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

15
医療法人恒昭会
藍野病院

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

16 滋賀県立総合病院 近施設 1 下西　德 ✔ ✔

17
一般財団法人近江愛隣園
今津病院

中施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

18
公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

19
日本赤十字社
大津赤十字病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

20
医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所

中施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

21
医療法人
梁山会診療所

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

22
医療法人
マキノ病院

中施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

23
公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院

近施設 1 澤賢一郎 ✔ ✔

24 長浜市立湖北病院 近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

25
一般社団法人
水口病院

近施設 1 下西　德 ✔ ✔

26
医療法人医誠会
神崎中央病院

近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

27 彦根市立病院 近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

28
社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院

近施設 1 安部征哉 ✔ ✔

29
特定医療法人社団御上会
野洲病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

30
公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院

中施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

31
社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 杉本久美子 ✔ ✔

32
地方独立行政法人
市立大津市民病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

33
医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院

近施設 1 大西　満 ✔ ✔

34
医療法人芙蓉会
南草津病院

近施設 1 木岡和実 ✔ ✔

35 近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 有田智氏 ✔ ✔

36
医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

37 公立甲賀病院 近施設 1 嶋川昌典 ✔ ✔

38
医療法人恒仁会
近江温泉病院

近施設 1 辛島千恵子 ✔ ✔

39
社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院

中施設 1 有田智氏 ✔ ✔

40
医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院

中施設 1 木岡和実 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週 第４週 第５週 第６週実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

担当教員 第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会
近江温泉病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会
近江温泉病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

大西　満（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会
藍野病院 中施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院 中施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会
藍野病院 中施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

安部征哉（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週 第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人三幸会
第二北山病院 中施設 1 ✔

医療法人明和会
琵琶湖病院 近施設 1 ✔

医療法人桜花会
醍醐病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
豊郷病院 近施設 1 ✔

一般社団法人
水口病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人三幸会
第二北山病院 中施設 1 ✔

医療法人明和会
琵琶湖病院 近施設 1 ✔

医療法人桜花会
醍醐病院 中施設 1 ✔

公益財団法人
豊郷病院 近施設 1 ✔

一般社団法人
水口病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

嶋川昌典（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週

辛島千恵子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人恭昭会
彦根中央病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

彦根市立病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人恭昭会
彦根中央病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

彦根市立病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

下西　德（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院 中施設 1 ✔

医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院 中施設 1 ✔

医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

有田智氏（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院 近施設 1 ✔

医療法人医誠会
神崎中央病院 近施設 1 ✔

公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院 中施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院 近施設 1 ✔

医療法人医誠会
神崎中央病院 近施設 1 ✔

公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

澤賢一郎（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

高島市民病院 中施設 1 ✔

医療法人社団仁生会
甲南病院 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

医療法人
マキノ病院 中施設 1 ✔

医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

高島市民病院 中施設 1 ✔

医療法人社団仁生会
甲南病院 近施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

医療法人
マキノ病院 中施設 1 ✔

医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

木岡和実（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅰ　巡回指導計画表（2024年　1/8（月）～2/18（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

医療法人芙蓉会
南草津病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市立長浜病院 近施設 1 ✔

医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

医療法人芙蓉会
南草津病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第２週 第３週

杉本久美子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人明和会
琵琶湖病院 近施設 1 ✔

医療法人桜花会
醍醐病院 中施設 1 ✔

医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人明和会
琵琶湖病院 近施設 1 ✔

医療法人桜花会
醍醐病院 中施設 1 ✔

医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

大西　満（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

高島市民病院 中施設 1 ✔

市立長浜病院 近施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

高島市民病院 中施設 1 ✔

市立長浜病院 近施設 1 ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

安部征哉（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週 第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院 中施設 1 ✔

医療法人社団仁生会
甲南病院 近施設 1 ✔

公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人一仁会
脳神経リハビリ北大路病院 中施設 1 ✔

医療法人社団仁生会
甲南病院 近施設 1 ✔

公益社団法人　京都保健会
京都民医連中央病院 中施設 1 ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

嶋川昌典（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人
豊郷病院 近施設 1 ✔

彦根市立病院 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会
近江温泉病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人
豊郷病院 近施設 1 ✔

彦根市立病院 近施設 1 ✔

医療法人恒仁会
近江温泉病院 近施設 1 ✔

辛島千恵子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週 第３週

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第４週 第５週 第６週

第１週



作業療法学科　作業療総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人三幸会
第二北山病院 中施設 1 ✔

医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

一般社団法人
水口病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人三幸会
第二北山病院 中施設 1 ✔

医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔

一般社団法人
水口病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

下西　德（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会
藍野病院 中施設 1 ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院 中施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 ✔

医療法人恒昭会
藍野病院 中施設 1 ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔

社会医療法人　愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

有田智氏（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恭昭会
彦根中央病院 近施設 1 ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔

医療法人恭昭会
彦根中央病院 近施設 1 ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

澤賢一郎（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

医療法人芙蓉会
南草津病院 近施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院 中施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔

医療法人
梁山会診療所 中施設 1 ✔

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔

地方独立行政法人
市立大津市民病院 近施設 1 ✔

医療法人芙蓉会
南草津病院 近施設 1 ✔

医療法人社団洛和会
洛和会音羽病院 中施設 1 ✔

医療法人社団　行陵会
京都大原記念病院 中施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

木岡和実（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療総合臨床実習Ⅱ　巡回指導計画表（2023年　4/10（月）～5/21（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院 近施設 1 ✔

医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人
マキノ病院 中施設 1 ✔

医療法人医誠会
神崎中央病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 ✔

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人清仁会
洛西シミズ病院 中施設 1 ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院 中施設 1 ✔

公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院 近施設 1 ✔

医療法人天翔会
上田リハビリテーション診療所 中施設 1 ✔

医療法人
マキノ病院 中施設 1 ✔

医療法人医誠会
神崎中央病院 近施設 1 ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第６週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第４週 第５週

第２週 第３週

杉本久美子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
社会福祉法人真寿会老人保健
施設　リハビリセンターあゆみ 近施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人六心会
介護老人保健施設ここちの郷 近施設 1 ✔ ✔

医療法人医誠会
神崎中央病院 近施設 1 ✔ ✔

医療法人芙蓉会
南草津病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

大西　満（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

公益財団法人青樹会
滋賀八幡病院 近施設 1 ✔ ✔

公益財団法人近江兄弟社
ヴォーリズ記念病院 近施設 1 ✔ ✔

長浜市立湖北病院 中施設 1 ✔ ✔

公益財団法人近江兄弟社
介護老人保健施設

ヴォーリズ老健センター
近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週

安部征哉（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第２週第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

彦根市立病院 近施設 1 ✔ ✔

近江八幡市立総合医療センター 近施設 1 ✔ ✔

医療法人恒仁会
近江温泉病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第4週第２週第１週

辛島千恵子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第3週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

滋賀医科大学医学部附属病院 近施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター草津 近施設 1 ✔ ✔

公益財団法人
豊郷病院

近施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人恩賜財団
済生会滋賀県病院

近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

嶋川昌典（作業療法学科）

第１週 第２週
実習施設名 カテゴリー

学生数
（人）

第3週 第4週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

特定医療法人社団御上会
野洲病院 近施設 1 ✔ ✔

介護老人保健施設
ケアポート栗東 近施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人びわこ学園
びわこ学園医療福祉センター野洲 近施設 1 ✔ ✔

医療法人社団
弓削メディカルクリニック 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

下西　德（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

米原市地域包括医療福祉センター
「ふくしあ」 近施設 1 ✔ ✔

医療法人恭昭会
彦根中央病院 近施設 1 ✔ ✔

市立長浜病院 近施設 1 ✔ ✔

公益社団法人 地域医療振興協会
地域包括ケアセンターいぶき 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

有田智氏（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人敬愛会
東近江敬愛病院 近施設 1 ✔ ✔

医療法人社団仁生会
甲南病院 近施設 1 ✔ ✔

一般社団法人
水口病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

澤賢一郎（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

高島市民病院 中施設 1 ✔ ✔

社会福祉法人 よつば会
特別養護老人ホーム　風流里 近施設 1 ✔ ✔

医療法人社団　阿星会
甲西リハビリ病院 近施設 1 ✔ ✔

日本赤十字社
大津赤十字病院 近施設 1 ✔ ✔

医療法人
マキノ病院 中施設 1 ✔ ✔

和邇いきいきリハビリセンター 近施設 1 ✔ ✔

地方独立行政法人
 市立大津市民病院 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

木岡和実（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



作業療法学科　作業療法評価実習　巡回指導計画表（2023年　7/3（月）～7/30（日））

担当教員名

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

医療法人　金沢整形外科クリニック
デイケアしおん 近施設 1 ✔ ✔

医療法人明和会
琵琶湖病院 近施設 1 ✔ ✔

滋賀県立総合病院 近施設 1 ✔ ✔

一般財団法人近江愛隣園
今津病院

中施設 1 ✔ ✔

医療法人　華頂会
琵琶湖養育院病院 近施設 1 ✔ ✔

公立甲賀病院 近施設 1 ✔ ✔

医療法人滋賀勤労者保健会
介護老人保健施設　日和の里 近施設 1 ✔ ✔

※　２つ目の✔は、予備日

第3週 第4週第２週

杉本久美子（作業療法学科）

実習施設名 カテゴリー
学生数
（人）

第１週



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 藤谷　亮

３．職位・l区分 講師（実研）

４．担当科目 運動学Ⅱ（2年前期　1単位　30時間）×２（里中、藤谷、安田）

神経障害系理学療法学実習Ⅱ（3年前期　1単位　30時間）

理学療法評価学演習（3年前期　1単位　30時間）

運動学実習（2年後期　1単位　30時間）（藤谷、安田）

神経障害系理学療法学実習Ⅰ（2年後期　1単位　30時間）

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

藤谷（3年　神経障害系

理学療法学実習Ⅱ）A
研究日

藤谷（2年　運動学Ⅱ）

A
学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

藤谷（3年　神経障害系

理学療法学実習Ⅱ）B
研究日

藤谷（2年　運動学Ⅱ）

B
学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）

藤谷（3年　理学療法評

価学演習）A
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）

藤谷（3年　理学療法評

価学演習）B
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

藤谷（2年　運動学実

習）A
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

藤谷（2年　運動学実

習）B
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日

藤谷（3年　神経障害系

理学療法学演習Ⅱ）A

藤谷（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日

藤谷（3年　神経障害系

理学療法学演習Ⅱ）B
学内業務

藤谷（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 学内業務

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 大西　均

３．職位・l区分 准教授（実研）

４．担当科目 義肢装具学Ⅰ（2年前期　1単位　30時間）×２（安田、大西均）

理学療法評価学実習（2年前期　2単位　60時間）×２（宇於崎、大西均）

運動器障害系理学療法学実習Ⅱ（3年前期　1単位　30時間）×２（安田、大西均、前川（兼任））

義肢装具学Ⅱ（2年後期　1単位　30時間）×２（安田、大西均）

運動器障害系理学療法学実習Ⅰ（2年後期　1単位　30時間）×２

フィットネス論（3年後期　2単位　30時間）（大西均、治郎丸、佐藤）

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

大西均（2年　理学療法

評価学実習）A
学内業務 学内業務 研究日

大西均（3年　運動器障

害系理学療法学実習

2限目（10：40～

12：10）

大西均（2年　理学療法

評価学実習）B
学内業務 学内業務 研究日

大西均（3年　運動器障

害系理学療法学実習

3限目（13：00～

14：30）

大西均（2年　義肢装具

学Ⅰ）A
学内業務

大西均（2年　理学療法

評価学実習）A
研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）

大西均（2年　義肢装具

学Ⅰ）B
学内業務

大西均（2年　理学療法

評価学実習）B
研究日 学内業務

16：10～17：15 学内業務 学内業務 オフィスアワー 研究日 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務

大西均（2年　運動器障害

系理学療法学実習Ⅰ）A
研究日 学内業務

大西均（2年　義肢装具

学Ⅱ）A

2限目（10：40～

12：10）
学内業務

大西均（3年　フィット

ネス論）
研究日 学内業務

大西均（2年　義肢装具

学Ⅱ）B

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 研究日

大西均（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務

大西均（2年　運動器障害

系理学療法学実習Ⅰ）B
研究日 学内業務

大西均（4年　理学療法

総合演習）

16：10～17：15 学内業務 オフィスアワー 研究日 学内業務 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前 神経筋骨格障害応用論実習（4年前期　2単位　90時間）

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 安田　孝志

３．職位・l区分 准教授（実研）

４．担当科目 運動学Ⅱ（2年前期　1単位　30時間）（里中、藤谷、安田）

義肢装具学Ⅰ（2年前期　1単位　30時間）×２（安田、大西均）

運動器障害系理学療法学演習Ⅱ（3年前期　1単位　30時間）×２（安田、大西均、前川（兼任））

障がい者スポーツ論実習（4年前期　1単位　30時間）（安田、池谷）

障がい者スポーツ論実習（4年前期　1単位　30時間）兼担

運動学実習（2年後期　1単位　30時間）（安田、藤谷）×２

義肢装具学Ⅱ（2年後期　1単位　30時間）×２（安田、大西均）

障がい者スポーツ論（3年後期　1単位　15時間）×２

ゴルフトレーニング論（3年後期　2単位　30時間）（宇於崎、安田、奥村（兼任））

ロボット工学地域活用論基礎（3年後期　1単位　15時間）

ロボット工学地域活用論応用（3年後期　2単位　30時間）

リハビリテーション総合

演習（3年後期　1単位

30時間）

理学療法総合演習（4年

後期　1単位　30時間）

障がい者スポーツ論（3

年後期　1単位　15時

間）兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 安田（2年　運動学Ⅱ）A 学内業務

安田（3年　運動器障害

系理学療法学実習Ⅱ）A

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 安田（2年　運動学Ⅱ）B 学内業務

安田（3年　運動器障害

系理学療法学実習Ⅱ）B

3限目（13：00～

14：30）
安田（2年　義肢装具学Ⅰ）A 研究日

安田（４年　障がい者ス

ポーツ論実習）A
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
安田（2年　義肢装具学Ⅰ）B 研究日

安田（４年　障がい者ス

ポーツ論実習）B
学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

安田（2年　運動学実

習）A
研究日

安田（3年ロボット工学地

域活用論基礎・応用）
学内業務

安田（2年　義肢装具学

Ⅱ）A

2限目（10：40～

12：10）

安田（2年　運動学実

習）B
研究日

安田（3年　ゴルフト

レーニング論）

安田（3年　障がい者ス

ポーツ論）兼担

安田（2年　義肢装具学

Ⅱ）B

3限目（13：00～

14：30）

安田（3年　障がい者ス

ポーツ論）A
研究日 学内業務

安田（3年　リハビリ

テーション総合演習）

安田（3年ロボット工学地

域活用論基礎・応用）

4限目（14：40～

16：10）

安田（3年　障がい者ス

ポーツ論）B
研究日 学内業務 学内業務

安田（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 治郎丸　卓三

３．職位・l区分 准教授（実研）

４．担当科目 運動療法学（2年前期　1単位　30時間）×２

スポーツ障害系理学療法学実習（2年後期　1単位　30時間）×２

パフォーマンス向上論（3年後期　1単位　15時間）

フィットネス論（3年後期　2単位　30時間）（佐藤、治郎丸、大西均）

ランニングトレーニング論（3年後期　2単位　30時間）

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

治郎丸（2年　運動療法

学）A
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

治郎丸（2年　運動療法

学）B
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 学内業務 研究日 オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

治郎丸（3年　パフォー

マンス向上論）

治郎丸（3年　ランニン

グトレーニング論）
研究日 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務

治郎丸（3年　フィット

ネス論）
研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）

治郎丸（2年　スポーツ障

害系理学療法学実習）A
学内業務 研究日

治郎丸（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）

治郎丸（2年　スポーツ障

害系理学療法学実習）B
学内業務 研究日 学内業務

治郎丸（4年　理学療法

総合演習）

16：10～17：15 学内業務 学内業務 研究日 オフィスアワー 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前 スポーツ障害応用論実習（4年後期　2単位　90時間）（宇於崎、治郎丸）

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 山内　正雄

３．職位・l区分 教授（実研）

４．担当科目 理学療法評価学演習（3年前期　1単位　30時間）×２（山内、分木、藤谷）

徒手理学療法学（3年前期　1単位　15時間）×２

運動学Ⅰ（1年後期　1単位　30時間）×２

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

理学療法管理学（4年後期　1単位　15時間）×２

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務

山内（3年　徒手理学療

法学）A
学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務

山内（3年　徒手理学療

法学）B
学内業務 研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）

山内（3年　理学療法評

価学演習）A
学内業務 学内業務 研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）

山内（3年　理学療法評

価学演習）B
学内業務 学内業務 研究日 学内業務

16：10～17：15 学内業務 学内業務 オフィスアワー 研究日 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

山内（1年　運動学Ⅰ）

A

山内（4年　理学療法管

理学）A

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務

山内（1年　運動学Ⅰ）

B

山内（4年　理学療法管

理学）B

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務

山内（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

山内（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前 神経筋骨格障害応用論実習（4年後期　2単位　90時間）

理学療法見学実習Ⅱ 1後 （山内、池谷、宇於崎、大西均）

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 野口　真一

３．職位・l区分 講師（実専）

４．担当科目 救急援助論（2年後期　1単位　15時間）×２

救急援助論（2年後期　1単位　15時間）　兼担

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

理学療法総合演習（4年後期後半　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日

野口（2年　救急援助

論）A

野口（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）

野口（2年　救急援助

論）兼担
研究日

野口（2年　救急援助

論）B
学内業務

野口（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 池谷　雅江

３．職位・l区分 講師（実専）

４．担当科目 障がい者スポーツ論実習（4年前期　1単位　30時間）（安田、池谷、大西満(兼担)）

運動療法学実習（2年後期　1単位　30時間）

体力測定論（3年後期　0.4単位　16時間）（分木、鈴木美、池谷）

健康増進実践演習（3年後期　0.3単位　10時間）　（分木、鈴木美、池谷）

健康増進実践実習（3年後期　0.3単位　8時間）　（分木、鈴木美、池谷）

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

協働連携論総合実習（4年後期　2単位　60時間）

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日

池谷（４年　障がい者ス

ポーツ論実習）A
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日

池谷（４年　障がい者ス

ポーツ論実習）B
学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

池谷（3年　健康増進実

践演習、実習）

池谷（3年　健康増進実

践演習、実習）

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務

池谷（3年　体力測定

論）
学内業務

3限目（13：00～

14：30）

池谷（2年　運動療法学

実習）A
研究日

池谷（4年　協働連携論

総合実習）

池谷（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）

池谷（2年　運動療法学

実習）B
研究日

池谷（4年　協働連携論

総合実習）
学内業務

池谷（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 学内業務

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前 神経筋骨格障害応用論実習（4年後期　2単位　90時間）

理学療法見学実習Ⅱ 1後 （山内、宇於崎、大西均、池谷）

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 弘部　重信

３．職位・l区分 講師（実専）

４．担当科目 地域包括ケア論（3年前期　1単位　30時間）×2（鈴木、弘部）

理学療法評価学演習（3年前期　1単位　30時間）×２（藤谷、山内、弘部）

内部障害理学療法学実習Ⅰ（3年前期　1単位　30時間）×２

内部障害理学療法学実習Ⅱ（3年前期　1単位　30時間）×２

地域理学療法学実習（3年前期　1単位　30時間）×２（鈴木、弘部）

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

理学療法総合演習（4年後期後半　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務

弘部（3年　地域理学療

法学実習）A

弘部（３年　地域包括ケ

ア論）A

弘部（3年　内部障害理

学療法学実習Ⅰ、Ⅱ）A

弘部（3年　内部障害理

学療法学実習Ⅰ、Ⅱ）A

2限目（10：40～

12：10）
学内業務

弘部（3年　地域理学療

法学実習）B

弘部（３年　地域包括ケ

ア論）B

弘部（3年　内部障害理

学療法学実習Ⅰ、Ⅱ）B

弘部（3年　内部障害理

学療法学実習Ⅰ、Ⅱ）B

3限目（13：00～

14：30）

弘部（3年　理学療法評

価学演習）A
学内業務 学内業務 研究日 研究日

4限目（14：40～

16：10）

弘部（3年　理学療法評

価学演習）B
学内業務 学内業務 研究日 研究日

16：10～17：15 学内業務 学内業務 オフィスアワー 研究日 研究日

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務

弘部（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

弘部（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 研究日 学内業務 オフィスアワー 学内業務 学内業務

５．臨地実務実習

理学療法評価実習 3前 内部障害応用論実習（4年後期　2単位　90時間）

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 鈴木　美香

３．職位・l区分 講師（実専）

４．担当科目 予防医学（3年前期　1単位　15時間）×２（山川、鈴木、分木）

地域包括ケア論（3年前期　1単位　30時間）×2（鈴木、弘部）

地域理学療法学実習（3年前期　1単位　30時間）×２（鈴木美・弘部）

体力測定論（3年後期　1単位　30時間）（分木、鈴木美、池谷）

健康増進実践演習（3年後期　1単位　30時間）　（分木、鈴木美、池谷）

健康増進実践実習（3年後期　1単位　30時間）　（分木、鈴木美、池谷）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日

鈴木美（3年　地域理学

療法学実習）A

鈴木美（3年　地域包括

ケア論）A

鈴木美（3年　予防医

学）A
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日

鈴木美（3年　地域理学

療法学実習）B

鈴木美（3年　地域包括

ケア論）B

鈴木美（3年　予防医

学）B
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

鈴木美（3年前半　予防

医学）兼担

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務

鈴木美（3年　健康増進

実践演習、実習）

鈴木美（3年　健康増進

実践演習、実習）

2限目（10：40～

12：10）
研究日 学内業務 学内業務

鈴木美（3年　体力測定

論）
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 学内業務 学内業務 オフィスアワー 学内業務

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 川﨑　浩子

３．職位・l区分 講師（実専）

４．担当科目 日常生活活動学（2年前期　1単位　30時間）×２

臨床技能論実習（3年前期　1単位　15時間）×２

理学療法評価学（1年後期　1単位　30時間）×２

地域理学療法学（2年後期　1単位　15時間）×２

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
川﨑（3年　臨床技能論実習）A 学内業務 研究日 学内業務 川﨑（2年　日常生活活動学）A

2限目（10：40～

12：10）
川﨑（3年　臨床技能論実習）B 学内業務 研究日 学内業務 川﨑（2年　日常生活活動学）B

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務

地域理学療法学Ⅱ

（専門学校での授業）
研究日 川﨑（2年　地域理学療法学）A 川﨑（1年　理学療法評価学）A

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 研究日 川﨑（2年前　地域理学療法学）B 川﨑（1年　理学療法評価学）B

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務

川﨑（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 宇於崎　孝

３．職位・l区分 准教授（実専）

４．担当科目 理学療法評価学実習（2年前期　2単位　60時間）×２（宇於崎、大西均）

基礎理学療法学実習Ⅱ（1年後期　1単位　30時間）×２

徒手理学療法学実習（3年後期　１単位　30時間）×２

ゴルフトレーニング論（3年後期　2単位　30時間）

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

宇於崎（2年　理学療法

評価学実習）A
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

宇於崎（2年　理学療法

評価学実習）B
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日

宇於崎（2年　理学療法

評価学実習）A
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日

宇於崎（2年　理学療法

評価学実習）B
学内業務 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 研究日 学内業務 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

宇於崎（1年　基礎理学

療法学実習Ⅱ）A
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

宇於崎（1年　基礎理学

療法学実習Ⅱ）B
研究日

宇於崎（3年　ゴルフト

レーニング論）
学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日

宇於崎（3年　徒手理学

療法学実習）A
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日

宇於崎（3年　徒手理学

療法学実習）B
学内業務

宇於崎（4年　理学療法

総合演習）

16：10～17：15 オフィスアワー 研究日 学内業務 学内業務 教授会（月1回）

５．臨地実務実習 臨地実務実習以外の学外実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前 神経筋骨格障害応用論実習（4年後期　2単位　90時間）

理学療法見学実習Ⅱ 1後 スポーツ障害応用論実習（4年後期　2単位　90時間）

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 佐々木　絵美

３．職位・区分 助教（専）

４．担当科目

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 研究日 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 研究日 学内業務

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 和智　道夫

３．職位・l区分 講師（専）

４．担当科目 画像評価学（2年後期　1単位　15時間）×2

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

和智（2年　画像評価

学）A
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

和智（2年　画像評価

学）B
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務

和智（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

和智（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

スポーツ障害応用論実習

（4年後期　2単位　90

時間）

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 佐藤　隆彦

３．職位・l区分 准教授（専）

４．担当科目 体育（1年後期　1単位　30時間）×2　選択 ※体育は3、4限続きで行う場合がある。

生涯スポーツ論（1年前期　1単位　15時間）×2

運動生理学演習（2年後期　1単位　30時間）

フィットネス論（3年後期　2単位　30時間）（大西均、治郎丸、佐藤）

体育（1年後期　1単位　30時間）　選択　兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日

佐藤（1年　生涯スポー

ツ論）A

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日

佐藤（1年　生涯スポー

ツ論）B

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 学内業務 研究日 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日

佐藤（2年　運動生理学

演習）A

2限目（10：40～

12：10）
学内業務

佐藤（3年　フィットネ

ス論）
学内業務 研究日

佐藤（2年　運動生理学

演習）B

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 佐藤（1年　体育）A、B 研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 佐藤（1年　体育）兼担 佐藤（1年　体育）A、B 研究日 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 学内業務 学内業務 教授会（月1回）



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 兼清　健志

３．職位・区分 准教授（専）

４．担当科目 栄養学（１年前期　１単位　15時間）×２

栄養学（１年前期　１単位　15時間）兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

兼清（1年前半　栄養

学）A
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日

兼清（1年前半　栄養

学）兼担

兼清（1年前半　栄養

学）B
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 分木　ひとみ

３．職位・区分 准教授（専）

４．担当科目 学びの基盤（1年前期　1単位　15時間）×２

リハビリテーション概論（1年前期　1単位　30時間）×２

予防医学（3年前期　1単位　15時間）×２（山川、鈴木、分木）

体力測定論（3年後期　1単位　30時間）（分木、鈴木美、池谷）

健康増進実践演習（3年後期　1単位　30時間）　（分木、鈴木美、池谷）

健康増進実践実習（3年後期　1単位　30時間）　（分木、鈴木美、池谷）

遊びとレクリエーション（3年後期　1単位　15時間）

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

協働連携論総合実習（4年後期　2単位　60時間）

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

分木（1年前半　学びの

基盤）A
研究日 学内業務

分木（3年　予防医学）

A

分木（1年　リハビリ

テーション概論）A

2限目（10：40～

12：10）

分木（1年前半　学びの

基盤）B
研究日 学内業務

分木（3年　予防医学）

B

分木（1年　リハビリ

テーション概論）B

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

分木（3年前半　予防医

学）兼担

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 研究日 学内業務 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

分木（3年　健康増進実

践演習、実習）

分木（3年　健康増進実

践演習、実習）

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務

分木（3年　体力測定

論）
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日

分木（4年　協働連携論

総合実習）

分木（3年　リハビリ

テーション総合演習）

分木（3年　遊びとレク

リエーション）

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日

分木（4年　協働連携論

総合実習）
学内業務

分木（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 里中　綾子

３．職位・l区分 教授（専）

４．担当科目 基礎理学療法学Ⅱ（1年前期　1単位　15時間）×２

運動学Ⅱ（2年前期　1単位　30時間）×２（里中、藤谷、安田）

基礎理学療法研究法（3年前期　1単位　15時間）×２

基礎理学療法学実習Ⅰ（1年後期　1単位　30時間）×２

小児期理学療法学演習（2年後期　1単位　30時間）×２

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 里中（2年　運動学Ⅱ）A 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日

里中（2年　運動学Ⅱ）

B
学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）

里中（1年　基礎理学療

法学Ⅱ）A
研究日

里中（3年前半　基礎理

学療法研究法）A
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）

里中（1年　基礎理学療

法学Ⅱ）B
研究日

里中（3年前半　基礎理

学療法研究法）B
学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日

里中（2年　小児期理学

療法学演習）A
学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日

里中（2年　小児期理学

療法学演習）B
学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）

里中（1年　基礎理学療

法学実習Ⅰ）A
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）

里中（1年　基礎理学療

法学実習Ⅰ）B
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 堀　寛史

３．職位・l区分 教授（専）

４．担当科目 哲学入門（1年前期　1単位　15時間）×２

画像評価学（2年後期　1単位　15時間）×２（堀、和智）

物理療法学（2年前期　1単位　15時間）×２

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 堀（1年　哲学入門）A 堀（2年　物理療法学）A 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 堀（1年　哲学入門）B 堀（2年　物理療法学）B 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

堀（2年前半　画像評価

学）A
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

堀（2年前半　画像評価

学）B
研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務

堀（3年　リハビリテー

ション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

堀（4年　理学療法総合

演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 植田　昌治

３．職位・l区分 教授（専）

４．担当科目 基礎理学療法学Ⅰ（1年前期　1単位　15時間）×2

日常生活活動学（2年前期　1単位　30時間）×２

地域理学療法学（2年後期　1単位　15時間）×２

リハビリテーション総合演習（3年後期　1単位　30時間）

理学療法総合演習（4年後期　1単位　30時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 植田（2年　日常生活活動学）A

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 植田（2年　日常生活活動学）B

3限目（13：00～

14：30）
植田（1年　基礎理学療法学Ⅰ）A 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
植田（1年　基礎理学療法学Ⅰ）B 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

植田（2年前半　地域理

学療法学）A
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務

植田（2年前半　地域理

学療法学）B
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務

植田（3年　リハビリ

テーション総合演習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

植田（4年　理学療法総

合演習）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

理学療法見学実習Ⅰ 1前

理学療法見学実習Ⅱ 1後

理学療法見学実習Ⅲ 2前

理学療法評価実習 3前

理学療法総合臨床実習Ⅰ 3後

理学療法総合臨床実習Ⅱ 4前

理学療法地域実習 4前



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 中野　法彦

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 生物学（1年前期　1単位　15時間）×２

生物学（1年前期　1単位　15時間）兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

中野（1年前半　生物

学）A
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日

中野（1年前半　生物

学）兼担

中野（1年前半　生物

学）B
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 学内業務 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 学内業務 学内業務 教授会（月1回）



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 篠田　恵一

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 内科学Ⅰ（2年前期　1単位　30時間）×２

内科学Ⅰ（2年前期　1単位　30時間）兼担

内科学Ⅱ（2年後期　1単位　30時間）×２

内科学Ⅱ（2年後期　1単位　30時間）兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 研究日 篠田（2年　内科学Ⅰ）兼担 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 篠田（2年　内科学Ⅰ）A 研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 篠田（2年　内科学Ⅰ）B 研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 研究日 オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 研究日

篠田（2年　内科学Ⅱ）

兼担
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日

篠田（2年　内科学Ⅱ）

A
研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日

篠田（2年　内科学Ⅱ）

B
研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 研究日 オフィスアワー 教授会（月1回）



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 金沢　伸彦

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 整形外科学Ⅰ（1年前期　1単位　30時間）×２

整形外科学Ⅰ（1年前期　1単位　30時間）兼担

整形外科学Ⅱ（1年後期　1単位　30時間）×２

整形外科学Ⅱ（1年後期　1単位　30時間）兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日

金沢（2年　整形外科学

Ⅰ）兼担
研究日 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日

金沢（2年　整形外科学

Ⅰ）A
研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日

金沢（2年　整形外科学

Ⅰ）B
研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 研究日 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日

金沢（2年　整形外科学

Ⅱ）兼担
研究日 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日

金沢（2年　整形外科学

Ⅱ）A
研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日

金沢（2年　整形外科学

Ⅱ）B
研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 研究日 学内業務 教授会（月1回）



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 山田　久夫

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 解剖学Ⅰ（1年前期　2単位　60時間）×２

解剖学Ⅱ（1年後期　2単位　60時間）×２

解剖学Ⅲ（1年後期　1単位　30時間）×２

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日

山田（1年　解剖学Ⅰ）

A
学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日

山田（1年　解剖学Ⅰ）

B
学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務

山田（1年　解剖学Ⅰ）

A
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務

山田（1年　解剖学Ⅰ）

B
学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日

山田（1年　解剖学Ⅱ、

Ⅲ）A

山田（1年　解剖学Ⅱ、

Ⅲ）A
学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日

山田（1年　解剖学Ⅱ、

Ⅲ）B

山田（1年　解剖学Ⅱ、

Ⅲ）B
学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務

山田（1年　解剖学Ⅱ、

Ⅲ）A
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務

山田（1年　解剖学Ⅱ、

Ⅲ）B
学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）

解剖学Ⅱ終了後、

解剖学Ⅲ



１．学科 理学療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 山川　正信

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 予防医学（3年前期　1単位　15時間）×2クラス

予防医学（3年前期　1単位　15時間）兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

山川（3年　予防医学）

A
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務

山川（3年　予防医学）

B

山川（3年前半　予防医

学）兼担

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 下西 德

３．職位・l区分 講師（実専）

４．担当科目 住環境支援論（3年前期　1単位　30時間）

生活行為向上マネジメント論実習（3年前期　1単位　30時間）

地域生活作業療法学実習Ⅲ（3年前期　1単位　30時間） 前期　3コマ/週

地域包括ケア論（2年後期　1単位　30時間）

中枢神経疾患作業療法学実習（2年後期　1単位　30時間）

身体障害作業療法基礎技術論（2年後期　1単位30）

地域生活作業療法学実習Ⅰ（2年後期　1単位　30時間）

作業療法総合実習Ⅱ（4年後期　1単位　30時間） 後期　5コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

下西（３年　住環境支援

論）
学内業務 研究日 学内業務

下西（3年　地域生活作

業療法学実習Ⅲ）

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務

下西（3年　生活行為向

上マネジメント論実習）
研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 オフィスアワー 研究日 オフィスアワー 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

下西（2年　中枢神経疾

患作業療法学実習）
学内業務 研究日 学内業務

下西（2年　身体障害作

業療法基礎技術論）

2限目（10：40～

12：10）
学内業務

下西（2年　地域生活作

業療法学実習Ⅰ）
研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 研究日

下西（2年　地域包括ケ

ア論）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務

下西（4年　作業療法総

合実習Ⅱ）

16：10～17：15 学内業務 学内業務 研究日 オフィスアワー オフィスアワー

５．臨地実務実習

作業療法見学実習Ⅰ 1後

作業療法見学実習Ⅱ 2前

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 澤　賢一郎

３．職位・l区分 講師（専）

４．担当科目

社会生活行為論実習（2年前期　1単位　30時間）

高次脳機能障害作業療法学実習（3年前期　1単位　30時間）

老年期障害作業療法学実習（3年前期　1単位　30時間）

基礎作業学実習Ⅰ（1年前期　1単位　30時間） 前期　4コマ/週

作業療法評価学総論（1年後期　1単位　30時間）

作業分析活用論（2年後期　1単位　30時間）

作業療法総合実習Ⅱ（4年後期　1単位　30時間） 後期　3コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日

澤（１年　基礎作業学実

習Ⅰ）
学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務

澤（3年　老年期障害作

業療法学実習）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）

澤（2年　社会生活行為

論実習）
研究日 学内業務 学内業務

澤（3年　高次脳機能障

害作業療法学実習）

16：10～17：15 オフィスアワー 研究日 オフィスアワー 学内業務 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務

澤（2年　作業分析活用

論）
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日

澤（1年　作業療法評価

学総論）
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

澤（4年　作業療法総合

実習Ⅱ）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー

５．臨地実務実習

作業療法見学実習Ⅰ 1後

作業療法見学実習Ⅱ 2前

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 有田　智氏

３．職位・l区分 助教（実専）

４．担当科目 運動学実習（2年前期　1単位　30時間）

身体障害作業療法評価学実習Ⅱ（2年前期　1単位　30時間）

日常生活活動論実習（2年前期　1単位　30時間） 前期　3コマ/週

基礎作業学実習Ⅱ（1年後期　1単位　30時間）

協働連携論総合実習（4年後期　2単位　60時間） 後期　3コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

有田（2年　運動学実

習）

有田（2年　身体障害作

業療法評価学実習Ⅱ）

有田（2年　日常生活活

動論実習）
研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー オフィスアワー 学内業務 研究日 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

有田（1年後期　基礎作

業学実習Ⅱ）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務

有田（4年　協働連携論

総合実習）
研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務

有田（5年　協働連携論

総合実習）
研究日 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 研究日 学内業務

５．臨地実務実習

作業療法見学実習Ⅰ 1後

作業療法見学実習Ⅱ 2前

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 杉本　久美子

３．職位・l区分 助教（実専）

４．担当科目 作業療法総合実習Ⅰ（4年後期　1単位　30時間）

作業療法総合実習Ⅱ（4年後期　1単位　30時間） 後期　2コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 研究日 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日

杉本（4年　作業療法総

合演習Ⅰ）

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日

杉本（4年　作業療法総

合演習Ⅱ）

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 学内業務 研究日 オフィスアワー

５．臨地実務実習

作業療法見学実習Ⅰ 1後

作業療法見学実習Ⅱ 2前

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 木岡　和実

３．職位・l区分 助教（実専）

４．担当科目 作業療法総合演習Ⅰ（4年後期　1単位　30時間）

作業療法総合演習Ⅱ（4年後期　1単位　30時間） 後期　2コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

木岡（4年　作業療法総

合演習Ⅰ）

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

木岡（4年　作業療法総

合演習Ⅱ）

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー

５．臨地実務実習

作業療法見学実習Ⅰ 1後

作業療法見学実習Ⅱ 2前

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 嶋川　昌典

３．職位・l区分 助教（実研）

４．担当科目 基礎作業学（1年前期　1単位　15時間）

精神障害作業療法評価学実習（2年前期　1単位　30時間）

精神障害作業療法学実習（3年前期　1単位　30時間） 前期　3コマ/週

精神障害作業療法学（2年後期　1単位　30時間）

作業分析活用論実習（2年後期　1単位　30時間）

地域生活作業療法学実習Ⅱ（2年後期　1単位　30時間）

作業療法総合実習Ⅰ（4年後期　1単位　30時間） 後期　4コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日

嶋川（2年　精神障害作

業療法評価学実習）

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務

嶋川（3年前期　精神障

害作業療法学実習）
研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）

嶋川（1年前半　基礎作

業学）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 研究日 学内業務

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日 学内業務

2限目（10：40～

12：10）

嶋川（2年　精神障害作

業療法学）
学内業務

嶋川（2年　作業分析活

用論実習）
研究日 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 学内業務 研究日

嶋川（4年　作業療法総

合実Ⅰ）

4限目（14：40～

16：10）
学内業務

嶋川（2年　地域生活作

業療法学実習Ⅱ）
学内業務 研究日 学内業務

16：10～17：15 学内業務 オフィスアワー 学内業務 研究日 オフィスアワー

５．臨地実務実習

作業療法見学実習Ⅰ 1後

作業療法見学実習Ⅱ 2前

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 安部　征哉

３．職位・l区分 講師（実研）

４．担当科目 学びの基盤（1年前期　1単位　15時間）

運動学Ⅰ（1年前期　1単位　30時間）

身体障害作業療法評価学実習Ⅰ（2年前期　1単位　30時間） 前期　３コマ/週

運動学Ⅱ（1年後期　1単位　30時間）

運動器疾患作業療法学実習（2年後期　1単位　30時間）

作業療法義肢装具実習（2年後期　1単位　30時間）

作業療法総合実習Ⅰ（4年後期　1単位　30時間） 後期　４コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

安部（1年前半　学びの

基盤）
学内業務 研究日 学内業務 安部（1年　運動学Ⅰ）

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 研究日

安部（2年　身体障害作

業療法評価学実習Ⅰ）
学内業務

16：10～17：15 学内業務 オフィスアワー 研究日 学内業務 オフィスアワー

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）

安部（2年後期　運動器

疾患作業療法学実習）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務

安部（2年後期　作業療

法義肢装具実習）
研究日 学内業務

安部（4年　作業療法総

合実Ⅰ）

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務

安部（1年後期　運動学

Ⅱ）

16：10～17：15 学内業務 オフィスアワー 研究日 学内業務 オフィスアワー

５．臨地実務実習

作業療法見学実習Ⅰ 1後

作業療法見学実習Ⅱ 2前

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 大西　満

３．職位・l区分 准教授（実研）

４．担当科目 リハビリテーション概論（1年前期　1単位　30時間）

作業療法学総論（1年前期　1単位　30時間）

子育て支援論（2年前期　1単位　15時間）

子育て支援論（2年前期　1単位　15時間）　※PT兼担

障がい者スポーツ論実習（4年前期　0.2単位　2時間）

発達障害作業療法評価学実習（2年前期　1単位　30時間） 前期　5.2コマ/週

作業療法と倫理（1年後期　1単位　15時間）

作業療法管理・制度論（1年後期　1単位　15時間）

協働連携論総合実習（4年後期　2単位　60時間）

作業療法総合実習Ⅰ（4年後期　1単位　30時間）

作業療法総合実習Ⅱ（4年後期　1単位　30時間） 後期　6コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

大西満（4年　障がい者

スポーツ論実習　1コマ
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）

大西満（2年前半　子育

て支援論）
研究日

大西満（2年　リハビリ

テーション概論）
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）

大西満（2年前半　子育

て支援論PT）兼担
研究日 学内業務

作業療法学総論（1年

作業療法学総論）

大西満（2年　発達障害

作業療法評価学実習）

16：10～17：15 オフィスアワー 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務

大西満（1年　作業療法

と倫理）
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）

大西満（1年　作業療法

管理・制度論）
研究日

大西満（4年　協働連携

論総合実習）
学内業務

大西満（4年　作業療法

総合実Ⅰ）

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日

大西満（4年　協働連携

論総合実習）
学内業務

大西満（4年　作業療法

総合実Ⅱ）

16：10～17：15 オフィスアワー 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 鈴木　規己洋

３．職位・区分 准教授（専）

４．担当科目 英語Ⅰ（1年前期　1単位　15時間）

英語Ⅰ（1年前期　1単位　15時間）兼担

英語Ⅱ（1年後期　1単位　15時間）選択

英語Ⅱ（1年後期　1単位　15時間）兼担　選択

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日

鈴木規（1年前半　英語

Ⅰ）
学内業務

鈴木規（1年前半　英語

Ⅰ）兼担A

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

鈴木規（1年前半　英語

Ⅰ）兼担B

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日

鈴木規（1年前半　英語

Ⅱ）選択
学内業務

鈴木規（1年前半　英語

Ⅱ）兼担A　選択

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務

鈴木規（1年前半　英語

Ⅱ）兼担B　選択

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー オフィスアワー 教授会（月1回）



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 垰田　和史

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 身体障がい者就労環境論（3年後期　2単位　30時間）

労働衛生論（1年後期　1単位　15時間）×２　兼担

身体障がい者就労環境論（3年後期　2単位　30時間）選択　兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 学内業務 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務

垰田（3年　労働衛生

論）兼担A
学内業務

垰田（3年　身体障がい

者就労環境論）

2限目（10：40～

12：10）
研究日 学内業務

垰田（3年　労働衛生

論）兼担B
学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務

垰田（3年　身体障がい

者就労環境論）兼担
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 学内業務 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 井出　千束

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 解剖学Ⅱ（1年後期　2単位　60時間）

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 研究日 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 研究日 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 井出（1年　解剖学Ⅱ) 井出（1年　解剖学Ⅱ) 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 学内業務 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 辛島　千恵子

３．職位・l区分 教授（専）

４．担当科目

地域生活作業療法学総論（2年前期　1単位　30時間）

発達障害作業療法学実習Ⅱ（3年前期　1単位　30時間）

作業療法研究法（3年前期　1単位　15時間）

家族援助論（３年前期　1単位　15時間） 前期　4コマ/週

発達障害作業療法学実習Ⅰ（2年後期　1単位　30時間）

協働連携論総合実習（4年後期　２単位　60時間） 後期　２コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日

辛島（3年　発達障害作

業療法学実習Ⅱ）
学内業務

辛島（3年　家族援助

論）

辛島（2年　地域生活作

業療法学総論）

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務

辛島（3年　作業療法研

究法）
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 学内業務 オフィスアワー オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務

辛島（4年　協働連携論

総合実習）
学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務

辛島（5年　協働連携論

総合実習）

辛島（2年　発達障害作

業療法学実習Ⅰ）
学内業務

16：10～17：15 研究日 学内業務 オフィスアワー オフィスアワー 教授会（月1回）

５．臨地実務実習

作業療法評価実習 3前

作業療法総合臨床実習Ⅰ 3後

作業療法総合臨床実習Ⅱ 4前

作業療法地域実習 4前



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 田中　弘一郎

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 薬理学概論（1年後期　1単位　15時間）

薬理学概論（1年後期　1単位　15時間）×２　兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 研究日 オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
学内業務 学内業務 研究日

田中（1年前半　薬理学

概論）兼担A
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
学内業務 学内業務 研究日

田中（1年前半　薬理学

概論）兼担B
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
学内業務 学内業務 研究日 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
学内業務

田中（1年前半　薬理学

概論）
研究日 学内業務 学内業務

16：10～17：15 オフィスアワー 学内業務 研究日 オフィスアワー 教授会（月1回）



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 外池　光雄

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 物理学Ⅰ（1年前期　1単位　15時間）

数学（1年前期　1単位　15時間）

物理学Ⅰ（1年前期　1単位　15時間）　兼担

数学（1年前期　1単位　15時間）兼担

物理学Ⅱ（1年後期　1単位　15時間）※選択

統計学（2年後期　1単位　15時間）

物理学Ⅱ（1年後期　1単位　15時間）※選択　兼担

統計学（2年後期　1単位　15時間）兼担

福祉工学地域活用論（3年後期　1単位　15時間）兼担

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日

外池（1年前半　数学

Ⅰ）
学内業務

外池（1年前半　物理学

Ⅰ）兼担A
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 学内業務 学内業務

外池（1年前半　物理学

Ⅰ）兼担B
学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日

外池（1年前半　数学）

兼担A
学内業務

外池（1年前半　物理学

Ⅰ）
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日

外池（1年前半　数学）

兼担B
学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日

外池（1年前半　統計

学）兼担A
学内業務

外池（1年前半　統計

学）
学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日

外池（1年前半　統計

学）兼担B
学内業務 学内業務

外池（3年　福祉工学地

域活用論）兼担　選択

3限目（13：00～

14：30）
研究日

外池（1年前半　物理学

Ⅱ）兼担A　選択
学内業務

外池（1年前半　物理学

Ⅱ）選択
学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日

外池（1年前半　物理学

Ⅱ）兼担B　選択
学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）

前期　3コマ/週

※PT2クラス

後期　4コマ/週

※PT2クラス



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 三谷　章

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 生理学Ⅰ（1年前期　2単位　60時間）

生理学Ⅰ（1年前期　2単位　60時間）兼担×2

生理学Ⅱ（1年後期　2単位　60時間）

生理学Ⅱ（1年後期　2単位　60時間）×２

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日

三谷（１年　生理学Ⅰ）

兼担A
学内業務

三谷（１年　生理学Ⅰ）

兼担A
三谷（1年　生理学Ⅰ）

4限目（14：40～

16：10）
研究日

三谷（１年　生理学Ⅰ）

兼担B
三谷（1年　生理学Ⅰ）

三谷（１年　生理学Ⅰ）

兼担B
学内業務

16：10～17：15 研究日 学内業務 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日

三谷（１年　生理学Ⅱ）

兼担A
学内業務

三谷（１年　生理学Ⅱ）

兼担A
三谷（1年　生理学Ⅱ）

4限目（14：40～

16：10）
研究日

三谷（１年　生理学Ⅱ）

兼担B
三谷（1年　生理学Ⅱ）

三谷（１年　生理学Ⅱ）

兼担B
学内業務

16：10～17：15 研究日 学内業務 オフィスアワー 学内業務 教授会（月1回）



１．学科 作業療法学科 前期　15週 後期　15週

２．氏名 野田　亨

３．職位・区分 教授（専）

４．担当科目 解剖学Ⅰ（1年前期　2単位　60時間） 前期　2コマ/週

解剖学Ⅲ（1年後期　1単位　30時間） 後期　1コマ/週

【前期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 野田（1年　解剖学Ⅰ） 学内業務 野田（1年　解剖学Ⅰ） 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）

【後期】

時間 月 火 水 木 金

1限目（9：00～

10：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

2限目（10：40～

12：10）
研究日 学内業務 学内業務 野田（1年　解剖学Ⅲ） 学内業務

3限目（13：00～

14：30）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

4限目（14：40～

16：10）
研究日 学内業務 学内業務 学内業務 学内業務

16：10～17：15 研究日 オフィスアワー 学内業務 オフィスアワー 教授会（月1回）



- 1 - 

 

びわこリハビリテーション専門職大学 

 非常勤講師及び非常勤実験実習助手の任用等に関する規程 
 

（趣旨） 

第１条 この規程は、びわこリハビリテーション専門職大学から委嘱を受け講義又は演習等で教育

指導を行う者（以下「非常勤講師」という。）、また講義、演習又は実習等で教育指導の補助をす

る者（以下「非常勤実験実習助手」という。）の任用等について、必要な事項を定めるものとす

る。 

 

（書類） 

第２条 非常勤講師及び非常勤実験実習助手（以下「非常勤講師等」という。）を選考するときは、

学科長は、あらかじめ次の必要書類を事務部に提出しなければならない。 

一 履歴書 

二 資格証明書等の写し 

三 その他必要と認める書類 

 

（委嘱及び任用） 

第３条 非常勤講師は、教授会の議を経て、学長が委嘱する。 

２ 非常勤実験実習助手は、学科会議で選考し、学長が委嘱する。 

３ 学長は、前２項の結果を理事長に報告し、理事長が非常勤講師及び非常勤実験実習助手を任用

する。 

 

（任用期間） 

第４条 非常勤講師等の任用期間は、原則として１年以内とする。 

 

（講師料） 

第５条 非常勤講師等の講師料は、別表１の時間単価に基づき支給する。ただし、９０分授業は２

時間として算出する。 

２ 前項の規定にかかわらず、職歴、取得資格等で特別な事情がある場合は、学長の承認のもと、

非常勤講師等の講師料を定めることができる。 

 

（交通費等） 

第６条 非常勤講師等の交通費及び宿泊費は、本学の教育指導に要した分の実費を支給する。 

 

（職務専念義務） 

第７条 非常勤講師等は、本学の理念と目的を理解し、その職務に専念しなければならない。 

 

（守秘義務） 

第８条 非常勤講師等は、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 

２ 前項の規定は、任用期間が終了した後にも、これを適用する。 

 

（規程の改廃） 

第９条 この規程の改廃は、教授会の議を経て学長が裁定する。 
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附  則 

 この規程は、２０２０年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

別表１ 

任 用 資 格 等 単価（１時間当たり） 

○ 大学の教授として発令された者、および大学の名誉教授の称号

を有する者 

○ 専門分野において特に優れた知識及び経験を有する者 

○ 医師その他特殊な国家資格等を有している者 

１２，０００円 

○ 大学・短期大学の助教、講師、准教授及び教授、または専門学

校の教員として発令された者 

○ 専門分野において優れた知識及び経験を有する者 

○ 特殊な国家資格等を有している者 

○ 専門分野において、相当の実務又は臨床経験及び技能を有し、

教育指導できる者 

８，０００円 

〇 非常勤実験実習助手（非常勤講師以外で授業を補助する者）の

うち、以下の資格を持つ者 

  ① 助産師（臨床経験３年以上） 

２，５００円 

○ 非常勤実験実習助手（非常勤講師以外で授業を補助する者） 

○ 学士もしくは同等の経歴を有し、当該講義・実験・実習の補助

業務ができる能力がある者 

２，０００円 

○ 学校法人藍野大学の別設置校に本務を置く者 １，２５０円 
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33.99㎡ 15.43㎡ 22.56㎡

51.86㎡

8.28㎡
12.50㎡

専門職大学理学療法学科・専門学校 理学療法学科 共用

専門職大学・専門学校　共用

705.44 ㎡

0 ㎡

専門職大学作業療法学科・専門学校 作業療法学科 共用

0 ㎡

H35年

◆ 確認申請上 延べ 床面積

5854.28 ㎡

◆ 確認申請上 BF 床面積

705.44 ㎡

2018.12.13



印刷室

DSPS

WC(W)
WC(M)

多目的
WC

保健室

普通教室-1

運転手控室

S = 1 : 200

1 F   平面図

面接室1

面接室2

学生サポート室(1)

(上部吹抜け)

玄関ホール
応接室

実習室

教材室

普通教室 3

普通教室 2

廊下

SLW設置 *

演習室

機能訓練室

走行
スペース

日常動作活動

訓練室

学生サポート室(2)

  キャリア

サポート室

学長室

30002000

500

A B C D

1

2

3

4

5

6

10

11

12

13

9

8

E F

500

400

22
50

100

30

70

300

7

実習室+演習室　＝　317.016 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

57.20 ㎡

5.49 ㎡

9.96 ㎡

28.40㎡

12.32 ㎡

5.01 ㎡

35.39 ㎡

22.0275㎡

6.78625 ㎡

6.78625 ㎡

38.00 ㎡

24.58 ㎡

211.05 ㎡

210.90㎡

106.116㎡

専門職大学理学療法学科・専門学校 理学療法学科 共用

専門職大学・専門学校　共用

1036.2025 ㎡

287.0475 ㎡

0 ㎡

H35年

専門職大学作業療法学科 専門学校 作業療法学科 共用

◆ 確認申請上 延べ 床面積

5854.28 ㎡

◆ 確認申請上 BF 床面積

1323.25 ㎡

2018.12.13

23

    (教員

研究室     )



S = 1 : 200

評価実習室

治療室

水治室

普通教室－４

補装具室

基礎医学実習

吹抜

普通教室－１

普通教室－２

普通教室－３

WC(W)WC(M)
倉庫

PS DS

EV

廊下

廊下

教材室

2 F   平面図

40人情報処理室

コピー

壁新設

1F走行スペース

(増築部分)の屋根

A B C D

1

2

3

4

5

6

10

11

12

13

9

8

7

149.625 ㎡

助手室

52.00 ㎡

16.00 ㎡
133.00 ㎡

57.00 ㎡

76.00 ㎡

5.15 ㎡

35.2 ㎡

75.57㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

6.78625 ㎡

76.00 ㎡

152.57㎡

1260.71 ㎡

35.20 ㎡

0 ㎡

H35年

専門職大学理学療法学科・専門学校 理学療法学科 共用

専門職大学・専門学校　共用

専門職大学作業療法学科 専門学校 作業療法学科 共用

◆ 確認申請上 延べ 床面積

5854.28 ㎡

◆ 確認申請上 BF 床面積

1295.31 ㎡

1300 1400

1900

70
0

1150

2018.12.13

学習室



S = 1 : 200

吹抜

基礎作業実習室3

廊下学習室

助手室

大教室 2

WC(W)WC(M)

PS DS

倉庫

普通教室－４普通教室－１

普通教室－３普通教室－2

教材室

レクリエーション室

保健室

廊下

EV

3 F   平面図

基礎作業実習室2

基礎作業実習室1

大教室 1

A B C D

1

2

3

4

5

6

10

11

12

13

9

8

7

152.57 ㎡

149.625 ㎡
16.00㎡

52.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

5.15 ㎡

5.49 ㎡

804.14 ㎡

0 ㎡

456.57 ㎡

H35年

24.56 ㎡

専門職大学作業療法学科 専門学校作業療法学科 共用

専門職大学理学療法学科・専門学校理学療法学科 共用

専門職大学・専門学校 共用
◆ 確認申請上 延べ 床面積

5854.28 ㎡

◆ 確認申請上 BF 床面積

1295.31 ㎡

2018.12.13



S = 1 : 200

4 F   平面図

EV

A B C D

図書館

WC

WC

11

12

13

会議室

印刷室給湯室

教員研究室

9

8

7

6

5

4

2

119 20 21 2218

17

16

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

 教員

研究室
 教員

研究室
 教員

研究室
 教員

研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

16 17 18 19

教員研究室

1 19
16 17 18 19 を除く。）(

～

■　4.75 x 5.0 = 23.75 ㎡

■　3.5 x 7.0 = 24.50 ㎡

139.225 ㎡

PS

1830

42
0

800

1

2

3

4

5 6 7 8 9 10 11 12 13

141516171819202122

23 24 25 26 27 28 29 30 31

323334353637383940

1200

60
0

14
00

15
00

63
0

83
0

カンファレンスコーナー

700

1000

854

1

2

3

4

5

6

10

11

12

13

9

8

7

23.75 ㎡

23.75 ㎡

23.75 ㎡
23.75 ㎡

23.75 ㎡

23.75 ㎡

23.75 ㎡

23.75 ㎡

23.75 ㎡

22.55 ㎡

21.825 ㎡

14.33㎡

14

23.75 ㎡

23.75 ㎡

23.75 ㎡

23.75 ㎡

24.50 ㎡ 24.50 ㎡ 24.50 ㎡ 24.50 ㎡

 63.8 ㎡

24.9375 ㎡

24.9375 ㎡

21.10 ㎡

11.10 ㎡11.10㎡

廊下

廊下

専門職大学理学療法学科 専用

専門職大学・専門学校 共用

674.015 ㎡

276.125 ㎡

213.75 ㎡

H35年

23
0
0

30
0

47
0

専門職大学作業療法学科 専用

◆ 確認申請上 延べ 床面積

5854.28 ㎡

◆ 確認申請上 BF 床面積

1198.49 ㎡

3

教員研究室

23.75 ㎡

15

23.375 ㎡

教員研究室

10

教員研究室

2018.12.13

明渡　志郎
多角形

明渡　志郎
テキスト ボックス
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明渡　志郎
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R F   平面図

S = 1 : 200

A B C D

1

2

3

4

5

6

10

11

12

13

9

8

7

H35年

専門職大学理学療法学科 専用

専門職大学・専門学校 共用

36.48 ㎡

0 ㎡

0 ㎡

専門職大学作業療法学科 専用

◆ 確認申請上 延べ 床面積

5854.28 ㎡

◆ 確認申請上 BF 床面積

36.48 ㎡

2018.12.13



WC(W)
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８０００１０５００

１８５００

２
８

５
０

０

ＥＶ

学生食堂・学生ホール

パントリー

女子更衣室

廊下

倉庫

男子更衣室

廊下

倉庫

倉庫(1)

A B
B`

65.78㎡

82.88㎡ 210.90㎡

11.875㎡

9.50㎡

30.37㎡

207.42㎡

33.99㎡

27.86㎡

51.86㎡

8.28㎡

12.50㎡

◆ 確認申請上 延べ 床面積

6102.41 ㎡

 705.44 ㎡

WC(M)

◆ 確認申請上 B1F 床面積

37.99㎡

倉庫(2)

1

2

3

10

11

12

13

9

8

7

B1 F   平面図

防火

水槽

防火

水槽

消火

ポンプ室

完 成 年 度

（平成35年度）

専門職大学理学療法学科 専用

専門職大学理学療法学科・作業療法学科 共用

0 ㎡

専門職大学作業療法学科 専用

705.44 ㎡

0 ㎡

藍滋SK-121

2019.03.22

S = 1 : 200

明渡　志郎
テキスト ボックス



△

△

△

△

△

５００

５０００３０００

２５００ ８０００８０００１０５００

２９０００

非常口

ＥＶ

印刷室

DS

PS

保健室

運転手控室

面接室1

面接室2

(上部吹抜け)

玄関ホール

応接室

実習室

教材室

廊下

SLW設置 *

演習室

学長室

D

実習室+演習室　＝　317.016 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

57.20 ㎡

5.49 ㎡

9.96 ㎡

28.40㎡

12.32 ㎡

5.01 ㎡

35.39 ㎡

22.0275㎡

6.78625 ㎡

6.78625 ㎡

38.00 ㎡

210.90㎡

106.116㎡

23

◆ 確認申請上 延べ 床面積

6102.41 ㎡

1571.38 ㎡

WC(W)

WC(M)

４
７
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〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
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７
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〃
〃

〃
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０
０
０

機能訓練室

248.13 ㎡

走行

スペース

多目的

WC

5.80 ㎡

◆ 確認申請上 1F 床面積

1

2

3

4

5

6

10

11

12

13

9

8

7

38.00 ㎡

教員研究室 17

38.00 ㎡

38.00 ㎡

38.00 ㎡

38.00 ㎡

教員研究室 18

教員研究室 19

教員研究室 20

38.00 ㎡

教員研究室 21

教員研究室 22

学生サポートセンター(2)

学生サポートセンター(1)

1 F   平面図

  キャリア

サポート室

    (教員

研究室     )

24.58 ㎡

完 成 年 度

（平成35年度）

専門職大学理学療法学科 専用

専門職大学理学療法学科・作業療法学科 共用

専門職大学作業療法学科 専用

A B C

1057.25 ㎡

藍滋SK-121

2019.03.22

S = 1 : 200

日常動作訓練室

38.00 ㎡

476.13 ㎡



壁新設
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５０００３０００

評価実習室

治療室

水治室

普通教室－４

補装具室

吹抜

普通教室－１

普通教室－２

普通教室－３

WC(M)

倉庫

PS DS

EV

廊下

廊下

教材室

40人

10
987

43
21

65

情報処理室

コピー

1F走行スペース

(増築部分)の屋根

A B C D

52.00 ㎡

16.00 ㎡

133.00 ㎡

57.00 ㎡

76.00 ㎡

5.15 ㎡

35.2 ㎡

75.57㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

152.57㎡

◆ 確認申請上 延べ 床面積

6102.41 ㎡

1295.31 ㎡
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◆ 確認申請上 2F 床面積

1

2

3

4

5

6
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11

12

13

9

8

7

2 F   平面図

完 成 年 度

（平成35年度）

専門職大学理学療法学科 専用

専門職大学理学療法学科・作業療法学科 共用

152.57 ㎡

14.60 ㎡

149.63 ㎡

藍滋SK-121

2019.03.22

専門職大学作業療法学科 専用

S = 1 : 200

基礎医学実習室

教員研究室24

教員研究室23（講師室）

51.20 ㎡

1091.54 ㎡
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吹抜

基礎作業実習室3

廊下

大教室 2

WC(W)

WC(M)

PS DS

倉庫

普通教室－４

普通教室－１

普通教室－３

普通教室－2

教材室

レクリエーション室

保健室

廊下

EV

基礎作業実習室2

基礎作業実習室1

大教室 1

A B C D

152.57 ㎡

149.625 ㎡

16.00㎡

52.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

76.00 ㎡

5.15 ㎡

24.56 ㎡

◆ 確認申請上 延べ 床面積

6102.41 ㎡

1295.31 ㎡

◆ 確認申請上 3F 床面積

1

2

3

4

5

6

10

11

12

13

9

8

7

3 F   平面図

5.49 ㎡

完 成 年 度

（平成35年度）

専門職大学理学療法学科 専用

専門職大学理学療法学科・作業療法学科 共用

0 ㎡

304.00 ㎡

991.31 ㎡

藍滋SK-121

2019.03.22

専門職大学作業療法学科 専用

S = 1 : 200

教員研究室26

教員研究室25(助教・助手室)
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倉庫

△

屋上

キュービクル

自家発電

EV

B C D

会議室
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WC（M）

WC（W）

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

廊下

18.93 ㎡

24.44 ㎡

32.37 ㎡

22.91 ㎡

22.91 ㎡

22.91 ㎡
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21.74㎡

21.74  ㎡

20.85 ㎡

35.54 ㎡ 35.57 ㎡

廊下
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印刷室

13.63 ㎡

教員研究室

教員研究室

教員研究室

教員研究室

◆ 確認申請上 延べ 床面積

1198.49 ㎡

6102.41 ㎡

◆ 確認申請上 4F 床面積
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4 F   平面図
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 教員

研究室

 教員

研究室

 教員

研究室

完 成 年 度

（平成35年度）

専門職大学理学療法学科 専用

専門職大学理学療法学科・作業療法学科 共用

761.57 ㎡

藍滋SK-121

専門職大学作業療法学科 専用

2019.03.22

S = 1 : 200

168.66 ㎡

268.26 ㎡

明渡　志郎
多角形

明渡　志郎
テキスト ボックス
変更後
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◆ 確認申請上 延べ 床面積

36.48 ㎡

6102.41 ㎡

◆ 確認申請上 PHF 床面積
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R F   平面図

完 成 年 度

（平成35年度）

専門職大学理学療法学科 専用

専門職大学理学療法学科・作業療法学科 共用

0 ㎡

36.48 ㎡

0 ㎡

藍滋SK-121

2019.03.22

専門職大学作業療法学科 専用

S = 1 : 200



附番 分野 書名他

1 理学療法学科
クリニカルリーズニングで神経系の理学療法に強くなる

羊土社　¥17,463

2 理学療法学科
リニカルリーズニングで内部障害の理学療法に強くなる！

羊土社　¥18,352

3 理学療法学科 クリニカルリーズニングで運動器の理学療法に強くなる！ 羊土社　¥17,463

4 理学療法学科
ベードサイド理学療法の基本技術・技能（臨床思考を踏まえる理学療法プラクティス）

文光堂　¥11,404

5 理学療法学科

新人若手理学療法士のための最近知見の臨床応用ガイダンス一筋・骨格系理学療法-（臨床思考を踏まえる

理学療法プラクティス）

文光堂　¥11,880

6 理学療法学科

極める変形性股関節症の理学療法-病期別評価とそのアプローチ-（臨床思考を踏まえる理学療法プラクティ

ス）

文光堂　¥12,355

7 理学療法学科

極める変形性膝関節症の理学療法-保存的および術後理学療法の評価とそのアプローチ-（臨床思考を踏まえ

る理学療法プラクティス）

文光堂　¥12,355

8 理学療法学科
筋緊張に挑む-筋緊張を深く治療技術をアップする！ - （臨床思考を踏まえる理学療法プラクティス）

文光堂　¥12,355

9 理学療法学科

極める大腿骨骨折の理学療法-医師と理学療法士の協働による術式別アプローチ-（臨床思考を踏まえる理学

療法プラクティス）

文光堂　¥13,068

10 理学療法学科
感覚入力で挑む-感覚・運動機能回復のための理学療法アプローチ-（臨床思考を踏まえる理学療法プラク

ティス）

文光堂　¥12,355

11 理学療法学科
病態からみた理学療法内科編-臨床の「なぜ？どうして？）がわかる-

中山書店　¥11,761

12 理学療法学科
病態からみた理学療法外科編-臨床の「なぜ？どうして？）がわかる-

中山書店　¥11,761

13 理学療法学科
理学療法の本質を問う

医学書院　¥4,514

14 理学療法学科
理学療法技術の再検証科学的技術の確立に向けて-（理学療法MOOK17)

三輪書店　¥9,504

15 理学療法学科
理学療法評価学-障害別・関節別評価のポイントと実際-

文光堂　¥16,632

16 理学療法学科
図解理学療法検査・測定ガイド第2版

文光堂　¥22,572

17 理学療法学科
PT-OTのための画像診断マニュアル（manavi）

医学教育出版社　¥6,415

18 理学療法学科
理学療法のための臨床問題解決法-ブレイクスルーと理学療法診断に向けて-

協同医書出版社　¥4,276

19 理学療法学科
これで解決！PT-OT-ST臨床実習まるごとガイド

金芳堂　¥6,177

20 理学療法学科
PTお助けポケットガイド48

中山書店　¥5,821

21 理学療法学科
理学療法ハンドブック-ケーススタディ-

協同医書出版社　¥35,640

22 理学療法学科
ケースで学ぶ徒手理学療法クリニカルリーズニング

文光堂　¥13,780

23 理学療法学科
PT-OT学生の文章力を育てる！レポートの書き方-正しく学ぼう「書く基本jf文章の組み立て」-

金芳堂　¥4,752

24 理学療法学科
卒前・卒後教育に役立つ理学療法士育成OUTテキスト

文光堂　¥14,256

25 理学療法学科
新人理学療法士のための研修ハンドブック

協同医書出版社　¥8,316

26 理学療法学科
私もこれで理解できました（誰でもわかる動作分析[1]

南江堂　¥5,940

27 理学療法学科
これでますます理解できました（誰でもわかる動作分析2）

南江堂　¥6,831

28 理学療法学科
実習形式バイオメカニクスのオモシロ授業（誰でもわかる動作分析3）

南江堂　¥6,831

29 理学療法学科
運動の成り立ちとは何か-理学療法作業療法のためのBiNI Approach-

文光堂　¥14,968

30 理学療法学科
理学療法、作業療法のための実践編BiNI Approach-運動の成り立ちから導く治療をシンプルにする法則性-

文光堂　¥16,632

31 理学療法学科
ブラッシュアップ理学療法-88の知が生み出す臨床技術-

三輪書店　¥13,780



附番 分野 書名他

32 理学療法学科
PT臨床ハンドブック-ポケット版-第２

三輪書店　¥11,404

33 理学療法学科
臨床動作分析-PT-OTの実践に役立つ理論と技術-

三輪書店　¥14,256

34 理学療法学科
図解理学療法技術ガイド-理学療法臨床の場で必ず役立つ実践のすべて-第4版

文光堂　¥20,196

35 理学療法学科

内部障害の症例検討-解いて納得！身につける理学療法：エキスパートPTが出会った20症例の問題点と効果

的なリハプログラム-

羊土社　¥15,325

36 理学療法学科
姿勢制御と理学療法の実際

文光堂　¥20,433

37 理学療法学科
症候障害学序説-理学療法の臨床思考過程モデル-

文光堂　¥4,276

38 理学療法学科
アスリートケア-理学療法士によるスポーツ選手への健康支援-

三輪書店　¥9,028

39 理学療法学科
機能評価診断とその技法（スポーツ理学療法プラクティス）

文光堂　¥11,880

40 理学療法学科
理学療法のための筋力トレーニングと運動学習-動作分析から始める根拠にもとづく運動療法-

羊土社　¥16,038

41 理学療法学科
図解運動療法ガイド

文光堂　¥23,760

42 理学療法学科
入門編-運動器疾患の徒手的機能診断と治療-（標準徒手医学１）

医学映像教育センター　¥13,365

43 理学療法学科
運動のつながりから導く肩の理学療法

文光堂　¥9,504

44 理学療法学科
上肢の理学療法-局所機能全身運動を結びつけるインタラクティブ・アプローチ-

三輪書店　¥13,305

45 理学療法学科
非特異的腰痛のリハビリテーション（痛みの理学療法シリーズ）

羊土社　¥18,532

46 理学療法学科
山田英司-変形性膝関節症に対する保存的治療戦略-（理学療法士列伝：EBMの確立に向けて）

三輪書店　¥6,652

47 理学療法学科
臨床実践変形性膝関節症の理学療法（教科書にはない敏腕PTのテクニック）

文光堂　¥10,692

48 理学療法学科
臨床実践足部・足関節の理学療法（教科書にはない敏腕PTのテクニック）

文光堂　¥10,692

49 理学療法学科
看護師・理学療法士のためのリンパ浮腫の手技とケア

学研メディカル秀潤社　¥9,979

50 理学療法学科

リハビリナース、PT、OT、STのため患者さんの行動から理解する高次脳機能障害-なぜ、患者さんはこん

な行動をとるの？どう対応するの？-改訂2版（リハビリナース= Rehabilitation nurse別冊）

メディカ出版　¥12,117

51 理学療法学科
高次脳機能障害に対する理学療法

文光堂　¥14,256

52 理学療法学科
PT-OT-STのの脳損傷の回復期リハビリテーション-運動、認知、行動からのアプローチ-

三輪書店　¥8553

53 理学療法学科
脳卒中に対する標準的理学療法介入-何を考え、どう進めるか？-第２版

文光堂　¥15,444

54 理学療法学科
脳卒中・片麻痺理学療法マニュアル第２版

文光堂　¥13,068

55 理学療法学科
ニューロリハと理学療法（理学療法MOOK 19）

三輪書店　¥8,553

56 理学療法学科
神経症候障害学-病態とエビデンスに基づく治療と理学療法-

文光堂　¥17,820

57 理学療法学科
理学療法活かす褥瘡ケアー評価治療・予防-

文光堂　¥8,553

58 理学療法学科
ICUの理学療法（理学療法MOOK 18）

三輪書店　¥11,404

59 理学療法学科
ウィメンズヘルスと理学療法（理学療法MOOK 20）

三輪書店　¥9,504

60 理学療法学科
がんの理学療法（理学療法MOOK 21）

三輪書店　¥9,979

61 作業療法学科
身体領域の作業療法-プログラム立案のポイント-第2版（クリニカル作業療法シリーズ）

中央法規出版　¥11,880



附番 分野 書名他

63 作業療法学科
作業療法のクリニカル・クラークシップ「CCS」ガイド　　-今こそ変えよう臨床実習！-

三輪書店　¥9,504

64 作業療法学科
作業療法実践の仕組み　事例編

協同医書出版社　¥12,355

65 作業療法学科
事例でわかる人間作業モデル

協同医書出版社　¥8,791

66 作業療法学科
ひとと集団・場-治療や援助支援における場と集団のもちい方-新版

三輪書店　¥8,316

67 作業療法学科
臨床OTROM治療-運動、解剖学の基本的理解から介入ポイント・実技・症例への展開-

三輪書店　¥9,979

68 作業療法学科
OT臨床ハンドブック-ポケット版-増補版

三輪書店　¥11,167

69 作業療法学科
ひとと作業・作業活動-作業の知をとき技を育む-新版

三輪書店　¥8,316

70 作業療法学科
だから、作業療法が大好きです！

三輪書店　¥4,752

71 作業療法学科
患者力を引き出す作業療法-認知行動療法の応用による身体領域作業療法-

三輪書店　¥8,553

72 作業療法学科
アクティビティと作業療法-活用したい45のクラフトと段階づけ

三輪書店　¥8,078

73 作業療法学科
組みひも・作業療法への適用法-治療・援助・評価の手引き-

協同医書出版社　¥8,316

74 作業療法学科
精神障害作業療法入門

協同医書出版社　¥4,752

75 作業療法学科
精神障害と作業療法-病いを生きる、病いと生きる精神認知系作業療法の理論と実践-新版

三輪書店　¥9,504

76 作業療法学科
統合失調症・うつ病の作業療法の進め方（※）

中山書店　¥9,504

77 作業療法学科
四本足のあしながおじさん-難病患者に対する支持的作業療法の経験-

協同医書出版社　¥3,801

78 作業療法学科
結核作業療法とその時代－甦る作業療法の原点－

協同医書出版社　¥5,940

79 作業療法学科
高次脳機能障害の作業療法

三輪書店　¥11,404

80 作業療法学科
高次脳機能障害領域の作業療法-プログラム立案のポイント-（クリニカル作業療法シリーズ）

中央法規出版　¥8,553

81 作業療法学科
片麻痺の作業療法-QOLの新しい次元へ-

協同医書出版社　¥6,177

82 作業療法学科
高齢期領域の作業療法-プログラム立案のポイント-第2版（クリニカル作業療法シリーズ）

中央法規出版　¥9,028

83 作業療法学科
高齢期における認知症のある人の生活と作業療法　第2版

三輪書店　¥7,840

84 作業療法学科
発達障害の作業療法　基礎編　第2版

三輪書店　¥8,553

85 作業療法学科
発達障害の作業療法　実践編　第2版

三輪書店　¥9,028

86 作業療法学科
作業療法における上肢機能アプローチ-疾患別-

三輪書店　¥8,553

87 作業療法学科
rTMSと集中的作業療法による手指機能回復へのアプローチ-脳卒中上肢麻痺の最新リハビリテーション

三輪書店　¥6,652

88 作業療法学科
地域包括ケアにおけるPT-OTの役割-個別地域ケア会議・介護予防事業から学ぶ-

文光堂　¥11,404

89 作業療法学科
OT・PT・ケアマネにおくる建築知識なんかなくても住宅改修を成功させる本

三輪書店　¥7,603

90
リハビリテーショ

ン基礎

脳卒中急性期）のリハビリテーション【動画】（リハビリテーション医学vol.1）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

91
リハビリテーショ

ン基礎

摂食嚥下障害【動画】（リハビリテーション医学vol.2）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

92
リハビリテーショ

ン基礎

排尿障害【動画】（リハビリテーション医学vol.3）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

93
リハビリテーショ

ン基礎

切断と義肢【動画】（リハビリテーション医学vol.4）（※）

医学映像教育センター　¥38,016
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95
リハビリテーショ

ン基礎

脊髄損傷【動画】（リハビリテーション医学vol.6）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

96
リハビリテーショ

ン基礎

神経・筋疾患【動画】（リハビリテーション医学vol.7）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

97
リハビリテーショ

ン基礎

小児の発達障害【動画】（リハビリテーション医学vol.8）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

98
リハビリテーショ

ン基礎

認知症【動画】（リハビリテーション医学vol.9（※）

医学映像教育センター　¥38,016

99
リハビリテーショ

ン基礎

失語症【動画】（リハビリテーション医学vol.10）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

100
リハビリテーショ

ン基礎

脳卒中の回復期動画】（リハビリテーション医学vol.11）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

101
リハビリテーショ

ン基礎

疼痛【動画】（リハビリテーション医学vol.12）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

102
リハビリテーショ

ン基礎

動画|関節リウマチ【動画】（リハビリテーション医学vol.13）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

103
リハビリテーショ

ン基礎

高次脳機能障害【動画】（リハビリテーション医学vol.14）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

104
リハビリテーショ

ン基礎

心臓のリハビリテーション【動画】（リハビリテーション医学vol.15）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

105
リハビリテーショ

ン基礎

小児疾患のリハビリテーション【動画】（リハビリテーション医学vol.16）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

106
リハビリテーショ

ン基礎

内部障害のリハビリテーション【動画】（リハビリテーション医学vol.17）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

107
リハビリテーショ

ン基礎

骨粗鬆症のリハビリテーション【動画】（リハビリテーション医学vol.18）（※

医学映像教育センター　¥38,016

108
リハビリテーショ

ン基礎

運動器のリハビリテーション動画】（リハビリテーション医学vol.19）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

109
リハビリテーショ

ン基礎

運動器のリハビリテーション2【動画】（リハビリテーション医学vol.20）（※）

医学映像教育センター　¥38,016

110
リハビリテーショ

ン基礎

リハビリテーション医学大辞典

医歯薬出版　¥29,581

111
リハビリテーショ

ン基礎

リハビリナビカード

学研メディカル秀潤社　¥5,431

112
リハビリテーショ

ン基礎

わかりやすいリハビリテーション

中山書店　¥10,216

113
リハビリテーショ

ン基礎

今日からなれる！評価の達人-リハビリテーション・ポケットナビ-

中山書店　¥8,363

114
リハビリテーショ

ン基礎

データに基づく臨床動作分析

文光堂　¥6,177

115
リハビリテーショ

ン基礎

リアルフィジカルアセスメソトーリハ臨床のためのケーススタディー

文光堂　¥9,504

116
リハビリテーショ

ン基礎

イメージの科学リハビリテーションへの応用に向けて

三輪書店　¥8,553





変更後

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 地域の施設の役割と暮らし 下西　德

第２回 下西　德

第３回 社会参加や活動に向けた作業療法士や多職種の役割 下西　德

第４回 下西　德

第５回 下西　德

第６回 下西　德

第７回 下西　德

第８回 下西　德

第９回 下西　德

第１０回 下西　德

第１１回 下西　德

第１２回 下西　德

第１３回 下西　德

第１４回 下西　德

第１５回 下西　德

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科目名 担 当 教 員

地域生活作業療法学実
習Ⅰ

必 下西　德 1 30
2年次
後期

実習

授業概要
到達目標

目標は、「地域に住まう利用者との関りを通して、障害を持つ方が地域社会に参加することの意義を理解
する。また作業療法士やその他の関連職種が活動・参加の促進にむけて、どのような役割を果たすべきか
を考える」とする。授業形態として講義形式・グループワーク・地域で開催されるリハビリテーション実
践活動へ参加する。障害を持つ方が地域社会に参加する機会を提供することの意味やそのことによる日常
生活の参加や活動への影響について、参加して得られた情報や作業療法士・多職種からの聞き取った情報
をグループワークにて検討し発表することとする。また地域で開催される実践活動の企画・運営を経験す
る機会とする。

DP2
　多職種と協調・連携して課題を共有し、且つ解決に向けて支援を実践するためのコミュニケーション能
力を有し、信頼関係を構築することができる。
DP３
　作業療法に関する専門的知識と技術に基づき、生活課題の解決に向けて作業療法を実践することができ
る。

内容

障害と地域への社会参加

地域リハビリテーション実践活動の概要と目的

備考

グループワーク（フィールドワーク時のポイントと聞き取り内容の検討）

フィールドワーク準備

地域リハビリテーション実践活動に参加　　フィールドワーク

地域リハビリテーション実践活動に参加　　フィールドワーク

地域リハビリテーション実践活動に参加　　フィールドワーク

地域リハビリテーション実践活動に参加　　フィールドワーク

「地域」におけるリハビリテーションの必要性を実感するため、積極的な参加を求める。
授業の前後には次の内容に向けての予習、復習を必ず行ってください。

レポート試験60％、グループ発表40％

適宜、資料を配布します

太田睦美：作業療法学全書（改訂第3版）第13巻　地域作業療法学.協同医書出版社,2014.

後期：木　16：10～17：15
　　　金　16：10～17：15

参加後のまとめとグループワーク

地域社会参加の意義についてグループワーク

発表

発表

まとめ
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変更前

（リハビリテーション学部　作業療法学科）

必・選 単位数 時間数 履修年次 授業形態

履修要件 なし

学位授与方
針との関連

担当教員

第１回 前田　浩二

第２回 前田　浩二

第３回 前田　浩二

第４回 前田　浩二

第５回 前田　浩二

第６回 前田　浩二

第７回 前田　浩二

第８回 前田　浩二

第９回 前田　浩二

第１０回 前田　浩二

第１１回 前田　浩二

第１２回 前田　浩二

第１３回 前田　浩二

第１４回 前田　浩二

第１５回 前田　浩二

授業時間以
外の学習に
ついて

課題・評価
方法

教科書

参考書

オフィスア
ワー

講義要目

科 目 名 担 当 教 員

地域生活作業療法学演
習Ⅰ

必 前田　浩二 1 30
2年次
後期

演習

授業概要
到達目標

目標は、「地域に住まう利用者との関りを通して、障害を持つ方が地域の中でどのように生活し、我々作業
療法士やその他の関連職種がどのような役割を果たすべきかを考える」とする。上記の目標に向かい、形態
として講義形式・グループワーク・他施設が主催する風船バレーボール大会への参加という形をとり、通所
サービスを利用する方やそこで働く作業療法士・多職種との関りを通して、目標の達成を目指す内容とな
る。またイベントの企画・運営についても経験する。

DP3
　作業療法学の専門的知識及び技術を習得し、課題解決に向けて高度な専門性に基づく実践力・応用力を発
揮することができる。

内容

地域参加と目的的活動について

風船バレーボール大会に向けて

風船バレーボール大会参加(演習)

風船バレーボール大会参加(演習)

風船バレーボール大会参加(演習)

グループワーク(風船バレー参加者と企画・運営側について)

グループワーク後の発表

介護保険など、関連制度について

社会資源サービスと多職種について

事例検討の概要と事例の提示(グループワーク)

事例検討(グループワーク)

事例検討(グループワーク)

発表会

発表会

太田睦美：作業療法学全書（改訂第3版）第13巻　地域作業療法学.協同医書出版社,2014.

まとめ

備考

「地域」におけるリハビリテーションの必要性を実感するため、積極的な参加を求める。

レポート試験(グループ発表を含む：80％)、授業態度20％

適宜、資料を配布します
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